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Oracleサポートへのアクセス
サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
関連するOracle Business Intelligenceのドキュメントのリストは、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。
また、次の内容も参照してください。
https://support.oracle.com)でアクセスしてください。 このリリースの新機能について学ぶ
この序章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c リリースにおけるメタデータ・リポジトリ機能の変更点について説明します。
ここでは、次のトピックについて説明します。
この序章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c (12.2.1.1.0)におけるメタデータ・リポジトリ機能の変更点について説明します。
Oracle BI EE 12c リリース(12.2.1.1.0)におけるメタデータ・リポジトリの新機能は、次のとおりです。
論理表ソースでのデータ駆動断片選択
「データ駆動断片選択」オプションを有効にすることにより、断片化された論理表ソースを使用してモデルのパフォーマンスを改善できます。詳細は、データ駆動断片選択の有効化を参照してください。
この序章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c リリース1 (12.2.1)におけるOracle BIメタデータ・リポジトリの変更点について説明します。
Oracle BI EE 12c リリース(12.2.1)におけるメタデータ・リポジトリの新機能は、次のとおりです。
ORDER BY式でサポートされるDISPLAY | SORTKEY構文時間ディメンションの論理レベルの順序番号
「論理レベル」ダイアログには、新しい「順序番号」タブが加わりました。この新しいタブでは、時間ディメンションに絶対順序番号または相対順序番号を追加できます。これらのマッピングは、Oracle BIサーバーがデータ・ソースに対して実行可能な問合せを作成する時間ディメンション表内に直接の列参照を提供します。詳細は、「時間ディメンションの論理レベルへの順序番号の追加」を参照してください。
SQL ORDER BY式でサポートされているDISPLAY | SORTKEY構文
Oracle BIサーバーのSQL ORDER BY式では、DISPLAYおよびSORTKEYキーワードが使用できるようになりました。DISPLAYキーワードを使用して、論理列に割り当てられたソート順列をオーバーライドできます。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドのORDER BY句の構文に関する項を参照してください。
Oracle BIサーバーでサポートされているOracle Database高速アプリケーション通知および高速接続フェイルオーバー
Oracle BIサーバーは、高速アプリケーション通知(FAN)イベントおよび高速接続フェイルオーバー(FCF) Oracle Database構成をサポートします。高速接続フェイルオーバーにより、データ・ソースのOracleデータベースを使用できない場合に迅速なフェイルオーバーが可能です。詳細は、Oracle Databaseの高速アプリケーション通知および高速接続フェイルオーバーを参照してください。
集計の永続性の断片化された集計の生成
手動で記述した集計指定から断片化された集計を生成するために集計の永続性機能が拡張されました。論理SQL問合せのCREATE文にWhere句を追加することで、断片化された集計を生成できます。詳細は、「集計指定作成の記述」を参照してください。
新しいコマンドライン・ユーティリティ
新しいコマンドライン・ユーティリティを使用できます。詳細は次のトピックを参照してください。
メタデータ・リポジトリを効果的に計画して作成するには、SQL問合せに関する経験があり、レポートと分析に精通している必要があります。また、業界標準のデータ・ウェアハウス・モデリングの実践経験があり、一般的なリレーショナルE-Rモデリングに精通している必要があります。
この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle BIサーバーとOracle BIリポジトリのアーキテクチャによって、ユーザーが複雑なフェデレーテッド・データ・ソースに対する単純な論理SQL問合せを送信できる抽象化のレイヤーが提供されます。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BIサーバーは、Oracle Business Intelligenceのコンポーネントであり、基礎となるデータ・ソースのユーザー・リクエストと問合せを処理します。
Oracle BIサーバーは、論理データ・モデルを維持し、そのモデルへのODBC接続またはネイティブAPI (Oracle DatabaseのOCIなど)を使用したアクセスをクライアントに提供します。
Oracle BIサーバーでは、Oracle BIリポジトリ内のメタデータを使用して、次の2つのタスクを実行します。
管理ツール・クライアントは、Oracle BIリポジトリの作成や編集に使用できるWindowsアプリケーションです。管理ツールは、オフライン・モードでリポジトリに直接接続することも、Oracle BIサーバーを経由してリポジトリに接続することもできます。オンライン・モードで使用できるのは一部のオプションのみです。詳細は、オンラインとオフラインのリポジトリ・モードの使用を参照してください。
この図は、Oracle BIサーバーが問合せクライアント、データ・ソース、Oracle BIリポジトリおよび管理ツールとどのように連携するかを示しています。

この例は、Oracle BIサーバーが論理SQL問合せをどのように解析および変換するかを示しています。
論理リクエストから複雑な物理問合せへの変換
Oracle BIサーバーが次の単純なクライアント・リクエストを受け取るとします。
Oracle BIサーバーはその後、次のように論理SQL問合せを高度な物理問合せに変換します。
Oracle BIリポジトリのレイヤーにより、オブジェクトとその関係が定義されます。
Oracle BIリポジトリには次のレイヤーがあります。
アプリケーションの論理動作を物理モデルから切り離すと、複数の物理ソースを同じ論理オブジェクトにフェデレートできるため、集計ナビゲーションやパーティション化のほか、ディメンションの適合や物理ソース内の変更からの分離が可能になります。また、この分離によって、ポータブルなOracle BIアプリケーションの作成も可能になります。
ビジネス・モデルの各列は、物理レイヤーの1つ以上の列にマップします。実行時に、Oracle BIサーバーがビジネス・モデルに対する論理SQL問合せを評価し、マッピングを使用して、必要な物理問合せを生成するための物理表、ファイルおよびキューブの最適なセットを決定します。多くの場合、マッピングには計算と変換が含まれ、複数の物理表が結合されることがあります。
1つのビジネス・モデルにマップする複数のサブジェクト・エリアをプレゼンテーション・レイヤーに作成することで、ビジネス・モデルを管理可能な部分に効果的に分割できます。
管理ツールでリポジトリのレイヤーを作成する前に、ユーザーの分析要件に基づいて、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの大まかな設計を作成しておくことが重要です。作業の指針となる概念設計を作成したら、メタデータ・オブジェクトを作成できます。
通常は、物理レイヤー、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー、プレゼンテーション・レイヤーの順にオブジェクトを作成します。ただし、どの段階でも各レイヤーの作業を行うことができます。3つのレイヤーがすべて完成したら、リポジトリのテストを開始する準備をする際に、セキュリティを設定できます。
この図は、論理SQL問合せがどのようにOracle BIリポジトリのレイヤーを通過するかを示しています。

単一のOracle BIリポジトリには、エンタープライズ全体の1つの統合モデルではなく、複数の独立セマンティック・モデルを格納できます。セマンティック・モデルは、1つのビジネス・モデル、プレゼンテーション・レイヤーと物理レイヤー内の関連オブジェクト、および変数、初期化ブロック、アプリケーション・ロールのようなその他の関連オブジェクトで構成されます。セマンティック・モデルは、共通エンタープライズ情報モデルとも呼ばれます。
複数のセマンティック・モデルのビジュアル表示は、マルチユーザー開発のスタイルについてを参照してください。
ビジネス・モデルの計画は、意志決定支援に使用可能なデータ・モデルを開発する際の最初の手順です。
この項で説明するガイドラインに従って計画した後、リポジトリの作成を開始できます。
最初の作業は、ビジネス・モデルの要件を十分に理解することです。
必要な物理レイヤーを決定するにはまず、作成するビジネス・モデルを理解しておく必要があります。
意志決定支援環境では、データ・モデリングの目的は、ビジネス・アナリストによるビジネス構造の理解と同様にビジネス情報を表すモデルを設計することです。適切なモデルを設計すると、アナリストはビジネス上の質問をするのと同様に直感的に問合せを構成できるため、問合せプロセスが自然なプロセスとなります。このモデルは、ビジネス・アナリストが本質的に理解し、有効な質問に正しく回答するものである必要があります。
Oracle BI Publisherなどの視覚的なSQLツールとは異なり、ビジネス・モデルではBIアプリケーションの分析動作を定義します。一方、物理レイヤーでは、ビジネス・モデル・ロジックからマップされた物理問合せをまとめるために使用されるコンポーネントのみが提供されます。
これには、ビジネスを複数のコンポーネントに分割して、次の質問に回答する必要があります。
これらの質問に回答したら、ビジネス・モデルの要素を特定し、定義できます。
ビジネス・モデルに含めるコンテンツを決定するにはまず、ユーザーが問い合せる必要がある論理列を特定する必要があります。
次に、各列のロールをメジャー列、またはディメンション属性のいずれかとして特定する必要があります。最後に、関連するロール、列間のリレーションシップ、およびロジックに基づいて、論理列をディメンション・モデルに配置します。
ビジネスは関連するディメンション基準によって分析されるため、これらの関連するディメンションからビジネス・モデルを開発します。これらのディメンション・モデルは、Oracle BIサーバーで使用する有効なビジネス・モデルの基盤となります。
すべてのディメンション・モデルがスター・スキーマに基づいて作成されるわけではありませんが、ビジネス・モデル・レイヤーでは単純なスター・スキーマを使用することをお薦めします。つまり、ディメンション・モデルは、様々なディメンション属性に関して表示される測定可能なファクトを表す必要があります。
ビジネス・モデルの要件を分析したら、ビジネス・モデルに含める必要がある具体的な論理表や階層を特定する必要があります。
この項では、次の項目について説明します。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理ファクト表には、集計が定義に組み込まれているメジャーが含まれます。
論理ファクト表は、表の最下位単位でファクトを定義するリレーショナル・モデルの物理ファクト表とは異なります。
ファクトから集計されるメジャーは、論理ファクト表で定義する必要があります。メジャーは通常、売上額や販売数量のような計算データで、ディメンションに関して指定できます。たとえば、特定の期間における特定の市場での特定の製品の売上合計を求めることができます。
各メジャーには、SUM、AVG、MIN、MAXなどの独自の集計ルールがあります。企業はメジャーの値を比較したり、比較を表す計算を作成することができます。また、特定のディメンションに固有の集計ルールを定義することもできます。Oracle BIサーバーでは、ディメンション固有の複雑な集計ルールを定義できます。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの表は、ファクト表またはディメンション表として明示的に指定されるわけではありません。Oracle BIサーバーでは、結合の1側の表がディメンション表として扱われ、結合の多側の表がファクト表として扱われます。
この図は、ビジネス・モデル図におけるファクト表への多対1結合を示しています。この図では、すべての結合は、Fact-Pipeline表から発する(1方向の)矢印を持っており、その表を指す結合はありません。ビジネス・モデルにおけるこの例については、管理ツールでリポジトリを開き、ファクト表を右クリックし、「ビジネス・モデル図」→ 「図全体」を選択します。

ディメンション表には、ビジネス・エンティティ(顧客名、地域、住所、国など)を説明する属性が格納されています。
企業では、ファクトを使用して、時間、製品、市場など、適切に確立されたディメンションによってパフォーマンスを測定します。すべてのディメンションに説明属性のセットがあります。また、各メンバーを特定する主キーも格納されています。リレーショナル・モデルの物理ファクト表とは異なる論理ファクト表とは違い、論理ディメンション表の動作はリレーショナル・ディメンション表と非常によく似ています。
ディメンション表の属性によって、サービス・リクエストを分類できるなど、数値データにコンテキストが提供されます。このディメンションに保存される属性には、サービス・リクエストの所有者、領域、アカウント、優先度などがあります。
ビジネス・モデルのディメンションは、適合済ディメンションです。つまり、特定のデータ・ソースに特定のCustomer表の5つの異なるインスタンスがある場合でも、ビジネス・モデルの表は1つだけです。この適合性を実現するために、Customerの5つの物理ソース・インスタンスのすべてが1つのCustomer論理表にマップされ、必要に応じて論理表ソースで変換が行われます。適合済ディメンションによって、ユーザーには物理レイヤーの複雑さが認識されず、様々な単位の複数のファクト・ソースのデータを結合できます。また、複数のデータ・ソースをフェデレートすることもできます。
ビジネス・モデルでは、生成された代理キーではなく、ディメンションのキーとレベル・キーを使用します。1076823のような値を持つCustomer Keyではなく、Oracleなどの値を持つCustomer Nameを使用してください。ビジネス・モデルでビジネス・キーを使用することで、そのディメンションのすべてのソースを、同じ論理キーとレベル・キーを持つ同じ論理ディメンション表に適合させることができます。
生成された代理キーは、結合における問合せのパフォーマンスを向上させるうえで役立つため、物理レイヤーに残しておいてもかまいませんが、通常、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに代理キー列はありません。
ディメンションは、ビジネスを定義するための属性のカテゴリです。
一般的な属性としては、期間、製品、市場、顧客、仕入先、プロモーション条件、原材料、製造工場、輸送手段、メディアの種類、時刻などがあります。特定のディメンション内に多数の属性がある場合があります。たとえば、期間ディメンションには、属性として日、週、月、四半期および年を含めることができます。ディメンションに含まれる属性は、ビジネスをどのように分析するかによって決まります。
ディメンションには、ディメンション内のメンバー間のトップダウン・リレーションシップのセットである階層が含まれています。階層には2つのタイプがあります。
レベルベース階層では、同じタイプのメンバーが1つのレベルにのみ存在します。一方、親子階層のメンバーはすべて同じタイプです。Oracle Business Intelligenceでは、時系列データをモデリングするための機能を備えた、時間ディメンションと呼ばれる別のタイプのレベルベース・ディメンションもサポートされています。レベルベース階層では、下位レベルから上位レベルへとレベルがロールアップされます。たとえば、月を年にロールアップできます。このようなロールアップは階層要素全体で行われ、存在するビジネス・リレーションシップにまたがります。
親子階層には、組織階層ツリーの管理者/従業員リレーションシップなど、実際には同一タイプの異なるメンバー間にビジネス・リレーションシップが存在します。親子階層には、明示的に指定されたレベルはありません。親子階層内の暗黙レベルの数に制限はありません。
階層を定義する場合は、すべての計算でのロールアップ集計と、レポートやダッシュボードでのドリルダウン・ナビゲーションを容易にするために、ビジネス(地理、製品、時間など)に含むリレーションシップを定義します。たとえば、月が年にロールアップされ、集計表が月レベルに存在する場合、月レベルのすべてのデータを合計して年のデータを計算することで、その表を使用して年レベルの質問に回答できます。
ニーズにあわせて適切なタイプの階層を使用する必要があります。使用する適切なタイプを判断するために、次の点を考慮します。
詳細は、論理ディメンションの操作を参照してください。
多言語スキーマから翻訳されたフィールド情報を表示する必要がある場合は、物理レイヤーの参照表に対応する論理参照表を作成します。
参照表には、ベース表の行に対応する多言語データが格納されます。特定の論理参照表を使用するには、まず、「論理表」ダイアログの「一般」タブで、その表を参照表として指定する必要があります。ローカライゼーションと参照表の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のリポジトリ内のメタデータ名のローカライズに関する項を参照してください。
参照表は、ある値セットをユーザーに表示し、対応する別の値セットを物理問合せで使用する場合に使用できます。参照表は、別のデータソースで検索される判読可能な値を提供するために使用できます。
ビジネス・モデルの要件を特定したら、物理レイヤーに必要なデータ・ソース・コンテンツを確認できます。
常にディメンション化されるビジネス・モデルとマッピング・レイヤーとは異なり、各物理モデルはソースの形状(正規化、キューブなど)を反映します。
この項では、次の項目について説明します。
どの物理ソースのモデルも、ディメンション化された重複するサブセットに分割できるため、Oracle BIリポジトリでは、タイプに関係なく物理スキーマを適切にモデリングできます。
次の4種類の物理スキーマ(モデル)があります。
構造を分析したら、ファクト列を持つ表を選択し、物理ファクト列を1つ以上の論理ファクト表にマップします。次に、その物理ファクト列のセットに関連するそれぞれのディメンションについて、ディメンション列を含む分散物理表を1つの論理表にマップします。そのためには、スノーフレーク・スキーマと同様に、複数の論理表ソースを使用するか、結合がある1つの論理表ソースを使用します。まず特定のファクト・セットをマップし、次に関連するディメンションをマップした後、次のファクト・セットに進むため、正規化スキーマのマッピングは反復プロセスです。
1つの物理表にファクト列とディメンション列の両方がある場合は、その表が果たす複数の役割を処理するために、物理別名表の作成が必要になることがあります。
キューブはメジャーで構成され、ディメンションで編成されます。
すでにディメンション化されているため、各キューブは、ビジネス・モデルの論理ファクト表および論理ディメンション表に簡単にマップします。
メジャーとディメンションに関する次の点に注意してください。
Oracle BI管理ツールによって、データ・ソース内の基礎となる物理表に論理表をマップするためのインタフェースが提供されます。
表をマップするには、ビジネス・モデルに関連する物理データ・ソースのコンテンツを特定しておく必要があります。これを正しく行うためには、物理データ・ソースの次のコンテンツを特定する必要があります。
SUM、AVG、MIN、MAXまたはCOUNT) リポジトリで集計ナビゲーションを設定する方法については、論理表ソース(マッピング)の管理を参照してください。
データに関するこれらの情報を入手するには、データ・ソースが実装されたときに作成されたデータ要素を説明するドキュメントを参照してください。これらの情報を入手するために、各データ・ソースについてDBAと協力することが必要になる場合があります。すべてのデータ要素を完全に理解するには、組織内のデータのユーザー、データの所有者、またはデータを作成するアプリケーションのアプリケーション開発者に質問する必要がある場合もあります。
ビジネス・モデルのニーズを分析し、ビジネスに必要なデータベース・コンテンツを特定したら、リポジトリの設計を行うことができます。
この項では、より効率的なリポジトリを実装するために役立つ設計のベスト・プラクティスを紹介します。
データベースをインポートしてテストするまで、パフォーマンス・チューニングに変更を加えないでください。パフォーマンス・チューニングの作業は、リポジトリの設定を完了する最終段階で実行します。これらの最終手順の詳細は、Oracle BIリポジトリの設定の完了を参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
BIリポジトリを構成する際には、次の設計方針に従うことをお薦めします。
管理ツールのほとんどの図には、作業の実行方法に関する情報を提供するヘルプが用意されています。ヘルプ・トピックにアクセスするには、ダイアログで「ヘルプ」ボタンをクリックするか、一部のメニューから「ヘルプ」を選択します。
物理レイヤーには、物理データ・ソースに関する情報が格納されます。
物理レイヤーでスキーマを作成する際の最も一般的な方法は、データベースなどのデータ・ソースからメタデータをインポートする方法です。メタデータをインポートすると、インポート・プロセスで収集された情報に基づいて、多くのプロパティが自動的に構成されます。また、データ・ソースのメタデータには存在しない場合がある、物理データ・ソースの他の属性(結合関係など)を定義することもできます。
物理レイヤーには、マルチディメンション、リレーショナル、XMLソースなど、様々なタイプのデータ・ソースを含めることができます。サポートされるデータベースは、システム要件と動作要件を参照してください。
データ・ソースごとに、対応する接続プールが少なくとも1つずつあります。接続プールには、データ・ソースへの接続に使用されるデータ・ソース名(DSN)、許可される接続の数、タイムアウトなど、接続関連の詳細な管理情報が格納されています。詳細は、接続プールについてを参照してください。
物理レイヤーを設計する際のヒントは次のとおりです。
たとえば、出荷先住所の参照に使用できるCustomer表があり、別の結合を使用して請求先住所を参照できるとします。循環結合を避けるには、それぞれの結合で、用途ごとに1つのインスタンスが存在するように物理レイヤーに別名表を作成します。
循環結合を削除しなかった場合、レポート結果が正しくなくなることがあります。さらに、問合せのパフォーマンスが低下する可能性もあります。
注意:
別名を割り当てた表の名前を表示するには、「ツール」→「オプション」→「一般」で「図の別名に対する元の名前の表示」を選択します。
SELECT文で構成される物理レイヤー表)を使用するのは、モデリングの問題に対する解決策がそれ以外にない場合のみにしてください。物理表、またはマテリアライズド・ビューを作成することをお薦めします。不透明なビューには、基礎となるデータ・ソースに送信される固定されたSQL文が含まれるため、Oracle BIサーバーは、最適化された独自のSQLを生成できません。 ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでは、ビジネス・モデルによって情報が編成されます。このレイヤーでは事実上、各ビジネス・モデルが別個のアプリケーションとなります。
各ビジネス・モデルで定義された論理スキーマには、論理表を少なくとも2つ含める必要があります。すべての論理表間の関係を定義する必要があります。ビジネス・モデルのスキーマの詳細は、Oracle BIリポジトリのレイヤーについてを参照してください。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの設定の詳細は、論理表、論理結合および論理列での作業を参照してください。
「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーの設計時には、次のヒントを使用してください。
「論理列」ダイアログの「レベル」タブで集計内容を設定するのは、レベル・ベース・メジャーのみでかまいません。レベル・ベースでないメジャーについては、「論理レベル」フィールドを空白のままにしてください。
複数の論理ファクト表を含める理由としては、次のようなものがあります。
リレーショナル・ファクト表とは異なり、論理ファクト表には様々な単位のメジャーを含めることができます。論理ファクト表を分割する理由として単位を使用しないでください。
sum(col_A *( col_B))
sum(col A) * sum(col B)
アンサーまたは論理SQL問合せで集計後計算を定義することもできます。
外部結合をモデリングする方法については、次のガイドラインを使用します。
プレゼンテーション・レイヤーでは、ビジネス・モデルのユーザー・ビューを設定します。
プレゼンテーション・レイヤーのフォルダや列の名前は、ローカライズされた言語で表示できます。プレゼンテーション・レイヤーは、ユーザー許可の設定に適したレイヤーです。プレゼンテーション・レイヤーにおける作業の詳細は、プレゼンテーション・レイヤーの作成およびメンテナンスを参照してください。
このレイヤーでは、次のような作業を行うことができます。
プレゼンテーション・レイヤーを設計する際のヒントは次のとおりです。
NQSConfig.INIファイルを設定することによって、デフォルト権限を変更できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のNQSConfig.INIファイルの構成設定に関する項を参照してください。 メタデータ・リポジトリ作成者に関係の深いトピックが他のガイドでも取り上げられています。
| トピック | 詳細の参照先 |
|---|---|
Oracle Business Intelligenceプロセスの開始と停止 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
Oracle BIサーバーXML APIを使用したリポジトリの操作 | Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンス |
Oracle BIサーバーWebサービスの使用 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド |
問合せキャッシュの設定と管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
Fusion Middleware Controlおよび | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
ユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールの管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド |
テスト環境から本番環境への移行 | 『Oracle Fusion Middlewareの管理』 |
BIアーカイブ(BAR)のOracle Business Intelligenceアプリケーション・モジュール・メタデータの管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
Oracle BIサーバーのDSNの設定 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド |
Oracle Business Intelligenceのデプロイメントのローカライズ | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
SAシステム・サブジェクト・エリアに関する情報 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionジョブ・スケジューリング・ガイド |
ロギングの管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
使用状況トラッキングの管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
Oracle WebLogic Serverの管理に関する一般情報 | 『Oracle Fusion Middlewareの管理』 |
ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作要件のドキュメントを参照してください。
いずれのドキュメントもOracle Technology Network (OTN)から入手できます。
このシステム要件のドキュメントには、メモリー要件および必須のシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html
この動作要件のドキュメントには、サポートされているサード・パーティ製品が記載されています。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html
この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle BI管理ツールは、リポジトリの作成と編集で使用できるWindowsアプリケーションです。
この項では、管理ツールのメイン・ウィンドウ、プリファレンスの設定方法、メニューおよびその他の関連情報について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI管理ツールを開く方法について学習します。
管理ツールを開くには、「スタート」→「プログラム」→「Oracle Business Intelligence」→「BI Administration」を選択します。
注意:
リポジトリ・ファイルをダブルクリックして管理ツールを開かないでください。開いた管理ツールのウィンドウがOracleのインスタンスに初期化されず、エラーが発生します。
admintoolユーティリティから管理ツールを起動することもできます。admintoolユーティリティの場所は、次のとおりです。
ORACLE_HOME/bitools/bin
「オプション」ダイアログを使用して管理ツールのプリファレンスおよびオプションを設定できます。
管理ツールのオプションを設定するには:
この表は、「一般」タブのオプションを示しています。
| オプション | 選択したときのアクション |
|---|---|
サイズ変更時にタイル | 管理ツールのサイズを変更したときに、リポジトリのレイヤー・ペインが自動的に並んで表示されます。このオプションを選択すると、管理ツールの「ウィンドウ」メニューで「重ねて表示」オプションと「タイル」オプションが使用できなくなります。 |
図の修飾名の表示 | 物理図とビジネス・モデル図に完全修飾名を表示します。たとえば、このオプションを選択すると、物理図にB02 Marketではなく、"B - Sample Fcst Data"..."B02 Market"と表示されます。 このオプションを選択すると、親データベースやビジネス・モデルの名前を指定してオブジェクトを特定できますが、完全修飾名は長いので、図が読みにくくなる可能性があります。
|
図の別名に対する元の名前の表示 | 物理図に表示する表名を、別名表の名前ではなく、元の物理表の名前にします。別名表の名前ではなく、元の表を特定する場合は、このオプションを選択します。 |
ウィザードの導入ページの表示 | 計算ウィザードの導入ページを表示します。この導入ページには、導入ページが今後は表示されないようにするオプションもあります。 計算ウィザードを使用して、既存の2つの列を比較する新しい計算列の作成およびメトリック(NULLとゼロでの除算論理を扱う既存のエラー・トラップなど)の一括(集計)作成が可能です。詳細は、「計算ウィザード」の使用を参照してください。 |
オブジェクトを自動的にチェックアウト | オブジェクトをダブルクリックすると、そのオブジェクトが自動的にチェックアウトされます。このオプションを選択していない場合は、オブジェクトを編集するときに、そのオブジェクトのチェックアウトを要求されます。 このオプションは、管理ツールをオンライン・モードで開いているときにのみ適用できます。詳細は、オンライン・モードでのリポジトリの編集を参照してください。 |
物理ビューで行数の表示 | 物理レイヤーに物理表と物理列の行数を表示します。この行数は、更新されていないと最初は表示されません。行数を更新するには、「ツール」→「すべての行数の更新」を選択します。物理レイヤーで表または列を右クリックして「行数の更新」を選択しても同様の操作が可能です。
|
ツール・バーの表示 | 選択すると、管理ツールのツールバーが表示されます。 |
ステータス・バーの表示 | 選択すると、管理ツールのステータス・バーが表示されます。 |
論理列の移動時にプロンプトを表示 | 移動した列について、論理表ソースを無視するか、既存の論理表ソースを指定するか、新しい論理表ソースを作成するかを選択できるようにします。 |
マージ後に使用されていない物理表を削除 | 使用されていないオブジェクトをリポジトリから削除するユーティリティを実行します。これを実行することで、リポジトリのサイズが小さくなることがあります。 |
リポジトリからのインポートの許可 | 選択すると、「ファイル」メニューで「リポジトリからのインポート」オプションを使用できるようになります。 注意: デフォルトでは、「ファイル」メニューの「リポジトリからのインポート」オプションは、無効になっています。このオプションは、将来サポートされない予定です。リポジトリに、インポートするオブジェクトを含むプロジェクトを作成し、その後、リポジトリ・マージを使用してそのプロジェクトを現行のリポジトリに組み込むことをお薦めします。詳細は、リポジトリのマージを参照してください。 |
論理外部キー結合作成の許可 | 選択すると、結合マネージャを使用して論理外部キーの結合を作成する機能が得られます。このオプションは以前のリリースとの互換性を維持するために用意されているものであり、一般的には使用はお薦めできません。 |
Essbaseのドラッグ・アンド・ドロップ・アクションでGen1レベルをスキップ | 選択すると、物理レイヤーからビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにEssbaseキューブまたはディメンションをドラッグ・アンド・ドロップするときにGen1レベルが除外されます。多くの場合、分析ではGen1レベルを必要としないので、ビジネス・モデルからGen1レベルを除外しても問題はありません。 詳細は、Essbaseデータ・ソースでの作業を参照してください。 |
置換ウィザードで使用できない論理表ソースの非表示 | デフォルトの置換ウィザードでは、置換できないものも含め、すべての論理表ソースが表示されます。このオプションを選択すると、使用できない論理表ソースは置換ウィザードの画面に表示されなくなります。列にマッピングされている論理表ソースがリストに表示されない理由の詳細は、「情報」をクリックしてください。 このオプションを選択するとウィザードのページのロードが速くなり、特に大規模なリポジトリで効果的です。 |
初期化ブロックに最初の接続プールを許可 | デフォルトでは、初期化ブロックの接続プールを選択する際、物理レイヤーのデータベース・オブジェクトの下の最初の接続プールは選択可能として表示されません。これにより、問合せに使用する接続プールと同じ接続プールを初期化ブロックで使用できないようになります。初期化ブロックと問合せに同じ接続プールが使用されると、初期化ブロックが実行されている間、常に問合せがブロックされる可能性があります。あるいは、長時間実行される問合せによって、認証に使用される初期化ブロックがブロックされ、ログインの遅延またはハングが発生する可能性もあります。 デフォルトの動作を変更して、初期化ブロックでの最初の接続プールの選択を許可するには、このオプションを選択します。このオプションは最適な選択ではなく、パフォーマンスの問題が発生することがあります。 詳細は、初期化ブロックの接続プールについてを参照してください。 |
問合せリポジトリにアップグレードIDを表示 | アップグレードIDは、デフォルトでは、「リポジトリの問合せ」ダイアログに表示されません。このオプションを選択すると、アップグレードIDが、リポジトリの問合せ結果の列として表示されます。さらに、アップグレードIDにフィルタを設定して特定の値を検索できます。 このオプションは、ファイル名にアップグレードIDが含まれているMDS XML形式のリポジトリで役立ちます。 |
BIAPPSの機能拡張 | 構成によって、このオプションは有効になっていない可能性があります。 |
オンライン・ログインでテナント情報を表示 | マルチテナント環境で作業する場合、このオプションを選択して「オンラインを開く」ダイアログの「テナント情報」フィールドを表示します。 |
変換キーをプレゼンテーション・ツリーに表示 | デフォルトで、プレゼンテーション・オブジェクトの名前は、管理ツールのメイン・ウィンドウのプレゼンテーション・レイヤーの部分に表示されます。 すべてのプレゼンテーション・オブジェクトに対するトランスレーション・キー値を表示するかわりに、このオプションを選択してください。 |
プレゼンテーション名の編集 | デフォルトでは、プレゼンテーション・オブジェクト名は読取り専用です。 プレゼンテーション・オブジェクトの名前を変更するには、このオプションを選択してください。 |
ドラッグ・アンド・ドロップ: 階層列のみ表示 | Essbaseデータ・ソースでは、このオプションを選択すると、プレゼンテーション列が非表示になり、「アンサー」内の階層列のみが表示されます。 |
表示フォルダの作成の詳細は、物理レイヤーでの表示フォルダの設定およびビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでの表示フォルダの設定を参照してください。
ディメンション階層でレベルベース・メジャーを非表示にすると、表示の繁雑さを解消できます。論理ファクト表では非表示にしたメジャーも表示できます。
レベルベース・メジャーの詳細は、「レベルベース・メジャーの計算」を参照してください。
問合せロギング・レベルが0(デフォルト値)の場合はロギングが実行されません。このロギング・レベルを2に設定すると、イベントのポーリングや初期化のブロックなどの内部システム・プロセスに対する問合せロギングが有効になります。
問合せログおよび問合せロギング・レベルの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの問合せログの管理を参照してください。
認証キャッシュのプロパティには次のものがあります。
LDAPサーバーとの間でセキュアな接続を使用する場合は、これ以外にもLDAPプロパティをいくつか指定する必要があります。具体的には、「LDAPサーバー」ダイアログの「詳細設定」タブで「SSL」を選択した場合は、次の情報を指定します。
認証キャッシュのプロパティとキー・ファイルのプロパティは、すべての定義済LDAPサーバー・オブジェクトで共有されます。
リポジトリでオブジェクトを編集する方法について学習します。
この項では、オブジェクトの編集、削除および並替えについて説明します。
リポジトリ・オブジェクトのネーミング要件について学習できます。
すべてのリポジトリ・オブジェクトの名前は次の要件に従う必要があります。
注意:
リポジトリ・オブジェクトの名前には、マルチバイト・キャラクタを使用できます。
「参照」ダイアログを使用し、オブジェクトを見つけて選択します。
「参照」ダイアログは、管理ツールに多くの状況で表示されます。
「参照」ダイアログには、既存のオブジェクトからの選択を実行するいくつかのダイアログからアクセスできます。
「参照」ダイアログの左ペインでは、特定のオブジェクトのツリー・ビューを参照できます。ここには次の要素があります。
「参照」ダイアログの右ペインでは、目的のオブジェクトを検索できます。ここには次の要素があります。
「コンテンツの同期」機能はこの例外で、ここでは問合せ結果リストにあるオブジェクトをツリー・ビューと同期化できます。この機能は、ツリー・ビューにある特定のオブジェクトを探し出す便利なコンテキスト・ツールです。
| タスク | 説明 |
|---|---|
オブジェクトの問合せ | オブジェクトを問い合せるには、次の手順に従います。
|
オブジェクトの選択 | 左ペインのツリー・ビューまたは右ペインのフィルタ・ビューで目的のオブジェクトを探し出し、ダブルクリックします。 「参照」ダイアログが閉じ、その前から開いているダイアログに目的のオブジェクトが表示されます。 |
問合せ結果リストにあるオブジェクトとツリー・ビューの同期 | 「問合せ」リストでオブジェクトを選択し、「コンテンツの同期」ボタンをクリックします。 選択したオブジェクトが左ペインのツリー・ビューで強調表示されます。 |
ツリー・ビューの複数箇所に存在するオブジェクトの検索 | 論理列などのオブジェクトをツリー・ビューで選択し、下向き矢印ボタンをクリックします。 ツリー・ビューの中で別の場所にある同じオブジェクトが強調表示されます。 |
Oracle BI管理ツールでは、リポジトリにある特定のオブジェクトを表すアイコンを変更できます。
特定のオブジェクトのアイコンを変更しても機能面の変化はなく、アンサーやその他のクライアントからはアイコンの変更は認識できません。アイコンの変更は、リポジトリ開発者の便宜のためにオブジェクトを視覚的に区別しやすくする便利な方法です。
たとえば、次の操作が可能です。
変更できるアイコンは、個々のオブジェクトのもののみです。特定タイプのすべてのオブジェクトでグローバルにアイコンを変更することはできません。
特定のリポジトリ・オブジェクトのアイコンを変更するには:
管理ツールにはオブジェクトのリストを表示するダイアログが多数あります。たとえば、物理列のリストを表示する「物理表」ダイアログ、優先ドリル・パスの論理レベルのリストを表示する「論理レベル」ダイアログ、プレゼンテーション階層のリストを表示する「プレゼンテーション表」ダイアログがあります。
ヘッダーをクリックすると、オブジェクトを昇順または降順でソートできます。ヘッダー名の横には、現在のソート順を表す上向き矢印または下向き矢印のアイコンが表示されます。
各リストには、セッションが異なっても変化しないデフォルトの順序もあります。各セッションでダイアログに初めてリストを表示するときは、このデフォルトの順序で表示されます。昇順または降順を表す矢印アイコンがヘッダーにないときは、デフォルトの順序で表示されています。ヘッダーをクリックするたびにソート順が昇順、降順、デフォルトの順序に循環して切り替わります。昇順または降順がデフォルトの順序になっていることもあります。
リストの中で項目を上下に移動できる機能を持つダイアログもあります。このようなダイアログでは、リストを昇順または降順でソートした状態で「上へ」または「下へ」をクリックすると、 選択した項目が移動し、それによって得られた順序が新しいデフォルトの順序になります。ヘッダーをクリックすると、手動で指定した順序はすべて解除されます。
Oracle BIサーバーではコマンドライン・ユーティリティを使用して、プログラムによるリポジトリ・ファイルの変更、サンプル問合せの実行、不要なリポジトリ・オブジェクトの削除などのタスクを実行できます。
Oracle BIサーバーのコマンドライン・ユーティリティを表に示します。
重要
Oracle BI EEツール(
nqcmd、biserverxmlcli、comparerpdなど)を使用するときには、SQLが受け入れる形式と一致するように入力を編集する必要があります。たとえば、XMLコンテンツには一重引用符を含めないようにします。
| ユーティリティ名 | 説明 | 詳細の参照先 |
|---|---|---|
| ADFデータ・ソースからFlexオブジェクト変更をインポートし、それを「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーおよび「プレゼンテーション」レイヤーにマップするために使用します。 | |
| 型の一致が予想通りになるようにするために、特定のリポジトリと作成された論理列タイプのリスト間での論理列のデータ型の比較に使用します。 | |
XMLユーティリティ( | 主に、Oracle BIサーバーのXML APIを利用してメタデータの移行、プログラムによるメタデータの生成と操作、メタデータへのパッチ適用などの機能を実行するために使用します。 このXMLユーティリティには次のものがあります。
| Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンス |
| 2つのリポジトリを比較し、CSV diffファイル、XMLパッチ・ファイルまたはMDS XML diffを生成するために使用されます。 | |
| 特定のサーバー・インスタンスから削除するアプリケーション・ロールのリストを含むJSONファイルをアップロードするために使用されます。 | |
| 特定のサーバー・インスタンスから削除するユーザーのリストを含むJSONファイルをアップロードするために使用されます。 | |
| 診断および開発タスクをオフラインで作業するリポジトリをダウンロードするために使用されます。 | |
| 名前が同一でアップグレードIDが異なるオブジェクトが2つのリポジトリに別々に存在する場合に、それらを等化するために使用します。リポジトリをマージする前にこのユーティリティを実行しておくと、マージによって意図しない名前の変更が発生することを防止できます。 | |
| 「プレゼンテーション」レイヤーのサブジェクト・エリア名、表名、階層名および列名、ならびにこれらの説明をローカライズするために使用されます。 | |
| 指定のリポジトリからプロジェクトを抽出するために使用します。 | |
| 特定のサーバー・インスタンスに対してJSON形式で接続プールのリストを作成するために使用されます。 | |
| 特定のサービス・インスタンスに対してJSON形式でリポジトリ変数のリストを作成するために使用されます。 | |
| MUD履歴ファイルを.mhl形式から.xml形式に変換し、ソース・コントロール下にチェックインできるようにするために使用されます。 | |
| 集計の作成で使用する集計指定スクリプトを生成する際に、Oracle BI Summary Advisorを呼び出すために使用します。このユーティリティは、Oracle Exalyticsマシン上で稼働するOracle Business Intelligenceでのみ使用できます。 | |
| リポジトリに対してテスト問合せを実行するために使用します。Oracle BIサーバーのODBC DSNを使用して接続します。 | |
| 問合せログの表示に使用されます。 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド |
| Oracle BIリポジトリ・パスワードの変更に使用します。 | |
| XMLパッチ・ファイルの適用に使用します。LinuxシステムまたはUNIXシステムでリポジトリ・ファイルにパッチを適用するときに特に便利なユーティリティです。 | |
| データベース、表、列、初期化ブロック、変数などの不要なリポジトリ・オブジェクトをリポジトリ・ファイルから削除するために使用します。 | |
| 特定のサーバー・インスタンスの名前を変更するアプリケーション・ロールの情報を含むJSONファイルをアップロードするために使用されます。 | |
| 特定のサーバー・インスタンスの名前を変更するユーザーの情報のリストを含むJSONファイルをアップロードするために使用されます。 | |
| Oracle Database SQLアクセス・アドバイザまたはIBM DB2 Cube Viewsツールでリレーショナル・データを事前に割り当てて問合せのパフォーマンスを改善するために必要な情報の生成に使用します。 | |
| 特定のサーバー・インスタンスに対する更新された接続プール値を含む変更されたJSONファイルをアップロードするために使用されます。 | |
| JSONファイルまたは特定のサーバー・インスタンスに対する変数情報を含む変更されたJSONファイルをアップロードするために使用されます。 | |
| リポジトリをOracle BIサーバーにアップロードしてOracle Business Intelligenceアーカイブ(BAR)・ファイルの変更を含めるために使用されます。 | |
| リポジトリの整合性のチェックに使用します。 |
Oracle BI管理ツールとリポジトリ開発に影響する多数の構成設定は、NQSConfig.INI構成ファイルで管理します。
リポジトリ開発者は、管理ツールとそのリポジトリで効果的に作業するために、NQSConfig.INIの構成設定をよく理解している必要があります。
リポジトリ開発に影響する構成設定のうち、多く使用するものとして次のものがあります。
NQSConfig.INIで設定します。これは、サーバーからデータが返されるロケールを指定し、ローカライズした月日名を決定します。 NQSConfig.INIで設定します。日時形式の表示を制御します。 NQSConfig.INIで設定します。これは、明示的な権限が設定されていないリポジトリ・オブジェクトについてユーザーとアプリケーション・ロールにデフォルトで付与される権限(NONEまたはREAD)を指定します。 NQSConfig.INI構成設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。
Oracle BIにはSampleApp.rpdというサンプル・リポジトリが用意されており、このガイドで取り上げている様々なタイプのオブジェクトをモデル化するためのベスト・プラクティスを知ることができます。
Oracle BIにはSampleApp.rpdというサンプル・リポジトリが用意されており、このガイドで取り上げている様々なタイプのオブジェクトをモデル化するためのベスト・プラクティスを知ることができます。
SampleApp.rpdの基本的なバージョンであるSampleAppLite.rpdは、Oracle BI EEをインストールするときに、デフォルト・リポジトリとして自動的にインストールされます。
SampleApp.rpdの完全バージョンには、さらに多くの例と機能が収録されています。このバージョンは、次のOracle Technology Networkにあります。
http://oracle.com/technetwork/middleware/bi-foundation/obiee-samples-167534.html
Admin123のデフォルトのパスワードです。セキュリティ上の理由から、管理ツールでSampleAppLite.rpdを初めて開いたときに、このデフォルトのパスワードをただちに変更する必要があります。詳細は、Oracle BIリポジトリのパスワードの変更を参照してください。
downloadrpdコマンドを使用して、サービス・インスタンスで使用されるリポジトリをダウンロードします。
このコマンドは、サービス・インスタンスのOracle Business Intelligenceアーカイブ(BAR)・ファイルからリポジトリをダウンロードします。テストなどのオフライン診断および開発目的のみでダウンロードされたリポジトリを操作することをお薦めします。他のすべてのリポジトリ開発および保守の状況で、BARを使用してBARのリポジトリ・アップグレードおよびパッチ機能と利点を利用します。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
構文
downloadrpdコマンドは、次のパラメータをとります。
説明
Oは、ダウンロードするリポジトリの名前を指定します。
Wは、リポジトリのパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。セキュリティ上の目的のため、自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合のみコマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh downloadrpd -O sampleapplite.rpd -SI bi -U weblogic -S server1.example.com -N 7777 -SSL
リポジトリのダウンロードとアップロード・コマンド、接続プールのリストと更新、ユーザーとアプリケーション・ロールの名前変更および削除、リポジトリのリストと更新コマンドについて説明します。
システム権限
Oracle BI EEインストールまたはクライアント・インストールの場合、コマンドライン・ユーティリティを実行してコマンドを発行するOracle BI EE BIサービス管理者権限を持つ必要があります。
コマンドのパスワード
コマンドは、ユーザーのパスワードおよびリポジトリ・パスワードを含むオプションを提供します。パスワードを指定しない場合、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。
セキュリティ上の目的のため、自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合のみコマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
SSLのトラスト・ストア・キー・ファイル
WebLogic Serverは、WebLogic Serverクライアントとサーバー、Javaクライアント、Webブラウザ、および他のサーバーの間で転送されるデータを暗号化するためにSecure Sockets Layer (SSL)をサポートしています。SSLを使用する際、サーバーが自己署名証明書を使用している場合にWebLogic Serverの信頼できるキー・ファイルを使用する必要があります。ドメインの作成時にサーバーのアイデンティティ証明書が生成されるため、これはドメインが最初に作成される場合に該当します。
WebLogic Serverのデフォルトの自己署名アイデンティティ証明書を認められた署名機関が署名した証明書に置き換える場合、標準のJavaの信頼できる証明書リストが検証し、追加の設定は必要ありません。
WebLogic Serverの信頼できるキー・ファイルの場所は次のとおりです。
ORACLE_HOME/wlserver/server/lib/DemoTrust.jks
DemoTrust.jksファイルのデフォルトのパスワードは、次のとおりです。
DemoTrustKeyStorePassPhrase
信頼できるキー・ファイルおよびパスワードの場所は、システム・プロパティjavax.net.ssl.trustStoreおよびjavax.net.ssl.trustStorePasswordに渡されます。次に例を示します。
インストール時に、data-model-cmd.shおよびdata-model-cmd.cmdスクリプトは、信頼できるキー・ファイルの場所とともに配信されます。Oracle BI EEインストールの場合、信頼できるキー・ファイルの場所を更新する必要はありません。
Oracle BI EEクライアント・インストールの場合、信頼できるキー・ファイルを正しい場所に配置する必要があります。これを行うには、WebLogic Serverから適切な場所にファイルをコピーして貼り付けることをお薦めします。
SSLのホスト名、ポート番号および使用
Oracle BI EEインストールの場合、コマンドライン・ユーティリティは、デフォルトでホスト名、ポート番号およびSSLを使用できるかどうかを示すOracle BI EEエンドポイント・マネージャに問い合せます。そのため、Oracle BI EEインストールの場合、ユーザーはコマンドにこれらのオプションを含める必要はありません。
Oracle BI EEクライアント・インストールの場合、コマンドにS (Oracle BI EEホスト名)、N (Oracle BI EEポート番号)およびSSL (SSLを使用してWebLogic Serverに接続してコマンドを実行)オプションを含める必要があります。
リポジトリは、オンライン・モードとオフライン・モードのどちらの編集でも開くことができます。実行できるタスクは、リポジトリをどのモードで開いたかによって異なります。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BIサーバーにリポジトリをロードしていない場合、そのリポジトリを表示および変更するには、オフライン・モードを使用します。
Oracle BIサーバーにロードしたリポジトリをオフライン・モードで開こうとすると、そのリポジトリは読取り専用モードで開きます。特定のリポジトリをオフライン・モードで同時に編集できるのは、1つの管理ツール・セッションのみです。詳細は、読取り専用モードについてを参照してください。
オフライン・モードでリポジトリを開く場合、ユーザー名とパスワードの入力は不要です。リポジトリ・パスワードの入力のみが必要です。
この項では、次の項目について説明します。
RPD形式のリポジトリをオフライン・モードで開くには、次の手順を使用します。
サーバーが稼働中で、開こうとしているリポジトリがロード済である場合、そのリポジトリは読取り専用モードで開きます。ロードした状態になっているリポジトリを編集するには、オンライン・モードで開く必要があります。また、オフライン・モードでリポジトリを開いた後でサーバーを起動すると、そのリポジトリはユーザーが利用できる状態になります。この状態で指定した変更は、サーバーを再起動しないと有効になりません。
管理ツールからオフライン・モードでRPD形式のリポジトリを開くと、開いたリポジトリの名前(たとえば、SampleAppLite)がタイトルバーに表示されます。
また、次のようにしてMDS XML形式のリポジトリをオフライン・モードで開くことができます。
管理ツールでMDS XML形式のリポジトリを開くと、タイトルバーに形式とルート・フォルダの場所(たとえば、MDS XML C:\Root_Folder)が表示されます。
リポジトリにオフライン・モードで行った変更を公開するには、次の手順を使用します。
MDS XML形式のリポジトリはアップロードできません。MDS XMLリポジトリに行った変更を公開するには、最初にそのリポジトリをRPD形式に変換する必要があります。
Oracle BIサーバーにロードした状態のリポジトリを表示して編集するにはオンライン・モードを使用します。
また、リポジトリをオンライン・モードで開くには、Oracle BIサーバーが稼働している必要があります。作業によっては、オフライン・モードでは実行できず、オンライン・モードで実行できるものがあります。オンライン・モードで実行できるタスクは次のとおりです。
この項では、次の項目について説明します。
リポジトリをオンライン・モードで開くには、次の手順を使用します。
コンピュータで構成したOracle BIサーバーのデータ・ソース名(DSN)が、「オンライン・リポジトリを開く」ダイアログに表示されます。このバージョンのOracle BIサーバーに追加のDSNが構成されていない場合は、インストールの際に構成されたデフォルトのDSNのみが表示されます。
Oracle BIサーバーのODBC DSNを作成する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイドの「Oracle Business Intelligenceへの他のクライアントの統合」を参照してください。
指定するユーザー名は、リポジトリの管理権限を所有する必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。
マルチテナンシの場合、1234101:service1などのtenantguid:servicename形式の詳細を入力します。テナント管理者に連絡して、GUIDおよびサービス名を取得します。アイデンティティ・ストアのテナントのGUIDの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。Oracle BIサーバーは指定される詳細を使用して、テナントに適切なリポジトリを開きます。
管理ツールからオンライン・モードでリポジトリを開くと、タイトルバーには現行のリポジトリの名前ではなく、接続しているOracle BIサーバーのDSNが表示されます。
単一ノード・デプロイメントの場合、オンライン・モードで管理ツールを使用して行われた変更は、「管理」ページの「ファイルとメタデータの再ロード」リンクをクリックしてプレゼンテーション・サービスのメタデータを再ロードした後に使用できます。
クラスタ化環境では、変更は、Fusion Middleware Controlの「デプロイメント」ページの「リポジトリ」タブで指定されたリポジトリ公開ディレクトリに公開されます。ソースOracle BIサーバーは、これらの変更を自動的に使用しますが、すべての宛先Oracle BIサーバーは最新の変更を取得するには再起動する必要があり、その後、「管理」ページの「ファイルとメタデータの再ロード」リンクをクリックすることで、プレゼンテーション・サービスのメタデータを再ロードします。
宛先Oracle BIサーバーは、RollingRestart ODBCプロシージャを使用するか、Fusion Middleware Controlを使用することで再起動できます。
nqcmdに次のように入力します。 call RollingRestart(timeout);
ここで、timeoutは、各宛先Oracle BIサーバーで、次に移動する前に再起動を待機する秒数です。
次に例を示します。
call RollingRestart(300);
この例では、システムは各Oracle BIサーバーの再起動を5分間待機します。指定したOracle BIサーバーがそれよりも早く再起動した場合は、ただちに次に移動します。
詳細は、リポジトリをテストおよび調整するためのnqcmdの使用方法を参照してください。
注意:
RollingRestartプロシージャは、ソースOracle BIサーバーに直接実行する必要があります。各Oracle BIサーバーのインストール時に作成されるDSNは、デフォルトでクラスタ化されているため、プロシージャを実行する対象となるソースOracle BIサーバーに対して手動で非クラスタ化DSNを作成する必要があります。
Oracle BIサーバーのODBC DSNを作成する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイドの「Oracle Business Intelligenceへの他のクライアントの統合」を参照してください。
RollingRestart ODBCプロシージャを使用する場合、またはFusion Middleware Controlで宛先Oracle BIサーバーを再起動する場合は、Fusion Middleware Controlまたは構成ファイルで他の構成変更を行わないことをお薦めします。宛先サーバーのみが再起動されるため、ソースOracle BIサーバーに、宛先Oracle BIサーバーとは異なる構成設定のセットがロードされる状況になる場合があります。これが発生した場合、ソースOracle BIサーバーを再起動します。
オンライン・モードは、整合性チェックを実行する必要がない小さい変更の場合にのみ使用してください。
オンライン・リポジトリ全体に対して整合性チェックを実行すると長時間かかる場合があります。かわりに、整合性チェックを必要とする複雑な変更は、リポジトリのプロジェクト抽出に対してオフライン・モードで実行します。
この表は、オンラインおよびオフラインで編集を実行する場合のガイドラインを示しています。
| モード | このモードの使用に適した状況 | 使用例 |
|---|---|---|
オンライン |
|
|
オフライン |
|
|
また、同時接続するオンライン・ユーザーの数を制限することも必要です。オンライン・モードで作業するユーザーを一度に1人のみに制限することがベスト・プラクティスです。複数のユーザーがそれぞれ別々のオブジェクトをチェックアウトしていても、これらのオブジェクトどうしに依存性があると、変更のチェックインによって競合が発生することがあります。一般的に、1つのビジネス・モデルでオンラインでの変更ができるユーザーは一度に1人のみとします。
一度に複数の同時ユーザーをオンライン・モードにする必要がある場合は、ユーザー数を5人までとします。6人以上のユーザーを必要とする場合は、マルチユーザー開発環境を使用します。詳細は、マルチユーザー開発環境の設定と使用を参照してください。
変更を実行しているユーザーが1人のみでも、オンライン・モードでは稼働しているサーバーで作業しているので、オフライン・モードよりはリスクが高くなっていることを認識しておく必要があります。整合性のない変更をチェックインすると、Oracle BIサーバーがシャットダウンすることがあります。オンライン・モードで作業するときは必ず最新のリポジトリをバックアップしておき、必要に応じてその状態に戻せるようにしておきます。「ファイル」→「すべての変更を元に戻す」を選択して、前回のチェックイン以降の変更をすべてロールバックすることもできます。
オンライン・モードで開いているリポジトリで作業している場合は、様々な操作を実行しようとすると、オブジェクトのチェックアウトを要求されることがあります。
オブジェクトをチェックアウトするには、次のいずれかを実行します。
オンライン・モードで開かれたリポジトリで作業している場合は、リポジトリで実行した変更をチェックインする前に整合性チェックの実行を要求されます。
リポジトリに対する変更を行い、その変更をチェックインせずにリポジトリを閉じようとすると、実行するアクションを選択するように求めるダイアログが自動的に開きます。オブジェクトをそのオブジェクトの親から移動し、親を削除しようとすると、削除を処理するためにこの変更のチェックインを要求されます。
変更を他のアプリケーションでただちに利用できるようにするには「変更のチェックイン」ダイアログを使用します。変更のチェックイン後であれば、Oracle BIサーバーに問い合せるアプリケーションでその変更をただちに認識できます。現在サーバーに問い合せているアプリケーションは、変更された項目に次回アクセスしたときにその変更を認識します。
ただちに変更を利用可能にして、ディスクに保存されるようにするには:
無効な変更が管理ツールで検出されると、問題の性質について警告するメッセージが表示されます。問題を修正して、再度チェックインします。メッセージ行を選択して「移動」をクリックするか、メッセージ行をダブルクリックすると、影響を受けるオブジェクトに直接移動できます。
エラー97005 (トランザクションの失敗)が表示される場合があります。このエラーは、Oracle BIサーバーで変更を受け入れない場合に発生します。通常は、サーバー・ログ・ファイルを確認して問題の原因を判別できます。
変更をディスクに維持するには、それを保存する必要があります。変更を保存するにはその変更のチェックインが必要ですが、変更を保存していなくてもチェックインは可能です。
読取り/書込みモードでリポジトリを開くことができるコンポーネント(Oracle BIサーバーまたはオフライン・モードでは1つのOracle BI管理ツール・クライアント)は一度に1つのみです。
すでに使用されているリポジトリを別のコンポーネントで開くと、そのリポジトリは読取り専用モードで開きます。
たとえば、Oracle BIサーバーが読取り/書込みモードでリポジトリをロードすると想定します。そのリポジトリにオンライン・モードで接続している管理ツール・クライアントは、その数に関係なく読取り/書込みモードになります。これは、それらがそのOracle BIサーバーを介してリポジトリにアクセスしているためです。しかし、そのリポジトリをオフライン・モードで開いている管理ツール・クライアントは、読取り専用モードになります。これは、そのリポジトリがOracle BIサーバーを介してすでに読取り/書込み用に開いているためです。
かわりに、管理ツール・クライアントがリポジトリをオフラインで読取り/書込みモードで開いていると想定します。Oracle BIサーバーが起動すると、それは、オフラインまたはオンライン・モードでそのリポジトリに接続している管理ツール・クライアントと同様に、読取り専用モードになります。この状況でサーバーが読取り/書込みモードでリポジトリをロードできるようにするには、最初に、リポジトリをロックしている管理ツール・クライアントを閉じてから、Oracle BIサーバーを再起動する必要があります。
Oracle Business Intelligenceがクラスタ化されていて、スレーブ・サーバーに管理ツールが接続している場合は、その管理ツールでもリポジトリは読取り専用モードで開きます。これは、マスターBIサーバーがリポジトリに対するロックを保持しているために発生します。クラスタ化環境での実行でこのような状況を回避するには、その管理ツールで使用するOracle BIサーバーのODBC DSNが、特定のOracle BIサーバーではなく、クラスタ・コントローラを指すように構成します。
問合せでリポジトリを使用できるようにするには、リポジトリのメタデータが整合性チェックに合格する必要があります。
整合性チェック・マネージャを使用すると、整合性チェックで使用するルールの有効化と無効化、整合性のないオブジェクトの検索と修正、整合性チェックの対象を特定のオブジェクトのみに制限する指定などが可能です。validaterpdユーティリティを使用して、すべてのメタデータ・オブジェクトの妥当性をチェックすることもできます。
注意:
別なツール、モデル・チェック・マネージャにより、Oracle BIサマリー・アドバイザおよび集計の永続性のパフォーマンスと結果に影響を及ぼすモデリングの問題を特定できます。Oracle BIサマリー・アドバイザまたは集計の永続性・ウィザードを実行する前にモデル・チェック・マネージャを実行します。詳細は、モデル・チェック・マネージャを使用したモデリングの問題のチェックを参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
整合性チェック・マネージャは、リポジトリの妥当性を確認して実行時にそれをロードできるようにし、問合せの失敗の原因となる構文エラーやセマンティク・エラーを特定します。
整合性チェッカを実行すると、リポジトリ・メタデータが更新されることがあります(オブジェクトに対して、グローバル整合性チェックまたは「整合性のチェック」オプションを実行する場合)。これらのオプションを使用するときには、リポジトリを保存しておく必要があります。たとえば、整合性チェック時に無効なオブジェクトが削除されます。この動作により、論理表ソースおよび論理列で式およびフィルタが削除されてしまうことがあります。不正な参照は、物理レイヤーでオブジェクトが削除され、ビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤー・オブジェクトで参照が正しく考慮されていないときに発生する可能性があります。
「ツール」メニューで選択可能な整合性チェックの表示オプションは、読取り専用であり、リポジトリに変更を実施しません。
整合性チェック・マネージャでは、接続を使用しているメタデータの外部にあるオブジェクトの妥当性はチェックしません。メタデータの整合性のみをチェックし、メタデータ外部にある物理オブジェクトへのマッピングはチェックしません。接続が機能していない場合やデータベースでオブジェクトが削除されていた場合、整合性チェック・マネージャは、これらのエラーを報告しません。
整合性チェック・マネージャは、管理ツールで定義していても、ポリシー・ストアには追加されていないアプリケーション・ロールを識別します。プレースホルダ・アプリケーション・ロールに関するメッセージは、整合性チェックをオンライン・モードで実行した場合にのみ表示されます。リポジトリについて返される整合性チェックの一連のメッセージには、オンラインとオフラインのどちらのモードでリポジトリを開いたか応じて異なる結果が含まれることがあります。
多言語スキーマで翻訳されたフィールド名を保存するために参照表を使用すると、その参照表に対しては整合性チェックのルールが緩和されます。ローカライズと参照表の詳細は、Oracle Business Intelligenceのローカライズを参照してください。
整合性チェックでは、次の種類のメッセージが返されます。
オブジェクトを無効にしたことで不整合が発生すると、そのオブジェクトを問合せで利用できないようにするかどうかの確認を求めるメッセージが表示されます。
整合性チェック・マネージャでは、列ヘッダーをクリックすることでメッセージの行をソートできます。また、ステータス・バーには、表示されているすべての行のサマリーが表示されます。
注意:
以前のバージョンのソフトウェアからアップグレードした後でリポジトリの整合性をチェックすると、以前の整合性チェックでは発生しなかったメッセージを受け取ることがあります。多くの場合、これはアップグレード前は検出できなかった不整合を示すもので、エラーが新たに発生したわけではありません。
この表では、整合性チェック・マネージャで実行できる操作の一覧を示します。
| オプション | 説明 |
|---|---|
| 修飾名の表示 | クリックすると、整合性チェック・マネージャの「オブジェクト」列に、オブジェクトの修飾名が表示されます。 |
| オブジェクト... | クリックすると、チェックしたすべてのオブジェクトのリストが、名前とタイプで表示されます。 |
| 統計... | クリックすると、数値コードと発生件数でエラーおよび警告が表示されます(例: 「警告38028, 10」)。 |
| 名前を付けて保存 | 「名前を付けて保存」をクリックして、メッセージをテキスト形式、CSV形式またはXML形式で保存します。 |
| 全オブジェクト確認 | クリックすると、整合性チェック・マネージャはグローバル・チェックを実行します。 「リフレッシュ」をクリックすると、前回のチェックで不整合として指摘されたオブジェクトのみがチェックされます。 |
| 編集 | 整合性チェック・マネージャで行を選択して、「編集」をクリックすると、そのオブジェクトの「プロパティ」ダイアログが開きます。 |
| 移動 | 整合性チェック・マネージャで、オブジェクトを選択してから「移動」をクリックすると、リポジトリ内のオブジェクトの場所を確認できます。 |
| コピー | 整合性チェック・マネージャで、1つ以上の行を選択して「コピー」をクリックすると、その行の内容を別のファイル(スプレッド・シートやテキスト・ファイルなど)に貼り付けできます。行を選択していないときに、このオプションをクリックすると、すべてのメッセージがコピーされます。 |
Oracle BI管理ツールを使用して、すべてのリポジトリ・オブジェクト、特定の物理データベースまたはデータ・ソース、物理データベース、ビジネス・モデル、またはサブジェクト領域に整合性チェッカを実行します。
グローバルな整合性チェックを実行せずに整合性チェック・マネージャの結果を表示するには、「ツール」メニューから「整合性チェッカの表示」を選択します。現在のセッションで整合性をチェック済であれば、「メッセージ」ペインに前回のチェックで得られたメッセージが表示されます。
注意:
無効化されたオブジェクトが不整合の場合は、そのオブジェクトがクエリで使用できないようにするように求められます。オブジェクトに整合性がないと、整合性チェック・マネージャが表示され、メッセージのリストが示されます。
Oracle BIサーバーのvalidaterpdユーティリティを使用して、リポジトリにあるすべてのメタデータ・オブジェクトの妥当性をチェックできます。
このユーティリティを実行すると、管理ツールで整合性チェック・マネージャが実行するチェックと同様の妥当性チェックを実行できます。
validaterpdユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。validaterpdは、バイナリRPDファイル、Oracle BIサーバーのXML APIに基づくXMLファイル、または一連のMDS XMLドキュメントに対して実行できます。
validaterpdユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
-Lオプションを指定してvalidaterpdを使用すると、Oracle BIサマリー・アドバイザまたは集計の永続性エンジンの正常な実行に影響を及ぼす可能性のある問題についてリポジトリ・メタデータがチェックされます。-Lオプションを指定したvalidaterpdの使用方法の詳細は、validaterpdユーティリティを使用したモデルのチェックを参照してください。
構文
validaterpdユーティリティは次のパラメータを取ります。
説明:
repository_nameは、妥当性チェックの対象とするバイナリRPDファイルの名前とパスです。
input_file_pathnameは、妥当性チェックの対象とするXML入力ファイルの名前とパスです。
MDS_XML_document_directoryは、入力されたMDS XMLドキュメントの場所です。
repository_passwordは、妥当性チェックの対象とするリポジトリのパスワードです。
repository_password引数はオプションです。パスワード引数を指定しなかった場合、コマンドの実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性を確保することのみを目的としているため、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
output_txt_file_nameは、妥当性チェック結果を記録するテキスト・ファイルの名前とパスです。
output_csv_file_nameは、妥当性チェック結果を記録するcsvファイルの名前とパスです。
output_xml_file_nameは、妥当性チェック結果を記録するXMLファイルの名前とパスです。
MDS XMLドキュメントを実行することを指定するには、-Mを指定します。-Dを指定する場合は、-M引数は必要ありません。すべてのオブジェクト定義を含む単一のMDS XMLファイルがある場合は、-Mを指定するだけで済みます。
-8は、出力ファイルのエンコードがUTF-8であることを指定します。
-Fを指定すると、一部の内部検証エラーに対する自動修正を含んだ新規バージョンのリポジトリがRPD形式で作成されます。fixed_rpd_nameは、修正を保存するバイナリRPDファイルの名前とパスです。
-Sを指定すると、サーバー・エラーとナビゲーション・スペースのみがチェックされます。
-Bを指定すると、ビジネス・モデルの可用性のチェックがスキップされます。
例
次の例では、repository.rpdというリポジトリの検証情報を収めたresults.txtという出力ファイルが生成され、修正バージョンがfixed_repository.rpdに保存されます。
次の例では、C:\MDS_dirにあるMDS XMLドキュメント内のリポジトリの検証情報を収めたresults.csvという出力ファイルが生成されます。
注意:
リポジトリ・ファイル(入力ファイルと出力ファイルの両方)に完全パス名を入力してください(これらが異なるディレクトリにある場合)。
この表を確認し、一般的に表示されるいくつかの整合性チェックの警告とエラーに関する情報を取得します。
注意:
この表は、一部のリストのみを示しており、表示される可能性があるすべての警告とエラーを示しているのではありません。
| 検証ルールの例 | タイプ | 説明 |
|---|---|---|
[14031] 論理表FACT_TABLE_NAMEのソースの索引フィルタは、複数のディメンションを参照します。 | エラー | 特定の論理表に複数のディメンションを参照するWHERE句フィルタを含む論理表ソースがあります。複数のディメンションを含むWHERE句は無効です。 |
[38126] 'Logical Table' '"Technology - WFA"."Fact WFA WO "'の名前の先頭または末尾にスペースがあります。 | エラー | オブジェクト名の先頭または末尾にスペースがあります。 リポジトリ・オブジェクト名の先頭または末尾をスペースにすることはできなくなりました。オブジェクト名の先頭または末尾にスペースがあると、問合せまたはレポートで問題が発生する場合があります。 |
[38012] 論理列DIM_Start_Date.YEAR_QUARTER_NBRには物理データ型のマッピングがなく、派生列でもありません。 [38001] 論理列DIM_Start_Date.YEAR_QUARTER_NBRに物理データ・ソースのマッピングが含まれていません。 | エラー | いずれの論理表ソースにもマップされていない論理列は、論理表ソース・マッピングが無効であり問合せの失敗の原因となるため、整合性エラーとしてレポートされます。 両方の特定の検証ルールは、同じ問題に関連しています。 |
[39062] レポート問合せに使用されている接続プール'"My_DB". "My_CP"'が初期化ブロック'Authorization'で使用されています。これは問合せのパフォーマンスに影響する場合があります。 | 警告 | 同じ接続プールが問合せと初期化ブロックの両方に使用されていることを示しています。この構成はお薦めしません。そのかわりに、初期化ブロックに専用の接続プールを作成します。そうしないと、問合せのパフォーマンスが低下したり、認証の初期化ブロックを実行できずにユーザー・ログインがハングする可能性があります。 |
[39028] データベース'MyDB'の機能がデフォルトと一致しません。この結果、問合せ問題が発生する可能性があります。 | 警告 | 一部のデータベース機能のデフォルトは、Oracle BI EEのこのリリースで変更されました。機能セットに特定のカスタマイズがなければ、データベース機能を新しいデフォルトにリセットすることをお薦めします。 |
[39003] 列DIM_Offer_End_Date.CREATE_DTの機能依存結合が見つかりません。 | 警告 | この警告は、特定の列が無効な論理表ソースにマップされていることを示しています。デフォルトの動作が不適切な場合、警告によってこの問題についてリポジトリ開発者に注意しています。 |
[39059] 論理ディメンション表MY_DIMのレベルDailyに、上位レベルのファクト・ソースMY_FACT_SUM.MTHLY_SUMと結合するソースMY_DIM_DAILYがあります | 警告 | このファクト論理表ソースにこのディメンションで設定された集計のマス目がありますが、このディメンションの論理表ソースに接続する結合が見つかりませんでした(または潜在的に不正な結合が見つかりました)。 これは、結合が存在しないか、存在しているが高レベルのファクト・ソースと低レベル次元ソースを接続しているため、潜在的に不正であることを意味します。このような結合は、実行すると問合せの回答でダブル・カウントが発生する可能性があるため、潜在的に不正になります。 たとえば、「Select year, yearlySales」という問合せについて考えます。monthTable表とyearlySales表との間にyearIdでの結合が存在していても、この結合により結果が12の倍数(各年の月数)に増加するため、これを使用しないでください。 アップグレード後に39059警告が発生したら、結合が仕様どおりに機能しているか、および結果が不正にダブル・カウントされていないかどうかを確認します。結合が仕様どおりであれば、39059警告は無視してください。 |
[39055] ファクト表"HR"."FACT - HC Budget"は論理ディメンション"HR"."DIM - HR EmployeeDim"の表と結合していません。これにより、プロジェクトの抽出時に問題が発生します。 | 警告 | この警告は、特定のファクトとディメンション・ソースの間に物理結合があるものの、ファクト表とディメンション表の間に相応の論理結合がないことを示しています。 |
[39054] ファクト表"Sales - STAR"."Fact - STAR Statistics"は論理ディメンション表"Sales - STAR"."Dim - Plan"と結合していません。これにより、プロジェクトの抽出時に問題が発生します。 | 警告 | この警告は、ファクト表の論理表ソースの集計コンテンツ・フィルタ「Group by Level」が、そのファクト表に結合されていない論理ディメンション表を参照していることを意味します。ファクト表がextract/MUDプロセスで抽出されない場合、結合されていないディメンションは抽出されません。その場合、抽出される論理表ソースの集計コンテンツは、元の論理表ソースと同じにはなりません。 |
[39057] 論理表ソース""HR"."Dim - Schedule"."SCH_DEFN""には、列マッピングまたは式で使用されていない物理表がマップされています。 | 警告 | この警告は、特定の論理表ソースにマッピングで使用されていない無関係の表が追加されていることを示しています。この状況でエラーが発生することはありません。 |
マルチユーザー開発(MUD)によって、重複するコード・ベースに基づく同時開発のメカニズムが提供されます。Oracle Business Intelligenceでは、リポジトリ開発の組込みバージョニング・システムが用意されているため、複数のユーザーに加えて、メタデータのサブセットを管理するMUD環境が実現します。
次の資料も参照してください。
この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle Business Intelligenceのマルチユーザー開発によって、エンタープライズ規模のデプロイメントにおけるアプリケーション・メタデータの作成が容易になります。
アプリケーション・メタデータは、一元化されたメタデータ・リポジトリ(RPD)ファイルに保存されます。これらのリポジトリの操作には、管理ツールを使用します。MDS XML形式のリポジトリでは、マルチユーザー開発環境を使用しません。
「マスター・リポジトリ」とは、マルチユーザー開発ディレクトリ内のリポジトリのコピーを指します。
マルチユーザー開発環境を使用する状況の例を次に示します。
どちらの例でも、管理者は管理ツールでリポジトリ・ファイル内にプロジェクトを作成し、そのリポジトリ・ファイルを共有ネットワーク・ディレクトリ(マルチユーザー開発ディレクトリと呼ばれます)にコピーします。開発者は、プロジェクトをチェックアウトし、変更を加えて、変更内容をマスター・リポジトリにマージできます。開発者が管理ツールを使用してプロジェクトをチェックアウトすると、バックグラウンドでファイルが自動的にコピーされ、上書きされます。そのため、管理者は設定作業を行うことが重要であるとともに、開発者は、表示される管理ツールのメッセージに注意して、チェックアウトとマージおよび公開の手順を慎重に実行することが重要です。
開発者がプロジェクトをチェックアウトしても、リポジトリ・ファイルが自動的にコピーまたは上書きされることはありません。かわりに、プロジェクトのチェックアウト時に、管理ツールによって2つのファイルが新しく作成されます。一方のファイルには元のプロジェクト・データが格納され、もう一方のファイルにはプロジェクトの変更内容が格納されます。
たとえば、リポジトリ開発者がC:\マルチユーザー開発ディレクトリのmaster.rpdからプロジェクトAをチェックアウトした場合、管理ツールによって、プロジェクトAに関連するすべてのメタデータが抽出され、開発者は新しいファイル名を指定してデータを保存するように要求されます。開発者が新しいファイル名(例: Mychanges.rpd)を選択すると、管理ツールによって次の2つのファイルが新しく作成されます。
管理ツールは、Mychanges.rpdとoriginalChanges.rpdを比較して開発者の変更を判別します。変更点に関する情報は、マルチユーザー開発のマージ・プロセスで必要になります。
注意:
ストレージ要件を軽減するために、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12cのリポジトリは圧縮形式で保存されます。以前のリリースのRPDファイルと比べると、開いているRPDファイルや保存したRPDファイルのサイズが大幅に小さくなっています。
マルチユーザー開発は、カスタマの技術上およびビジネス上の目的を明確に理解していることが前提条件となります。
また、一貫性のあるマージおよび調整の実施など、明確に定義された開発プロセスに従い、それらのプロセスに厳密に準拠する必要があります。
次の手順では、マルチユーザー開発環境をデプロイする際の一般的な手順について説明します。通常、最初の3つの手順は管理者が実行し、残りの手順は1人以上の開発者が実行します。
ヒント:
開発者はできるだけすぐまたは頻繁に変更をマージすることをお薦めします。頻繁なマージにより、競合解決が容易になり、マージが単純化されます。
マルチユーザー開発環境をデプロイするには:
プロジェクトを使用すると、メタデータを集中管理できます。
プロジェクトは、関連するメタデータを持つ論理スターのグループとして、個別に定義されたリポジトリ・メタデータのサブセットで構成されます。プロジェクトの特性は次のとおりです。
初期のプロジェクトについては、必要な物理表および結合の定義をすべて含むリポジトリで開始することをお薦めします。このリポジトリに、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのプレースホルダとして論理ファクト表を作成し、プレゼンテーション・レイヤーのプレースホルダとしてサブジェクト・エリアを作成します。ビジネス・モデルとサブジェクト・エリアのメタデータを追加すると、個々のサブジェクト・エリアおよび論理ファクトに基づくプロジェクトを新しく作成できます。
プロジェクトを設定するときは、次のガイドラインに従います。
この項では、次の項目について説明します。
プロジェクトは、プレゼンテーション・レイヤーのサブジェクト・エリアおよび関連するビジネス・モデルの論理ファクト、ディメンション、グループ、ユーザー、変数および初期化ブロックで構成できます。
管理者は、複数の開発者や開発者のグループが担当分野のプロジェクトで作業できるようにプロジェクトを作成できます。
プロジェクトを作成する主な理由は、マルチユーザー開発をサポートすることです。開発プロセスでは、各プロジェクト・グループがメタデータの異なる部分にアクセスできるようにメタデータをプロジェクトに抽出することによって、社内の異なるチーム間で作業(メタデータ)を分割できます。
マルチユーザー開発に加えて、ライセンス上の理由からプロジェクトを作成することもあります。新しいソフトウェア・バージョンをリリースする前に、ライセンスされたアプリケーションに関連するメタデータのみをプロジェクトに抽出し、すべての整合性と完全性が確保されるようにすることができます。そのためには、アプリケーションに関連するファクト表のみを追加します。
プロジェクトの抽出は、ファクト表を中心とします。これによって、プロジェクトの抽出の一貫性が確保され、ライセンスの管理がはるかに容易になります。
「プロジェクト」ダイアログでは、プロジェクトの作成に使用できるオブジェクトが左ペインに表示されます。
右ペインのオブジェクトはすべて、(直接的または間接的に)選択したオブジェクトで、それぞれの追加の一貫性を確保する完全なデータ・セットを表します。たとえば、左側のツリーの最上位ノードからサブジェクト・エリアを選択してプロジェクトに追加した場合、必要に応じて、他のサブジェクト・エリアの基礎となるファクト表が自動的に追加され、抽出の一貫性が確保されます。
次に、「プロジェクト」ダイアログの左ペインについて説明します。
ビジネス・モデルまたはサブジェクト・エリア別にファクト表をグループ化できるため、必要なファクト表を容易に選択できます。通常、特定のサブジェクト・エリアで使用されるファクト表に従ってグループ化するほうが、プロジェクトのファクト表を選択する際に便利です。1つのファクト表を複数のサブジェクト・エリアに関連付けることができます。そのファクト表は、1つのビジネス・モデルにのみ属すことができます。
サブジェクト・エリア別にファクトをグループ化すると、最上位ノードからサブジェクト・エリアを追加できるように見えますが、実際には、基礎となるファクト表のみが追加されます。サブジェクト・エリアは、プロジェクトに必要な要素を追加しやすくするために選択肢としてのみ表示されます。さらに、抽出の一貫性を確保するために必要な他のオブジェクトも追加されます。実際のサブジェクト・エリアを追加するには、ツリーの下部にある「プレゼンテーション」ノードを使用します。
ビジネス・モデル別にグループ化した場合、ビジネス・モデルに属するファクトのみが左ペインに表示されます。
「プレゼンテーション」ノードには、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトが表示されます。これらのオブジェクトを操作するには、明示的にプロジェクトに追加する必要があります。自動的には追加されません。
ファクト表に関連しないプレゼンテーション・オブジェクトをプロジェクトに追加した場合、「OK」をクリックすると、警告が表示されます。整合性チェッカでもその不一致が通知されます。
「プロジェクト」ダイアログの右ペインには、ファクト表(「ビジネス・モデル」フォルダ内)、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクト(「プレゼンテーション」フォルダ内)、ユーザー、アプリケーション・ロール、変数および初期化ブロックなど、抽出するように選択したオブジェクトが表示されます。「OK」をクリックすると、それらのオブジェクトが抽出されます。
この図は、「プロジェクト」ダイアログを示しています。

プロジェクトを作成するときは、通常、サブジェクト・エリアとその選択したサブジェクト・エリアに関連する論理ファクト表のサブセットを選択します。その後、管理ツールによって関連するビジネス・モデルおよび物理レイヤー・オブジェクトが自動的に追加されます。
1つのオブジェクトを複数のプロジェクトの一部にできます。かわりに、ビジネス・モデル別にファクトをグループ化することを選択する場合は、特定のビジネス・モデル、または1つのビジネス・モデルの一部である論理ファクト表のセットを選択できます。また、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトをプロジェクトの一部にする場合は、それらを明示的に追加する必要があります。
プロジェクト定義自体には物理レイヤー・オブジェクトは含まれませんが、プロジェクト定義によってこれらのオブジェクトが抽出および特定されます。
作成されたプロジェクトはメタデータの一部となり、同じマスター・リポジトリで開発作業を実行する必要がある複数の開発者が利用できます。そのように定義されていれば、開発者がプロジェクトをチェックアウトし、新しいリポジトリ・ファイルとして保存した後、プロジェクトは通常、一貫性のあるリポジトリとなります。
マルチユーザー開発環境のプロジェクトを作成するには:
左ペインには、プロジェクトに追加できるオブジェクトが表示されます。右ペインには、プロジェクトの一部として選択したオブジェクトが表示されます。
プロジェクトは、選択した論理ファクト表を明示的に含み、選択した論理ファクト表に結合されているすべての論理ディメンション表を暗黙的に含む(右ペインに表示されていなくても含まれます)ように定義されます。
左ペインと右ペインに表示されるオブジェクトの詳細は、「プロジェクト」ダイアログについてを参照してください。
ヒント:
各オブジェクト・タイプ(変数など)について最上位ノードを追加した後、右ペインで個々のオブジェクトを選択して削除することをお薦めします。
右ペインでオブジェクトをダブルクリックするか、オブジェクトを選択し、「削除」をクリックすることによって、特定のプレゼンテーション表または列をプロジェクト定義から削除することもできます。
注意:
プロジェクトの作成後に必要なサブジェクト・エリアのセットが表示されない場合は、プロジェクトを編集して、必要なサブジェクト・エリアを明示的に追加してください。
10.1.3.2より前のバージョンのOracle Business Intelligenceからリポジトリをアップグレードすると、プロジェクト定義がアップグレードされます。
アップグレード時には、プロジェクト定義、サブジェクト・エリア、ターゲット・レベル、リスト・カタログおよび既存のファクト表が、次のようにして単純なファクト表へと自動的に変換されます。
アップグレード後、プロジェクトには単純なファクト表のみが含まれます。セキュリティ・オブジェクトはすべて、元のまま保持されます。
さらに、12c (12.2.1)より前のバージョンのリポジトリ内のプロジェクトは、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトを明示的に含むようにアップグレードされます。以前のリリースでは、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトは、プロジェクトに含まれているユーザーの権限に基づいて暗黙的に追加されていました。
管理者は、これらのタスクを実行して、マルチユーザー開発について準備する必要があります。
マルチユーザー開発について準備するには:
管理者がマルチユーザー開発ディレクトリを特定し、リポジトリ・ファイルをコピーしたら、開発者は、マルチユーザー開発ディレクトリを指すように管理ツールを設定して、プロジェクトをチェックアウトできるようにする必要があります。
この項では、次の項目について説明します。
すべてのプロジェクトを定義した後、管理者は、マルチユーザー開発ディレクトリと呼ばれる共有ネットワーク・ディレクトリを特定または作成する必要があります。開発者は、新しいマスター・リポジトリにアクセスして、マルチユーザー開発ディレクトリにアップロードできます。
この共有ネットワーク・ディレクトリは、マルチユーザー開発のみに使用します。このディレクトリには通常、複数の開発者が管理する必要があるリポジトリのコピーが格納されます。マルチユーザー開発ディレクトリはWindowsシステム上にある必要があります。
開発者は、各自のコンピュータで管理ツールを設定する際に、マルチユーザー開発ディレクトリへのポインタを作成します。
注意:
管理者は、マルチユーザー開発専用の共有ネットワーク・ディレクトリを別途設定する必要があります。共有ネットワーク・ディレクトリを指定どおりに設定および使用しなかった場合、重要なリポジトリ・ファイルが誤って上書きされたり、リポジトリ・データが失われる可能性があります。
マルチユーザー開発ディレクトリを特定したら、管理者はマスター・リポジトリ・ファイルをマルチユーザー開発ディレクトリにコピーする必要があります。
このマスター・リポジトリのプロジェクトが開発者によって抽出およびダウンロードされ、変更が加えられた後、それらの変更がマスター・リポジトリにマージされます。
リポジトリをマルチユーザー開発ネットワーク・ディレクトリにコピーしたら、マルチユーザー開発環境の準備が整ったことを開発者に通知してください。
リポジトリの開発を開始した後でも、時折、マスター・リポジトリに手動で変更を加えることが必要になることがあります。この実行方法に固有の指示は、マルチユーザー開発のトラブルシューティングのマスターMUDリポジトリの手動更新を参照してください。
プロジェクトをチェックアウトする前に、マルチユーザー開発環境で作業している開発者は、ネットワーク上のマルチユーザー開発ディレクトリを指すように管理ツールのローカル・コピーを設定する必要があります。
開発者がマルチユーザー開発ディレクトリのオブジェクトをチェックアウトおよびチェックインするときは、この場所が管理ツールによって使用されます。
注意:
ポインタが設定されるまで、管理ツールでマルチユーザー・オプションを使用することはできません。
最初、ネットワーク・ディレクトリにはマスター・リポジトリが格納されます。この場所のリポジトリは、他の開発者と共有されます。ネットワーク・ディレクトリにはその後、履歴サブセットやリポジトリ・バージョンなど、マルチユーザー開発の履歴ファイルが追加されます。マルチユーザー開発ディレクトリのファイルは手動で削除しないでください。これらのファイルは重要で、システムで使用されます。
ポインタの設定時に、開発者は「氏名」フィールドに入力することもできます。このフィールドはオプションですが、他の開発者がリポジトリをロックしているユーザーを認識できるように、このフィールドに入力することをお薦めします。
マルチユーザー開発ディレクトリへのポインタを設定するには:
または、「参照」をクリックし、マルチユーザー開発ディレクトリを選択して、「OK」をクリックします。
プロジェクトまたはリポジトリ全体をチェックアウトし、ローカル・リポジトリ・ファイルで変更を行ったら、各開発者は変更内容をマスター・リポジトリに公開(マージ)するか、変更内容を破棄できます。
チェックアウト、リフレッシュおよび公開時には、マスター・リポジトリのコピーが開発者のローカル・リポジトリ・ディレクトリ(通常、デフォルトではORACLE_INSTANCE\bifoundation\OracleBIServerComponent\coreapplication_obisn\repository)に一時的にコピーされます。
この項では、次の項目について説明します。
標準のリポジトリ・ファイルに加えることができる変更のほとんどは、ローカル・リポジトリ・ファイルでもサポートされています。
開発者は、新しい論理列や新しい論理表の追加、表定義や論理表ソースの変更などを行うことができます。開発者は、同一のプロジェクトまたはリポジトリ全体についてローカルで同時に作業をしている場合があります。ただし、Oracle Business Intelligenceでは、これらの変更がマスター・リポジトリに及ぼす可能性がある影響を個々の開発者が理解していることを前提としています。たとえば、開発者がローカル・リポジトリでオブジェクトを削除した場合、ローカルで行った変更が警告メッセージなしにマージされると、その変更がマスター・リポジトリに伝播されます。
メタデータの整合性を確保するために、物理列への論理表ソースのマッピングがない場合を除き、物理列を削除しないでください。このため、マルチユーザー開発環境を使用する場合は、論理列および関連する物理列を同時に削除することはできません。まず、論理列を削除し、マージを実行する必要があります。次に、物理列を削除し、もう一度マージを実行することで、オブジェクトを安全に削除できます。
論理列タイプはMUD開発の途上で変更される場合があり、その結果、予期しない論理列タイプが生成されます。このような場合、管理ツールの「論理列タイプ・ドキュメントの生成」ユーティリティまたはbiservergentypexmlを使用して、論理列とそれに対応するタイプのリストを生成できます。「論理列タイプの比較」utilityを後続のMUDバージョンで使用して、論理列タイプが指定したタイプに合致することを確認します。たとえば、リポジトリ・バージョン20に対して論理列タイプのリストを生成し、論理列タイプの比較ユーティリティを使用してそのリストをリポジトリ・バージョン30と比較することができます。詳細は、論理列タイプのリストの生成および論理列タイプの比較を参照してください。
物理接続設定に対する変更は、マージおよび公開時にマスター・リポジトリに伝播されません。これにより、開発者は、ローカル・テスト・データ・ソースに設定を適用し、他の開発者に影響を与えることなく自分のモデル変更のユニット・テストを実行できます。
物理接続の設定に加えて、セキュリティ設定、およびデータベース機能表の変更はマルチユーザー開発のマージで保持されず、開発者によるマスター・リポジトリ内のパスワードおよびその他の重要なオブジェクトの上書きが防止されます。
ローカル・リポジトリに変更を行った後、開発者はリポジトリをアップロードし、編集済のメタデータをテストします。
注意:
メタデータで指定されたDSNは、開発者のワークステーションに存在する必要があります。
これらのトピックでは、プロジェクトを使用して、マルチユーザー開発環境内で変更を行う方法について説明します。
マルチユーザー開発のデフォルト・ディレクトリへのポインタを設定したら、開発者はプロジェクトをチェックアウトし、メタデータを変更して、変更したメタデータをテストできます。
「ファイル」→「マルチユーザー」サブメニューで「チェックアウト」オプションを使用できるのは、「オプション」ダイアログの「マルチユーザー」タブでマルチユーザー開発ディレクトリが定義されている場合のみです。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle管理ツールは、チェックアウト時に次のタスクを実行します。
管理ツールのタスクには次のものがあります。
注意:
その名前のリポジトリがこの場所にある場合、開発者は既存のリポジトリの上書きを確認するように求められます。開発者が「はい」をクリックすると、既存のローカル・リポジトリがバックグラウンドで即座に上書きされ、新しいリポジトリが保存された後、一時マスター・リポジトリ・ファイルが自動的に削除されます。
注意:
開発者がプロジェクトを選択し、ローカル・リポジトリ・ファイルに保存しても、管理ツールにより、共有ネットワーク・ドライブ上のマスター・リポジトリ内のプロジェクトがロックされることはありません。そのため、物理的には、他のユーザーが同じプロジェクトで作業することが可能です。プロジェクトがチェックアウトされているかどうかを確認するには、共有ネットワーク・ドライブ上のマルチユーザー開発ディレクトリのログ・ファイルを調べる必要があります。
Oracle BI管理ツールを使用してプロジェクトをチェックアウトする方法について学習します。
プロジェクトをチェックアウトするには:
「マルチユーザー開発チェックアウト」ダイアログは、マルチユーザー開発ディレクトリに存在するリポジトリが1つのみの場合は表示されません。
リポジトリ内にプロジェクトがない場合はメッセージが表示され、リポジトリは開きません。
マスター・リポジトリにプロジェクトが1つしかない場合、そのプロジェクトが自動的に選択され、「参照」ダイアログは表示されません。
作業用のプロジェクト抽出リポジトリがローカル・コンピュータに保存されます。指定したとおりの名前のリポジトリがオフライン・モードで開きます。ログ・ファイルも作成されます。
注意:
プロジェクト抽出リポジトリの2つ目のコピーが同じ場所に保存されます。このバージョンの名前は、リポジトリの抽出に割り当てた名前の先頭に「original」という単語が追加されたものになります。元のプロジェクト抽出リポジトリは変更しないでください。このリポジトリは、マルチユーザー開発のマージ・プロセスで、変更内容を元のプロジェクトと比較する場合に使用します。
Oracle BIサーバーのextractprojectsユーティリティを使用すると、MUD環境のオーバーヘッドなしで特定のリポジトリからプロジェクトを切り取ることができます。
extractprojectsユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。extractprojectsは、RPD形式のバイナリ・リポジトリでのみ使用できます。
extractprojectsユーティリティでは、指定したプロジェクトのセットを含むRPDファイルが生成されます。元のリポジトリ・ファイルの保存やMUDディレクトリでのチェックアウトとしての抽出の追跡など、管理ツールを使用してプロジェクトをチェックアウトした場合に実行される他の作業は実行されません。
extractprojectsユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
構文
extractprojectsユーティリティは次のパラメータを取ります。
説明:
base_repository_nameは、プロジェクトの抽出元のリポジトリの名前とパスです。
output_repository_nameは、ユーティリティによって生成されたリポジトリの名前とパスです。
input_project_nameは、抽出するプロジェクトの名前です。複数のプロジェクトを入力できます。必ず、各プロジェクト・エントリの先頭に-Iを付けてください(例: -I project1 -I project2)。プロジェクト名にスペースが含まれる場合は、二重引用符で囲んでください(例: "project 1")。
repository_passwordは、プロジェクトの抽出元のリポジトリのパスワードです。
repository_password引数はオプションです。パスワード引数を指定しなかった場合、コマンドの実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性の保持を目的としており、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
- Lを指定すると、ロギングが有効になります。ロギングを有効にすると、ProjExtr.YYYYMMDD.HHMMSS.xmlという形式のログ・ファイルがOracle BIサーバーのロギング・ディレクトリに作成されます。次に例を示します。
-Eはオプションの引数であり、リポジトリに含まれているすべてのプロジェクトのリストをファイルに印刷できます。このオプションの後でproject_list_file_nameを指定して、プロジェクト名を格納するファイル名と場所を指定します。-Eは-Bおよび-Pのみとともに使用され、実際にはプロジェクト抽出を実行しません。
-Uおよび-Fは構文リストに表示されますが、社内使用専用です。
例
次の例では、my_repos.rpdからproject1とproject2が抽出され、extract_repos.rpdというリポジトリが新しく作成されます。
注意:
入力ファイルと出力ファイルが別のディレクトリにある場合は必ず、両方のファイルについて、リポジトリ・ファイルへの完全なパス名を指定してください。
「サブセットのリフレッシュ」オプションを使用して、マスター・リポジトリに行った変更で、ローカル・プロジェクトの抽出を更新します。
このオプションでは、最新の変更もローカル・プロジェクトの抽出とマージされます。このタスクは、開発セッションの最後に最終変更を公開する前に、開発中の段階的な手順として実行します。
ローカル・プロジェクトの抽出を頻繁にリフレッシュすることをお薦めします。それにより、マージ中の競合を段階的に特定し処理できます。一度にマージする変更が多すぎる場合、競合に対して適切なマージの決定をすることが難しくなり、エラーが発生しやすくなります。
マルチユーザー開発環境内でリポジトリへの変更をおこなう場合、推奨される方法はプロジェクトの使用です。
同時にリポジトリ全体にアクセスして変更をするYou might encounter situations during which you want to make changes that involve you accessing the entire repository at one time.
プロジェクトに関連付けられていないオブジェクトを含むリポジトリ全体にアクセスする場合、「ファイル」→「マルチユーザー」サブメニューのWhole Rpd Checkoutオプションを選択します。複数の開発者が同時にリポジトリ全体にアクセスできます。システム・パフォーマンスが低下することがあるため、この方法は必要な場合にのみ使用してください。特に大きなリポジトリのマージの最中に低下します。
「マルチユーザー」メニューから、多数のタスクを実行できます。
ローカル開発者は変更を加え、変更内容をテストして、リポジトリをローカルに保存した後、「ファイル」→「マルチユーザー」サブメニューから次の作業を実行できます。
マスター・リポジトリに変更を行った場合、古いプロジェクト抽出ファイル(originalfilename.rpd)が、currentfilename.rpdという新しいプロジェクト抽出ファイルに置き換えられます。
注意:
このオプションを選択した場合、操作を取り消すことはできません。たとえば、確認ダイアログは表示されません。
ローカル・コンピュータでメタデータを変更し、テストした後、開発者はローカルで行った変更をマルチユーザー開発ディレクトリのマスター・リポジトリに公開する必要があります。
Oracle BIリポジトリの開発プロセスでは、3方向のマージを使用して同時開発を管理します。最初にローカル環境でメタデータのマージが実行され、次にマスター・リポジトリとマージされます。3方向のマージでは、次のリポジトリ特性に基づいてローカルの変更が特定されます。
変更は、マージと調整によって管理されます。マージ・プロセスのほとんどは自動で、変更内容は競合しません。競合するメタデータ・ソースがある場合、開発者はそれらを特定して解決できます。
また、管理者は複数のリポジトリの変更内容を手動でマージしたり、特定のMUD環境外の様々なリポジトリからオブジェクトをインポートすることもできます。
変更内容は頻繁にマージしてください。マージ・プロセスは非常に複雑で、多数の変更が加えられている場合はプロセスが困難になることがあります。マージ・プロセスでオブジェクトがどのようにマージされるかの詳細は、マージ・ルールを参照してください。
定期的にサブセット・リポジトリをリフレッシュし、競合を早期に特定することをお薦めします。サブセットのリフレッシュによって、サブセットがマスターの最新バージョンと再度マージされ、リポジトリが開いたままになり、公開する準備ができるまで変更を続行できるようになります。
この項では、次の項目について説明します。
このトピックでは、マルチユーザー開発のマージ・プロセスについて説明します。
マージ・プロセスには次のファイルが含まれます。
マージ中には、管理ツールによって、追加されたオブジェクトがあるかどうかがチェックされ、オブジェクトが見つかった場合は警告メッセージが表示されます。この手順では、次の処理が実行されます。
注意:
新しく作成したメタデータをプロジェクトのその後の抽出バージョンに表示するには、マスター・リポジトリのプロジェクト定義に追加する必要があります。たとえば、開発者がプロジェクトをチェックアウトし、新しいオブジェクトを追加して、チェックインした場合、プロジェクト定義に明示的に追加するまで、新しいオブジェクトはプロジェクトの抽出バージョンに表示されません。手順については、プロジェクトの作成を参照してください。
開発者が変更内容をネットワークに公開すると、次の処理が行われます。
マルチユーザー開発の公開プロセスでは、標準のリポジトリ・マージ・プロセスと同じテクノロジが使用されますが、重要な違いがいくつかあります。
たとえば、MUDマージの場合は、開発者によるマスター・リポジトリのパスワードやその他の重要オブジェクトの上書きを防止するため、通常、セキュリティ設定とデータ・ソースの変更を保持しないことが望まれます。このため、セキュリティ設定とデータ・ソース接続の変更は、MUDマージでは保持されません。さらに、挿入(作成されたオブジェクト)が自動的に適用されます。
詳細は、マルチユーザー開発マージのマージ・ルールと動作を参照してください。
公開プロセスが始まると、Oracle BI管理ツールによって、現在のバージョンのマスター・リポジトリがマルチユーザー開発ディレクトリから開発者のコンピュータ上のローカル・リポジトリ・ディレクトリに自動的にコピーされます。
公開される場所は、ORACLE_INSTANCE\bifoundation\OracleBIServerComponent\coreapplication_obisn\repositoryのようになります。公開プロセスでは、ローカルおよびマルチユーザー開発ディレクトリのログ・ファイルも更新されます。これが必要なのは、開発者がプロジェクトをチェックアウトした後または最後のサブセットのリフレッシュ以降にマルチユーザー開発ディレクトリのマスター・リポジトリが変更されている可能性があるためです。
「マージ戦略の定義」画面の詳細は、完全なリポジトリ・マージの実行を参照してください。
競合がなくても、リポジトリ間に違いがないことを意味するわけではありません。変更内容を公開する際に開発者が明示的に行う必要がある決定がないことを意味します。MUDのマージで自動的に解決される競合については、マルチユーザー開発のマージと標準のリポジトリ・マージの違いを参照してください。
どちらの場合も、マージされた変更内容の詳細が格納されたCSVファイルがローカル・ディレクトリに作成されます。
マルチユーザー開発ディレクトリのマスター・リポジトリが、開発者が加えた変更を含むリポジトリのコピーで上書きされます。
マルチユーザー開発オプション・ファイルでMandatory Consistency CheckオプションをYesに設定することで、ネットワークへの公開手順中に必須の整合性チェックを強制できます。
オプション・ファイルの詳細は、マルチユーザー開発オプションの設定を参照してください。
このオプションをYesに設定すると、整合性チェッカが公開プロセスの一部として実行されます。指定したリポジトリにエラーがある場合、公開を続行することはできません。
整合性エラーが発生した場合は、メッセージが表示されます。次のいずれかのオプションを選択します。
このオプションを選択してから気持ちが変わった場合(マスターのロックを解除する必要がある場合や変更の修正が予想以上に複雑である場合など)は、「ファイル」→「マルチユーザー」→「公開を元に戻す」を選択します。このオプションで、マスター・リポジトリのロックが解除され、現在マージされているマスター・リポジトリから抽出したままの最新のサブセット・リポジトリに戻ります。
ブランチ化は、開発のマージ・プロセスをさらに向上させる手段です。
ブランチ化によって、重複するリリースがある大規模な管理チームの効率を高めることができます。ただし、管理オーバーヘッドは増大します。
この項では、次の項目について説明します。
ブランチ化では、開発者は、他の開発者からコードを分離するためにプライベート・ブランチで作業し、変更内容をメイン・ブランチにマージして戻します。
開発チームの規模に応じて、様々な戦略を使用できます。
簡易開発モデルでは、すべての開発が1つのメイン・ブランチで行われます。この戦略の特性は次のとおりです。
この図は、簡易開発モデルを示しています。

小規模チーム開発モデルでは、1つのDevブランチで開発が行われ、リリース専用のMainブランチが別にあります。この戦略の特性は次のとおりです。
この図は、小規模チーム開発モデルを示しています。

マルチチーム、マルチリリース・モデルでは、複数のDevブランチで開発が行われ、この場合もリリース専用のMainブランチが別にあります。この戦略の特性は次のとおりです。
この図は、マルチチーム、マルチリリース・モデルを示しています。

Oracle Business Intelligenceで複雑なブランチ化戦略を使用するには、リポジトリ・ファイルを慎重に編成するとともに、Oracle BI管理ツールでマルチユーザー設定を変更する必要があります。
次に、必要な手順の概要を説明します。
マルチチーム、マルチリリース・モデルのブランチ化戦略を使用するには:
大規模な開発チームについては、最終的なTeamの公開手順を容易にするために、Mainが変更されたときに、定期的なブランチの同期を実行することをお薦めします。
管理ツールを使用して、3方向のマージでリポジトリを同期してください。
リポジトリ・ブランチを同期するには:
「マージ済リポジトリに名前を付けて保存」フィールドで名前を指定したRPDが新しいブランチ開発RPDとなり、その後の同期ではオリジナルと呼ばれます。
マルチユーザー開発リポジトリの開発履歴を表示できます。
管理ツールでマルチユーザー開発履歴を使用できるのは、リポジトリが開いておらず、管理者が共有ネットワーク・ディレクトリを設定している場合のみです。これによって、開いている関連しないリポジトリと一致しない履歴ログをユーザーが開いた場合に生じる可能性がある混乱が回避されます。
マルチユーザー開発履歴を表示するには:
ヒント:
すべてのリビジョンの詳細を表示するには、行を選択せずに背景を右クリックし、「表示」→「詳細」を選択します。
| 操作 | 説明 |
|---|---|
「表示」→「リポジトリ」 | リポジトリの選択したマスター・バージョンを読取り専用モードで管理ツールにロードします。 |
「表示」→「マージする前」→「プロジェクト」 | 変更済サブセット・リポジトリの選択したバージョンを読取り専用モードで管理ツールにロードします。 |
「表示」→「競合解決」 | 選択したバージョンの必要なリポジトリをすべてロードします。また、「マージ」ダイアログが読取り専用モードで開き、そのときに「ローカル変更のマージ」処理で選択したすべての決定が表示されます。競合解決があるバージョンの行をダブルクリックしても、このメニュー項目を選択した場合と同じ処理が実行されます。 このメニュー項目は、競合解決があるバージョンにのみ有効です。 |
「表示」→「詳細」 | 選択したバージョンの詳細を含むログを表示します。特定のバージョンが選択されていない場合は、すべてのバージョンの詳細を表示します。 |
「表示」→「マージする前」→「変更」 | 選択したバージョンの変更済サブセット・リポジトリを元のサブセット・リポジトリと比較し、選択したバージョンでユーザーが加えたすべての変更を表示します。 |
「検索」および「再検索」 | リストを検索できます。 |
すべて選択 | ダイアログに表示されているすべての項目を選択します。 |
削除 | マルチユーザー開発管理者のみが使用できます。 |
履歴を削除できるのは、マルチユーザー開発管理者のみです。
管理者は、マルチユーザー開発ディレクトリ内の特殊な非表示オプション・ファイルで定義します。詳細は、マルチユーザー開発オプションの設定を参照してください。
管理者は、MUD履歴全体を削除することも、最も古い1 - n個のバージョンを削除することもできます。中間の範囲のバージョンを削除することはできません。たとえば、バージョン1とバージョン2がまだある場合、管理者はバージョン3を削除することはできません。管理者がMUD履歴全体を削除した場合、新しく割り当てられるバージョン番号は再びバージョン1から始まります。
開発者がサブセットをチェックアウトした元のMUD履歴バージョンを管理者が削除し、開発者が依然としてそれで作業をしている場合、開発者はMUDディレクトリに公開できなくなります。その結果、すべてのMUD履歴を削除すると、サブセットを現在チェックアウトしている管理者はすべてそれを公開できなくなります。このため、管理者はMUD履歴を消去する前に開発者に通知する必要があります。
マルチユーザー開発オプション・ファイルを作成して、マルチユーザー開発のオプションを指定できます。オプション・ファイルは、標準のWindows INI形式のテキスト・ファイルです。
オプション・ファイルには、次のプロパティおよび特性があります。
次に、マルチユーザー開発オプション・ファイルの例を示します。
明示的に設定されないオプションは、デフォルトで無効になっています。オプションを有効にするには、値をYesに設定します。オプションを無効にするには、そのオプションをオプション・ファイルから削除するか、値をNoに設定します。
この表は、マルチユーザー開発オプション・ファイルのオプションを示しています。
| オプション | 説明 |
|---|---|
BuildNumber | Yesに設定すると、管理ツールのビルド・バージョンがMUD履歴に表示されます。 |
Enforce Build Number | これを指定すると、指定バージョンの管理ツールと完全に一致するユーザーのみがMUD操作を実行できるようになります。「ヘルプ」メニューを選択し、「バージョン情報」を選択して管理ツールのバージョンを表示します。 このオプションは、「MUDプロトコル・バージョン番号の施行」および「RPDアップグレードの回避」とともに使用できます。 MUD操作に対して管理ツールのバージョン整合性を施行しない場合は、この行を削除します。 |
MUDプロトコルのバージョン番号の施行 | これを指定すると、指定のMUDバージョンと完全に一致するユーザーのみがMUD操作を実行できるようになります。「ヘルプ」メニューを選択し、「バージョン情報」を選択してMUDバージョンを表示します。 このオプションは、「ビルド番号の施行」および「RPDアップグレードの回避」とともに使用できます。 MUD操作に対してMUDのバージョン整合性を施行しない場合は、この行を削除します。 |
Prevent Rpd Upgrade | これを指定すると、指定のリポジトリ・バージョンと完全に一致するユーザーのみがMUD操作を実行できるようになります。「ヘルプ」メニューを選択し、「バージョン情報」を選択してリポジトリ・バージョンを表示します。 このオプションは、「ビルド番号の施行」および「MUDプロトコルのバージョン番号」とともに使用できます。 MUD操作に対してリポジトリのバージョン整合性を施行しない場合は、この行を削除します。 |
Admin | マルチユーザー開発管理者をリストします。管理者がMUD履歴を削除するには、オプション・ファイルで定義されている必要があります。 管理者は、各自のコンピュータ/ネットワーク・ログイン名で定義します。複数の管理者がいる場合は、管理者名をセミコロンで区切ります。次に例を示します。 Admin=jsmith;mramirez;plafleur |
Mandatory Consistency Check | Yesに設定すると、公開手順で整合性チェックが実行されます。指定したリポジトリにエラーがある場合、公開を続行することはできません。 |
Equalize During Merge | Yesに設定すると、マルチユーザー開発のマージ・プロセスでMUDのマージ中に必須の等化が実行されます。このオプションをYesに設定した場合、マージ・プロセスのパフォーマンスに影響が生じます。 |
管理ツールは、リポジトリ・メタデータを、単一のバイナリ・リポジトリ・ファイル(RPD)ではなく、MDS XML形式の一連のXMLドキュメントとして保存することで、この統合を実現します。この統合を使用すると、管理ツールを構成して、自身のソース・コントロール管理システムで作業して、そのリポジトリの出力をMDS XMLとして保存できます。
この章のトピックは、次のとおりです:
リポジトリの開発プロセス中に、Oracle管理ツールを、Subversion、Rational ClearCase、Gitなどサード・パーティのソース・コントロール管理システムと統合できます。
この機能は、次の統合ポイントを中心としています。
MDS XML形式は、通常、ソース・コントロールの下に置かれているリポジトリに対して使用されます。
MDS XMLは、1つのファイルでなく複数のXMLファイルのセットでOracle BIリポジトリを表します。
MDS XMLは、前のリリースでXML形式でOracle BIリポジトリを表すために使用されていたXML形式とは異なります。前のOracle BIサーバーXMLスキーマは、ORACLE_HOME/bi/bifoundation/server/binのxudml1.xsd XMLスキーマ・ファイルに基づいており、1つの大きなXMLファイルでOracle BIリポジトリを表します。
たとえば、各リポジトリの接続プールは、次のようなXML表現でそれ自体のファイルに格納されます。
SampleAppLiteリポジトリは、次のような構造のMDS XMLファイルを生成します。

注意:
管理ツールのリポジトリ・オブジェクトと、XML出力として作成された一連のファイルとの間に、1対1の関係はありません。たとえば、物理列は、管理ツールでは独立したオブジェクトとして表示されますが、MDS XMLでは、それらは物理表オブジェクトの一部とみなされます。
リポジトリ・オブジェクトのMDS XMLスキーマ表現の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスのOracle BIサーバーのMDS XML APIに関する項を参照してください。
ソース・コントロール管理でリポジトリを開発するためのシステムを設定するには、SCMシステムに固有のコマンドを使用してSCM構成ファイルを設定し、MDS XMLリポジトリを生成し、SCMシステムで確認する必要があります。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI管理ツールをソース・コントロール管理システムと統合するには、使用している特定のSCMシステムに基づいてXML構成ファイルを作成する必要があります。
この構成ファイルには、ファイルの追加、削除、チェックアウトおよび名前変更のためのSCMシステム・コマンドが含まれます。リポジトリ・オブジェクトが作成または更新されるときに、管理ツールによってこれらのコマンドがSCMシステムに発行され、その結果、対応する新しいまたは変更済MDS XMLファイルが作成されます。
注意:
管理ツールによって、変更内容がSCMシステムにコミットされることはありません。リポジトリ開発者は、常にファイルをSCMシステムに直接チェックインする必要があります。このようにして、リポジトリ開発者は、管理ツール環境ではなくSCM環境で競合を表示したり、マージ・デシジョンを指定できます。
SCMシステム用の構成ファイルを作成する手順は、次のとおりです。
注意: この手順は、管理ツールで開いているMDS XMLリポジトリがないことを想定しています。MDS XMLリポジトリが開いているときにSCM構成ファイルを作成または編集する場合は、「ソース・コントロールの使用」が選択されており、「新規」または「編集」ボタンが有効になっていることを確認する必要があります。
SCM構成ファイルのデフォルトの場所は、ORACLE_INSTANCE/config/OracleBIServerComponent/coreapplication_obisnですこの場所でもテンプレートを使用できますが、このステップ中にテンプレート・ファイルを選択しないでください。かわりに、次のステップでテンプレートをロードできます。
注意:
SCM構成テンプレート・ファイルはscm-conf-ade.template.xmlおよびscm-conf-svn.template.xmlと呼ばれます。示された
ORACLE_INSTANCEの場所に加えて、次のOracle Technology Network (OTN)でも入手できます。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-foundation/downloads/obieescmconfigfiles-1568980.zip
構成ファイル・テンプレート自体を変更する意図がない場合は、「構成エディタで編集」が選択されていないことを確認してください。このオプションが選択されている場合、SCM構成エディタの「構成ファイル」フィールドに表示されているファイル名は、先行ステップで指定したファイル名からテンプレート・ファイル名に変更され、変更内容はデフォルトではそのテンプレート・ファイルに保存されます。
${file}、${filelist}、${from}および${to}トークンを使用して、コマンドを定義します。「ファイルのリスト」オプションを、${filelist}コマンドとともに使用し、動作を設定することもできます。トークンは次のように使用できます。
削除前、削除およびチェックアウトに対しては、${file}または${filelist}のいずれでも使用できます。「ファイルのリスト」は、${filelist}コマンドとともに使用する場合にのみ機能します。
すべてのSCMシステムが、最初からファイルの名前変更操作をサポートしているわけではありません。このような場合、様々なコマンドを連結することで名前変更操作を構築しようと試みるのではなく、「名前の変更」フィールドを空白のままにします。管理ツールで、効率的にこれを実行できます。
注意:
いくつかのSCMシステムには、フォルダを操作するコマンドが含まれていません。このような場合は、「フォルダ追加」を空白のままにします。いつでも必要なときに、管理ツールでフォルダを作成できます。
SCMシステムにフォルダ管理コマンドが組み込まれている場合でも、管理ツールでフォルダは削除されません。必要であれば、SCMシステムで直接フォルダを削除する必要があります。
環境変数は、オペレーティング・システム変数リストから直接貼り付けるか、クリップボードから貼り付けるか、手動で追加できます。この表は、「環境変数」サブタブで環境変数を管理するために使用できるオプションを示しています。
| オプション | 説明 |
|---|---|
環境変数の貼付け ![]() | オペレーティング・システムから環境変数を直接貼り付けられるようにします。このオプションをクリックして、ウィンドウを開き、そこでフィルタ基準を入力できます。その後、「OK」をクリックします。すべての環境変数を貼り付けるには、フィルタ・ウィンドウに*を入力します。 |
クリップボードから貼付け ![]() | クリップボードからテキストを直接貼り付けられるようにします。このオプションを使用するには、次の形式でテキストをコピーします。 variable_name1=variable_value1 variable_name2=variable_value2 各環境変数は、それぞれの行に配置する必要があります。
|
追加 ![]() | 表に行を追加し、手動で環境変数を入力できるようにします。「変数」列に変数名を入力し、「値」列にその定義を入力します。先頭および末尾の空白は切り捨てられます。変数定義で%VAR%を使用すると、前に定義した変数を参照できます。 |
削除 ![]() | 環境変数表の指定した行を削除します。 |
注意:
セキュリティ・センシティブな環境変数を構成ファイルに格納しないでください。セキュリティ・センシティブな変数がSCMシステムで必要な場合は、セキュリティ・リスクを回避するために、セキュリティ・センシティブな変数がすでに設定されている管理ツールをDOSウィンドウから起動できます。
ファイルはソース・コントロールと同期されています。テスト後には必ずチェックインしてください。
SCMシステムと統合するには、Oracle BIリポジトリをMDS XML形式に変換する必要があります。
次のオプションのいずれかを使用して、MDS XMLリポジトリを作成し、それをソース・コントロール・システムにチェックインします。
既存のリポジトリ・ファイルがある場合、次の手順を使用してそれをMDS XMLに変換します。
この項で説明する手順は、初期インポートの推奨方法です。
既存のリポジトリ・ファイルをMDS XML形式で保存する手順は次のとおりです。
大部分のSCMシステムに使用可能な一括ファイル・インポート専用のコマンドを使用します。これらのコマンドは、効率的な方法でソース・コントロールにファイルのツリー全体を配信するように最適化されています。たとえば、Subversionでは次のコマンドを使用します。
svn import module_name -m "Initial import"
注意:
biserverxmlgenユーティリティを-Mおよび-Dオプションを指定して使用し、既存のRPDからMDS XMLを生成することもできます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンス』のコマンドライン・ユーティリティを使用した既存のRPDからのMDS XMLの生成に関する項を参照してください。
MDS XML形式での新しいリポジトリの作成について説明します。
新しいリポジトリをMDS XML形式で作成する手順は次のとおりです。
注意:
新しいMDS XML形式リポジトリを作成して、オブジェクトを追加し、ソース・コントロールへのリンクを選択することはしないでください。この方法は機能せず、SCMコマンドは生成されません。
とても小さいリポジトリの場合は、「ソース・コントロール・ファイルへのリンク」メソッドを使用して、バイナリRPDファイルをMDS XML形式に変換できます。
ソース・コントロール・ファイルにリンクしてリポジトリを変換する手順は次のとおりです。
注意:
後で構成ファイルを変更する必要がある場合は、「ツール」→「オプション」→「ソース・コントロール」に移動し、「編集」をクリックして、構成ファイルを変更します。
注意:
「ソース・コントロール・ファイルへのリンク」メソッドを使用したリポジトリの初期インポートは、リポジトリが非常に小さい場合にのみお薦めします。このメソッドは、大規模なリポジトリ(数万個のファイル)ではとても遅くなります。それは、管理ツールが、一括ファイル・インポート専用コマンドを使用せずに標準のファイルの追加コマンドを使用して一度に1つずつファイルをインポートするためです。
ファイルの追加コマンドを繰り返し起動すると、一時エラーが発生する可能性が高まることがあります。これが発生した場合、すべてのファイルがソース・コントロールに正常にインポートされる前に、数回このプロセスを再起動しなければならないことがあります。
これらのトピックでは、日常のリポジトリ開発中に発生する一般的なシナリオについて説明します。
この項では、次の項目について説明します。
MDS XMLリポジトリをソース・コントロールの下で設定した後、リポジトリの更新、保存および変更のチェックインを行うには次の手順に従います。
リポジトリの更新、保存、および変更のチェックインを行う手順は次のとおりです。
svn infoコマンドを発行できます。この選択は、このリポジトリに対して保存されます。任意のときにこのリポジトリのステータスを表示するには、「ツール」を選択し、「オプション」を選択し、「ソース・コントロール」タブを選択します。
変更を受け入れた後で、取り消すことはできません。変更を取り消すと、リポジトリに不整合が生じます。SCMコマンドの実行を継続する必要があります。
管理ツールは、SCMコマンドを発行するときに、最適な順序になるようにコマンドを並べ替えます。
SCMシステムでのエラーの処理方法を説明します。
管理ツールがSCMシステムに変更を配信するときに、ときどき、期限切れラベルやネットワークの問題などのエラーが発生することがあります。
エラーが発生した場合は、次の手順を実行します。
エラーを処理する手順は次のとおりです。
注意:
バイナリRPDへの保存が、後で再試行するのみでよいネットワーク・エラーなどの一時的な問題に対する最も簡単なオプションです。競合する変更のマージなど問題を修正するためにいくらかの作業が必要な場合は、MDS XMLとして保存する必要があります。
期限切れラベルの場合、一時的に保存したMDS XMLリポジトリとリフレッシュ済ラベルのコンテンツをマージすることも必要です。これを行うには、サード・パーティ・マージ・ツールを使用します。
正常にマージ・デシジョンを行えるようにするためのリポジトリ・オブジェクトのMDS XML表現の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスを参照してください。
この手順のステップ4と5により、管理ツールが保存済RPDファイルまたはMDS XMLファイルからメモリー・オブジェクトをロードしたままにしますが、かわりにそれらをソース・コントロールMDS XMLリポジトリに属していると見なすようになります。「保存」をクリックすると、管理ツールによってそのメモリー・オブジェクトがソース・コントロール・リポジトリに保存されます。
リポジトリの開発中は、オンライン・モードでテストを実行し、リポジトリを検証する必要があります。
Oracle BIリポジトリをRPD形式でOracle BIサーバーにロードした場合にのみ、問合せに使用できるようになります。このため、オンライン・テストを実行する場合は、ときどきデプロイメントMDS XMLリポジトリをRPD形式で保存する必要があります。これを行うには、MDS XMLリポジトリをオフライン・モードで開き、「名前を付けて保存」を選択し、「リポジトリ」を選択します。
リポジトリのアップロードの詳細は、リポジトリを問合せで使用可能にするを参照してください。
「ソース・コントロール・ログ」ウィンドウは、Oracle管理ツールがSCMシステムに発行するコマンドを表示します。
SCM構成エディタの「保存後コメント」タブで指定した保存後テキストがあればそれも表示されます。
デフォルトでは、「ソース・コントロール・ログ」ウィンドウは、SCMコマンドが実行されているときに表示されます。かわりに、「ファイル」を選択し、「ソース・コントロール」を選択し、「ログの表示」を選択して「ソース・コントロール・ログ」ウィンドウを表示できます。
このダイアログについては、次のオプションを選択できます。
「ソース・コントロール・ログ」に表示されるテキストは、リポジトリを閉じるまで永続します。これは、個別の操作中にダイアログが開いているかどうかに関係なく、すべてのSCMコマンド出力が、ビューに使用できることを意味します。
「ソース・コントロール・ログ」には、32K文字の制限があります。ウィンドウ・バッファがいっぱいになったとき、最も古いコマンドが「ソース・コントロール・ログ」の表示から削除され、最新のコマンド出力を表示する場所が作られます。すべての出力を確認するには、次の場所にある管理ツール・ログに移動します。
注意:
SCMコマンドが実行されている間は、SCMコマンドが終了するか、エラーで停止するまで「閉じる」ボタンは無効化されています(「エラーが発生したときのみダイアログを表示」が選択されていない場合)。
マルチユーザー開発環境でソース・コントロール管理を使用できます。
この項では、両方のプロセスを一緒に使用する方法の概要について説明します。
たとえば、マルチユーザー開発の対象となっている既存のリポジトリがあり、ソース・コントロール管理を使用する場合は、次の副項で説明する手順に従います。
この手順を使用して、MUDマスター・リポジトリとMUDログ・ファイルをソース・コントロール下に置きます。
MUDマスター・リポジトリとMUDログ・ファイルをソース・コントロール下に置く手順は次のとおりです。
mhlconverterコマンドライン・ユーティリティを実行して、MUDログ・ファイル(*.mhl)をXMLファイルに変換します。コマンド・プロンプトに、mhlconverter、入力MHLファイル名とパス、および出力XMLファイル名とパスを入力します。次に例を示します。マスターMUDリポジトリの最初のバージョンを作成してチェックインした後、MUDマスター・リポジトリの更新バージョンを継続的にチェックインする必要があります。
この項では、この作業を実行するための2つの方法について説明します。
マルチユーザー開発プロセスの一環として発生したマスターRPDおよびログ・ファイルへの変更を手動でチェックインするには、次の手順を実行します。
更新済のMUDマスター・リポジトリおよびログ・ファイルを手動でチェックインする手順は次のとおりです。
大規模なリポジトリの場合、ソース・コントロールへのリンクの使用はお薦めしません。タイムアウトが発生する可能性があります。大規模なリポジトリがある場合は、スクリプトを使用して、更新済のMUDマスター・リポジトリとログ・ファイルをチェックインで説明されている自動化されたチェックイン方法の使用を検討してください。
mhlconverterユーティリティを使用して、XML形式のMUDログ・ファイルを、.mhlバージョンからの最新の変更で上書きします。 単一のトランザクションに多数の変更が存在するようになることを避けるため、定期的にこの項の手順を実行することをお薦めします。
手動での変更のチェックインに代わる方法として、チェックイン・タスクを実行するスクリプトを作成し、それを一定の間隔で実行するようにスケジュールすることができます。
スクリプトを使用して更新済のMUDマスター・リポジトリとログ・ファイルをチェックインする手順は次のとおりです。
注意:
RPD形式のマスター・リポジトリの最新のチェックイン済バージョンがない場合は、-Dオプションを指定して
biserverxmlexecユーティリティを使用し、ソース・コントロールにチェックインされている最新のMDS XMLファイルを読み取り、RPDバージョンを再作成することができます。
-Mオプションを指定してcomparerpdユーティリティを使用します。MDS XML形式のdiffが生成されます。詳細は、comparerpdを使用したリポジトリの比較を参照してください。 oracle\bi\server\base\DeletedFiles.txtファイルを読み取って、削除するファイルを特定します。 mhlconverterユーティリティを実行して最新のMHL形式のログ・ファイルをXML形式に変換し、既存のMDS XML形式のMUDログ・ファイルを新しいファイルで上書きして、それをチェックインします。 この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle BIリポジトリ・ファイルを作成した後、データ・ソースからリポジトリの物理レイヤーにメタデータをインポートできます。
管理ツールの物理レイヤーでは、Oracle BIサーバーが問合せを送信するデータ・ソース、および物理データベースと複数のデータ・ソース問合せの処理に使用される他のデータ・ソース間のリレーションシップが定義されます。
Oracle BIリポジトリへのメタデータのインポートは、ODBCまたは基礎となるデータ・ソースへのネイティブ・データベース接続を介して行う必要があります。ODBC接続を介してMicrosoft Excelなどのソフトウェアからメタデータをインポートすることもできます。
各データ・ソースからメタデータを直接インポートすると、物理レイヤーの構造をインポートできるため、時間と労力が節減されます。これらのソースのデータは、Oracle BIサーバーおよびその他のクライアントで表示できます。メタデータは、サポートされているデータ・ソースからのみインポート可能です。
メタデータをインポートすると、通常は、関連するデータベース・オブジェクトおよび接続プールのプロパティが自動的に設定されます。ただし、データベースや接続プールの設定は調整可能です。詳細は、データベース・オブジェクトおよび接続プールの設定を参照してください。
メタデータをインポートするかわりに物理レイヤーを手動で作成することもできますが、多大な労力を要するうえ、エラーが発生しやすくなります。メタデータをインポートすることを強くお薦めします。
Oracle管理ツールの新規リポジトリの作成ウィザードを使用して、新しいOracle BIリポジトリをバイナリ(RPD)またはMDS XML形式で作成できます。
リポジトリがあると、既存のデータ・ソース設定を別のデータ・ソースに接続するためのテンプレートとして使用できます。既存のデータ・ソース設定を使用して、データベース・タイプと接続プールの情報を変更します。詳細は、データベース・オブジェクトの設定および接続プールの作成または変更を参照してください。
新しいOracle BIリポジトリを作成する手順は、次のとおりです。
既存のリポジトリが開いている場合、変更内容を保存するように求められ、既存のリポジトリが閉じます。
ORACLE_INSTANCE\bi\bifoundation\serverにあるリポジトリ・サブディレクトリに保存されます。 リポジトリをオンライン・モードまたはオフライン・モードで開くために使用するリポジトリ・パスワードには同じものを入力します。このパスワードは、リポジトリの内容を暗号化するために使用されます。
データ・ソース・タイプの詳細は、次の各項を参照してください。
メタデータをインポートする前に、データ・ソースの設定が必要になることがあります。詳細は、データ・ソースの事前構成作業の実行を参照してください。
Oracle Business Intelligenceがデータ・ソースにアクセスできるように、構成手順を実行することが必要になる場合があります。
データ・ソースからリポジトリ・ファイルに物理オブジェクトをインポートしたり、接続プールをデータ・ソースに設定する前に、これらの構成手順が必要になる場合があります。
多くのデータ・ソースについては、クライアント・コンポーネントをインストールする必要があります。クライアント・コンポーネントは通常、問合せアクセスについてはOracle BIサーバーをホストするコンピュータに、インポートなどのオフライン操作については管理ツールをホストするコンピュータ(異なる場合)にインストールします。場合によっては、JavaHostプロセスが配置されているコンピュータにクライアント・コンポーネントをインストールする必要があります。
この項では、次の項目について説明します。
ODBC接続を介したデータ・ソースからのインポートや、ODBCデータ・ソースへの接続プールの設定を行う前に、クライアント・コンピュータでそのデータ・ソースのODBCデータ・ソース名(DSN)を作成しておく必要があります。
データ・ソースからメタデータをインポートする際、メタデータのインポート・ウィザードでこのDSNを参照します。
ODBC DSNは、Windowsシステムでのみインポートに使用できます。
WindowsでODBC DSNを設定するには:
残りの構成手順は、構成するデータ・ソースごとに異なります。詳細は、データ・ソースのドキュメントを参照してください。
WindowsシステムのODBC DSNは、初期インポートにも、問合せ実行時のデータ・ソースへのアクセスにも使用されます。UNIXシステムでは、ODBC DSNはデータ・アクセスにのみ使用されます。UNIXでのODBCデータ・ソースの設定については、LinuxおよびUNIXでのデータソースの設定を参照してください。
Teradataに固有の詳細は、Teradataデータ・ソースの設定も参照してください。
Oracle Databaseデータ・ソースからメタデータをインポートする場合や接続プールを設定する場合、データ・ソース名として接続文字列全体を入力することも、tnsnames.oraファイルで定義されているネット・サービス名を使用することもできます。
ネット・サービス名のみを入力するには、Oracle BIサーバーがそのエントリを特定できるように、Oracle Business Intelligence環境の次の場所でtnsnames.oraファイルを設定する必要があります。
BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\core
Oracle DatabaseからのメタデータのインポートやOracle Databaseへの接続には常にOCIを使用する必要があります。スキーマのインポートや、接続プールの設定を行う前に、TNS名のエントリをtnsnames.oraファイルに追加しておく必要があります。詳細は、Oracle Databaseのドキュメントを参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
関連情報は、Oracle DatabaseおよびTimesTenに対するNUMERICデータ型のサポートの有効化を参照してください。
すべてのOracle 12c Database In-Memoryデータ・ソースで、Oracle BIサーバーはメモリー内に表を作成します。
Oracle 12c Database In-Memoryは、高パフォーマンスのインメモリー・データ・マネージャです。これは、インメモリー列ストアを使用します。ここには、メモリー内に存在し、迅速にスキャンできる特殊な列形式で、表のコピーおよびパーティションが格納されています。詳細は、12c リリース1の『Oracle Databaseコンセプト・ガイド』および『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。
Exadataを使用するOracle 12c Databaseのデータ・ソースおよびExadataを使用するOracle 12c Database In-Memoryのデータ・ソースで、Oracle BIサーバーはメモリー内に表を作成します。
Oracle BIサーバーは、デフォルトでExadataハイブリッド列圧縮(EHCC)を使用します。
Oracle Exadata Database Machineは、Oracle Databaseを稼働するために最適化されたプラットフォームです。Oracle 12c DatabaseおよびOracle 12c Database In-Memoryは共に、Oracle Exadata Database Machineで稼働します。詳細は、Exadata Database Machineに含まれるドキュメントを参照してください。
Oracle BIサーバーは圧縮(Exadataハイブリッド列圧縮)機能とインメモリー機能をサポートすることで、Oracle Databaseのネイティブ機能を活用し、問合せ時間を大幅に短縮しています。
メタデータのインポート時またはデータベース・タイプの指定時に、そのデータベース・オブジェクトの機能セットは、データベース・タイプに応じた適切なデフォルト値によって自動的に移入されます。Oracle BIサーバーは、このデータ・ソースに、これらのSQL機能を使用します。「データベース」ダイアログの「機能」タブで、サポートされていることを示すマーク(チェック)が機能に付けられている場合は、Oracle BIサーバーによってデータ・ソースに関数または計算がプッシュされパフォーマンスの向上が図られます。関数または機能がデータ・ソースでサポートされていない場合はOracle BIサーバーで計算または処理が実行されます。
Oracle BIサーバーによってサポートされるOracle Database機能に関する情報を次に示します。
前述のいずれかのOracleデータベースにデータベース・オブジェクトを作成する場合、COMPRESSION_SUPPORTED機能がオブジェクトに自動的に適用されます。
前述のいずれかのOracleデータベースにデータベース・オブジェクトを作成する場合、EHCC_SUPPORTED機能がオブジェクトに自動的に適用されます。
デフォルトでは、前述のOracleデータベースのオブジェクトに対して圧縮は解除されています。オブジェクトに圧縮を適用するには、オブジェクトのPERF_PREFER_COMPRESSIONフラグをOnに設定してください。
前述のいずれかのOracleデータベースにデータベース・オブジェクトを作成する場合、INMEMORY_SUPPORTED機能がオブジェクトに自動的に適用されます。
高速アプリケーション通知(FAN)イベントと高速接続フェイルオーバー(FCF)がOracle Databaseで有効になっている場合、BIサーバーによってロードされたOracle Call Interface (OCI)はFANイベントを利用し、Oracle Databaseデータ・ソースのFCFを有効にします。
この機能は、バックグラウンドで実行します。Oracleデータベースを使用できないために分析ユーザーが開始したOracle Business Intelligence問合せに失敗した場合、ただちに問合せに失敗し、ユーザーはデータベース・リクエストのタイムアウトを待機せずに問合せを再試行できます。
クライアント・インストールを実行したコンピュータでOracle Database Clientをインストールする必要があります。
Oracle Databaseソースからインポートする前に、Oracle Database Clientインストールを実行する必要があります。「管理者」または「ランタイム」のいずれかのクライアント・インストール・オプションを使用します。
Oracleデータベース・クライアントをインストールしたら、ORACLE_HOMEという環境変数を作成し、その変数をOracleデータベース・クライアント用のOracleホームに設定します。その後、TNS_ADMINという環境変数を作成し、tnsnames.oraファイルの場所(BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\core)に設定します。
Oracle BI ServerとOracle Databaseの間にファイアウォールがあると、問合せ時間が長くなります。
たとえば、単一のnqcmdを使用する場合、問合せは結果を戻すまでに2から3分かかります。または、Presentation Servicesで初期化されたSQL文の実行または検証後は、Answersが応答しません。
問合せ時間を改善するためには、次のようにして、BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\core内のsqlnet.oraファイルで、BREAK_POLL_SKIPパラメータおよびDISABLE_OOBパラメータを追加します。
この構成は、Oracle BIサーバーでのみ実行する必要があります。この構成は、Oracle Databaseまたはユーザー・クライアント・デスクトップでは必要ありません。
Windows 7 64ビット・コンピュータでOracle BI EEを実行している場合は、デフォルトの認証サービスがWindowsドメインの資格証明を使用するように設定されていないことを確認する必要があります。
管理ツールがWindowsドメインの資格証明を使用してログインを試みるため、Oracle Databaseからのインポート時に接続エラーが発生する可能性があります。
BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\core内のsqlnet.oraファイルをチェックして、AUTHENTICATION_SERVICESパラメータが次のようになっていることを確認してください。
Oracle OLAPデータ・ソースからインポートする前に、データ・ソースが標準形式のアナリティック・ワークスペースであることを確認してください。
さらに、オフライン・インポートについてもオンライン・インポートについても、Oracle OLAPデータ・ソースからインポートするには、biadminservlet Javaプロセスが実行中である必要があります。Fusion Middleware Controlを使用してbiadminservlet Javaプロセスのステータスをチェックできます。
Oracle OLAPソースからインポートする前に、クライアント・インストールを実行したコンピュータにOracle Database Clientをインストールする必要があります。
「管理者」または「ランタイム」のいずれかのクライアント・インストール・オプションを使用します。
Oracleデータベース・クライアントをインストールしたら、ORACLE_HOMEという環境変数を作成し、その変数をOracleデータベース・クライアント用のOracleホームに設定します。その後、TNS_ADMINという環境変数を作成し、tnsnames.oraファイルの場所(BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\core)に設定します。
リポジトリにJDBCおよびJNDIデータ・ソースを含める前に、必要なこれらの設定タスクを実行する必要があります。
JDBC接続タイプを使用する場合、リモートJavaデータ・ソースをWeblogic Serverに接続する必要があります。
これを実行するには、 Oracle WebLogic ServerのJDBCを構成します。JDBC(ダイレクト・ドライバ)を使用しない場合、この構成手順は必要ありません。
この構成を実行する方法の詳細は、Oracle WebLogic Serverのドキュメントの「WebLogic ServerでのJDBCドライバの使用」を参照してください。
リポジトリにインポートするためにJavaデータ・ソースを使用できるようにするには、最初にJavaデータソース・サーバーに接続してJavaメタデータをロードする必要があります。
Javaメタデータをロードするには:
Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、ODBCインタフェースとJDBCインタフェースの両方をサポートする、高性能なインメモリー・データ・マネージャです。
これらの事前構成手順は、Oracle TimesTenがすでにインストールされていることを想定しています。詳細は、Oracle Data Integratorを参照してください。
注意:
TimesTenソース上に集計を作成する予定である場合は、そのインスタンスに対してPL/SQLが有効化されており、そのPL/SQLの最初の接続属性PLSQLが1に設定されていることも確認する必要があります。PL/SQLは、インストール時に有効にすることも、インストール後に
ttmodinstallユーティリティを実行して有効にすることもできます。詳細は、『TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』を参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
関連情報は、Oracle DatabaseおよびTimesTenに対するNUMERICデータ型のサポートの有効化を参照してください。
Oracle Business Intelligenceのデータ・ソースとして使用する前に、TimesTenを構成する必要があります。
TimesTenデータ・ソースを設定するには:
LinuxまたはUNIXでOracle BIサーバーを実行している場合にこの手順を実行する方法については、ネイティブODBCドライバを使用したデータベース接続の構成を参照してください。
TimesTenデータベースがTimesTenクライアントと同じコンピュータにインストールされている場合は、メタデータのインポート・ウィザードでデータ・マネージャDSNまたはクライアントDSNを指定できます。
TimesTenソースからデータをインポートした後、または手動でデータベース・オブジェクトおよび接続プールを設定するときに、「データベース」ダイアログの「一般」タブの「データベース」フィールドにデータベース・タイプとバージョンが正しく設定されていることを確認します。また、「接続プール」ダイアログの「一般」タブの「コール・インタフェース」フィールドが正しく設定されていることを確認することも必要です。次の資料も参照してください。
Oracle Business Intelligenceに対してサポートされるTimesTenのバージョンについては、システム要件と動作要件を参照してください。
システム・メモリー・リソースの使用を向上させるために、TimesTenサーバーの最大接続数を増やすことをお薦めします。
ttendaemon.optionsファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:install_dir\srv\info
number_of_connectionsを求めるには、次の式を使用します。Oracle BIリポジトリに接続プールごとに接続がM個あり、Oracle BIリポジトリに接続プールがN個あり、Oracle BIサーバーがP台ある場合、必要な接続の総数はM * N * Pとなります。
odbc.INIファイルを開き、次のようにTimesTen DSNエントリにConnections属性を追加します。 注意:
ロック・タイムアウトを回避するために、デプロイメントに合せて接続のLockWait間隔を調整することもできます。詳細は、TimesTen In-Memory Databaseのリファレンス・ガイドのLockWaitを参照してください。
OBISを起動するユーザーが、彼らのオペレーティング・システムのPATH変数にTimesTen DLL ($TIMESTEN_HOME\lib)へのパスを設定していない場合、obis.propertiesファイルの変数としてTimesTen DLLパスを追加する必要があります。
obis.propertiesを更新してWindowsのTimesTen変数を含める手順は、次のとおりです。
obis.propertiesを開きます。obis.propertiesは、次の場所にあります。BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\obis
TIMESTEN_DLLを追加し、LD_LIBRARY_PATH変数も更新します。 obis.propertiesでias-componentタグを適切に更新してください(たとえば、ias-component id="coreapplication_obis1"やias-component id="coreapplication_obis2"のようにします)。Oracle BIサーバーは、Essbaseクライアント・ライブラリを使用して、Essbaseデータソースに接続します。
Essbaseクライアント・ライブラリは、デフォルトでOracle BI EEとともにインストールされます。Oracle BI EEの完全なインストールに対してEssbaseデータ・ソースのアクセスを有効化するために追加の構成は必要ありません。
EPMシステム・インストーラでインストールしたEssbaseに対する共有トークンの使用の認証については、Essbase、Hyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningデータ・ソースのSSOの構成を参照してください。
これらのトピックでは、Windows ODBCドライバおよびCloudera Impalaメタデータについて説明します。
この項では、Cloudera Impalaデータ・ソースをOracle BIリポジトリで設定する方法について説明します。この節の内容は以下のとおりです。
クライアント・インストールを実行した場合、Cloudera Impalaメタデータのインポートに必要なWindows ODBCドライバは必要ありません。
必要なドライバを取得するためには、次の手順を実行する必要があります。Oracle Business Intelligenceインストーラを使用して管理ツールをインストールした場合、この手順を実行する必要はありません。
次のようにして、Windows ODBCドライバを取得します。
Cloudera Impalaは、Massively Parallel Processing (MPP) SQL問合せエンジンで、元々、Apache Hadoopで稼働しています。この手順を実行して、Cloudera ImpalaメタデータをOracle BIリポジトリにインポートします。
この手順を実行するためには、Windows ODBCドライバを準備する必要があります。管理ツールのクライアント・インストールがある場合、クライアント・インストールでのWindows ODBCドライバの取得の手順に従い、必要なWindows ODBCドライバをインストールする必要があります。
これらのトピックでは、Windows ODBCドライバおよびApache Hiveについて説明します。
この節の内容は以下のとおりです。
管理ツールのクライアント・インストールがある場合、Apache Hiveメタデータをインポートするために必要なWindows ODBCドライバが必要ありません。
インポートの実行に必要なWindowsドライバを取得するには、My Oracle Support Webサイト、support.oracle.comにログインしてDocID 1520733.1にアクセスします。このDocIDに関連付けられているテクニカル・ノートには、必須のWindowsドライバが、ドライバのインストール手順およびHiveデータ・ソースからのメタデータ・インポートの実行手順とともに含まれています。
これらのトピックでは、Oracle Business IntelligenceでHadoopおよびHiveを使用する場合の制限事項について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
Hiveデータ・ソースの場合、DATE型について制限事項があります。
Hiveはタイムスタンプ・データ型をサポートします。タイムスタンプ列は、リポジトリの物理レイヤーのDATEまたはDATETIME型を指定する必要があります。
Hiveデータ・ソースの制限事項について学習します。
次のフォームの問合せでは、
Hiveがクラッシュする可能性があります。
このような状況では、COUNT(DISTINCT...)定義における属性が直接問合せの対象となり、その属性が表または外部キーまたはレベル・キーの一部でもある場合があります。
注意:
COUNT(DISTINCT X)がGROUP BY Xと同時に使用された場合は常にカウントが1になるため、このケースが多発する可能性はほとんどありません。
このようなエラーを回避するために、COUNT(DISTINCT...)をメジャーで使用するときには、同じレベルに完全属性またはその他の属性を含めないようにしてください。
Hiveでは、ケース文の各部分のタイプに対して厳密なチェックが要求されます。
このため、Hiveでは、次のようなプレゼンテーション問合せは失敗します。
この問合せに対するHiveの完全なエラー・メッセージは次のようになります。
Locate関数の構文の使用方法について学習します。
Locate関数の完全な構文のフォームは次のとおりです。
LOCATE ( charexp1, charexp2, [, startpos] )
ここで、charexp1は、文字列charexp2の中で検索の対象となる文字列です。
オプションのパラメータstartposは、charexp2の中で検索開始を示す文字の位置です。
次の例に示すように、startposの値がcharexp2の長さよりも長い場合、
Hiveは0を返すのではなく、例外をスローします。
開始位置パラメータの値を指定してSubstring関数を使用する問合せでは、Hiveがクラッシュすることがあります。
次の場合には、Hiveがクラッシュする可能性があります。
Hiveデータ・ソースが失敗する可能性のある条件の例を示します。
次のWHERE句は、問合せの長さが過剰なためにHiveで失敗する可能性のある条件の例です。
例1
例2
一般に、長い問合せはHiveで失敗する可能性がありますが、前述の例に示すように、多くのOR句を使用する条件が指定されていて、それぞれのグループがANDおよびBETWEENの副次句で組み合されている場合に特にその可能性が高くなります。
サブクエリー式が含まれている問合せは、Hiveでは失敗することがあります。
サブクエリー式が使用されている場合は、Oracle BIサーバーによって生成された物理問合せで等価条件にデータ型を混成して含めることもできます。等価演算子におけるHiveの問題により、問合せ結果が正しくない場合があります。
たとえば、次の問合せを考えてみます。
Oracle BIサーバーでは、'ReorderLevel = 15.0'が含まれている次の物理問合せを生成します。ここで、ReorderLevelのデータ型はIntであり、15.0はFloatとして扱われます。
これは、次のコマンドを使用して訂正できます。
これらのトピックでは、データ・ソースとしてHyperion Financial Managementを使用する際の必須の構成手順について説明します。
Hyperion Financial Management 11.1.2.3.xまたは11.1.2.4.xは、ADMネイティブ・ドライバまたはADMシン・クライアント・ドライバを使用できます。ADMシン・クライアント・ドライバをインストールおよび構成できるのは、Linuxのみです。
注意:
Oracle BI EEでHyperion Financial Management 11.1.2.3.xおよび11.1.2.4.xデータ・ソースは、Oracle BI EEがWindowsまたはLinuxのデプロイメントで実行されている場合に使用できます。
Hyperion Financial Management ADMドライバをインストールすると、ADMネイティブ・ドライバおよびADMシン・クライアント・ドライバがインストールされます。WindowsおよびLinuxの両デプロイで、Enterprise Performance Managementコンフィギュレータを使用して、必ず構成を実行してください。
Windows構成およびLinux構成では、Hyperion Shared Servicesデータベースの詳細を指定し、FoundationサーバーおよびHyperion Financial Managementサーバーに登録します。
構成中は、DCOM構成を必ず有効にしてください。
Windows用に構成をする場合、DCOMユーザー詳細ページで、Hyperion Financial Managementサーバーに接続するためのユーザーとしてドメイン・ユーザーを入力します。Linux用のADMシン・クライアント・ドライバを構成している場合は、この手順を実行する必要はありません。
さらに、Oracle Business Intelligence JavaHostプロセスを実行している各システムでobijh.propertiesファイルを編集し、Hyperion Financial Managementに必要な環境変数を追加する必要があります。
注意:
オフライン・インポートについてもオンライン・インポートについても、Hyperion Financial Managementデータ・ソースからインポートするには、JavaHostプロセスが実行中である必要があります。管理ツールのクライアント・インストールがある場合は、JavaHostの構成手順について、「クライアント・インストールに対する追加のHyperion構成の実行」を参照してください。
Hyperion Financial Managementを構成するには:
重要
obijh.propertiesファイルでEPMパスを構成する場合は、バックスラッシュ(\)ではなく常にスラッシュ(/)を使用する必要があります。Windows上のEPMパスには、スラッシュが必要です。
obijh.propertiesファイルでEPMパスを構成する場合、バックスラッシュは機能しません。
obijh.propertiesは、次の場所にあります。
ORACLE_HOME/bi/modules/oracle.bi.cam.obijh/env/obijh.properties
編集のためにobijh.propertiesファイルを開きます。
OBIJH_ARGS変数に次の値を追加します。
次の変数をobijh.propertiesファイルの最後に追加します。
EPM_ORACLE_HOME=C:/Oracle/Middleware/EPMSystem11R1
EPM_ORACLE_INSTANCE=C:/Oracle/Middleware/user_projects/epmsystem1
loaders.xmlファイルは次の場所にあります。
ORACLE_HOME/bi/bifoundation/javahost/config/loaders.xml
loaders.xmlファイルで、<!-- BI Server integration code -->を見つけます。
<ClassPath>で、fm-adm-driver.jar、fm-web-objectmodel.jar、epm_j2se.jarおよびepm_hfm_web.jarファイルを次に示すフォーマットを使用して追加します。
保存してファイルを閉じます。
ORACLE_HOME/bi/bifoundation/javahost/lib/obisintegration/admディレクトリに移動して、admintegration.jarおよびadmimport.jar以外のすべてのjarファイルを削除します。
OBIS1を再起動します。
Oracle Business Intelligence JavaHostプロセスを実行している各コンピュータでこれらの手順を繰り返します。
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition Plus Clientインストーラを使用して管理ツールをインストールする場合は、Hyperion Financial Managementのデータ・ソースからオフライン・インポートを実行する前に追加の構成を実行する必要があります。
Hyperion Financial Managementデータ・ソースからオフライン・モードでインポートするには、管理ツールが実行中のJavaHostの場所を指す必要があります。
この項の手順は、管理ツールのクライアント・インストールの場合にのみ必要です。
管理ツールが実行中のJavaHostを指すようにする手順は次のとおりです。
BI_DOMAIN\config\fmwconfig\biconfig\OBIS
Oracle Business Intelligenceの(クライアントではない)フル・インストールでは、この設定はFusion Middleware Controlによって管理されるので、手動では編集できません。
SAP/BWデータ・ソースに接続するには、XMLA接続タイプ、またはSAP BWネイティブ接続タイプ(BAPI)を使用します。
SAP BWネイティブ接続が、目的のプラットフォームで使用できることを確認する必要があります。
詳細は、「システム要件および動作保証」を参照してください。
SAP BWネイティブ接続タイプを使用してSAP/BWデータ・ソースに接続するには、まず、OBIEE BAPI Adapter for SAPをダウンロードする必要があります。
ダウンロードに付属しているドキュメントに記載された構成手順を実行します。
XMLA経由でSAP/BWに接続する場合、事前構成手順は必要ありません。
Oracle BIサーバーは、ODBC DSNを使用してOracle RPAS (Retail Predictive Application Server)データ・ソースに接続できます。
Oracle RPASデータ・ソースを設定するには、まず、Oracle RPAS ODBCドライバをインストールする必要があります。ODBC DSNの設定時には、SQLExtendedFetchオプションを選択し、認証方法リストからDBMSを選択して、ディメンション表の正規化リストからいいえを選択します。詳細は、Oracle RPASデータ・ソースからのメタデータのインポートについてを参照してください。
Windowsシステムでは、初期インポートの場合にも、問合せ実行時のデータ・ソースへのアクセスの場合にもOracle RPASデータ・ソースに接続できます。UNIXシステムでは、Oracle RPASデータ・ソースに接続できるのはデータ・アクセスの場合のみです。
AIX UNIXでOracle BIサーバーを実行している場合にOracle RPASデータ・ソースへのODBCアクセスを有効にする方法については、AIX UNIXでのOracle RPAS ODBCデータ・ソースの構成を参照してください。
ODBCを使用してTeradataデータ・ソースにアクセスできます。
Teradataに対するODBC接続の設定の詳細は、ODBCデータ・ソース名(DSN)の設定を参照してください。
最新のTeradata ODBCドライバをインストールし、ODBC DSNを設定した後、Teradataデータ・ソースのlibディレクトリをWindowsシステムのパス環境変数に追加する必要があります。次に例を示します。
C:\Program Files\Teradata\Client\15.00\ODBC Driver for Teradata nt-x8664\Lib
さらに、Oracle BIサーバーを実行している各コンピュータ上のobis.propertiesを手動で編集して、必要なTeradata変数を含める必要があります。
obis.propertiesを更新してWindowsのTeradata変数を含める手順は、次のとおりです。
obis.propertiesを開きます。obis.propertiesは、次の場所にあります。PATH、LD_LIBRARY_PATHおよびLIBPATHで、次の例のように必要な変数情報を入力します。注意:
Teradataクライアントをインストールするときにデフォルトの場所を使用する場合は、
PATH変数が、Windowsによって適用される1024文字の制限を超える可能性があります。この問題を回避するには、短いパス名(C:\TDなど)のディレクトリにTeradataクライアントをインストールするか、短い8.3ファイル名(C:\Program Files\Teradata\Client\13.10\ODBC Driver for Teradata\BinのかわりにC:\PROGRA~1\Teradata\Client\13.10\ODBCDR~1\Binなど)を使用します。正しい8.3ファイル名を判別するには、該当するディレクトリからdir /xを実行します。次に例を示します。
C:\>dir /x
Volume in drive C has no label.
Volume Serial Number is 0000-XXXX
Directory of C:\
08/25/2008 03:36 PM <DIR> DATAEX~1 DataExplorer
04/20/2007 01:38 PM <DIR> dell
08/28/2010 10:49 AM <DIR> DOCUME~1 Documents and Settings
07/28/2008 04:50 PM <DIR> ECLIPS~2 EclipseWorkspace
09/07/2007 11:50 AM <DIR> Ora92
09/07/2007 11:50 AM <DIR> oracle
05/21/2009 05:15 PM <DIR> OracleBI
05/21/2009 05:12 PM <DIR> ORACLE~1 OracleBIData
03/02/2011 04:51 PM <DIR> PROGRA~1 Program Files
obis.propertiesで各インスタンスについてias-componentタグを適切に更新してください(ias-component id="coreapplication_obis1"やias-component id="coreapplication_obis2"など)。Teradataに対する問合せでデータ・ソースからスプール領域不足というエラーを受け取ることがあります。
このエラーは、「アンサー」の「フィルタ」ペインで「全選択項目」を選択した結果、DISTINCTの問合せに対して発生することがあります。
このエラーを回避するために、これらの問合せに対してDISTINCTではなくGROUP BYを使用するように、Oracle BIサーバーによって必ず問合せがリライトされるようにできます。これを行うには、次の条件が満たされていることを確認します。
(計画された列の個別数) / (FROM表の行数)
この比率で使用される値はどちらもリポジトリ・メタデータから取得されます。これらの値を移入するには、次の両方のオブジェクトに対して管理ツールで「行数の更新」をクリックします。
デフォルトでは、この比率のしきい値は0.15です。しきい値を変更するには、Oracle BIサーバー・コンピュータ上でSA_CHOICES_CNT_SPARSITYという環境変数を作成し、それを新しいしきい値に設定します。
Oracle DatabaseおよびTimesTenに対するNUMERICデータ型のサポートを有効にすることができます。
NUMERICデータ型のサポートが有効になっていると、Oracle DatabaseおよびTimesTenのデータ・ソースのNUMBER列がOracle Business IntelligenceでNUMERICとして扱われるため、精度が向上します。さらに、Oracle DatabaseおよびTimesTenのデータ・ソースのリテラルが、DOUBLEではなく、NUMERICとしてインスタンス化されます。
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドの数値リテラルに関する項を参照してください。
NUMERICデータ型のサポートを有効にするには:
NQSConfig.INIファイルで、ENABLE_NUMERIC_DATA_TYPEをYESに設定します。このファイルは、BI_DOMAIN/config/fmwconfig/biconfig/OBISにあります。その他のデータベース・タイプからの10進/数値データは、ENABLE_NUMERIC_DATA_TYPEパラメータがYESに設定されていると、DOUBLEとしてマップされます。
ENABLE_NUMERIC_DATA_TYPEの設定を変更する前にインポートした物理列のデータ型は、そのまま変更されることはありません。既存のDOUBLE物理列については、必要に応じて手動でデータ型をNUMBERに更新する必要があります。
NUMERICデータ型は、その他のNUMBERデータ型に変換します。また、その他のNUMBERデータ型はNUMERICデータ型に変換します。
NUMERICデータ型は、Oracle BI Server JDBCドライバを使用しているときには使用できません。
NUMERICデータ型を有効化すると、パフォーマンスのオーバーヘッドが増加することがあります。これは、NUMERICデータのほうがビット数が多いためです。
すべてのEssbase接続プールには、共有ログオンが必要であり、デフォルトで有効になっています。
「接続プール・プロパティ」ダイアログの「一般」タブで、共有ログオン設定を無効にすることはできません。
Oracle BIサーバーのデータ・ソースとして、EPMシステム・インストーラを使用してインストールされたHyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningを使用する場合、共有トークンを使用して認証する必要があります。
Oracle BIサーバーのデータ・ソースとして、EPMシステム・インストーラを使用してインストールされたHyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningを使用する場合、共有トークンを使用して認証する必要があります。Hyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningでは、CSSトークンまたはSSOトークンを使用できます。
Oracle Business IntelligenceのユーザーおよびEnterprise Performance Managementのユーザーは、同じアイデンティティ・ストアを使用する必要があることに注意してください。
注意:
Essbaseでは、CSSトークン・ベース認証はサポートされなくなりました。結果として、EssLoginAs認証を使用する場合、接続プールを更新する必要があります。EssLoginAS認証では、CSSトークン・ベース認証よりも向上した信頼性の高いパフォーマンスが提供され、接続プール内のEssbase管理者の共有ログオン資格証明を使用できます。
サポートされているリレーショナル・データ・ソース・タイプのメタデータをインポートするには、メタデータのインポート・ウィザードで該当する接続タイプを選択します。
メタデータをインポートするには、ローカル・コンピュータにすべてのデータベース接続を設定しておく必要があります。オフライン・モードとオンライン・モードのどちらでもメタデータをインポートできます。
他のデータ・ソースからのインポートは、マルチディメンション・データ・ソースからのメタデータのインポートおよびADFデータ・ソースでの作業を参照してください。
物理表をインポートする際には、作成したビジネス・モデルで使用する可能性があるデータを含む表のみにインポートを制限するよう注意してください。「検索」機能を使用すると、インポートする表を検索して選択することができます。無関係な表やその他のオブジェクトを多数インポートすると、不必要に複雑になるとともに、リポジトリのサイズが大きくなります。
ほとんどのデータ・ソースのメタデータをインポートする際、デフォルトでは、表、主キーおよび外部キーがインポートされます。物理レイヤーにキーが自動的に作成されるように、表とともに主キーと外部キーをインポートすることをお薦めします。キーをインポートしなかった場合、手動でキーを作成する必要があります。このプロセスには時間がかかる可能性があります。
データベース・ビュー、別名、シノニムおよびシステム表をインポートすることもできます。これらのオブジェクトをインポートするのは、Oracle BIサーバーでそれらに対する問合せを生成する場合のみにしてください。
メタデータを物理レイヤーの既存のデータベースにインポートする場合、COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションが「データベース・プロパティ」ダイアログの「機能」タブで選択されていることを確認します。COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションを選択しないでメタデータをインポートすると、データベースの物理表の右クリック・メニューに「行数の更新」オプションが表示できなくなります。
リレーショナル・データ・ソースからメタデータをインポートするには:
データ・ソースがOracle Databaseの場合は必ず、「OCI 10g/11g」を選択してください。Oracle Databaseへの接続プロトコルとしてOCIを使用すると、パフォーマンスが向上するとともに、ODBC経由では使用できないネイティブなデータベース機能にアクセスできます。
注意:
Oracle Database以外については、日本語の表名や列名など、国際文字を含むスキーマをインポートする際にODBC 3.5またはDB2 CLI (Unicode)を使用することをお薦めします。
「データ・ソースの選択」画面の残りのフィールドやオプションは、選択した接続タイプによって異なります。
注意:
Oracle BIサーバー経由でインポートする場合、DSNエントリは、ローカル・コンピュータ上ではなくOracle BIサーバー・コンピュータ上にあります。
Oracle Databaseデータ・ソースについては、データ・ソース名として接続文字列全体またはtnsnames.oraファイル内のネット・サービス名を入力できます。ネット・サービス名を入力する場合は、次でOracle BI EE環境内のtnsnames.oraファイルを設定していることを確認する必要があります。
BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\core
他のデータ・ソース・タイプについては、別の項で説明します。
「データ・ソースの選択」画面で情報を入力し終わったら、「次へ」をクリックします。「メタデータ型の選択」画面が表示されます。
結合をインポートするには、「キー」と「外部キー」の両方を選択します。システム表をインポートするには、データ・ソースのシステム権限が必要です。カスタマ・リレーションシップ・マネジメント(CRM)表からインポートするには、「CRM表からのメタデータ」を選択します。
特定の項目を検索するには、「検索」ボックスにキーワードを入力し、「下方検索」または「上方検索」をクリックします。
すでにインポートされているオブジェクトを含め、すべてのオブジェクトを表示するには、「完全な構造の表示」を選択します。このオプションの選択を解除すると、インポート可能なオブジェクトのみが表示されます。このオプションを選択した場合、すでにインポートされているオブジェクトはグレー表示されます。
インポートできなかったオブジェクトがある場合、警告メッセージのリストが表示されます。メッセージが表示されたダイアログで、次の処理を実行できます。
メタデータをインポートしたら、データベースと接続プールの設定が正しいことを確認してください。インポート時にOracle BIサーバーが正確なデータベース・タイプを特定できず、類似するタイプをデータベース・オブジェクトに割り当てることがまれにあります。このようなオブジェクトの処理の詳細は、データベース・オブジェクトの設定および接続プールの作成または変更を参照してください。
また、物理列や物理表など、インポートしたデータを物理レイヤーで視覚的に調べて、インポートが正常に完了していることを確認することをお薦めします。
マルチディメンション・データ・ソースからOracle BIリポジトリの物理レイヤーにメタデータをインポートできます。
マルチディメンション・データ・ソースを使用できることで、Oracle BIサーバーは、Essbase、Oracle OLAP、Hyperion Financial Management、Hyperion Planning、Microsoft Analysis Services、SAP/BW (SAP/ビジネスウェアハウス)などのソースのデータに接続して抽出できます。
マルチディメンション・データ・ソースとリレーショナル・データ・ソースの設定の主な違いは、物理レイヤーにあります。ビジネス・モデルとプレゼンテーション・レイヤーにおけるマルチディメンション・データ・ソースとリレーショナル・データ・ソースの設定は、ほとんど同じです。
インポート・プロセスでは、マルチディメンション・データ・ソースの各キューブが1つの物理キューブ表として作成されます。Oracle BIサーバーでは、メトリック、ディメンション、階層などのキューブ・メタデータがインポートされます。キューブをインポートしたら、物理キューブ列に正しい集計ルールがあり、階層タイプが正しいことを確認する必要があります。詳細は、物理階層オブジェクトでの作業を参照してください。
注意:
マルチディメンション・データ・ソースから物理スキーマを手動で作成すると、多大な労力を要するうえ、エラーが発生しやすくなります。そのため、インポート手法を使用することを強くお薦めします。
ビジネス・モデルで使用しない階層や列は、物理レイヤーから削除することをお薦めします。これによって、管理ツールで不要なオブジェクトを保守する必要がなくなり、パフォーマンスが向上する可能性があります。
メタデータを物理レイヤーの既存のデータベースにインポートする場合、COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションが「データベース・プロパティ」ダイアログの「機能」タブで選択されていることを確認します。COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションを選択しないでメタデータをインポートする場合、「行数の更新」オプションはデータベースの物理表の右クリック・メニューに表示されません。
マルチディメンション・データ・ソースからメタデータをインポートするには:
注意:
既存のデータベースおよび接続プールをすでに定義している場合は、物理レイヤーの接続プールを右クリックし、「メタデータのインポート」を選択します。メタデータのインポート・ウィザードが開き、情報があらかじめ入力された「データ・ソースの選択」画面が表示されます。この方法を使用して、増分インポートを実行することもできます。
「データ・ソースの選択」画面の残りのフィールドやオプションは、選択した接続タイプによって異なります。表は、マルチディメンション接続タイプを示しています。
| 接続タイプ | 説明 |
|---|---|
ODBC 3.5 | ODBC 3.5接続タイプは、Oracle RPASデータ・ソースに使用します。DSNエントリを選択し、選択したデータ・ソースのユーザー名とパスワードを入力します。詳細は、ODBCデータ・ソース名(DSN)の設定を参照してください。 |
Essbase 9+ | このオプションは、Essbase 9またはEssbase 11で使用します。「Essbase Server」フィールドに、Essbaseサーバーを実行しているコンピュータのホスト名を入力し、データ・ソースの有効なユーザー名とパスワードを入力します。この情報は、データ・ソース管理者から入手してください。 Essbase Serverがデフォルト以外のポートで実行していたり、Essbase Clusterの一部である場合には、ポート番号を 次の点に注意してください。
|
XMLA | XMLA接続タイプは、Microsoft Analysis ServicesおよびSAP/BWに使用します。スキーマのインポート元のデータ・ソースのURLを入力します。次に、プロバイダ・タイプ(Analysis Services 2000やSAP/BW 3.5/7.0など)と、データ・ソースの有効なユーザー名およびパスワードを入力します。 「ターゲット・データベース」については、次のいずれかを実行します。
|
Oracle OLAP | 「データ・ソース名」フィールドにデータ・ソースの名前(ネット・サービス名)を入力し、データ・ソースの有効なユーザー名とパスワードを入力します。データ・ソース名は、 URLの場合は、biadminservletのURLを指定します。このサーブレットは、Oracle OLAPメタデータ・インポートに使用されます。サーブレットの名前は
biadminservletは、使用前に開始しておく必要があります。インポート・エラーを受信した場合、管理コンソールでサーブレットのステータスをチェックします。管理サーバーの診断ログおよびドメイン・ログを参照することもできます。 Oracle OLAPデータ・ソースのデータを物理レイヤーでモデリングする方法は、Oracle OLAPデータ・ソースでの作業を参照してください。
たとえば、データベース機能 リレーショナル表とマルチディメンション表について、2つの異なるデータベース・オブジェクトを作成することをお薦めします。 |
Hyperion ADM | Hyperion Financial ManagementまたはHyperion PlanningサーバーのURLを指定します。 ADMネイティブ・ドライバを使用するHyperion Financial Management 11.1.2.1および11.1.2.2では、次の形式を使用してドライバおよびアプリケーション名(キューブ名)を含めます。 adm:native:HsvADMDriver:ip_or_host:application_name 次に例を示します。 adm:native:HsvADMDriver:192.0.2.254:UCFHFM ADMシン・クライアント・ドライバを使用するHyperion Financial Management 11.1.2.3および11.1.2.4では、次の形式を使用してドライバおよびアプリケーション名(キューブ名)を含めます。 adm:thin:com.hyperion.ap.hsp.HspAdmDriver:[ip_or_host]:[port]:[application_name 次に例を示します。 adm:thin:com.hyperion.ap.hsp.HspAdmDriver:192.0.2.254:8300:UCFHP Hyperion Planning 11.1.2.4以上の場合、インストーラはすべての必要なクライアント・ドライバ.jarファイルを配信しません。すべての必要な.jarファイルがあることを確認するには、Hyperionのインスタンスに移動し、adm.jar、ap.jarおよびHspAdm.jarファイルを検索してコピーし、 ADMシン・クライアント・ドライバを使用するHyperion Planning 11.1.2.4以上では、次の形式を使用してドライバおよびアプリケーション名(キューブ名)を含めます。
また、使用するデータ・ソースについて、プロバイダ・タイプを選択して、有効なユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。 メタデータをインポートする前に、オンラインとオフラインの両方のJavaHostプロセスを開始します。 詳細は、Hyperion Financial Managementデータ・ソースおよびHyperion Planningデータ・ソースでの作業を参照してください。
|
SAP BWネイティブ | 次の情報を指定します。
最初の5つのフィールドは、SAP/BW接続文字列の要素を構成します。形式は次のとおりです。 ashost=value:sysnr=value:client=value:lang=value:additional_param=value 次に例を示します。 ashost=10.30.0.19:sysnr=00:client=100:lang=EN 注意: インポート前に、SAP/BWデータ・ソースの設定に記載されている事前構成手順を必ず実行してください。 |
他のデータ・ソース・タイプについては、別の項で説明します。
「データ・ソースの選択」画面で情報を入力し終わったら、「次へ」をクリックします。
詳細は、Oracle RPASデータ・ソースからのメタデータのインポートについてを参照してください。
特定の項目を検索するには、「検索」ボックスにキーワードを入力し、「下方検索」または「上方検索」をクリックします。
すでにインポートされているオブジェクトを含め、すべてのオブジェクトを表示するには、「完全な構造の表示」を選択します。このオプションの選択を解除すると、インポート可能なオブジェクトのみが表示されます。このオプションを選択した場合、すでにインポートされているオブジェクトはグレー表示されます。
Essbaseデータ・ソースの場合、UDA(ユーザー定義属性)をインポートするには、「UDAのインポート」を選択します。
インポートできなかったオブジェクトがある場合、警告メッセージのリストが表示されます。メッセージが表示されたダイアログで、次の処理を実行できます。
メタデータをインポートしたら、データベースと接続プールの設定が正しいことを確認してください。インポート時にOracle BIサーバーが正確なデータベース・タイプを特定できず、類似するタイプをデータベース・オブジェクトに割り当てることがまれにあります。このようなオブジェクトの処理の詳細は、データベース・オブジェクトの設定および接続プールの作成または変更を参照してください。
また、物理列や階層レベルなど、インポートしたデータを物理レイヤーで視覚的に調べて、インポートが正常に完了していることを確認することをお薦めします。
Essbaseデータ・ソースの場合、デフォルトですべての階層が「非バランス型」としてインポートされます。物理階層ごとに「階層タイプ」プロパティを確認し、必要に応じて値を変更してください。Essbaseでサポートされている階層タイプは、「非バランス型」、「完全なバランス型」および「値」です。
Oracle BI管理を使用したOracle RPASからのメタデータのインポートについて学習します。
管理ツールを使用して、Oracle RPASからメタデータをインポートする場合:
詳細は、ODBCデータ・ソース名(DSN)の設定を参照してください。
注意: ディメンション表の正規化の設定値をいいえに変更しなかった場合、ほとんどの問合せは失敗し、次のようなエラー・メッセージが表示されます。
NQSConfig.INIファイルでNULL_VALUES_SORT_FIRSTの値をONに設定する必要があります。NQSConfig.INIでの値の設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。 Oracle RPASデータ・ソースからのメタデータのインポート後に、スキーマのデータベース・オブジェクトが自動的に作成されます。RPASのバージョンによっては、「データ・ソース定義」:「データベース・プロパティ」(「データベース」ダイアログの「一般」タブにあります)を次の理由で調節する必要が生じる場合もあります。
RPASが「データ・ソース定義」の「データベース」フィールドで指定されていて、RPASのバージョンが1.2.2以前である場合、Oracle BIサーバーでは、SQLが生成されてデータベースに送信されるときに集計ナビゲーションを実行しますが、これは論理表ソースのナビゲーションで通常に実行される方法とは異なります。生成済SQLで使用される表名は自動的に生成されるため、生成済SQLとデータベース表名との間で不一致が生じます。SQLを実行可能にするには、次のように処理する必要があります。
データベースに同じ名前の表がなかったり、標準の集計ナビゲーションをOracle Business Intelligence内に入れる場合には、「データ・ソース定義」の「データベース」フィールドをRPASからODBC Basicに変更する必要があります。詳細は、物理レイヤーにおけるデータベース・オブジェクトの手動作成を参照してください。
Extensible Markup Language (XML)ドキュメントからメタデータをインポートする方法について説明します。
Oracle BIサーバーでは、Oracle BIサーバーXML Gatewayを使用したアクセスと、XML ODBCドライバを使用したアクセスという、2つのXMLアクセス・モードがサポートされます。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BIサーバーでは、リポジトリの物理レイヤーのデータ・ソースとしてXMLデータ・ソースを使用できます。
XMLデータ・ソースへのアクセスに使用する方法に応じて、URLがデータ・ソースを表す場合があります。
データ・ソースは、次のとおりです。
tap://216.217.17.176/[DE0A48DE-1C3E-11D4-97C9-00105AA70303].XML
tap://www.aspserver.com/example.asp
d:\xmldir\example.xml
d:\htmldir\island.htm
ローカルまたはネットワークXMLファイルのディレクトリ・パスを指定することも、ファイル名でワイルドカードとしてアスタリスク( * )を使用することもできます。ファイル名を指定せずにディレクトリ・パスを指定した場合(例: d:/xmldir)、XML拡張子を持つすべてのファイルがインポートされます。次に例を示します。
d:\xmldir\
d:\xmldir\exam*.xml
d:\htmldir\exam*.htm
d:\htmldir\exam*.html
<table>および</table>タグにラップされた表を含むHTMLファイル。HTMLファイルは、インターネット上(イントラネットやエクストラネットなど)にある場合もあれば、ローカル・ドライブまたはネットワーク・ドライブにある場合もあります。詳細は、データ・ソースとしてのHTML表の使用についてを参照してください。 URLにリポジトリ変数またはセッション変数を含めると、URLに埋め込まれたユーザーIDおよびパスワードを許可するHTTPデータ・ソースがサポートされます。次に例を示します。
この機能を使用して、ランタイム・パラメータによって動的に決定される場所を含むXMLデータ・ソースを作成することもできます。変数の詳細は、Oracle BI Repositoryでの変数の使用を参照してください。
Oracle BIサーバーがローカル以外のファイル(ネットワーク・ファイルやインターネット上のファイルなど)にアクセスする必要がある場合は、それらのリモート・ファイルにアクセスするための十分なネットワーク権限がある、有効なユーザーIDとパスワードを使用してOracle BIサーバーを実行する必要があります。
Oracle BIサーバーXML Gatewayを使用すると、メタデータのインポート・プロセスによって、XMLドキュメントが、XMLファイル名の語幹を表名として使用し、XMLドキュメントの第2レベルの要素を行デリミタとして使用して、表形式にフラット化されます。
語幹は、接尾辞のないファイル名です。すべてのリーフ・ノードは、その表に属する列としてインポートされます。リーフ・ノードへの階層アクセス・パスもインポートされます。
Oracle BIサーバーXML Gatewayでは、XMLスキーマに格納されたメタデータ情報が使用されます。XMLスキーマはXMLドキュメント内に含まれているか、XMLドキュメントのルート要素内で参照されます。
使用可能なスキーマがない場合は、すべてのXMLデータがテキスト・データとしてインポートされます。リポジトリの作成時に、物理レイヤーの列のデータ型を変更して、スキーマで定義されている対応する列のデータ型を上書きできます。ゲートウェイによって、入力データが、物理レイヤーで指定した目的の型に変換されます。CAST演算子を使用して、管理ツールのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでテキスト・データ型を他のデータ型にマップすることもできます。
Oracle BIサーバーXML Gatewayでは、次の項目はサポートされません。
XMLドキュメントに含まれる外部参照の解決(Oracle BIサーバーXML Gatewayによって生成されるXMLドキュメントの例のサンプル・ファイルに示されている外部XMLスキーマへの参照を除く)
Microsoft XMLスキーマに含まれる要素および属性の継承
混合コンテンツ・モデルの要素タイプ(<p> hello <b>Joe</b>, how are you doing?</p>のように、要素とCDATAが混在するXML要素など)
「物理」レイヤーでメタデータを既存のデータベースにインポートする場合は、「データベース・プロパティ」ダイアログの「機能」タブでCOUNT_STAR_SUPPORTEDオプションが選択されていることを確認します。COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションを選択しないでメタデータをインポートすると、「行数の更新」オプションがデータベースの物理表の右クリック・メニューに表示されなくなります。
「論理モデルへのマップ」画面および「ウェアハウスに公開」画面は、ADFデータ・ソースでのみ使用することができます。
Oracle BIサーバーXML Gatewayを使用してXMLデータをインポートするには:
「URL」フィールドで、XMLデータ・ソースのURLを指定します。Oracle BIサーバーXML Gatewayでは、前の項で説明したすべてのデータ・ソースがサポートされます。
URLには、リポジトリ変数またはセッション変数を含めることができます。変数の詳細は、Oracle BI Repositoryでの変数の使用を参照してください。
「参照」をクリックすると、「XMLファイルの選択」ダイアログが表示され、ファイルを1つ選択できます。XMLドキュメントの場合、URL内でファイル名を指定する際に拡張子.xmlを付ける必要があります。拡張子を付けなかった場合、ドキュメントはHTMLドキュメントとして処理されます。
該当するフィールドに、HTTP基本認証セキュリティ・モードを採用しているHTTPサイトへの接続に使用するユーザー名とパスワードを入力します(オプション)。
HTTP基本認証セキュリティ・モードに加え、Oracle BIサーバーXML Gatewayでは、セキュアHTTPプロトコル、および以前はNTLMまたはWindows NT Challenge/Response認証と呼ばれていた統合Windows認証(Windows 2000の場合)もサポートされます。
「データ・ソースの選択」画面で情報を入力し終わったら、「次へ」をクリックします。「メタデータ型の選択」画面が表示されます。
結合をインポートするには、「キー」と「外部キー」の両方を選択します。システム表をインポートするには、データ・ソースのシステム権限が必要です。
特定の項目を検索するには、「検索」ボックスにキーワードを入力し、「下方検索」または「上方検索」をクリックします。
すでにインポートされているオブジェクトを含め、すべてのオブジェクトを表示するには、「完全な構造の表示」を選択します。このオプションの選択を解除すると、インポート可能なオブジェクトのみが表示されます。このオプションを選択した場合、すでにインポートされているオブジェクトはグレー表示されます。
XMLデータをインポートしたら、接続プールの設定を調整する必要があります。詳細は、接続プールの作成または変更を参照してください。少なくとも、次の作業を実行する必要があります。
「接続プール」ダイアログの「一般」タブで、接続の名前および説明(オプション)を入力します。
「XML」タブをクリックして、URLリフレッシュ間隔や、タイムアウトするまでのURLのロードの待ち時間など、その他の接続プロパティを設定します。
一般に、XMLデータ・ソースはリアルタイムで頻繁に更新されるため、Oracle BIサーバーXML Gatewayデータ・ソースのリフレッシュ間隔を指定できます。デフォルトの問合せのタイムアウト間隔(URLのロードのタイムアウト)は15分です。『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のXMLデータ・ソースのリフレッシュ間隔に関する項を参照してください。
これらの例は、Oracle BIサーバーXML Gatewayによって生成されるXMLドキュメントのサンプルおよび対応する列を示しています。
外部ファイルに格納されたXMLスキーマ
次のサンプルXMLデータ・ドキュメント(mytest.xml)は、外部ファイルに格納されたXMLスキーマを参照します。スキーマ・ファイルは、データ・ドキュメントの後に示します。これによって生成される、リポジトリにインポート可能なXMLスキーマ情報は最後に示します。
対応するスキーマ・ファイルは次のとおりです。
前述のXMLデータ・ドキュメント(mytest.xml)から生成される表の名前はmytest、列名はp1、p3、p6、p7、p5およびwidthとなります。
さらに、各列がドキュメントに出現するコンテキストを保持し、XML要素から派生した、異なるコンテキストで出現する同名の列を区別するために、World Wide Web ConsortiumのXPathに関する勧告に基づいて、列の完全修飾名の次のようなリストが生成されます。
XMLドキュメント内のネストされた表構造
次の例はさらに複雑なサンプルで、XMLドキュメントでネストされた表構造を使用する方法を示します。オプションで、外部スキーマ・ファイルへの参照を省略することもできます。その場合は、すべての要素がVarchar文字型として処理されます。
生成されるXMLスキーマは、次の列名および対応する完全修飾名を持つ1つの表(INVOICE)で構成されます。
| 列 | 完全修飾名 |
|---|---|
ADD1 | //INVOICE/CUSTOMER/ADDRESS/ADD1 |
ADD2 | //INVOICE/CUSTOMER/ADDRESS/ADD2 |
CITY | //INVOICE/CUSTOMER/ADDRESS/CITY |
STATE | //INVOICE/CUSTOMER/ADDRESS/STATE |
ZIP | //INVOICE/CUSTOMER/ADDRESS/ZIP |
CUST_ID | //INVOICE/CUSTOMER/CUST_ID |
FIRST_NAME | //INVOICE/CUSTOMER/FIRST_NAME |
LAST_NAME | //INVOICE/CUSTOMER/LAST_NAME |
CATEGORY_ID | //INVOICE/CUSTOMER/PRODUCTS/CATEGORY/CATEGORY_ID |
CATEGORY_NAME | //INVOICE/CUSTOMER/PRODUCTS/CATEGORY/CATEGORY_NAME |
ITEM_ID | //INVOICE/CUSTOMER/PRODUCTS/CATEGORY/ITEMS/ITEM/ITEM_ID |
NAME | //INVOICE/CUSTOMER/PRODUCTS/CATEGORY/ITEMS/ITEM/NAME |
PRICE | //INVOICE/CUSTOMER/PRODUCTS/CATEGORY/ITEMS/ITEM/PRICE |
QTY | //INVOICE/CUSTOMER/PRODUCTS/CATEGORY/ITEMS/ITEM/QTY |
値を持つタグのみが列として抽出されます。XML問合せではタグの完全修飾名が生成されるため、適切な列が取得されていることを確認できます。
次に、INVOICE表に対するサンプル問合せの結果を示します。
Oracle BIサーバーXML Gatewayでは、HTMLファイル内の表をデータ・ソースとして使用することもできます。HTMLファイルは、インターネット(イントラネットやエクストラネットを含む)にあるファイルを指すURLとして指定することも、ローカル・ドライブまたはネットワーク・ドライブにあるファイルとして指定することもできます。
<table>タグと</table>タグのペアで定義される表がHTML 4.0仕様のネイティブな構成メンバーであっても、Webデザイナは多くの場合、これをデータ構造としてではなく、特定の視覚効果を達成するための一般的なフォーマット方法として使用します。Oracle BIサーバーXML Gatewayは、<th>タグと</th>タグのペアで定義された、特定の列ヘッダーを含む表を現時点で最も効果的に抽出します。
特定の列ヘッダーを含まない表については、Oracle BIサーバーXML Gatewayは、単純な経験則をいくつか採用して、実際のデータ表であると思われるHTMLファイルの部分をできるだけ正しく特定します。
次に、1つの表を含むサンプルHTMLファイルを示します。
表名はHTMLファイルの名前から派生し、列名は、対応する列のヘッダー(<th>タグと</th>タグのペアで定義されるもの)をアンダースコアで区切って連結することにより形成されます。
サンプル・ファイルの名前を18.htmとすると、その表名には18_0が含まれ(そのHTMLファイルの最初の表であるため)、列名および対応する完全修飾名は次のようになります。
| 列 | 完全修飾名 |
|---|---|
Transaction_Quality | \\18_0\Transaction_Quality |
Measurements_Count | \\18_0\Measurements_Count |
Measurements_Percent | \\18_0\Measurements_Percent |
表の列ヘッダーが複数の行に出現する場合は、それらのヘッダー行の対応するフィールド・コンテンツを連結することにより列名が形成されます。
ヘッダー・タグのペアがない表の場合、Oracle BIサーバーXML Gatewayは、最初の行のフィールド値(<td>タグと</td>タグのペアで区切られたもの)が列名になると見なします。列には、出現する順に名前が付けられます(例: c0、c1、c2)。
その他のXMLの例については、XML ODBCを使用したXMLデータ・ソースからのメタデータのインポートおよびXMLドキュメントの例を参照してください。
ODBCを使用してメタデータをインポートする方法について説明します。
XML ODBCデータベース・タイプを使用すると、ODBCインタフェースを介してXMLデータ・ソースにアクセスできます。物理表の物理列を表すXML要素のデータ型は、XMLスキーマで定義されたXML要素のデータ型から派生します。
適切なXMLスキーマがない場合は、デフォルトの文字列データ型が使用されます。物理レイヤーにおけるデータ型の設定によって、XMLデータ・ソースで定義されたデータ型が上書きされることはありません。XMLスキーマがないXMLデータにアクセスする場合は、CAST演算子を使用して、管理ツールのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでデータ型の変換を実行してください。
メタデータを物理レイヤーの既存のデータベースにインポートする場合、COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションが「データベース・プロパティ」ダイアログの「機能」タブで選択されていることを確認します。COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションを選択しないでメタデータをインポートする場合、「行数の更新」オプションはデータベースの物理表の右クリック・メニューに表示されません。
ODBCを使用してXMLデータをインポートするには:
注意:
XML ODBCの制限事項により、「メタデータ型の選択」画面で「シノニム」オプションを選択する必要があります。このオプションを選択しなかった場合、表はインポートされません。
この例では、Microsoft ADOの保存ファイル形式によるXML ODBCデータ・ソースを示します。
この項の例に、Microsoft ADOの保存ファイル形式によるXML ODBCデータ・ソースを示します。データとスキーマの両方を同じドキュメントに含めることができます。
例5-1 XML ODBCの例
次の様々な状況の例では、Oracle BIサーバーのXMLアクセス方法でそれらの状況がどのように処理されるかを説明します。
前述の例の要素<p3>は2つの異なるスコープに出現するため、インポート・プロセスで2回目にこの要素が出現したときに索引番号を追加することによって、各要素に異なる列名が付けられます。この場合、2回目に出現した要素はp3_1となります。さらに他のコンテキストで<p3>が出現する場合は、p3_2、p3_3となります。
83.xml
8_sch.xml
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スタンバイ・データベースは主に、高可用性およびフェイルオーバー機能でプライマリ・データベースのバックアップとして使用されます。
スタンバイ・データベース構成では、プライマリ・データベースからセカンダリ・データベースへの定期的にスケジュールされたレプリケーションが実行されます。このレプリケーションの待ち時間は、セカンダリ・データベースからの読取り中にプライマリ・データベースに書込むことによって同期やデータの整合性の問題が発生しないように短くする必要があります。
スタンバイ・データベースは基本的に読取り専用データベースであるため、ビジネス・インテリジェンスの問合せサーバーとして使用することで、プライマリ・データベースのワークロードを解放し、問合せのパフォーマンスを向上させることができます。
次の項では、Oracle Business Intelligenceでスタンバイ・データベースを使用する方法について説明します。
スタンバイ・データベース構成には2つのデータベースがあります。すべての書込み操作を処理し、データ整合性のための真実のソースとなるプライマリ・データベースと、読取り専用ソースとして公開されるセカンダリ・データベースです。
Oracle Business Intelligenceでスタンバイ・データベース構成を使用すると、すべての書込み操作がプライマリ・データベースにオフロードされ、読取り操作がスタンバイ・データベースに送信されます。
プライマリ・ソースにルーティングする必要がある書込み操作には、次のようなものがあります。
次に、スタンバイ・データベースを使用するようにOracle BIサーバーを構成する方法の概要を示します。
Oracle BIサーバーを構成してスタンバイ・データベースを使用するには:
スタンバイ・データベース構成には2つの異なる物理データ・ソースがありますが、物理レイヤーに作成するデータベース・オブジェクトは1つだけです。この図は、物理レイヤーにおけるスタンバイ・データベース構成のデータベース・オブジェクトと接続プールを示しています。

スタンバイ・データベース構成のデータベース・オブジェクトをリポジトリに作成するには、管理ツールを使用します。
データベース・オブジェクトを作成する際には、Oracle BIサーバーがスタンバイ・データベースに一時表を作成しないように、永続接続プールが割り当てられていないことを確認してください。
スタンバイ・データベース構成のデータベース・オブジェクトを作成するには:
スタンバイ・データベース構成のデータベース・オブジェクトをリポジトリに作成したら、管理ツールを使用して、2つの接続プールを作成します。スタンバイ・データベースを指す接続プールと、プライマリ・データベースを指す接続プールです。
ほとんどの接続にスタンバイ接続プールが使用されるため、必ず、スタンバイ接続プールが最初に表示されるようにしてください。
注意:
接続プールは、最大接続数に達するまで、表示されている順に使用されます。スタンバイ・データベースのチューニングに合せて最大接続数を設定してください。
最大接続数の設定の詳細は、接続プールの作成または変更を参照してください。
スタンバイ・データベース構成のスタンバイ接続プールを作成するには:
スタンバイ・データベース構成のプライマリ接続プールを作成するには:
集計の永続性のためのスクリプトなど、データベースへの書込みを行うスクリプトを使用する場合は、プライマリ接続プールを明示的に参照するようにスクリプトを更新する必要があります。
プライマリ接続を介して書き込まれた情報は、(プライマリ・データベースとセカンダリ・データベース間の定期的にスケジュールされたレプリケーションによって)自動的にスタンバイ・データベースに転送され、スタンバイ接続プールを介して使用できるようになります。
次の例は、プライマリ接続プールを明示的に指定する、集計の永続性のためのライトバック・スクリプトを示しています。
Oracle BIサーバーでは、使用状況トラッキング・データの収集がサポートされます。
使用状況トラッキングが有効な場合、Oracle BIサーバーは各問合せの使用状況トラッキング・データを収集し、統計を使用状況トラッキング・ログ・ファイルに書き込むか、データベース表に直接挿入します。
直接挿入を使用して、スタンバイ・データベース構成で使用状況トラッキングを有効にするには、使用状況トラッキング・データの保存に使用する表( S_NQ_ACCTなど)をプライマリ・データベースに作成する必要があります。その後、管理ツールを使用してリポジトリの物理レイヤーにその表をインポートします。
スタンバイ接続プールとプライマリ接続プールの両方で使用状況トラッキング表のデータベース・オブジェクトが構成されていることを確認する必要があります。その後、使用状況トラッキングのCONNECTION_POOLパラメータがプライマリ・データベースを指していることを確認してください。たとえば、NQSConfig.iniでは、次のようになります。
CONNECTION_POOL = "StandbyDatabaseConfiguration"."Primary Connection";
使用状況トラッキング・データの表を作成する方法や使用状況トラッキングのパラメータを設定する方法など、使用状況トラッキングの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの使用状況トラッキングの管理を参照してください。
1つ以上の物理表が更新されたことをOracle BIサーバーに通知する方法として、Oracle BIサーバーのイベント・ポーリング表(イベント表)を使用できます。
イベント表は、Oracle BIサーバーがアクセス可能なデータベース上の物理表です。通常は、管理ツールの物理レイヤーでのみ公開され、「物理表」ダイアログ内でOracle BIサーバー・イベント表として識別されます。
Oracle BIサーバーには、イベント・ポーリング表への書込み権限が必要です。そのため、スタンバイ・データベース構成でイベント・ポーリングを使用する場合は、イベント表のデータベース・オブジェクトがプライマリ接続プールのみを参照するようにする必要があります。
イベント表を設定、アクティブ化および移入する方法など、イベント・ポーリングの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのイベント・ポーリング表によるキャッシュ・イベント処理を参照してください。
Oracle BIスケジューラは、ジョブ(スクリプト化されたジョブとスクリプト化されていないジョブの両方)の管理とスケジュールを行う拡張可能なアプリケーションおよびサーバーです。
Oracle BIスケジューラは、ジョブ(スクリプト化されたジョブとスクリプト化されていないジョブの両方)の管理とスケジュールを行う拡張可能なアプリケーションおよびサーバーです。スタンバイ・データベース構成でOracle BIスケジューラを使用するには、Oracle BIスケジューラのデータベース・オブジェクトがプライマリ接続プールのみを参照するようにする必要があります。
Oracle BIスケジューラの設定および使用の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイドのOracle BIスケジューラの構成作業を参照してください。
ADFデータ・ソースに接続することで、Oracle Business Intelligenceユーザーは、ADFフレームワークを使用して作成されたアプリケーションのデータに対して問合せを実行できます。たとえば、Oracle CRMアプリケーションはADFフレームワークを使用して開発されているため、Oracle Business Intelligenceユーザーは、必要なADF Application Programming Interface (API)を実装するADFデータ・ソースを使用してCRMデータに関するレポートを生成できます。
Oracle BIサーバーでADFコンポーネントをデータ・ソースとして使用すると、ユーザーは、ADFフレームワークに基づいて作成されたアプリケーションと業務レポートを簡単に統合できます。
この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)は、J2EEビジネス・サービスを作成し、基礎となるデータベース・オブジェクトを公開するために使用できるオブジェクト・リレーショナル・フレームワークです。
このフレームワークによって、アプリケーション開発者が簡単かつ効率的にアプリケーションを作成できる抽象化レイヤーが提供されます。
Oracle ADFを使用してサービス指向のJava EEアプリケーションを作成する際、コア・ビジネス・ロジックを1つ以上のビジネス・サービスとして実装します。これらのバックエンド・サービスは、適切なビジネス・ルールを施行し、かつ必要に応じてビジネス・データの問合せ、挿入、更新および削除を行う手段をクライアントに提供します。ADFビジネス・コンポーネントは、Java EEの設計パターンとベスト・プラクティスを即座に実装できるビルトイン・アプリケーション・オブジェクトです。
ADFモデルは、通常は設計時に構成および定義される、エンティティ・オブジェクトとビュー・オブジェクトと呼ばれるADFビジネス・コンポーネントの構成メンバーを使用して表されます。
ADFを使用して作成されたアプリケーションがデータを取得する際には、ADF APIを使用して、定義されたビュー・オブジェクトに対して問合せを実行します。
ADFモデルには、アプリケーション・モジュールも含まれます。アプリケーション・モジュールは、UIクライアントがアプリケーション・データの操作に使用するトランザクション・コンポーネントです。これによって、エンド・ユーザー・タスクに関連した作業論理ユニットに関連する、更新可能なデータ・モデルやトップレベルのプロシージャおよびファンクション(サービス・メソッド)を定義します。
アプリケーション・モジュールは、複数のビュー・オブジェクトおよびエンティティ・オブジェクトのコンテナとして機能するほか、JDBCデータ・ソースに関連する構成も格納します。
Oracle Business IntelligenceとADFビジネス・コンポーネントの統合を使用することで、アプリケーション内のデータに関するレポートを生成できます。
たとえば、経費アプリケーションに入力された経費レポート・データに基づいてレポートを生成できます。そのためには、まず、管理ツールを使用して経費アプリケーションのメタデータをOracle BIリポジトリにインポートし、物理レイヤーからビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにデータをマップします。Oracle BIサーバーを再起動し、Oracle BIプレゼンテーション・サービスにメタデータをリロードしたら、Oracle BIアンサーにログインし、列をドラッグ・アンド・ドロップして経費アプリケーションのデータに関するレポートを生成できます。たとえば、列を選択して、カテゴリ別にまとめた経費のレポートを表示できます。
インポート時に、必要な物理表および複合結合が自動的に作成されます。
インスタンス(ViewObjectおよびViewLink)が、Oracle Business Intelligenceにインポートされます。問合せ実行時、これらのインスタンスから取得された定義を使用してCompositeVOがADFで作成されます。
これらの複合結合はダミー結合であり、Oracle Business Intelligenceでは実行されません。かわりに、ダミー結合はADFモデル内のビュー・オブジェクトのペアを結合するViewLinkインスタンスを示します。物理表と複合結合の名前は、ViewObjectインスタンスとViewLinkインスタンスの完全修飾名と一致します。この規則により、ADFモデルにおけるApplicationModulesの任意のネストが可能になります。
注意:
ADFデータ・ソースの「複合結合」ダイアログの「外部式」フィールドには、ビュー・リンクで定義されている結合条件が移入されます。
自動的に生成される結合の名前は、ViewObjectName1_ViewObjectName2のようなネーミング規則に従います(例: AppModuleAM.AP_VO1_AppModuleAM_BU_VO1)。ViewLinkインスタンスの名前は、「複合結合」ダイアログの「ViewLink名」フィールドに表示されます。
複合結合が自動的に作成されるのは、ViewLinkインスタンスが使用可能な場合のみです。ViewLink定義には、複合結合は作成されせん。ViewLink定義を使用する結合は、手動で作成する必要があります。ViewLink定義を使用する結合を手動で作成するには、「複合結合」ダイアログの「ViewLink名」フィールドでViewLink定義の名前を指定します。
ApplicationModuleでカスタム・プロパティが定義されている場合、異なるApplicationModuleのビュー・オブジェクト間の結合は、ADFからのインポート時に、Oracle Business Intelligenceによって作成されます。プロパティ名とプロパティ値の形式は、次のとおりです。
必ず、ソースおよび宛先ビュー・オブジェクトの完全修飾ビュー・オブジェクトのインスタンス名とViewLink定義の完全修飾パッケージ名を使用してください。
Oracle BIサーバーでは実行時にコンポジット・ビュー・オブジェクトを自動的に作成できるため、非定型のBI問合せはADFレイヤーの複数のビュー・オブジェクトを参照できます。
パフォーマンスを向上させるため、BI問合せに必要なプロジェクション列、フィルタおよび結合が組み込まれたSQL Bypass問合せが生成されます。
SQL Bypass機能はデータベースに直接問い合せるため、可能な場合は集計やその他の変換がプッシュ・ダウンされ、Oracle Business Intelligenceにストリームされて処理されるデータの量が削減されます。SQL Bypassデータベースを使用すると、Oracle BIサーバーはADFデータ・ソースからビュー・オブジェクト問合せを取得し、集計とともに論理SQL問合せにラップします。その後、集計を含む問合せがデータベースで実行されます。データベースで集計が処理されることで、Oracle Business Intelligenceにストリームされる行が少なくなるため、SQL Bypassデータベースを使用すると、パフォーマンスが大幅に向上する可能性があります。
複数のビュー・オブジェクトが別個のBI物理表としてモデリングされ、ダミー複合結合と接続されます。これらの結合は、単にADFモデルのViewLinkを表し、Oracle BIサーバーによって実行されることはありません。
SQL Bypassデータベースの名前は、ADFデータ・ソースの接続プールで指定できます。SQL Bypassデータベースは、リポジトリの物理レイヤーにある物理データベースである必要があります。SQL Bypassデータベースのデータベース・オブジェクトには、ADFアプリケーションを実行するOracle WebLogic Serverで定義されたJDBCデータ・ソースで使用されているデータベースを指す接続情報を含む、有効な接続プールが必要です。
SQL Bypassデータベースに表を設定する必要はありません。有効なデータベース名を指定すると、そのADFデータベースに対するすべての問合せについてSQL Bypass機能が有効になります。
これらのトピックでは、Oracle Business Intelligenceで使用するようにADFビジネス・コンポーネントを構成する方法について説明します。
サポートされるバージョンは、システム要件と動作要件を参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle Business Intelligenceとともに使用するADFビジネス・コンポーネントを構成するには、WebLogic Server、Oracleアプリケーション・コア(Webapp)およびOracle JRFをサポートするADFビジネス・コンポーネントのWebLogicドメインを作成する必要があります。
必要なコンポーネントをサポートするWebLogicドメインを作成するには:
MW_HOME\wlserver\common\bin\config.cmdを実行します。ドメイン・ディレクトリのコマンドライン・スクリプトを使用して、そのドメインのOracle WebLogic Serverを起動および停止できます。たとえば、Windowsの場合は次のコマンドを使用します。
BI_DOMAIN\bin\startWebLogic.cmd BI_DOMAIN\bin\stopWebLogic.cmd Business Intelligenceとともに使用するADFビジネス・コンポーネントを構成するには、OBIEEBrokerをインストールし、その物理ファイルまたはディレクトリをOracle WebLogic Serverに認識させ、起動する必要があります。
このプロセスは、OBIEEBrokerライブラリをOracle WebLogic Serverの共有ライブラリとしてデプロイします。
ライブラリをインストールして起動すると、デプロイされた他のモジュールはライブラリを参照できます。OBIEEBroker共有ライブラリは、Oracle Business Intelligenceのインストールの一部としてインストールされます。
OBIEEBrokerをOracle WebLogic Serverの共有ライブラリとしてデプロイするには:
http://localhost:7001/consoleに移動します。Oracle Business Intelligenceとともに使用するADFビジネス・コンポーネントを構成するには、アプリケーションEARファイルをJDeveloperからOracle WebLogic Serverにデプロイする必要があります。
この手順を開始する前に、次の条件を満たしていることを確認してください。
JDeveloperからOracle WebLogic ServerにアプリケーションEARファイルをデプロイするには:
MW_HOME\jdeveloper\jdev\bin\jdev.exeを実行します。 次の手順に従って、アプリケーション・モジュールの構成を新しく作成します。
java:comp/env/jdbc/ApplicationDBDS)をそのまま使用します。 この後の手順でOracle WebLogic ServerでJDBCデータ・ソースを設定する際に、Oracle WebLogic Serverで必要なJNDI名としてこのデータ・ソース名の一部を使用します。JNDI名は、java:comp/envコンテキスト接頭辞を含まないデータ・ソース名(例: jdbc/ApplicationDBDS)です。
プロジェクトがデプロイされると、モデル・プロジェクトのデプロイ・ディレクトリに2つのjarファイルが作成されます(例: MyApplication_Archive_Common.jarおよびMyApplication_Archive_MiddleTier.jar)。
この値によって、Oracle Business Intelligenceからアプリケーションに接続する際に使用するURL(例: http://localhost:7001/MyApplication/obieebroker)が決まります。
この手順を実行すると、モデル・プロジェクトのビジネス・コンポーネント・アーカイブがWARファイルに含まれるようになります。
web.xmlを開きます。次に、ファイルのソース・ビューに移動します。 web.xmlのソースで、<web-app>要素内の内容を次の内容に置き換えます。 この手順を実行すると、Oracle Business IntelligenceからアプリケーションへのアクセスにOBIEEBrokerサーブレットが使用されるようになります
application_roles_listについては、CSV形式でアプリケーション・ロールのリストを指定します。次に例を示します。
アプリケーション・ロールのリストを指定した場合は、アプリケーションへのアクセスが許可される前に、ユーザーのアプリケーション・ロールが確認されます。この実行時の確認には、そのWebLogicドメインのdomain_name/config/fmwconfig/system-jazn-data.xmlファイルに次の権限付与が存在している必要があります。
OBIEEBrokerサーブレットによるアプリケーション・ロールの確認を実行しない場合は、web.xmlの<context-param>の値としてDISABLE_WHITELIST_ROLE_CHECKを使用します。次に例を示します。
このデプロイメント・プロファイル名は、Oracle WebLogic Serverのデプロイメントのリストに表示される名前として使用されます。
この手順を実行すると、WebプロジェクトのWarファイルがEARファイルに含まれるようになります。
この2つの共有ライブラリ参照によって、アプリケーションのweblogic-application.xmlファイルに次のエントリが作成されます。
app__name)が表示されていることを確認します Oracle Business Intelligenceで使用する予定のADFビジネス・コンポーネントを構成する必要があります。
Oracle Business Intelligenceとともに使用するADFビジネス・コンポーネントを構成するには、アプリケーションに対してOracle WebLogic ServerでJDBCデータ・ソースを設定する必要があります。
Oracle WebLogic ServerでJDBCデータ・ソースを設定するには:
BI_DOMAIN\bin\startWebLogic.cmdを実行します。http://localhost:7001/consoleに移動します。java:comp/envコンテキスト接頭辞は付けません(例: jdbc/ApplicationDBDS)。また、ウィザードを終了する前に、データ・ソースをデプロイするターゲットを必ず選択してください。アプリケーションがデプロイされたサーバーのserver_name-diagnostic.logファイルには、デプロイされたアプリケーションに関する情報が含まれます。
このファイルは、ドメイン内のサーバー固有のディレクトリにあります。たとえば、Windowsの場合、AdminServerのログ・ファイルは次の場所にあります。
BI_DOMAIN\servers\AdminServer\logs
デプロイされたアプリケーションのログ・レベルを設定するには:
logging.xmlを開きます。このファイルは次の場所にあります。BI_DOMAIN\servers\server_name
<loggers>要素内に、次の子要素を追加します。ログ・レベルには、SEVERE、WARNING、INFO、CONFIG、FINE、FINERおよびFINESTがあります。ロガー・レベルは、Oracle WebLogic Serverのドキュメントを参照してください。
ADFデータ・ソースからOracle Business Intelligenceにメタデータをインポートする各種の方法があります。
ADFソースからメタデータをインポートする前に、ADFデータ・ソースの設定の手順を完了する必要があります
この項では、次の項目について説明します。
メタデータのインポート・ウィザードを使用してADFデータ・ソースから初期インポートを実行できます。
ADFデータ・ソースからメタデータをインポートするには:
注意:
既存のADFデータ・ソースおよび接続プールをすでに定義している場合は、物理レイヤーの接続プールを右クリックし、「メタデータのインポート」を選択します。メタデータのインポート・ウィザードが開き、情報があらかじめ入力された「データ・ソースの選択」画面が表示されます。
oracle.apps.fii.receivables.model.RootAppModuleやsnowflakesales.SnowflakeSalesAppなど、接続先のルート・アプリケーション・モジュールの完全修飾Javaパッケージ名を入力します。 RootAppModuleSharedやSnowflakeSalesAppLocalなど、接続で使用する構成の名前を入力します。詳細は、JDeveloperからOracle WebLogic ServerへのアプリケーションEARファイルのデプロイの、アプリケーション・モジュールの構成を新しく作成するステップを参照してください。 次に例を示します。
URLでは大/小文字が区別されます。
「データ・ソースの選択」画面で情報を入力し終わったら、「次へ」をクリックします。「メタデータ・オブジェクトの選択」画面が表示されます。
特定の項目を検索するには、「検索」ボックスにキーワードを入力し、「下方検索」または「上方検索」をクリックします。
すでにインポートされているオブジェクトを含め、すべてのオブジェクトを表示するには、「完全な構造の表示」を選択します。このオプションの選択を解除すると、インポート可能なオブジェクトのみが表示されます。このオプションを選択した場合、すでにインポートされているオブジェクトはグレー表示されます。
このインポートでデータ・ソースへの新しい接続が作成される場合、「データソース・ビュー」から「リポジトリ・ビュー」リストに項目を移動すると、「接続プール」ダイアログが開き、メタデータのインポート・ウィザードの「データ・ソースの選択」画面で入力した値が表示されます。オプションで、「接続プール」ダイアログの「その他」タブをクリックし、「SQL Bypass Database」フィールドにSQL Bypassデータベースの名前を入力します。次に、「OK」をクリックします。SQL Bypassデータベースを指定しない場合は、「取消」をクリックしてください。
詳細は、SQL Bypassデータベースの指定についてを参照してください。
ADFアプリケーション内のフレックスフィールドを変更した場合、Oracle BI管理ツールのメタデータのインポート・ウィザードを使用して、Oracle BIリポジトリの物理レイヤーに変更を増分インポートできます。
メタデータのインポート・ウィザードには、ADFデータ・ソースの同期機能が含まれており、これにより、オブジェクトに加えられた変更のみをインポートすることができます。同期機能は、新たに結合されたディメンション(KFF)や新規属性(DFFおよびEFF)などの、変更されたオブジェクトを検出し、それらを検索する必要なく、自動的に追加できるようにします。
同期機能により、次のものが検出されます。
既存の表に結合された新しい表がインポートされるのは、「メタデータ・オブジェクトの選択」画面で「欠落した結合オブジェクトを自動的に含める」オプションが選択された場合のみであることに注意してください。
インポート後、ADFデータは、表に示されているようにモデル化されます。
| ADFメタデータ | インポートされたBIメタデータ |
|---|---|
ルート・アプリケーション・モジュール | データベース |
ビュー・オブジェクト | 物理表 |
ビュー・オブジェクト属性 | 物理列 |
ビュー・オブジェクト・キー | 物理キー |
ビュー・リンク | 物理結合 |
注意:
データが増分インポートされると、属性のプロパティへの変更が検出されて伝播されます。たとえば、属性でそのデータ型が変更された場合、その変更は物理レイヤー・オブジェクトに伝播されます。
メタデータを物理レイヤーの既存のデータベースにインポートする場合、COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションが「データベース・プロパティ」ダイアログの「機能」タブで選択されていることを確認します。COUNT_STAR_SUPPORTEDオプションを選択しないでメタデータをインポートする場合、「行数の更新」オプションはデータベースの物理表の右クリック・メニューに表示されません。
ADFデータ・ソースのメタデータを増分インポートするには:
ADFアプリケーション内のフレックスフィールドへの変更をインポートした後、Oracle BI管理ツールのメタデータのインポート・ウィザードの「論理モデルへのマップ」画面を使用して、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーおよび「プレゼンテーション」レイヤーに変更を自動的に伝播できます。
必要な場合は、この手順で、論理表の名前を変更したり、ビュー・オブジェクトを複数の表に分割したり、複数のビュー・オブジェクトを単一の論理表に結合したりすることで、デフォルトのマッピングの動作をオーバーライドできます。
XMLファイルを使用して、この画面に表示されるマッピングの動作を自動化する方法については、マッピングの動作のカスタマイズも参照してください。
フレックス・オブジェクトの変更を論理モデルに自動的にマップするには:
注意:
「列マッピング」グリッドには、通常の列に加えて別名列も表示されるので、別名列を含むカスタマイズ済マッピングを処理できます。「表のマッピング」グリッドにより、単一の物理表を複数の論理表に、およびその逆にマップすることが可能になります。
「表のマッピング」グリッドには、「VOタイプ」列が含まれています。オプションには、「標準」、「ETLのみ」および「問合せのみ」があります。「ETLのみ」のビュー・オブジェクトは、ETLマッピングの拡張のためにのみ存在し、問合せには使用されません。このタイプのインポート済ビュー・オブジェクトを参照する論理表ソースは、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーでは無効としてマークされます。「問合せのみ」のビュー・オブジェクトは、問合せでのみ使用され、データ・ウェアハウスへの拡張のためにBI拡張機能に渡されることはありません。
「表のマッピング」グリッドには、「階層」列も含まれています。階層型のオブジェクトの場合は、このオプションを選択します。
インポート済の表が、「論理モデルへのマップ」の手順で作成される新しいビジネス・モデルにマップされる場合は、「論理結合の作成」を選択します。つまり、インポート済の論理結合がまだ存在していないときは、このオプションを選択します。必要な論理結合がすでにあるビジネス・モデルに対しては、このオプションを選択しないでください。選択すると、誤って複数の論理結合が作成されてしまいます。
論理モデルに自動マッピングを設定する場合、「論理モデルへのマップ」画面に表示されるマッピングに対するカスタム要件を指定する一連のXMLファイルを作成できます。
管理ツールは、それらのXMLファイルを読み取り、指定されたロジックに従ってKFF、DFFおよびEFFセグメントを自動的にマップします。各XMLファイルには、ファイルの適用先のアプリケーションを指定する、appName属性を持つトップレベルの要素があります。
XMLスキーマ・ファイルapp_segment_rule.xsdおよびmapping_rules.xsd内のロジックに従ってXMLファイルを作成する必要があります。これらのファイルは次の場所にあります。
このディレクトリ内の、接頭辞がmapping_rulesおよびapp_segment_rulesであるすべてのXMLファイルは、管理ツールによって、ADFデータ・ソースに対して解析されます。
このディレクトリ内の既存のapp_segment_rules_*.xmlおよびmapping_rules_*.xmlをサンプルとして使用することができます。
app_segment_rule.xsdおよびmapping_rules.xsd XMLスキーマ・ファイルの詳細は、ADFマッピングのカスタマイズのためのXMLスキーマ・ファイルを参照してください。
物理オブジェクトを「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーおよび「プレゼンテーション」レイヤーにドラッグ・アンド・ドロップして、メタデータのインポート・ウィザードの論理マッピングの手順をスキップできます。
管理ツールでは、ADFデータ・ソースの増分ドラッグ・アンド・ドロップがサポートされています。これにより、物理データベースおよびスキーマ・オブジェクトを既存のビジネス・モデルにドラッグ・アンド・ドロップすることができ、その結果、増分変更に対してのみ更新を行うことが可能になります。
以前のリリースでは、ドラッグ・アンド・ドロップされたすべての物理オブジェクトに対して新しい論理オブジェクトが作成されていたことに注意してください。現行ロジックには、たとえば論理ディメンションおよび階層の自動作成を可能にするなどの、データ・ソース固有のデフォルト・ルールが含まれています。
biserverextenderユーティリティを使用してADFソースからFlexオブジェクト変更をインポートし、それを「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーおよび「プレゼンテーション」レイヤーにマップできます。
この機能は管理ツールを必要としないため、管理ツールを使用できないLinuxシステムおよびUNIXシステムでFlexオブジェクト変更をマップする場合に特に便利です。
biserverextenderユーティリティを使用するには、既存のADFデータ・ソースの接続プールが含まれているXMLパラメータ・ファイルを先に作成しておく必要があります。biserverextenderユーティリティでは、既存のADF接続プール名をパラメータ・ファイルから取得し、ADFデータ・ソースを同期化し、ソース内のデプロイ済オブジェクトを更新し、さらに、次のディレクトリにあるデフォルト・ルール・ファイルに基づいて物理メタデータを「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーおよび「プレゼンテーション」レイヤーにマップします。
ルール・ファイルの詳細は、マッピングの動作のカスタマイズを参照してください。
構文
説明:
-R base_repository_nameは、Flexオブジェクト変更のインポートおよびマップ先であるリポジトリの名前とパスです。
-P repository_passwordは、ベース・リポジトリに対するOracle BIのリポジトリ・パスワードです。
repository_password引数はオプションです。パスワード引数を指定しなかった場合、コマンドの実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性の保持を目的としており、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
-O output_repository_nameは、ユーティリティによって生成されたリポジトリの名前とパスです。
-I input_XML_fileは、ADFデータ・ソースの接続プールの完全修飾名が含まれている入力XMLパラメータ・ファイルの名前とパスです。
-Sはオプションです。-Sを指定しない場合は、ADFソースのDFF、KFFおよびEFFオブジェクトからの変更のみが、Oracle BIリポジトリに対して同期化されます。-Sを指定した場合は、ADFソースのデータベース・プロパティに基づいてすべてのDFF、KFFおよびEFFオブジェクトがADFソースから再インポートされ、Oracle BIリポジトリが再同期化されます。
-Sにより、app_segment_rules.xmlルール・ファイルの次の変更も取り込まれます。
例
XMLパラメータ・ファイル のサンプル
Oracle WebLogic Serverの一方向SSLおよび双方向SSLを構成できます。
この項では、次の項目について説明します。
一方向SSLは、Oracle Business IntelligenceとOracle WebLogic Server間の通信を適切に保護するために必要です。
Oracle WebLogic Serverで一方向SSLを構成する手順は次のとおりです。
双方向SSLを設定して、Oracle BIサーバーとOracle WebLogic Server間の通信を保護できます。
双方向SSLを設定してテストする手順は次のとおりです。
クライアント証明書がまだ設定されていない場合は、Oracle BIサーバーにクライアント証明書を作成します。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドの認証の概念を参照してください。
SSL接続を受け入れて相互SSLを実行するようにADF Oracle WebLogic Serverを変更します。これを行うには、Oracle WebLogic Serverの管理コンソールで次の手順を実行します。
このファイルを既知の場所にコピーします。
前の手順で保存したクライアントCAファイル(たとえば、cacert.pem)をこの場所にコピーします。
次に例を示します。
一部のADFアプリケーションには、EFFECTIVE_DATEやTREE_VERSIONなど、ApplicationModuleで定義されたカスタム・プロパティがあります。
これらのカスタム・プロパティをアプリケーション問合せに含めると、Oracle BIサーバーからADFアプリケーションにカスタム・プロパティが渡されます。
この機能を使用して、すべてのカスタム・プロパティをADFアプリケーションに渡せるわけではありません。EFFECTIVE_DATEやTREE_VERSIONなどの特定のカスタム・プロパティのみがサポートされています。
この機能を有効にするには、管理ツールを使用して、カスタム・プロパティを静的リポジトリ変数として登録します。
カスタム・プロパティを登録するには:
'PARAM_EFFECTIVE_DATE'
'PARAM_EFFECTIVE_DATE, ApplicationIdBind, KeyFlexfieldCodeBind'
カスタム・プロパティをリポジトリ変数として登録したら、それらの変数を問合せに含めることができます。次に例を示します。
または
タイプPARAM_EFFECTIVE_DATEのカスタム・プロパティを含める場合、プロパティ値の日付書式はyyyy-mm-ddという書式である必要があります。
ラベルやツールチップなど、ユーザー・インタフェース・ヒントをADFデータ・ソースから伝播して、ユーザーが分析を処理する際に表示できます。
翻訳されたラベルやツールチップが、ユーザーのロケールに基づいてADFデータ・ソース内にある場合、データ・ソースに問い合せて、翻訳されたデータにアクセスできます。分析を作成する際に使用するようにプレゼンテーション列を構成するには、管理ツールを使用します。
この項では、次の項目について説明します。
UIヒントを伝播すると、Oracle BI管理ツールのプレゼンテーション列でラベルとツールチップをそれぞれカスタム表示名およびカスタム説明として使用できます。
ラベルは、プロンプトや表ヘッダーで使用され、データ項目の値の前に表示されます。ツールチップは、ユーザーが項目の上に移動したときに表示されるテキストです。ビュー・オブジェクトの各属性には、ラベルとツールチップが関連付けられています。ビュー・オブジェクトは、開発者がSQL問合せの結果を簡単に操作できるようにするためのOracle ADFコンポーネントです。
この図は、JDeveloperの「属性の編集」ダイアログにある「ラベル・テキスト」および「ツールチップ・テキスト」オプションを示しています。

セッション変数ネーミング・スキームについて学習します。
セッション変数名は、Oracle WebLogic ServerでOracle BI EEブローカ・サーブレットによって次の形式で生成されます。
ADF_UI Hint Type_Database Name_View Object Name_Attribute's Name
説明:
UI Hint Typeは、セッション変数が表すUIヒントのタイプに応じて、LABELまたはTOOLTIPです。
Database Nameは、XML問合せのADFQuery要素の「database」属性の値です。一重引用符(')、二重引用符(")、スペースなどの特殊文字はアンダースコア文字に置き換えられます。
View Object Nameは、属性が属するビュー・オブジェクトの名前です。Oracle ADFでは、名前に特殊文字およびスペースを使用することは禁止されています。
Attribute's Nameは、セッション変数が表す属性の名前です。Oracle ADFでは、名前に特殊文字およびスペースを使用することは禁止されています。
セッション変数名はすべて大文字です。たとえば、初期化ブロックでのXMLコードの使用によるUIヒントの問合せのXML問合せの例では、次の名前を持つ4つのセッション変数が生成されます。
ADF_LABEL_MY_ORCLADF_EMPLOYEESVIEW_FIRSTNAME
ADF_TOOLTIP_MY_ORCLADF_EMPLOYEESVIEW_FIRSTNAME
ADF_LABEL_MY_ORCLADF_EMPLOYEESVIEW_LASTNAME
ADF_TOOLTIP_MY_ORCLADF_EMPLOYEESVIEW_LASTNAME
各プレゼンテーション列は、セッション変数のネーミング・スキームの要件に従って物理列にマップする必要があります。
プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトに「ADFラベルの生成」または「ADFツールチップの生成」を選択すると、物理列は次のルールを使用して検索されます。
すべての論理表ソースを検索しても条件を満たさなかった場合、物理列は見つかりません。
これらのルールを使用して、UIヒントを取得するための物理列が見つかると、事前に決定されたネーミング・スキームに基づく名前を持つセッション変数がカスタム表示名またはカスタム説明に移入されます。詳細は、UIヒントのセッション変数ネーミング・スキームについてを参照してください。
これらのルールを使用して、UIヒントを取得するための物理列が見つからなかった場合、「ADFラベルの生成」および「ADFツールチップの生成」オプションは、無効になった状態で右クリック・メニューに表示されます。
これらのルールを使用して見つかった物理列を使用するかわりに、初期化ブロックでXMLコードを使用して、独自のセッション変数をADF UIヒントで初期化することもできます。その場合、「カスタム表示名」および「カスタム説明」フィールドにこれらのセッション変数を手動で入力する必要があります。詳細は、初期化ブロックでのXMLコードの使用によるUIヒントの問合せを参照してください。
セッション変数が作成される時期について学習します。
「表示名の外部化」→「ADFラベルの生成」および「記述子の外部化」→「ADFツールチップの生成」オプションを使用してOracle ADFのUIヒントのセッション変数名が正常に生成されると、Oracle BIプレゼンテーション・サービスがセッション中に問合せを実行したときに、セッション変数が作成され、初期化されます。
パフォーマンス上の理由から、セッションのログオン段階では、変数の作成と初期化は行われません。かわりに、「遅延実行の許可」機能を使用して、セッション内で特定の問合せで必要になったときに、変数が作成され、初期化されます。
Oracle BIプレゼンテーション・サービスがODBC経由でカスタム表示名およびカスタム説明を問い合せると、Oracle BIサーバーによって、関連するセッション変数が作成されているかどうかがチェックされます。それらが作成されていなければ、Oracle BIサーバーによって適切なXML問合せが動的に生成されて(初期化ブロックでのXMLコードの使用によるUIヒントの問合せを参照)、Oracle ADFデータ・ソースのUIヒントが問い合されます。Oracle BIサーバーでは、そのUIヒントを使用してセッション変数が作成され、初期化されます。最適化として、Oracle BIサーバーはビュー・オブジェクトごとにUIヒントを問い合せます。つまり、Oracle BIサーバーがビュー・オブジェクトの属性のUIヒントを必要とする場合、そのビュー・オブジェクトの下にある全属性のUIヒントに対して問合せが行われ、セッション変数を通して伝播されます。
分析の作成時にOracle ADFデータ・ソースのUIヒントを使用できます。
このタスクを実行するには、次の前提条件を満たす必要があります。
分析の作成時にOracle ADFデータ・ソースのUIヒントを使用するには:
プレゼンテーション・レイヤーの列を右クリックし、まず「表示名の外部化」→「ADFラベルの生成」を選択し、次に「記述子の外部化」→「ADFツールチップの生成」を選択して、「カスタム表示名」および「カスタム説明」フィールドに移入する文字列を生成します。
プレゼンテーション表の右クリック・メニューからこれらのオプションを使用して、その表のすべての列について文字列を生成することもできます。
LastName列は、Last Name(Oracle ADFデータ・ソースのラベル値)と表示されます。その列の上にマウス・ポインタを移動すると、これは従業員の姓です(Oracle ADFデータ・ソースのツールチップ値)というヒントが表示されます。
分析の作成の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。
自動化されたシステムを使用する方法とは別に、初期化ブロックでSQL文のかわりに専用のXMLコードを使用して、1つのリポジトリおよびサブジェクト・エリア内で、UIヒントをデータ・ソースに問い合せることもできます。
mode、databaseおよびlocaleという3つの属性を持つADFQuery要素を使用します。この要素には、ゼロ個以上の子要素が必要です。要素の構文は次のとおりです。
説明:
modeは、問い合せる内容を指定します。
label tooltip ui_hints database_nameは、Oracle ADFデータ・ソースの属性に対応する物理列が含まれている、管理ツールの物理データベース・オブジェクトの名前を指定します。
view_object_nameは、ビュー・オブジェクトの名前を指定して、その中のすべての属性のUIヒントを取得します。
attribute_view_object_nameは、属性が含まれているビュー・オブジェクトの名前を指定します。
attribute_nameは、関連付けられたビュー・オブジェクトに属する属性の名前を指定して、その属性のUIヒントを取得します。
初期化ブロックを構成したら、該当するプレゼンテーション列について「カスタム表示名」および「カスタム説明」テキスト・フィールドにセッション変数名を手動で入力する必要があります。
分析の作成時のOracle ADFデータ・ソースのUIヒントの使用の手順に従います。ただし、最初の手順を次の手順に置き換えてください。
この例では、初期化ブロックは、EmployeesViewというビュー・オブジェクトのすべての属性のラベルとツールチップを問い合せます。これにより、適切なOracle ADF UIヒントの問合せを含むセッション変数初期化ブロックの設定を示します。My_orclADF"."Connection Pool"は、Oracle ADFデータ・ソースの接続プールです。
結果ウィンドウの最初の列には、ネーミング・スキームを使用して生成されたセッション変数名が表示されます。2番目の列には、Oracle ADFデータ・ソースのラベル値およびツールチップ値が表示されます。
ネーミング・スキームの説明は、UIヒントのセッション変数ネーミング・スキームについてを参照してください。
EmployeesViewビュー・オブジェクトのUIヒントを使用できるプレゼンテーション表を検索するために、この例では、管理ツールの「リポジトリの問合せ」機能を使用します。
「問合せ関連オブジェクト」ダイアログに、関連するすべてのプレゼンテーション表が表示されます。
この例では、Employeeプレゼンテーション表の列のカスタム表示名とカスタム説明を設定します。

選択したプレゼンテーション表が表示されます。
例6-1 すべてのビュー・オブジェクトのラベルの問合せ
すべてのビュー・オブジェクトのすべての属性のUIヒントを問い合せる場合、ADFQuery要素に子要素を含めないでください。たとえば、My_orclADF物理データベース・オブジェクト下のすべてのビュー・オブジェクトのすべての属性のラベルを問い合せるには、次のXMLコードを使用します。
例6-2 特定のビュー・オブジェクトのツールチップの問合せ
特定のビュー・オブジェクトのすべての属性のUIヒントを問い合せる場合、ViewObjectという子要素をゼロ個以上ADFQuery要素に含めることができます。各ViewObject要素に、ビュー・オブジェクトの名前を含むテキスト・コンテンツがあります。ViewObject要素は、すべての属性のUIヒントの問合せ元のビュー・オブジェクトを指定するために使用します。たとえば、My_orclADF物理データベース・オブジェクト下のEmployeesViewおよびCustomersViewというビュー・オブジェクトのすべての属性のツールチップを問い合せるには、次のXMLコードを使用します。
例6-3 特定の属性のUIヒントの問合せ
Attributeという子要素をゼロ個以上ADFQuery要素に含めることができます。各Attribute要素に、ViewObjectおよびNameという2つの必須の子要素があります。Attribute要素は、UIヒントの問合せ元の属性を指定するために使用します。ViewObject子要素には、ビュー・オブジェクトの名前を含むテキスト・コンテンツがあります。この要素は、属性が属するビュー・オブジェクトを指定します。Name子要素には、属性の名前を含むテキスト・コンテンツがあります。たとえば、My_orclADF物理データベース・オブジェクト下のEmployeesViewビュー・オブジェクトのFirstnameおよびLastnameという属性のラベルとツールチップを問い合せるには、次のXMLコードを使用します。
データベース・オブジェクトおよび接続プールのプロパティは、データ・ソースからメタデータをインポートしたときに自動的に設定されます。データベースや接続プールの設定は調整が必要になることがあります。また、データベース・オブジェクトや接続プールの手動作成が必要になることもあります。
この章の構成は、次のとおりです。
データ・ソースからメタデータをインポートすると、スキーマのデータベース・オブジェクトが自動的に作成されますが、データベース・プロパティの調整または表示が必要になる場合があります。
さらに、使用状況トラッキングの構成、Oracle Scorecardと戦略管理の設定、集計の永続性ターゲットの構成などの特定の状況では、手動によるデータベース・オブジェクトと接続プールの作成が必要になる場合もあります。
サポートされるデータ・ソースの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
次の項では、物理レイヤーのデータベース・オブジェクトのプロパティを作成、編集または表示する方法を説明します。
物理スキーマを物理レイヤーにインポートすると、管理ツールによって通常はデータベース・タイプが自動的に割り当てられます。
データベース・タイプの自動割当ての補足情報は次のとおりです。
データベース・オブジェクトを手動で作成する場合、関連付けられている接続プールを手動で設定することも必要です。
マルチディメンション・データ・ソースで、リポジトリの物理レイヤーに物理スキーマを作成する場合は、物理レイヤーの各キューブ、またはデータ・ソース内の同一カタログ(データベース)に属するキューブのセットに1つずつデータベースを作成する必要があります。1つの物理データベースで複数のキューブを保持できます。ただし、これらのキューブのすべてがデータ・ソースの同一カタログに属している必要があります。
注意:
物理スキーマのインポートを強くお薦めします。
データベース・オブジェクトを作成するには:
右クリックの際は、選択されているオブジェクトがないことを確認してください。
| オプション | 説明 |
|---|---|
データ・ソース定義: データベース | 使用データベースのデータベース・タイプ。 「機能」タブを使用して指定データベース・タイプでサポートされるSQL機能を調べる方法については、データ・ソースでサポートされるSQL機能の指定を参照してください。 |
データ・ソース定義: CRMメタデータ表 | このプロパティは、リレーショナル・データ・ソース、およびレガシーのSiebel Systemsソースでのみ使用できます。 選択されている場合、Siebel CRM表の物理表と列の定義がSiebelメタデータ・ディクショナリから派生したものであることを示します。 |
データ・ソース定義: 仮想プライベート・データベース | 物理データベース・ソースを仮想プライベート・データベース(VPD)と見なします。VPDを使用すると、ユーザーの権限資格証明によって返されるデータ結果が決まります。このため、これらのソースの特定が重要になります。これらのデータ結果は、キャッシュで使用される問合せの結果セットの有効性に影響します。Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのパフォーマンス・チューニングと問合せキャッシングの管理を参照してください。 対応する接続プールで SSOに対して構成されたEssbase、Hyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningデータ・ソースについては、常にこのオプションを選択します。
|
永続化接続プール | 永続接続プールを使用するには、事前に一時表を設定しておく必要があります。詳細は、永続接続プールの設定を参照してください。 |
デフォルトで問合せの移入を許可 | 選択すると、すべてのユーザーが |
デフォルトで直接データベース・リクエストを許可 | 選択すると、すべてのユーザーが物理問合せを実行できます。Oracle BIサーバーによって、基礎を構成するデータベースに未処理のユーザー入力による物理SQLが直接送信されます。返される結果セットは、Oracle BIサーバーでのレンダリング、さらにチャート化、ダッシュボードでのレンダリングおよびOracle Business Intelligenceリクエストとしての処理が可能です。 全員ではなく大半のユーザーに物理問合せの実行を許可するには、このオプションを選択してから特定のユーザーおよびグループの問合せを制限します。
物理SQLの実行の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。 |
プロパティ「デフォルトで直接データベース・リクエストを許可」を設定すると、すべてのユーザーが物理問合せを実行できます。
構成が不適切であると、機密性の高いデータが予定外のユーザーに公開される場合があります。
このデータベース・プロパティを設定する際は、次のガイドラインを使用します。
nqcmd (SQLスクリプトを実行するユーティリティ)を実行できないようにするには、Oracle BIプレゼンテーション・サービスがインストールされているコンピュータに次の手段でアクセスを拒否する必要があります。 必要に応じて、管理者権限の例外を作成する必要があります。
nqcmdの実行などのタスクの実行。 「データベース」ダイアログの「一般」タブでメタデータのインポートまたはデータベース・タイプの指定を行うと、データベース・タイプに応じて適切なデフォルト値がデータベース・オブジェクトのSQL機能セットに自動的に移入されます。
Oracle BIサーバーは、特定のデータソースでサポートされているSQL機能を使用します。
機能がサポートされているというマークが付いていると(「データベース」ダイアログの「機能」タブにある「デフォルト」列にチェックマークがあると)、Oracle BIサーバーは、パフォーマンスの向上のために関数や計算をデータ・ソースにプッシュ・ダウンします。関数または機能がデータ・ソースでサポートされていない場合はOracle BIサーバーで計算または処理が実行されます。
サポートされる機能のリストは、ORACLE_HOME/bi/bifoundation/server/binにあるDBFeatures.INIファイルで定義されたデフォルトを使用しています。このファイルは変更しないでください。DBFeatures.INIファイルを調べることで、それぞれのデータ・ソース・タイプでサポートされる機能を比較できます。
データソースに対する問合せ機能は、新しいデータソースのバージョンにアップグレードして、アップグレードした機能がOracle BIサーバーのデフォルトで反映されているかどうかを確かめるときになどに調整してください。サポートされている機能が「機能」タブに示されていない場合は、新バージョンのデータ・ソースで実際にサポートされている機能が反映されるように、「機能」タブで設定を更新できます。データ・ソースで特定の機能(左外部結合の問合せなど)がサポートされ、その問合せがOracle BIサーバーから特定のデータ・ソースに送信されることを禁止する必要がある場合は、「機能」タブでそのデフォルト設定を変更できます。関数を個別に実行するフェデレーテッド・データ・ソースがある場合は、問合せ結果の整合性を維持するために、「機能」タブで関数を適宜無効化して、Oracle BIサーバーで計算が一貫した方法で実行されるようにします。
注意:
データ・ソースがサポートしていないSQL機能を有効にすると、問合せでエラーや予期せぬ結果が返される場合があります。サポートされるSQL機能を無効にすると、サーバーからデータ・ソースに発行されるSQLの効率が下がります。
ほとんどの場合は、デフォルト値を保持することをお薦めします。「機能」タブで、特定の機能のデフォルト値を変更して、その機能をサポート対象であると指定する場合は、その機能が実際にデータ・ソースでサポートされていることを確認する必要があります。
注意:
OPTIMIZE_MDX_FILTER_QUALIFICATION機能は変更しないでください。このパラメータは、将来のリリース用に予約されています。
この表は、「データベース」ダイアログの「機能」タブで使用可能なオプションのリストです。
| オプション | 説明 |
|---|---|
機能 |
|
値 | 特定の機能の現在値を表示します。選択されている場合はその機能がデータ・ソースでサポートされていること、およびその関数または機能がOracle BIサーバーではなくデータ・ソースで実行されることを示します。 一部の機能では、選択されているかどうかではなく、「値」列にデフォルト値が表示されます。たとえば、 デフォルトの選択とデフォルト値を保持することを強くお薦めします。 |
デフォルト | 特定の機能のデフォルト値を表示します。この列に表示されるデフォルトは、ファイル |
検索 | リスト内の機能を検索します。 |
再検索 | このオプションは、「検索」をクリックした後に使用可能になります。同じ文字列で複数回の検索の実行を可能にします。 |
DBMSの問合せ | 「DBMSの問合せ」は、Oracle BIサーバーに機能デフォルト・セットがないデータ・ソースのインストール時および問合せ時にのみ使用します。「DBMSの問合せ」により、このタイプのデータ・ソースの機能表エントリに対する問合せが可能になり、サポートされるSQL機能を検索できるようになります。この問合せ結果に基づいて、「機能」タブに表示されるエントリの変更が可能になります。「DBMSの問合せ」は、XMLまたはマルチディメンション・データ・ソースを使用しているときには選択できません。
|
デフォルトにリセット | このボタンは、ファイルDBFeatures.INIから、このデータ・ソース・タイプのデフォルト値をリストアします。 |
「データベース・プロパティ」タブは、一部のデータ・ソースに対して、「物理」レイヤーのメタデータを拡張する汎用メカニズムとして使用されます。
たとえば、Oracle ADFデータ・ソースについては、Oracle ADF BIのビュー・オブジェクトから管理ツールに渡されるカスタム・データベース・プロパティを表示できます。カスタム・プロパティを表示するには、「データベース・プロパティ」タブをクリックします。通常、これらのプロパティを作成または編集する必要はありません。
この表は、カスタム・プロパティの例を示しています。
| カテゴリ | キー名 | 値 | 説明 |
|---|---|---|---|
FscmTopModelAM.AccountBIAM | BIObject_FLEX_TREE_VS_COST_CENTER_LABEL_VI | Dim - Cost Center | FLEX_TREE_VS_COST_CENTER_LABEL_VIビュー・オブジェクトは、Dim - Cost Center論理ディメンションにマップする必要があります。 |
FscmTopModelAM.AccountBIAM | BIFlexfieldViewUsage | FLEX_BI_AcctKff_VI | FLEX_BI_AcctKff_VIは、FscmTopModelAM.AccountBIAMに対するCCIDビュー・オブジェクトです。 |
FscmTopModelAM.AccountBIAM | EnforceCustomDataType_FscmTopModelAM.AccountBIAM | "Segment 1":"VARCHAR"; "Segment ID":"DOUBLE" | FscmTopModelAM.AccountBIAMビュー・オブジェクトについては、いくつかの物理列のデータ型をプロパティで渡される値でオーバーライドする必要があります。 |
Oracle BI管理ツールでは、データベースおよびデータソースでサポートされる機能を確認できます。期待どおりに動作しない問合せなどの操作をトラブルシューティングするときには、「データベース・オプション」を使用できます。
機能とは、ISDESCENDANT文を使用するクエリや、ADDまたはSQRT (平方根)操作がサポートされている操作など、データベースに対して実行できるSQL式、文、関数、操作などのOracle BI EE機能のことです。「値」列または「デフォルト」列にチェック・マークが表示されている場合、その機能がサポートされています。「値」列または「デフォルト」列の詳細は、「データ・ソースでサポートされるSQL機能」を参照してください。
接続プールは物理レイヤーのオブジェクトで、データ・ソースへのアクセスを記述します。
接続プールには、Oracle BIサーバーとそのデータ・ソース間の接続の詳細が含まれます。
BIサーバーの物理レイヤーには、データベースごとに1つ以上の接続プールが格納されています。接続プールは、データ・ソースのスキーマをインポートして物理レイヤーを作成するときに自動的に作成されます。1つのデータベースに対して複数の接続プールを構成できます。接続プールを使用すると、複数の同時データ・ソース・リクエスト(問合せ)で単一のデータベース接続の共有が可能になり、データベースへの接続のオーバーヘッドを軽減できます。
注意:
初期化ブロックには専用接続プールを作成することをお薦めします。詳細は、初期化ブロックの接続プールについてを参照してください。
接続プールのそれぞれに、許容される最大同時接続数を指定する必要があります。この制限値に達すると、接続リクエストは、接続に空きができるまで待機します。
許容される同時接続数が増えると、接続プールからのアクセス先になる基礎データベースの負荷が増加する可能性があります。テストを実行しDBAと協議して、接続プールで指定した接続数をデータ・ソースで処理できることを確認してください。また、データ・ソースに接続数に基づくチャージバック・システムがある場合、同時接続数を制限してチャージバック・コストを低く保持することが必要な場合もあります。
データベース・リソースに関連して見込まれる負荷およびコストに加えて、Oracle BIサーバーではサーバーの起動時に接続のそれぞれに共有メモリーが割り当てられます。これによって接続数が上昇し、Oracle BIサーバーのメモリー使用量が増加します。
初期化ブロックに専用の接続プールを作成する必要があります。
この接続プールは問合せに使用しないでください。
また、初期化ブロックのタイプごとに接続プールを分離することもお薦めします。このようにすることで、認証およびログイン固有の初期化ブロックでログイン・プロセスの速度が低下しないことが保証されます。次のタイプには独立した接続プールを設定する必要があります。
これらの初期化ブロックの数、スケジュールされたリフレッシュ率、およびその実行のスケジュール時点は把握しておく必要があります。このシナリオでリソースに対する影響の極端な状況を考えてみましょう。たとえば、リフレッシュ率を分単位で設定し、同時にリフレッシュされる初期化ブロックが15を超えており、これらのシナリオのいずれかが最もユーザー・アクセスが多い時間フレームに発生するとします。
初期化ブロックは、ブロック別にOracle BIサーバーの変数の最大数が割り当てられるように設計する必要があります。たとえば、5つの変数がある場合、効率的でリソース集中度を低くするには、5つの変数のすべてが格納される単一の初期化ブロックを構成します。初期化ブロック1つを使用した場合、初期化文字列を使用し、バック・エンド表に対するコール1回だけで値が解決されます。変数ごとに1つずつ、合計5つの初期化ブロックを構成した場合は、バック・エンド表に対するコールが5回発生して割当てが実行されることになります。
Oracle BIサーバーの起動中に、初期化ブロックが特定の接続プールに対して失敗した場合、その接続プールを使用する初期化ブロックはそれ以上処理されません。そのかわり、接続プールはブラックリストに記載され、その接続プールの後続の初期化ブロックはスキップされます。この動作により、共有プールに多くの関連する初期化ブロックまたは変数がある場合でもOracle BIサーバーが適切なタイミングで開始します。
この場合、サーバー・ログに次のようなメッセージが表示されます。
このエラーが表示された場合は、特定の接続プールの初期化ブロックを確認し、それらのブロックが正しいことを確認します。
物理スキーマをインポートしなかった場合は、接続プールの作成前にデータベース・オブジェクトを作成する必要があります。
データベース・オブジェクトと接続プールは、リレーショナルとマルチディメンションのいずれのデータ・ソースの場合も物理スキーマのインポート時に自動的に作成されます。
接続プールは、管理ツールの物理レイヤーで作成および変更します。
複数の接続プールを変更するには、接続プールのリスト・コマンドおよび接続プールの更新コマンドを使用します
既存のデータベースおよび接続プールをすでに定義している場合は、物理レイヤーで接続プールを右クリックして「メタデータのインポート」を選択すると、そのデータ・ソースのメタデータをインポートできます。メタデータのインポート・ウィザードが開き、情報があらかじめ入力された「データ・ソースの選択」画面が表示されます。インポート・ウィザードの詳細は、メタデータのインポートとデータ・ソースの操作を参照してください。
本番移行などのプロセスにおける接続プールの変更を自動化するには、XML APIの使用を検討してください。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスのOracle BIサーバーXML APIに関する項を参照してください。
接続プールを作成または変更するには:
次の各項では、「接続プール」ダイアログの各タブでのプロパティの設定方法を説明します。
「接続プール」ダイアログの「一般」タブのプロパティについて説明します。
「一般」タブにリストされるプロパティは、データ・ソース・タイプによって異なります。たとえば、XMLAデータ・ソースには「URL」の接続プロパティがありますが、リレーショナルおよびXMLのデータ・ソースにはオプション「完全修飾表名が必要」があります。
接続プールの一般プロパティを設定するには:
このトピックでは、「一般」タブに表示される接続プール・プロパティのうち、ほとんどのデータ・ソース・タイプで共通するプロパティについて説明します。
この表は、「接続プール」ダイアログの「一般」タブの、各種のデータ・ソース・タイプで共通的なプロパティを説明しています。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
Name | 接続プールの名前。インポート時に作成された接続プールには名前が自動的に割り当てられます。 |
権限 | このオプションを使用して、接続プールにアクセスする権限を個別のユーザーまたはアプリケーション・ロールに割り当てます。たとえば、特権ユーザー・グループに独自の接続プールを設定することなどができます。 この機能は、データ・アクセスのセキュリティを目的としていません。たとえば、接続プール権限では、キャッシュ・エントリの保護は行われません。 Oracle Business Intelligenceのデータ・アクセス・セキュリティの詳細は、リポジトリ・オブジェクトへのデータ・アクセス・セキュリティの適用を参照してください。 |
呼出しインタフェース | データ・ソースへのアクセスに使用されるApplication Programming Interface (API)を特定します。ネイティブAPIを使用してアクセスできるデータベースもあれば、ODBCを使用するデータベースもあります。また、いずれの方法も使用できるデータベースもあります。JDBC/JNDIを使用してJavaデータ・ソースにアクセスします。 呼出しインタフェースがXMLの場合は、「XML」タブが使用できますが、XMLデータ・ソースに適用されないオプションは使用できません。 |
最大接続数 | 接続プールで許容される接続の最大数。デフォルトは10です。この値は、データベースの種類およびモデル、データベースを実行するコンピュータのハードウェア構成、およびアクセスを要求する同時使用ユーザー数から決定する必要があります。 Microsoft Analysis Servicesデータ・ソースの場合、接続プールの「最大接続数」の設定(デフォルトは10)がAnalysis Servicesで構成された 関連情報については、TimesTenデータ・ソースでのシステム・メモリー・リソースの使用の向上も参照してください。
|
完全修飾表名が必要 | このオプションは、データベースまたはデータベース構成で完全修飾表名が要求される場合に選択します。一部のデータ・ソース・タイプではこのオプションを使用できません。 このオプションを選択すると、接続プールから送信されるすべてのリクエストで、基礎となるデータベースへの問合せに完全修飾名が使用されます。完全修飾名は、リポジトリ内の物理オブジェクト名に従います。物理メタデータのインポート元であった表自体に対する問合せを実行する場合は、このオプションを安全に選択できます。ある物理データベースから、データベース名とスキーマ名が異なる別の物理データベースにリポジトリを移行した場合は、移行後の新しいデータベースで完全修飾名が無効になります。このような状況では、このオプションの選択を解除しておくと、新しいデータベース・オブジェクトに対する問合せを正常に実行できます。 完全修飾名によって問合せが必要なデータベース内の必要な表にダイレクトされることが保証されるため、データ・ソースによっては完全修飾名の使用で安全度が向上する場合があります。たとえば、RDBMSでマスター・データベースの概念がサポートされる場合、Customerという名前の表に対する問合せは、まず、マスター・データベース内で、次に指定データベース内でその表を検索します。マスター・データベースにCustomerという名の表が存在する場合はその表で問合せが実行され、指定されたデータベースのCustomerという名の表では実行されません。 Oracle Databaseを使用し、表を格納するスキーマの所有者でないユーザーを使用してデータベースにアクセスしている場合は、このオプションを選択することが必要な場合もあります。問合せ内で表名が完全修飾されていないと、Oracle DatabaseがSQLで表名を解釈する際に問合せの実行者が所有者であると想定されます。これによって不適切な修飾名が発生する場合があります。 たとえば、ユーザーSAMPLEがCUSTOMERという名の表を作成した場合、完全修飾表名はSAMPLE.CUSTOMERになります。ユーザーSAMPLEが問合せで表CUSTOMERを参照すると、Oracle Databaseでは、完全修飾表名がSAMPLE.CUSTOMERであると見なされ、このアクセスは正常に実行されます。しかし、ユーザーJANEDOEが問合せで表CUSTOMERを参照した場合は、Oracle Databaseによって完全修飾表名がJANEDOE.CUSTOMERであると見なされ「表またはビューが見つかりません」というエラーが発生する可能性があります。JANEDOEからのアクセスを実行可能にするには、接続プールで「完全修飾表名が必要」を選択して、Oracle BIサーバーがすべての問合せでSAMPLE.CUSTOMERを指定できるようにする必要があります。 |
データ・ソース名 | 接続プールの接続先および物理問合せの送信先にするデータ・ソースの名前。このフィールドに入力する値は、選択した呼出しインタフェースによって決まります。
Microsoft SQL Serverを使用している場合は、ODBCデータ・ソース名または完全な接続文字列を入力します。完全な接続文字列の構文は次のとおりです。 Driver={Driver Name};Address=Host Name;Database=Database Name この場合、Driver NameはMicrosoft SQL ServerのODBCドライブ名です。このドライバ名は |
共有ログオン | 接続プールを使用して基礎となるデータベースにアクセスして問合せを実行するすべてのユーザーに同一のユーザー名とパスワードを使用させる場合は、このオプションを選択します。 このオプションを選択すると、ユーザーがDSN(またはユーザー構成)でデータベース・ユーザー名とパスワードを指定した場合でも、接続プールをデータベースへの接続に使用するすべての接続で、接続プールで指定されたユーザー名とパスワードが使用されます。 このオプションの選択を解除すると、接続プールを介する接続には、DSNまたはユーザー・プロファイルで指定されたデータベース・ユーザーIDとパスワードが使用されます。 「共有ログオン」オプションは、Essbase接続プールではデフォルトで有効になっています。このオプションを無効にできません。 |
接続プーリングの有効化 | 選択すると、指定した期間だけその後の問合せリクエストに備えて単一のデータベース接続を開いたままに保持できます。接続プールでは、問合せごとに新規の接続を開始/終了するオーバーヘッドを省くことができます。このオプションの選択を解除した場合は、データベースに送信される問合せごとに新たな接続が開始されます。 |
タイムアウト | 問合せの完了後に、データベースへの接続を開いた状態で保持する時間量および増分単位(分など)を指定します。この期間内は、新たなリクエストで新たな接続が開かれるのではなく、この接続が使用されます(最大接続数で指定された数値以内)。この時間は接続リクエストの完了ごとにリセットされます。 ADFデータ・ソースを使用し、呼出しインタフェースがOracleADF_HTTPで、問合せモードがSQLBypassである場合、Timeoutは接続が取り消されるまでの最大実行時間を指定します。 |
マルチスレッド接続の使用 | このオプションを選択すると、Oracle BIサーバーはアイドル状態の物理問合せ(スレッド)を終了します。選択を解除すると、1つのスレッドが1つのデータベース接続に結合されます(スレッド数=最大接続数)。スレッドは、アイドルであってもメモリーを消費します。 NQSConfig.iniのServerセクションのパラメータ |
サポートされているパラメータ | このオプションの選択が解除され、データベース機能表でパラメータがサポートされていると、特殊なコードが実行され、Oracle BIサーバーではデータベースに対してパラメータを使用したフィルタ(または計算)のプッシュが可能になります。Oracle BIサーバーは、追加のSQLPrepareコールをデータベースに送信することによってゲートウェイ/アダプタ・レイヤー内のパラメータ・サポートをシミュレートして、これを実行します。 |
分離レベル | ODBCおよびDB2ゲートウェイ専用。この値によって、バックエンド・データベースに対する接続それぞれのトランザクション分離レベルが設定されます。分離レベルの設定によって接続から発行されるすべての文のデフォルトのトランザクション・ロック動作が制御されます。一度に1つのみ設定できます。その接続に対する設定は、明示的に変更されるまで存続します。 次のオプションを使用できます。 ダーティ読取り。内容を保証しない読取りを実装します(分離レベル0のロック)。これは、最も制限の少ない分離レベルです。このオプションを設定すると、未コミットのデータや内容を保証しないデータを読み取り、データの値を変更して、トランザクションの終了前にデータ・セットで行を表示したり非表示にしたりすることができます。 内容を保証しないデータとは、クリーンにしないと問合せで正しい結果が得られないデータです(例: 重複レコード、不整合があるネーミング規則によるレコード、互換性のないデータ型のレコード)。 コミットされた読取り。内容を保証しない読取りを回避するため、データの読取り中に共有ロックが保持されるように指定します。トランザクションの終了前にデータを変更できるため、反復不可能な読取りや仮データが発生します。 反復可能読取り。問合せで使用されるすべてのデータにロックを設定して、他のユーザーによるデータの更新を防止します。別のユーザーが設定したデータに新規の仮行を挿入できます。その行は現行トランザクションの後続の読取りに含まれます。 シリアライズ可能。データ・セットに対して範囲ロックを設定して、トランザクションが完了するまで他のユーザーによる更新およびデータ・セットへの行の挿入が防止されます。これは4種の分離レベルのうち、最も制限が厳しいレベルです。同時実行性が低下するため、このオプションは必要な場合のみ使用してください。 |
接続プール・プロパティの使用方法を説明します。
この表は、「接続プール」ダイアログの「一般」タブのプロパティのうち、マルチディメンション・データ・ソースに固有のプロパティを説明しています。一部のプロパティは特定タイプのマルチディメンション・データ・ソースでのみ表示されます。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
URL | このプロパティはXMLAデータ・ソースのみに表示されます。XMLAプロバイダに接続するURLを指定します。このURLは、キューブをホストするコンピュータのXMLA仮想ディレクトリをポイントします。仮想ディレクトリは、
|
Essbase Server | このプロパティはEssbaseデータ・ソースでのみ表示されます。Essbase Serverを実行しているコンピュータの名前を指定します。 Essbase Serverがデフォルト以外のポートで実行していたり、Essbase Clusterの一部である場合には、ポート番号を
|
SSO | このプロパティはEssbase、Hyperion Financial ManagementおよびHyperion Planningのデータ・ソースでのみ表示されます。 Essbaseでは、Essbaseを使用して様々なユーザーに異なるキューブ・アクセスまたはメンバーレベル・アクセスを提供するセキュリティ・ポリシーを施行できるようにする場合にこのオプションを選択します。このオプションを選択する場合、「共有ログオン」オプションも選択する必要があります。 すべてのユーザーがEssbaseキューブへの同じアクセス権を持つよう想定されている場合、このオプションを選択しないでください。この場合、すべてのユーザーは、接続プールで指定された共有資格証明に基づくキューブへの同じアクセス権を持ちます。このオプションを選択しない場合、「共有ログオン」オプションも選択する必要もあります。 Hyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningの場合、このオプションを選択して、接続プールの一連の共有資格証明のかわりに共有トークンを使用してHyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningに対して認証を行うために「共有ログオン」オプションを選択解除していることを確認します。 このオプションを選択する場合、対応するデータベース・オブジェクトで「仮想プライベート・データベース」を選択して、キャッシュ・エントリを保護することも必要です。 EPMシステム・インストーラを使用してインストールされたEssbase、Hyperion Financial ManagementおよびHyperion Planningデータ・ソースについては、このオプションを選択する前に事前構成が必要です。詳細は、「Essbase、Hyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningデータ・ソースのSSOの構成」を参照してください。 |
共有ログオン | このプロパティはEssbase、Hyperion Financial ManagementおよびHyperion Planningのデータ・ソースでのみ表示されます。 すべてのEssbaseデータ・ソースで、このオプションを選択する必要があります。Essbase接続プールのこのオプションの使用の詳細は、共有ログオンを使用するためのEssbaseの構成を参照してください。 Hyperion Financial ManagementまたはHyperion Planningの場合、SSOプロパティの設定方法に基づいてこのオプションを設定します。
|
データ・ソース情報: データ・ソース | マルチディメンション・データ・ソースへの接続に使用されるベンダー固有の情報を指定します。仕様が一様ではないため、設定手順については、マルチディメンション・データ・ソース管理者に問い合せてください。たとえば、XML for Analysis SDKのv1.0を使用している場合は、この値が |
データ・ソース情報: カタログ | データ・ソースからデータをインポートした場合は、使用可能なカタログのリストを指定します。キューブ表は接続プールで使用するカタログに対応します。 |
システムIPまたはホスト名 | このプロパティはSAP/BWデータ・ソースでのみ表示されます。SAPデータ・サーバーのホスト名またはIPアドレスを指定します。このフィールドは、SAP/BW接続文字列のパラメータ |
システム番号 | このプロパティはSAP/BWデータ・ソースでのみ表示されます。SAPシステムの番号を指定します。これは、Web Application Server (WAS)とも呼ばれるSAPインスタンスに割り当てられた2桁の番号です。このフィールドは、SAP/BW接続文字列のパラメータ |
クライアント番号 | このプロパティはSAP/BWデータ・ソースでのみ表示されます。SAPクライアントの番号を指定します。これは、SAPでクライアントと呼ばれる自己完結型の単位に割り当てられた3桁の番号です。クライアントは、トレーニング、開発、テスト、本番クライアントなどです。また、大企業の個々の部門を表す場合もあります。このフィールドは、SAP/BW接続文字列のパラメータ |
言語 | このプロパティはSAP/BWデータ・ソースでのみ表示されます。データ・ソースへのログイン時に使用されるSAPの言語コードを指定します(英語はEN、ドイツ語はDEなど)。このフィールドは、SAP/BW接続文字列のパラメータ |
追加パラメータ | このプロパティはSAP/BWデータ・ソースでのみ表示されます。オプションでパラメータ=値の形式で追加の接続文字列パラメータを指定できます。複数のパラメータを指定する場合はコロンで区切ります。 |
セッションの使用 | 問合せが共通セッションを介するかどうかを制御するオプションです。このオプションを有効化する必要があるかどうかの判定については、マルチディメンション・データ・ソース管理者に問い合せてください。デフォルトはOff(選択解除)です。 |
接続スクリプトを作成して、接続の確立前、問合せの実行前、問合せの実行後または接続の切断後にスクリプトが実行されるように設定できます。
たとえば、接続時にユーザー名と接続時間を表に挿入する接続スクリプトを作成することなどができます。
ここでは、「接続プール」ダイアログの「接続スクリプト」タブのプロパティについて説明します。「接続スクリプト」タブは、ODBC、OCI、 Oracle OLAP、ADF、およびDB2のデータ・ソースで使用できます。
接続スクリプトには、たとえば引用識別子をオンにするコマンドなど、データベースで受け入れられる任意のコマンドを組み込むことができます。メインフレーム環境では、スクリプトを使用してDB2への接続時にRACFなどのメインフレームのセキュリティ・パッケージへのセキュリティ・イグジットを強制するセカンダリ権限IDを設定することなどができます。これによって、メインフレーム環境のセキュリティの一元的な管理が可能になります。
接続スクリプトは、データ・ソースに直接送信されるため、スクリプトではOracle BIサーバーの論理SQLではなくネイティブSQLまたはデータ・ソースで認識されるその他の言語を使用する必要があります。
データ・ソースの接続スクリプトを作成するには:
接続スクリプトを新規に入力するには、適切なスクリプト・タイプの横にある「新規」をクリックします。次に、スクリプトのSQL文を入力するか、貼り付けて「OK」をクリックします。
省略記号ボタンをクリックして「物理SQL」ウィンドウを起動して、既存のスクリプトを編集することもできます。既存スクリプトを並べ替えるには、上矢印および下矢印ボタンを使用します。
スクリプトを削除するには、「削除」をクリックします。
この表は、「接続プール」ダイアログの「接続スクリプト」タブのプロパティを説明しています。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
接続時に実行 | 接続の確立前に実行されるSQL問合せが格納されます。 |
問合せ前に実行 | 問合せの実行前に実行されるSQL問合せが格納されます。 |
問合せ後に実行 | 問合せの実行後に実行されるSQL問合せが格納されます。 |
切断時に実行 | 接続の切断後に実行されるSQL問合せが格納されます。 |
「XML」タブの「接続プール・プロパティ」を使用して、XMLおよびXMLサーバー・データ・ソースのプロパティを設定します。
注意:
「接続プール」ダイアログの「XML」タブは、「物理表」ダイアログの「XML」タブと同じ機能が提示されます。ただし、「物理表」ダイアログの「XML」タブのプロパティのほうが、「接続プール」ダイアログの対応設定より優先されます。
XMLデータ・ソースの接続プール・プロパティを設定するには:
この表は、「接続プール」ダイアログの「XML」タブのプロパティを説明しています。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
接続方法: 検索スクリプト | このプロパティは、XMLサーバー・データ・ソースでのみ表示されます。「参照」をクリックして、適切な検索スクリプトを見つけます。 |
接続プロパティ: URLリフレッシュ間隔 | このプロパティはXMLデータ・ソースに使用されますが、XMLサーバー・データ・ソースには使用できません。リフレッシュ間隔は、データベース表のキャッシュ永続期間の設定に似ています。URLリフレッシュ間隔では期間が設定され、この期間を経過すると、キャッシュ内の結果を使用するのではなく、XMLデータ・ソースに対する直接問合せが再度実行されます。デフォルトの設定は無限で、XMLデータ・ソースのリフレッシュは行われません。 データ・ソースへのアクセスに使用するURLを指定した場合は、URLリフレッシュ間隔を設定します。
|
接続プロパティ: URLのロードのタイムアウト | 問合せのタイムアウトの間隔。デフォルトは15分です。 データ・ソースへのアクセスに使用するURLを指定した場合は、「URLのロードのタイムアウト」を次のように設定します。
|
接続プロパティ: 最大接続数 | 接続の最大数。デフォルトは10です。 |
問合せ入力補足: ヘッダー・ファイル/トレーラ・ファイル | このプロパティは、XMLサーバー・データ・ソースでのみ表示されます。「参照」をクリックして、ヘッダー・ファイルとトレーラ・ファイルを見つけます。 |
問合せ出力フォーマット | XMLデータ・ソースでは、「XML」のみを選択します。 XMLサーバー・データ・ソースでは、その他の出力フォーマットを使用できます。 |
「ライトバック」タブを使用して、ODBC、OCI、Oracle OLAP、ADF、およびDB2のデータ・ソースのライトバック・プロパティを設定します。
データ・ソースのライトバック・プロパティを設定するには:
この表は、「接続プール」ダイアログの「ライトバック」タブのプロパティを説明しています。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
一時表: 接頭辞 | Oracle BIサーバーで一時表を作成する際の一時表名の最初の2文字です。デフォルト値は |
一時表: 所有者 | SQL文で一時表名の修飾に使用される表の所有者名。たとえば、表 |
一時表: データベース名 | 一時表が作成されるデータベース。このプロパティは、IBM OS/390にのみ適用されます。これは、IBM OS/390ではデータベース名修飾子を |
一時表: 表領域名 | 一時表が作成される表領域。このプロパティは、OS/390にのみ適用されます。これは、OS/390では表領域名修飾子を |
一括挿入: バッファ・サイズ[KB] | データベース表への1回あたりのデータ挿入のバイト数の制限に使用されます。パフォーマンスを最適化するには、このパラメータの設定を128にすることをお薦めします。 詳細は、バッファ・サイズとトランザクション境界の設定についてを参照してください。 |
一括挿入: トランザクション境界 | データベース表への挿入1回あたりのバッチ・サイズを制御します。パフォーマンスを最適化するには、このパラメータの設定を1000にすることをお薦めします。 詳細は、バッファ・サイズとトランザクション境界の設定についてを参照してください。 |
Unicodeデータベース・タイプ | このオプションは、Unicodeデータベースで
単一の非UnicodeデータベースにUnicodeと非Unicodeのデータ型を共存させることはできません。たとえば、単一の非Unicodeデータベース環境で |
「接続プール」ダイアログの「その他」タブを使用して、ADF、JDBCおよびJNDIデータ・ソースのアプリケーション・プロパティを設定します。
アプリケーション・プロパティを設定する場合は、「JDBC (ダイレクト・ドライバ)またはJDBC (JNDI)データ・ソースのアプリケーション・プロパティの指定」を参照してください。
この表は、「接続プール」ダイアログの「その他」タブのプロパティを説明しています。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
AppModuleの定義 | 接続先のルート・アプリケーション・モジュールの完全修飾Javaパッケージ名(例: |
AppModuleの構成 | 接続で使用されるアプリケーション構成を決定します(例: |
URL | Oracle Business Intelligenceブローカ・サーブレットへのURL。形式は次のとおりです。 http://host:port/APP_DEPLOYMENT_NAME/obieebroker 次に例を示します。 http://localhost:7001/SnowflakeSalesApp/obieebroker URLでは大/小文字が区別されます。 |
SQL Bypass Database | (オプション) SQL Bypassデータベースの名前。SQL Bypassデータベースは、リポジトリの物理レイヤーにある物理データベースである必要があります。SQL Bypassデータベースのデータベース・オブジェクトには、WebLogicサーバーで定義されたJDBCデータベースで使用されるデータベースと同じデータベースをポイントする接続情報とともに有効な接続プールを設定する必要があります。 SQL Bypassデータベースに表を設定する必要はありません。有効なデータベース名が指定されると、すべての問合せに対してSQL Bypass機能が有効化されます。 SQL Bypass機能はデータベースに直接問い合せるため、可能な場合は集計やその他の変換がプッシュ・ダウンされ、Oracle Business Intelligenceにストリームされて処理されるデータの量が削減されます。詳細は、SQL Bypassデータベースの指定についてを参照してください。 |
JDBC (ダイレクト・ドライバ)またはJDBC (JNDI)データ・ソースのアプリケーション・プロパティを設定する手順を使用します。
デフォルトでは、Oracle JDBCドライバ(oracle.jdbc.OracleDriver)がOracle WebLogic Serverで使用できます。
永続接続プールは、マーケティングをサポートするために使用する問合せなど、特定のタイプの問合せに使用されるデータベース・プロパティです。
問合せの機能の中にデータベースでサポートできないものが含まれる場合があるため、一部の問合せでは含まれる論理問合せのすべてをトランザクション・データベースに送信できるとは限りません。この問題は、データベース内に物理表を一時的に作成し、Oracle BIサーバー問合せをリライトして新しい一時物理表を参照させることによって解決できる可能性があります。
永続接続プールは、次の状況で使用できます。
これらの状況では、論理SQL問合せを発行するユーザーにターゲット・データベースに対する移入権限が付与されている必要があります。
永続接続プール機能は、ライトバック機能を持つ接続プールを指定して、このタイプの問合せを処理します。単一データベース内の1つの接続プールを永続接続プールとして割り当てます。この機能を有効にする場合は、接続プールで指定されたユーザー名に、データベースでDDL(データ定義言語)およびDML(データ操作言語)を作成する権限が付与されている必要があります。
「永続接続プール」フィールドのデータベース名が「未割当て」に置き換わります。
次の手順を使用して、「永続化接続プール」プロパティを削除します。
未割当て」に置き換わります。結果セットの各行のサイズが1KBで、バッファ・サイズが20KBの場合、配列サイズは20KBです。
120行存在する場合は、それぞれバッチ・サイズが20行に制限された6つのバッチが存在します。
「トランザクション境界」を3に設定した場合、サーバーは2回コミットします。1度目は行60の後(3 * 20)にサーバーがコミットします。2度目は行120の後にサーバーがコミットします。サーバーのコミット時に障害が発生した場合は、現在トランザクションのみがロールバックされます。たとえば、2回のコミットがあり、最初のコミットは正常に実行され、2回目のコミットが失敗した場合、サーバーでは2回目のコミットのみがロールバックされます。
最適なパフォーマンスを得るには、バッファ・サイズを128に、トランザクション境界を1000に設定することを検討してください。
listConnectionpoolコマンドを使用して、特定のサービス・インスタンスに対してJSON形式で接続プールのリストを作成します。
複数の接続プールを更新する必要がある場合、listConnectionpoolコマンドおよびupdateConnectionpoolユーティリティを使用します。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
構文
listConnectionpoolコマンドは、次のパラメータをとります。
listConnectionpool -SI <service_instance> -U <cred_username> [-P <cred_password>] [-S <hostname>] [-N <port_number>] [-V <true/false>] [-O <outputFile.json>] [-SSL] [-H]
説明
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Vは、接続プールで使用されるリポジトリ変数を含めるかどうかを指定します。デフォルトがfalseであることに注意してください。
Oは、.json接尾辞を使用した出力ファイル名を指定します。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh listConnectionpool -SI bi -U weblogic -P password -S server1.example.com -N 7777 -SSL -V true -O output.json
サンプルの接続プールのリストJSON出力
更新updateConnectionpoolコマンドを使用して、更新された接続プールを含む変更されたJSONファイルを特定のサーバー・インスタンスにアップロードします。
複数の接続プールを更新する必要がある場合、updateConnectionpoolコマンドおよびlistConnectionpoolユーティリティを使用します。
listConnectionpoolコマンドを使用して、特定のサービス・インスタンスの接続プールのリストを含むJSONファイルを作成します。このファイルの接続プール情報を変更し、updateConnectionpoolコマンドを使用してサービス・インスタンスにアップロードします。ファイルのuidおよびconnPool値を変更しないでください。詳細は、接続プールのリスト・コマンドを参照してください。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
構文
updateConnectionpoolコマンドは、次のパラメータをとります。
説明
Cは、アップロードする変更されたJSONファイルの名前を指定します。このファイルに変更されたuidおよびconnPool値を含めないでください。接続プールの更新入力ファイルの正しい構文の詳細は、接続プールのリスト・コマンドの例を参照してください。
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定しない場合、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。セキュリティ上の目的のため、自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合のみコマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してWebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh updateConnectionpool -C connpool.json -SI bi -U weblogic -P password -S server1.example.com -N 7777 -SSL
Oracle BIリポジトリをある環境から別の環境に移動するときに、多くの場合、データ・ソースに対する接続プール情報を変更する必要があります。一般的に、環境の接続情報は別の環境での接続情報とは異なるからです。
注意:
接続プール・パスワードは、
BIServerT2PProvisioner.jarを使用して更新できますが、updateConnectionpoolコマンドを使用する方法をお薦めしています。詳細は、接続プールの更新コマンドを参照してください。
接続プール・パスワードは暗号化され、暗号化されたリポジトリ・ファイル内に保存されます。このため、プレーン・テキスト・パスワードはOracle BIリポジトリに適用される前に、最初に暗号化される必要があります。
BIServerT2PProvisioner.jarユーティリティを使用して、リポジトリ内の接続プール・パスワードをプログラムで変更して暗号化できます。このユーティリティはRPDフォーマットのリポジトリでしか動作しないことに注意してください。MDS XMLフォーマットのリポジトリでは使用できません。また、ユーティリティにはJDK 1.6が必要です。
BIServerT2PProvisioner.jarユーティリティを使用して、接続プール・パスワードを変更するには:
BIServerT2PProvisioner.jarは、次の場所にあります。
Oracle_Home/bi/bifoundation/server
-generateオプションを指定してBIServerT2PProvisioner.jarを実行し、新しいパスワードを入力できるテンプレート・ファイルを生成します。説明:
repository_nameは、パスワードを変更する接続プールを含むOracle BIリポジトリの名前とパスです。
password_fileは出力パスワード・テキスト・ファイルの名前とパスです。このファイルには指定したリポジトリからの接続プールの名前が含まれています。
次に、プロンプトが表示されたらリポジトリのパスワードを入力します。
次に例を示します。
<Change Password>を接続プールごとの更新されたパスワードで置き換えます。サンプルのパスワード・ファイルは次のとおりです。ヒント:
必ず等号の右側のテキストだけを編集してください。等号の左側のテキストを変更すると、接続プール名の構文が正しくなくなります。
編集を完了したら、パスワード・ファイルを保存して閉じます。
-passwordsオプションを指定して、もう一度BIServerT2PProvisioner.jarを実行します。説明:
password_fileは接続プールとその対応する変更されたパスワードを指定するテキスト・ファイルの名前とパスです。
input_repositoryは、変更されたパスワードを適用するOracle BIリポジトリの名前とパスです。
output_repositoryは、変更されたパスワードを含む出力リポジトリの名前とパスです。
次に、プロンプトが表示されたらリポジトリのパスワードを入力します。
次に例を示します。
この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle BIリポジトリの物理レイヤーには、バックエンド・データ・ソースからの物理データ構成体を表すオブジェクトが含まれます。
物理レイヤーでは、物理問合せの記述にOracle BIサーバーで使用できるオブジェクトと関係が定義されます。このレイヤーによってデータ・ソースの依存性がカプセル化され、移植とフェデレーションが可能になります。
リポジトリ・モデルの各データ・ソースには通常、対応する専用の物理モデルが物理レイヤーにあります。「物理」レイヤーの最上位レベルのオブジェクトはデータベースであり、データベースのタイプによって物理モデルに適用される機能とルールが決まります。たとえば、Oracle 12cなどのリレーショナル・データベースには、物理表や結合などのリレーショナル・オブジェクトが含まれます。一方、Essbaseなどのマルチディメンション・ソースには、キューブ表と物理階層が含まれます。このため、この章の一部の項の内容が、特定のデータベース・タイプにのみ適用される場合があります。
物理レイヤーの物理表、キューブ、結合などのオブジェクトは通常、データ・ソースからメタデータをインポートすると自動的に作成されます。これらのオブジェクトをインポートしたら、データ・ソースにはない追加結合パスの作成、別のロールで機能する必要がある物理表の別名表の作成、マルチディメンション・データ・ソースからの物理階層のプロパティの調整などのタスクを実行できます。
Oracle BI管理ツールで、物理図ビューを開いて、表と結合のグラフィカル・モデルにアクセスできます。
注意:
物理図は通常、マルチディメンション・ソースではなく、リレーショナル・ソースおよびXMLソースで使用されます。マルチディメンション・ソースの物理図ビューには、キューブ表を非正規化表で表したものが表示されますが、マルチディメンション物理モデルでは主に、ディメンション、階層および列を使用して物理ツリーで作業を行います。
物理図にアクセスするには、物理レイヤー・ツリー・ビュー(物理データベースや表など)のオブジェクトを右クリックし、「物理図」を選択します。その後、次のオプションのいずれかを選択します。
注意:
物理図には、物理表と結合のみが表示されます。接続プール、物理階層、レベルなど、物理レイヤーのその他のオブジェクトは表示されません。
この図は、物理図を示しています。

ツリー・ビュー内の1つ以上のオブジェクトを選択して、ツールバーの「物理図」ボタンをクリックすることによって、物理図を開くこともできます。

選択したオブジェクトのみが表示されます。結合は、選択したオブジェクト間に存在する場合にのみ表示されます。結合は、結合の「1」側に矢印が付いた直線で表されます。
モデルの論理対物理マッピングをよりよく理解できるように、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー・ツリー・ビューで1つ以上のビジネス・モデル、論理表または論理表ソースを選択して、ツールバーの「物理図」ボタンをクリックすることによって、特定の論理オブジェクトに関連付けられている物理オブジェクトを表示できます。選択したオブジェクトに関連する物理オブジェクトのみが表示されます。論理オブジェクトを右クリックして、「物理図」サブメニューから「ビジネス・モデル内のオブジェクトと直接結合」を選択することによっても、同じ情報を表示することができます。他のいずれかの物理図表示オプションを選択することもできます。
物理図に表を追加するには、「物理図」ウィンドウを開いたままにし、追加する表を1つ以上右クリックします。その後、「物理図」を選択し、表示オプションのいずれかを選択します。
追加オプションは、物理図に表示されているグラフィカル表および結合の右クリック・メニューから選択できます。たとえば、オブジェクトの削除やオブジェクトのプロパティの表示、または右クリック・オプションの「直接結合の追加」、「選択内容全体に結合された表の追加」および「すべての結合の追加」を使用して、関連するオブジェクトの追加を実行できます。また、「ツリー表示での検索」を選択して、右ペインの物理レイヤー・ツリー・ビュー内で特定のオブジェクトを検索したり、オンライン・モードのオブジェクトをチェックアウトしたりできます。
物理図ビュー内のオブジェクトを右クリックして、「非表示」を選択し、図で特定のオブジェクトを非表示にすることもできます。ただし、この効果は一時的で、永続するものではありません。
「ファイル」メニューの「印刷」および「印刷プレビュー」オプションを使用して、物理図の印刷オプションを管理します。ツールバーの「印刷」オプションを使用することもできます。
物理結合の定義の詳細は、「物理図を使用した物理結合の定義」を参照してください。
フォルダを使用して、物理レイヤーの内容を整理します。
この項では、次の項目について説明します。
物理レイヤー・カタログは、様々なスキーマをグループ化するためのオプションの方法です。
1つのカタログには、物理データベース・オブジェクトのスキーマ(メタデータ)がすべて含まれます。1つのスキーマには、特定のユーザーまたはアプリケーションに関するメタデータ情報のみが含まれます。
変数を使用してカタログ・オブジェクトとスキーマ・オブジェクトの名前を指定できます。
たとえば、複数のクライアントのデータがあり、クライアントごとに個別のカタログにデータを格納できるようにデータ・ソースを構造化したとします。この場合、たとえばClientという名前のセッション変数を初期化して、ユーザーがOracle BIサーバーにサインオンしたときにカタログ・オブジェクトの名前を動的に設定するために使用できます。
使用するセッション変数は、「物理カタログ」または「物理スキーマ」ダイアログで指定します。
注意:
「動的名前」タブは、少なくとも1つのセッション変数を定義しないかぎり、アクティブになりません。
使用するセッション変数を「動的名前」タブで指定するには:
動的名前フィールドに、変数の名前が表示され、「選択」ボタンが「クリア」ボタンに切り替わります。
セッション変数の割当てを「動的名前」タブで削除するには:
割り当てられていない値が動的名前フィールドに表示され、「クリア」ボタンが「選択」ボタンに切り替わります。
「動的名前」タブで列エントリをソートするには:
物理レイヤーで表示フォルダを作成して、表オブジェクトを編成することができます。表示フォルダが問合せ処理に影響を与えることはありません。
表示フォルダを作成したら、選択した表が、表示フォルダにはショートカットとして表示され、物理レイヤー・ツリーにはオブジェクトとして表示されます。オブジェクトを非表示にして、表示フォルダのショートカットのみが表示されるようにすることができます。これらのオブジェクトを非表示にする方法の詳細は、管理ツールのオプションの設定の「オプション」ダイアログの「リポジトリ」タブに関する情報を参照してください。
注意:
表示フォルダ内の表を削除すると、そのオブジェクトへのショートカットのみが削除されます。表示フォルダ内の列を削除した場合は、その列が実際に削除されます。
物理表示フォルダを設定するには:
または、ダイアログを閉じてから、1つ以上の物理表を表示フォルダにドラッグできます。
Oracle BIリポジトリの物理レイヤーで物理表オブジェクトを使用して作業する様々な処理を説明します。
リレーショナル・データ・ソースからの物理表とマルチディメンション・データ・ソースからの物理キューブ表の両方で、「物理表」表タイプが使用されます。
この項で説明するタスクの多くが、リレーショナル・データ・ソースとマルチディメンション・データ・ソースに適用されます。マルチディメンション・データ・ソースに固有の追加情報は、物理レイヤーのマルチディメンション・ソースでの作業も参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
物理表は、Oracle BIリポジトリの物理レイヤーにあるオブジェクトの1つで、データ・ソースの表に対応しています。
物理表のメタデータは通常、データ・ソースからインポートされます。このメタデータによって、Oracle BIサーバーでは、SQLリクエストを使用してデータ・ソース表にアクセスできるようになります。
物理表を削除すると、依存オブジェクト(列、キー、外部キーなど)がすべて削除されます。物理キューブ表を削除すると、階層も削除されます。物理表に別名が存在する場合、削除は失敗します。
データ・ソース表を物理レイヤーにインポートできることに加えて、「物理表」ダイアログの「表タイプ」フィールドで値を使用することによって、物理レイヤーに仮想物理表を作成することができます。仮想表を作成すると、Oracle BIサーバーおよび基礎となるデータ・ソースで、詳細な問合せリクエストを実行するための適切なメタデータを使用できるようになります。
物理表は、ストアド・プロシージャまたはSELECT文に格納できます。SELECT文から作成した仮想物理表も不透明なビューの1つです。不透明なビューを定義してデータ・ソースにデプロイすると、デプロイされたビューを作成できます。詳細は、不透明なビューのデプロイを参照してください。
「物理表」ダイアログの「一般」タブの「表タイプ」リストを使用して、物理表オブジェクトのタイプを指定します。次の表は、指定できるオブジェクト・タイプについて説明しています。
| 表タイプ | 説明 |
|---|---|
物理表 | 物理表オブジェクトがデータ・ソース表を表すことを指定します。この表タイプは、リレーショナル物理表とマルチディメンション・キューブ表の両方で使用されます。 |
ストアド・プロシージャ | 物理表オブジェクトがストアド・プロシージャであることを指定します。このオプションを選択した場合、テキスト・ボックスにストアド・プロシージャを入力します。この表に対するリクエストによって、指定したストアド・プロシージャがコールされるようになります。 ストアド・プロシージャがデータ・ソース固有である場合は、「データベース固有のSQLの使用」を選択します。このオプションを選択すると、「データベース」列に、サポートされるデータ・ソースがブランド別に表示されます。デフォルト値はrootです。左側のデータベース・タイプを選択して、右側に対応する文字列を入力することにより、データ・ソース固有の初期化文字列を入力できます。問合せ対象のデータベース・タイプに対応するデータベース固有の文字列が定義されていない場合は、デフォルトのオプションの初期化文字列が実行されます。 Oracle Database内のストアド・プロシージャからは通常、結果セットが返されることはありません。このため、これらのストアド・プロシージャをOracle Business Intelligence内で初期化することはできません。プロシージャをOracleファンクションとしてリライトし、管理ツールの初期化ブロックの 次の例は、 SELECT user_id, get_roles(user_id), first_name || ' ' || last_name FROM csx_security_table WHERE user_id = ':USER' and password = ':PASSWORD' |
選択 | 物理表オブジェクトが この表に対するリクエストによって、 データ・ソース固有の 物理SQLを使用して不透明なビューをデプロイする場合は、 このタイプの表は、不透明なビューとも呼ばれます。 |
別名表(別名)は、別の物理表をソース(オリジナル表)として参照する物理表です。
別名表を使用すると、既存の表を毎回インポートする必要なく何度も再利用できるようになるため、別名表が物理レイヤーの設計上の重要な部分になる場合があります。
別名表を作成する主な理由は2つあります。
たとえば、ファクト表の発注日と発送日が両方とも時間ディメンション・データ・ソース表の同じ列をポイントしているのに、別々にラベル付けされ、結合が1つの別名表として各ロールが表されるようにこのディメンション表に別名を付ける場合があります。これらの別個のロールはビジネス・モデルに適用されるため、「発注日」と「発送日」は2つの異なる論理ディメンションの一部になります。1つの論理問合せに両方の列が含まれる場合に、物理問合せでは両方が含まれるようにSQL文で別名が使用されます。
別名を使用すると、データ・ソース表が、ファクト表、および別のファクト表に結合している(通常、ファン・トラップと呼ばれる)ディメンション表の両方のロールとして機能できるようになります。
別名表名は、SQL問合せに出現します。意味のある表名を指定するために別名表を使用すると、これらの表を参照するSQL問合せで読取りがより簡単になります。次に例を示します。
この問合せでは、意味のある別名表名「A11 Revenue (Billed Time Join)」が簡単なオリジナル物理表名「FACTSREV」に適用されています。この場合、別名表名によって、SQL問合せでの出現時にその都度果たしていたロールに関する情報が提供されます。
別名表に、オリジナル表とは異なるキャッシュ・プロパティを設定できます。別名表に異なるキャッシュ・プロパティを設定するには、別名表の「物理表」ダイアログでオプション「ソース表キャッシュ・プロパティの上書き」を選択します。別名表で、列を追加、削除または変更することはできません。列は自動的に同期化されるため、手動の操作は必要ありません。
同期化によって、オリジナル表とそれに関連する別名表が必ず同じ列定義を持つようになります。たとえば、オリジナル表で1つの列を削除すると、その列は別名表から自動的に削除されます。
すべての別名表を先に削除しないかぎり、オリジナル表を削除することはできません。または、オリジナル表とその別名表をすべて選択して、同時に削除することができます。
変更後のオリジナル表が現在のオリジナル表のスーパーセットになる場合は、別名表のオリジナル表を変更できます。ただし、オリジナル表を変更することによって使用中の列が削除された場合は、この変更の結果、リポジトリの整合性がなくなります。これを実行しようとすると、問題が発生する可能性があることを知らせ、このアクションのキャンセルを求める警告メッセージが表示されます。整合性チェックによって、孤立した別名が特定されます。
オンライン・モードで物理表または物理列を編集した場合は、別名の表および列をすべてチェックアウトする必要があります。オンライン・チェックアウトの動作では、次の規則が使用されます。
別名表では、そのオリジナル表からプロパティがいくつか継承されます。プロキシ設定されたプロパティは、常にオリジナル表と同じ値で、変更することはできません。つまり、プロキシ設定されたプロパティは、別名表のダイアログではグレー表示されるプロパティです。オリジナル表でプロキシ設定されたプロパティの値が変更された場合は、同じ変更が別名表で適用されます。
プロキシ設定されるプロパティのリストは次のとおりです。
プロキシ設定されないプロパティのリストは次のとおりです。
注意:
別名表とオリジナル表で列が共有されることはありません。別名表とオリジナル表には、互いに別名の明らかに異なる列が含まれます。
管理ツールの物理レイヤーで物理表および物理キューブ表を作成または編集するには、「物理表」ダイアログの「一般」タブを使用します。
この項では、次の項目について説明します。
リレーショナル物理表と物理キューブ表も含めて、表の一般的なプロパティを作成または編集できます。
物理表の作成または表の一般的なプロパティの編集を実行するには:
データベース・オブジェクトに物理スキーマが定義されている場合は、物理スキーマを右クリックして、「新しい物理表」を選択します。
注意:
キューブ表は、手動で作成するのではなく、インポートすることを強くお薦めします。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
Name | 物理表の名前。 |
表タイプ | 物理表の値: 物理表、ストアド・プロシージャまたは選択。 物理キューブ表の値: 物理表または選択。 |
動的名前の使用 | カタログおよびスキーマ・オブジェクトと同様に、セッション変数を使用して物理表名を指定する場合はこのオプションを選択します。「物理表」の表タイプを選択した場合、このオプションは、マルチディメンション以外のデータ・ソース表に使用できます。 マルチテナント実装があり、顧客ごとに異なる物理表名を定義する場合に、このオプションを選択することがあります。別の例として、ETLサイクルで異なる時間に有効になるプライマリ表とシャドウ表から選択する場合があります。両方の場合で、セッション変数を割り当てて、適切な表を動的に選択できます。 |
デフォルトの初期化文字列/データベース固有のSQLの使用 | マルチディメンション以外のデータ・ソース表(別名表ではない)の場合に、このオプションは、表タイプに「ストアド・プロシージャ」または「選択」を選択すると表示されます。マルチディメンション・データ・ソース表の場合は、表タイプに「選択」を選択すると表示されます。 このオプションを選択すると、データ・ソースを指定して、SQL文を入力できます。 |
キャッシュ可能 | Oracle BIサーバー問合せキャッシュに表を含める場合に、このオプションを選択します。通常、リアルタイムでアクセスする必要がない表の場合に、このオプションを選択します。 このオプションを選択すると、「キャッシュ永続時間」の設定がアクティブになります。 ほかにも問合せキャッシュの動作に影響を与える構成設定があります。詳細は、問合せキャッシュの構成を参照してください。 |
キャッシュ失効なし | このオプションを選択すると、キャッシュ・エントリが自動的に失効することがなくなります。これは、ユーザーが実行する可能性のある多数の問合せにとって1つの表が重要な場合に役立ちます。たとえば、問合せのほとんどに1つのアカウント・オブジェクトへの参照がある場合、それを無期限にキャッシュされたままにすると、パフォーマンスが低下するのではなく実際にはパフォーマンスが向上します。 このオプションを選択することによって、あるエントリが常にキャッシュに保持されるというわけではありません。手動による消去、LRU(最低使用頻度)置換、メタデータ変更、キャッシュ・ポーリング表の使用など他の無効化技術によってエントリがキャッシュから削除される可能性があります。 |
キャッシュ永続時間 | 問合せキャッシュに表エントリが永続する必要がある時間、つまり、キャッシュの有効期限。 キャッシュ永続時間の設定は、OLTPデータ・ソースおよび頻繁に更新されるその他のデータ・ソースの場合に有用です。たとえば、特定のダッシュボードに対して基礎となる物理表を毎日リフレッシュする場合にこのオプションを設定できます。 永続時間が異なる複数の物理表を参照する問合せの場合、この問合せのキャッシュ・エントリは、問合せで参照される表のうち、永続時間が最も短く設定されている表の永続時間だけ存続します。これによって、後続の問合せで失効したキャッシュ・エントリからキャッシュ・ヒットが取得されることはなくなります。 詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのイベント・ポーリング表の問題のトラブルシューティングを参照してください。 |
外部名 | マルチディメンション・データ・ソースの物理キューブ表に適用されます。外部名は、物理SQL問合せでキューブ表の参照時に使用されます。この値は、データ・ソースで定義されている外部名を反映する必要があります。 |
表示列 | Essbaseデータ・ソースのみに使用できます。詳細は、Essbaseデータ・ソースでの作業を参照してください。 |
ヒント | 一部のデータ・ソースにのみ指定できます。詳細は、SQL文でのヒントの使用を参照してください。 |
不透明なビューおよびストアド・プロシージャで別名を作成することもできます。
別名表を作成するには、既存の物理表を右クリックして、「新規オブジェクト」を選択し、「別名」を選択します。
この表は、別名表に固有のプロパティを説明しています。物理表と別名表の両方で使用される他の表プロパティの詳細は、物理表の作成と編集を参照してください。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
ソース表 | 別名表に適用されます。「選択」をクリックして、別名表を作成するオリジナル物理表を選択します。 |
ソース表キャッシュ・プロパティの上書き | 別名表に適用されます。このフィールドをクリックして、キャッシュ可能プロパティを有効にします。該当するキャッシュ可能オプションを選択または選択解除できます。 |
物理表の「プロパティ」タブには、一部のデータ・ソースに対して物理レイヤーのメタデータを拡張する汎用メカニズムとして使用される名前と値のペアが表示されます。
値はデータ・ソースから渡されますが、必要に応じて値を編集できます。
詳細は、物理列のプロパティの表示を参照してください。
XMLデータ・ソースのプロパティを設定または編集するには、「XML」タブを使用します。
「物理表」ダイアログの「XML」タブには、「接続プール」ダイアログの「XML」タブと同じ機能が用意されています。ただし、「物理表」ダイアログでのプロパティの設定が、「接続プール」ダイアログの対応する設定より優先されます。詳細は、「XML」タブの接続プール・プロパティの設定を参照してください。
Oracle BI管理ツールの物理レイヤーの物理表および物理キューブ表にはそれぞれ、1つ以上の物理列が含まれます。
「物理表」ダイアログの「列」、「キー」および「外部キー」タブを使用して、表に関連付けられている列、キーおよび外部キーの表示、新規作成および既存のものの編集を実行できます。
次のリストでは、これらのタブに表示されるボタンを説明しています。
この項では、次の項目について説明します。
インポートされた列のプロパティが自動的に設定されます。インポート後、タイプおよびnull値を列に許可するかどうかを含む列のプロパティを変更できます。
次のリストでは、物理レイヤーにインポートされた列のNULL値可能な値とデータ型の値に関する情報を示しています。
列を再インポートした場合、再マップした列を参照する論理列ソースを再マップする必要があります。ビジネス・モデルの論理列のデータ型は、その物理列ソースのデータ型と一致する必要があります。Oracle BIサーバーからこれらの論理列のデータ型がクライアント・アプリケーションに渡されます。
Longvarcharおよびlongvarbinaryデータ型は、デバッグを目的とした使用状況トラッキング表への完全な論理SQL文の記述に対応しています。これらのデータ型は、汎用目的の問合せには対応しておらず、Oracle BIサーバーに表示することはできません。これらのデータ型の列にアクセスするには、直接SQLユーティリティを使用します。
特に指定されている場合を除いて、物理キューブ列の特性と動作は、その他の物理列のものと同じです。
注意:
オリジナル物理表で列を作成、変更または削除すると、そのすべての別名表の同じ列が作成、変更または削除されます。
物理列を作成または編集するには:
XMLデータ・ソースの場合、このフィールドによって、XML文書に列の未修飾名(属性)が格納および表示されます。
マルチディメンション・データ・ソースでは、VARCHARを選択した場合、「長さ」フィールドに値を入力する必要があります。
STATEなど)を使用する場合は、必須です。 デフォルトで、新規物理キューブ列はメジャーとして作成されます。この動作の変更の詳細は、物理レイヤーのマルチディメンション・ソースでの作業を参照してください。
物理表の主キーを定義する列を指定するには、「物理キー」ダイアログを使用します。
物理表の主キーを指定するには:
オブジェクトを右クリックして、「データの表示」を選択することによって、物理表のデータまたは個々の物理列を表示できます。
オンライン編集モードでは、このオプションを使用するには、変更をチェックインしておく必要があります。
「データの表示」は、物理キューブ表または物理キューブ列には使用できません。詳細は、物理キューブ表のメンバーの表示を参照してください。
「データの表示」機能では、行数が発行されるため、行数がサポートされていないデータにこの機能は使用できません。詳細は、物理表と列の行数の表示と更新を参照してください。
注意:
接続プールのユーザー名とパスワードを
:USERと:PASSWORDに設定している場合、「データの表示」は、オンライン・モードでは機能しません。オフライン・モードの場合、変数の値の設定ダイアログが表示されるので、:USERと:PASSWORDを表示プロセスの一環として移入できます。
マルチディメンション・データ・ソースの物理キューブ表、ディメンションおよび階層について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
マルチディメンション・データ・ソースからの各キューブは、物理表の一種である物理キューブ表として構造化されます。
キューブには、物理キューブ列やキー(オプション)および外部キー(オプション)など表のすべての機能があります。階層やレベルなどのキューブ固有のメタデータもあります。
物理スキーマをインポートすると、Oracle BIサーバーでは、メトリック、階層およびレベルを含めて、キューブのメタデータがインポートされます。物理レイヤーで階層オブジェクトを展開すると、階層のレベルが明らかになります。物理キューブ表ダイアログの「階層」タブには、キューブ内のディメンション階層がリストされます。
データ・ソースのマルチディメンション・カタログには、それぞれ複数のキューブを格納できます。これらの1つ以上のキューブのメタデータをOracle BIリポジトリにインポートできます。キューブ表を手動で作成することもできますが、キューブ表のメタデータとコンポーネントをインポートすることをお薦めします。
キューブを手動で作成する場合は、各キューブに階層を一度に1つずつ作成し、次の階層を作成する前にその階層をテストする必要があります。たとえば、時間階層とメジャーを作成して、それをテストします。その階層が適切な場合は、地理階層を作成して、それをテストします。これは、各キューブを適切に設定し、設定エラーの識別を簡単にすることに役立ちます。
物理キューブ列の集計ルールは、必ずメジャーが適切になるように、慎重に選択する必要があります。
集計ルールを適切に設定すると、パフォーマンスが向上する可能性があります。
キューブのメタデータのインポート後は常に集計ルールを確認します。通常、キューブのメタデータをインポートした場合、集計ルールは正しく割り当てられます。ただし、メジャーが、計算されたメジャーの場合、集計ルールは「なし」とレポートされます。このため、キューブのインポート後はすべてのメジャーの集計ルールを調査して、集計ルールが正しく割り当てられていることを確認する必要があります。
値が「なし」の集計ルールがすべてのメジャーに割り当てられた場合は、マルチディメンション・データ・ソース管理者に問い合せて、集計ルールの値が正しいことを確認します。集計ルールを変更する必要がある場合は、「物理キューブ列」ダイアログでこれを実行できます。
適切な集計ルールを割り当てるには、次のガイドラインを使用します。
SUM(revenue)などの集計関数を送信する必要がある場合は、この関数を集計ルールとして設定します。この設定によって、Oracle BIサーバーでは通常、問合せでデータベースに集計が送信されますが、場合によっては、サーバー自体で集計が実行されることもあります。 マルチディメンション・データ・ソースでは、キューブによっては、非常に複雑なマルチレベル・ベースのメジャーが含まれるものがあります。
外部集計の集計ルールを割り当てると、 Oracle BIサーバーでは、内部集計メカニズムが使用されずに、事前集計されたメジャーが使用されます。これらのメジャーには、インポートされたときに集計値「なし」が割り当てられます。
次に、事前集計されたメジャーを使用した作業においてのいくつかのガイドラインを示します。
ほとんどのディメンションおよび階層が、手動で作成されるのではなく、マルチディメンション・データ・ソースから物理レイヤーにインポートされます。
特定の階層がインポートされないと、その階層に関連付けられている列もインポートされません。ユーザーが、インポートされない列にアクセスする必要がある場合は、まずこれらの列を手動で作成することによって物理レイヤーに追加し、階層のレベルに関連付けます。
階層の各レベルにはレベル・キーがあります。階層のレベルに関連付けられた(追加された)最初のキューブ列がレベル・キーです。これは、キューブのデータ・ソース定義に一致する必要があります。最初に選択した列が階層のレベルに関連付けられると、その列のアイコンがキー・アイコンに変わります。
Oracle Business Intelligenceでは、すべてのマルチディメンション・データ・ソースについて非バランス型階層がサポートされます。通常、階層タイプを変更することによって、物理レイヤーに非バランス型階層を構成できます。
アンサーの物理レイヤーで物理ディメンション・オブジェクトおよび物理階層オブジェクトをダブルクリックすることによって、物理ディメンションおよび物理階層のプロパティを表示したり編集したりできます。「キューブ表」ダイアログの「ディメンション」タブと「階層」タブからこれらのオブジェクトを表示および編集することもできます。
この項では、次の項目について説明します。
「物理ディメンション」ダイアログでは、ディメンションの名前と説明を表示および編集できます。
対象のディメンションに対する階層の追加、削除または編集、およびディメンションのプロパティを表す列の追加、削除または編集も実行できます。
階層に追加する列を選択する場合、最高レベルから始めて階層順に選択することをお薦めします。
複数の列を選択して、それらを階層に同時に追加した場合、選択した列グループの順序は同じままです。階層に列を追加した後に、「参照」ダイアログで列の順序を変更できます。
「物理階層」ダイアログでは、階層の名前と説明を表示、編集できるとともに、表で説明しているプロパティも表示、編集できますレベルベースの階層の場合は、レベルの追加、削除、編集または並替えを実行できます。値ベースの階層の場合、列を追加、削除または編集するには、「列」タブをクリックします。キー列を指定するには、列名をダブルクリックします。
「物理レベル」ダイアログでは、レベルの名前、外部名および説明を表示、編集できます。レベルに対して列の追加、削除または編集を実行することもできます。ある列をレベル・キーとして指定するには、列名をダブルクリックします。
階層タイプは、必ず適切に設定されるように常にインポート後に確認します。このパラメータがインポート時にどのように設定されるかは、データ・ソースによって異なります。たとえば、Essbase階層はすべて最初に「非バランス型」に設定されます。階層ごとに階層タイプを確認して、必要に応じて階層タイプを変更します。
通常、インポート時にデフォルトで常に「値」に設定されるHyperion Financial Management階層は除いて、親子(値)階層の階層タイプは常に手動で設定する必要があります。階層タイプを確認し、必要に応じて階層タイプを「値」に変更します。親子(値)階層は、ビジネス・トランザクション、つまりキューブのリフレッシュによってレベル数が変わる可能性のある階層です。
親子階層の場合、メタデータをビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにドラッグする前に、物理階層タイプを手動で「値」に設定しておく必要があります。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでの階層タイプは、物理階層の設定に基づいて自動的に設定されます。その他すべてのタイプについては、論理モデルを再構築する必要なく、後で階層タイプを決定できます。
対応する論理ディメンションのプロパティが、問合せが機能するにあたって適切であることも確認する必要があります。詳細は、論理ディメンションの操作を参照してください。
SAP/BWデータ・ソースの場合、すべての階層がインポート時に完全なバランス型階層にデフォルト設定されます。2つのレベルによる階層の階層タイプ(通常は特徴的なプライマリ階層に対応する)は、変更できません。SAP/BWマルチレベル(外部)階層すべてを確認して、親子階層かどうかを判別し、必要に応じて「値」に設定します。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
外部名 | 物理MDX問合せで階層の参照時に使用される物理名。この値は、データ・ソースで定義されている外部名を反映する必要があります。 |
ディメンション名 | (ディメンション固有の名前)階層が属しているディメンション。 |
ディメンション・タイプ | 対象の階層が、時間ディメンション、メジャー・ディメンション、それともその他のタイプのディメンションに属しているのかを識別します。 |
階層タイプ | 次のように、階層タイプを識別します。
注意: 非バランス型とスキップレベルの両方の特徴があるレベルベースの階層の場合は、「非バランス型」または「不規則バランス型」のいずれかを物理階層タイプとして選択します。その上で、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの、対応する論理ディメンションに、「不規則」と「スキップ・レベル」の両方を選択します。 |
デフォルトのメンバー・タイプALL | このオプションは使用されていません。 |
パフォーマンスを上げるために未修飾のメンバー名を使用 | 指定の階層で、各メンバー名(別名も含めて)が一意であるため、Oracle BIサーバーで特定のMDX構文を利用してパフォーマンスを最適化できる場合にこのオプションを選択します。 |
階層のインポート後に、列の追加または削除が必要な場合があります。
階層からキューブ列を削除すると、階層からは削除されますが、キューブ表には残り、他のレベルへの追加対象として選択できます。
既存の階層でキューブ列を追加または削除するには:
SAP/BWデータ・ソースでは、キューブ変数が問合せのパラメータ化の手段として使用されます。キューブ変数オブジェクトは、SAP/BWデータ・ソースのQuerycubes/Bex問合せからメタデータがインポートされるときに、物理レイヤーにインポートされます。
通常、データ・ソースのBex問合せとの同期を保持するため、および主要な特性値のオーバーライドを指定するため以外に、これらのオブジェクトを直接編集することはありません。
「キューブ表」ダイアログの「キューブ変数」タブには、指定したキューブ表のキューブ変数が、キューブ変数キャプションとともに表示されます。キューブ変数をダブルクリックして詳細情報を表示するか、「追加」ボタンをクリックして、新しいキューブ変数を定義します。
この表は、SAP/BWデータ・ソースのキューブ変数のプロパティを説明しています。詳細は、SAP/BWのドキュメントを参照してください。
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
Name | キューブ変数の名前。 |
キャプション | キューブ変数に関連付けられている説明(ラベルまたはキャプション)で、主に表示を目的として使用されます。 |
変数タイプ | キューブ変数のタイプ。変数タイプには、次のものがあります。
|
選択タイプ | タイプがSAP_VAR_TYPE_MEMBERのキューブ変数の場合の、キューブ変数の選択タイプ。 選択タイプには次のものがあります。
|
エントリ・タイプ | 変数の置換がオプションか必須かを示します。エントリ・タイプには次のものがあります。
|
参照ディメンション | この列には、パラメータ・タイプがSAP_VAR_TYPE_HIERARCHYのDIMENSION_UNIQUE_NAMEが指定されます。 |
参照階層 | この列には、変数タイプがSAP_VAR_TYPE_MEMBERのHIERARCHY_UNIQUE_NAMEが指定されます。 |
デフォルト下限 | このプロパティには、変数のデフォルト値またはゼロが指定されます。 |
デフォルト上限 | このプロパティには、変数のデフォルト値またはゼロが指定されます。このプロパティは、選択タイプがSAP_VAR_SEL_TYPE_INTERVALまたはSAP_VAR_SEL_TYPE_SELECTIONの変数に対してのみ重要です。 |
デフォルト下限のオーバーライド | 「デフォルト下限」がゼロの場合に、このフィールドにキューブ変数のデフォルト値が指定されます。 デフォルト値が指定されない必須変数の場合には、このプロパティに値を指定する必要があります。 |
デフォルト上限のオーバーライド | 「デフォルト上限」がゼロの場合にこのフィールドにキューブ変数のデフォルト値を指定します。 デフォルト値が指定されない必須変数の場合には、このプロパティに値を指定する必要があります。 |
リポジトリの物理レイヤーで階層またはレベルのメンバーを表示できます。
メンバーを表示するには、リポジトリをオンライン・モードで開いておく必要があります。階層のレベル別メンバーのリストは、接続プールが適切に設定されているかどうかの判断に役立ちます。開始点(開始メンバーまたは開始行を指定するオプション)と返す行数(「表示」オプション)を指定することによって、データの戻りにかかる時間と返されたデータのサイズを軽減できます。
メンバーを表示するには:
ウィンドウが開き、階層内のメンバー数とレベルのリストが示されます。返されたデータをすべて表示するために、ウィンドウと列の最大化が必要な場合があります。
Oracle BIリポジトリの物理レイヤーで、デフォルトでEssbaseデータがモデリングされる方法について学習します。また、他の方法でEssbaseデータをモデリングするために実行できるタスクについても説明します。
この項では、次の項目について説明します。
Essbaseデータ・ソースからメタデータをインポートすると、Oracle BIの論理モデルをサポートする方法で、キューブ・メタデータが物理レイヤーにマップされます。
別名など、ディメンションのすべてのメンバーに適用されるメタデータは、デフォルトでディメンションのプロパティとしてモデリングされます。アウトライン・ソートやMemnor情報などのレベル・ベースのプロパティは、ディメンションの個別の物理キューブ列としてマップされます。
次の物理列タイプはEssbaseメタデータに使用されます。
「アウトライン・ソート」、「祖先参照」、「メンバー・キー」、「リーフ」、「ルート」および「親参照」の各列タイプは、システムで内部で使用され、変更することはできません。
この図は、物理レイヤーにインポートされたEssbaseデータを示しています。

物理レイヤーには、特定のタイプのメタデータをモデリングする方法を制御できるように様々なオプションが用意されています。ユーザー・ベースの要件に最適なオプションを選択します。たとえば、多くのタイプのEssbaseメタデータが、物理レイヤーではデフォルトでディメンション・プロパティとしてモデリングされます。
以前のリリースのOracle BIでサポートされている属性スタイルのレポート作成機能を使いやすくするために、物理レイヤーでEssbaseメタデータをフラット化することも選択できます。
次のリストは、これらのモデリング・オプションのいくつかを要約しています。
Essbaseデータ・ソースは次のものを含むOracle BIリポジトリと併用します。
サーバー・インスタンスのスコープ: server_name:var_name
アプリケーションのスコープ: server_name:app_name:var_name
キューブのスコープ: server_name:app_name:cube_name:var_name
Essbase変数に対して、リポジトリで単一初期化ブロックも作成されます。Essbase変数の予期される更新サイクルを反映するように、初期化ブロックで適切なリフレッシュ間隔を設定します。
AGO、TODATEおよびPERIODROLLINGがEssbaseに送信され、Essbaseサーバーのネイティブ機能が利用されます。 EVALUATEおよびEVALUATE_AGGREGATEを使用して、Essbaseデータ・ソース固有のファンクションを利用できます。詳細は、<< 固有のEssbase関数を活用するEVALUATE_AGGREGATEとEVALUATEの使用例- SQLリファレンスへのリンク>>を参照してください。 EVALUATE_PREDICATEは、Essbaseデータ・ソースとの併用はサポートされません。
Essbaseメタデータを増分インポートできます。つまり、初期インポートの実行後に再インポートを実行できます。
データ・ソースの情報が変更された場合や最初のインポートにメタデータのサブセットのみが含まれていた場合に、増分インポートが必要になる可能性があります。
増分インポートについて、次の点に留意してください。
Essbaseキューブでは、メンバーまたは共有メンバーの代替名である別名の概念がサポートされます。ユーザーが自分の言語でメンバー名を表示できるように、メンバーにはユーザーの言語ごとに異なる別名があります。
Essbaseキューブでは、メンバーまたは共有メンバーの代替名である別名の概念がサポートされます。通常、ユーザーが自分の言語でメンバー名を表示できるように、メンバーにはユーザーの言語ごとに異なる別名があります。
たとえば、メンバー名が製品コード(100)で、製品名のデフォルトの別名(Cola)とそのほかに長い名前の別名(Cherry Cola)を持つ場合があります。
Essbaseキューブでは、別名は、特定の別名セットをメンバー名にマップする別名表に格納されます。通常、キューブごとにデフォルトの別名表が設定されます。
この項では、次の項目について説明します。
EssbaseからOracle BIリポジトリにメタデータをインポートする場合、物理レイヤーのEssbaseキューブ表オブジェクトには、メンバーについて表示する値を指定するプロパティが含まれます。
値は、メンバー名、デフォルトの別名またはその他の別名です。デフォルトで、列には、デフォルトの別名が表示されます。
メンバーについて表示する値を変更するには:
別名は、インポート後に物理レイヤーでディメンション・プロパティとしてモデリングされます。
レポート作成を目的として属性をフラット化したり、翻訳用に文字列を外部化したりなど、複数の別名を使用して作業する場合は、別名ごとに列を明示的に定義することができます。キューブ、ディメンションまたは階層レベルで別名列を定義できます。
別名ごとに列を明示的に定義するには:
「フェッチ」ボタンは使用しないことに注意してください。
別名列に基づいて、翻訳用に文字列を外部化する必要がある場合、Business Intelligenceのローカライズを参照してください。
Essbaseでは、ユーザー定義属性(UDA)の概念がサポートされます。UDAは任意のテキスト文字列で、次元メンバーに関連付けることができます。
1つのメンバーに複数の文字列を関連付けることができます。
メタデータのインポートウィザードで、UDAをインポートするかどうかを選択できます。UDAをインポートすることを選択した場合、リポジトリの物理レイヤーで、デフォルトで各UDAがディメンション・プロパティとしてモデリングされます。
各UDAを個別の物理列としてモデリングすることも選択できます。これを実行するには、次のいずれかのタスクを実行します。
インポート・プロセスで、メンバー属性が、対応するディメンションとレベルに自動的に関連付けられるわけではありません。
メンバー属性を適切な論理表にマップする関連付けを手動で作成するには:
代替階層は、物理レイヤーで個別の階層としてモデリングされます。
これらを個別の階層として表示することも(複数階層のビュー)、単一階層として表示することもできます。
代替階層を単一階層として表示するには、代替階層が含まれるディメンション・オブジェクトを右クリックして、「単一階層のビューに変換」を選択します。複数階層のビューに戻すには、ディメンション・オブジェクトを再度右クリックして、「複数階層のビューに変換」を選択します。
たとえば、この図は、代替階層の複数階層のビューを示しています。

図8-1は、同じ代替階層の単一階層のビューを示しています。
図8-1 単一階層のビューで表示されたEssbase代替階層

メジャーはメジャー階層としてインポートされます。キューブには、すべてのメジャーを表す単一のメジャー列が含まれます。
または、メジャー階層をフラット化して、各メジャーを個々の列で表示することもできます。これを実行するには、キューブ・オブジェクトを右クリックして、「メジャー・ディメンションをフラット・メジャーに変換します」を選択します。
メンバー名(別名も含む)が指定した階層で一意である場合、Oracle BIサーバーでは、特定のMDX構文を利用して、パフォーマンスを最適化できます。
この機能を有効にするには、「階層」ダイアログの「パフォーマンスを上げるために未修飾のメンバー名を使用」を選択します。
インポート・プロセスでは、指定の階層に対してメンバー名が一意であることを識別できません。このため、一意性を確認するのは、管理者の仕事です。階層で一意なメンバーがないのに一意なメンバーがあると指定されると、問合せエラーが発生します。
注意:
Oracle BIサーバーでEssbaseに対して正しくない問合せが生成されていることがわかった場合、指定の階層に重複したメンバー名がないかどうか確認します。重複したメンバー名があった場合、オプション「パフォーマンスを上げるために未修飾のメンバー名を使用」がその階層に対して選択解除になっていることを確認するか、次の手順を実行します。
- Essbaseアウトラインから、問題の原因となっているメンバーの名前に接頭辞または接尾辞を追加してメンバー名を一意にすることによって、問題となっている各メンバー変数を更新します。
- 参照がSQL内のデータに対して行われている場合は、必要に応じてSQLを更新します。
- Essbaseアウトラインのデータとメンバーをリロードします。
Hyperion Financial ManagementおよびPlanningデータ・ソースからのメタデータのインポートおよび問合せについて説明します。
この節の内容は以下のとおりです。
Hyperion Financial Managementデータ・ソースからメタデータをインポートすると、メジャーとディメンションの両方が物理レイヤーにインポートされます。
Hyperion Financial Managementハイパーキューブ・モデルは、次のように物理レイヤーで公開されます。
次の図は、物理レイヤーでのHyperion Financial Managementデータのモデリングを示しています。

Hyperion Financial Managementのディメンションはすべて、物理レイヤーでは親子階層としてモデリングされます。共有メンバー、代替階層および非バランス型階層がサポートされています。
ディメンション・メンバーのプロパティは、列(Name、Description、ShortNameなど)として公開されます。Sort Orderと呼ばれる追加列もディメンションごとに表示されます。この列には、Hyperion Financial Managementデータ・ソースから取得されたカスタム・ソートに関する情報が含まれます。
Hyperion Financial Managementの各ディメンションには、対応するポイント・オブ・ビュー(POV)値があり、この値は、ユーザーごとにカスタマイズされた情報を提供します。このPOV値は、「ディメンション」ダイアログの「階層」タブの「デフォルトのメンバー」として公開されます。「デフォルトのメンバー」フィールドは、インポート時に移入されますが、ユーザー・ベースの要件に応じて、デフォルト値の更新が必要な場合があります。
注意:
Hyperion Financial Managementの階層に「デフォルトのメンバー・タイプALL」オプションを選択しないでください。
Hyperion Planningデータ・ソースからデータをインポートすると、メジャーとディメンションの両方が物理レイヤーにインポートされます。
Hyperion Planningデータ・ソースからのメタデータのインポートおよび問合せには、Hyperion Planningサーバー・バージョン11.1.2.4以上が必要です。
Hyperion Planningモデルは、次のように物理レイヤーで公開されます。
次の図は、物理レイヤーでのHyperion Planningデータのモデリングを示しています。

Hyperion Planningのディメンションはすべて、物理レイヤーでは親子階層としてモデリングされます。共有メンバー、代替階層および非バランス型階層がサポートされています。
ディメンション・メンバーのプロパティは、列(Name、Description、ShortNameなど)として公開されます。Sort Orderと呼ばれる追加列もディメンションごとに表示されます。この列には、Hyperion Planningデータ・ソースから取得されたカスタム・ソートに関する情報が含まれます。
Hyperion Planningの各ディメンションには、対応するポイント・オブ・ビュー(POV)値があり、この値は、ユーザーごとにカスタマイズされた情報を提供します。このPOV値は、「ディメンション」ダイアログの「階層」タブの「デフォルトのメンバー」として公開されます。「デフォルトのメンバー」フィールドは、インポート時に移入されますが、ユーザー・ベースの要件に応じて、デフォルト値の更新が必要な場合があります。
注意:
Hyperion Planningの階層に「デフォルトのメンバー・タイプALL」オプションを選択しないでください。
Hyperion Financial Managementデータ・ソースおよびHyperion Planningデータ・ソースに対しては、メンバー問合せ(ディメンション参照)とデータ問合せ(メジャー分析)が両方ともサポートされます。
大部分の論理SQL関数は、Oracle BIサーバー内で実行されます。ただし、Hyperion Financial ManagementおよびHyperion Planningに固有の次のファンクションにアクセスするには、EVALUATE_PREDICATEを使用します。
PeriodOffset (オフセットによる前回または将来の期間へのアクセスに使用されます) SuppressDerived、SuppressInvalidIntersection、SuppressNoAccess、SuppressZero、SuppressError) Baseファンクション(指定した祖先メンバーの下のリーフ・メンバーを返します) CommonChildren 構文と使用方法の詳細は、<<EVALUATE_PREDICATE- SQLリファレンスへのリンク>>を参照してください。
前のリリースでは、手動でSuppressMissing関数をEVALUATE_PREDICATEに追加して欠落したセルを抑止していました。現行リリースのOracle BI EEでは、PERF_PREFER_SUPPRESS_EMPTY_TUPLESデータベース機能がサポートされています。このデータベース機能により、Oracle BI EEはSuppressMissing関数をHyperion Financial Managementデータ問合せまたはHyperion Planningデータ問合せに挿入して、欠落したセルを抑止します。ERF_PREFER_SUPPRESS_EMPTY_TUPLESで、空のセル値を持つ空のタプルを削除するかどうかを制御します。このデータベース機能によって、最終結果セットでnullの抑制の動作が変更されることはありません。
時系列関数に対しては、ネイティブ・サポートはありません。時系列関数は、データ・モデリングを通してのみサポートされます。
Oracle Databaseには、埋込みのフル機能オンライン分析処理サーバーを提供するOLAPオプションが用意されています。
OLAPオプションは、次のような役割で使用されます。
Oracle Business Intelligenceでは、Oracle OLAPをデータ・ソースとしてサポートしています。Oracle OLAPソースからメタデータをインポートすると、Oracle OLAPオブジェクトが管理ツールの物理レイヤーに表示されます。この項では、物理レイヤーのOracle OLAPオブジェクトに関する情報を示します。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI管理ツールを使用してOracle OLAPからメタデータをインポートする方法について説明します。
Oracle BI管理ツールを使用した場合:
場合によっては、メジャーの集計ルールを外部集計以外のものに設定することがあります。たとえば、複数のデータ・ソースをフェデレートしている場合や、Oracle OLAPでレベルごとには表されていないディメンション属性に沿ってより高レベルの集計を実行する必要がある場合です。両方の場合とも、基礎となるデータ・ソースのルールに一致するようにデフォルトの集計ルールを変更できます。可能な場合、集計はOracle OLAPデータ・ソースで実行されます。
Oracle Business IntelligenceでサポートされるOracle OLAPのバージョンについての最新情報は、システム要件と動作要件を参照してください。
Oracle OLAPアナリティック・ワークスペース(AW)オブジェクトをOracle BI管理ツールの物理レイヤーに表示できます。
これらのオブジェクトは、Oracle OLAPメタデータのアナリティック・ワークスペース・オブジェクトに対応しており、物理カタログ・オブジェクトおよび物理スキーマ・オブジェクトに似ています。アナリティック・ワークスペースは、関連キューブを格納するためのコンテナです。アナリティック・ワークスペースのコンテキスト内に、ディメンション、キューブおよびその他のディメンション・オブジェクトを作成します。
Oracle OLAPアナリティック・ワークスペース・オブジェクトには、「名前」、「 説明」および「動的名前」のプロパティがあります。「動的名前」タブを使用して、アナリティック・ワークスペース・オブジェクトの名前を指定する変数を指定できます。「動的名前」タブは、少なくとも1つのセッション変数が定義されていないと、アクティブにはなりません。詳細は、変数を使用したカタログまたはスキーマの名前の指定を参照してください。
Oracle OLAPのディメンションは、データを識別してカテゴリ分けする一意の値のリストです。
これらのディメンションによって、キューブのエッジおよびキューブ内のメジャーのエッジが形成されます。レポートでは、ディメンションの値またはディメンションの値の説明属性によって、行と列のラベルが指定されます。
Oracle OLAPのディメンションには、次の3種類があります。
注意:
Oracle Business Intelligenceでは、階層のないディメンション(フラット・ディメンション)はサポートされません。Oracle OLAPデータ・ソースからフラット・ディメンションをインポートすると、エラーが発生します。フラット・ディメンションを使用している場合は、Oracle Business Intelligenceにインポートする前に、データ・ソースでフラット・ディメンションを単一レベル階層に置換します。
「Oracle OLAPディメンション」ダイアログの「一般」タブでは、次のディメンション・プロパティとともに、ディメンションの名前と説明を表示、編集できます。
「Oracle OLAPディメンション」ダイアログの「列」タブおよび「階層」タブには、対象のディメンションに属するディメンション・メンバーと階層がリストされます。「列」タブでは、列の追加または削除と、特定の列の編集ができます。「階層」タブでは、階層の追加、削除または編集を実行できます。入力(キー)ボタンを使用して、ディメンションにデフォルトの階層を選択することもできます。
ディメンションには、1つ以上の階層を格納できます。ほとんどの階層がレベルベースで、1つ以上の集計レベルで構成されています。メンバーは、多対1の関係における次に高いレベルにロールアップされ、これらのメンバーがその次に高いレベルにロールアップされ、最終的にトップ・レベルまでロールアップされます。不規則階層およびスキップレベル階層もサポートされています。
ディメンションには、値ベースの階層も格納できます。値ベースの階層は、レベルをサポートしない親子階層です。たとえば、従業員ディメンションは、各従業員の上司を識別する親子関係を持つ場合があります。ただし、第1レベル、第2レベル、第3レベルなどの上司を一緒にグループ化するレベルは、分析上意味がない場合があります。
値ベースの階層の場合、ルート・メンバー物理キューブ列に対してデフォルトでNULL値可能オプションが選択されています。このオプションは、値ベースの階層のルート・メンバーが適切に機能するために選択する必要があります。
通常、1つのディメンションに対する複数の階層は、ベースレベルのディメンション・メンバーを共有して、別個の階層に分岐します。これらの階層ですべて同一のベース・メンバーが使用され、同一の集計演算子が使用される場合は、これらの階層で最上位レベルを共有できます。それ以外の場合は、別個の集計値を格納するために、別個の最上位レベルが必要です。
「Oracle OLAP階層」ダイアログで、階層の名前、外部名および説明を表示および編集できます。レベルベースの階層の場合は、レベルの追加、削除、編集または並替えを実行できます。値ベースの階層の場合、列を追加、削除または編集できます。キー列を指定するには、列名をダブルクリックします。
「Oracle OLAPレベル」ダイアログでは、レベルの名前、外部名および説明を表示、編集できます。レベルに対して列の追加、削除または編集を実行することもできます。ある列をレベル・キーとして指定するには、列名をダブルクリックします。
Oracle OLAPキューブは、ディメンションがまったく同じになっているメジャーを識別して、その上でデータのロード、集計、格納および問合せのすべての段階で一緒に処理される候補となる情報オブジェクトです。
キューブは、ビジネス・メジャーの形状を定義するものであり、順序付けされたディメンションのセットによって定義されます。ディメンションによってキューブのエッジが形成され、メジャーがキューブ本体のセルになります。
Oracle OLAPキューブには、他のキューブと同様のプロパティがあります。キューブの名前と説明は表示と編集が可能です。また、次に示すキューブのプロパティは更新が可能です。
これらの値を設定する場合は、データ・ソースの実際のプロパティを反映するように設定する必要があります。これがデータ・ソースにも当てはまらないかぎり、データをスパースおよび完全な実体化と指定しないでください。
これらの値をOracle OLAP 11gキューブに設定する必要はありません。これらのオブジェクトについては、最適化が自動的に行われます。
キャッシュのエントリが失効しないことを指定する場合は、「キャッシュ有効期限なし」を選択します。それ以外の場合は、「キャッシュ永続時間」を選択して、エントリがキャッシュに永続する期間を指定する値を入力します。
永続時間が異なる複数の物理オブジェクトを参照する問合せの場合、この問合せのキャッシュ・エントリは、問合せで参照される表のうち、永続時間が最も短く設定されている表の永続時間の範囲で存続します。これによって、後続の問合せで失効したキャッシュ・エントリからキャッシュ・ヒットが取得されることはなくなります。
「Oracle OLAPキューブ」ダイアログの「列」タブには、キューブに属している列がリストされます。列の追加または削除と、特定の列の編集ができます。
メジャー、計算されたメジャー、属性またはレベル・キーは、Oracle OLAP列として定義できます。Oracle OLAP列には、その他の物理列と同じプロパティがあります。「タイプ」、「長さ」、「NULL値可能」などの物理列プロパティの詳細は、物理表の列の作成と編集を参照してください。
物理図または結合マネージャを使用して物理外部キーおよび複合結合を作成できます。
ただし、マルチディメンション・データ・ソースに結合を作成することはありません。
この項では、次の項目について説明します。
物理スキーマにキーをインポートすると、主キーと外部キーの結合が自動的に定義されます。
各データ・ソース内またはデータ・ソース間のその他の結合は、物理レイヤーで表間の関係を表現するように明示的に定義する必要があります。
インポートしたキーと外部キーとの結合をメタデータで使用する必要はありません。参照整合性制約を施行するよう定義されている結合によって、問合せで正しくない結合が指定されることになる場合があります。たとえば、1つの多目的参照表と複数のその他の表との結合によって、SQL問合せで不要なまたは無効な循環結合がOracle BIサーバーから発行されることになる場合があります。
この項では、次の項目について説明します。
主キーと外部キーの関係によって、2つの表の1対多関係が定義されます。
外部キーは、別の表内の主キー列を参照する、ある表内の1つまたは一連の列です。主キーは、一意の各値が表の単一行を識別する1つまたは一連の列として定義されます。
注意:
同じ表を指す外部キー列が1つの表に複数存在するのは、次の2つの場合です。
- 外部表の主キーが連結されている場合、つまり一連の列で構成されている場合。これは、偶然複数の列を使用するようになった2つの表間の単一結合です。
- 外部表が複数のロールで機能する必要があるので、外部表に別名を作成した場合。この場合、外部キーそれぞれが、ロールを担っているどちらか一方の別名で主キーに結合します。詳細は、物理別名表についてを参照してください。
主キーと外部キーの指定は、物理図で実行することも、「物理表」ダイアログの「キー」タブおよび「外部キー」タブを使用して実行することもできます。詳細は、物理図を使用した物理結合の定義およびリレーショナル表およびキューブ表の列とキーの作成と管理を参照してください。
リポジトリの物理レイヤーでは、複合結合は、非外部キー列と主キー列の結合です。つまり、物理複合結合は、キー列の関係ではなく式を使用する結合です。
物理レイヤーで複合結合を作成する場合、結合に式を指定します。
ほとんどのデータ・ソースについて、パフォーマンスのためには外部キー結合をお薦めします。複合結合は通常、結合の形成にキー列関係が使用されないため、それほど高性能ではありません。例外がADFデータ・ソースで、ここでは、ADFモデルでビュー・オブジェクトのペアを接続するViewLinkインスタンスを指定するためにのみ物理複合結合が使用されます。
マルチデータベース結合は、別のメタデータ・データベース・オブジェクトの下の表に結合する、あるメタデータ・データベース・オブジェクトの下の表として定義されます。
別のデータベースからデータを結合するにはマルチデータベース結合を指定する必要があります。
マルチデータベース結合の指定には、物理図を使用します。詳細は、物理図を使用した物理結合の定義を参照してください。
マルチデータベース結合は、ほとんどのタイプのデータベースの表間に作成でき、Oracle BIサーバー内で実行されます。Oracle OLAPデータ・ソースの表にマルチデータベース結合を作成することはできません。
Oracle BIサーバーには、マルチデータベース結合のパフォーマンス最適化のための戦略がいくつかありますが、これらの結合は同じデータベース内の表間の結合よりはるかに非効率です。このため、可能なかぎりマルチデータベース結合は避けます。
断片化されたデータとは、複数の表に分割されている単一ドメインからのデータです。
たとえば、データ・ソースで、姓の頭文字がA - Mの顧客の売上データを1つの表に保存し、N - Zの顧客の売上データを別の表に保存する場合があります。断片化された表を使用する場合、各断片とそれに関連するすべての表との間のすべての結合条件を定義する必要があります。この図は、断片化された売上表と、それと同じように断片化されている(A - MとN - Z)断片化された顧客表との物理結合を示しています。

場合によっては、断片化されたファクト表と断片化されたディメンション表があり、断片が複数の値にわたっていることがあります。このような場合、断片化された表で作成した結合に加えて、顧客A - Fと顧客G - Zから、売上A - Mに対して1対多の結合を定義する必要があります。

注意:
必要でない場合は結合条件を追加しないようにします(たとえば、売上A - Mと顧客N - Z)。必要以上の結合条件が、パフォーマンスの低下をまねくおそれがあります。
表が同一のデータ・ソースにあるかどうかにかかわらず、表間に外部キーと複合結合を定義できます。
結合の作成に物理図を使用する場合、選択したオブジェクト・タイプと結合式に基づいて、作成する結合のタイプが管理ツールによって決定されます。
作成する結合のタイプを管理ツールで自動的に決定されないようにするには、結合マネージャを使用して、結合を明示的に作成します。詳細は、結合マネージャを使用した物理結合の定義を参照してください。
物理図を使用して物理外部キー結合または複合結合を定義するには:

「物理外部キー」ダイアログが表示されます。物理外部キー結合がデフォルトの結合タイプですが、結合の情報によっては、結合を定義して「OK」をクリックした後に、オブジェクト・タイプが複合結合に変わる場合があります。
「式」ペインにSQL結合条件が表示されます。
このダイアログに駆動表オプションが表示されますが、このオプションは選択できません。Oracle BIサーバーでは、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにのみ駆動表が実装されるためです。駆動表の詳細は、駆動表の指定を参照してください。
カーディナリティを不明に設定する場合、結合の一方の側にのみ「不明」を選択します。たとえば、不明対1の選択は、不明対不明に相当し、この結合のダイアログを次回開いたときは不明対不明と表示されます。
ViewObjectまたはViewLinkインスタンスのデフォルトの結合式は任意で、意味はありません。
物理図で、結合は、選択した2つの表の間の線で表され、結合の「1」側が矢印になっています。この図は、物理図での結合を示しています。

結合マネージャを使用して、結合関係を表示したり、物理外部キー結合および複合結合を作成したりできます。
結合マネージャを使用して物理外部キー結合または複合結合を定義するには:
「複合結合」ダイアログが表示されます。
カーディナリティを不明に設定する場合、結合の一方の側にのみ「不明」を選択します。たとえば、不明対1の選択は、不明対不明に相当し、この結合のダイアログを次回開いたときは不明対不明と表示されます。
ViewObjectまたはViewLinkインスタンスのデフォルトの結合式は任意で、意味はありません。
不透明なビューとは、SELECT文で構成されている物理レイヤーの表です。
新しい表が必要な場合、物理表またはマテリアライズド・ビューを作成する必要があります。不透明なビューは、他にソリューションがない場合にのみ使用してください。
マテリアライズド・ビューの詳細は、データベースとのメタデータ交換による問合せのパフォーマンス向上を参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
「ビューのデプロイ」ユーティリティを使用して、データ・ソースに不透明なビューをデプロイします。
リポジトリでは、不透明なビューは、データ・ソースのビュー表として表示されますが、不透明なビューはデプロイされるまで実際には存在しません。
デプロイ後、不透明なビューはデプロイされたビューと呼ばれます。不透明なビューは、デプロイせずに使用できますが、Oracle BIサーバーで不透明なビューが検出されると、より複雑な問合せの生成が必要になります。
注意:
XLSデータ・ソースや非リレーショナル・データ・ソースなどのデータ・ソースでは、不透明なビューはサポートされておらず、ビューをデプロイするためのユーティリティも実行できません。
特定のデータ・ソースで不透明なビューがサポートされていることを確認するには、「データベース」ダイアログの「機能」タブで、CREATE_VIEW_SUPPORTED SQL機能が選択されていることを確かめます。この手順については、データ・ソースでサポートされるSQL機能の指定を参照してください。
オフライン・モードで、「ビューのデプロイ」ユーティリティは、ODBCおよびDB2 CLIデータ・ソースで、データ・ソースからのインポート時に使用できます。
Oracleのネイティブ(クライアント)ドライバも、オフライン・モードでのビューのデプロイに対応しています。オンライン・モードでは、ビューのデプロイは、サポートされているデータ・ソースで、サーバーを通したインポートを使用して実行できます(クライアント上での設定は無視されます)。
リポジトリの物理レイヤーで不透明なビューをデプロイするためのSQL文は、サポートされているデータ・ソースで使用できます。
不透明なビューをサポートするデータ・ソースを判別するには、システム管理者に問い合せるか、データ・ソースのドキュメントを参照してください。
定義には、リポジトリ変数のみを使用します。ビュー定義にセッション変数が含まれていると、エラーが生成されます。
構文
説明:
select_statementは、不透明なビュー・オブジェクトでユーザーが入力したSQL文です。SQL文が無効な場合、create view文はビューのデプロイ時に失敗します。 view_nameは、schema.viewnameとviewnameのいずれかの形式です。接続プールの設定によって、スキーマ名が追加されるかどうかが決まります。 注意:
SELECT文で行単位の初期化変数を参照するには、
VALUELISTOF関数を使用します。たとえば、変数LIST_OF_USERS内のユーザー名に割り当てられた顧客を取得するためには、次の構文を使用します。RW.CUSTOMERS.USER_NAME in (VALUELISTOF(NQ_SESSION.LIST_OF_USERS))リストに表示されている指定された値のみでフィルタをするには、
ValueNameofを使用して、次の例のようにします。最初の値は「0」であることに留意してください。「1」ではありません。RW.CUSTOMERS.USER_NAME in '(ValueNameOf(0,NQ_SESSION.LIST_OF_USERS))
不透明ビュー・オブジェクトの場合、右クリック・メニューには、「ビューのデプロイ」オプションが含まれます。「ビューのデプロイ」を選択すると、Create View SQL文が実行され、デプロイされたビュー・オブジェクトの作成が試行されます。ビューのデプロイを開始する方法と各方法の結果について、次にまとめます。
デプロイ時に名前がビューに割り当てられます。事前割当ての名前を変更する場合、新しい名前は英数字で18文字以下にする必要があります。これらのガイドラインに従わないと、オブジェクト名は、次の名前変換アルゴリズムを使用して有効な名前に自動的に変換されます。
英数字以外の文字はすべて削除されます。
デプロイメント・プロセスが完了すると、次のことが起こります。
オブジェクト・タイプを「選択」に戻すと、関連付けられている不透明ビューがデータ・ソースから削除されるか、エラー・メッセージが表示されます。デプロイされたビューの削除の詳細は、不透明なビューまたはデプロイされたビューを削除するタイミングを参照してください。
不透明ビューをデプロイするには:
変更がネーミング・ルールに準拠していない場合は、別の名前が割り当てられ、ダイアログが再度表示されて、その名前を受け入れることも変更することもできます。このアクションは、すべての名前が検証に合格するまで繰り返されます。
SQL文(CREATE VIEW)が実行され、「ビューのデプロイメント・メッセージ」ダイアログが表示されます。
デプロイされたビューに対して「ビューのアンデプロイ」ユーティリティを実行すると、ビューは削除され、ビュー表は元のSELECT文が指定された不透明なビューに戻ります。
デプロイされたビューをアンデプロイするには:
選択したオブジェクトに関連するデプロイされたビューが存在する場合は、右クリック・メニューに「ビューのアンデプロイ」オプションが含まれます。
アンデプロイされるビューのリストが表示されます。
アンデプロイが正常に完了したかどうかを示すメッセージが表示されます。
リポジトリの不透明なビュー・オブジェクトまたはデプロイされたビュー・オブジェクトを削除するには次のガイドラインに従います。
SELECT文がリストアされます。 注意:
データ・ソースのビュー表を手動で削除しないでください。この表を削除すると、Oracle BIサーバーで、そのビュー・オブジェクトを問い合せることができなくなります。ビューをアンデプロイすると、データ・ソースからそのビューが自動的に削除されます。
ヒントとは、SQL文内に配置されるインストラクションで、データ・ソース問合せオプティマイザに、その文を実行するための最も効率的な方法を指示します。
ヒントは、オプティマイザの実行計画より優先されるため、ヒントを使用して、より効率的な計画を使用するようオプティマイザに強制することにより、パフォーマンスを向上させることができます。ヒントは、Oracle Databaseデータ・ソースでのみサポートされています。
管理ツールを使用すると、オンライン・モードとオフライン・モードの両方でヒントをリポジトリに追加でき、問合せのパフォーマンスを最適化できます。リポジトリにヒントを追加するときに、ヒントを物理レイヤー・オブジェクトに関連付けます。ヒントに関連付けられたオブジェクトに対して問合せが実行されると、Oracle BIサーバーによってヒントがSQL文に挿入されます。
この表は、ヒントを関連付けることができる物理オブジェクトを示しています。また、対象の物理オブジェクトに対応する管理ツールのダイアログも示しています。これらのダイアログそれぞれに、「ヒント」フィールドが含まれており、このフィールドに、リポジトリに追加するヒントを入力できます。
| データベース・オブジェクト | ダイアログ |
|---|---|
複合結合 | 複合結合 |
物理外部キー | 物理外部キー |
物理表 | 物理表 - 「一般」タブ |
ヒントは、「表タイプ」が「物理表」に設定されている場合にのみサポートされます。その他の表については、ヒントのテキストは無視されます。表タイプが「選択」の物理表の場合、「デフォルトの初期化文字列」フィールドに入力するSQL文の一部としてヒントのテキストを入力できます。
Oracle BIサーバーでのOracleヒントの使用方法について学習します。
Oracleヒントの詳細は、使用しているバージョンのOracle DatabaseのSQLリファレンス・ガイドを参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
索引ヒントは、オプティマイザが表ではなく特定の索引をスキャンする方法を示します。
ORDER_ITEMS表に対する問合せが遅い場合は、問合せオプティマイザの実行計画を確認してください。FAST_INDEXが使用されていない場合は、索引ヒントを作成して、オプティマイザがORDER_ITEMS表ではなくFAST_INDEXをスキャンするように強制できます。索引ヒントの構文は、次のとおりです。
index(table_name,index_name)
このヒントをリポジトリに追加するには、管理ツールの「物理表」ダイアログを開いて、「ヒント」フィールドに次のテキストを入力します。
十分に調査され、計画されたヒントは、問合せのパフォーマンスを大きく向上することができます。
ただし、ヒントは、実行計画が不十分であると、パフォーマンスに負の影響を与えることもあります。
ヒントを作成して問合せのパフォーマンスを最適化するには、次のガイドラインに従ってください。
Oracle BI管理ツールを使用して、ヒントをリポジトリに追加できます。
ヒントを作成するには:
使用できるOracleヒントとヒント構文の説明は、使用しているバージョンのOracle DatabaseのSQLリファレンスを参照してください。
注意:
ヒントには、SQLコメント・マーカー(/*または--)を使用しますが、ヒントのテキストの入力時にSQLコメント・マーカーを入力しないでください。ヒントの実行時に、Oracle BIサーバーによってコメント・マーカーが挿入されます。
行数をリクエストすると、管理ツールでは、すべてのまたは選択した表と列について、データ・ソースから行数が取得され(列の場合は個別の値が取得されます)、これらの値がリポジトリに格納されます。このプロセスにかかる時間は、取得する行数の数によって異なります。
すべての行数の更新時には、行数が取得および格納されている間に「行数の更新中」ウィンドウが表示されます。「取消」をクリックすると、インプロセス表(およびその列)の取得後に取得プロセスが停止します。行数には、取消し操作の前に値が取得されたすべての表と列が含まれます。
大きなリポジトリのすべての行数を更新する場合、完了に長時間かかることがあります。このように、選択した表と列の数のみ更新するとよい場合があります。
次の場合、行数は使用できません。
COUNTDISTINCTファンクションをサポートしていないデータ・ソース。たとえば、Microsoft AccessやMicrosoft Excel、およびCOUNT_STAR_SUPPORTEDがデータベース機能表で無効になっているデータ・ソース。 :USERおよび:PASSWORDがユーザーの名前とパスワードとして設定されている接続プールでは機能しません。 オフライン・モードでは、変数の値の設定ダイアログが表示されるため、セッション変数:USERおよび:PASSWORDを移入できます。
物理レイヤーで行数を表示するには:
物理レイヤーで選択した行数を更新示するには:
物理レイヤーですべての行数を更新するには:
前回の更新以降に変更されている行数がリフレッシュされます。
この章の構成は、次のとおりです。
Oracle BIリポジトリのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーによって、データのビジネス・モデルつまり論理モデルが定義され、ビジネス・モデルと物理レイヤー・スキーマ間のマッピングが指定されます。
ビジネス・モデルには、物理レイヤーのオブジェクトとは異なり、常にディメンションがあり、データ・ソースの編成が反映されます。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーには、1つ以上のビジネス・モデルを含めることができます。それぞれのビジネス・モデルには、論理表、論理列および論理結合が含まれます。
キーの概念など、論理表と物理表のオブジェクトでは似通った用語が使用されますが、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理表および論理結合には、リレーショナル・モデルのものとは異なる独自のルール・セットがあります。たとえば、論理ファクト表にはキーが必要ではなく、論理結合が、可能な多くの物理結合を表す場合があります。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理表、結合、マッピングおよびその他のオブジェクトは通常、物理レイヤーから特定のビジネス・モデルにオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップしたときに自動的に作成されます。これらのオブジェクトが作成されたら、追加の論理結合の作成、列での計算や変換の実行、ディメンション表およびファクト表に対するキーの追加や削除などのタスクを実行できます。
物理レイヤーの要素をすべて作成したら、物理レイヤーからビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに表または列をドラッグして、メタデータに論理オブジェクトを作成できます。
この項では、次の項目について説明します。
管理ツールのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーには、1つ以上のビジネス・モデルを含めることができます。
各ビジネス・モデルには、ビジネス・モデル定義とビジネス・モデルの論理表から物理表へのマッピングを含めることができます。
リポジトリでの作業をオフライン・モードで行う場合、ときどきリポジトリを保存することを忘れないでください。ビジネス・モデル間で一貫性がない場合でも、オフライン・モードでリポジトリを保存できます。
ビジネス・モデルを作成する手順は次のとおりです。
注意:
このオプションを選択解除するには、ビジネス・モデルの一貫性を確保しておく必要があります。
ビジネス・モデルを作成したら、物理レイヤーからオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップすることによってビジネス・モデル・オブジェクトを作成できます。詳細は、次の項を参照してください。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのオブジェクトを物理レイヤーのソースに自動的にマップするには、物理レイヤーのオブジェクトを論理レイヤーの特定のビジネス・モデルにドラッグ・アンド・ドロップします。
物理表をビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにドラッグすると、対応する論理表が作成されます。表内の物理列ごとに、対応する論理列が作成されます。一度に複数の表をドラッグすると、物理結合ごとに論理結合が作成されますが、これは、初めて表を新規ビジネス・モデルにドラッグしたときのみです。
マルチディメンション・データ・ソースに対するビジネス・モデル・オブジェクトの自動作成
マルチディメンション・データ・ソースに対するビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでのオブジェクトの設定は、リレーショナル・データ・ソースに対する論理レイヤー・オブジェクトの設定と似ています。ビジネス・モデル・レイヤーを作成するには、物理レイヤー・キューブを論理レイヤーにドラッグ・アンド・ドロップします。Oracle Business Intelligenceによって、メトリック、属性およびディメンションが保持され、完全に構成された一貫性のあるビジネス・モデルが自動的に作成されます。
注意:
Essbaseデータ・ソースの場合は、Essbaseキューブごとに個別のビジネス・モデルを作成することをお薦めします。これを実行するには、各キューブを1つずつビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにドラッグします。
選択したビジネス・モデルのコピーを作成し、新しい名前をコピーに割り当てる方法を説明します。
この機能を使用すると、ビジネス・モデルとそれに対応するサブジェクト領域またはサブジェクト領域とそれに対応するビジネス・モデルの選択、コピーの作成および作成したコピーへの新しい名前の割当てを実行できます。
注意:
別名はコピーされません。
ビジネス・モデルとサブジェクト・エリアをコピーするには:
コピーしたビジネス・モデルがビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに表示され、コピーしたサブジェクト・エリアがプレゼンテーション・レイヤーに表示されます。
「ビジネス・モデル図」を開いて、論理表と結合のグラフィカル・モデルを確認できます。
ビジネス・モデル図にアクセスするには、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤー(ディメンションやファクト表など)のオブジェクトを右クリックし、「ビジネス・モデル図」を選択します。その後、次のオプションのいずれかを選択します。
注意:
ビジネス・モデル図には、論理表と結合のみが表示されます。ビジネス・モデル、ディメンション、階層など、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのその他のオブジェクトは表示されません。結合は、結合の「1」側に矢印が付いた直線で表されます。

ビジネス・モデル図に表を追加するには、「ビジネス・モデル図」ウィンドウを開いたままにし、追加する表を1つ以上右クリックします。その後、「ビジネス・モデル図」を選択し、表示オプションのいずれかを選択します。
ビジネス・モデル図に表示されているグラフィカル表および結合の右クリック・メニューから追加オプションを選択できます。たとえば、オブジェクトの削除やオブジェクトのプロパティの表示、または右クリック・オプションの「直接結合の追加」、「選択内容全体に結合された表の追加」および「すべての結合の追加」を使用して、関連するオブジェクトの追加を実行できます。また、「ツリー表示での検索」を選択して、中央ペインのビジネス・モデルとマッピング・レイヤー・ビュー内で特定のオブジェクトを検索したり、オンライン・モードのオブジェクトをチェックアウトしたりできます。
ビジネス・モデル図ビュー内のオブジェクトを右クリックして、「非表示」を選択し、図で特定のオブジェクトを非表示にすることもできます。ただし、この効果は一時的で、永続するものではありません。
「ファイル」メニューの「印刷」および「印刷プレビュー」オプションを使用して、ビジネス・モデル図の印刷オプションを管理します。ツールバーの「印刷」オプションを使用することもできます。
論理結合の定義の詳細は、「ビジネス・モデル図を使用した論理結合の定義」を参照してください。
論理表は、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに存在します。
各ビジネス・モデルで定義される論理スキーマには、少なくとも2つの論理表を含める必要があり、それらの論理表間の関係を定義する必要があります。
各論理表には、1つ以上の論理列と、論理表に関連付けられている1つ以上の論理表ソースが含まれます。論理表名の変更、論理表ソースの並替え、および論理キーである主キーと外部キーの構成を実行できます。
この項では、次の項目について説明します。
物理スキーマに表が存在しない場合は、論理表を手動で作成する必要があります。
物理レイヤーから物理表をビジネス・モデルとマッピング・レイヤー内のビジネス・モデルにドラッグ・アンド・ドロップすることによって論理表を作成します。
ドラッグ・アンド・ドロップ操作では通常、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで最も速くオブジェクトを作成できます。物理レイヤーから物理テーブルをビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにドラッグ・アンド・ドロップすると、表に属している列がコピーされます。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップした後は、物理レイヤーのオブジェクトに影響を及ぼさずに、論理表のオブジェクトを変更できます。
物理表を(キーと外部キーの関係が定義された状態で)ビジネス・モデルにドラッグすると、物理レイヤーのキーと結合をミラー化した論理キーと結合が作成されます。これは、ドラッグした表に外部キーが定義された表が含まれる場合にのみ実行されます。表を新規作成した場合や、物理レイヤーからビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに追加の表を続けてドラッグした場合は、新規作成したまたは新規にドラッグした表と前にドラッグした表との論理マッピングを手動で作成する必要があります。
結合の詳細は、結合マネージャを使用した論理結合の定義およびビジネス・モデル図を使用した論理結合の定義を参照してください。
ドラッグ・アンド・ドロップで論理表を作成するには:
物理レイヤーからのキーと結合を保持する場合は、外部キーが定義された表を含める必要があります。
物理レイヤーからの表オブジェクトをドロップすると、表オブジェクトが、物理ソース・マッピングを含めて、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに自動的に作成されます。
論理表を手動で作成するには:
「論理表」ダイアログが表示されます。
論理表を手動で作成した後は、すべてのキーと結合を手動で作成する必要があります。
新規論理表ソースの追加、既存の表ソースの編集または削除、表ソースへのマッピングの作成または変更、および論理表ソースの使用時と内容の集計方法の定義を実行できます。
これらのタスクの実行手順は、論理表ソース(マッピング)の管理を参照してください。
「データ駆動断片選択」オプションを有効にして、断片化された論理表ソースのパフォーマンスを向上できます。
「データ駆動断片選択」は、デフォルトで無効になっています。
「データ駆動断片選択」を有効にするには:
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで表を作成したら、ディメンション表ごとに主キーを指定します。
論理ディメンション表には、論理主キーを指定する必要があります。論理キーは、1つ以上の論理列で構成できます。
注意:
論理ファクト表には論理キーを指定しないことをお薦めします。
論理表の主キーを指定するには:
論理表で外部キー結合を使用しないことをお薦めします。
これらの結合を作成する必要がある場合は、まず、「オプション」ダイアログでオプションの「論理外部キー結合作成の許可」を有効にする必要があります。
詳細は、結合マネージャを使用した論理外部キー結合の作成を参照してください。
「論理表」ダイアログの「外部キー」タブは、以前のリリースのOracle Business Intelligenceで使用していた可能性のある論理外部キーを確認するためのものです。
論理表間の関係は、論理結合によって表されます。
論理結合は、物理的な結合ではなく概念上の結合です。つまり、特定のキーまたは列を結合しません。1つの論理結合が可能な多くの物理結合に対応する場合があります。
論理結合の重要なプロパティの1つがカーディナリティです。カーディナリティは、ある表内の行が結合先の表の行とどのように関連するかを表します。1対多のカーディナリティは、最初の論理ディメンション表の各行に対応する行が、2つ目の論理表には0個、1個または多数あることを意味します。管理ツールでは、ある表が、その他の論理表に対応しているすべての論理結合において多の側である場合、その表は論理ファクト表と見なされます。
Oracle BIサーバーで必要なメタデータによってビジネス・モデルに対する論理リクエストが物理データ・ソースに対するSQL問合せに変換されるように、論理表結合を指定する必要があります。論理結合情報によって、Oracle BIサーバーに、論理表間の多対1関係の情報が提供されます。この論理結合情報は、Oracle BIサーバーで基礎となるデータベースに対する問合せが生成されるときに使用されます。
次の両方が当てはまる場合、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで論理結合を作成する必要はありません。
ただし、多くの場合、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでいくつかの論理結合を作成する必要があると思われます。これは、非常に単純なモデルの場合を除いて、すべての物理表を同時にドラッグ・アンド・ドロップすることはまれなためです。
結合マネージャまたはビジネス・モデル図を使用して、論理結合を作成できます。物理レイヤーで複合結合を作成する場合は、式、および結合を作成する特定の列を指定できます。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで論理結合を作成する場合は、式も結合を作成する列も指定できません。物理レイヤーに結合が存在するからといって、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに一致する結合が必要なわけではありません。
注意:
論理表には外部キーを指定しないことをお薦めします。ただし、「オプション」ダイアログで「論理外部キー結合作成の許可」を選択した場合は、下位互換性のために、結合マネージャを使用して、論理外部キー結合を作成できます。
ファクト表の論理キーは、属性表に結合されるキー列で構成する必要があります。Oracle BIサーバーが、特定のサード・パーティの問合せとレポート作成ツール用のODBCデータ・ソースとして使用される場合は、論理外部キー結合が必要なことがあります。
この項では、次の項目について説明します。
ビジネス・モデル図には、論理表とそれらの表の間に定義されている結合が表示されます。
ビジネス・モデル図を使用して、表の間に論理結合を定義できます。
ビジネス・モデル図を使用して論理結合を定義するには:
「論理結合」ダイアログが表示されます。
このオプションは、一方の表が非常に小さく、他方の表が非常に大きな場合に、Oracle BIサーバーでマルチデータベースの内部結合を処理する方法の最適化に有用です。マルチデータベース結合を実行しないかぎり、駆動表は選択しないでください。駆動表の詳細は、駆動表の指定を参照してください。
注意:
駆動表を指定するかどうかの決断には、十分な注意を払ってください。駆動表は、まれな状況で、駆動表が非常に小さい(1,000行未満)場合にのみ問合せの最適化に使用します。駆動表を間違って選択すると、重大なパフォーマンス低下をまねくおそれがあります。
ビジネス・モデル図で、結合は、選択した2つの表の間の線で表され、結合の「1」側が矢印になっています。この図は、ビジネス・モデル図での結合を示しています。

結合マネージャを使用して、論理結合の関係の表示と論理結合の作成を実行できます。
また、お薦めできませんが、「オプション」ダイアログで「論理外部キー結合作成の許可」を選択した場合は、結合マネージャを使用して、論理外部キー結合を作成できます。
この項では、次の項目について説明します。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでは、論理外部キー結合よりも論理結合をお薦めします。
結合マネージャを使用して論理結合を作成するには:
「結合マネージャ」ダイアログが表示されます。
「論理結合」ダイアログが表示されます。
このオプションは、一方の表が非常に小さく、他方の表が非常に大きな場合に、Oracle BIサーバーでマルチデータベースの内部結合を処理する方法の最適化に有用です。マルチデータベース結合を実行しないかぎり、駆動表は選択しないでください。駆動表の詳細は、駆動表の指定を参照してください。
注意:
駆動表を指定するかどうかの決断には、十分な注意を払ってください。駆動表は、まれな状況で、駆動表が非常に小さい(1,000行未満)場合にのみ問合せの最適化に使用します。駆動表を間違って選択すると、重大なパフォーマンス低下をまねくおそれがあります。
特定のサード・パーティの問合せおよびレポート作成ツールのODBCデータ・ソースとしてOracle BIサーバーを使用する予定の場合に、論理外部キー結合が必要なことがあります。
通常は、論理外部キーは作成してはいけません。
結合マネージャを使用して論理外部キー結合を作成するには:
このオプションは、一方の表が非常に小さく、他方の表が非常に大きな場合に、Oracle BIサーバーでマルチデータベースの内部結合を処理する方法の最適化に有用です。マルチデータベース結合を実行しないかぎり、駆動表は選択しないでください。駆動表の詳細は、駆動表の指定を参照してください。
注意:
駆動表を指定するかどうかの決断には、十分な注意を払ってください。駆動表は、まれな状況で、駆動表が非常に小さい(1,000行未満)場合にのみ問合せの最適化に使用します。駆動表を間違って選択すると、重大なパフォーマンス低下をまねくおそれがあります。
駆動表は、一方の表が非常に小さく、他方の表が非常に大きな場合に、Oracle BIサーバーでクロスデータベース結合を処理する方法の最適化に有用です。
駆動表の指定は、駆動表から選択された行数が結合先の表の行数よりはるかに少ない場合にのみ、問合せの最適化に使用できます。
注意:
問題が発生しないように、駆動表は、非常に小さい、つまり1,000行未満の場合にのみ指定します。
「論理結合」ウィンドウから論理結合に駆動表を指定できます。駆動表を指定した場合、Oracle BIサーバーでは、問合せ計画で駆動表の使用によって問合せ処理が最適化されると判断された場合に駆動表が使用されます。小さな表(駆動表)がスキャンされ、パラメータ化された問合せが大きな表に発行されて一致する行が選択されます。その後で、その他の表が、その他の駆動表を含めて、一緒に結合されます。
注意:
駆動表から行が多数選択された場合、駆動表の指定によって重大なパフォーマンス低下をまねくおそれがあり、
MAX_QUERIES_PER_DRIVE_JOINの制限値を超えた場合は、問合せが終了します。
通常、駆動表は、内部結合に使用でき、駆動表が左外部結合の左の表である場合、または右外部結合の右の表である場合は、外部結合に使用できます。駆動表は、完全外部結合には使用されません。駆動表を指定する手順については、論理結合の定義を参照してください。
駆動表のパフォーマンスを制御およびチューニングする機能として、データベース機能表に2つのエントリがあります。
MAX_PARAMETERS_PER_DRIVE_JOIN これは、パフォーマンス・チューニング・パラメータです。通常、値が大きいほど、生成の必要があるパラメータ化問合せの数が少なくなります。値が大きすぎると、バックエンド・データベース制限によりパラメータ化問合せが失敗します。値を0 (ゼロ)に設定すると、駆動表結合がオフになります。
MAX_QUERIES_PER_DRIVE_JOIN これは、リソース集中型の駆動表結合を防ぐために使用します。パラメータ化問合せの数がこの値を超えると、問合せが終了し、エラー・メッセージがユーザーに返されます。
物理問合せからトリミング可能な結合を決定する際に、Oracle BIサーバーでは、この項で説明する要因が考慮されます。
次の結合トリミングのルールが、論理表ソース内の表に対して施行されます。
Oracle BIサーバーで結合をトリミングする場合、次の基準が満たされている必要があります。
次の条件のいずれかがtrueである場合、結合には、結果セットの行数を変更する可能性があるものと見なされます。次の条件のいずれでもtrueである場合、結合は問合せからトリミングされません。
次の表に、Oracle BIサーバーで問合せから結合をトリミングできる例を示します。
| シナリオ | 結果 |
|---|---|
![]() 従業員 内部結合 部門 | 部門は内部結合の「1」の側にあるため、トリミングできます。 従業員は内部結合の複数の側にあるため、トリミングできません。 |
![]() 従業員 左外部結合 部門 | 部門は結合の「1」の側にあり、左外部結合(つまり、Nullを指定する表)の右側にあるため、トリミングできます。 従業員は結合の複数の側にあり、左外部結合(つまり、行を維持する表)の左側にあるため、トリミングできません。 |
![]() 従業員 右外部結合 部門 | 部門は右外部結合(つまり、行を維持する表)の右側にあるため、トリミングできません。 従業員は結合の複数の側にあるため、トリミングできません。 |
![]() 従業員 内部結合 従業員情報 | 両方の表が内部結合の「1」の側にあるため、いずれの側でもトリミングできます。 |
![]() 従業員 左外部結合 従業員情報 | 従業員情報は結合の「1」の側にあり、左外部結合(つまり、Nullを指定する表)の右側にあるため、トリミングできます。 従業員は左外部結合(つまり、行を維持する表)の左側にあるため、トリミングできません。 |
![]() 従業員 右外部結合 従業員情報 | 従業員情報は右外部結合(つまり、行を維持する表)の右側にあるため、トリミングできません。 従業員は結合の「1」の側にあり、右外部結合(つまり、Nullを指定する表)の左側にあるため、トリミングできます。 |
![]() 従業員 内部結合 部門 | 部門は内部結合の0..1の側にあるため、トリミングできません。 従業員は内部結合の複数の側にあるため、トリミングできません。 |
![]() 従業員 左外部結合 部門 | 部門は外部結合の0..1の側にあり、左外部結合(つまり、Nullを指定する表)の右側にあるため、トリミングできます。 Oracle BIサーバーでは、外部結合の0..1の側にあるNullを指定する表のトリミングが許可されますが、この場合は、問合せから部門をトリミングしても従業員表から選択した行数が変更されないためです。 従業員は外部結合の複数の側にあるため、トリミングできません。 |
![]() 従業員 完全外部結合 部門 | 結合が完全外部結合であるため、いずれの側もトリミングできません。 |
![]() 従業員 複数対複数 プロジェクト | 結合が複数対複数であるため、いずれの側もトリミングできません。 |
![]() 従業員 不明 部門 | 結合のカーディナリティが不明であるため、いずれの側もトリミングできません。 |
物理図には、選択した論理オブジェクトにマップする物理表と、各表間の物理結合が示されます。
結合オプションの1つである「ビジネス・モデル内のオブジェクトと直接結合」は、論理レイヤーに特有のオプションです。このオプションによって、次の両方の条件を満たす表の物理図が作成されます。
論理オブジェクトの物理図を開くには:
多くの論理列は、物理レイヤーからビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに表をドラッグすることによって自動的に作成されます。
その他の論理列は、特に他の論理列に基づいた計算が含まれる論理列は、後で作成することができます。
論理列は、属している論理表から展開されるツリー構造で表示されます。論理列が主キー列の場合または主キーに関与している場合、その論理列はキー・アイコンが付いて表示されます。論理列に集計ルールが設定されている場合は、ルール・アイコンが付いて表示されます。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで論理列を並べ替えることもできます。
この項では、次の項目について説明します。
この手順を使用して、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで論理列を作成します。
次の手順では、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで論理列を作成する方法を説明しています。
論理列を作成するには:
ビジネス・モデルの名前および関連付けられている論理表が「表に所属」フィールドに表示されます。
論理列には、ソートの基礎とする別の列を指定できます。
これによって、辞書式順序で値を並べることが適切でない場合に列のソート順序を変更できます。
辞書式順序のソートでは、結果が辞書のようなアルファベット順に配置されます。このタイプのソートでは、数字が別のグループに分けられるのではなく、アルファベットのスペル順で並べられます。
たとえば、月をソートする場合(MONTH_NAMEなどの列を使用して)、辞書式順序では、2月、1月、3月などという順序で結果が返されます。ところが、月は時間的順序でソートする必要があります。このため、表には、値がそれぞれ1 (1月)、2 (2月)、3 (3月)である月のキー(MONTH_KEYなど)が必要です。必要なソートを実行するには、MONTH_NAME列の「ソート順列」フィールドをMONTH_KEYに設定します。そうすれば、MONTH_NAMEによる並替えのリクエストから、1月、2月、3月の順序で値が返されます。
物理レイヤーからキューブをドラッグ・アンド・ドロップすることによってビジネス・モデルが作成される場合、Essbaseデータ・ソースに対してソート列が自動的に定義されます。
列のソート順序の基礎とする別の列を割り当てるには:
このダイアログで変更を加えることができます。変更を加えた場合は、「取消」ではなく、「OK」をクリックして、変更を確定します。
多言語列がルックアップ関数をベースとしている場合、翻訳されていないルックアップ・キー列を、翻訳された列の記述子ID列として指定することが一般的です。
記述子ID列を割り当てることで、二重列のサポートが有効になります。この機能は言語依存フィルタの定義に役立ちます。たとえば、「アンサー」では、ユーザーに表示列が表示されますが、問合せでは非表示の記述子ID列にフィルタが適用されます。
詳細は、多言語データのサポートを参照してください。
二重列は、空間列のモデリングなど、他の目的にも使用されます。
表示列に記述子ID列を割り当てるには:
このダイアログで変更を加えることができます。変更を加えた場合は、「取消」ではなく、「OK」をクリックして、変更を確定します。
集計後の計算をメジャーに適用する手段として他の論理列から列を派生する場合があります。
これを実行するには、「論理列」ダイアログの「列ソース」タブで派生列式を指定します。
「計算ウィザード」を使用して一連の派生列を作成することもできます。詳細は、「計算ウィザード」の使用を参照してください。
NQSConfig.INIで、パラメータPREVENT_DIVIDE_BY_ZEROがYESに設定されている場合、Oracle BIサーバーでは、「アンサー」列計算の場合でも、ゼロ除算の状況でエラーが防止されます。Oracle BIサーバーでは、物理SQLの記述時にnullif()または同様の関数を使用してゼロ除算阻止式が作成されます。このため、PREVENT_DIVIDE_BY_ZEROがYES(デフォルト値)に設定されているかぎり、ゼロ除算エラーを回避するためにCASE文を使用する必要はありません。NQSConfig.INIの設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。
計算に事前集計を適用することもできます。詳細は、物理から論理表ソースへのマッピングの定義と計算項目の作成を参照してください。
派生列を指定するには:
注意:
パフォーマンスを最適化するために、式ビルダーでは集計を定義しないでください。かわりに、「論理列」ダイアログの「集計」タブを使用します。詳細は、メジャー列の集計のデフォルト・レベルの設定を参照してください。
式ビルダーを使用して、参照関数を作成することにより、多言語データベース・スキーマからデータを表示することができます。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの多言語データのサポートを参照してください。
Oracle Business Intelligenceユーザーが分析やダッシュボードで通貨列を表示する通貨を選択できるように、論理列を構成できます。
すべてのユーザーで通貨オプションの同一の静的リストが表示されるようにこの機能を設定することも、指定する論理SQL文に基づいて変化する通貨オプションの動的リストを提供することもできます。
複数通貨サポートのために論理列を構成するには:
PREFERRED_CURRENCYという名前のセッション変数を、この変数で使用する初期化ブロックとともに作成します。このセッション変数を作成するときは、「ユーザーによる値の設定を可能にする」を選択する必要があります。プレゼンテーション・サービスの式でセッション変数を使用する場合は、それらの名前の先頭にNQ_SESSIONを付ける必要があることに注意してください。セッション変数および初期化ブロックの設定の詳細は、セッション変数の作成および初期化ブロックの作成を参照してください。
PREFERRED_CURRENCYセッション変数を使用して適切な変換ファクタが使用されるようにします。これを実行するには、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで該当する論理列をダブルクリックして、「列ソース」タブを選択し、PREFERRED_CURRENCY変数を使用する派生式を作成します。たとえば、次の論理列式では、NQ_SESSION.PREFERRED_CURRENCY変数を使用して、複数の通貨列が切り替わります。各通貨列には変換された適切な値が含まれるよう設定されています。
PREFERRED_CURRENCYの設定に使用する変数が含まれます。この列の各値は、通貨を一意に識別する文字列(たとえば、gc2)です。 currency.userPreferenceを設定するために使用する値を含む3番目の列を指定できます。この列の各値は、通貨を識別する文字列(たとえば、Global Currency 2)です。この列を省略した場合、currencies.xmlファイルの対応する通貨タグのdisplayMessage属性の値が使用されます。 次の表は、ユーザー設定の通貨エントリが含まれる表のサンプルを示しています。
| UserPreference | CurrencyTag | UserPreferenceName |
|---|---|---|
char | char | char |
orgc1 | loc:en-BZ | Org currency |
gc2 | int:euro-1 | Global currency 2 |
lc1 | int:DEM | Ledger currency |
gc1 | int:USD | Global Currency 1 |
プレゼンテーション・サービスでこの機能を有効にするには、追加の構成が必要です。Oracle BIプレゼンテーション・サービスの構成に関する詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのユーザー定義の通貨オプションの定義を参照してください。
メジャーであるマップ済論理列に、集計ルールを指定する必要があります。
集計は、集計COUNTおよびCOUNTDISTINCTを除いて、メジャー列でのみ実行する必要があります。メジャー列は、論理ファクト表にのみ指定できます。
オプションで、対象の論理列に関連付けられている別のディメンションに別の集計ルールを選択できます。たとえば、1つのディメンションに沿って集計列に問合せが実行された場合、1つのタイプの集計ルールを使用できる一方で、別のディメンションに沿って別の集計ルールを使用することもできます。
デフォルトの集計ルールが「個別のカウント」の場合、オプションで、特定の論理表ソースにオーバーライド集計式を指定できます。たとえば、なんらかの集計レベルがすでに含まれている別の集計表ソースに問合せを実行する場合に、オーバーライド集計式を指定できます。オーバーライドを指定しないと、デフォルトのルールが使用されます。
集計ルールEvaluate_Aggrを選択して、問合せでデータ・ソースのカスタム・ファンクションをコールできるように指定できます。この関数およびその他の集計ルールの詳細は、Oracle® Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。また、マルチディメンション・ソースに集計を設定する手順の詳細は、マルチディメンション・データ・ソースへの集計ルールの定義を参照してください。
デフォルトで、データはスパースであると見なされます。ただし、まれな場合に、論理表ソースのデータ密度が高いことがあります。論理表ソースは、関連付けられているディメンション・レベルの組合せごとに行が存在する場合に密度が高いデータが含まれると見なされます。メジャー列に集計ルールを設定するときは、マッピング先のすべての論理表ソースのデータ密度が高い場合にのみデータ密度が高いと見なすことができます。
注意:
「アンサー」では、Oracle BIリポジトリの列のデフォルトの集計ルール・セットをオーバーライドできます。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドの「集計ルールと機能」を参照してください。
メジャー列にデフォルトの集計ルールを指定するには:
問合せでユーザーまたはアプリケーションから列がリクエストされたときに、オーバーライド集計式が指定されていないかぎり、選択したファンクションが常に適用されます。
デフォルトの集計ルールとして「個別のカウント」を選択した場合、特定の論理表ソースにオーバーライド集計式を指定できます。このオプションは、1つの論理列に複数の論理表ソースがマップされており、ソースごとに異なる集計ルールを適用する場合に選択します。
「追加」ボタンをクリックして、個々の集計ルールを指定する論理表ソースを選択します。「参照」ダイアログで、追加する論理表ソースを選択して「OK」をクリックします。選択した論理表ソースの「式」リストで、使用する集計ルールを選択します。
「追加」ボタンをクリックして、集計ルールを指定する追加のディメンションを選択します。「参照」ダイアログで、追加するディメンションを選択して、「OK」をクリックします。選択したディメンションの「式」リストで、使用する集計ルールを選択するか、「式ビルダー」ボタンをクリックし、式ビルダーを使用して集計ルールを作成します。
「ディメンションに基づく」を選択すると、「データの密度が高い」オプションが表示されます。この列のマップ先の論理表ソースがすべて密度が高い場合はこのオプションを選択します。
注意:
「データの密度が高い」を選択することは、対象の列のマップ先のすべてのソースで、ソースが表しているディメンション・レベルの組合せごとに行があることを示しています。対象の列で使用されるいずれかの表ソースに密度の高いデータが含まれない場合にこのオプションを選択すると、正しくない結果が返されます。
大多数のメジャーで、各ディメンションに同一の集計ルールが設定されます。メジャーによっては、ディメンションごとに異なる集計ルールが設定されていることもあります。
たとえば、銀行は一定期間の単純な合計で計算された個別の預金の平均ではなく、特定期間の平均預金残高を計算できます。ディメンション固有の集計ルールを構成できます。指定した1つのディメンションに1つの集計ルールを指定し、他のディメンションには適用する他のルールを指定することができます。
ディメンション固有の集計を設定するには、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでディメンションを構成する必要があります。集計ナビゲーションの設定の詳細は、論理表ソース(マッピング)の管理を参照してください。
指定したディメンションにルールを選択した後、「その他」というラベルが付いたディメンションを使用して、残りのディメンションに集計ルールを設定します。
メジャーの計算時に、集計ルールは、このダイアログで指定されている順序(上から下)で適用されます。複数のディメンションがある場合は、「上へ」または「下へ」を使用して、ディメンション固有のルールの実行順序を変更できます。
複数の論理ファクト列に対する集計ルールを指定するには、このタスクの手順を使用してください。
メジャーの計算時に、集計ルールは、このダイアログで指定されている順序(上から下)で適用されます。
少なくとも2つの列を選択して、「集計の設定」メニュー項目を有効にします。これらの列に派生列が含まれていると、「集計の設定」は有効になりません。
Essbase、Oracle OLAP、およびMicrosoft Analysis ServicesやSAP/BWなどのマルチディメンション・データ・ソースをソースとする論理メジャーに、集計ルールを定義する際のベスト・プラクティスについて説明します。
Essbaseのキューブなどのマルチディメンションのキューブを「物理」レイヤーにインポートすると、Oracle BIサーバーはデータソース内で設定された集計ルールを読み取れなくなります。デフォルトの動作の結果、メジャーは、外部集計のデフォルトの集計ルールを使用して自動的にインポートされます。
Oracle BIサーバーでは、外部集計は次のことを意味します。
基礎となるデータ・ソースは非常に効率的であるため、集計ルールをデータ・ソースにプッシュ・ダウンすることによって、Oracle BIサーバーから、処理でさらにオーバーヘッドを追加することなく結果を返すことができるようになります。「物理」レイヤーおよび「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーの両方で、データ・ソースに定義されている対応する集計ルールとともに、Oracle Business Intelligenceでメジャーごとに集計ルールを更新することをお薦めします。メジャーごとに集計ルールを更新することで、Oracle BIサーバーは必要に応じて追加の計算ができるようになります。Oracle BIサーバーから最適化された問合せが可能なかぎり引き続きプッシュ・ダウンされるため、問合せのパフォーマンスに影響はありません。
注意:
Oracle BIサーバーで、特定の問合せに対して追加の集計を実行する必要があり、集計ルールが外部集計のデフォルト値に設定されている場合、Oracle BIサーバーから次のエラーが返されます。
外部問合せブロック内で外部集計が検出されました。
このエラーは、Oracle BIサーバーで、基礎となるデータ・ソースの集計ルールを読み取れなかったために発生します。これらの問合せに対して正しい結果が返されるようにするには、基礎となるデータ・ソースに設定されている集計ルールと一致するように、Oracle BIリポジトリに設定されている集計ルールを変更する必要があります。
Oracle Business Intelligenceで定義されている集計ルールが、基礎となるデータ・ソースのルールと一致することが必要です。また、次の図に示しているように、物理レイヤーおよびビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの両方に適切な集計ルールを設定する必要もあります。

Oracle BIサーバー内に対応するファンクションがないカスタムの集計の場合、物理メジャー列とそれに対応する論理メジャー列の両方について集計を外部集計のままにすることをお薦めします。
注意:
Oracle OLAPデータ・ソースの場合、Oracle OLAP列に物理レイヤー集計ルールを明示的に設定することはありません。このため、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのOracle OLAP列にのみ集計ルールを設定する必要があります。
また、問合せでOracle OLAPデータ・ソース内に存在しない集計がリクエストされたときに、集計ルールが外部集計に設定されている場合、Oracle BIサーバーからエラーが返されます。このエラーを回避するには、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのOracle OLAP列に集計ルールを明示的に設定する必要があります。
Oracle OLAP列の集計ルールを外部集計以外のものに明示的に設定しないと、Oracle BIプレゼンテーション・サービスのカスタム・グループからのリクエストが失敗します。これは、カスタム・グループは常に、データ・ソースには存在しない集計をリクエストするためです。
「レベル」タブでディメンション・レベルを選択することによって、属性を論理レベルに関連付けることができます。
メジャーは、複数のディメンションからのレベルと関連付けることができ、常に指定されたレベルに集計されます。メジャーがレベルに関連付けられている場合、レベル・ベース・メジャーと呼ばれ、問合せコンテキストに低いグレインが含まれていてもそのグレインで計算されます。たとえば、yearlySalesが年レベルに関連付けられている場合、問合せSelect month, yearlySalesで年レベルで計算されます。
ディメンションは、「ディメンション」リストに表示されます。対象の属性が論理レベルに関連付けられている場合、レベルは「レベル」リストに表示されます。
特定のディメンションのレベルにメジャーを関連付ける別の方法として、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでディメンション・ツリーを展開し、ターゲットのレベルに列をドラッグ・アンド・ドロップできます。レベルベースのメジャーの詳細は、「レベルベース・メジャーの計算」を参照してください。
ディメンションの論理レベルにメジャーを関連付けるには:
「レベル」タブのレベルのリストでは、列ヘッダーをクリックすることによって、行をソートできます(昇順と降順を切り替えることができます)。
ディメンションとメジャーの関連付けを削除するには:
論理列をある表から別の表にドラッグ・アンド・ドロップすると、その論理列が移動されます。
同じ名前の列がすでに存在する場合は、新しい列の名前が変更されます(たとえば、mycolumn#1)。
「オプション」ダイアログの「論理列の移動時にプロンプトを表示」オプションを選択して、論理列をドラッグ・アンド・ドロップしたときに「移動列のソース」ダイアログが表示されるようにすることもできます。このダイアログでは、ドラッグ・アンド・ドロップの動作に関するオプションを選択できます。
「論理列の移動時にプロンプトを表示」オプションを選択する方法の詳細は、管理ツールのオプションの設定を参照してください。
「移動列のソース」ダイアログを使用して論理列を移動またはコピーするには:
移動またはコピーした列は、この論理ソースに関連付けられます。
Oracle BIプレゼンテーション・サービスでユーザーが列データを更新してデータ・ソースに変更をライトバックできるように、個々の論理列を構成できます。
特定の列でのライトバックを有効にするには、対象の論理列の「書込み可能」オプションを選択して、対応するプレゼンテーション列の「読取り/書込み」権限を有効にする必要があります。対応する物理表のキャッシュを無効にする必要もあります。
Oracle BIプレゼンテーション・サービスでライトバックを有効にするには、追加タスクを実行する必要があります。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの分析とダッシュボードでのライトバック用の構成を参照してください。
特定の列のライトバックを有効にするには:
この図は、「論理列」ダイアログを示しています。

この図は、「読取り/書込み」権限が選択された「権限」ダイアログを示しています。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで表示フォルダを作成して、オブジェクトを編成することができます。表示フォルダが問合せ処理に影響を与えることはありません。
表示フォルダを作成すると、選択した表とディメンションが、表示フォルダにはショートカットとして表示され、ビジネス・モデル・ツリーにはオブジェクトとして表示されます。オブジェクトを非表示にして、表示フォルダのショートカットのみが表示されるようにすることができます。これらのオブジェクトを非表示にする方法の詳細は、管理ツールのオプションの設定の「オプション」ダイアログの「リポジトリ」タブに関する情報を参照してください。
注意:
表示フォルダ内の表を削除すると、そのオブジェクトへのショートカットのみが削除されます。表示フォルダ内の列を削除した場合は、その列が実際に削除されます。
論理表示フォルダを設定するには:
または、ダイアログを閉じてから、1つ以上の論理表を表示フォルダにドラッグできます。
または、ダイアログを閉じてから、1つ以上のディメンションを表示フォルダにドラッグできます。
ブリッジ表では、表間の多対多の関係を解決できます。
たとえば、「従業員」表に従業員に関する情報を格納して、従業員が担当している業務に関する情報を「業務」表に格納するとします。ただし、組織の従業員が複数の業務を担当している場合や、同じ業務を複数の従業員が担当している場合があります。このような状況では、「従業員」表と「業務」表の関係が多対多になります。
この多対多の関係を解決するには、「割当て」というブリッジ表(中間表)を作成します。「割当て」表の各行は一意で、1つの業務を担当する1人の従業員を表します。従業員が複数の業務を担当している場合、「割当て」表にはその従業員について複数の行が設定されます。1つの業務を複数の従業員が担当している場合、「割当て」表にはその業務について複数の行が設定されます。「割当て」表の主キーはコンポジット・キーで、従業員IDが含まれる列と業務IDが含まれる列で構成されます。
「割当て」表は、「業務」表と「従業員」表の間のブリッジ表として機能するため、「割当て」表を使用すると、従業員と業務の多対多の関係を次のように解決できます。
この図は、ブリッジ表および関連するディメンション表の例の物理レイヤー・ビューを示しています。

問合せ処理を効率的にするために、ブリッジ表に追加列として重みファクタを含めて、このファクタがETL時に計算されるようにする必要があります。
次の各項では、物理レイヤーおよびビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでブリッジ表をモデリングする方法を説明します。
物理レイヤーでブリッジ表をモデリングするには、対象のブリッジ表とその関連ディメンション表との間に結合を作成します。
ブリッジ表とそれに関連する表に物理結合を作成するには:
この図は、物理図での物理表の例の間の結合を示しています。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでは、ブリッジ表に関連付けられている2つのディメンション表を単一ディメンションでモデリングするか、または2つの個別のディメンションでモデリングするかを選択できます。
関連ディメンション表を単一ディメンションでモデリングするには、ブリッジ表と他方のディメンション表にマップする2つ目の論理表ソースを作成し、他方のディメンション表から列を追加します。
2つの個別の論理表ソースを設定することによって問合せがより効率的になります。これは、この設定によって、単一のディメンション表に対する問合せにブリッジ表が関係しなくなるためです。
ブリッジ表に関連付けられているディメンション表を単一ディメンションでモデリングするには:
この図は、ブリッジ表ソースの「論理表ソース」ダイアログを示しています。

これで、ブリッジ表ソースを伴うものも含め、論理表に基づいてディメンションを作成することができるようになりました。
1つのブリッジ表に関連付けられている2つのディメンション表を単一のディメンションでモデリングする処理の代替として、それらのディメンション表を個別のディメンションでモデリングすることができます。
これを実行するには、ファクト表と、ファクト表に物理的には結合されていないディメンション表との間に論理結合を作成して、他の表マッピングを追加するようにその同じディメンション表の論理表ソースを変更します。
ブリッジ表に関連付けられているディメンション表を個別ディメンションでモデリングするには:
この図は、ビジネス・モデル図での論理表の例の間の結合を示しています。

この図は、変更したディメンション表ソースの「論理表ソース」ダイアログを示しています。

これで、ブリッジ表に関連付けられている両方の論理表を含め、論理表に基づいてディメンションを作成することができるようになりました。
Oracle BIリポジトリで、バイナリ・ラージ・オブジェクト(BLOB)データとキャラクタ・ラージ・オブジェクト(CLOB)データをモデリングする方法について説明します。
CLOBデータは、任意の文字セットによるラージ・プレーン・テキストのドキュメントです。サポートされているBLOBイメージ・タイプは、GIF、PNG、TIFF、JPEGおよびBMPです。サポートされているBLOB形式は、PDF、オーディオまたはビデオです。
BLOBデータとCLOBデータをモデリングする手順は次のとおりです。
この章のトピックは、次のとおりです:
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにおいて、ディメンション・オブジェクトは論理列(属性)の階層構造を表します。
1つ以上の論理ディメンション表を、1つのディメンション・オブジェクトに関連付けることができます。
一般的なディメンションには、期間、製品、市場、顧客、仕入先、プロモーション条件、原材料、製造工場、輸送手段、メディアの種類、時刻などがあります。ディメンションは、ビジネス・モデルとマッピング(論理)レイヤーおよびプレゼンテーション・レイヤー内に存在することに注意してください。
各ディメンションで、階層の構造に論理列を編成します。この構造は、ビジネスに必要とされている組織のルールとレポート作成ニーズを表します。これは、データのより詳細なビューを取得するために、ディメンション間のドリル操作にOracle BIサーバーで使用されるメタデータも提供します。
論理ディメンションには、レベル・ベースの階層(構造階層)を持つディメンションと親子階層(値階層)を持つディメンションの2種類があります。レベル・ベース階層は、いくつかのタイプのメンバーが含まれており、同じタイプのメンバーが1つのレベルにのみ存在する階層です。親子階層では、メンバーはすべて同じタイプを持ちます。Oracle Business Intelligenceでは、時系列データをモデリングするための特殊な機能を備えた、時間ディメンションと呼ばれる特殊なタイプのレベル・ベース・ディメンションもサポートされます。
マルチディメンション・データソース用のディメンションはソース内で定義されているため、他のデータソース内のディメンションと比較して必要な作業量は少なくて済みます。たとえば、ディメンション・レベル・キーは作成しません。ディメンションは特定のマルチディメンション・データソース固有のものであり(複数のマルチディメンション・データソースで使用することはできません)、個別に作成して操作することもできません。また、データソース内の各キューブは、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー内に1つ以上のディメンションと1つのメジャーを持つ必要があります。
特定の論理ディメンションをベースとするプレゼンテーション階層オブジェクトを作成することによって、Oracle BIアンサーのユーザーにディメンションを提示できます。プレゼンテーション・レイヤーに階層を作成することにより、ユーザーは階層ベースの問合せを作成することができます。詳細は、プレゼンテーション階層とプレゼンテーション・レベルでの作業を参照してください。
また、プレゼンテーション・レイヤーのサブジェクト・エリアに各階層レベルの1つ以上の列を追加することによって、ディメンション階層を提示することもできます。Oracle BIアンサーは、これらの階層列のドリルダウンをサポートしています。
各ビジネス・モデルは1つ以上のディメンションを持つことができ、各ディメンションは1つ以上の論理レベルを持つことができ、各論理レベルには1つ以上の属性(列)を関連付けることができます。
次の各項では、ディメンションの作成方法について説明します。
ディメンションには2つ以上の論理レベルが含まれます。論理レベルを作成する際の推奨順序は、まず総計レベルを作成し、次に子レベルを作成し、一番下のレベルまでこれを繰り返すというものです。
ディメンションの構成要素を次に示します。
ディメンションに配置できるレベルの数には、制限はありません。レベルの合計数そのものが、問合せのパフォーマンスを左右する決定的な要因となるわけではありません。ただし、非常に複雑なSQL問合せでは、ディメンション内に2つか3つのレベルがあっただけでも、パフォーマンスに影響を及ぼす可能性があることに注意してください。
たとえば、時間ディメンションには会計上の階層とカレンダ上の階層が含まれることがあり、それらは共有の日のレベルを持つことがあります。日には会計年度とカレンダ年の2つの親があり、それらはいずれも全ルート・レベルの子となります。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理階層は、プレゼンテーション・レイヤーの階層と異なり、独立したメタデータ・オブジェクトとして定義されません。この論理階層はレベル間の関連を通じて暗黙に存在します。
ヒント:
1つのレベルで非常に多くのメンバーが指定されるのを避けるために、階層に中間レベルを設定することをお薦めします。たとえば、500車種のモデルに関するデータを追跡する自動車会社に対してProductディメンションを作成する場合、500車種のモデル全部をAutomobilesの直下に置くのではなく、グレインのより細かい階層レベル(ミニバン、サブコンパクト、中型セダンなど)を作成する場合があります。この方法に従うと、問合せパフォーマンスが向上し、読取りとナビゲーションの容易なレポートやダイヤグラムを作成することができます。
論理レベルは複数のレベル・キーを持つことができます。その場合、そのレベルの主キーを指定してください。特定のレベルに集計コンテンツを持つすべてのディメンション・ソースには、そのレベルの主キーとなる列が含まれている必要があります。それぞれの論理レベルは1つのレベル・キーを持つ必要があります。このレベル・キーは、Oracle BIサーバーのユーザーがクリックしてドリルダウンするときに表示されます。これは、そのレベルの主キーであってもなくても構いません。表示するレベル・キーを設定するには、「レベル・キー」ダイアログで「表示に使用」オプションを選択します。
Monthなどのレベル・キー(そのドメインにJanuary、Februaryなどの値が含まれている)を使用する際は気をつけてください。この場合、値は毎年繰り返されるため特定の月で一意ではありません。Monthをレベル・キーとして定義するには、上位レベル(たとえばYear)の属性を含める必要があります。Yearを追加するには、このダイアログで「追加」をクリックし、表示されるダイアログで論理列を選択します。
より上位のレベルの属性を含めることによって、レベル・キーを確実に一意のものにしておかないと、問合せで予期しない結果が返されることがあります。たとえば、Oracle BIサーバーで、複数の物理問合せからの結果セットを結合する必要がある場合、結果に含まれていると予期される行がいくつか削除されている可能性があります。それは、それらの行がレベル・キー定義に照らして一意であると見なされないためです。
レベル・キーは、生成された代理キー(time_key='1023793'など)ではなく、意味のあるビジネス・キー(Month_name='2010 July'など)にする必要があります。代理キーは、ソース表の1つのインスタンスにのみ適用される物理アーティファクトであるためです。対照的に、ビジネス名は、その論理列のどの物理インスタンスにもマップできます。たとえば、month_nameは、詳細な表、集計スターからの集計表およびフェデレーテッド・スプレッドシートの列にマップできます。物理レイヤーでは、依然として結合で代理キーが使用されます。そのため、ビジネス・モデルでビジネス・キーを使用しても、パフォーマンスまたは柔軟性の低下はありません。
AGO関数、TODATE関数およびPERIODROLLING関数を使用するすべての時系列メジャーは、時間レベル上にある必要があります。派生論理列として、AGO、TODATEおよびPERIODROLLINGの集計が作成されます。 AGO、TODATEおよびPERIODROLLING機能は、断片化されたディメンション論理表ソース、または同じ時間ディメンションでフラグメント化されたファクト・ソースのいずれに対してもサポートされていません。ファクト・ソースは他のディメンションでフラグメント化される場合があります。 詳細は、時系列関数についてを参照してください。
ユーザー・アプリケーションは、ISLEAF関数を使用することによって、特定のメンバーから下に移動することが可能かどうかを判断できます。詳細は、<<ISLEAF- SQLリファレンスへのリンク>>を参照してください。
データ・ソース内の存在しないメンバーについては、そのメンバーの値としてnull値が実装されます。すべての計算では、null値はその親の中の個別の子として扱われます。レベルベースのメジャーおよび集計計算では、存在しないすべてのノードがグループ化されます。
不均衡階層は、必ずしも親子階層と同じではないことに注意してください。親子階層はその性質上不均衡になりますが、レベルベース階層も不均衡になることがあります。
問合せでは、スキップしたレベルは表示されず、計算にも影響を与えません。階層でソートする場合、これらのメンバーは直近の祖先の下に出現します。
データ・ソース内の特定のレベルにおいて存在しないメンバーについては、そのメンバーの値としてnull値が実装されます。すべての計算では、null値はその親の中の個別の子として扱われます。レベルベースのメジャーおよび集計計算では、スキップされたすべてのノードがグループ化されます。
この図は、不均衡とスキップレベルの両方の特徴を持つ階層を示しています。たとえば、A-Brand 4、B-LOB 3およびType 5は不均衡なブランチであり、A-Brand 2とType 3の間やB-LOB 2とProduct 6などの間には、スキップが存在します。

ディメンション階層レベルの使用方法を説明します。
ディメンション階層レベルを使用して、次の操作を実行できます。
レベルベース階層で階層レベルを作成および管理する方法を説明します。
次の各項で説明されているタスクを実行します。
ディメンションを作成した後、1つ以上の論理ディメンション表内の属性(列)、および論理ファクト表内のレベルベース・メジャーに、各ディメンションを関連付けることができます。
論理列をディメンション・レベルに関連付けると、それらの列が存在する表が「ディメンション」ダイアログの「表」タブに表示されます。
レベルベース階層のディメンションを作成するには:
注意:
このオプションを選択できるのは、ディメンションが関連付けられていないディメンション表が1つ以上存在する場合のみです。
「デフォルトのルート・レベル」フィールドは、論理列をディメンション・レベルに関連付けると自動的に設定されます。
注意:
物理レイヤーに設定されている物理階層タイプと、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーで選択するディメンション・プロパティを一致させることを、ベスト・プラクティスとしてお薦めします。詳細は、物理階層オブジェクトでの作業を参照してください。
また、問合せが動作するためには、不規則なディメンションやスキップ・レベルのディメンションのプロパティが正しく設定されていることを確認する必要があります。
ディメンション内に論理レベルを作成するときには、レベルのタイプを特定し子レベルを定義することによって階層も作成します。
マルチディメンション・データ・ソースの階層作成の詳細は、マルチディメンション・データ・ソースに対するビジネス・モデル・オブジェクトの自動作成を参照してください。
ディメンション内の論理レベルに対して全般的なプロパティを定義するには:
この数は必ずしも正確である必要はありませんが、論理レベル間の数の比率は正確である必要があります。リレーショナル・ソースの場合、レベル・キーの行数を取得し、その数を要素数として使用することができます。多次元ソースの場合、そのレベルのメンバー数を使用することができます。
Oracle BIサーバーは、使用する集計ソースを選択する際にこの数を使用します。たとえば、集計ナビゲーションが使用される場合、異なるグレインに複数のファクト・ソースが存在します。Oracle BIサーバーは、それぞれの修飾ソースの合計行数を推測する方法として、その修飾ソースの各レベルの要素数を乗算します。次にOracle BIサーバーは、各ソースの結果を比較し、要素数の合計が最も少ないソースを選択して、問合せに回答します。要素数の合計が最も少ないソースが最も高速であると想定されます。
「子レベル」ペインに子レベルが表示されます。
対象の子レベルとそのすべての子孫レベルが、「子レベル」ペインから削除されます。
ディメンション内にすべての論理レベルを作成したら、総計レベルを除くすべての論理レベルに、ディメンション表から1つ以上の列をドラッグ・アンド・ドロップします。
ディメンションに最初に列をドラッグするとき、そのディメンションに論理表が関連付けられます。ドラッグ・アンド・ドロップ操作によって、該当するディメンションのレベルに論理列を関連付けます。論理列に論理レベルを関連付けるには、ある論理レベルの列を別の論理レベルにドラッグします。
ディメンション表の論理キーを構成する論理列は、ディメンションの最下位レベルに関連付ける必要があります。
ディメンションのレベルに論理列を関連付けると、「ディメンション」ダイアログの「表」タブに、それらの列が存在する表が表示されます。
例については、次の項を参照してください。
時間ディメンションの場合、ソース表内の時間に関連するすべての列を時間ディメンション内で定義するようにしてください。たとえば、時間に関連する論理表にMonth Name列およびMonth Code列が含まれている場合、ディメンション内の適切なレベルに両方の列をドラッグする必要があります。この図は、論理列を論理レベルに関連付ける方法について示しています。

ディメンションに関連付けられている表を検証するには:
「表」タブのリストには、そのディメンションに関連付けられている表が含まれています。レベルベースのメジャーを作成した場合、このリストには、論理ディメンション表が1つのみ含まれ、論理ファクト表が1つ以上含まれます。
レベルベース・メジャーとは、集計の特定のレベルにおいて値が常に計算される列です。
その場合、CountryRevenue、RegionRevenueおよびCityRevenueを測定する列を設定することができます。たとえば、ある企業が国、地域および都市に基づいて収益を測定するとします。
プレゼンテーション階層を含む問合せにレベル・ベースのメジャーの列が含まれており、問合せグレインがその列固有の集計レベルよりも上位の場合、問合せの結果としてnullが返されます。リクエストに通常の列のみが含まれていて、階層列が含まれていない場合は、レベルベースのメジャーはnullに置換されません。
メジャーAllProductRevenueは、総計レベルのレベルベース・メジャーの例です。レベルベース・メジャーでは、1回の問合せで複数の集計レベルのデータを返すことができます。レベルベースのメジャーはシェア・メジャーを作成する際にも便利です。シェア・メジャーは、なんらかのメジャーをレベルベース・メジャーで除算してパーセントを算出することにより計算します。たとえば、営業担当者の売上を地域の売上で除算することによって、その地域で各営業担当者が貢献した売上の比率を計算することができます。
たとえば、これらの計算を設定するには、Grandtotal、Country、RegionおよびCityのレベルを含むリポジトリ内にディメンション階層を構築する必要があります。この階層には、CountryとRegionの間に1対多の関係を定義し、RegionとCityの間に1対多の関係を定義するメタデータが含まれます。各国には多くの地域がありますが、各地域は1つの国の中にあります。同様に、各地域には多くの都市がありますが、各都市は1つの地域の中にあります。
ディメンション階層を構築したら、CountryRevenue、RegionRevenue、およびCityRevenueのそれぞれに1つの論理列を作成する必要があります。これらの列は、ソースとしてRevenue論理列を使用します。Revenue列にはデフォルトの集計ルールSUMがあり、基礎となるデータベース内にソースがあります。
CountryRevenue列、RegionRevenue列およびCityRevenue列を、それぞれCountryレベル、RegionレベルおよびCityレベルにドラッグします。これらの列のいずれかを要求する問合せでは、そのレベルで集計された売上が返されます。
この図は、この例のビジネス・モデルとマッピング・レイヤー内のビジネス・モデルを示しています。

売上に総計ディメンション階層を使用する方法について説明します。
TotalProducts (総計レベル)、Brands、およびProductsの各レベルと、合計のデフォルト集計ルールで定義されたRevenue列を持つ製品ディメンション階層があると、AllProductRevenue論理列を作成できます。AllProductRevenue列は、ソースとしてRevenueを使用します。AllProductRevenue列を総計レベルにドラッグします。AllProductRevenue列を含む問合せは、すべての製品の総売上を返します。BrandsまたはProductsのいかなる制約にも関係なく値が返されます。
他の表内の列に制約がある場合、総計は問合せのスコープに制限されます。たとえば、問合せのスコープが1999年および2000年のデータを要求する場合、製品売上の総計は、1999年および2000年のすべての製品の売上となります。
A、B、Cの3つの製品があり、それぞれの売上の合計が100、200、300である場合、製品売上の総計は600です(各製品の売上の合計)。この例で説明しているリポジトリを設定している場合の問合せとその結果を示します。
結果は次のとおりです。
AllProductRevenue列は、問合せで制約が設定された製品に関係なく、常に600の値を返します。
レベルの主キーを特定するには、「論理レベル」ダイアログの「キー」タブを使用します。
ディメンション・レベルの主キーを指定するには:
総計レベルの下の論理レベルをダブルクリックします。
レベル・キーが1つしかない場合は、それがデフォルトで主キーとなります。
選択した列が「論理レベル・キー」ダイアログの「列」リストに表示され、自動的に選択されます。
注意:
LOOKUP関数の結果として導出された論理列を、主論理キーとして使用することはできません。この制限が存在する理由は、LOOKUPの操作は集計が計算された後に適用されますが、レベル・キー列は集計が計算される前に利用可能である必要があるためです(レベル・キー列は集計計算の粒度を定義するため)。
LOOKUP関数の結果として導出された論理列は、2次論理レベル・キーとして使用できます。
(オプション)キーの説明を入力し、「OK」をクリックします。
時間ディメンションでは、少なくとも1つのレベルに時系列キーが存在する必要があります。任意のレベルで1つ以上の時系列キーを選択し、レベル内でキーをソートすることができますが、使用されるのは最初の時系列キーのみです。
時間ディメンション内で時系列キーを選択しソートするには:
注意:
ディメンションが時間ディメンションとして認識されるためには、「ディメンション」ダイアログの「一般」タブで「時間」を選択する必要があります。
「優先ドリル・パス」タブでは、Oracle BIプレゼンテーション・サービスのユーザーがデータ要求をドリルダウンする際に使用するドリル・パスを特定します。
このタブは、ディメンション・レベル階層によって定義される通常のドリル・パスの外部にあるドリル・パスを指定する場合にのみ使用します。このドリル・パスはほとんどの場合、あるディメンションから別のディメンションにドリルするのに使用されます。ドリル・パスから論理レベルを削除したり、ドリル・パス内の論理レベルを並べ替えることができます。
優先ドリル・パスにディメンション・レベルを追加するには:
「名前」ペインにレベルの名前が追加されます。
時間ディメンションへの絶対または相対順序番号の追加は、時系列関数を最適化し、問合せ時間が改善する場合があります。
デフォルトでは、Oracle BIサーバーは、複雑なRANK物理SQL式を使用して時間ディメンションの順序番号を生成します。時間ディメンションの論理レベルへの絶対または相対順序番号の追加は、ランク式のあらかじめ計算された結果を含む時間ディメンション表の直接の列参照を提供します。オプションのこのマッピングは、データ・ソースに対してOracle BIサーバーが実行しやすい簡単な問合せを生成します。
順序番号は、特定のレベルの時間ディメンション・メンバーの列挙です。列挙は密度が高く(ギャップがなく)、実際の時間順序に対応する必要があります。たとえば、年の月に1から12を列挙できます。
順序番号を追加するには:
論理ディメンション表にディメンションが存在しない場合、その表から論理ディメンションを自動的に設定することができます。
ディメンションを自動的に作成する際には、管理ツールは論理表ソースとそれらのソース内の列マッピングを調べ、論理表ソース内の物理表の間の結合を使用して、論理レベルおよびレベル・キーを決定します。したがって、ディメンション表にすべての論理表ソースが定義された後は、この方法でディメンションを作成するのが最良です。
次のルールが適用されます。
ディメンションを自動作成するには:
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーに新しいディメンションが表示されます。
レベル評価を使用すると、1つ以上のディメンション階層に自動的にレベル数を設定できます。
レベル数は、最適な問合せ計画を決定して、システムの全体的なパフォーマンスを向上するために問合せエンジンで使用されます。
オンライン・モードでリポジトリを開き、問合せに対してビジネス・モデルが使用できることを確認する必要があります。「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーで、次の論理レイヤー要素を選択して、レベル評価コマンドを実行できます。
ビジネス・モデル。ビジネス・モデル・オブジェクトを選択すると、Oracle BI管理ツールは、ビジネス・モデル内のすべてのオブジェクトをチェックアウトしようとします。
ディメンション。ディメンションの整合性チェックを実行し、ディメンションが論理的に正当であるかどうかを確認します。
ビジネス・モデルとディメンションの組合せ。複数のディメンションと複数のビジネス・モデルを個別に選択できます。
レベル評価コマンドを実行すると、次に説明するように、レベル数に対する整合性チェックが起動されます。
レベル・キーが有効であるかチェックします。レベル内の列は参照整合性を持ちます。
親子関係をチェックします。親のレベル数が子のレベル数よりも大きい場合、エラーが返されます。
評価されたすべての数、およびエラーまたは整合性に関する警告がリストされた実行レポートが生成されます。
11gバージョンを使用している場合、問合せとエラーはOracle BIサーバーのnqquery.logに記録されます。Oracle BI EE 12cを使用している場合、問合せとエラーはDOMAIN_Home/servers/obis1/logs内のobis1_query.logに記録されます。
これらの情報をログ・ファイルに記録するには、ログ・レベルを4以上に設定します。ロギングの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle Business Intelligenceの問題の診断と解決に関する項を参照してください。
論理レベル数を自動設定するには:
レベル評価を実行するにはアイテムをチェックアウトする必要があるため、「いいえ」をクリックすると操作は中断されます。
管理ツール・ダイアログに、ディメンション・レベル数のリスト、およびエラーまたは警告メッセージが表示されます。
オブジェクトをチェックインするときに、リポジトリのグローバル整合性をチェックすることができます。
親子階層とは、タイプがすべて同じメンバーの階層のことです。
これは、同一タイプのメンバーが単一レベルの階層にのみ出現するレベルベースの階層と対照的です。
この項では、次の項目について説明します。
現実世界で最も一般的な親子階層の例として、組織の階層図があげられます。
組織の階層図には、次のことが当てはまります。
これらの条件は、親子階層の基本機能を示しています。それらの機能とは次のとおりです。
この図は、複数レベルの親子階層の例を示しています。

次の表は、Employees表の行とキー値によってこの親子階層を表す様子を示しています。
| Emp_ID | Mgr_ID |
|---|---|
Andrew | null |
Barbara | Andrew |
Carlos | Andrew |
Dawn | Barbara |
Emre | Barbara |
特定の論理ディメンションをベースとするプレゼンテーション階層を作成することによって、Oracle BIアンサーのユーザーに親子階層の論理ディメンションを提示できます。プレゼンテーション・レイヤーに階層を作成することにより、ユーザーは階層ベースの問合せを作成することができます。詳細は、プレゼンテーション階層とプレゼンテーション・レベルでの作業を参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
レベルベース階層と異なり、親子階層のディメンション・メンバーはすべて1つの論理列に存在します。
親子階層では、メンバーの親は同じ論理列の、親キーが指す別の行にあります。これは、メンバーの親が同じ行の別の論理列にあるレベルベース階層とは異なります。つまり、親子階層のナビゲーションはデータ値に従い、レベルベース階層のナビゲーションはメタデータ構造に従います。
レベルベース階層では、各レベルは名前が付けられ、分析に役立つと見なされる現実世界の属性またはカテゴリに対応する、階層の位置を占めます。設計時にレベルの数が固定されるレベルベース階層とは異なり、親子階層の深さには制限がなく、深さは新しいデータに応じて実行時に変更できます。
すべてのOracle BIサーバー親子階層には、2つのシステム生成エンティティ(「合計」と「詳細」)があり、それらは、論理ディメンションが作成されるときに親子階層ごとに自動的に定義されます。「詳細」エンティティには、すべての階層メンバーが含まれます。
これら2つのシステム生成エンティティは、親子階層内の祖先と子孫の間にある暗黙のメンバー間レベルとは異なるものです。この項では、これらの暗黙のレベルは親子階層レベルと呼びます。
レベルと緊密に関連付けられているのは、親子階層内の距離という概念です。別のメンバーからあるメンバーまでの距離が、そのメンバーから祖先または子孫までの親子階層レベルの数です。たとえば、メンバーからその親までの距離は常に1であり、AndrewからEmreまでの距離は2です。この例の図は、親子階層についてを参照してください。
リレーショナル表では、親子階層内の異なるメンバー間の関係は、関連付けられているベース表内の識別キーによって暗黙に定義されます。
ただし、リレーショナル表に定義されたOracle BIサーバーの各親子階層では、個別の親子関係表内にメンバー間の関係を明示的に定義する必要があります。
親子関係表には次の4つの列を含める必要があります。
注意:
この祖先は、そのメンバーの親の場合もあれば、より上位の祖先の場合もあります。
列名はユーザーが定義することができます。列のデータ型は、次の条件を満たす必要があります。
注意:
表に示す例では、可読性を考慮してテキスト文字列を使用しています。ただし通常は、member_keyおよびancestor_keyには整数の代理キーを使用します(それらがソースのディメンション表に存在する場合)。
INTEGER列です。 親子関係表内の行については、次の条件に注意してください。
この表は親子関係表の例を示しています。各行は、従業員のメンバー間の関係を表しています。親子階層についての図を参照してください。
| Member_Key | Ancestor_Key | Distance | Isleaf |
|---|---|---|---|
Andrew | Andrew | 0 | 0 |
Barbara | Barbara | 0 | 0 |
Carlos | Carlos | 0 | 0 |
Dawn | Dawn | 0 | 0 |
Emre | Emre | 0 | 0 |
Andrew | null | null | 0 |
Barbara | Andrew | 1 | 0 |
Carlos | Andrew | 1 | 1 |
Dawn | Barbara | 1 | 1 |
Dawn | Andrew | 2 | 1 |
Emre | Barbara | 1 | 1 |
Emre | Andrew | 2 | 1 |
親子階層の定義時に起動できるウィザードを使用して、親子関係表を作成および移入するスクリプトを生成します。スクリプトの作成およびロードについては次の点に注意してください。
ウィザードを使用しない場合は、親子関係表を手動で作成し、その表を親子階層に関連付ける前に物理レイヤーにインポートする必要があります。またこの場合、親子階層内のメンバー間の関係を記述するのに必要なデータを表に移入するのもユーザーの役割です。
親子階層で定義する必要のある主要な要素として、メンバーの識別列とメンバーの親の識別列があります。
この基本原則は、階層の派生元となるデータ・ソースにかかわらず、すべての親子階層に当てはまります。
リレーショナル表に基づく親子階層には、親子関係表が付属している必要があります。詳細は、親子関係表についてを参照してください。
親子階層のディメンションを作成するには:
「参照」ウィンドウに、ビジネス・モデル内の論理ディメンション表とその主キーが表示されます。
「参照」ウィンドウに、ステップ4で選択した論理表の主キー以外の列が表示されます。
ステップ4で選択した論理表がリレーショナル表ソースに基づいている場合は、ディメンション定義プロセスを続行して、階層の親子関係表を設定する必要があります。詳細は、親子関係表の定義を参照してください。
親子階層がリレーショナル表に基づく場合、親子関係表を定義する必要があります。
詳細は、親子関係表についてを参照してください。
親子関係表を作成するときには、次のいずれかのオプションを選択する必要があります。
親子関係表を定義するには:
「親子関係表の設定」ウィンドウが表示されます。論理表および論理表ソースの値が設定されています。
この図は、「親子関係表の設定」ダイアログを示しています。

親子関係表には、階層用に選択した論理表の中でメンバー間の関係がどのように導出されるかを示す列が4つ以上存在している必要があります。詳細は、親子関係表についてを参照してください。
親子関係表の生成ウィザードでは、親子関係表の作成とデータ移入を行うためのSQLスクリプトが生成されます。ウィザードの終了時にOracle BIサーバーによって、ウィザード・セッションの中で選択されたディレクトリにスクリプトが格納されます。スクリプトを実行すると、メタデータ・リポジトリで利用可能な親子関係表が作成されます。
このウィザードには次の3つの主要なウィンドウがあります。
レベル・ベース階層のファクト表には、単一レベルの階層のファクトのみが含まれている場合があります。
上位レベルのディメンション・メンバーのファクトを計算するには、下位レベルのファクト表から、または上位レベルのサマリー表からファクトを集計します。
その一方で、親子階層では、次に関連する追加の決定を行うためにデータ・モデラーが必要です。
この項では親子階層のファクトの格納および集計方法について説明しており、次の内容で構成されています。
親子階層のファクト表にベース・ファクトを格納する場合、2つのオプションがあります。
次のオプションを使用できます。
親子階層の非リーフ・メンバーのファクトをリーフ・メンバーのファクトから完全に派生させることができる場合は、最初のオプションが適しています。たとえば、親子製品階層を使用していて、その中で実際の製品メンバーが階層のリーフ・メンバーとしてのみ表示される場合は、収益ファクト表にその製品階層のリーフ・メンバーの収益ファクトのみを記録するのが合理的です。製品階層の非リーフ・メンバー(製品カテゴリなど)の収益の数字を完全に派生させるには、階層の最下位にあるリーフ製品メンバーのファクトを集計します。
この図は、親子階層のリーフ・メンバーのファクトのみが格納される場合のデータの例を示しています。
次の表では、ディメンション表PRODUCT_DIMのデータの例を示しています。
| MemberKey | Name | ParentKey |
|---|---|---|
P1 | Product1 | C1 |
P2 | Product2 | C1 |
C1 | Category1 | C2 |
C2 | Category2 | C3 |
C3 | Category3 | - |
次の表では、ファクト表REVENUE_FACTSのデータの例を示しています。
| ProductKey | YearKey | Revenue |
|---|---|---|
P1 | 2011 | 100,000 |
P1 | 2012 | 105,000 |
P2 | 2011 | 75,000 |
P2 | 2012 | 80,000 |
親子階層の任意のレベルのメンバーに対するファクトが格納される2番目のオプションは、非リーフ・メンバーのファクトがリーフ・メンバーのファクトから完全に派生していない場合に必要です。好例として、営業員の上司であるマネージャも営業員であるような営業員階層があります。マネージャも含めて、個人の営業員にそれぞれ異なる収益の数字を指定し、それをファクト表に格納できます。
この表は、この状況のデータの例を示しています。
リーフ・メンバーと非リーフ・メンバー両方のファクトの格納
次の表では、ディメンション表SALES_REP_DIMのデータの例を示しています。
| MemberKey | Name | ParentKey |
|---|---|---|
101 | Phillip | 201 |
102 | Vivian | 201 |
201 | Jacob | 301 |
202 | Audrey | 301 |
301 | Ryan | - |
次の表では、ファクト表REVENUE_FACTSのデータの例を示しています。
| SalesRepKey | YearKey | Revenue |
|---|---|---|
101 | 2012 | 1,200,000 |
102 | 2012 | 1,100,000 |
201 | 2012 | 250,000 |
202 | 2012 | 1,400,000 |
リーフ・メンバーと非リーフ・メンバー両方のファクトの格納が適切である別のケースとして、親子階層の集計ルールが複雑である場合や、問合せ時点での階層の集計が消耗的であり、問合せレスポンス時間が非常に長い場合などがあります。この場合、ファクト表には、リーフ・メンバーに対して格納されたファクトに加えて、非リーフ・メンバーに対して事前集計されたファクトも格納されます。
ファクト表に含まれているのがリーフ・メンバーと非リーフ・メンバー両方のデータであるか、またはリーフ・メンバーのみのデータであるかに関係なく、データ・モデラーは、親子階層の上位レベルの集計済ファクトを計算するために、格納済ファクトの集計方法を決定する必要があります。
データ・モデラーは、メジャーに対して適切な集計機能を選択するだけでなく、上位メンバーの値を計算するために、下位メンバーに記録されたファクト値をロールアップするかどうか決定する必要があります。親子階層の下位メンバーのファクトをロールアップすることが合理的である場合もあります。また、事前集計されたファクト表や、各メンバーのコントリビューションを個別に示すためのメジャーのように、親子階層の下位メンバーのファクトをロールアップすることが不適切な場合もあります。
親子階層の下位メンバーのファクトのロールアップ
ファクト表に親子階層のリーフ・メンバーのファクトのみが格納されている場合、またはファクト表に各メンバーの個別コントリビューションのみが記録されている場合は、親子階層の上位メンバーに対して適切な集計済ファクトを取得するために、ファクト表に格納された値のロールアップが必要になります。親子階層に沿ったファクトのロールアップは、親子関係表を使用してファクト表をディメンション表に結合することで実行できます。詳細は、モデルへの親子関係表の追加を参照してください。
例の製品収益ファクト表など、リーフ・メンバーのみのファクトを格納したファクト表の場合、このモデリング手法によって、リーフ・レベルのメンバーの全ファクトを適切に要約した集計値が計算されます。
リーフ・メンバーと非リーフ・メンバー両方の個別コントリビューションを格納したファクト表の場合、この手法によって、メンバーと、そのメンバー下の全メンバーの個別コントリビューションを要約した階層集計が計算されます。
個別コントリビューション・メジャーのモデリング
複数メンバーの個別コントリビューションをロールアップした要約済の階層をレポートするだけでなく、各メンバーの個別コントリビューションをレポートできるようにするために、データ・モデラーは2つの別個のファクト論理表ソースを作成する必要があります。1つのファクト論理表ソースでは、ベース・ファクト表と親子関係表をマップします。これは、階層集計メジャーの論理表ソースです。もう1つのファクト論理表ソースでは、ファクト表の別名のみがマップされます。このファクト表の別名は、親子関係表を通して間接的に結合するのではなく、ディメンション表と直接結合する必要があります。これは、個別コントリビューション・メジャーの論理表ソースです。
事前集計済メジャーのモデリング
ファクト表の中には、事前集計されたデータが含まれ、それらが親子階層のすべてのメンバーに移入されるものがあります。たとえば、ルート・メンバーのファクト値が、そのすべての子孫メンバーのデータの集計とともに移入される場合があります。誤った結果が生じるのを避けるため、問合せではこのディメンションのメンバーを集計しないようにすることが重要です。
こうした種類の親子階層を正しくモデル化するには、IsAncestorやIsDescendantなどの階層フィルタ関数をサポートするため、親子関係表を作成する必要があります。ただし、親子関係表を通じて結合することなく、親子ディメンション表を直接結合することができます。これにより、すべての子孫をたどることはせずに、事前集計されたメンバー値が返されるようになります。
注意:
"self"行のみが含まれるように親子関係表スクリプトを修正することは避けてください。そのような変更を行うと、IsAncestor関数およびIsDescendant関数が正しく動作しなくなります。
この種類のディメンションの集計を正しく行うには、最初に、親子階層が集計される際に総計としてどのようなデータが必要かを特定する必要があります。たとえば、階層に1つのルート・メンバーが含まれており、このルート・メンバーにおいて事前集計された値を表示するとします。この場合、親子階層の合計レベルにマップされた追加のファクト論理表ソースを最初に作成します。次に、論理表ソースにおいてルート・メンバーのみを選択するWHERE句フィルタを作成します。
このモデルを採用した場合、親子階層の合計レベルの問合せでは、Oracle BIサーバーは集計論理表ソースを選択し、ルート・メンバーのWHERE句フィルタを適用します。詳細レベルの問合せでは、Oracle BIサーバーは詳細論理表ソースを選択し、事前集計されたメンバー値を返します。いずれの場合でも、各レベルに事前集計されたソースが存在するため、集計ルールがどのように設定されているかは関係ありません。
このアプローチは、問合せが親子階層の合計レベルまたは詳細レベルのいずれかである場合にのみ動作することに注意してください。ただし、親子ディメンションの一意ではない属性によってグループ化された問合せの場合、集計は正しくない可能性があります。たとえば、EmployeeディメンションにLocation属性があり、問合せがEmployee.Locationでグループ化される場合、ある従業員は同じ場所の別の従業員の部下であることが一般的であるため、二重のカウントが生じることになります。このため、ファクト表に事前集計されたメンバー値が含まれている場合は、親子ディメンションの一意ではない属性でグループ化することは避けてください。こうした属性によるグループ化が避けられない場合は、個別のディメンションとしてモデル化する必要があります。
下位メンバーからのファクトをロールアップして集計する必要のあるファクト表のメジャーについては、親子関係表が含まれるように物理レイヤーの結合を編集する必要があります。
また、適切な論理表ソースにその親子関係表を追加する必要があります。
注意:
親子階層または個別コントリビューション・メジャーに対して事前集計されたデータが含まれているファクト表については、親子関係表を通して結合するのではなく、親子ディメンション表をファクト表と直接結合する必要があります。
親子ディメンション表とファクト表を直接結合することで、すべての子孫をロールアップするのではなく、事前集計済の値または個別のコントリビューション値が返されるようになります。すべてのメンバーに事前集計されたデータを移入するときには、重複カウントを防ぐために親子階層表を論理表ソースに追加しないでください。詳細は、事前集計済メジャーのモデリングを参照してください。
親子関係表をモデルに追加するには:
時系列関数によって期間ごとのビジネス・パフォーマンスを比較することができ、複数の期間にまたがるデータを分析することが可能になります。
たとえば、時系列関数を使用して、現在の売上を1年前や1か月前などの売上と比較することができます。
SQLには時間による比較を直接行うための方法がないため、Oracle BIリポジトリ内で時系列データをモデル化する必要があります。最初に、データ・ウェアハウス内の期間表に基づいて時間ディメンションを設定します。次に、この時間ディメンションを活用するメジャーを定義することによって、AGO、TODATE、PERIODROLLINGの関数が使用できるようになります。問合せ時には、時間オフセットの処理を可能なかぎりデータベースにまかせる、高度に最適化されたSQLがOracle BIサーバーによって生成され、最良のパフォーマンスと機能が実現されます。
この項では、次の項目について説明します。
時系列関数は、時系列的なディメンションを操作します。
特定のディメンションでこれらの関数を使用するには、そのディメンションを時間ディメンションとして指定し、1つ以上のキーを1つ以上のレベルで時系列キーとして設定する必要があります。これらのキーは、ディメンション・レベル内のメンバーの時系列の順序を特定します。
時系列関数には、TODATEおよびPERIODROLLINGがあります。これらの関数を使用することによって、物理表に別名を付けて論理的にモデル化することなく、時系列計算を行う論理関数を式ビルダーを使用して呼び出すことができます。時系列関数では、SQLの標準の日付操作関数ではなく、データ・ウェアハウス内のカレンダ表に基づいて、AGO関数、TODATE関数およびPERIODROLLING関数を計算します。
この図は、時系列関数を使用して導出されたいくつかのメジャーを含むレポートを示しています。

時間問合せでは様々なグレインが使用できます。次に例を示します。
AGO関数およびTODATE関数で集計またはオフセットを要求するグレインです。図のレポートの例では、時系列グレインは四半期です。時系列問合せは、時系列グレインが問合せグレインと同じか、またはそれより大きい場合にのみ有効です。PERIODROLLING関数は時系列グレインを持たず、関数の開始期間と終了期間はユーザーが指定します。 時系列データに対する問合せが、問合せキャッシュにアクセスするには、完全一致する必要があります。Oracle BIサーバーの問合せキャッシュの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。
次の項では、時系列変換の関数を説明しています。
AGO関数は、過去のデータを表示するために時間ディメンションをオフセットさせます。
この関数は比較を行う際に便利です(「ドル」と「1四半期前のドル」の比較など)。
注意:
2008/08の月における"Dollars Qago"は、2008/05の月における"Dollars"と同じです。
この図は、DollarsおよびDollars Qagoのメジャーの値の例を示しています。

前述の図の例では、Dollars QagoのメジャーはDollarsのメジャーから導出されています。
式ビルダーでは、AGO関数には次のテンプレートがあります。
<<Measure>>は、導出元となる論理メジャーの列を表します。この例では、既存の論理ファクト表からメジャー"Dollars"を選択します。
<<Level>>は、オプションで使用する時系列グレインです。この例では、時間ディメンションから"Quarter"を選択します。
<<Number of Periods>>はオフセットのサイズ(<<Level>>引数で指定されるグレインが単位)です。たとえば、<<Level>>がQuarterで、<<Number of Periods>>が2の場合、この関数は2四半期前のドルを表示します。
この関数テンプレートを使用することによって、次のような1四半期前のメジャーの式を作成することができます。
<<Level>>パラメータはオプションです。AGO関数で時系列グレインを指定しない場合、問合せグレインが時系列グレインとして使用されます。
たとえば、Dollars_AgoをAgo(Dollars, 1)として定義したとします。この場合、次の論理問合せを実行できます。
この結果は、Dollars_AgoをAgo(Dollars, Month, 1)として定義した場合と同じです。また、次の論理問合せを実行することもできます。
この結果は、Dollars_AgoをAgo(Dollars, Quarter, 1)として定義した場合と同じです。
AGO関数の構文の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。
TODATE関数は、時系列グレインの開始期間から現在表示されている問合せグレインの期間までのメジャーを合計します。
たとえば、次の図はDollars QTDメジャーを使用したレポートを示しています。このメジャーは、Dollarsメジャーの「現時点までの四半期」バージョンです。

図の例では、2008/05の月のDollars QTDは、2008/04と2008/05のドル建ての合計金額です。つまり、Dollars QTDは、現在の時系列グレインの期間(四半期)の、すべての問合せグレイン期間(月)の値の合計です。次の四半期には別の加算が始まります。
図の例では、Dollars QTDのメジャーはDollarsのメジャーから導出されています。
式ビルダーでは、TODATE関数には次のテンプレートがあります。
<<Measure>>は、導出元となる論理メジャーの列を表します。この例では、既存の論理ファクト表からメジャー"Dollars"を選択します。
<<Level>>は、使用する時系列グレインです。この例では、時間ディメンションから"Quarter"を選択します。
この関数テンプレートを使用することによって、次のようなメジャーの式を作成することができます。
問合せグレインは実行時に問合せ自体に指定されることに注意してください。たとえば、このメジャーは日付グレインにおけるその時点までの四半期を表示しますが、加算は四半期の最後まで続きます。
TODATE関数の構文の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドのTODATEを参照してください。
PERIODROLLING関数では、固定の時系列グレインの中で集計を実行するのではなく、一連の問合せグレインの期間を指定することによって集計を実行します。
最も一般的な使用方法は、移動平均の作成です(13週間の移動平均など)。
PERIODROLLING関数には時系列グレインがないため、移動シーケンスの長さは問合せグレインによって決定されます。たとえば、ドルの3期間の移動平均は、問合せグレインが月である場合は過去3か月の値の平均が計算され、問合せグレインが年である場合は過去3年の値の平均が計算されます。
この図は、これら2つのメジャーを使用したレポートを示しています。

前述の例では、ドルの3期間の移動合計のメジャー、およびドルの3期間の移動平均のメジャーはドルのメジャーから導出されています。
式ビルダーでは、PERIODROLLING関数の書式は次のようになります。
PeriodRolling(<<Measure>>, <<Starting Period Offset>>, <<Ending Period Offset>>)
<<Measure>>は、導出元となる論理メジャーの列を表します。ドルの3期間の移動合計のメジャーを作成するには、既存の論理ファクト表からメジャーDollarsを選択します。
<<Starting Period Offset>>および<<Ending Period Offset>>では、移動集計の最初の期間と最後の期間を指定します。この整数は、表示されている期間からの相対的な期間の数です。この例では、問合せグレインは月であり、3か月の移動合計は2期間前から始まり、現在の期間も含まれます。つまり、月が2008/07の場合は、2008/05、2008/06および2008/07を含めた移動合計になります。ドルの3期間の移動合計のメジャーを作成するには、これらのオフセットを示す整数を-2と0にします。
この関数の書式を使用すると、次のようなメジャーの式を作成できます。
PeriodRolling("Sales"."Base Measures"."Dollars" , -2, 0)
この例では、3か月の移動平均も示されます。このメジャーを計算するには、前に作成した移動合計を3で割って、3期間の移動平均を算出します。3で割るという前提は、移動合計の<<Starting Period Offset>>と<<Ending Period Offset>>のフィールドの-2と0が根拠になります。
3か月の移動平均の式は次のとおりです。
PeriodRolling("Sales"."Base Measures"."Dollars" , -2, 0) /3
移動平均の作成には、AVG関数を使用しません。AVG関数では、記憶域グレインでアクセスされるデータベース行の平均を計算します。移動平均を実行する場合は、分母が問合せグレインでの移動期間の数になる平均が必要になります。
PERIODROLLING関数には、オプションの4番目の階層引数があります。この引数では、yr、mon、dayなど、時間ウィンドウの計算に使用する時間ディメンション内の階層の名前を指定します。このオプションは、時間ディメンション内に複数の階層がある場合、または複数の時間ディメンションを区別する場合に便利です。階層引数の詳細および関数の構文の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドのPERIODROLLINGを参照してください。
時間ディメンションを作成するには、時間オプションを選択し、すべてのディメンション階層のすべてのレベルに時系列キーを割り当てる必要があります。
時系列データをモデル化する際には、次のガイドラインに従います。
ただし、どちらかと言えば一般的なソース・スキーマ・パターンは、時間ディメンション列がファクトおよび他のディメンションと同じ表にある完全非正規化関係表またはフラット・ファイルです。これは、時間ディメンションと見なすことはできません。それは、時間ディメンション表はファクト表と結合されているためです。この場合、ソースのモデルを変更できないときは、個別物理時間ディメンション表として機能する時間列を含む物理表の不透明なビューを作成することをお薦めします。この不透明なビューの時間ディメンションは、その後、ファクトを含む物理表に結合する必要があります。
「論理ディメンション」ダイアログの「一般」タブで「時間」オプションを選択すると、このディメンションで時系列関数が有効になります。
時系列関数のAGO、TODATEおよびPERIODROLLINGで時間ディメンションとして使用できるのは、Timeオプションが選択された論理ディメンションのみです。
この図は、「論理ディメンション」ダイアログの「時間」オプションを示しています。

各ディメンション階層のすべてのレベルに時系列キーを割り当てます。
時系列キーは、標準のSQL ORDER BY句と同等である必要があります。時系列キーのORDER BY句は、そのキーによって表される時間ディメンション・メンバーの現実的な時系列順序を反映している必要があります。たとえば、時間ディメンション・メンバーがJan-3-2013、Jan-4-2013、Jan-5-2013である場合、同じ順序で次の時系列キー、1、5、9をこれらのメンバーに割り当てることができます。ただし、2、1、3などの時系列キーを割り当てると、その結果はJan-4-2013、Jan-3-2013、Jan-5-2013となって、時系列順序として正しくありません。
Oracle BIサーバーは、時系列キーを使用して、「1月+ 2か月= 3月」など数学的に正しい時系列予測を作成します。すべてのレベル(「総計」レベルを除く)に対して時系列キーを設定し、十分なパフォーマンスを保ってすべてのレベルに対して時系列操作を実行できるようにする必要があります。これにより、何会計月前、何カレンダ年前、何日前など、すべての時間ディメンション階層のすべてのレベルに対してAGO、TODATEまたはPERIODROLLING関数を使用できます。
理論上は、「論理ディメンション」の最下位レベル・キーのみが時系列であれば、時系列関数は正しく処理を実行します。ただし、実際には、これはパフォーマンスの問題を起こします。それは、物理問合せで最も小さいグレインの使用を強制するので、桁違いに多数の行の結合が実行されるためです(たとえば、「年前」に対して「日」のグレインで365回行を結合する)。
あらゆるレベル・キーと同様に、キーはそのレベルにおいて一意であるようにしてください。たとえば、"1月"などのシンプルな月名が含まれている列は、年の名前が含まれている列と連結しないかぎり、一意にはなりません。
この図は、「論理レベル」ダイアログで時系列キーを指定する方法を示しています。

ベース・メジャーから派生した式を作成することによって、時系列メジャーを構築することができます。
これを行うには、新しい論理列を作成して「式を使用して既存の列から派生」を選択し、式ビルダーを開いて適切な時系列関数を構築します。
時系列関数をモデル化する際には、次のガイドラインに従います。
「AGOメジャーの作成」の例は、AGOメジャーの作成方法を示しています。その他の時系列関数(TODATEおよびPERIODROLLING)の詳細な構文は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。
AGOメジャーの作成
この例では、Sampleappデモンストレーション・リポジトリにAGOメジャーの派生を作成する方法について説明します。
この図は、式ビルダーにおけるAGO関数を示しています。

この図は、式ビルダーの月のレベルを示しています。

この章のトピックは、次のとおりです:
論理表ソースは、1つの論理表から1つ以上の物理表へのマッピングを定義します。
物理レイヤーとビジネス・モデルとマッピング・レイヤーとの間で発生する変換を指定したり、集計ナビゲーションや断片化を可能にしたりする場合にも、物理から論理へのマッピングが使用されることもあります。
論理表ソースは、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーのペインと、「論理表」ダイアログの「ソース」タブから表示できます。
論理表には、多数の物理表ソースがあることがあります。1つの論理列が、列にマップされた集計表(問合せがその列に対する該当するレベルの集計を要求している場合)など複数の物理表の多数の物理列にマップされていることがあります。
この項では、次の項目について説明します。
システムでは、基準を使用して、問合せに回答するためのファクト論理表ソースを選択します。
次の基準は、優先度の高いものから低いものへという順番でリストされています。
たとえば、LTS1(year, city)とLTS2(month, state)という、グレインの比較ができない2つの論理表ソースがあるとします。10年、100市、120か月および9都道府県という要素がある場合、LTS1の最悪ケース・サイズは10 x 100 = 1000、LTS2の最悪ケース・サイズは120 x 9 = 1080となります。要素数の合計が最も少ないソースが最も高速であると想定されるため、このシナリオでは、LTS1が選択されます。
このフィールドの詳細は、ディメンション内の論理レベルの作成を参照してください。
問合せ内のすべての列は、これらの予期されるパフォーマンス要因に基づいて単一の論理表ソースから提供されるものであることに注意してください。問合せでは、複数の論理表ソース間での負荷分散は行われません。
適切なファクト論理表ソースが選択された後、システムは、問合せに回答するための最適なディメンション論理表ソースを選択します。
システムでは、ディメンション論理表ソースの選択で、次の基準が使用されます。これらの基準は、優先度の高いものから低いものへという順番で記載されています。
オプションとして論理表ソースのデフォルトの選択基準を変更して、上位レベルの論理表ソースを検討する前に、ファクト論理表ソースと同じレベルにあるディメンション論理表ソースを優先させることができます。
これを行うには、セッション変数DIMENSION_LTS_JOIN_RESTRICTIONSをPREFER_SAME_LEVELに設定します。
ファクト論理表ソースと同じレベルに適切なディメンション論理表ソースが存在しない場合は、Oracle BIサーバーにより、ファクトに結合可能な最上位のディメンション論理表ソースが選択されます。これらの要因は、優先度グループと結合コストの後にのみ検討されます。
セッション変数DIMENSION_LTS_JOIN_RESTRICTIONSのPREFER_SAME_LEVELの値によって、問合せに回答するためにディメンション論理表ソースを選択する際の基準が次のように設定されます。
DIMENSION_LTS_JOIN_RESTRICTIONSがNONE (デフォルト値)に設定されていると、ファクトと同じレベルに別の結合可能なディメンション論理表ソースが存在していても、ファクト論理表ソースを上位のディメンション論理表ソースに結合できます。
ソース内のデータの整合性を確認することが重要です。
たとえば、時間ディメンションに対する年レベルの論理表ソースと月レベルの論理表ソースは同じ期間をカバーしている必要があります。
ソース内のデータに関する整合性の問題は、null抑制をオーバーライドする問合せを発行したときに(つまり、回答に分析を作成して「NULL値を含む」を選択したときに)、顕在化することがあります。たとえば、集計表によっては、nullファクト値に対応するディメンション・レコードが含まれていないことがあります。たとえば、売上のなかった年度を含まない年次売上集計表などが考えられます。つまり、結果に含まれるnull値に対して、年次ディメンションのすべての年度が存在している必要があります。
分析でのnull抑制のオーバーライドの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。
物理レイヤーからのドラッグ・アンド・ドロップによって論理表と列を作成すると、論理表ソースは自動的に生成されます。
物理レイヤーからのドラッグ・アンド・ドロップによって論理表と列を作成すると、論理表ソースは自動的に生成されます。手動で論理表を作成する場合は、ソースも手動で作成する必要があります。
複数の物理表を情報のソースにする場合も、新しい論理表ソースを追加します。たとえば、売上に関する情報は多くの表に含まれていることがあります。売上情報の取得元として、それぞれに独自の注文システムを持つ3つの異なるビジネス・ユニットが存在するかもしれません。また別の例では、注文システムまたは財務システムから定期的に売上情報をまとめて、その表をより高次のレポートで使用するかもしれません。
論理表ソースの全般的なプロパティを定義するには、「論理表ソース」ダイアログの「一般」タブを使用します。
論理表ソースを作成するには:
問合せで要求された列のセットを満たす論理表ソースが複数存在する場合、問合せでどの論理表ソースが使用されるかを決定するために、優先度グループ番号を設定することができます。
たとえば、データ・ウェアハウスとOLTPソースのいずれでも実現可能なユーザー問合せが存在するとします。通常、業務系システムへのアクセスはコストが高くなり、データ・ウェアハウスへのアクセスはコストが低くなります。この場合、データ・ウェアハウスに高い優先度を割り当てることによって、すべての問合せは可能なかぎりデータ・ウェアハウスによって実現されるようにすることができます。
特定の論理表ソースに優先度グループを割り当てても、必ずしもそのソースによって問合せが実現されるとは限らないことに注意してください。優先度グループの割当ては、特定の問合せで選択される論理表ソースを決定する際にOracle BIサーバーが使用する多くの要素の1つでしかありません。ただし、論理表ソースの優先度は最も重要なメトリックであり、他のコスト・メトリックの前に考慮されます。
優先度グループ番号を割り当てるには、論理表ソースを数値でランク付けします(0が最も優先度の高いソースです)。複数のソースに同じ番号を割り当てることができます。たとえば、2つの論理表ソースに優先度グループ0を割り当て、別の2つの論理表ソースに優先度グループ1を割り当てることができます(以下同様)。2つの優先度グループ(0と1)しか必要ない場合がよくあります。
優先度グループの割当てはオプションです。デフォルトでは、すべての論理表ソースに優先度0が設定されます。問合せに回答するために使用する論理表ソースの選択を微調整する方法として優先度グループを使用しないことは重要です。Oracle BIサーバーは、最適な論理表ソースを自動的に使用しようとしますが、これは同じ優先度グループの範囲内にかぎられます。論理表ソースごとに異なる優先度グループが設定されていると、Oracle BIサーバーは次善の論理表ソースを使用する可能性があります。
問合せの実行時に、論理表ソースの通常の優先度ランキングを逆にしたい場合があります。これを行うには、セッション変数およびリクエスト変数と、論理表ソースの優先度グループの組合せを使用します。この機能によって、ユーザーの好みに応じて実行時にソースを動的に選択する方法が提供されます。
この動的な選択を実現するには、最初にリポジトリ内にREVERSIBLE_LTS_PRIORITY_SA_VECセッション変数を作成する必要があります。この変数は、行単位のセッション初期化ブロックを使用する文字列ベクトル・セッション変数として作成します。REVERSIBLE_LTS_PRIORITY_SA_VECには、論理表ソースの優先度ランキングの反転をユーザーに許可するサブジェクト・エリアのリストを設定します。優先度ランキングの反転を有効にするには、この変数を定義する必要があります。
優先度ランキングの反転を許可する一連のサブジェクト・エリアを定義すると、ユーザーは問合せにリクエスト変数REVERSE_LTS_PRIORITYを含めることによって、論理表ソースの優先度ランキングを反転させることができます。このリクエスト変数に1を設定すると論理表ソースの優先度は逆になり、0を設定すると通常の優先度のままになります。
問合せの実行時にリクエスト変数を使用する以外の別の方法として、論理表ソースの優先度を永続的に反転させるサブジェクト・エリアのセットをあらかじめ定義しておくという方法があります。これを行うには、リポジトリ内にセッション変数REVERSED_LTS_PRIORITY_SA_VECを作成します。この変数は、行単位のセッション初期化ブロックを使用する文字列ベクトル・セッション変数として作成します。REVERSED_LTS_PRIORITY_SA_VECには、論理表ソースの優先度を永続的に逆にするサブジェクト・エリアのリストを設定します。
管理ツールでセッション変数を定義する方法の詳細は、セッション変数の作成を参照してください。
REVERSIBLE_LTS_PRIORITY_SA_VEC
SUBJECT_AREA_NAMEとREVERSIBLEの2つの列を持つSA_TABLEという名前の表を作成します。この表には、次に示すように、サブジェクト・エリアの名前をその反転値(1または0)にマッピングする行を格納しておきます。
| SUBJECT_AREA_NAME | REVERSIBLE |
|---|---|
my_sa_1 | 1 |
my_sa_2 | 0 |
次に、行単位のセッション初期化ブロックを持つ、REVERSIBLE_LTS_PRIORITY_SA_VECという名前の文字列ベクトル・セッション変数を作成します。この初期化ブロックの初期化文字列は次のようになります。
この図は、この例における「セッション変数初期化ブロック」ダイアログを示しています。

論理列を物理列にマップするには、「論理表ソース」ダイアログの「列マッピング」タブを使用します。
物理から論理へのマッピングは、物理レイヤーと、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの間の変換を指定するのにも使用されます。この変換は、整数データ型を文字に変更するような単純なものから、数式を使用して単位人口あたりの売上の比率を算出するような複雑なものまで利用できます。これらの変換を適用することは、通常「計算項目の作成」と呼ばれます。
論理列のデータ型は、その列の論理表ソースへのマッピングによって決定されます。たとえばある論理列が、null値不可のVARCHAR(50)のデータ型を持つ1つの物理ソースと、null値可能なVARCHAR(20)のデータ型を持つ別の物理ソースにマッピングされている場合、この論理列のデータ型はnull値可能なVARCHAR(50)になります。この最終的な型はプロモートされた型と呼ばれます。論理表ソースのマッピングを管理するルールによって、物理ソースをプロモート不可能なデータ型にマップすることはできません(INTとVARCHARのマッピングなど)。
論理列から物理列にマップするには:
「列マッピング」タブの「論理列から物理列へのマッピング」エリアでは、列の見出しをクリックすることによって列をソートすることができます(昇順、降順、元の順序の復元を切り替えることができます)。

「物理表」列内のセルを選択すると、リストが表示されます。ここには、この論理表ソース内に現在含まれている表のリストが表示されます。
「式」列内のセルを選択すると、リストが表示されます。ここには、この論理表ソース内に現在含まれている物理列のリストが表示されます。
物理式の作成に使用されるすべての列は、論理表ソース内に含まれる表の中にある必要があります。ソースに含まれていない表内の列を含む式は作成できません。
式ビルダーを使用して計算項目を作成することができます。計算項目内の数式は、事前集計を実際に適用したものです。たとえば、units_sold列およびunit_weight列を使用したメジャー"tons sold"を作成するには、事前集計の数式(fact.units_sold*product.unit_weight)を適用し、メジャー・オブジェクト内に集計ルールSUMを適用します。別の例として、アンサーや他のクライアントに高速に表示するために、CASTを使用してTIMESTAMP型の列をDATE型の列に変換するという使用方法があります(例: CAST("DB"."."TABLE"."COL" AS DATE))。
物理データの変換を実行する式を作成することによって、ソースを適合させることもできます。たとえば、CAST関数を使用して文字データ型の列を整数データ型に変換することによって、別の論理表ソースからのデータを一致させることができます。他の例として、CONCATENATEまたは数学関数を使用して、物理データに対して同様の変換を実行する方法があります。
集計後に必要な計算は、アンサーを参照してください。
ソースを正しく使用するには、Oracle BIサーバーはビジネス・モデルの観点で各ソースに何が含まれているかを知る必要があります。
したがって、ファクト表の各論理表ソースの集計内容を定義する必要があります。集計内容のルールは、このファクト表内に格納されているデータの粒度のレベルを定義します。このファクト論理表に関連する各ディメンションに対して粒度のレベルを定義します(関連するすべてのディメンションが定義されるようにします)。詳細は、集計対象のファクト・データのソース作成による集計ナビゲーションの設定を参照してください。
論理表のソースが断片のセットである場合、すべての断片を同じ列のセットにマップする必要はありません。ただし、列のマップの方法に応じて、サーバーは異なる回答を返します。
注意:
すべての断片を同じ列のセットにマップすることを強くお薦めします。
「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブを使用して、すべての集計表のコンテンツの定義、ソースの断片化された表の定義、およびWHERE句(返される行数を制限する場合)を定義します。詳細は、集計ナビゲーションの断片化の内容の設定を参照してください。
このソース・コンテンツ情報は、Oracle BIサーバーに対して、適切な物理集計ファクト表に問合せを送信するために知る必要のある情報を伝えます(適切な物理集計ディメンション表内の値に結合され、その値によって制約される)。
物理レイヤーの集計ファクト表と集計ディメンション表の間に結合が存在することを確認してください。
結合を確認するための推奨方法の1つに、ファクト論理表を選択し、ビジネス・モデル図(「選択された表と直接結合」)を開くという方法があります。この図には、このファクト論理表に直接結合されているディメンション論理表のみが表示されます。論理ファクトおよびディメンション・ソース内で同じ物理表が使用されている場合は、ディメンション表は表示されません。
この図は、ビジネス・モデル図(「選択された表と直接結合」)のビューに「Fact - Assess」ファクト論理表が表示される様子を示しています。

この表は、「Fact - Assess」ファクト表に直接結合されている各ディメンション表の論理レベルのリストです。
| ディメンション | 論理レベル |
|---|---|
Account Geography | Postal Code Detail |
Person Geography | Postal Code Detail |
Time | Day Detail |
Account Organization | Account Detail |
Opportunity | Opty Detail |
Primary Visibility Organization | Detail |
Employee | Detail |
Assessment | Detail |
Contact (W_PERSON_D) | Detail |
FINS Time | Day |
Positions | Details |
論理表ソースのコンテンツ定義を作成するには:
総計レベルを指定している場合を除き、すべてのディメンションに論理レベルを指定する必要があります。レベルが指定されていないディメンションは、最も詳細なレベルであると解釈されます。
注意:
論理レベルまたは列ごとに集計コンテンツを指定するオプションもありますが、論理レベルのみを使用することをお薦めします。列ごとにコンテンツを定義する必要がある場合は、次の操作を実行します。
- 「集計の内容、グループ化」のリストから「列」を選択します。
- 「表」ペインで、ソースの集計レベルを定義する各論理ディメンション表を選択します。
- 「列」ペインで、集計のグループ化の方法を定義する各ディメンションの論理列を選択します。
使用可能な論理列が複数ある場合は、ソースの物理表のキーにマップされる列を選択します。たとえば、Regionの論理レベルでデータが集計される場合は、Region表のキーにマップされる論理列を選択します。
1つのビジネス・モデル内では、論理レベルによる集計と列による集計を混在させないようにしてください。
ボックスに計算式を直接入力することも、ボックスの右にある「式ビルダー」ボタンをクリックすることもできます。「断片化の内容」の「式ビルダー」で、既存の論理列に関するコンテンツを指定できます。詳細は、集計ナビゲーションの断片化の内容の設定を参照してください。
このレベルのすべての断片が結合されていない場合のみ、このオプションを選択します。次に例を示します。
WHERE句フィルタを指定します。WHERE句を直接入力するか、「式ビルダー」ボタンをクリックして、「式ビルダー」を開き、WHERE句を作成して「OK」をクリックできます。 詳細は、WHERE句フィルタについてを参照してください。
| オプション | 説明 |
|---|---|
集計の内容、グループ化 | コンテンツの集計方法です。 |
「詳細」ボタン | 「詳細」をクリックすると次のオプションが表示されます。
|
断片化の内容 | データ・ソースの内容のビジネス・モデルの観点からの説明です。同じレベルの集計の情報がデータの値に応じて複数の表に分割される場合、データは断片化します。一般的な状況として、期間によってデータが断片化することがあります。詳細は、集計ナビゲーションの断片化の内容の設定を参照してください。 |
このソースはこのレベルの他のソースと組み合せる必要がある | 同じレベルの集計のデータ・ソースに重複する情報が含まれない場合、このオプションを選択します。この場合、集約のこのレベルにおける完全な情報を得るには、すべてのソースが結合される必要があります。 |
個別値の選択 | ソースの値が一意である場合に使用します。 |
WHERE句フィルタは、論理表ソース内で参照される物理表を制約するのに使用されます。
集計ソースに制約がない場合は、WHERE句フィルタは空のままにします。
各論理表ソースには、集計レベルの単一の交差のデータが含まれている必要があります。たとえば、BrandとManufacturerの両方のレベルに販売データを持つようなソースは作成したくない場合があります。物理表内の複数のレベルにデータが含まれている場合は、適切なWHERE句制約を追加して、単一のレベルになるように値をフィルタ処理します。
WHERE句フィルタのすべての制約は、ソース内の物理表に対して作成されます。
論理表が、リレーショナル表をベースとする親子階層を持つディメンションの一部である場合について学習します。
この場合、この論理表には、物理ソースと、親子階層で必要となる親子関係表のソースの両方が含まれます。親子関係表は、親子階層のメンバー間の関係を明示的に定義します。
通常、親子関係表の論理表ソースは、親子表の生成ウィザードによって作成されたスクリプトを実行すると自動的に作成されます。このウィザードには「親子表の設定」ダイアログからアクセスします(ディメンション・オブジェクトで利用可能です)。
注意:
親子表の生成ウィザードの機能は、「論理表ソース」ダイアログからは利用できません。親子関係表を生成するためのスクリプトを作成するには、ディメンション・オブジェクトに移動する必要があります。
親子関係表ソースの詳細は、「論理表ソース」ダイアログの「親子設定」タブで確認できます。このタブには次の情報が表示されます。
親子関係表の詳細は、親子階層のディメンションの作成を参照してください。
集計表には、ディメンション属性のセットに対して集計される、あらかじめ計算されたメジャーからの結果が格納されます。
集計表の各列には、特定のレベルのセットのデータが含まれます。たとえば、月間売上表には、各月の各店舗での各製品の収益の合計があらかじめ計算されて含まれます。このメタデータは、「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブで構成します。
集計ファクト表の論理表ソースを作成するには、対応する論理ディメンション表ソースを同じ集計レベルに作成する必要があります。
集計の各レベルに1つ以上の論理ディメンション表ソースが必要になります。各レベルにソースがすでに存在する場合は、新しいソースを作成する必要はありません。
たとえば、製品ごと、店舗ごと、月ごとの売上の事前計算された合計を格納する月次販売ファクト表があるとします。次の3つの別のディメンション表ソースが必要になります(この例で参照される各論理ディメンション表に1つずつ)。
問合せの実行時には、Oracle BIサーバーは最初に、問合せに回答するのに十分な詳細を持つソースがどれであるかを判断します。Oracle BIサーバーはこれらのソースから、問合せに回答するのに最も集計の度合いが高いソースを選択します(それが最も高速であると想定されるため)。最も集計の度合いの高いソースは、要素の乗数が最も小さいソースです。各レベルの要素数の指定の詳細は、ディメンション内の論理レベルの作成を参照してください。
指定されたレベルのデータのセット全体が論理表ソースに含まれていない場合、実際に含まれているセットの一部(断片)を指定する必要があります。
「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブの「断片化の内容」ボックスに、論理列に基づくコンテンツの説明を入力します。
この項の例では、ソースの断片化の内容を指定する際のテクニックおよびルールを示しています。
この項では、次の項目について説明します。
IN述語は、1つの等価述語、またはOR結合で区切られた複数の等価述語で置き換えることができます。
断片1:
断片n:
論理表ソースに特定のレベルのデータのセット全体が含まれないときは、セット全体が含まれるように、そのセットの断片を指定する必要があります。
断片1:
断片2:
断片n:
開始点、中間点、終了点は注意深く選択してください。
注意:
>=述語および<述語を使用して、断片の内容の記述が重ならないようにしてください。各断片では、上限値は<として表す必要があります。<=を使用するとエラーが発生します。同様に、
BETWEEN述語を使用して断片の範囲の内容を記述することはできません。
ここで参照されるvalueofはリポジトリ変数の値です。式の中でリポジトリ変数を使用する場合、次の構文は断片2に対して動作しないことに注意してください。
valueof(MID_VALUE1)+1のかわりに別のリポジトリ変数を使用します。
同じ変数(たとえばvalueof(MID_VALUE1))が両方の断片の内容に含まれている必要はありません。別の変数を設定し、次の形式の文を作成することができます。
断片1:
断片2:
変数の詳細は、Oracle BI Repositoryでの変数の使用を参照してください。
各コンテンツ・フィルタには、異なる列に任意の数の述語を含めることができます。各列の述語は値ベース、範囲ベースのいずれでも構いません。
断片1:
断片n:
すべての断片が同じM列に述語を持つのが理想的です。論理列に述語制約がない場合、Oracle BIサーバーは断片にその列のすべての値のデータが含まれていると想定します。OR述語の使用における例外については、並列コンテンツ記述の指定を参照してください。
並列のORテクニックを使用して、日付範囲内で複数年または複数月にわたるなど、複数の論理列にわたる日付を処理します。
残念ながら、前述のテクニックでは日付を扱うのに十分ではありません。なぜなら、論理列の中に複数の階層関係があるからです(年→年月→日、月→年月→日など)。たとえば、年と月など、異なる時点によって示される断片を考えます。履歴断片の選択のみを可能にするのであれば、年にさかのぼって制約を適用することで十分です。これは、次の例に示すように、並列のORテクニックによってサポートされます。この例では、スナップショットの月は1999年4月1日午前12:00であると想定しています。
断片1(履歴):
断片2(現在):
論理モデルにおいて日付レベルの詳細が不要な場合は、前出の例のEnterpriseModel.Period."Day"の述語を省略します。
並列コンテンツ記述トラックをサポートするために、OR結合が使用されていることに注目してください。
これらの例は、断片の内容の記述にラベルを使用する方法を示しています。
この例のTrack番号のラベルは、この例と後述の説明の関連をわかりやすくするために示されています。実際の断片化の内容の文には、これらのラベルは含めないでください。
断片1(履歴)
たとえば、EnterpriseModel.Period."Day"の最初のトラックについて考えてみましょう。この履歴の断片では、<述語は、Oracle BIサーバーに対して、スナップショットの日付の前の日を制約するすべての問合せは履歴の断片内にあるということを通知します。反対に、日付の現在の断片内の>=述語は、現在の断片の中にスナップショットの日付の前のデータが含まれていないことを通知します。
2番目のトラックのMonthCode (たとえば、199912)は日付と似ています。月には重なる部分が存在しないため(スナップショットの日付は4月1日であるため)、このトラックでは<述語と>=述語を使用します。覚えておくべき重要なルールとして、追加されたそれぞれの並列トラックは異なる列セットを参照する必要があるという点があげられます。共通の列を使用することは可能ですが、列セット全体は一意である必要があります。Oracle BIサーバーは、この列セットを使用して最も適切なトラックを選択します。
3番目のトラックのYear (履歴の断片内では<、現在の断片内では>)は、Oracle BIサーバーに対して、年を制約する問合せに対する最適な(単一の)断片選択が可能であることを通知します。たとえば、「Year IN (1997, 1998)」の論理問合せは履歴の断片にのみヒットします。同様に、「Year = 2000」の問合せは現在の断片にのみヒットします。ただし、1999年にヒットする問合せは、このトラックに記述されているコンテンツでは回答できず、以降のトラックに追加の情報がないかぎり両方の断片にヒットします。
4番目のトラックは、Year (month integer)の形式で年と月の断片セットを記述しています。以前に説明した、複数列コンテンツ記述のテクニックに注目してください。また、これらの2つの列にはあいまいさや重なりがないため、<述語と>=述語を使用していることに注目してください。
5番目のトラックは、年と月の名前によって断片化の内容を記述しています。このトラックでは、値ベースのIN述語のテクニックを使用しています。
参考までに、スナップショットの日付がある月の特定の日付となる場合を考えます。したがってこの場合、複数列のコンテンツの年と月のみの記述は特定のスナップショットの月において重なります。このあいまいさを指定するには、<=述語と>=述語を使用します。
断片1(履歴):
断片2(現在):
注文入力アプリケーションでは、通常、履歴の断片と現在の断片の間の時間ベースの断片化では不十分です。
たとえば、レコードがスナップショットの日付の前にデータベースに入力された履歴レコードであったとしても、それらのレコードは揮発性である場合があります。
次の例では、未処理の注文は、その注文の発送が行われるかキャンセルされるまで、アプリケーションによって直接更新されることがあると想定します。ただし、注文の発送が行われた後にその注文に対して行われる変更は、個別の返品トランザクションの入力のみです。
次のコンテンツの記述には2つの並列トラックがあります。最初のトラックでは、前の項で説明した、複数列の並列トラックのテクニックが使用されています。ShippedまたはCanceledの注文状態の複数列コンテンツの記述の中で、カッコによって並列カレンダの記述がネストしていることに注目してください。
2番目の並列トラックは現在の断片の中にのみ存在し、すべての未処理レコードが現在の断片の中のみにあることを指定しています。
断片1(履歴):
断片2(現在):
並列トラックが存在する場合の重なり合いは許容されるため、2つの断片内で年と月が重なり合っても問題は生じません。このルールは、少なくとも1つのトラックに重なり合いが生じない必要があるというものです。他のトラックには重なり合いがあっても構いません。
集計の特定のレベルの情報が複数の物理表に格納されている場合があります。
集計の特定のレベルの情報が複数の物理表に格納されている場合があります。特定のレベルの個々のソースにドメインの一部または断片の情報が含まれている場合、Oracle BIサーバーは、問合せで適切なソースを選択するためにソースのコンテンツを知る必要があります。
たとえば、すべての店舗でのソフト・ドリンクの売上を追跡するデータベースがあるとします。データの詳細レベルは店舗レベルです。この図に示すように、CokeとPepsiの売上の集計情報が都市レベルで格納されますが、7‐Upや他のソーダの売上に関する集計情報はありません。

このタイプの構成の目的は、集計表を最大限に活用することです。問合せでCokeとPepsiの売上額を求める場合、データは集計表から返されます。問合せですべてのソフト・ドリンクの売上額を求める場合、CokeとPepsiに関しては集計表が使用され、他のブランドに関しては詳細データが使用されます。
Oracle BIサーバーは、このタイプの部分集計ナビゲーションを扱います。ドメインが複数の断片に及んでいる問合せで集計断片が使用されるようにリポジトリを構成するには、集計データの各レベルのドメイン全体を定義する必要があります。これは、集約の度合いの低い物理ソースをベースとして集計断片を構成する必要がある場合でも同様です。
この項では、次の項目について説明します。
論理表ソースのマッピング内に集計表ナビゲーションを構成します。
ソフト・ドリンクの例では、集計表には都市レベルのCokeおよびPepsiの売上データが含まれています。この集計コンテンツの指定(「論理表ソース」ウィンドウの「コンテンツ」タブ)は次のようになります。
論理レベルでのグループ化:
この断片化の内容の指定は次のようになります(これも「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブにあります)。
このコンテンツの指定は、Oracle BIサーバーに対して、2つの製品の都市および製品のレベルのデータがソース表に格納されていることを通知します。また、このソースはこのレベルにおけるデータの断片であるため、「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブで「このソースはこのレベルの他のソースと組み合せる必要がある」を選択して、このソースを他のソースと同じレベルで組み合せることを指示する必要があります。
ドメインの残りの部分のデータ(他の種類のソーダ)は、すべて店舗レベルで格納されています。
集計レベルでドメイン全体を定義するには(この例では都市および製品)、このレベルにおけるドメインの残りの部分が格納されているソースが必要になります。店舗レベルのデータは都市レベルのデータよりも下位にある(より詳細である)ため、ある都市のすべての店舗の製品売上データを加算することによって、店舗および製品の詳細から都市および製品レベルの詳細を計算することが可能です。これは、店舗および製品レベルの表を含む問合せを通じて実行できます。
これを行う方法の1つとして、物理レイヤー内に店舗レベルの計算を返すSelect文を使用する表を定義するという方法があります。この表を定義するには、SELECT文による問合せの対象となる物理スキーマ・オブジェクトを右クリックし、新しい物理表を選択します。「表タイプ」のリストから「選択」を選択し、「デフォルトの初期化文字列」ボックスにSQL文を入力します。
このSQL文では、他の集計表のレベルでドメインを完全にする仮想表を定義する必要があります。この場合、既存の集計表が1つ存在し、その中には都市ごとのCokeとPepsiのデータが格納されています。したがって、このSQL文は、CokeとPepsiのデータを除くすべてのデータを都市レベルで返す必要があります。
ドメインの残りの部分を都市および製品レベルでカバーする売上列の新しい論理表ソースを作成します。
このソースには、前の項で作成した仮想表が含まれます。この仮想表の中でDollars論理列をUSDollars物理列にマップします。
このソースの集計コンテンツの指定(「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブ)は次のようになります。
論理レベルでのグループ化:
これは、Oracle BIサーバーに対して、このソースには都市および製品レベルのデータがあることを通知します。
断片化の内容の指定は次のようになります。
またこれは、ドメインを完全にするために都市および製品レベルのCokeとPepsiのデータを格納する表と組み合されるため、「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブ内のオプションを選択して、このソースが他のソースと同じレベルで組み合されることを指定します。
論理結合を構築する方法について、図を使用して説明します。
仮想表に適切な物理結合を構築します。次の図で、CityProductSales2がCities表およびProducts表と結合されていることに注目してください。

この例では、ソーダの売上のドメイン全体が2つのソースによって構成されています。ドメインは多くのソースを持つことができます。これらすべてのソースは、「各レベルには、組み合せることによってそのレベルの値のドメイン全体が構成されるソースが含まれていなければならない」というルールに従う必要があります。各レベルに完全なドメインを設定することは、Coke、Pepsiおよび7-Upを求める問合せで7-Upが欠落しないようにするのに役立ちます。またこれは、事前に計算され集計表に格納されている情報を要求する問合せにおいて、その問合せではこの集計表に含まれない他の情報も要求する場合であっても、該当する情報は必ずその集計表から取得されるようにするのに役立ちます。
この章のトピックは、次のとおりです:
プレゼンテーション・レイヤーは、カスタマイズしたセキュアでロールベースのビューでユーザーがビジネス・モデルを表示できるようにします。ロールベースのビューは、オブジェクトのセキュリティを実現するほか、ビジネス・モデルの複雑さを部分的に隠す方法も提供します。
また、潜在ファクト列の機能など、メタデータ・モデルの機能をプレゼンテーション・レイヤーで利用することもできます。
プレゼンテーション・レイヤーのビューをサブジェクト・エリアといいます(以前はプレゼンテーション・カタログと呼ばれていました)。ビジネス・モデルと同じ内容のサブジェクト・エリアとすることができるほか、より小型でロール・ベースのサブジェクト・エリアとして、1つのサブジェクトのみの表示や特定のビジネス・ロールのみのサポートを可能にすることもできます。ユーザーにとって意味のある方法でコンテンツを表示するサブジェクト・エリアを作成するようにします。
プレゼンテーション・レイヤーでは、Oracle BIサーバーをODBCデータ・ソースとして使用するクライアント・ツールに対するカタログとしてサブジェクト領域が表示されます。サブジェクト・エリアには、プレゼンテーション表、プレゼンテーション列、プレゼンテーション階層およびプレゼンテーション・レベルが表示されています。
アンサーなどのクライアントからの論理SQLリクエストがプレゼンテーション表とプレゼンテーション列を問い合せていても、エンティティ、リレーションシップ、結合などの実際の論理はビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにあります。プレゼンテーション・レイヤーの主要機能は、ユーザーの様々なグループにカスタム名、ディクショナリ・エントリ、編成およびセキュリティを提供することです。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーを作成済であれば、管理ツールでビジネス・モデル全体をプレゼンテーション・レイヤーにドラッグ・アンド・ドロップして、サブジェクト・エリアを作成できます。
サブジェクト領域と他のプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトを手動で作成することもできます。
この項では、次の項目について説明します。
プレゼンテーション・レイヤーではいくつかの方法でサブジェクト・エリアを作成できます。
推奨の方法は、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーからプレゼンテーション・レイヤーにビジネス・モデルをドラッグ・アンド・ドロップし、ユーザーに表示する内容に基づいてプレゼンテーション・レイヤーを変更することです。プレゼンテーション表どうしでの列の移動やユーザーに表示する必要のない列の削除が可能なほか、1つのプレゼンテーション表にすべてのデータを表示することもできます。メジャーの編成と分類がユーザーにとって意味のあるものになるようにプレゼンテーション表を作成できます。
既存のサブジェクト・エリアとそれに対応するビジネス・モデルを複製することもできます。詳細は、ビジネス・モデルとサブジェクト・エリアの複製を参照してください。
各サブジェクト・エリアには1つのビジネス・モデルのコンテンツのみを表示できますが、1つのビジネス・モデルには複数のサブジェクト・エリアを作成できます。大規模なビジネス・モデルでは、ユーザーがコンテンツを効率的に利用できるようにするためにこの処置が必要になります。Oracle BIサーバーのユーザーは、対応するビジネス・モデルが同じである複数のサブジェクト領域にわたる問合せを作成できます。
1つのビジネス・モデルから複数のサブジェクト・エリアを作成する方法は数多くあります。その1つとして、目的のビジネス・モデルをプレゼンテーション・レイヤーに複数回ドラッグし、得られた各サブジェクト・エリアのプロパティやオブジェクトを必要に応じて編集する方法があります。
たとえば、GeographyおよびProductsディメンションを含むABCというビジネス・モデルがある場合、それをプレゼンテーション・レイヤーに2回ドラッグできます。デフォルト名ABCおよびABC#1を持つ2つのサブジェクト・エリアが作成されます。その後、そのサブジェクト・エリアを次のように編集できます。
ABCサブジェクト・エリアの名前をDEFに変更し、Geographyプレゼンテーション階層を削除します。 ABC#1サブジェクト・エリアの名前をXYZに変更し、Productsプレゼンテーション階層を削除します。 これで、Oracle BIサーバーのユーザーは、Products階層を持つDEFサブジェクト・エリアと、Geography階層を持つXYZサブジェクト・エリアの両方にわたる問合せを実行できるようになります。
注意:
通常、1つのサブジェクト・エリアを問い合せる際、そのサブジェクト・エリアで公開されるすべての列は、同じサブジェクト・エリアで公開されるすべてのディメンションと互換性があります。ただし、複数のサブジェクト・エリアの列とディメンションを結合する場合は、互いに互換性のない列とディメンションの組合せが含まれないようにする必要があります。
たとえば、あるサブジェクト・エリアの列は、プロジェクトによって次元化されない可能性があります。別のサブジェクト領域のプロジェクト・ディメンションの列が、プロジェクト別に次元化されていない列とともにリクエストに追加された場合、問合せが結果を返すのに失敗するか、Oracle BIサーバーのエラー「リクエストされた詳細レベルXXXXにはファクト表が存在しません。」が発生する可能性があります。
ビジネス・モデルにある論理スターごとまたは論理スノーフレークごとに自動的にサブジェクト・エリアを1つ作成できます。
論理スターも論理スノーフレークも、複数のディメンション表に接続して集中管理されるファクト表で構成されています。この機能を利用することでも、1つのビジネス・モデルから複数のサブジェクト・エリアを作成できます。
論理スターまたは論理スノーフレークを構成するファクト表ごとにサブジェクト・エリアを作成するには、ビジネス・モデルを右クリックして「Logical StarsとSnowflakes向けのサブジェクト・エリアの作成」を選択します。新しいサブジェクト・エリアが自動的に作成され、それぞれにはファクト表とそれが関連付けられているディメンション表のみが納められています。このオプションは、論理スターまたは論理スノーフレークを持つあらゆるビジネス・モデルで利用できます。
たとえば、9つのファクト表を持つSampleAppビジネス・モデルでこのオプションを選択すると、各ファクト表に対応するサブジェクト・エリアが9つ作成され、それぞれに1つのファクト表とそれに関連付けられたディメンション表が納められています。サブジェクト・エリアは参照表についても作成されます。この図は、論理的なファクト表とディメンション表がプレゼンテーション・レイヤーでモデル化されている様子を示しています。

カスタム・プレゼンテーション・レイヤーを使用する重要な理由として、スキーマの使用と理解をできるかぎり容易にすることがあります。
プレゼンテーション・レイヤーをカスタマイズして、無意味な内容を提示する列がユーザーに表示されないようにします。
プレゼンテーション・レイヤーから除外することが必要な列として、たとえば次のようなものがあります。
効率的なメンテナンスのために、プレゼンテーション列の名前とそのソースである論理列の名前を同期された状態に維持する必要があります。
デフォルトでは、プレゼンテーション列の名前は、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの中でそれが対応する論理列の名前と同じになっています。
これを実現するには、「プレゼンテーション列」ダイアログで「論理列名の使用」を選択しておきます。
場合によっては、これとは異なるプレゼンテーション列名をユーザーに表示する必要性があることも考えられます。その場合は、「プレゼンテーション列」ダイアログでプレゼンテーション列の名前を変更します。
プレゼンテーション列の名前を変更すると、変更前の名前について自動的に別名が作成されるので、古い名前との互換性を維持できます。別名の詳細は、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトの別名(シノニム)の作成を参照してください。
注意:
プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトの名前を、同じタイプのオブジェクトの別名としてすでに使用されている名前に変更することはできません。
プレゼンテーション・レイヤーのサブジェクト・エリアごとに、そのサブジェクト・エリアにアクセスするツールに、任意の論理キーをキー列としてエクスポートするかどうかを指定できます。
Oracle BIプレゼンテーション・サービスのユーザーにとって論理キーのエクスポートは無関係ですが、問合せやレポート作成のツールの中にはこれによって利点が得られるものがあります。
論理キーをエクスポートする場合は、表のフォルダに論理列が存在することを確認します。そのような場合は、ビジネス・モデル側で論理キーと外部キーの結合を使用する必要があります。
「サブジェクト・エリア」ダイアログで「論理キーのエクスポート」オプションを選択すると、プレゼンテーション・レイヤーの中でビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのキー列となっているすべての列が、ODBCクライアントに対するキー列として表示されます。これはデフォルト選択です。ほとんどの状況でこのオプションを選択する必要があります。
注意:
Microsoft Accessのようにパラメータ化SQL問合せを発行するツールを使用している場合は「論理キーのエクスポート」オプションは選択しないでください。パラメータ化問合せを発行できなくなります。
プレゼンテーション・レイヤーのサブジェクト・エリアごとに1つの潜在ファクト列を設定できます。
潜在ファクト列は、2つ以上のディメンション表の列を含みメジャーを含まない場合、問合せに追加されます。
この列は、結果には表示されません。これは、使用可能な代替またはコンテキストが複数存在する場合にディメンション表間のデフォルトの結合パスを指定するために使用されます。
潜在ファクトが構成されていない場合、Oracle BIサーバーはファクト論理表ソース(LTS)を使用して、ディメンション限定のサブリクエスト(複数のディメンション参照含まれていてファクト参照が含まれていないサブリクエスト)に回答します。
Oracle BIサーバーは、構成された潜在ファクト列が結合されるディメンションに関連しない場合、ファクトLTSを使用することもあります。たとえば、潜在ファクト列がディメンション限定のサブリクエストよりも高いレベルでのレベルベースのメジャーの場合に、これが発生することがあります。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーとプレゼンテーション・レイヤーとの間ですべての変更を自動的に同期化する手段は存在しません。
たとえば、既存の論理表に論理列を追加した場合や既存の列を編集した場合は、対応するプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトを手動で更新する必要があります。
一方、管理ツールでは、プレゼンテーション列名を、それに対応する論理列名に自動的に同期化できます。この機能を活用するには、「プレゼンテーション列」ダイアログで「論理列名の使用」を選択していることを確認します。
論理表に多量の変更が発生している場合やビジネス・モデル全体にも変更がある場合は、対応するプレゼンテーション表またはサブジェクト・エリアを削除し、更新した論理オブジェクトをプレゼンテーション・レイヤーにドラッグ・アンド・ドロップする方法が最も簡単です。この理由から、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーがある程度安定するまで待ったうえで、プレゼンテーション・レイヤーをカスタマイズすることをお薦めします。
プレゼンテーション・レイヤーでは、サブジェクト・エリアによって、ビジネス・モデルの様々なビューを様々なセットのユーザーに表示できます。
1つのビジネス・モデルからのコンテンツを使用して、サブジェクト領域に移入します。サブジェクト領域は、複数のビジネス・モデルにわたることはできません。
論理レイヤーからビジネス・モデルをドラッグ・アンド・ドロップすることで、サブジェクト領域を自動的に作成できます。
サブジェクト・エリアのプロパティを編集するには
注意:
プレゼンテーション・オブジェクトの名前を変更すると自動的に別名が作成されるので、元の名前を使用した問合せも問題なく実行できます。
サブジェクト領域の名前をその子プレゼンテーション表と同じものにすることはできません。たとえば、Customerという名前のサブジェクト・エリアにCustomerという名前の表は作成できません。
注意:
サブジェクト領域の名前を編集するには、「プレゼンテーション名の編集」管理ツール・オプションを有効にする必要があります。
これらのオプションは、通常はローカライゼーションの目的で使用されます。プレゼンテーション・レイヤー内で文字列を外部化し、「文字列の外部化」ユーティリティを実行すると、その結果にはセッション変数の情報および変換キーが含まれます。
ローカライゼーションの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのOracle Business Intelligenceのローカライズを参照してください。
ほとんどの状況でこのオプションを選択する必要があります。多くのクライアント・ツールではキー列とそれ以外の列を区別するので、「論理キーのエクスポート」オプションを選択することで、クライアント・ツールからキー列のメタデータにアクセスできます。ただし、Oracle BIサーバーではリポジトリで定義された結合を使用するので、クライアント・ツールで問合せに追加した結合条件はすべて無視されます。
注意:
Microsoft Accessのように、パラメータ化SQL問合せを発行するツールを使用する場合は、「論理キーのエクスポート」オプションを選択しないでください。このオプションを選択していると、論理キーをエクスポートしない場合にはそのツールでパラメータ化問合せを発行できなくなります。
これらのトピックでは、プレゼンテーション表および列をカスタマイズする方法について学習します。
Oracle BIアンサーでは、プレゼンテーション表とプレゼンテーション列がそれぞれフォルダと列として表示されます。ユーザーがそれぞれのビジネス・ニーズに基づいて問合せを作成できるように、プレゼンテーション表とプレゼンテーション列をカスタマイズできます。
この項では、次の項目について説明します。
プレゼンテーション表を使用して、ユーザー・コミュニティにとって意味のあるカテゴリに列を分類できます。
プレゼンテーション表には、1つ以上の論理表から列を含めることができます。プレゼンテーション表の名前とオブジェクト・プロパティは論理表のプロパティとは無関係です。
多くの場合、論理レイヤーから論理表をドラッグ・アンド・ドロップすることでプレゼンテーション表を自動的に作成できます。
プレゼンテーション表のプロパティを編集するには
また、プレゼンテーション表には、その親サブジェクト・エリアと同じ名前を付けることはできません。たとえば、Customerという名前のサブジェクト・エリアにCustomerという名前の表は作成できません。
注意:
プレゼンテーション表の名前を編集するには、「プレゼンテーション名の編集」管理ツール・オプションを有効にする必要があります。
これらのオプションは、ローカライゼーションの目的で使用します。プレゼンテーション・レイヤー内で文字列を外部化し、「文字列の外部化」ユーティリティを実行すると、その結果にはセッション変数の情報および変換キーが含まれます。
ローカライゼーションの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのBusiness Intelligenceのローカライズを参照してください。
サブジェクト・エリアで表の並替えまたはすべての表のソートを実行するには
デフォルトでは、プレゼンテーション列の名前は、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理列名と同じです。
「プレゼンテーション列」ダイアログで「論理列名の使用」オプションと「カスタム表示名」オプションの両方を選択解除すると、論理列名とは異なる名前を表示できます。
ユーザーにとって使いやすい編成とするために、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにある1つの論理表の列を複数のプレゼンテーション表にドラッグ・アンド・ドロップできます。これにより、ユーザーにとって意味のあるカテゴリを作成できます。たとえば、ボリューム・メジャーを含むクラス、シェア・メジャーを含むクラス、1年前のメジャーを含むクラスなど、様々なメジャーのクラスを持つ複数のプレゼンテーション表を作成できます。
注意:
プレゼンテーション表に列をドラッグするときは、それと同じ名前の列や同じ名前の別名がプレゼンテーション表に存在しないことを確認します。
多くの場合、論理レイヤーから論理列をドラッグ・アンド・ドロップすることでプレゼンテーション列を自動的に作成できます。
プレゼンテーション列のプロパティを編集するには
注意:
プレゼンテーション列の名前を編集するには、「プレゼンテーション名の編集」管理ツール・オプションを有効にする必要があります。
「論理列名の使用」の選択を解除して、 「カスタム表示名」を選択すると、「変換キー」フィールドを編集できるようになります。
「カスタム表示名」、「カスタム説明」および「変換キー」は、通常はローカライゼーションの目的で使用されます。プレゼンテーション・レイヤー内で文字列を外部化し、「文字列の外部化」ユーティリティを実行すると、その結果にはセッション変数の情報および変換キーが含まれます。
ローカライゼーションの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのBusiness Intelligenceのローカライズを参照してください。
注意:
「カスタム表示名」フィールドと「カスタム説明」フィールドを使用して、ADFデータ・ソースからUIヒント(ラベルとツールチップ)をOracle BIアンサーに伝播して表示することもできます。ADFデータ・ソースのUIヒントを設定する方法の詳細は、ADFデータ・ソースからのラベルおよびツールチップの伝播を参照してください。
プレゼンテーション列を並べ替えるには
「プレゼンテーション表」ダイアログの「子プレゼンテーション表」タブを使用して、子プレゼンテーション表を指定できます。
アンサーおよびBIコンポーザでネストされたフォルダを表示する子プレゼンテーション表を指定します。この方法を使用してネストの複数のレイヤーを追加できます。
この図は、指定の子プレゼンテーション表がアンサーでどのようにネストされて表示されるかを示しています。

フォルダはネストされているように表示されるだけであることに注意してください。これらのフォルダは、ドリルダウンの観点からは、実際にはネストされておらず、オブジェクトの修飾名は同じままです。さらに、管理ツールのプレゼンテーション・レイヤーでは、ネストは表示されません。ネストは、アンサーおよびBIコンポーザにのみ表示されます。この機能は、プレゼンテーション表でのみ機能し、他のプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトでは機能しません。
整合性チェックを実行すると、整合性チェック・マネージャにより、親子プレゼンテーション表の割当てにおける循環が検出されます。また、親プレゼンテーション表を持たない子プレゼンテーション表を含むプロジェクト定義を検出して報告します。
以前のリリースでは、リポジトリ開発者は、プレゼンテーション表名の先頭にハイフンを追加することで、またはプレゼンテーション表の説明の先頭に矢印(->)を追加することで1レベルのネストを作成することが可能でした。この方法は、このリリースでは非推奨となっており、今後のリリースでは削除される予定です。
以前に、プレゼンテーション表名の先頭にハイフンを付けるか、プレゼンテーション表の説明の先頭に矢印を付けてネストを作成した場合は、プレゼンテーション・フォルダの変換・ユーティリティを実行して、メタデータを新しい構造に変換することをお薦めします。詳細は、プレゼンテーション・フォルダの変換ユーティリティの使用を参照してください。
プレゼンテーション階層とプレゼンテーション・レベルは、Oracle BIアンサーでマルチディメンション・モデルを公開するための明示的な方法を提供します。
プレゼンテーション・レイヤーでプレゼンテーション階層とプレゼンテーション・レベルを定義しておくと、Oracle BIアンサーのナビゲーション・ペインにロールアップ情報が表示されるので、ユーザーは重要なコンテキスト情報を得ることができます。
プレゼンテーション階層のメンバーは、プレゼンテーション・レイヤーには表示されません。かわりに、アンサーで階層のメンバーを表示できます。
最も重要なことは、ユーザーがこれらのオブジェクトを使用して階層ベースの問合せを作成できる点にあります。プレゼンテーション階層は、メンバーの選択、カスタム・メンバー・グループ、非対称型問合せなどの分析機能を公開します。
また、他のプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクト同様に、ローカライゼーション情報を提供し、プレゼンテーション階層とプレゼンテーション・レベルにファイングレインなアクセス制御を適用できます。
以前のリリースのリポジトリがある場合は、Oracle BIリポジトリ・アップグレード・プロセスを実行しても、プレゼンテーション階層がプレゼンテーション・レイヤーに自動的には表示されません。ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーから論理ディメンションを適切なプレゼンテーション表にドラッグすることにより、これらのオブジェクトを手動で作成する必要があります。
この項では、次の項目について説明します。
プレゼンテーション階層を作成するには、論理ディメンション階層をビジネス・モデルとマッピング・レイヤーからプレゼンテーション・レイヤーの表にドラッグします。
プレゼンテーション階層オブジェクトは、論理ディメンションが表のピア・オブジェクトであるビジネス・モデルとマッピング・レイヤーとは異なり、プレゼンテーション表内にある必要があります。プレゼンテーション階層は、Oracle BIアンサーでそれらに関連付けられた表内にも表示され、概念的に単純なモデルを提供します。
論理ディメンションがビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの中で複数の論理表にわたっている場合は、個別の論理表をプレゼンテーション・レイヤーの中で単独のプレゼンテーション表としてモデル化する方法が最良です。
プレゼンテーション階層はいくつかの方法で作成できます。
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーから個々の論理レベルをプレゼンテーション表にドラッグして、論理ディメンション階層のサブセットであるプレゼンテーション階層を作成することもできます。
たとえば、All Markets、Total US、Region、District、MarketおよびMarket Keyの各レベルを持つディメンションがあるとします。この論理ディメンション全体を、対応するプレゼンテーション表にドラッグ・アンド・ドロップすると、次のようになります。

一方、同じプレゼンテーション表にRegionレベルをドラッグ・アンド・ドロップすると次のようになります。

複数の論理階層を持つ論理ディメンションの場合、複数の独立したプレゼンテーション階層が作成されます。
たとえば、次に示す論理ディメンションProductは、CategoryとCountryという2つの階層を持っています。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでは、この論理ディメンションが、複数階層を含む単一のディメンション・オブジェクトとしてモデル化されます。対照的に、プレゼンテーション・レイヤーでは、このディメンションは2つの個別のオブジェクトとしてモデル化されます。次のように、1つはCategoryレベルを通るドリル・パスを表示し、もう1つはCountryレベルを通るドリス・パスを表示します。

プレゼンテーション階層のプロパティを編集する方法を説明します。
プレゼンテーション階層のプロパティは編集可能です。ロールベースのアクセス制御を適用する権限の設定、ローカライゼーションを目的としたカスタム表示名の設定、階層でのレベルの変更などができます。
プレゼンテーション階層のプロパティを編集するには
注意:
プレゼンテーション階層の名前を編集するには、「プレゼンテーション名の編集」管理ツール・オプションを有効にする必要があります。
これらのオプションは、通常はローカライゼーションの目的で使用されます。プレゼンテーション・レイヤー内で文字列を外部化し、「文字列の外部化」ユーティリティを実行すると、その結果にはセッション変数の情報および変換キーが含まれます。
ローカライゼーションの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのOracle Business Intelligenceのローカライズを参照してください。
表示列は追加、削除または並替えが可能です。また、「編集」ボタンをクリックして特定の列のプロパティを編集することもできます。
普通は、プレゼンテーション階層を作成すると、プレゼンテーション・レベルが自動的に作成されます。
プレゼンテーション・レベルは、Oracle BIアンサーで階層列に表示されます。
プレゼンテーション・レベルのプロパティを編集するには
注意:
プレゼンテーション・レベルの名前を編集するには、「プレゼンテーション名の編集」管理ツール・オプションを有効にする必要があります。
これらのオプションは、通常はローカライゼーションの目的で使用されます。プレゼンテーション・レイヤー内で文字列を外部化し、「文字列の外部化」ユーティリティを実行すると、その結果にはセッション変数の情報および変換キーが含まれます。
ローカライゼーションの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのBusiness Intelligenceのローカライズを参照してください。
「オブジェクト非表示の条件」フィールドに式を指定しても、アンサーおよびBIコンポーザの「サブジェクト領域ツリー」のプレゼンテーション・レベルの表示には影響しません。このフィールドは、将来のリリース用に予約されています。
表示列は追加、削除または並替えが可能です。また、「編集」ボタンをクリックして特定の列のプロパティを編集することもできます。
このタブで表示列を定義するかわりに、管理ツールのプレゼンテーション・レイヤーでプレゼンテーション・レベルにプレゼンテーション列を直接ドラッグしてもかまいません。この方法では、プレゼンテーション・レベルの表示列として、ドラッグした列が自動的に追加されます。
プレゼンテーション・レベルを作成したときにデフォルトで表示される表示列は、対応する論理レベルのどのキー列で「表示に使用」オプションが選択されているかに基づいて決まります。
アクセス制御を適用して、特定のプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトにアクセスできる個々のユーザーまたはアプリケーション・ロール(グループ)を制限できます。
たとえば、あるプレゼンテーション表のセットについて、特定のアプリケーション・ロールには読取り専用アクセス、別のアプリケーション・ロールには読取り/書込みアクセスをそれぞれ許可し、さらに別のアプリケーション・ロールにはアクセスをいっさい許可しないという設定が可能です。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのグループおよびアプリケーション・ロールを使用したユーザーへの権限の付与を参照してください。
Identity Managerを使用して権限を設定することもできます。プレゼンテーション・レイヤーで権限を設定できるオブジェクトは一度に1つのみなので、多数のオブジェクトに対する個々のアプリケーション・ロールの権限を同時に設定する場合はIdentity Managerが便利です。Identity Managerでオブジェクトの権限を設定する方法の詳細は、オブジェクト権限の設定を参照してください。データにアクセスする際のセキュリティの詳しい説明は、リポジトリ・オブジェクトへのデータ・アクセス・セキュリティの適用を参照してください。
AuthenticatedUserアプリケーション・ロール(新しいリポジトリ・オブジェクトに関連付けられるデフォルトのアプリケーション・ロール)にデフォルトで付与する権限のレベルを制御できます。これを行うには、NQSConfig.INIファイル内のDEFAULT_PRIVILEGESパラメータを設定します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。
プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトの権限を設定するには
オンライン・モードでは、「すべてのユーザー/アプリケーション・ロールの表示」を選択していても、デフォルトではユーザーが取得されないようになっています。取得するユーザーのセットを指定するには、「オンライン・ユーザー・フィルタの設定」をクリックします。
フィルタはデフォルトでは空になっています。これは、ユーザーは一切取得されないことを意味します。すべてのユーザーを取得するには*と入力します。特定のユーザーのセットを取得するには、文字の組合せを入力します。たとえば、文字Aで始まるすべてのユーザーを取得するには、A*と入力します。このフィルタでは、大文字と小文字は区別されません。
個々のプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトの権限レポートを生成して、そのオブジェクトに権限が適用されている様子をサマリーで確認できます。
これを実行するには、任意のプレゼンテーション・オブジェクトを右クリックして「権限レポート」を選択します。「権限レポート」ダイアログに、そのプレゼンテーション・オブジェクトの名前と説明のほか、ユーザーとアプリケーション・ロールおよびその権限が一覧表示されます。
「権限」ダイアログでタイプおよびユーザー名またはアプリケーション・ロール名をソートする方法は6種類あります。
ソートを変更するには、1番目の列または2番目の列のヘッダーをクリックします。1番目の列にはヘッダーがなく、ユーザーまたはアプリケーション・ロールのタイプを表すアイコンが表示されています。2番目の列には、ユーザー・オブジェクトまたはアプリケーション・ロール・オブジェクトの名前が表示されています。
注意:
個々のオブジェクト権限(「読取り」や「読取り/書込み」など)の列ではソートできません。
タイプでソートする方法は3種類あり、ユーザー名またはアプリケーション・ロール名のリストをソートする方法は3種類あります。したがって、ソートでは6種類(3 x 2 =6)の方法を使用できます。タイプ列をクリックして得られるソート結果を次に示します。
「ユーザー/アプリケーション・ロール」列をクリックして得られるソート結果を次に示します。
各プレゼンテーション・オブジェクトには、その名前の別名(シノニム)のリストを設定でき、それを論理SQL問合せで使用できます。
別名のリストを作成するには、適切なプレゼンテーション・オブジェクト(サブジェクト・エリア、プレゼンテーション表、プレゼンテーション階層、プレゼンテーション・レベルまたはプレゼンテーション列)の「プロパティ」ダイアログにある「別名」タブを使用します。
プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトは、リポジトリの開発プロセスで頻繁に削除と再作成が繰り返されます。したがって、論理ビジネス・モデルが比較的安定するまで待ったうえで、プレゼンテーション・オブジェクトの別名を作成することをお薦めします。
この機能を使用すると、アンサー、Oracle BI Publisherまたは他の論理SQLクライアントからのリクエストを含めて、既存のリクエストが古い名前に対して持つ参照を破損することなく、プレゼンテーション・オブジェクトの名前を変更できます。新しいリポジトリの開発中である場合、そのリポジトリが安定するまで待ってから、オブジェクトの名前を変更できます。
たとえば、「Facts Other」というプレゼンテーション表を持つサブジェクト・エリア「Sample Sales Reduced」があるとします。「# of Customers」というプレゼンテーション列の名前を「Number of Customers」に変更すると、「# of Customers」を使用するリクエストはすべて失敗します。しかし、「Number of Customers」列の「別名」タブでシノニムのリストに「# of Customers」を追加しておけば、「# of Customers」と「Number of Customers」のどちらを使用した問合せも問題なく実行でき、同じ結果が得られます。
注意:
次の点を考慮してください。
- アンサーやその他の問合せクライアントで新しい問合せを作成するとき、プレゼンテーション・オブジェクトの別名はそこには表示されません。サブジェクト・エリア、階層、レベル、表および列のプライマリ名のみが表示されます。
- この機能の動作は、SQL別名や物理レイヤーにある別名の動作とは異なります。この機能では、オブジェクト名のシノニムを提供するだけであり、SQLの「シノニム」にきわめて似ています。
- プレゼンテーション・オブジェクトの名前を変更すると、その別名が自動的に作成されます。たとえば、CatalogをCatalog1に変更すると、元の名前Catalogが別名のリストに追加されます。
- プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトの名前を、同じタイプのオブジェクトの別名としてすでに使用されている名前に変更することはできません。
プレゼンテーション・オブジェクトの別名を追加または削除するには
「オブジェクト非表示の条件」フィールドを使用して、アンサーおよびBIコンポーザの「サブジェクト領域ツリー」で、選択したプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトを非表示にすることができます。サブジェクト・エリア、表、列および階層を非表示にできます。
プレゼンテーション・レベルに対して「オブジェクト非表示の条件」が表示されていますが、これは今後のリリースのためのプレースホルダであり、現在、プレゼンテーション・レベル・オブジェクトには影響しません。
「オブジェクト非表示の条件」フィールドは、オブジェクトの表示/非表示を制御するだけであり、オブジェクト・アクセスに影響するものでありません。たとえば、非表示のオブジェクトに対して、nqcmdのようなツールを使用して問合せを行うことができます。プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトを表示するかどうかを決めるために「オブジェクト非表示の条件」フィールドで使用できる式には、次の3つのタイプがあります。
初期化ブロックのSQLでは、CASE文を使用して、セッション変数でゼロを返すか、ゼロ以外の数字を返すかを制御できます。セッション変数を使用した式の例は次のようなものです。
ピリオドを含むセッション変数名は二重引用符で囲む必要があることに注意してください。
式がゼロ、NULLまたは空であると判断された場合、オブジェクトは表示されます。式がゼロ以外の値と判断されると、オブジェクトは非表示になります。
次に例を示します。
ピリオドを含むセッション変数名は二重引用符で囲む必要があることに注意してください。
「オブジェクト非表示の条件」の式では、Oracle BI EEがサポートしている任意のスカラー関数を使用できます。スカラー関数には、その引数それぞれに対する単純な値を受け入れ、単一の値を返す任意の関数が含まれます。非確定的な結果を返す関数(RAND、NOW、CURRENT_DATE、CURRENT_TIMESTAMP、CURRENT_TIMEなど)を除き、次の各項に示されているほとんどの関数を使用できます。
RANDを除く) NOWやCURRENT_DATEなどを除く) たとえば、次の式では、NQ_SESSION.VISIBLEセッション変数がABCという文字で始まっているかどうかがチェックされます。
同様に、次の式では、指定の変数がExtnAttributeで始まっているかどうかがチェックされます。
整合性チェックを実行すると、整合性チェック・マネージャにより、可視性フィルタ式の不整合が検出されます。
データ・ウェアハウスの多くの専門家は、高度に集約された問合せのパフォーマンスを大幅に向上させるために集計データ表を作成します。これらの集計表にはあらかじめ計算された結果が格納され、その結果はディメンションの一連の属性を範囲とする集計メジャー(通常は合計)です。集計表の使用は、意志決定サポート・システムにおいて問合せの応答時間を向上させるために一般的に使用されるテクニックです。
SQL問合せを使用する場合、またはどの表が存在するかのみを理解しその意味を理解していないツールを使用する場合、集計表の数が増加するにつれて集計表の使用がより複雑になります。Oracle BIサーバーの集計ナビゲーション機能を利用すると、問合せにおいて集計表に格納されている情報を自動的に使用することが可能になります。Oracle BIサーバーを利用することにより、ユーザーは適切なビジネス上の質問を行うことに集中でき、最も高速に回答を返す表がどれであるかはサーバーによって判断されます。
Oracle Business Intelligenceには、ソース・データベース内の集計を利用するための集計ナビゲーション機能があります(詳細は、論理表ソース(マッピング)の管理を参照)。ただし、データ集計の作成と維持、およびデータベース・スクリプトのロードと対応するメタデータのマッピングには時間がかかることがあります。そのため、Oracle Business Intelligenceには、集計表の作成とロード、およびOracle Business Intelligenceの対応するメタデータのマッピングを自動化する、集計の永続性機能が用意されています。
この章のトピックは、次のとおりです:
集計の永続性を使用して、Oracle BIサーバーの問合せ用の集計を作成します。
集計の永続性ウィザードを使用することにより、集計指定スクリプトの作成が自動化されます。このスクリプトを稼働中のOracle BIサーバーに対して実行すると、集計の永続性エンジンによって集計表が作成され、ナビゲーション用のメタデータにマップされます。集計の永続化を行うと、パフォーマンス向上のための索引および統計がリレーショナル表に作成されます。
集計の永続性ウィザードは、Oracle BIサーバーに対して、スケジュールに基づいて実行できるSQLスクリプトを作成します。集計の永続性ウィザードで、自身のパフォーマンス・デザインに基づいて、各スターまたはキューブのメジャー、ディメンションおよびその他のパラメータを指定します。このスクリプトは、ベースレベル表の各ロードの後に実行する必要があり、それによって、ロード・ウィンドウが完了してユーザーが問合せの実行を始めるときには、常に、集計が詳細レベルのデータと同期しているようになります。
集計作成は、クラスタ内のマスター・サーバーに対して実行します。メタデータの変更がスレーブに伝播されるまで多少時間がかかります。クラスタのリフレッシュ時間はユーザーによる制御が可能なオプションですが、スレーブ・サーバーがリフレッシュされる前にスレーブ・サーバーに対する問合せが行われると、正しくない結果が返される可能性があります。適切なクラスタ・リフレッシュ間隔を設定するのは管理者の役目です。
集計の永続性では、集計が格納されるターゲット・データベースに表またはキューブを作成するための専用の接続プールが必要になります。Oracle BIリポジトリではフェデレーションが可能なため、集計のターゲットは、詳細ソースと同じデータベース、完全に別のデータベースのいずれでもかまいません。この専用の接続プールは、集計の永続性ウィザードの手順の中で選択するため、このウィザードを実行する前に作成する必要があります。
ディメンション(レベル)の集計には、デフォルトの接頭辞SA_が自動的に追加されます。NQSConfig.INIファイルのAGGREGATE_PERSISTENCEセクションにあるAGGREGATE_PREFIXパラメータを更新することによって、このデフォルトの接頭辞を変更することができます。
集計を格納するのに使用されるターゲット・スキーマは適切に保護する必要があり、パブリック・アクセスを許可してはいけません。このスキーマには、表や索引への接続、およびそれらの作成や削除に関する権限を設定する必要があります。デフォルトでは、管理者権限を持つユーザーのみが集計を管理できます。
仮想プライベート・データベース(VPD)のセキュリティ・フィルタがアクティブになっている表に対しては、集計の永続性を使用しないでください。VPDフィルタが適用されずに集計情報が永続化される可能性があり、セキュリティ上のリスクが生じます。
Oracle Business Intelligenceはより便利な集計を自動的に作成し、データ・セット・エラーまたはモデリングの問題を修正せずに集計を作成します。
集計の永続性により、代理キーが作成され、ディメンションをファクト集計表に結合することができます。
ほとんどの場合、ソース・データベースとターゲット・データベースは同じインスタンスではありません。
Oracle BIサーバーでは、ハッシュ結合を使用することにより代理キーの作成が改善されました。可能な場合、リクエスト変数がファクト集計母集団問合せへ新たに自動追加されます。このリクエスト変数が設定されると、問合せエンジンでパラレルのディメンション表に対してファクト表の結合の前にハッシュ結合が作成されます。
Oracle BIサマリー・ウィザードに「代理キーの使用」オプションが表示され、代理キーを使用する必要がある時を知らせます。このオプションが選択されると、using_surrogate_key句が集計指定内のすべてのレベルに追加されます。
集計の永続性は、一意ではないレベル・キーを自動修正、またはハードニングします。
Oracle BIサマリー・アドバイザは、定義によって一意になるレベル・キーを使用した集計、またはキーが一意になるように自動修正(ハードニング)できるレベル・キーを使用した集計を推奨します。基礎となるデータの変更は、このような集計に影響を与える可能性があります。
パフォーマンスの向上のために、自然キーのかわりに代理キーを使用して集計を作成することをお奨めします。自然キーを使用している場合、自動修正またハードニングはあまり効果的ではありません。特に準備-作成モードの操作で機能しません。
集計の永続性により、非バランス型またはスキップレベル階層のある論理ディメンションに対する集計が作成されます。
このような集計は、代理キーを使用してもしなくても作成できます。Oracle BIサマリー・アドバイザも改善されて、非バランス型またはスキップ・レベル階層のある論理ディメンションに対する集計を推奨します。
Oracle BIサーバーでは、AGO、TODATEおよびPERIODROLLINGなどの時系列関数をサポートするために、時系列キーが必要でした。
論理ディメンションの最下位キーのみが時系列である場合にのみ、時系列関数が正しく処理を実行します。ただし、Oracle BI EE 11gリリース1 (11.1.1.9)以前のリリースでは、高いレベルの時系列キーが存在しないため、時系列関数を使用する問合せを処理する場合に、高いレベルの集計をOracle BIサーバーで使用できませんでした。
集計の永続性により、時系列キーのない時間レベルにはCK_接頭辞の付いた時系列キーが生成されます。新しい列が物理ディメンション集計表に追加されて、時系列キーの値を保存し、新しい論理列が時間ディメンションの論理表に追加されます。この列は、物理ディメンション集計表に追加される新しい列にマッピングされます。
delete aggregates文は、生成された時系列キーをサポートするために作成されたすべてのメタデータを自動的に削除します。
Oracle BIサーバーは重複していない件数メジャーのある集計を利用して、高グレインでのメジャーに対する問合せを処理するようになりました。
集計の永続性ウィザードには「「重複を除いた件数」メジャーをRAW値として永続化」オプションが含まれ、これを選択すると、指定された有効な重複していない件数メジャーのすべてにas_raw_valuesが付加されます。このオプションが選択されると、集計の永続性では、システム生成された集計論理表ソースへの対応する論理列に、集計式が上書きされます。Oracle BIサマリー・アドバイザでは、重複していない件数メジャーに対する永続性の方法の両方を使用することをお奨めします。
集計の作成時には、集計データによって大きな利点が得られるのはどの問合せであるかを特定する必要があります。
可能なかぎり高いレベルで集計することによって、最良の結果が得られます。
遅い問合せを特定するには、次のタスクを実行します。
注意:
使用状況トラッキングでは、データベースへの直接インサートの手法を使用することを強くお薦めします。使用状況トラッキングの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの使用状況トラッキングの管理を参照してください。
Oracle Exalytics Machine上でOracle Business Intelligenceを実行している場合、Oracle BIサマリー・アドバイザ機能を使用して、問合せのパフォーマンスが向上するのはどの集計であるのか特定し、推奨集計を作成するスクリプトを生成できます。
注意:
Oracle Exalytics Machine上でOracle Business Intelligenceを実行していない場合、Oracle BIサマリー・アドバイザ機能は使用できません。
この項では、次の項目について説明します。
問合せ時間を短縮するために、ロールアップ・データを含む問合せに対して事前に計算された結果を格納する集計表を作成できます。
ただし、集計を作成する前に、使用状況トラッキング統計を分析し、問合せのパフォーマンスが向上するのはどの集計であるのかを特定する必要があります。多くの時間と労力を要する手動による集計の特定のかわりに、特定のリソースの制約を満たしつつ、最大の問合せパフォーマンスを得られる問合せパターンに基づいた集計表の最適なリストをインテリジェントにお薦めするサマリー・アドバイザ機能を使用できます。その後、サマリー・アドバイザによって集計作成スクリプトが生成され、それを実行すると、推奨集計表を作成できます。
サマリー・アドバイザ機能には、次のようないくつかの部分があります。
この項では、次の項目について説明します。
サマリー・アドバイザで推奨を生成するには、その前に、サマリー・アドバイザが使用する使用状況統計の代理サンプルを取得する必要があります。
この作業を実行するには、次の方法のいずれかを使用します。
注意:
使用状況トラッキングとサマリー・アドバイザ・ロギングを有効化すると、本番システムのパフォーマンスにわずかに影響します。
代理ワークロードが用意できたら、テスト環境のOracle BIサーバーで使用状況トラッキングとサマリー・アドバイザ・ロギングを有効化し、nqcmdユーティリティを使用してそのOracle BIサーバーに対してワークロードを実行します。nqcmdの使用方法の詳細は、リポジトリをテストおよび調整するためのnqcmdの使用方法を参照してください。サマリー・アドバイザ統計表に、使用状況統計が移入されます。
サマリー・アドバイザ統計表に代理データが移入された後、サマリー・アドバイザによってデータを分析し、集計の推奨を生成して問合せを高速化できます。
これを行うには、管理ツールのOracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードを実行して集計指定を生成し、nqcmdを使用してその集計指定を使用して集計を作成します。詳細は、「集計指定スクリプトの生成」および「Oracle BIに対する集計指定の実行」を参照してください。
Oracle BIサマリー・アドバイザは、Oracle TimesTen In-Memory DatabaseまたはOracle BI EEの集計の作成をサポートしています。また、Oracle ExalyticsでOracle Database In-Memoryを使用しているときに集計の作成をサポートします。サポートされるバージョンは、システム要件と動作要件を参照してください。
同じオプションを再度入力することなく、後でOracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードを再実行できるように、サマリー・アドバイザのオプションをファイルに保存することもできます。
集計および特定のメジャーを含むサマリー・アドバイザの使用について学習します。
サマリー・アドバイザ・ウィザードの「その他」ページで、「問合せで使用されているメジャーのみ含める」オプションが設定されていると、サマリー・アドバイザは、分析済の問合せワークロードに存在していて、集計が作成された場合に問合せワークロードを最適化できる特定のメジャーが含まれている集計のみを推奨します。
注意:
メジャー・サブセットの推奨事項に関する情報は、次のとおりです。
- サマリー・アドバイザーには、お薦めされる集計の問合せワークロードで使用されないメジャーは含まれません。
- 集計ファクト表のサイズの見積りは、見積りの際に論理ファクト表のすべてのメジャーを使用するのではなく、推奨メジャー・サブセットに基づいて行われます。
- サマリー・アドバイザーには、お薦めされる集計において集計の永続性に無効なメジャーは含まれません。
Oracle BIサマリー・アドバイザ機能を使用する前に、収集した統計を格納するデータベースを設定する必要があります。
ターゲット・データベースでリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行し、必要な統計スキーマを作成する必要があります。
RCUを使用したデータベース・スキーマの作成の詳細は、Oracle Business Intelligenceのインストールと構成を参照してください。
S_NQ_SUMMARY_ADVISORです。 統計データベースを設定する手順は、次のとおりです。
S_NQ_SUMMARY_ADVISOR表の列を確認します。
| 列 | 説明 |
|---|---|
GROUPBYCOLUMNIDVECTOR | 処理パスでグループ化列を表す論理列オブジェクトのアップグレードID。 処理パスはOracle BIサーバーの内部用語です。これは、1つのファクト論理表ソースを含む副問合せを表します。 |
LOGICALFACTTABLEID | 論理ファクト表のアップグレードID。 |
LOGICALTABLESOURCEIDVECTOR | 論理表ソースのアップグレードID。 |
LOGICAL_QUERY_ID | S_NQ_ACCTのID列を参照する外部キー。この列は、この処理パスを生成した論理SQLを特定する際に役立ちます。 |
MEASURECOLUMNIDVECTOR | 処理パスでメジャーを表す論理列オブジェクトのアップグレードID。 |
PROCESSINGTIMEINMILLISEC | この処理パスで費やされた時間(ミリ秒)。 |
QUERYLEVELIDVECTOR | 処理パスにおける論理レベルのアップグレードID。 |
QUERYSTATUS | 内部使用のみに対応しています。 |
ROW_COUNT | 処理パスで取得された行数。この列のデータは、将来のリリースでOracle BIサマリー・アドバイザが使用するために予約されています。 |
SOURCECELLLEVELIDVECTOR | 論理表ソースにおける論理レベルのアップグレードID。 |
VERSION | Oracle BIサーバーのバージョン番号。 |
サマリー・アドバイザ統計を収集する前に、使用状況トラッキングを有効化する必要があります。
詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの使用状況トラッキングの管理を参照してください。
統計を収集する準備ができたら、サマリー・アドバイザ・ロギングを有効化できます。新しい(アップグレードしたものではない)インストールの場合、サマリー・アドバイザ・パラメータは中央で管理します。
統計を収集する準備ができたら、サマリー・アドバイザ・ロギングを有効化できます。新しい(アップグレードしたものではない)インストールの場合、サマリー・アドバイザ・パラメータは中央で管理します。Fusion Middleware ControlのシステムMBeanブラウザを使用して、サマリー・アドバイザ・パラメータを設定します。
システムMBeanブラウザを使用してサマリー・アドバイザ・ロギングを有効化する手順は、次のとおりです。
bifoundation_domainノードを開きます。 oracle.biee.adminを開いてから、ドメイン: bifoundation_domainを開きます。 "My_DB"."DEV_BIPLATFORM"."S_NQ_SUMMARY_ADVISOR"
指定する表名は、使用状況トラッキングに使用するものと同じデータベース・オブジェクトおよび接続プールに属している必要があります。
oracle.biee.admin、Domain:bifoundation_domain、BIDomainの下のgroup=ServiceのBIDomain MBeanに戻ります。 アップグレードのお客様の場合は、サマリー・アドバイザ・パラメータはデフォルトでは中央で管理されません。前の手順で説明したようにUsageTrackingCentrallyManagedをtrueに設定し、システムMBeanブラウザを使用してパラメータを更新するか、NQSConfig.INIを使用してサマリー・アドバイザ・パラメータを管理できます。
これらのパラメータに対して中央管理が無効になっている場合にNQSConfig.INIでサマリー・アドバイザ・ロギングを有効化するには、次の手順に従います。
編集する前に、ファイルのバックアップ・コピーを作成します。
SUMMARY_STATISTICS_LOGGINGを次のいずれかのオプションに設定します。 YES: サマリー・アドバイザ・ロギングを有効にします。 LOG_OUTER_JOINT_QUERIES_ONLY: 外部結合を含む論理問合せに対してのみサマリー・アドバイザ・ロギングを有効にします。完全なSummary Advisorのロギングを有効にすることによる小さいパフォーマンスへの影響が問題となる場合は、このオプションを使用することを検討してください。 SUMMARY_ADVISOR_TABLE_NAMEを(Oracle BIリポジトリの物理レイヤーに表示されているとおりに)設定します。次に例を示します。 指定する表名は、使用状況トラッキングに使用するものと同じデータベース・オブジェクトおよび接続プールに属している必要があります。
NQSConfig.INIファイルでこれらの手順を繰り返します。 サマリー・アドバイザ統計の生成後に、Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードを実行すると、集計指定スクリプトを生成できます。このスクリプトは集計を作成する際に実行できます。
サマリー・アドバイザ・ウィザードは、オンライン・モードでのみで実行できます。また、Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードはコマンドラインから実行することもできます。詳細は、nqaggradvisorユーティリティを使用してOracle BIサマリー・アドバイザを実行を参照してください。
サマリー・アドバイザ・ウィザードを実行する前に、集計を作成するために使用するターゲット・データベースを物理レイヤーにマップする必要があります。必要なデータベース、接続プールおよび物理スキーマ・オブジェクトを手動で作成する必要があります。
Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードを以前に使用したことがあり、フィルタ基準、ターゲットおよびその他のオプションをXMLファイルとして保存してある場合は、「ファイルからパラメータのロード」をクリックし、前に保存したオプションを現在のウィザード・セッションにロードできます。
Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードは、Oracle BI EEを実行している場合、またはOracle ExalyticsでOracle Database In-Memoryを使用している場合に使用できます。Oracle Exalytics上のOracle Database In-Memoryをターゲットとして使用して、集計スクリプト(サマリー・アドバイザによって推奨された集計または手動で定義した集計)を実行できます。
サマリー・アドバイザ表(システムMBeanブラウザのSummaryAdvisorTableName、またはNQSConfig.INIのSUMMARY_ADVISOR_TABLE_NAMEパラメータで指定)が空の場合、サマリー・アドバイザは続行できません。
サマリー・アドバイザ設定の推奨事項
サマリー・アドバイザの「その他」ページでは、次のようにすることをお薦めします。
「優先オプティマイザ見積り」オプションにより、サマリー・アドバイザは、可能なときには実際の行数問合せを発行するかわりに、データベース問合せオプティマイザから発生するカーディナリティの見積りを使用するようになります。「優先オプティマイザ見積り」オプションは、Oracle Database、Microsoft SQL Server、およびIBM DB2で使用できます。
データベース問合せオプティマイザの見積りを使用するサマリー・アドバイザは、関連データベース・オブジェクトの最新の統計情報を取得します。詳細は、Oracle Databaseのドキュメントを参照してください。
「優先オプティマイザ見積り」オプションを選択していないと、サマリー・アドバイザはバックエンドのデータ・ソースに行数問合せを発行して、そのデータ・ソースの特定の問合せの行数(カーディナリティ)を取得しますが、この実行には時間がかかることがあります。最良の見積りを取得する方法のガイドラインについては、適切なデータベースのドキュメントを参照してください。たとえば、Oracle Databaseを使用している場合は、複数列の問合せのカーディナリティ見積りを改善するために、列グループ機能の使用が必要になることがあります。
特定のグレインに対するエントリがサマリー・アドバイザのキャッシュ・ファイルにすでに存在している場合は、実際の行数問合せであるか、またはカーディナリティ見積りの問合せであるかどうかに関係なく、そのグレインのサンプリングを試みる問合せはサマリー・アドバイザでは発行されません。
「優先オプティマイザ見積り」オプションの選択時または選択解除時には、サマリー・アドバイザのキャッシュ・ファイルを削除してください。これを行うには、Oracle BI管理ツールのコンピュータで、次のディレクトリにあるNQAggregate.Stats.Cache.txtおよびNQAggregate.LTS.Stats.Cache.txtを削除します。
このオプションを選択しないと、論理ファクト表内のすべてのメジャーが推奨事項内に含まれます。これには、サマリー・アドバイザで分析済のワークロードで使用されないメジャーも含まれます。
(オプション: 推奨)モデル・チェック・マネージャを実行して、Oracle BIサマリー・アドバイザのパフォーマンスと結果に影響を及ぼす可能性のあるモデリングの問題がリポジトリに含まれていないことを確認します。詳細は、モデル・チェック・マネージャを使用したモデリングの問題のチェックを参照してください。
モデル・チェックは、オフピークの期間に実行することをお薦めします。モデル・チェック・マネージャは、いくつかのチェックのためにバックエンド・データ・ソースに対する問合せを実行します。巨大なリポジトリに対してモデル・チェック・マネージャを実行すると、時間がかかることがあります。パフォーマンスを向上させるには、「統計によるフィルタ処理」を使用するか、選択したオブジェクトに対してのみモデル・チェック・マネージャを実行するようにしてください。
オプションで、複数のターゲット・コンテナを指定できます。
(オプション)「停止」をクリックすると、このプロセスを任意の時点で停止できます。サマリー・アドバイザの停止時または実行の完了時に、集計の推奨が表示されます。
特定の行の「含める」オプションの選択を解除すると、作成プロセスから特定の集計を除外できます。
SQLファイルを使用した集計表の作成の詳細は、Oracle BIに対する集計指定の実行を参照してください。
サマリー・アドバイザ・ウィザードの「停止基準」ページでは、推奨のセットに対する実行の制約を指定できます。
次の点を考慮してください。
サマリー・アドバイザは、反復最適化アルゴリズムを使用します。サマリー・アドバイザでは、反復の回ごとに、異なるセットの集計が評価されます。この画面で最小向上パーセンテージを指定すると、サマリー・アドバイザによって、2つの連続する回の推定される向上が比較され、その向上が、指定した最小パーセンテージに満たない場合は停止されます。
各回の推定される向上を示す計算式は次のとおりです。
次に例を示します。
合計問合せ時間= 500秒
向上= (1000 - 500)/1000 = 50%
合計問合せ時間= 250秒
向上= (500 - 250)/1000 = 25%
Oracle BI管理ツールを使用するかわりに、コマンドラインからOracle BIサーバー・ユーティリティnqaggradvisorを使用して、サマリー・アドバイザを実行できます。
サマリー・アドバイザ統計を生成した後、nqaggradvisorを使用して集計指定スクリプトを生成し、それを実行して集計を作成できます。nqaggradvisorユーティリティは、Oracle Business IntelligenceをOracle Exalytics Machine上で実行している場合にのみ使用できます。
nqaggradvisorユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bi/bitools/bin
構文
nqaggradvisorユーティリティは次のパラメータを取ります。
説明:
dataSourceは、サマリー・アドバイザを接続して実行するOracle BIサーバーのODBCデータ・ソース名です。
userNameは、データ・ソースにログインするユーザー名です。指定されたユーザーは、管理ツールをオンライン・モードでオープンし、Oracle BIサマリー・アドバイザを使用するために必要な権限を持つ必要があります。
outputFileは、集計指定スクリプトの出力の完全修飾パスおよびファイル名です。
tupleInQuotesは、集計の永続性ターゲットです。完全修飾接続プール、完全修飾スキーマ名およびMB単位の容量を指定する必要があります。
passwordは、userNameに対応するパスワードです。これを指定しないと、nQAggrAdvisorを実行する際に、ユーザーがパスワードを求められます。
factFilterは、ファクト・フィルタ・ファイル名です。ファクト・フィルタ・ファイルには、サマリー・アドバイザの推奨事項を生成する論理表の完全修飾名が含まれます。個々の論理ファクト表の完全修飾名を、別々の行に追加します。ファクト・フィルタを指定しないと、リポジトリ内のすべての論理ファクト表が分析に含まれます。
maxSizeAggrは、集計のMB単位の最大サイズです。
gainThresholdは、反復最適化アルゴリズムに新しい集計を追加する場合に、サマリー・アドバイザに必要なワークロード内で影響を受けるすべての問合せのパフォーマンス・ゲインが改善された割合の最少パーセンテージです。この値が満たされない場合、サマリ・アドバイザが停止します。デフォルト値は1です。
minQueryTimeは、サマリー・アドバイザの実行に含まれる前に、各論理表ソースで必要な秒単位の最少の問合せ時間しきい値です。デフォルト値は0です。
timeoutMinutesは、結果を返すまでのサマリー・アドバイザの分単位の最長実行時間です。0を指定すると、無制限になります。デフォルト値は0です。
startDateは、サマリー・アドバイザの実行に含める統計の開始日です。
endDateは、サマリー・アドバイザの実行に含める統計の終了日です。
-Cは、オプティマイザの予測を使用するかどうかを指定します。onまたはoffを指定します。デフォルトはoffです。
-Mは、推奨事項にどのメジャーを含めるかを指定します。onを指定して、ワークロードで使用中のメジャーを含めます。offを選択すると、論理ファクト表内のすべてのメジャーがふくまれます。これには、サマリー・アドバイザで分析済のワークロードで使用されないメジャーも含まれます。デフォルトはoffです。
-Kは、代用キーを使用するかどうか指定します。onまたはoffを指定します。デフォルトはonです。
例
次の例では、tupleInQuotesパラメータを正常に指定する方法を示します。
次の例では、gainThreshold、startDateおよびendDateパラメータを正常に指定する方法を示します。
集計の永続性ウィザードを使用してSQLファイルを作成すると、それを使用して集計表を作成およびロードし、それらをメタデータにマップできます。
この結果作成されるSQLファイルは、実行中のOracle BIサーバーに対して実行する必要があります。
集計の永続性ウィザードは集計指定の生成時に必要な多くの制約を自動的に適用するため、このウィザードの使用を強くお薦めします。ただし、このウィザードを使用せずに、集計論理SQLを手動で記述することもできます。独自の集計指定を記述する場合は、集計指定作成の手動での記述に記載されているガイドラインに従ってください。
集計の永続性ウィザードを実行する前に、物理レイヤーに集計を作成する予定のターゲット・データベースをマップする必要があります。これを行うには、必要なデータベース、接続プールおよび物理スキーマ・オブジェクトを手動で作成します。
注意:
Oracle Exalytics Machine上でOracle Business Intelligenceを実行している場合、集計の永続性ウィザードのかわりにサマリー・アドバイザ機能を使用して、問合せのパフォーマンスが向上するのはどの集計であるのか特定し、推奨集計を作成するスクリプトを生成できます。詳細は、集計の問合せの候補を特定するためのOracle BIサマリー・アドバイザの使用方法を参照してください。
集計の永続性ウィザードを使用するには:
注意:
モデル・チェック・マネージャは、一部のチェックのためにバックエンドのデータ・ソースに対して問合せを実行するので、オフピーク時に実行することをお薦めします。また、大規模なリポジトリに対してモデル・チェック・マネージャを実行すると、長い時間がかかることがあります。パフォーマンスを向上させるには、「統計によるフィルタ処理」を使用するか(使用可能な場合)、選択したオブジェクトに対してのみモデル・チェック・マネージャを実行するようにしてください。
モデル・チェック・マネージャは、オンライン・モードで実行する必要があります。ただし、集計の永続性・ウィザードは、オンライン・モードでもオフライン・モードでも実行できます。
通常、Oracle BIサーバーに対してSQLスクリプトを実行する場合、DDLが作成され、それがターゲット・データベース・スキーマに対して実行され、集計表が作成されます。次に、ソースからそれらがロードされ、最後にOracle BIサーバーのメタデータが作成されます。これにより、集計ナビゲーション機能で新しい表が使用できるようになります。
また、Oracle BIサーバーのSQLスクリプトとは別のファイルにDDLを保存する場合は、ターゲットDDLを別のファイルに生成を選択することもできます。このオプションを選択すると、自動生成されたDDLを変更して、それをOracle BIサーバーから独立して実行することが可能になり、柔軟性が向上します。たとえば、記憶域パラメータや索引の設定を変更することができます。
別のファイルにターゲットDDLを生成を選択すると、2つのSQLスクリプトが「場所」フィールドに指定したディレクトリに生成されます。
別のファイルにターゲットDDLを生成を選択し、ウィザードのステップを完了した後は、一般的に次のように実行します。
「ファイルの場所の選択」画面でオプションの指定が完了したら、「次へ」をクリックします。
オプションとして、「「重複を除いた件数」メジャーをRAW値として永続化」を選択して、as_raw_values句をすべての有効な重複しない件数メジャーに追加し、システム生成された集計論理表ソースへの対応する論理列に、集計式の上書きを設定します。このオプションを設定すると、集計の永続性は重複を除いた件数の実際の値を保存します。このオプションを選択しないと、集計の永続性は指定されたレベルの組合せに対するあらかじめ計算された件数を保存します。
最初の集計表ブロックの作成時には、「スクリプトの表示」ボタンは利用できません。
この図は、「ビジネス・メジャーの選択」画面を示しています。

適切なメジャーを選択したら、「次へ」をクリックします。
集計対象のファクト表とディメンション表の間のデフォルトの結合オプションは、選択した論理レベルに定義されている主キーです。このレベルの主キーが大きくて複雑である場合、ファクト表への結合はコストが高くなります。したがって、この場合は代理キーを使用することをお薦めします。代理キーは人工的に生成されたキーであり、通常は数字です。たとえば、レベル集計表内の代理キーはこの結合を簡素化させ、ファクト表から不要な(レベルの主キーの)列が削除されます。これにより、ファクト表は軽量化されます。
代理キーの使用によって変化するのは問合せの応答時間のみであり、問合せの論理的な結果に違いはありません。ただし、代理キーの生成によって集計表のロード時間が長くなるという副作用が生じる場合があります。したがって、推奨設定は次のようになります。
代理キーの詳細は、ディメンション集計表への代理キーの追加を参照してください。
この図は、「レベルの選択」画面を示しています。

適切な集計レベルを選択したら、「次へ」をクリックします。
デフォルトの集計表の名前が設定されており、表の名前に接頭辞が付加されています。生成されるファクト表のデフォルトの接頭辞はagです。ディメンション(レベル)集計用に作成される表のデフォルトの接頭辞はSA_であり、これはNQSConfig.INIのAGGREGATE_PREFIXプロパティを更新することによって変更できます。構成設定の変更の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。
この図は、「接続プールの選択」画面を示しています。

接続プールの情報を設定したら、「次へ」をクリックします。
SQLファイルを使用した集計表の作成の詳細は、Oracle BIに対する集計指定の実行を参照してください。
モデル・チェック・マネージャを使用して、Oracle BIサマリー・アドバイザと集計の永続性エンジンに影響を及ぼす可能性のあるモデリングの問題をチェックする方法について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
モデル・チェック・マネージャを使用して、Oracle BIサマリー・アドバイザと集計の永続性エンジンの正常な実行に影響を及ぼす可能性のある問題についてリポジトリ・メタデータをチェックできます。
モデル・チェック・マネージャの実行のユーザー・エクスペリエンスは、整合性チェック・マネージャの実行に非常によく似ていますが、これら2つのツールには、次のような3つの主な違いがあります。
モデル・チェック・マネージャは、整合性チェック・マネージャと同様に、エラー・メッセージと警告メッセージの両方を返します。モデル・チェック・マネージャによって特定されたエラーを修正する必要があります。そうしないと、Oracle BIサマリー・アドバイザによる推奨事項が正しくないものになったり、集計の永続性エンジンによる集計の作成が失敗したりすることがあります。警告を修正することをお薦めしますが、必須ではありません。警告で特定された問題は、Oracle BIサマリー・アドバイザによる推奨事項の的確性を損なったり、集計の永続性エンジンのパフォーマンスを低下させたりすることにつながります。
モデル・チェック・マネージャは、パフォーマンス改善のために、データベースに対してパラレル問合せを実行します。デフォルトでは、24個のスレッドが有効になっています。モデル・チェック・マネージャのデフォルトのスレッド数を変更するには、オペレーティング・システムの環境変数としてMODEL_CHECKER_MAX_THREADSを作成し、設定します。指定可能な最大スレッド数は100です。
Oracle BIサマリー・アドバイザに対しては、Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードの実行前ではなく、サマリー・アドバイザ統計の収集後にモデル・チェック・マネージャを実行します。
集計の永続性に対しては、集計の永続性・ウィザードの実行直前にモデル・チェック・マネージャを実行します。モデル・チェック・マネージャは、初期の集計作成の失敗後に、選択したオブジェクトの問題を特定するために使用できます。
管理ツールを使用してグローバルに実行するには、「ファイル」メニュー、「モデルのチェック」の順に選択します。サブメニューから次のいずれかのオプションを選択します。
このオプションは、Oracle Exalytics Machineでのみ使用可能です。Exalytics以外のシステムで統計によるフィルタ処理を実行しようとしたり、統計表が使用可能でないときにフィルタ処理を実行しようとしたりすると、モデル・チェック・マネージャは統計によるフィルタ処理を行うことができないことを説明する警告が表示されます。
サマリー・アドバイザの統計表の設定の詳細は、後続のセクションを参照してください。
管理ツールを使用して選択したオブジェクトに対してモデル・チェック・マネージャを実行するには、1つまたは複数のビジネス・モデル、ディメンション・オブジェクトまたは論理ファクト表を右クリックし、「モデルのチェック」を選択します。そして、前述のように、サブメニューから「完全」または「統計によるフィルタ処理」を選択します。「統計によるフィルタ処理」メニュー・オプションは、ファクト表オブジェクトおよびビジネス・モデル・オブジェクトでのみ使用可能であることに注意してください。
大規模なリポジトリでモデル・チェック・マネージャを使用する場合は、パフォーマンスを向上させるために、「統計によるフィルタ処理」を使用するか、選択したオブジェクトに対してのみモデル・チェック・マネージャを実行することをお薦めします。
1つまたは複数のオブジェクトに対してモデル・チェック・マネージャを実行すると、「モデル・チェック・マネージャ」ダイアログが開いて、リポジトリのエラーを修正できるようになります。
Oracle BIサーバーのvalidaterpdユーティリティを使用し、-Lオプションを指定して、コマンドラインからモデルをチェックできます。
-Lを指定してこのユーティリティを実行すると、管理ツールでモデル・チェック・マネージャがチェックする場合と同様のモデル・チェックを実行できます。validaterpdユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。
モデル・チェック・モードでvalidaterpdを実行するには、実行中の管理ツールのDSNを指定する必要があります。
validaterpdユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bi/bitools/bin
整合性チェック・モードでのvalidaterpdの実行の詳細は、validaterpdユーティリティを使用したリポジトリの整合性チェックを参照してください。
構文
validaterpdユーティリティは、モデル・チェック・モードで次のパラメータを取ります。
説明:
-L: モデル・チェック・モードを指定します。
-D: 実行中のOracle BIサーバーのDSN。
-U: Oracle BIサーバーのDSNのユーザー名。
-P: Oracle BIサーバーのDSNのパスワード。
パスワード引数はオプションです。パスワード引数を指定しなかった場合、コマンドの実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。
注意:
パスワード引数のサポートは下位互換性の保持を目的としており、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
-O: 結果をテキスト・ファイルで出力するには、このオプションを使用します。
-C: 結果をCSVファイルで出力するには、このオプションを使用します。
-X: 結果をXMLファイルで出力するには、このオプションを使用します。
-8: UTF-8出力を指定するには、このオプションを使用します(オプション)。
-W: オプションとして、ホワイトリストされたオブジェクト・ファイルを含めることができます。このテキスト・ファイルでは、チェックする必要のある論理オブジェクトの限定数が指定されます。各論理オブジェクトの完全修飾名を1行に入力します。-Wが指定されていない場合は、すべての論理オブジェクトがチェックされます。
-S: 統計表に従ってアクティブな問合せの対象となったオブジェクトのみをチェックするには、このオプションを使用します。-Sが指定されていない場合は、すべてのオブジェクトがチェックされます。-Wも同時に指定された場合、ホワイトリスト・ファイルにはビジネス・モデルと論理ファクト表のみが含まれます。その他のオブジェクトはチェックされません。このオプションは、Oracle Exalytics Machineでのみ使用可能です。
例
前出の例では、DSNName接続を使用してRPDに接続し、RPD内のすべてのモデルをチェックし、出力をresults.txtに書き込んでいます。
前出の例では、DSNName接続を使用してRPDに接続し、モデル・チェックを実行して、出力をresults.txtに書き込んでいます。whitelist.txtにリストされたオブジェクトのみがチェックされます。また、-Sが指定されているため、統計表に従ってアクティブな問合せの対象となったオブジェクトのみがチェックされます。
-Wと-Sを同時に指定した場合、ホワイトリストにはビジネス・モデルと論理ファクト表のみを含めることができます。その他のオブジェクトはチェックされません。
集計の永続性ウィザードを使用してスクリプト・ファイルを作成するかわりに、スクリプト・ファイルを手動で記述できます。集計の永続性ウィザードを使用することをお薦めします。
集計の作成時にOracle BIサーバーによってデータベースが変更されるのを望まない場合は、集計の永続性ウィザードでターゲットDDLを別のファイルに生成オプションを選択することによって、それを指定できます。集計の永続性ウィザードによって、空の集計表を作成するためのDDLファイル(集計準備スクリプト)が作成されます。この後、集計表にデータを移入するために、集計作成スクリプトを実行する必要があります。このオプションは、表作成のためのデータベースへのアクセスが制限されている場合に柔軟性を提供します。集計作成スクリプトを実行する前に集計準備スクリプトを実行する必要があることに注意してください。
この項では、次の項目について説明します。
作成プロセス時に課される制約について説明します。
作成プロセス時には次の制約が課されます。
前述の制約が満たされない場合、集計指定全体が破棄されます。また、次のいずれかの条件に当てはまる場合、作成プロセスにおいてメジャーは無視されます。
無視されたメジャーは、必ずしも集計指定に影響するとは限りません。集計の作成には残りのメジャーが使用されます。
レベルの集計はデータベース全体をスコープとするため、出力コンテナ内に同じ名前がすでに存在する場合、集計指定は無視されます。ただし、同一のファクト集計名に対して異なるカタログまたはスキーマが指定される場合、同一のデータベース内の別のスコープであれば、同じ名前の複数のファクトを持つことが許可されます。
ファクトに結合されていないディメンションが存在する場合、集計指定は破棄されることに注意してください。
すべてのメタデータの名前(論理ファクト列を除く)は完全修飾です。
操作には、作成と削除の2つのモードがあります。すべての集計指定を1つの集計作成文に含めることを強くお薦めします。
代理キーでの集計の作成の詳細は、ディメンション集計表への代理キーの追加を参照してください。
スクリプト・ファイルの最初にはDelete文を置きます。新しい集計を作成する前にシステムによって生成された集計を削除することが不可欠です。
これにより、データの一貫性が保たれること、および作成操作の実行前に無効な集計や不完全な集計が削除されることが保証されます。集計を削除する文の構文は次のとおりです。
次に例を示します。
オプションで、削除する物理表のカンマ区切りリストを含めることができます。含める表は、集計作成スクリプトの前回の実行によってシステムで生成されたものである必要があります。リストされたファクト表に結合されているすべてのディメンション表も削除されます。
ディメンション表が複数のファクト表に結合されている場合、それは、他の結合されている表もリストされていないかぎり削除されません。
ファクト表に加えて、Delete文を使用して、孤立ディメンション表(他のどのファクト表にも結合されていないディメンション表)を削除することもできます。集計作成が失敗すると、孤立ディメンション表が発生することがあります。
削除文によって、時系列キーが集計の永続性に追加された際に、時間ディメンションの論理表に追加された論理キーおよび論理列も削除されます。
Create文は、Delete文の後に実行する必要があります。
集計を作成する文の構文は次のとおりです。
as_raw_valuesは、単一の集計ルールを持つ重複しない件数のメジャーを伴っている必要があります。単一の集計ルールには、ルールが1つだけあり、ディメンション・ベースではありません。
次のガイドラインを使用して、1つの集計作成の文の中に複数の集計を指定します。
注意:
初回以降に実行されるすべての集計スクリプトでは、集計削除文は含めないようにするか、または以前に作成したすべての集計を削除するようにしてください。
オプションのWhere句をCreate文に追加できます。
Where句は集計するデータをフィルタし、断片化された集計またはベース・ファクト表のデータの断片のみの集計を作成します。Where句は、「論理表ソース」ダイアログにある「断片化の内容」フィールドも設定します。ほとんどの場合、断片化された集計の作成は問合せの高速化を最大化し、集計の作成および維持のコストを最小限に抑えます。
断片化された集計を使用する場合の次の例に注意してください。
次に示すのは、有効なWHERE句のCreate文の例です。
論理列の要件
Where句で指定する論理列は、次の要件を満たす必要があります。
operational_operを使用する場合、論理列のデータ型はinlistの定数のデータ型と一致する必要があります。 inclusion_operを使用する場合、論理列のデータ型はinlistのすべての定数のデータ型と一致する必要があります。
Where句の文法
集計の作成指定のWhere句の文法は、論理SQLフィルタのWhere文法のサブセットです。このため、Oracle BIサーバーが集計の作成指定にサポートする文法は、論理SQLフィルタとわずかに異なります。
次のCreate文およびWhere句に注意してください。
許容できる文法のルールは、次のとおりです。
filter_list ::= filter logical_oper filter_list
| filter
| '(' filter_list ')'
filter ::= logical_column relational_oper constant
| logical_column inclusion_oper '(' inlist ')'
relational_oper ::= '=' | '!=' | '<' | '>' | '<=' | '>=' | 'like'
inlist ::= constant ',' inlist
| constant
logical_oper ::= 'and' | 'or'
inclusion_oper ::= 'in' | 'not in'
ファクト表とレベル集計表との結合オプションのデフォルトでは、レベル集計の主キーが使用されます。
このレベルの主キーが大きくて複雑である(多数の列で構成されている)場合、ファクト表への結合はコストが高くなります。代理キーは人工的に生成されたキーであり、通常は数字です。レベル集計表内の代理キーはこの結合を簡素化させ、ファクト表から不要な(レベルの主キーの)列が削除され、ファクト表のサイズが小さくなります。代理キーをディメンション(レベル)集計表に追加すると、ファクト表への結合を簡素化でき、問合せのパフォーマンスが向上することがあります。さらに、代理キーによって、各集計表が一意の識別子を持つようになります。
複数のファクト表間でレベルが共有される場合があります。この場合、あるファクトでは代理キーが使用され、別のファクトではディメンション集計の主キーがされる可能性があります。この状況を解決するためのいくつかのオプションを次に示します。
各ディメンションに対して結合タイプを指定する方法の他に、スター全体で代理キーを使用するかどうかを指定する方法があります。これにより構文が簡潔になる場合がありますが、ユーザー・オプションの利用に制限が生じたり、集計作成プロセスの速度が低下したりすることがあります。
集計の作成/準備のための構文には、変更箇所[Using_Surrogate_Key]が含まれています。
各レベルに代理キー・オプションを指定することができます。このオプションを指定しないと、ファクト表およびディメンション表は、レベル集計の主キーを使用して結合されます。
現在のプロセスへの変更は、リポジトリおよびデータベース内の物理メタデータ・レイヤーに制限されています。
Using_Surrogate_Key結合オプションを使用すると、次のような結果になります。
levelName_upgradeIDSKという名前の新しい列を持ちます(競合がチェックされます)。これは、ディメンション集計の代理キーの列です。全文字数が18文字を超える場合、levelNameは切り詰められることに注意してください。 levelName_upgradeIDSKという名前の対応する列を持ちます。ここでも、全文字数が18文字を超える場合、levelNameは切り詰められます。 RCOUNT()を使用してデータが設定されます。 Oracle BIサーバーに対して集計指定スクリプトを実行する方法を説明します。
このスクリプトを実行する前に、Oracle BIサーバーのODBC DSN (データ・ソース名)を作成し、適切なログ・レベルを設定する必要があります。Oracle BIサーバーのDSNは、単一ノード・デプロイメントに対して集計指定を実行するように手動で作成する必要があります。デプロイメントがマルチノード・クラスタの場合は、ソースOracle BIサーバーに対して集計指定を直接実行する必要があります。集計指定を実行する対象となるソースOracle BIサーバーに対して非クラスタDSNを作成します。管理ツールの「クラスタ・マネージャ」をオンライン・モードで使用して、どのOracle BIサーバーがソースであるのかを判断します。
注意:
クラスタ化環境では、集計指定スクリプトは、宛先Oracle BIサーバーのローリング再起動をバックグラウンドで実行します。集計の永続性スクリプトの実行中は、Fusion Middleware Controlまたは構成ファイルで、その他の構成変更を行わないようにしてください。ローリング再起動では、宛先サーバーのみが再起動されます。構成を変更すると、Oracle BIサーバーが宛先Oracle BIサーバーとは異なる構成設定のセットを送信する可能性があります。構成を変更した場合は、ソースOracle BIサーバーを再起動します。
DSNを作成すると、BI Administratorsグループのメンバーであるユーザーとして、nqcmdを使用してスクリプトを実行できます。nqcmdの実行の詳細は、リポジトリをテストおよび調整するためのnqcmdの使用方法を参照してください。
Oracle BI EE 11gバージョンを使用している場合、問合せとエラーはnqquery.logに記録されます。Oracle BI EE 12cを使用している場合、問合せとエラーはDOMAIN_Home/servers/obis1/logs内のobis1_query.logに記録されます。
Oracle BIサーバーのODBC DSNを作成する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイドのOracle Business Intelligenceへの他のクライアントの統合を参照してください。
トレース・ログは、ロギング・レベルを2以上にすると記録されます。ログの対象となるイベントには、集計の実行計画や、集計の作成および削除の順序が含まれます。ロギング・レベルが高いほど、問合せおよび実行計画に関してより詳細な情報が提供されます。たとえば、実行される問合せを調べるには、ロギング・レベル4以上を指定します。エラー・ログは、ロギング・レベルを1以上にすると記録されます。このログは、ロギング・レベルにかかわらずnqserver.logに記録されます。
次のいずれかの方法で、ロギング・レベルを設定します。
nqcmdを使用してリクエスト変数を設定する場合は、デリミタとしてコロンを使用します。
nqcmdを使用して、手順1で作成したOracle BIサーバーの非クラスタDSNに接続します。SQLスクリプトを実行すると、Oracle BIサーバーのメタデータ内、およびバックエンド・データベース内に集計が作成され、永続化されます。
一連の集計の作成中に1つの集計の作成が失敗すると、集計の永続性エンジンは失敗した集計の作成とその依存関係をスキップし、リストでの次の集計に進みます。
ログ・ファイルをチェックして、失敗した集計を特定します。孤立した集計ディメンション(他のどのファクト表にも結合していないもの)が作成された場合は、Delete Aggregatesコマンドを使用して、そのディメンションを削除します。
この表は、様々なライフ・サイクル・ユースケースに対して集計を永続化するためのユーザー・タスクをまとめたものです。
注意:
これらのユースケースは、単一または複数の集計の永続性ターゲットに対する操作に焦点を当てており、単一または複数ノード・デプロイメントに対する操作を説明するものではありません。多くの部分において、ユーザー・タスクは、単一ノード・デプロイメントと複数ノード・デプロイメントの両方に対して同じです。唯一の違いは、クラスタ化デプロイメントでは、マスターOracle BIサーバーに接続する必要があり、スレーブ・サーバーのローリング再起動は、バックグラウンドで実行されることです。詳細は、「集計指定スクリプトの実行」を参照してください。
| 番号 | ユースケース | 説明 |
|---|---|---|
1 | 単一の集計の永続性ターゲットに対する集計の作成 | 集計の作成のみを実行するには、集計作成スクリプトを変更し、先頭の集計削除文を削除します。その後、 |
2 | 単一の集計の永続性ターゲットに対する集計の削除 | 集計を削除するには、 Delete aggregates [list of fully qualified physical fact table names]; 次に例を示します。 Delete aggregates; または Delete aggregates "src".."INCR"."fact_1", "src".."INCR"."fact_2"; |
3 | 単一の集計の永続性ターゲットに対する集計のリフレッシュ |
かわりに、ユース・ケース2の説明に従って集計を手動で削除してから、ユース・ケース1に示すように集計を作成することもできます。この手動による方法は、すべての集計を削除するが、集計作成スクリプトでは特定の集計のみが削除されるように指定されている場合に便利です。 |
4 | 複数の冗長な集計の永続性ターゲットに対する集計の作成 | 複数のターゲット上に集計クローンを作成するには、集計作成スクリプトを変更し、集計作成文を、ターゲットの数だけコピーします。 たとえば、次の集計作成文を含むスクリプトがあるとします。 set variable LOGLEVEL=7 : create aggregates "myfactaggr" for "FACT_1"("MEASURE_1") at levels ("INCR"."DIM1_LEVEL1Dim"."DIM1_LEVEL1 Detail") using connection pool "tgt1"."cp" in "tgt1".."double1"; そのブロックをコピーし、それを最初のブロックの下に貼り付け、2番目のターゲット用に接続プールとスキーマ情報を変更します。次に例を示します。 set variable LOGLEVEL=7 : create aggregates "myfactaggr" for "FACT_1"("MEASURE_1") at levels ("INCR"."DIM1_LEVEL1Dim"."DIM1_LEVEL1 Detail") using connection pool "tgt2"."cp" in "tgt2".."double2"; すべてのターゲット用のブロックをコピーして変更したら、スクリプトを保存します。その後、 |
5 | 複数の集計の永続性ターゲットに対する集計の削除 | 複数のターゲット上の集計を削除するには、 set variable LOGLEVEL=7 : delete aggregates "tgt1".."double1"."myfactaggr"; set variable LOGLEVEL=7 : delete aggregates "tgt2".."double2"."myfactaggr"; |
6 | 複数の冗長な集計の永続性ターゲットに対する集計のリフレッシュ | このユースケースの詳細は、可用性の高い集計をリフレッシュするためのダブル・バッファリングの使用方法を参照してください。 |
7 | 複数のパーティション化された集計の永続性ターゲットに対する集計のリフレッシュ | 場合によっては、様々な集計が複数のターゲットにわたってパーティション化されていることもあります。この手法は、メモリー使用量が最大になりますが、可用性の高い集計を提供しません。パーティション化された集計をリフレッシュするには、次の中からデプロイメントに合った方法を実行してください。
|
複数の集計の永続性ターゲットにわたる集計クローンがある場合、集計をリフレッシュする際はダブル・バッファリングを使用して停止時間を作らないようにできます。
ダブル・バッファリングを設定するには、リフレッシュを制御するように集計作成および削除SQL文を手動でコールします。
始めに、最初のターゲット上の集計を削除します。次に、最初のターゲットで集計を作成し、非アクティブ・スキーマとして集計が削除されていないターゲットを指定し、リフレッシュで古いデータが使用されないようにします。その後、各ターゲットに対してこのプロセスを繰り返します。最後のターゲットをリフレッシュする際は、その時点までに他のスキーマのデータはすでにリフレッシュされているため、非アクティブ・スキーマを指定する必要はありません。
非アクティブ・スキーマを指定するには、集計作成文の前にリクエスト変数INACTIVE_SCHEMASを設定します。次に例を示します。
非アクティブ・スキーマとしてリフレッシュされていないスキーマのみ指定します。すでにリフレッシュ済または削除済のスキーマを指定しないでください。
複数の非アクティブ・スキーマを指定するには、カンマ区切りリストを使用します。リストに空白がないことを確認します。
この例は、2つのターゲット上で集計をリフレッシュするためのダブル・バッファリングの使用方法を示しています。
注意:
複数の集計の永続性ターゲットにまたがる集計クローンがある場合、追加のインスタンスが、初期インスタンスのリフレッシュ時に問合せの負荷を引き受けるホット・スペアとなります。集計クローンは、受信問合せのロード・バランシングでは使用されません。
例13-1 2つのターゲット上の集計クローンのリフレッシュ
ターゲットtgt1とtgt2上に次の集計クローンがあるとします。
リフレッシュ中に少なくとも1つの集計クローンを使用可能にするには、次の手順に従います。
これらのトピックでは、TimesTenソースでの集計作成に関連する構成手順と機能について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
TimesTenソースの設定に関する固有の手順については、Oracle Exalytics Machineを参照してください。
TimesTenソース上に集計を作成するには、そのインスタンスに対してPL/SQLが有効化されており、そのPL/SQLの最初の接続属性PLSQLが1に設定されていることを確認する必要があります。
PL/SQLは、インストール時に有効にすることも、インストール後にttmodinstallユーティリティを実行して有効にすることもできます。詳細は、Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイドを参照してください。
TimesTenの圧縮表で集計を作成するには、Oracle管理ツールで「データベース」ダイアログの「機能」タブでデータベース機能のCOMPRESSED_COLUMNSを有効にします。
「機能」タブの使用方法の詳細は、データ・ソースでサポートされるSQL機能の指定を参照してください。
パフォーマンス強化機能を有効化できます。
TimesTenのリリース11.2.2.3以降で集計を作成している場合は、機能を有効にしてパフォーマンスを改善することができます。
有効にしてパフォーマンスを改善できる機能は、次のとおりです。
これらの機能を有効化するには、次の手順を実行します。
BI_DOMAIN\config\fmwconfig\bienv\obisにあるobis.propertiesファイルを編集します。 ORACLE_BI_TT_DISABLE_REDO_LOGGING=1 ORACLE_BI_TT_DISABLE_REDO_LOGGING=1要素によってREDOロギングは無効になり、集計の作成が速くなります。
機能を無効にするには、ORACLE_BI_TT_DISABLE_REDO_LOGGING=1要素を0 (ゼロ)に設定します。
ORACLE_BI_TT_BACKGROUND_CHECKPOINT_INTERVAL=10 ORACLE_BI_TT_BACKGROUND_CHECKPOINT_INTERVAL要素により、TimesTenでデータがディスクにフラッシュされる頻度が変わります。この要素がない場合、デフォルトは10秒ごとです。ORACLE_BI_TT_BACKGROUND_CHECKPOINT_INTERVAL=Nを明示的に(たとえば10に)設定した場合、ディスクへのフラッシュはN (この例では10)秒ごとに行われます。ORACLE_BI_TT_BACKGROUND_CHECKPOINT_INTERVALを0 (ゼロ)に設定した場合、バックグラウンド・フラッシュは無効化されます。バックグラウンド・フラッシュを有効にすると、集計作成プロセスの最後での大規模なブロッキング・フラッシュが回避されるため、集計の作成が速くなります。
obis.propertiesファイルを保存して閉じます。 ネットワーク障害、データベースのディスク領域なし、不正な集計リクエストなどが発生すると、集計の永続性エラーになります。
一連の集計の作成中に1つの集計の作成が失敗すると、集計の永続性エンジンは失敗した集計の作成とその依存関係をスキップし、リストでの次の集計に進みます。ログ・ファイルをチェックして、失敗した集計を特定します。
エラーが生じた場合は、次の方法のいずれかで失敗した集計を削除する必要があります。
モデル・チェック・マネージャを実行して、リポジトリに、Oracle BIサマリー・アドバイザと集計の永続性のパフォーマンスと結果に影響を及ぼすモデリングの問題が含まれていないことを確認します。
詳細は、モデル・チェック・マネージャを使用したモデリングの問題のチェックを参照してください。
データ・アクセス・セキュリティは、データの参照および変更の権限を制御します。Oracle Business Intelligenceでは、複数の異なる手法のデータ・アクセス・セキュリティ(リポジトリまたはデータベースに実装される行レベル・セキュリティ、オブジェクト権限、および問合せ制限)を使用できます。
SSL接続の設定、ユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールの管理、カスタムLDAPサーバーの設定、カスタム・オーセンティケータの管理などの他のセキュリティ・タスクは、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドに記載されています。
注意:
データ・アクセス・セキュリティを実装する前に、ユーザーおよびアプリケーション・ロールを作成する必要があります。
オンライン・モードの管理ツールでデータ・アクセス・セキュリティを実装するように計画してください。オフライン・モードでデータ・アクセス・セキュリティのタスクを実行する必要がある場合は、最初にオフライン・モードでのデータ・アクセス・セキュリティの適用についてを読んでください。
データ・アクセス・セキュリティの監査は、Oracle Business Intelligenceの使用状況トラッキング機能によって実現されます。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの使用状況トラッキングの管理を参照してください。
この章のトピックは、次のとおりです:
メタデータ・リポジトリを開発したら、ソース・データへのアクセスを制御するためのデータ・セキュリティ・アーキテクチャを設定する必要があります。
データ・アクセス・セキュリティは次の目標を達成します。
Oracle Business Intelligenceでは、行レベル・セキュリティ、オブジェクト権限、問合せ制限(ガバナー)の3種類のデータ・セキュリティをサポートしています。オブジェクト権限および問合せ制限はリポジトリ内に設定され、Oracle BIサーバーのみによって施行されます。一方、行レベル・セキュリティはリポジトリ内とデータベース内のいずれにも実装し施行することが可能です。
データベース内に行レベル・セキュリティを実装するように選択した場合でも、リポジトリ内にオブジェクト権限および問合せ制限を設定する必要があります。個々の表または列にデータベース・レベルのオブジェクト制限を適用することも可能ですが、ユーザーがアクセス権を持たないオブジェクトが、すべてのクライアントで可視になります(それらへの問合せは失敗します)。リポジトリ内にオブジェクト権限を設定し、ユーザーがアクセス権を持たないオブジェクトがすべてのクライアントで非表示になるようにする方法のほうが優れています。
Oracle BIサーバーには様々なクライアントが接続可能であるため、Oracle BIプレゼンテーション・サービス内でデータ・セキュリティを実装または施行することはできません。Oracle BIプレゼンテーション・サービスはセキュリティ制御の広範なセットを提供しており、それらを利用することによって、Oracle Business Intelligenceユーザー・インタフェース内の機能へのアクセス権限を設定したり、ダッシュボードや分析オブジェクトへのアクセス権限を設定できます。ただし、Oracle BIサーバーはデータ・アクセス・セキュリティを提供していません。セキュリティ制御をOracle BIサーバーのみに実装すると、SQLインジェクションによるハッカー攻撃にさらされたり、他のセキュリティの脆弱性が生じます。接続するすべてのクライアントに対して適用されるルールを作成するには、リポジトリ内にオブジェクト・レベルのセキュリティを提供する必要があります。
Oracle BIサーバーで使用可能なセキュリティ制御の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドを参照してください。
この表は、Oracle Business Intelligence用のセキュリティ・タスク情報の場所を示しています。
| タスク | 場所 |
|---|---|
デフォルト認証プロバイダ、または代替認証プロバイダを使用したユーザー認証の設定 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのデフォルト・セキュリティ構成を使用したセキュリティの管理 |
デフォルト認証プロバイダでのユーザーおよびグループの作成と管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドの埋込みWebLogic LDAPサーバーでのユーザーとグループの管理 |
アプリケーション・ロールの作成およびデフォルト・ポリシー・ストアでのポリシー管理 | Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護のポリシー・ストアの管理 |
ポリシー・ストア内でアプリケーション・ロールとともに使用されるデフォルトのOracle Business Intelligenceの権限の表示と理解 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのデフォルトの権限 |
オフライン・モードでのデータ・アクセス・セキュリティの適用、およびプレースホルダ・アプリケーション・ロールの設定 | |
行レベル・データ・セキュリティの設定 | |
リポジトリのオブジェクト権限の設定 | |
問合せ制限の設定(ガバナー) | |
シングル・サインオン(SSO)の設定 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのSSO認証の有効化 |
SSL通信の有効化 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのOracle Business IntelligenceのSSO構成 |
カスタム・オーセンティケータの管理 | Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのカカスタム・オーセンティケータ・プラグインを使用した認証 |
リポジトリ内またはデータベース内に行レベル・セキュリティを設定するように選択できます。
リポジトリ内に行レベル・セキュリティを実装することには多くの利点があります。それらを次に示します。
一方、データベース内に行レベル・セキュリティを実装することは、複数のアプリケーションでデータベースを共有するような状況において有用です。データベース内に行レベル・セキュリティを実装する場合であっても、リポジトリ内にオブジェクト権限を定義し適用する必要があることに注意してください。
リポジトリとデータベースの両方に行レベル・セキュリティを設定することが可能ですが、特別な必要性がないかぎり、両方の場所で行レベル・セキュリティを施行することは通常はありません。
この項では、次の項目について説明します。
データ・フィルタは、リポジトリ内に行レベルのセキュリティ・ルールを施行する手段を提供するセキュリティ機能です。
データ・フィルタは管理ツールを使用してリポジトリ内に設定され、特定のアプリケーション・ロールに適用されます。
データベース内に行レベル・セキュリティを実装する場合、通常、データ・フィルタは設定しません。なぜなら、この場合、行レベル・セキュリティのポリシーはOracle BIサーバーではなく、データベースによって施行されるためです。
データ・フィルタは、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー内、およびプレゼンテーション・レイヤー内の両方のオブジェクトに設定できます。論理オブジェクトにフィルタを適用すると、プレゼンテーション・レイヤーのそのオブジェクトを使用するすべてのオブジェクトに影響が及びます。プレゼンテーション・レイヤーのオブジェクトにフィルタを設定すると、基礎となる論理オブジェクトに設定されるすべてのフィルタに加えて、このフィルタが適用されます。
この図は、Oracle BIサーバー内でデータ・フィルタ・ルールが施行される方法を示しています。セキュリティ・ルールは接続するすべてのクライアントに適用され、たとえ論理SQL問合せが変更される場合であっても違反は許可されません。
この例では、アプリケーション・ロールにフィルタが適用されています。Anne Green(そのロールのメンバー)がリクエストを送信するとき、返される結果はこのフィルタに基づいて制限されます。管理者ユーザーのアプリケーション・ロールにはフィルタは適用されないため、すべての結果が返されます。Oracle BIサーバーによって生成されるSQLでは、定義済のすべてのデータ・フィルタが考慮されます。

データ・フィルタは、個々のユーザーに対してではなく、必ず特定のアプリケーション・ロールに対して設定してください。
データ・フィルタを設定して、問合せの行レベルの認可ルールを適用するには:
オフライン・モードの場合、以前にオンライン・モードで変更されているアプリケーション・ロールを除き、リストにアプリケーション・ロールは表示されません。詳細は、オフライン・モードでのデータ・アクセス・セキュリティの適用についてを参照してください。
フィルタを作成するには、最初にフィルタの適用先となるオブジェクトを追加します。次に、個々のオブジェクトに対してフィルタ式情報を設定します。
たとえば、表内の他の列の値の範囲に基づいて結果を制限するための、「"Sample Sales"."D2 Market"."M00 Mkt Key" > 5」のようなフィルタを定義できます。
フィルタ定義の中ではリポジトリ変数およびセッション変数を使用することもできます。それらの変数を含める場合は、正しい構文になるように式ビルダーを使用してください。
| オプション名 | 説明 |
|---|---|
サブジェクト領域 | 個別のサブジェクト・エリアのデータ・フィルタのみを表示するにはそのサブジェクト・エリアを選択します。すべてのフィルタを表示するには「すべて」を選択します。 |
フィルタ総数 | 現在のユーザーまたはアプリケーション・ロールに対して定義されているデータ・フィルタの総数を表示します。 |
追加 ![]() | データ・フィルタを適用するオブジェクトを追加するには、「追加」をクリックして「参照」ダイアログを開きます。 |
削除 ![]() | フィルタを削除するには、行を選択して「削除」をクリックします。 |
参照 ![]() | フィルタの適用先となるオブジェクトを変更するには、行を選択して「参照」をクリックします。 |
「式の編集」(式ビルダー) ![]() | 特定のオブジェクトにフィルタ式を追加するか、または変更するには、行を選択して「式の編集」をクリックします。行にフィルタ式を適用する前に、オブジェクトを追加する必要があります。 |
検索 ![]() | 特定の文字列を検索するには、「検索」フィールドにテキストを入力し、「下方検索」または「上方検索Find Up」をクリックします。 |
Oracle Business Intelligenceを設定するには、データベース内で行レベル・セキュリティを実装する必要があります。接続プールは、Oracle BIサーバーが各ユーザーの資格証明をデータベースに渡すように構成できます。
データベースはこの資格証明を使用して、自身が持つ行レベル・セキュリティ・ルールをユーザー問合せに適用します。
行レベルのデータベース・セキュリティは、データベース認証とは異なります。Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドの認証に関する項を参照してください。行レベル・データベース・セキュリティはデータベースの認可を提供します。言い換えると、これはデータベース内の特定の行に対してアクセス・セキュリティを適用します。
この図は、Oracle Business Intelligenceの問合せにおいて、データベース内で行レベル・セキュリティが施行される方法を示しています。セキュリティ・ルールは接続するすべてのクライアントに適用され、たとえ論理SQL問合せが変更される場合であっても違反は許可されません。この例では、Oracle BIサーバーによって生成されるSQL問合せが同じであったとしても、問合せを生成したユーザーに応じて返される結果は異なります。返される結果は、データベース内に作成、施行されているルールに基づきます。

データベース内の行レベル・セキュリティ用にOracle Business Intelligenceを設定するのに加えて、データベース自体に、ユーザー、権限およびセキュリティ・ポリシーのセットを定義する必要があります。詳細は、データベースのドキュメントを参照してください。
この構成については、次の点に注意してください。
データベース内の行レベル・アクセス・セキュリティ用にOracle Business Intelligenceを設定するには:
USERおよび:PASSWORDの構文を使用すると、データベースへのログイン時に、自動的にユーザーの資格証明の値が渡されます。:USERおよび:PASSWORDの構文は、セッション変数を参照しません。注意:
データベース・セッション・コンテキストを使用して、データベースにエンド・ユーザーの識別情報を渡すことができます。セッション・コンテキストを設定するには接続プール・スクリプトを使用します。この手法はデータベース認証に依存しません。
データベース内に行レベル・セキュリティを設定した後、プレゼンテーション・レイヤーなどのオブジェクトに対応するリポジトリ内でオブジェクト権限を設定する必要があります。また、問合せ制限(ガバナー)を設定することもできます。詳細は、オブジェクト権限の設定および問合せ制限の設定を参照してください。
リポジトリでオブジェクト権限を設定すると、プレゼンテーション・レイヤーおよびビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのオブジェクトへのアクセスを制御できます。
オブジェクト権限は管理ツールを使用して設定します。
オブジェクト権限を設定する方法は2つあります。
プレゼンテーション・レイヤーの個々のオブジェクトにオブジェクト権限を設定する方法の詳細は、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトに対する権限の設定を参照してください。
多くのオブジェクトに一括で権限を定義する場合、特定のアプリケーション・ロールにオブジェクト権限を設定する方法が便利です。個々のユーザーではなく、必ず特定のアプリケーション・ロールにオブジェクト権限を設定するようにしてください。
この図は、ユーザーが閲覧可能な内容がオブジェクト権限によって制限される様子を示しています。セキュリティ・ルールは接続するすべてのクライアントに適用され、たとえ論理SQL問合せが変更される場合であっても違反は許可されません。この例では、管理者が属するアプリケーション・ロールにBooked Amount列へのアクセス権が付与されており、したがって管理者は返される結果を参照することができます。ユーザーAnne Greenはこのオブジェクトへのアクセス権を持つアプリケーション・ロールのメンバーではなく、アンサーのサブジェクト・エリアでこの列を参照することはできません。リクエストSQLが変更される場合であっても、設定されているアプリケーション・ロール・ベースのオブジェクト権限によって、この列の結果は返されません。

次の点を考慮してください。
NQSConfig.INIファイルのDEFAULT_PRIVILEGESパラメータを更新してください。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のセキュリティ・セクションのパラメータに関する項を参照してください。
個々のアプリケーション・ロールに対してオブジェクト権限を設定するには:
オフライン・モードの場合、以前にオンライン・モードで変更されているアプリケーション・ロールを除き、リストにアプリケーション・ロールは表示されません。詳細は、オフライン・モードでのデータ・アクセス・セキュリティの適用についてを参照してください。
ユーザーは明示的に付与される権限を持つことができます。また、ユーザーはアプリケーション・ロールのメンバーシップを通じて付与される権限を持つこともできます。さらには、アプリケーション・ロールは他のアプリケーション・ロールのメンバーシップを通じて付与される権限を持つことができます。
ユーザーに対して明示的に付与される権限は、アプリケーション・ロールを通じて付与される権限よりも高い優先度を持ちます。また、アプリケーション・ロールに対して明示的に付与される権限は、他のアプリケーション・ロールを通じて付与される権限よりも高い優先度を持ちます。
ユーザーまたはアプリケーション・ロールに対して、同じレベルで複数のアプリケーション・ロールが作用し、それらが競合するセキュリティ属性を持つ場合、このユーザーまたはアプリケーション・ロールには最も制限の少ないセキュリティ属性が付与されます。今では、あるオブジェクトへのアクセス権を持つアプリケーション・ロールは、オブジェクトのコンテナへのアクセス権も持つ必要があります。たとえば、ApplicationRole 1が表Bに属する列Aにアクセスする権限を持っている場合、ApplicationRole1は表Bにアクセスする権限も持つ必要があります。ある同一のオブジェクトに関して、ユーザーに対して明示的に作用する権限は、アプリケーション・ロールを通じてユーザーに付与される権限よりも高い優先度を持ちます。
以前のリリースでは、前述のとおり、オブジェクトのコンテナへのアクセス権がアプリケーション・ロールに要求されることはありませんでした。その動作に戻すには、Oracle BIサーバーマシンに移動し、環境変数OBIS_SECURITY_10g_COMPATIBLEを作成して、1に設定します。
一方で、フィルタ定義は常に継承されます。たとえば、User1がRole1およびRole2のメンバーであり、Role1にはフィルタ定義が含まれておりRole2には含まれていない場合、このユーザーはRole1に定義されているフィルタ定義を継承します。
オブジェクト権限は、個々のユーザーにではなく、常にアプリケーション・ロールに対して定義するようにしてください。


この結果、権限は次のようになります。
読取り権限によって無効になります。この結果、Role2によってTableAに対する読取り権限が提供されます。 アクセス権なし、TableBでは読取り、TableCでは読取りとなります。 読取りアクセス権を持つことになります。 読取りアクセス権です。 権限の継承1
1人のユーザー(User1)がおり、このユーザーにはある表(TableA)の読取り権限が明示的に付与されているとします。また、このUser1はRole1のメンバーであり、Role1はTableAへのアクセスが明示的に拒否されているとします。結果として得られるUser1の権限は、TableAの読取り権限です。
ユーザーに直接付与される権限はアプリケーション・ロールを通じて付与される権限よりも高い優先度を持つため、User1はTableAの読取り権限を持ちます。
権限の継承2
権限例の図に示されている状況について検討します。
リポジトリおよびOracle BIプレゼンテーション・カタログで使用できるコマンドについて説明します。
次のコマンドを使用して、リポジトリおよびOracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されているアプリケーション・ロールおよびユーザーを更新できます。
注意:
残りのアップロードおよび更新コマンド(たとえば、リポジトリのアップロード・コマンドおよびリポジトリ変数の更新コマンドなど)はリポジトリのみを更新します。
アプリケーション・ロールおよびユーザー更新コマンドは、リポジトリのアプリケーション・ロールおよびユーザーを更新するRPDプラグインとOracle BIプレゼンテーション・カタログのアプリケーション・ロールおよびユーザーを更新するWEBCATプラグインの2つのプラグインを使用します。
これらのプラグインは個別に機能するため、一方の障害が他方に影響しません。部分的な障害または2つのプラグインのいずれかで障害が発生した場合、障害の根本原因に対処し、最初に実行したようにコマンドを再実行することをお薦めします。正常なプラグインの再適用は結果に影響しませんが、コマンドを再実行すると障害が発生したプラグインが再実行されることに注意してください。
デフォルトでは、アプリケーション・ロールおよびユーザー更新コマンドは、2つのプラグインを実行します。実行順序はRPD、WEBCATの順になります。ただし、コマンドには、個々のプラグインを指定したり、プラグインのデフォルトの実行順序を逆にできる-Lオプションが含まれています。ほとんどの場合、デフォルトの順序でコマンドを実行しますが、1つのプラグインのみを実行したり、プラグインの順序を逆にすることが必要になる場合があります。
renameapprolesコマンドを使用して、特定のサーバー・インスタンスのために名前を変更するアプリケーション・ロールの情報を含むJSONファイルをアップロードします。
renameapprolesコマンドは、ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
このコマンドが使用するRPDおよびWEBCATプラグインの詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください。
構文
renameapprolesコマンドは、次のパラメータをとります。
説明
Tは、サーバー・インスタンスのアプリケーション・ロール名の変更を含むJSON入力ファイルの名前を指定します。アプリケーション・ロール入力ファイルの正しい構文の詳細は、アプリケーション・ロールの名前変更JSON入力ファイルの作成の例を参照してください。
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Lは、1つのプラグインの実行またはデフォルトのプラグイン実行順序を逆にすることを指定します。プラグインは、システムがリポジトリまたはOracle BIプレゼンテーション・カタログあるいはその両方に更新を適用する場合を決定します。RPDおよびWEBCATプラグインの使用方法の詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください
注意:
Lには次のオプションがあります。
RPD: このオプションを指定して、リポジトリのアプリケーション・ロール名のみ変更します。WEBCAT: このオプションを指定して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのアプリケーション・ロール名を変更します。たとえば、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのアプリケーション・ロール名を変更する場合は、-L WEBCATオプションを使用する必要があります。WEBCAT,RPD: このオプションを指定して、デフォルトのプラグイン実行順序を逆にします。デフォルトのプラグイン実行順序はリポジトリ(RPD)、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ(WEBCAT)の順であることに注意してください。
- このオプションを省略して、リポジトリ(RPD)、Oracle BIプレゼンテーション・カタログの順のデフォルト順序でプラグインを実行します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定しない場合、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh renameapproles -T approlenames.json -SI bi -U weblogic -P password -S server1.example.com -N 7777 -SSL
アプリケーション・ロールの名前変更JSON入力ファイルの作成
次の構文を使用して、アプリケーション・ロールの名前変更JSON入力ファイルを作成します。
deleteapprolesコマンドを使用して、特定のサーバー・インスタンスから削除するアプリケーション・ロールのリストを含むJSONファイルをアップロードします。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
このコマンドが使用するRPDおよびWEBCATプラグインの詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください。
構文
deleteapprolesコマンドは、次のパラメータをとります。
deleteapproles -T inputfile.json[-L plugin list] -SI service_instance -U cred_username[-P cred_password] [-S hostname] [-N port_number] [-SSL} [-H]
説明
Tは、サーバー・インスタンスから削除するアプリケーション・ロールを含むJSON入力ファイルの名前を指定します。アプリケーション・ロール入力ファイルの正しい構文の詳細は、後述する「アプリケーション・ロールの削除JSON入力ファイルの作成」の項の構文を参照してください。
Lは、1つのプラグインの実行またはデフォルトのプラグイン実行順序を逆にすることを指定します。プラグインは、システムがリポジトリまたはOracle BIプレゼンテーション・カタログあるいはその両方に更新を適用する場合を決定します。RPDおよびWEBCATプラグインの使用方法の詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください
次のオプションは、Lの場合に使用できます。
RPD: このオプションを指定して、リポジトリのアプリケーション・ロールのみ削除します。 WEBCAT: このオプションを指定して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのアプリケーション・ロールのみ削除します。アプリケーション・ロールを削除するときは、-L WEBCATオプションを使用する必要があります。 WEBCAT,RPD: このオプションを指定して、デフォルトのプラグイン実行順序を逆にします。デフォルトのプラグイン実行順序は、リポジトリ(RPD)、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ(WEBCAT)の順になります。 SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh deleteapproles -T approlenames.json -SI bi -U weblogic -P password -S server1.example.com -N 7777 -SSL
アプリケーション・ロールの削除JSON入力ファイルの作成
次の構文を使用して、アプリケーション・ロールの削除JSON入力ファイルを作成します。
renameusersコマンドを使用して、特定のサーバー・インスタンスに対して名前変更するユーザーの情報のリストを含むJSONファイルをアップロードします。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
このコマンドが使用するRPDおよびWEBCATプラグインの詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください。
構文
renameusersコマンドは、次のパラメータをとります。
renameusers -T usernames.json[-L plugin list] -SI service instance -U cred username[-P cred password] [-S hostname] [-N port number] [-SSL] [-H]
説明
Tは、サーバー・インスタンスのユーザー名の変更を含むJSON入力ファイルの名前を指定します。アプリケーション・ロール入力ファイルの正しい構文の詳細は、ユーザーの名前変更JSON入力ファイルの作成の例を参照してください。
Lは、1つのプラグインの実行またはデフォルトのプラグイン実行順序を逆にすることを指定します。プラグインは、システムがリポジトリまたはOracle BIプレゼンテーション・カタログあるいはその両方に更新を適用する場合を決定します。RPDおよびWEBCATプラグインの使用方法の詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください
注意:
Lには次のオプションがあります。
RPD: このオプションを指定して、リポジトリのユーザー名のみ変更します。WEBCAT: このオプションを指定して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのユーザー名を変更します。たとえば、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのユーザー名を変更する場合、-L WEBCATオプションを使用する必要があります。WEBCAT,RPD: このオプションを指定して、デフォルトのプラグイン実行順序を逆にします。デフォルトのプラグイン実行順序は、リポジトリ(RPD)、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ(WEBCAT)の順になります。- デフォルトの順序でプラグインを実行する場合は、このオプションを省略します。
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。セキュリティ上の目的のため、自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合のみコマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh renameusers -T usernames.json -SI bi -U weblogic -P password -S server1.example.com -N 7777 -SSL
ユーザーの名前変更JSON入力ファイルの作成
次の構文を使用して、ユーザーの名前変更JSON入力ファイルを作成します。
deleteusersコマンドを使用して、特定のサーバー・インスタンスから削除するユーザーのリストを含むJSONファイルをアップロードします。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
このコマンドが使用するRPDおよびWEBCATプラグインの詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください。
構文
deleteusersコマンドは、次のパラメータをとります。
説明
Tは、サーバー・インスタンスから削除するユーザーを含むJSON入力ファイルの名前を指定します。アプリケーション・ロール入力ファイルの正しい構文の詳細は、ユーザーの削除JSON入力ファイルの作成の構文を参照してください。
Lは、1つのプラグインの実行またはデフォルトのプラグイン実行順序を逆にすることを指定します。プラグインは、システムがリポジトリまたはOracle BIプレゼンテーション・カタログあるいはその両方に更新を適用する場合を決定します。RPDおよびWEBCATプラグインの使用方法の詳細は、ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要を参照してください
Lには次のオプションがあります。
RPD: このオプションを指定して、リポジトリのユーザーのみ削除します。 WEBCAT: このオプションを指定して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのユーザーのみを削除します。たとえば、Oracle BIプレゼンテーション・カタログからユーザーを削除する場合、-L WEBCATオプションを使用する必要があります。 WEBCAT,RPD: このオプションを指定して、デフォルトのプラグイン実行順序を逆にします。デフォルトのプラグイン実行順序は、リポジトリ(RPD)、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ(WEBCAT)の順になります。 SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
data-model-cmd.sh deleteusers -T usernames.json -SI bi -U weblogic -P password -S server1.us.example.com -N 777 -SSL
ユーザーの削除JSON入力ファイルの作成
次の構文を使用して、ユーザーの削除JSON入力ファイルを作成します。
特定のアプリケーション・ロールに対して、リポジトリ内に問合せ制限(ガバナー)を設定することによって、問合せ環境を管理することができます。
返される行数による制限、最大実行時間による制限、特定の時間帯への限定によって、問合せを制限することができます。また、直接データベース・リクエストや移入権限を許可したり、禁止したりすることもできます。
問合せ制限は、個々のユーザーに対してではなく、必ず特定のアプリケーション・ロールに対して設定してください。
この項では、次の項目について説明します。
「ユーザー/アプリケーション・ロール権限」ダイアログの「問合せ制限」タブにアクセスする方法を説明します。
管理ツール内で特定のアプリケーション・ロールの問合せ制限機能にアクセスするには:
注意:
オフライン・モードの場合、以前にオンライン・モードで変更されているアプリケーション・ロールを除き、リストにアプリケーション・ロールは表示されません。詳細は、オフライン・モードでのデータ・アクセス・セキュリティの適用についてを参照してください。
問合せに特定の行数制限を適用することによって、リソース集中型の問合せを制御することができます。
注意:
設定する問合せ制限は、エラー・メッセージを回避するために「表ビューのレンダリング時に処理された最大行数」および「最大ダウンロード行数」のプレゼンテーション・サーバー設定を少なくとも500超えている必要があります。リポジトリの「最大行数」問合せ制限を使用して特定のユーザーまたはアプリケーション・ロールにデータ・ソース行制限を課す場合、それらのユーザーは「最大行制限を超過しています」メッセージを受信する可能性があります。
プレゼンテーション・サーバー行制限の設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の表およびピボット・テーブルのデータに対する構成オプションを設定するためのFusion Middleware Controlの使用に関する項および表を表示するために処理される最大行数を設定するためのFusion Middleware Controlの使用に関する項を参照してください。
受け取る行数によって問合せを制限するには:
特定の時間帯に問合せを禁止したり、データベース上で実行可能な問合せの最大時間を指定したりすることができます。
特定の時間帯を選択しない場合、アクセス権は変更されません。1つ以上のアプリケーション・ロールのアクセスを明示的に許可または禁止する場合、定義された時間帯において最も制限の少ないアクセス権がユーザーに付与されます。たとえば、あるアプリケーション・ロールでは月曜日の全日に明示的にアクセスが許可されており、別のアプリケーション・ロールでは毎日のすべての時間においてアクセスが禁止されているとします。あるユーザーがこの両方のアプリケーション・ロールのメンバーである場合、このユーザーは月曜日のみアクセス権を持つことになります。
最大実行時間によって問合せを制限する、または特定の時間帯に問合せを制限するには:
特定のアプリケーション・ロールに対して、直接データベース・リクエストの実行を許可または禁止することができます。
選択されたロールでは、物理レイヤー内のデータベース・オブジェクトの「デフォルトで直接データベース・リクエストを許可」プロパティよりも、この権限のほうが優先されます。
直接データベース・リクエストの実行の可否を設定するには:
「デフォルトで直接データベース・リクエストを許可」プロパティに基づいて許可または禁止されます。 基準ブロックがキャッシュされるときに、移入ストアド・プロシージャはデータベースにキャッシュ/保存済結果セットの値を書き込みます。
特定のアプリケーション・ロールに対して、この移入権限を付与または拒否することができます。
選択されたアプリケーション・ロールでは、物理レイヤー内のデータベース・オブジェクトの「デフォルトで問合せの移入を許可」プロパティよりも、この権限のほうが優先されます。
キャッシュ・エントリを書き込むか、または結果セットを保存するOracle Marketing Segmentationのすべてのユーザーは、対象のデータベースの移入権限が割り当てられたアプリケーション・ロールのメンバーである必要があります。マーケティング・キャッシュの詳細は、Oracle Marketing Segmentationアプリケーションのドキュメントにおいてターゲット・レベルのキャッシュの設定に関する項を参照してください。
移入権限を許可または禁止するには:
「デフォルトで問合せの移入を許可」プロパティに基づいて許可または拒否されます。 オンライン・モードのOracle BI管理ツールで、データ・アクセス・セキュリティ・タスクを実行する必要があります。
管理ツールはリポジトリにユーザーを格納しないため、リポジトリのユーザーを返す問合せは作成できません。
オンライン・モードでは、Identity Managerで「アクション」を選択して、「アプリケーション・ロールの同期」を選択することでいつでもポリシー・ストアからアプリケーション・ロールの最新のリストを取得できます。
アプリケーション・ロールは、Oracle WebLogic管理コンソールおよびFusion Middleware Controlを使用して、ポリシー・ストア内に作成し、管理できます。
これらのアプリケーション・ロールはオンライン・モードの管理ツール内に表示されるため、それらを使用して、特定のロールのデータ・フィルタ、オブジェクト権限、問合せ制限を設定できます。ポリシー・ストア内のアプリケーション・ロールは、Oracle BIサーバーの開始時にそのサーバーによって取得されます。
ときには、ポリシー・ストア内にまだ定義されていないアプリケーション・ロールのために、データ・アクセス・セキュリティをリポジトリ内に定義しておきたい場合があります。これを実現するには、管理ツール内にプレースホルダ・アプリケーション・ロールを作成し、それからリポジトリ内へのデータ・アクセス・セキュリティ設定に進みます。
管理ツール内にプレースホルダ・アプリケーション・ロールを作成する場合、最終的にはそれらをポリシー・ストアに追加する必要があります。管理ツール内に定義されているものの、まだポリシー・ストアに追加されていないアプリケーション・ロールを特定するには、整合性チェッカをオンライン・モードで実行します。ポリシー・ストア内のプレースホルダ・ロールは、管理ツール内で使用したのと同じ名前を使用する必要があります。
注意:
プレースホルダ・ロールを定義および使用する際には注意が必要です。ポリシー・ストア内に存在するロールをオフライン・モードで変更した場合、次回にOracle BIサーバーに接続するときにその変更は上書きされます。
プレースホルダ・アプリケーション・ロールを作成するには:
ポリシー・ストアに追加する必要のあるアプリケーション・ロールをチェックするには:
また、「Identity Manager」ダイアログでアプリケーション・ロールを右クリックし、「整合性のチェック」を選択することによって、個々のアプリケーション・ロールをチェックすることもできます。
この章のトピックは、次のとおりです:
適切な権限がある場合は、組織のライセンスされたOracle Scorecard and Strategy Managementリポジトリを使用できます。
Oracle Scorecard and Strategy Managementリポジトリはデフォルト・インストールの一部であり、追加の構成変更は必要ありません。コメントやステータスのオーバーライドなど、一部の機能が正常に動作するためには、リポジトリ構成が必要です。
注意:
これらの機能の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドの次の項を参照してください。
- コメントについて
- ステータスのオーバーライドについて
Oracle Scorecard and Strategy Managementでは、コメント(注釈)を追加する機能またはKPI、目標およびイニシアティブに関する特定のディメンション値と関連付けられたステータスを上書きする機能が提供されます。
KPI監視リストでは、コメントを追加する機能またはKPIに関するステータスを上書きする機能が提供されます。これらの機能を有効にするには、コメントの格納およびステータスの上書き情報のためのデータベース・オブジェクトを含むようにリポジトリを構成する必要があります。
Oracle Business Intelligenceとともに使用するためにインストールしたデータベースには、Business Intelligence Platformスキーマが含まれています。このスキーマには、必須のOracle Scorecard and Strategy Managementスキーマ表が含まれています。Oracle Business Intelligenceのためのデータベースのインストールおよびリポジトリ作成アシスタント(RCU)を実行して必要なスキーマを作成する方法の詳細は、Oracle Business Intelligenceのインストールと構成を参照してください。
コメントおよびステータスのオーバーライドのためにOracle BIリポジトリを構成するには:
この手順のステップ12で説明するタスクなどのデータ・アクセス・セキュリティ・タスクを実行する場合、オンライン・モードを強くお薦めします。
Oracle Databaseのデータソースに接続するとき、接続文字列全体を含めることができます。または、tnsnames.oraファイルで定義されたネット・サービス名を使用できます。ネット・サービス名のみを入力することを選択した場合、Oracle Business Intelligence環境内の次の場所でtnsnames.oraファイルを設定し、Oracle BIサーバーがエントリを検索できるようにする必要があります。
入力するユーザーに、Business Intelligence Platformスキーマ内のANNOTATIONS表およびASSESSMENT_OVERRIDES表に対する読取り/書込み権限があることを確認します。
オフライン編集では、ときどきリポジトリを保存することを忘れないでください。
ビジネス・モデル間で一貫性がない場合でも、オフライン・モードでリポジトリを保存できます。
ビジネス・モデルに整合性があることを確認するには、「整合性のチェック」コマンドを使用して、コンパイル・エラーを確認します。リポジトリ全体でエラーを確認するには「ファイル」→グローバルな整合性のチェックを選択するか、特定の論理ビジネス・モデルで、ビジネス・モデルを選択し、右クリック・メニューから「整合性のチェック」を選択します。
整合性チェックでは、リポジトリにある種のエラーがないかどうかおよび整合性があるかどうかが分析されます。たとえば、整合性チェックは、論理ソースが構成されていない論理表や物理ソースにマップされていない論理列を検出し、定義されていない論理結合条件を確認し、ビジネス・モデルで参照されている物理表がビジネス・モデル内で参照されている他の表に結合されていないかどうか確認し、各ビジネス・モデルのサブジェクト・エリアの存在を確認します。
注意:
整合性チェックに合格しても、ビジネス・モデルが正しく作成されていることは保証されませんが、多くの一般的な問題が除去されます。
整合性をチェックするとき、発生したエラーまたは警告がダイアログに表示されます。エラーをすべて修正し、整合性を再確認し、エラーがなくなるまでこのプロセスを繰り返します。エラー・メッセージは、修正する必要のある問題を示します。警告メッセージは、問題の可能性を特定します。詳細は、リポジトリまたはビジネス・モデルの整合性のチェックを参照してください。
以前のバージョンのソフトウェアからアップグレードし、リポジトリの整合性をチェックした後、以前の整合性チェックを受けていないというメッセージが表示される場合があります。多くの場合、これはアップグレード前は検出できなかった不整合を示すもので、エラーが新たに発生したわけではありません。
リポジトリが完全になったら、このリポジトリに対してサンプル問合せを実行して、これが正しく作成されているかどうかテストできます。
検出された問題をすべて修正して再度テストします。満足のいく結果が得られるまでこのプロセスを繰り返します。
Oracle BIサーバー・ユーティリティnqcmdを使用して、リポジトリに対してテスト問合せを実行できます。このユーティリティは、Oracle BIサーバーのODBC DSNを使用して接続します。nqcmdを使用するには、Oracle BIサーバーが稼働中である必要があります。
nqcmdユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。
このユーティリティは、健全性のテスト用です。大きな負荷がかかるテストには、「アンサー」または別のクライアントを使用してください。数千行の問合せはnqcmdでは動作しません。
nqcmdを使用して他のODBCデータ・ソースに対して問合せを実行することは可能ですが、この項では、このユーティリティを使用してOracle BIサーバーに問合せを行う方法のみを説明します。
たとえば、Windowsの場合は次のようにします。
nqcmdを起動します。 BI_DOMAIN/bitools/bin
nqcmdで、任意のオプションを入力します。次に例を示します。SQL文を含むテキスト・ファイルをユーティリティに渡すことができます(スクリプト・モード)。または、コマンドラインにSQLを入力できます(対話モード)。問合せは、問合せで使用されているオブジェクト名が完全修飾名でない場合、デフォルトのサブジェクト・エリアに対して実行されます。
この表は、nqcmdのコマンドライン引数を示しています。
| 引数 | 説明 |
|---|---|
-? | 使用可能なコマンドライン引数をリストします。 |
-ddata_source_name | 接続先のOracle BIサーバーのODBCデータ・ソース名。 このパラメータを省略すると、コマンドラインにDSNを入力するように求めるプロンプトが表示されます。
|
-uuser_name | 有効なOracle Business Intelligenceのユーザー名。 |
-ppassword | 対応するOracle Business Intelligenceのユーザー・パスワード。 パスワード引数はオプションです。パスワード引数を指定しない場合は、コマンド実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性の保持を目的としており、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。 |
-ssql_input_file_name | テストSQL問合せを含むテキスト・ファイルの名前およびパス。 |
-ooutput_result_file_name | ユーティリティが問合せの結果を書き込むファイルの名前およびパス。このオプションは、必ず-sとともに使用します。 |
-Ddelimiter | SQL入力ファイルで使用されるデリミタ(セミコロン(;)やコロン(:)など)。このオプションは、必ず-sとともに使用します。 |
-a | 非同期処理を可能にします。 複数のSQL文を含むSQL入力ファイルを渡す場合、一般的にこのオプションは、-sとともに使用されます。 |
-z | 出力結果ファイルでACPのかわりにUTF8出力を使用できるようにします。 このオプションを含めて問合せ結果に国際文字を表示する必要がある場合があります。 |
-utf16 |
このオプションを含めて問合せ結果に国際文字を表示する必要がある場合があります。 |
-NotForwardCursor | ODBCの順方向専用カーソルを無効にします。 この引数が含まれていると、ODBC DSNで指定された設定は上書きされます。 |
-v |
|
-SessionVar session_variable_name=session_variable_value | 指定したセッション変数を含み、これを指定した値に設定します。 |
-C、-R、-f、-H、-qおよび-NoFetchは、使用可能な引数としてユーティリティにリストされていますが、一般的にこれらのオプションは使用されません。
nqcmdをスクリプト・モードではなく対話モードで実行した場合(つまり、SQL入力ファイルを渡さない場合)、データソース名およびユーザー資格証明を入力した後でnqcmdによってオプションのメニューが表示されます。多くのオプションが表示されますが、一般的にOracle BIサーバーに対しては、Q、TおよびCのみを使用します。
コマンドラインに問合せを入力するには、Qを入力します。問合せは1行に入力する必要があります。また、デリミタとしてセミコロンは使用できません。[Enter]を押すとSQLがOracle BIサーバーに送信されます。
プレゼンテーション表を参照するには、Tを入力し、プレゼンテーション列を参照するには、Cを入力します。カタログ・パターン、ユーザー・パターン、表パターンおよび表タイプ・パターンの入力を求めるプロンプトがユーティリティによって表示され、それから結果が返されます。
カタログ・パターンに、表示する表を含むサブジェクト・エリアを入力します。表パターンに、特定の表を入力します。パーセント(%)を入力して、すべてのサブジェクト・エリアまたはすべての表を表示できます。%を他の文字とともに使用して、一連の文字と置き換えることができます。また、アンダースコア(_)を他の文字とともに使用して、1文字と置き換えることができます。
ユーザー・パターンおよび表タイプ・パターンは、Oracle BIサーバーに対する問合せには使用しません。これらのオプションには、%を入力してください。
また、Dを入力してOracle BIサーバーがサポートしているデータ・タイプの静的リストを表示できます。
uploadrpdコマンドを使用して、リポジトリをOracle BIサーバーにアップロードします。
リポジトリをOracle BIサーバーにアップロードすると、起動時にBIサーバーでリポジトリをメモリーにロードでき、リポジトリを問合せで使用可能にできます。
注意:
リポジトリを特定のサービス・インスタンスにのみアップロードできます。
テストなどのオフライン・リポジトリ診断および開発目的にのみ、downloadrpdおよびuploadrpdコマンドが用意されています。その他すべてのリポジトリ開発および保守の状況で、BARを使用してBARのリポジトリ・アップグレードおよびパッチ機能と利点を利用します。
このコマンドを使用して、RPD形式でOracle BIリポジトリをアップロードできます。このコマンドを使用してMDS XMLドキュメントで構成されたリポジトリはアップロードできません。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
構文
uploadrpdコマンドは、次のパラメータをとります。
uploadrpd -I <RPD filename> [-W <RPD password>] [-D] [KG <groups>] [-RG <groups>] -U <cred_username> [-P <cred_password>][SI <service_instance>] [-S <host>] [-N <port>] [-SSL] [-H]
説明
Iは、アップロードするリポジトリの名前を指定します。
Wは、リポジトリのパスワードです。パスワードを指定しない場合、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定しない場合、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
-Dは、サーバー上の既存のカスタマイズ・グループすべてを削除します。次に例を示します。
datamodel.sh uploadrpd -I orders.rpd -SI ssi -U weblogic -D
-D -KGを使用すると、既存のグループの一部およびその他すべてのグループを保持することを選択できます。次に例を示します。
datamodel.sh uploadrpd -I orders.rpd -SI ssi -U weblogic -D -KG "group1, group2"では、リポジトリのアップロード・コマンドにより、group1とgroup2は保持され、その他すべての既存のグループは削除されます。
-D -RGを使用すると、既存のグループの一部を削除する一方で、その他すべてのグループを保持できます。次に例を示します。
datamodel.sh uploadrpd -I orders.rpd -SI ssi -U weblogic -D -RG "group1, group2"
リポジトリのアップロード・コマンドにより、group1とgroup2は削除され、その他すべての既存のグループは保持されます。
例
datamodel.sh uploadrpd -I repository.rpd -SI bi -U weblogic -S server1.example.com -N 7777 -SSL
リポジトリのアップロード・コマンドを使用して、リポジトリを問合せに使用できるようにします。
リポジトリを作成し、これに整合性がある場合、すべてのOracle BIサーバー・インスタンスがこれにアクセスできるように、リポジトリのアップロード・コマンドを使用してリポジトリをアップロードする必要があります。リポジトリをアップロードすると、起動時にOracle BIサーバーでリポジトリをメモリーにロードでき、リポジトリを問合せで使用可能にできます。
リポジトリがアップロードされ、これに接続できたら、このリポジトリに対してサンプル問合せを実行して、これが正しく作成されているかどうかテストします。検出された問題をすべて修正して再度テストします。満足のいく結果が得られるまでこのプロセスを繰り返します。
注意:
Oracle BIリポジトリはRPD形式でアップロードする必要があります。MDS XMLドキュメントで構成されたリポジトリはアップロードできません。
エンド・ユーザーのクライアント・アプリケーションを新しいリポジトリに接続できるようにする場合、各アプリケーション用Oracle BIサーバーへのODBCデータソース接続を定義する必要があります。
注意:
Oracle BIプレゼンテーション・サービスとOracle BIサーバーの関係は、他のクライアント・アプリケーションとOracle BIサーバーの関係と同じです。
Oracle BIサーバー用のODBCデータ・ソース接続の作成の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイドの「Oracle Business Intelligenceへの他のクライアントの統合」を参照してください。
テストが完了した後、問合せにデータソースを使用できることをユーザー・コミュニティに通知します。
プレゼンテーション・サービスのユーザーが知っている必要があるのは、ブラウザに入力するURLのみです。クライアント/サーバー・ユーザー、たとえば、問合せツールまたはレポート・ライター・クライアント・アプリケーションを使用してOracle BIサーバーにアクセスするユーザーは、サブジェクト領域名、サーバーが稼働しているコンピュータ、これらのユーザーIDおよびパスワードを知っている必要があります。クライアント/サーバー・ユーザーは、コンピュータにインストールしたOracle BIサーバーのODBC DSNを持っている必要もあります。また、複数のリポジトリが使用され、作成されたデータ・ソース名(DSN)がデフォルトのリポジトリを指していない場合、リポジトリの論理名を知っている必要があります。
ほとんどのリポジトリ開発は、管理ツールがWindows上でのみ動作するため、Windowsで行われます。ただし、本番システムに移動すると、LinuxプラットフォームまたはUNIXプラットフォームでOracle BIサーバーを実行することを選択できます。
サポートされるLinuxプラットフォームおよびUNIXプラットフォームの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
この章のトピックは、次のとおりです:
Linux上またはUNIX上でOracle BIサーバーを実行している場合、ほとんどのデータソース接続は問合せ専用アクセスです。
管理ツールは、オブジェクトのインポートに使用されます。これはWindows専用ツールです。このため、インポート用のデータソース接続は、Windows上で設定する必要があります。
LinuxおよびUNIXの一部のデータソース接続は、ライトバック用データソース接続、使用状況トラッキング、Oracle Scorecardと戦略管理の注釈などの特別な機能に関する書込み操作をサポートします。
Linux上またはUNIX上でOracle BIサーバーを実行していて、データベース・オブジェクト設定(データベース・タイプなど)または接続プール設定を更新する必要がある場合、リポジトリ・ファイルをWindowsコンピュータにコピーし、Windows上で管理ツールを使用して変更を行い、このリポジトリ・ファイルをLinuxコンピュータまたがUNIXコンピュータにコピーして戻します。
LinuxプラットフォームおよびUNIXプラットフォームには、次の3つのタイプのデータソース接続があります。
DataDirect Connect ODBC接続とネイティブODBC接続の両方を含む単一のリポジトリを持つことができます。このような場合、ネイティブODBCドライバおよびDataDirect ODBCドライバを、同一のDataDirect ODBCドライバ・マネージャで管理する必要があります。たとえば、Teradata ODBCドライバには、必要なODBCドライバ・マネージャが含まれています。Teradata ODBCドライバをOracle BI EEで使用する場合、Oracle BI EEに同梱されるDataDirect ODBCドライバ・マネージャで、そのドライバを管理します。
ネイティブ・ゲートウェイを使用して、Oracle DatabaseとDB2の両方に接続できます(それぞれOCIおよびDB2 CLIを使用)。
Oracle Databaseの場合は、次の事項に注意します。
tnsnames.oraファイルで、Oracle Databaseの別名(定義されたエントリ名)は、すべての物理Oracleデータベースのリポジトリ接続プールで使用されるデータ・ソース名と一致する必要があります。 Oracle Databaseのデータ・ソースに接続するとき、接続文字列全体を含めることができます。または、tnsnames.oraファイルで定義されたネット・サービス名を使用できます。ネット・サービス名のみを入力するには、Oracle BIサーバーがそのエントリを特定できるように、Oracle BI EE環境の次の場所でtnsnames.oraファイルを設定する必要があります。
BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
obis.propertiesファイルを編集して、データベース・クライアント用に環境変数を設定します。 DB2の場合は、次の点に注意してください。
obis.propertiesファイルを編集してこのデータベース・クライアント用に環境変数を設定します。 obis.propertiesファイルで設定できます。たとえば、DB2 CLIを構成する場合、obis.propertiesを変更してDB2実行可能ファイルのパスを含める必要があります。 <DB2 database> remote <hostname> server <port number>;<DB2 database> as <DB2 database> at node <DB2 database>;<DB2 database> user db2admin using welcome1例については、「Oracle DatabaseおよびDB2 (32ビット)用のobis.propertiesエントリのサンプル」を参照してください。
obis.propertiesファイルを編集して、Oracle DatabaseまたはDB2用に環境変数を設定する手順は、次のとおりです。
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:この例では、様々なプラットフォームにおけるOracle DatabaseおよびDB2のobis.propertiesのサンプル・エントリを示します。
ここで示したシェル・スクリプトの抜粋は単なる例で、特定のソフトウェア・プラットフォームに対する推奨ではありません。サポートされるソフトウェア・プラットフォームの詳細は、「システム要件と動作要件」および「ネイティブ・ゲートウェイを使用したデータソース接続の構成」を参照してください。
注意:
OCIを使用したOracle Databaseへの接続で問題が発生する場合がある複数の理由があります。
次の条件が満たされていることを確認してください。
tnsnames.oraファイルがOracle Business Intelligence環境内の次の場所に設定されていて、Oracle BIサーバーがエントリを検索できるようにする必要があります。 BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
tnsnames.oraファイルのネット・サービス名が接続プールで使用されるデータ・ソース名と一致することを確認します。 たとえば、tnsnames.oraエントリの次の例では、対応するOracle BI EEリポジトリ接続プールのデータ・ソース名はITQA2です。
次の手順では、Oracle tnsnames.ora設定に対してリポジトリ・データベースおよび接続プール設定を確認する方法を示します。
リポジトリ・データベースおよび接続プール設定が正しいことを確認するには:
必要に応じて値を変更し、「OK」をクリックします。
tnsnames.oraファイルを開きます。BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
「行数の更新」機能を使用可能な場合について学習します。
このトピックは、次の両方が当てはまる場合に適用されます。
オフライン・モードでUpdate Rowcount機能を使用している場合、管理ツールは、クライアント・コンピュータでサーバー・データソースではなくローカル・データソース接続定義を使用します。したがって、Oracle DatabaseクライアントまたはDB2クライアントは、管理ツールを実行しているWindowsコンピュータで構成して、次の条件を満たす必要があります。
obis.propertiesファイルで特定される同じデータベースを指しています。 これらの条件が該当せず、サーバー・データソースとクライアント・データソースが別のデータベースを指している場合、誤って更新された行件数または正しくない結果が表示されます。
Oracle Business Intelligenceでは、Microsoft SQL Server、Sybase ASE、Informix、HiveおよびImpalaの各データベースへの接続性の確保のために、Linuxオペレーティング・システムおよびUNIXオペレーティング・システム用にDataDirect Connect ODBCドライバおよびドライバ・マネージャが提供されます。
Oracle Business Intelligenceをインストールすると、DataDirect Connect ODBCドライバがORACLE_HOME/bi/common/ODBC/Merant/7.1.5/libにインストールされます。
DataDirect Connect ODBCドライバを設定するために、ODBCINI環境変数を設定する必要はありません。この変数は、インストール中に自動的に設定されます。
サポートされるオペレーティング・システム、データベース、およびDataDirect Connect ODBCドライバのドライバ・バージョンの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
注意:
Amazon Redshiftデータ・ソースもサポートされています。Amazon Webサービスから使用可能なAmazon Redshift ODBCドライバを使用する必要があります。その他のデータ・ソース用にドキュメント化されている手順を使用して、Amazon Redshiftデータ・ソースを構成します。
Oracle BI EEをインストールする場合、必要なDataDirect 7.1.5ドライバがインストールされ、自動的に構成されます。
obis.propertiesおよびodbc.iniファイルのデフォルト設定を定義できます。
既存のデータベース構成を変更して、DataDirectドライバを使用する必要があります。既存のデータベース構成の変更の詳細は、次の手順を参照してください。
DataDirect構成では、EssbaseがDataDirect 7.1.5ドライバに接続できるように、essbase.cfgファイルを変更する必要があります。
essbase.cfgファイルを変更するには:
essbase.cfgを開きます。essbase.cfgは次の場所にあります。 BI_DOMAIN/config/fmwconfig/biconfig/essbase
BPM_ORACLE_DriverDescriptorエントリの位置を特定して、値を"DataDirect 7.1.5 Oracle Wire Protocol"に変更します。 Microsoft SQL Serverデータベースに接続するDataDirect ODBCドライバ・ファイルの名前は、ARsql27.soです。
サポートされるMicrosoft SQL Serverのバージョンは、システム要件と動作要件を参照してください。
Microsoft SQL Serverに接続するDataDirect Connect ODBCドライバを構成するには:
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obis
LD_LIBRARY_PATH変数を検索します。次の点に注意してください。LD_LIBRARY_PATHです。 LIBPATHです。 たとえば、Linux上のドライバにライブラリ・パス変数を設定するには、次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。たとえば、Linux上のドライバの変数を更新するには、次のようにします。PATH変数を検索し、必要に応じ、DataDirectドライバ・パスを含めます。odbc.iniファイルを開きます。このファイルは、次の場所にあります。BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
DriverパラメータはDataDirect Connectドライバに設定されており、データ・ソース名はSQLSERVER_DBです。odbc.iniファイルを保存して閉じます。MySQLデータベースに接続するDataDirect ODBCドライバ・ファイルの名前は、ARmysql27.soです。
MySQLデータベースに接続するDataDirect ODBCドライバ・ファイルの名前は、ARmysql27.soです。サポートされるMySQLのバージョンの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
MySQLデータベースに接続するDataDirect Connect ODBCドライバを構成するには:
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obis
LD_LIBRARY_PATH変数を検索します。次を使用します。LD_LIBRARY_PATHです。 LIBPATHです。 たとえば、Linux上のドライバにライブラリ・パス変数を設定するには、次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。たとえば、Linux上のドライバの変数を更新するには、次のようにします。obis.propertiesでPATH変数を検索し、必要に応じ、DataDirectドライバ・パスを含めます。odbc.iniファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
次の例では、DriverパラメータはDataDirect Connectドライバに設定されており、データソース名はMySQL_DBです。
odbc.iniファイルを保存して閉じます。Sybase ASEデータベースに接続するDataDirect ODBCドライバのファイル名は、ARase27.soです。
サポートされるSybase ASEのバージョンの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
Sybase ASEデータベースに接続するDataDirect Connect ODBCドライバを構成するには:
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obis
LD_LIBRARY_PATH変数を検索します。次の点に注意してください。LD_LIBRARY_PATHです。 LIBPATHです。 たとえば、Linux上のドライバにライブラリ・パス変数を設定するには、次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。たとえば、Linux上のドライバの変数を更新するには、次のようにします。PATH変数を検索し、必要に応じ、DataDirectドライバ・パスを含めます。odbc.iniファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
DriverパラメータをSybase ASEデータベース用のDataDirect Connectドライバのファイル名および場所に設定します。NetworkAddressに、IPアドレスまたは完全修飾ホスト名およびポート番号を指定します。次の例では、DriverパラメータはDataDirect Connectドライバに設定されており、データソース名はSybaseASE_DBです。
odbc.iniファイルを保存して閉じます。Informixデータベースに接続するDataDirect ODBCドライバのファイル名は、ARifcl27.soです。
サポートされるInformixのバージョンの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
Informixに接続するDataDirect Connect ODBCドライバを構成するには:
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obis
LD_LIBRARY_PATH変数を検索します。次の点に注意してください。LD_LIBRARY_PATHです。 LIBPATHです。 たとえば、Linux上のドライバにライブラリ・パス変数を設定するには、次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。たとえば、Linux上のドライバの変数を更新するには、次のようにします。PATH変数を検索し、必要に応じ、DataDirectドライバ・パスを含めます。odbc.iniファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
次の例では、DriverパラメータはDataDirect Connectドライバに設定されており、データソース名はInformix_DBです。
odbc.iniファイルを保存して閉じます。Cloudera Impalaデータベースに接続するためのDataDirect ODBCドライバ・ファイルの名前は、ARimpala27.soです。
サポートされるCloudera Impalaのバージョンの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obisLD_LIBRARY_PATH変数を検索します。LD_LIBRARY_PATH LIBPATH たとえば、Linux上のドライバ用にライブラリ・パス変数を設定する場合は次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。obis.propertiesでPATH変数を検索して、必要に応じてDataDirectドライバ・パスを含めます。odbc.iniファイルを開きます。このファイルは、次の場所にあります。BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
Driverパラメータは、Cloudera Impala用のDataDirect Connectドライバのファイル・パスに設定します。 次の例は、DataDirect Connectドライバに設定されたDriverパラメータと、Impala_DBデータ・ソース名を示しています。
odbc.iniファイルを保存して閉じます。LIMIT句セクションを含めた構成が必要になります。Impala 1.4 (CDH 5.1)以上を使用している場合、追加の手順を完了する必要はありません。「LIMIT句を含めるImpala 1.3.xの構成」を参照してください。Impala 1.3.xでは、ORDER BY句のある問合せにLIMIT句が含まれている必要があります。
この句を構成で指定する方法は3つあります。Impalaデーモンのデフォルトの問合せオプションを変更する方法の使用をお薦めします。2番目と3番目の方法については、「Impala DefaultOrderByLimitを変更する代替方法」を参照してください。
次のいずれかの方法で制限したデフォルトの順番を指定すると、句によってORDERのある問合せに対して最大2,000,000列が戻ります。
Impalaデーモンのデフォルトの問合せオプションを変更する方法を使用してLIMIT句を指定したときに、問合せにORDER BY句が含まれていると、Impalaは最大2,000,000列を戻します。この制限を超過すると、Impalaは例外をスローします。
問合せが2,000,000列を超える場合のために、default_order_by_limit値を高く指定します。
Default Order By Limitは、Impalaサーバーのかわりにクライアント使用して指定することもできます。
先の2つの方法を使用してImpalaデーモンを変更する権限がない場合、この方法を使用してください。この方法を使用すると、Impalaにより、値が2,000,000列まで静的に切り詰められます。
Impalaデーモンのデフォルトの問合せオプションを変更する際に推奨される方法を使用するには:
Cloudera Managerで管理されていないImpala環境を使用している場合は、1番目のDefaultOrderByLimitの変更オプションを使用します。2番目のDefaultOrderByLimitのオプションは、Impalaデーモンを変更するための権限がない場合に使用します。
Cloudera Managerを使用することなくImpalaデーモンのデフォルトの問合せオプションを変更する
Cloudera Managerで管理されてる環境を使用していて、必要になる権限を持っている場合は、DefaultOrderByLimitを更新する際の推奨方法を使用してください。「LIMIT句を含めるImpala 1.3xの構成」を参照してください。
Cloudera Managerで管理されていないImpala環境を使用している場合は、LIMIT句の変更に役立つImpala製品のドキュメントを使用します。この作業を完了するには、『CDH 5 Installation Guide』内の、コマンドラインを使用したImpalaスタートアップ・オプションの構成に関する項を参照してください。
この方法を使用してLIMIT句を指定し、問合せにORDER BY句が含まれている場合、Impalaは最大2,000,000列を戻します。この制限を超過すると、Impalaは例外をスローします。
IMPALA_SERVER_ARGS内に次のエントリを追加します。 odbc.ini Impala DSNエントリのDefaultOrderByLimitパラメータを変更する
先の2つの方法を使用してImpalaデーモンを変更する権限がない場合、この方法を使用してください。この方法を使用すると、Impalaにより、値が2,000,000列まで静的に切り詰められます。
問合せが戻す数を2,000,000列よりも大きく指定する場合、DefaultOrderByLimitパラメータの値をそれよりも高く指定します。
Default Order By Limitは、Impalaサーバーのかわりにクライアント使用して指定することもできます。
odbc.ini DSNエントリのDefaultOrderByLimitパラメータを変更するには:
BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
DefaultOrderByLimitパラメータを検索します。DefaultOrderByLimit=2000000
odbc.iniファイルを保存して閉じます。Apache Hiveデータベースに接続するDataDirect ODBCドライバのファイル名は、libARhive27.soです。
サポートされるApache Hiveのバージョンの詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。Apache Hiveデータ・ソースの使用方法の詳細は、Oracle Business IntelligenceでのApache Hiveの使用上の制限を参照してください。
Apache Hiveに接続するDataDirect Connect ODBCドライバを構成するには、次のようにします。
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obis
LD_LIBRARY_PATH変数を検索します。次の点に注意してください。LD_LIBRARY_PATHです。 LIBPATHです。 たとえば、Linux上のドライバにライブラリ・パス変数を設定するには、次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。たとえば、Linux上のドライバの変数を更新するには、次のようにします。obis.propertiesでPATH変数を検索し、必要に応じ、DataDirectドライバ・パスを含めます。obis.propertiesファイル内で、LD_LIBRARY_PATH変数の上または下のどちらかに、DataDirectドライバを指すHADOOP_DLL変数を作成します。次に例を示します。
HADOOP_DLL=ORACLE_HOME/bi/common/ODBC/Merant/7.1.5/lib/ARhive27.so
odbc.iniファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
次の例では、DriverパラメータはDataDirect Connectドライバに設定されており、データ・ソース名はHiveです。
odbc.iniファイルを保存して閉じます。libARicu27.so pointing to libARicu26.soを作成します。次に例を示します。
cd //ORACLE_HOME/bi/common/ODBC/Merant/7.1.5/lib/ln -s libARicu26.so libARicu27.so
Oracle BI EEには、一部のデータ・ソース(すべてではない)用にUNIX ODBCドライバが付属しています。
TeradataおよびOracle TimesTen In-Memory Databaseなどのデータ・ソースでは、独自のODBCドライバをインストールし、obis.propertiesファイルおよびodbc.iniファイルを更新して、データ・ソースを構成する必要があります。
Teradataを使用している場合、関連情報は、Teradataデータ・ソースに対する問合せのスプール領域エラーの回避も参照してください。
ネイティブODBCドライバを使用してデータベース接続を構成するには:
obis.propertiesファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:LD_LIBRARY_PATH変数を検索します。次の点に注意してください。LD_LIBRARY_PATHです。 LIBPATHです。 たとえば、Linux上のドライバにライブラリ・パス変数を設定するには、次のようにします。
LD_LIBRARY_PATH変数を更新します。たとえば、Linux上のドライバの変数を更新するには、次のようにします。obis.propertiesでPATH変数を検索し、必要に応じ、DataDirectドライバ・パスを含めます。odbc.iniファイルを開きます。このファイルは次の場所にあります:BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core.so、HP-UXには.slを付けます)。次の例では、LinuxでのTeradataデータソースの詳細を示します。データソース名はTera_Northwindです。
DefaultDatabaseパラメータを空のままにできるのは、管理ツールでこのデータ・ソースに対して「接続プール」ダイアログの「一般」タブでオプション「完全修飾表名が必要」を選択した場合のみです。
odbc.iniファイルの[ODBC Data Sources]セクションに、データ・ソースに適した詳細を指定したエントリを追加します。次の例では、Teradataデータソースの詳細を示します。データソース名はTera_Northwindです。Oracle TimesTen In-Memory Databaseデータ・ソースを設定する前に、いくつかの前提条件タスクを実行する必要があります。
Oracle TimesTen In-Memory Databaseデータ・ソースを設定するには、まずTimesTenデータ・ソースの構成の説明に従って、TimesTenデータ・ソースを設定します。LinuxおよびUNIXシステムの場合の正しい手順を確認するには、ネイティブODBCドライバを使用したデータベース接続の構成を参照してください。
次に、TimesTenデータ・ソースでのシステム・メモリー・リソースの使用の向上で説明しているベスト・プラクティスを確認し、必要に応じてそれらを実装します。
最後に、OBIS1を起動するユーザーが、オペレーティング・システムのLD_LIBRARY_PATH変数(HP-UXではSHLIB_PATH、AIXではLIBPATH)にTimesTen DLL ($TIMESTEN_HOME/lib)へのパスを設定していない場合、obis.propertiesファイルの変数としてTimesTen DLLパスを追加する必要があります。
obis.propertiesを更新してLinuxおよびUNIXのTimesTen変数を含める手順は、次のとおりです。
obis.propertiesを開きます。obis.propertiesは、次の場所にあります。BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/obis
TIMESTEN_DLLを追加して、LD_LIBRARY_PATH変数(または同等のもの)も更新します。obis.propertiesでias-componentタグを適切に更新してください(たとえば、ias-component id="coreapplication_obis1"やias-component id="coreapplication_obis2"のようにします)。Oracle BIサーバーをAIX UNIXプラットフォームで実行している場合、Oracle RPAS ODBCデータソースにアクセスできます。
このデータベース接続を構成するには、最初にodbc.iniファイルを更新して、Oracle RPAS ODBCデータ・ソースを構成します。次に、rdaadminツールを使用して、実行時に正規化されないようにディメンション表を定義します。
Windows上でOracle RPAS ODBCデータ・ソースを構成する方法の詳細は、Oracle RPASデータ・ソースの設定を参照してください。
AIX UNIXでデータソースとしてOracle RPAS ODBCを構成するには:
BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/core
指定した「Data Source Name」は、次の手順のステップ3でDATABASE:に対して入力される値と一致する必要があります。また、前の例で示したように、「DriverUnicodeType=1」の行を追加する必要があります。
rdaadminクライアント・ツールを使用して、実行時に正規化されないようにディメンション表を定義するには:
/bin/rdaadmin
rdaadmin
DATABASE: [Oracle_RPAS_database_name]
データベース名は、前のタスクで「Data Source Name」に指定した名前と一致している必要があります(たとえば、RPAS Sample)。
ADDRESS: [ip_address]
PORT: [port_number]
ポート番号の値の例は1707です。
CONNECT_STRING: [NORMALIZE_DIM_TABLES=NO]
この値は、ディレクトリ表を実行時に正規化されないように処理します。
TYPE: []
SCHEMA_PATH: []
REMARKS: []
OPENRDAは、UNIX上のOracle BIサーバー・セッションで宣言される必要があります。たとえば、64ビットのrdaadminクライアント・ツールを使用して、この変数を次のように宣言します。Oracle BIサーバーは、Essbaseクライアント・ライブラリを使用して、Essbaseデータソースに接続します。
Essbaseクライアント・ライブラリは、デフォルトでOracle Business Intelligenceとともにインストールされます。Oracle BI EEの完全なインストールに対してEssbaseデータ・ソースのアクセスを有効化するために追加の構成は必要ありません。
ただし、HP-UX Itaniumシステムでは、次の追加の手順も必要です。
ESSLANGおよびLANGを定義します。次に例を示します。
IBM DB2 Connectは、自動接続解除のオプションを使用しているアプリケーションが中断要求を受信したときに、このオプションをサポートしません。
ネイティブ・データベースがDB2 Connectワークステーションを使用している場合、パラメータINTERRUPT_ENABLEDの設定を変更する必要があります。このパラメータは、データベースまたは任意のデータソースがz/OSプラットフォームまたはs/390プラットフォームを実行しているメインフレーム上のIBM DB2に常駐している場合、任意のOracle Business Intelligenceコンピュータで変更する必要があります。
注意:
IBM DB2を使用している場合、DB2 ConnectをOracle BIサーバーのコンピュータにインストールする必要があります。DB2 Connectのバージョンは、データソースとして構成された最新のDB2インスタンスと一致している必要があります。
INTERRUPT_ENABLEDパラメータを構成するには:
INTERRUPT_ENABLEDパラメータを設定します。ここで、
local_dcsnameは、ホストまたはデータベースのローカル名を表します(データベースのエイリアス名)。 target_dbnameは、ホスト・システム上またはデータベース・システム上のデータベースの名前を表します。 注意:
引用符を文字列の一部として渡すには、円記号(バックスラッシュ)を使用します。
次の例は、OS390 DB2インスタンスを使用しています。
この章のトピックは、次のとおりです:
2つの異なるリポジトリ内のすべてのリポジトリ・オブジェクトを比較する方法について学習します。
Oracle BI Applicationsのリポジトリを使用していて、その内容をカスタマイズ済の場合、この機能を使用してカスタマイズ済のリポジトリをOracle BI Applicationsを使用して受信した新しいバージョンのリポジトリと比較できます。
カスタマイズ済のOracle BI Applicationsのリポジトリを新しいバージョンのリポジトリとマージする方法の詳細は、リポジトリのマージを参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI管理ツールの「比較」ダイアログの使用方法について学習します。
2つのリポジトリを比較するには:
この手順で開くリポジトリは、現行のリポジトリと呼ばれます。リポジトリを開く方法の指示については、オンラインとオフラインのリポジトリ・モードの使用を参照してください。
comparerpdユーティリティを使用してリポジトリを比較し、パッチ・ファイルを作成できます。
この機能は、管理ツールを使用できないLinuxシステムおよびUNIXシステムで、リポジトリを比較したり、パッチを生成する場合に特に便利です。compareユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。
comparerpdユーティリティを実行する場合、システムはリポジトリ・オブジェクトも等化します。等化のプロセスはmy_current_rpd_equalized.rpdファイルを出力します。この情報ファイルには、比較したリポジトリ間の等化済の出力が含まれます。等化により、同一の完全修飾名を持つオブジェクトに、同一の一意の識別子(UID)が付与されます。UIDが異なる同じ名前のオブジェクトは、自動的に更新され同一のUIDを持つようになります(つまり、等化されます)。等化が不要な場合にも、my_current_rpd_equalized.rpdファイルが生成されます。my_current_rpd_equalized.rpdファイルは、元のリポジトリの場所に保存されます。
comparerpdユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
構文
comparerpdユーティリティは次のパラメータを取ります。
説明:
-P modified_rpd_passwordは、変更済リポジトリのリポジトリ・パスワードで、カスタマ・リポジトリまたはカスタマイズ済リポジトリとも呼ばれます。
-C modified_rpd_pathnameは、変更済リポジトリの名前および場所です。
-W original_rpd_passwordは、元のリポジトリのリポジトリ・パスワードです。
-G original_rpd_pathnameは、元のリポジトリの名前および場所です。
-O output_csv_file_nameは、リポジトリ・オブジェクトの比較の出力を格納するcsvファイルの名前と場所です。
-D output_patch_file_nameは、2つのリポジトリ間の相違を格納するXMLパッチ・ファイルの名前と場所です。
-M output_mds_xml_directory_nameは、MDS XML形式で差異情報を格納する先の最上位レベルのディレクトリです。削除されたXMLファイルのリストは、最上位レベルのディレクトリの下のディレクトリ・ツリーに格納されていることに注意してください。
-Oを使用して出力CSVファイルを、-Dを使用してXMLパッチ・ファイルを、-Mを使用してMDS XMLディレクトリ・ツリーを指定することができます。複数の出力タイプを同時に指定することはできません。
パッチに接続プール・パスワードなどのパスワードが含まれている場合、そのパッチ・ファイルは、現行のリポジトリからリポジトリ・パスワードを使用して暗号化されます。現行のリポジトリ・パスワードは、事実上、そのパッチ・ファイルのパスワードになります。このパッチ・ファイル・パスワードが元のリポジトリのリポジトリ・パスワードと異なるときは、パッチを適用するときにそのパッチ・ファイル・パスワードを指定することが必要な場合があります。
-Aはオプションの引数で、XMLパッチ・ファイルに接続プールの暗号化されたパスワードが含まれないようにします。このパラメータは、-Dパラメータと組み合せて使用します。
-Eは、オプションの引数であり、式のテキストの比較にUIDが使用されるようになります。このパラメータを使用すると、名前が同じでもUIDが異なるオブジェクトに必ず同じUIDが割り当てられます。このアクションにより、作成済および削除済としてレポートされるのではなく、変更済としてオブジェクトが比較されます。-Eを指定しない場合、文字列が使用されます。
-8はUTF-8エンコーディングを指定します。
注意:
modified_rpd_passwordとoriginal_rpd_passwordの引数はオプションです。パスワード引数を入力しないと、コマンドを実行したときに、必要なパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。これらのパスワード引数は下位互換性のためにのみサポートされています。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
次に例を示します。
この例では、customer.rpdリポジトリとoriginal.rpdリポジトリから、diff.csvというCSV形式の比較差異ファイルを生成します。
この例では、customer.rpdリポジトリとoriginal.rpdリポジトリから、my_patch.xmlというXMLパッチ・ファイルを生成します。
同じ名前であってもアップグレードIDの異なる2つのリポジトリにオブジェクトがある場合、これらを同じオブジェクトとして処理する必要が生じる場合があります。
これを実行するには、equalizerpdsユーティリティを使用して両方のオブジェク方に同じアップグレードIDを付けて、これらを等化します。または、マージ・プロセスの一部として、これらのオブジェクトを等化できます。
「オブジェクトの等化」ダイアログ(「リポジトリの比較」ダイアログから使用可能)を使用して、equalizerpdsユーティリティを実行した後のリポジトリの外観をプレビューすることもできます。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI管理ツールでオブジェクトのアップグレードIDを使用して各リポジトリ・オブジェクトの履歴が追跡されるため、オブジェクトの等化が必要になる場合があります。
アップグレードIDは、各オブジェクトに一意の識別子です。
アップグレードIDは、ユーザー・アクションのため、またはマージ中に変更される場合があります。変更が発生し、その後で比較が行われると、Oracle BI管理ツールでは、新しいアップグレードIDを新しいオブジェクトとして処理し、欠落した元のアップグレードIDを削除されたオブジェクトとして処理します。
たとえば、2つの同一のリポジトリがあるとします。一方のリポジトリで、プレゼンテーション列を削除し、これを再作成します。「リポジトリの比較」ダイアログを使用して2つのリポジトリを比較するとき、プレゼンテーション列に2つのエントリがあります。一方は古いオブジェクトを削除済として示し、もう一方は新しいオブジェクトを作成済として示します。「リポジトリの比較」ダイアログを使用しないと、管理ツールでは通常はオブジェクト名とプロパティのみを表示し、基礎となるアップグレードIDを表示しないため、この処理が行われたかどうかの判別が困難になります。
アップグレードIDは一意ではありませんが、まれにマージするリポジトリに同じアップグレードIDが含まれる場合があるので注意してください。マージするリポジトリでequalizerpdsユーティリティを実行すると、この重複したアップグレードIDの問題が修正され、マージの実行中のエラーが防止されます。
リポジトリをマージして変更を等化する前に、リポジトリに対してequalizerpdsユーティリティを実行することは非常に有効です。相反する変更(複製した列を名前変更する場合など)を等化すると、基礎のアップグレードIDがクリーンアップされ、マージ中の意図しない名前変更が回避されます。
オブジェクトを等化するとき、正規のオブジェクト名変更が異なるオブジェクトになるため、オブジェクトの名前変更の追跡が失われる場合があります。つまり、リポジトリ内で実行した意図的な名前変更によって異なるアップグレードIDに変更され、これに続くマージによって、名前変更されたオブジェクトが新しいオブジェクトとして誤って処理される場合があります。この状況を回避するには、意図的に名前変更したオブジェクトの変更前の名前と変更後の名前を名前変更マップ・ファイルに入力し、このファイルをユーティリティに渡します。equalizerpdsユーティリティによってこのファイル内の情報が使用され、名前変更された現行のオブジェクトで元のIDが使用されるようになります。
注意:
「リポジトリの問合せ」ダイアログを使用して、リポジトリ・オブジェクトのアップグレードIDを表示できます。これを実行するには、次の手順に従います。
- 「ツール」→「リポジトリの問合せ」を選択します。
- 問合せを実行します。詳細は、リポジトリ・メタデータの問合せおよび管理を参照してください。
- 「列」をクリックします。
- リストから「アップグレードID」を選択します。「検索」ボタンを使用して「アップグレードID」を検索できます。
- 「OK」をクリックします。アップグレードIDを表示した新しい列が「結果」リストに表示されます。
「オプション」ダイアログの「一般」タブで「問合せリポジトリにアップグレードIDを表示」を選択していない場合は、列のオプションとして「アップグレードID」を使用できません。詳細は、管理ツールのオプションの設定を参照してください。
「オブジェクトの等化」ダイアログを使用すると、リポジトリでequalizerpdsユーティリティを実行した場合のリポジトリの外観をプレビューできます。
「オブジェクトの等化」ダイアログは、同じ名前のオブジェクトに関する変更を比較する便利な方法を提供しますが、変更はいずれも永続しません。
注意:
「オブジェクトの等化」ダイアログを大きなリポジトリに対して使用すると、非常に時間がかかる場合があります。
「オブジェクトの等化」ダイアログを表示して使用するには:
等化できる変更がない場合、表には何も表示されず、「OK」ボタンは無効のままになります。
手動選択すると、「自動」ボタンは無効になります。
すべての手動選択が削除されると、「自動」ボタンは有効になります。

equalizerpdsユーティリティを使用して、2つの異なるリポジトリにあるオブジェクトのアップグレードIDを等化できます。複数のオブジェクトが同じアップグレードIDを持っている場合、これらは同じオブジェクトと見なされます。このユーティリティは、第1のリポジトリ(通常、元のリポジトリ)のアップグレードIDを2番目のリポジトリ(通常、変更済リポジトリ)のアップグレードIDと比較します。次に、元のリポジトリのアップグレードIDを使用して、同じ名前のオブジェクトのアップグレードIDを等化します。
equalizerpdsユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。ただし、equalizerpdsは、RPD形式のバイナリ・リポジトリでのみ使用できます。
equalizerpdsユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
構文
equalizerpdsユーティリティは次のパラメータを取ります。
説明:
Gは、変更されたリポジトリ・パスワードに元のリポジトリ・パスワードを使用することを指定します。
rename_map_fileは、名前変更され、等化するオブジェクトのリストを含むテキスト・ファイルです。形式は、次の列を含むタブ区切りファイルです。
たとえば、Name1からName2に名前変更されたマップ・ファイルに論理列を含めるには、次のように入力します。
タブ区切りは正しくコピーされない場合があるため、ご使用のファイルの基盤としてこの例をカット・アンド・ペーストしないでください。正しいタブを指定した新しいファイルを作成してください。
有効なTypeName値の詳細は、TypeNameの値についてを参照してください。
equalStringSetは、同一として処理する文字のセットです。
original_repository_password引数およびmodified_repository_password引数はオプションです。これらのパスワード引数を入力しないと、コマンドを実行したときにこれらのパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます(password1およびpassword2)。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。これらのパスワード引数は下位互換性のみがサポートされ、将来のリリースで削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
次に例を示します。
この例では、original.rpdがmodified.rpdと比較され、original.rpdのアップグレードIDを使用してアップグレードIDが等化されます。最終結果は、modified_equalized.rpdに書き込まれます。
注意:
完全パス名をリポジトリ・ファイル(入力ファイルと出力ファイルの両方)に入力にしてください(これらが異なるディレクトリにある場合)。
使用可能なオブジェクト・タイプおよびTypeName用のこれらに対応する値について学習します。
この表は、使用可能なオブジェクト・タイプおよびTypeName用のこれらに対応する値を示します。
| オブジェクト・タイプ | TypeNameの値 |
|---|---|
データベース | DATABASE |
接続プール | CONNECTION POOL |
物理カタログ | CATALOG |
物理スキーマ | SCHEMA |
物理表示フォルダ | PHYSICAL DISPLAY FOLDER |
物理表 | TABLE |
物理キー | TABLE KEY |
物理外部キー | FOREIGN KEY |
物理列 | COLUMN |
物理複合結合 | JOIN |
物理階層 | HIERARCHY |
物理レベル | PHYSICAL LEVEL |
キューブ列 | COLUMN |
キューブ表 | CUBE TABLE |
LDAPサーバー | LDAP SERVER |
カスタム・オーセンティケータ | CUSTOM AUTHENTICATOR |
変数 | VARIABLE |
アプリケーション・ロール | SECURITY ROLE |
ユーザー | USER |
ユーザー・データベース・サインオン | USER DATABASE SIGNON |
プロジェクト | PROJECT |
ビジネス・モデル | SUBJECT AREA |
論理ディメンション | DIMENSION |
論理レベル | LEVEL |
論理表示フォルダ | LOGICAL DISPLAY FOLDER |
論理表 | LOGICAL TABLE |
論理ソース・フォルダ | LOGICAL SOURCE FOLDER |
論理表ソース | LOGICAL TABLE SOURCE |
論理列 | ATTRIBUTE |
論理結合 | ROLE RELATIONSHIP |
論理キー | LOGICAL KEY |
論理外部キー | LOGICAL FOREIGN KEY |
プレゼンテーション・カタログ | CATALOG FOLDER |
プレゼンテーション表 | ENTITY FOLDER |
プレゼンテーション列 | FOLDER ATTRIBUTE |
プレゼンテーション階層 | PRESENTATION HIERARCHY |
プレゼンテーション・レベル | PRESENTATION LEVEL |
カタログ・リンク | CATALOG LINK |
ターゲット・レベル | CUSTOMER TYPE |
リスト・カタログ | LIST CATALOG |
修飾項目 | QUALIFIED ITEM |
修飾キー | QUALIFYING KEY |
サンプリング表 | SAMPLING TABLE |
セグメンテーション・カタログ | SEGMENTATION CATALOG |
管理ツールで「リポジトリ・マージ・ウィザード」を使用して、Oracle BIリポジトリをマージできます。
リポジトリは、バイナリ(RPD)形式またはMDS XML形式でマージできます。次の3つのタイプのマージがあります。
デフォルトでは、patchrpdユーティリティのマージ機能は、パッチ・モードを使用します。リポジトリ・マージ・ウィザードを設定してpatchrpdユーティリティのデフォルトのマージ機能と一致させるには、リポジトリ・マージ・ウィザードをパッチ・モードで実行する必要があります。
リポジトリ・オブジェクトのマージ方法の詳細は、マージ・ルールも参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI管理ツールを使用して、異なるリポジトリをマージできます。
この項では、管理ツールで完全な(標準)リポジトリ・マージ機能を使用する方法について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
マージ・プロセスには、一般的に次の3つのバージョンのOracle BIリポジトリが関与しています。元のリポジトリ、変更済リポジトリおよび現行のリポジトリです。
元のリポジトリとは元の未編集リポジトリ(親リポジトリ)ですが、変更済(修正済)リポジトリと現行リポジトリは、変更が加えられマージを必要とする2つのリポジトリです。現行のリポジトリは、管理ツールで現在開いているリポジトリです。
マージ・プロセス中、管理ツールは、現行のリポジトリを使用して、元のリポジトリを変更済リポジトリおよび現行のリポジトリと比較します。2つの比較の結果、競合する変更があると、競合が発生します。たとえば、変更済リポジトリでオブジェクトAをBに名前変更したが、現行のリポジトリでオブジェクトAをCに名前変更すると、競合が発生します。
リポジトリのマージ機能を使用すると、オブジェクト・ベースで最終的なマージ・リポジトリで維持する変更を決定できます。競合がない場合、マージは自動的に実行されます。
完全なマージには、次の2つのタイプがあります。
次の図の例では、バイナリ(RPD)リポジトリをマージしていると想定していますが、MDS XMLリポジトリでこのタイプのマージを実行することもできます。

次の図の例では、バイナリ(RPD)リポジトリをマージしていると想定していますが、MDS XMLリポジトリでこのタイプのマージを実行することもできます。

Oracle BI管理ツールを使用して、共通の親を使用した完全なリポジトリ・マージを実行する方法について説明します。
一般的に、この方法は、元の親リポジトリがあり、変更済の2つのリポジトリ・バージョン(現行のバージョンおよび変更済バージョン)にあるオブジェクトに対して実行された変更をマージする場合に使用されます。現行のリポジトリに存在しないオブジェクトが新しいオブジェクトとして作成されます。
共通の親を使用して、2つのバージョンのOracle Business Intelligenceリポジトリをマージする手順は、次のとおりです。
この図は、「リポジトリ・マージ・ウィザード」を示しています。

バイナリ・リポジトリの場合は、元のリポジトリを参照して選択し、「開く」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
バイナリ・リポジトリの場合は、変更済リポジトリを参照して選択し、「開く」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
バイナリ・リポジトリの場合は、新しい名前と場所を指定して、「保存」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
等化の詳細は、オブジェクトの等化を参照してください。
マージ済リポジトリにオブジェクトを含めるか、ここからオブジェクトを除外するかを決定するには、「デシジョン」リストで「現行」または「変更済」を選択します。「現行」を選択して現行のリポジトリにある選択したオブジェクトに対する変更を保持するか、または「変更済」を選択して変更済リポジトリにある選択したオブジェクトに対する変更を保持します。
デシジョン表でオブジェクトを選択すると、デシジョン表の下の読取り専用テキスト・ボックスに、現在のリポジトリでそのオブジェクトに加えられた変更に関する説明が表示されます。さらに、ダイアログの下部のツリー・パネルに、選択した行に関して影響を受けるオブジェクトが表示されます。また、ツリー・ビューの1つでオブジェクトを選択して、デシジョン表の対応する行を自動的にハイライト表示にできます。
「デシジョン」リストの「変更済」オプションには、問題のオブジェクトをマージ済リポジトリに追加するか、またはマージ済リポジトリから削除するかを示す接尾辞が表示されます。「変更済(A)」はこのオブジェクトが追加されることを示し、「変更済(D)」はこのオブジェクトが削除されることを示します。
競合のタイプは、「競合」表の「説明」列に表示されます。選択できる決定は、この列に表示される競合のタイプによって異なります。次のリストに、様々なタイプの競合に対する結果の例を示します。
マージ済バージョンのリポジトリに保持する値のオプションをクリックします。エイリアスなど一部のプロパティでは、「選択内容のマージ」オプションを選択して、1つずつ選択するのではなくプロパティをマージできます。このオプションは、プロパティをマージできる場合のみ使用できます。
注意:
通常、「変更済」リポジトリに追加したオブジェクトまたはここから削除したオブジェクトに関して、マージ・デシジョンを行う必要はありません。ただし、このマージの変更統計を表示して、「変更済」に追加したオブジェクトやここから削除したオブジェクトなどの変更のサマリーを確認できます。
マージ・デシジョンを行うと、表内のそのデシジョンの行が赤から黒に変わります。すべての行に「デシジョン」フィールドの値が含まれると、「終了」ボタンが有効になります。
この表では、「マージ戦略の定義」画面の要素をリストし、説明します。
| 要素 | 説明 |
|---|---|
「競合」表 | 「競合」表には、次の列があります。
各リポジトリで変更されるプロパティを持つオブジェクトの場合、変更されるプロパティの詳細を含むサブ表(グリッド)が表示されます。このグリッドには、次の列が含まれます。
|
修飾名の表示 | これを選択すると、デシジョン表にあるオブジェクトの完全修飾名が表示されます(「Paint」...「Month Year Ago fact」など)。
|
デフォルト・デシジョンの設定 | クリックすると、管理ツールによる競合の解決方法を選択できます。各競合のデシジョンを手動で設定しない場合はこのオプションを使用します。 管理ツールがすべての未解決および解決済の競合(つまり、デシジョンをすでに指定した競合)を解決する場合は、「すべて」を選択します。このオプションを選択すると、管理ツールはすでに指定した競合のデシジョンを確認し、必要に応じて変更します。 管理ツールが未解決の競合のみを解決する場合は、未決定のみを選択します。つまり、デシジョンを指定していないすべての競合にデシジョンを割り当てます。このオプションを選択すると、管理ツールはすでに指定した競合のデシジョンを保持します。 |
マージされたRPDの整合性のチェック | これを選択すると、マージ済ファイルが保存される前に整合性のチェックが実行されます。 |
オブジェクト・ビューの非表示 | ダイアログのツリー・パネルを非表示にするには、このオプションを選択します。ツリー・パネルは、競合デシジョン表で選択した行に関して影響を受けるオブジェクトを表示します。 ツリー・パネルを非表示にすると、マージ戦略の定義」画面のパフォーマンスを向上できます。 |
ファイルへのデシジョンの保存 ![]() | リポジトリ・サブディレクトリにある一時的な変更を含むファイルを保存し、マージに関する作業を停止し、後で継続できるようにします。変更(デシジョン)を保存した後、「取消」をクリックして、リポジトリのマージダイアログを閉じます。
|
デシジョン・ファイルのロード ![]() | 保存したデシジョン・ファイルをリポジトリ・サブディレクトリからロードし、リポジトリのマージ処理を続行できるようにします。 このオプションは、特に、 |
名前またはタイプによる検索 ![]() | オブジェクトの「名前」および「タイプ」で検索します(「初期化ブロック」など)。 |
再検索 ![]() | 最新の「検索」値を再検索します。 |
変更統計の表示 ![]() | このマージの統計(変更済リポジトリから削除されたオブジェクトの数、両方のリポジトリで変更されたオブジェクトの数など)を表示します。 |
Details ![]() | 別のウィンドウのデシジョン表の下の読取り専用のテキスト・ボックスにテキストを表示します。 |
元の/変更済/現行のリポジトリの表示 ![]() | 選択したリポジトリで影響を受けるオブジェクトのプロパティを表示します。 |
Oracle BI管理ツールを使用して、共通の親を使用せずに完全なリポジトリ・マージを実行する方法について説明します。
この方法は、あるリポジトリ(変更済リポジトリ)から別のリポジトリ(現行のリポジトリ)にオブジェクトをインポートする場合に使用します。
注意:
現行のとして定義することを選択したリポジトリでは、「プレゼンテーション」レイヤーは、「物理」レイヤーまたは「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーの、保持するオブジェクトを参照します。「プレゼンテーション」レイヤーのオブジェクトによって参照されない現行のリポジトリのビジネス・モデル、データベースや接続プールなどのオブジェクトは、マージ中に廃棄されます。必要に応じて、マージを実行する前に、これらのオブジェクトを参照するプレースホルダ・サブジェクト・エリアを追加して、必要なオブジェクトが保持されるようにする必要がある場合があります。
マージ・プロセス中にどのオブジェクトが保持され、どのオブジェクトが廃棄されるかの詳細は、マージ・ルールを参照してください。
共通の親を使用せずに、2つのバージョンのOracle BI EEリポジトリ・ファイルをマージするには:
blank.rpd)。 バイナリ・リポジトリの場合は、変更済リポジトリを参照して選択し、「開く」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
これは、オブジェクトのインポート先のリポジトリです。
バイナリ・リポジトリの場合は、新しい名前と場所を指定して、「保存」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
マージ・デシジョンを行うと、表内のそのデシジョンの行が赤から黒に変わります。すべての行に「デシジョン」フィールドの値が含まれると、「終了」ボタンが有効になります。
パッチ・マージを使用して、リポジトリに加えられた変更のみを格納したXMLパッチ・ファイルを生成できます。
このパッチを古い(元の)バージョンのリポジトリに適用し、新しいバージョンを作成できます。
このマージ方法は、開発から本番へのシナリオに関して非常に便利であり、Oracle BI Applicationsの顧客がリポジトリをアップグレードする場合にも使用できます。
この項では、2つのリポジトリ間の相違点を含むパッチを生成し、このパッチをリポジトリ・ファイルに適用する方法について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
パッチ・マージでは、現行のリポジトリと元のリポジトリの間の相違点を含むパッチを作成します。
このパッチ・ファイルを変更済リポジトリに適用します。現在および元のリポジトリの違いは、両方のリポジトリの既存のプロジェクトの一致に存在する必要があります。
開発から本番へのシナリオ。元の親リポジトリ、開発の最新変更が組み込まれた現行リポジトリ、および元のリポジトリのデプロイ済コピーである変更済リポジトリが存在します。
パッチを生成するには、現行のリポジトリを開き、元のリポジトリを選択し、次にパッチを作成します。
パッチを適用するには、変更済リポジトリを開いて元のリポジトリを選択してパッチを適用します。
Oracle BI Applicationsのリポジトリ・アップグレード・シナリオ。現行のリポジトリはオラクル社から出荷された最新バージョンのリポジトリで、元のリポジトリはオラクル社から出荷された元のリポジトリです。変更済リポジトリは元のリポジトリにユーザーによる変更が加えられたものです。
パッチを生成するには、現行のリポジトリを開き、元のリポジトリを選択し、次にパッチを作成します。
パッチを適用するには、変更済リポジトリを開いて元のリポジトリを選択してパッチを適用します。
Oracle BI管理ツールを使用して2つのリポジトリ間の相違点を含むパッチを生成します。
管理ツールを使用してパッチを生成するには:
注意:
プロジェクトを使用して変更が行われる場合、メタデータの変更を既存のプロジェクトに追加する必要があります。新しいプロジェクトに行われた変更は、パッチ・モード・プロセス中に失われます。
パッチに接続プール・パスワードなどのパスワードが含まれている場合、そのパッチ・ファイルは、現行のリポジトリからリポジトリ・パスワードを使用して暗号化されています。現行のリポジトリ・パスワードは、事実上、そのパッチ・ファイルのパスワードになります。このパッチ・ファイル・パスワードが元のリポジトリのリポジトリ・パスワードと異なるときは、パッチを適用するときにそのパッチ・ファイル・パスワードを指定することが必要な場合があります。
comparerpdユーティリティを使用してコマンドラインでパッチを生成することもできます。詳細は、comparerpdを使用したリポジトリの比較を参照してください。
Oracle BI管理ツールを使用して2つのリポジトリ間の相違点を含むパッチを適用します。
注意:
大きなマルチユーザー・リポジトリから小さなサブセット抽出リポジトリにパッチを適用できます。この場合、サブセット内の変更のみがパッチから適用されます。
パッチを適用する手順:
バイナリ・リポジトリの場合は、元のリポジトリを参照して選択し、「開く」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
注意:
元のリポジトリは変更済(現在開いている)リポジトリと同じにはできません。
バイナリ・リポジトリの場合は、新しい名前と場所を指定して、「保存」をクリックします。MDS XML形式のリポジトリの場合は、「フォルダの参照」ダイアログを使用して、MDS XMLドキュメントのルート・フォルダの場所を選択し、「OK」をクリックします。
patchrpdユーティリティを使用してパッチを適用できます。
この機能は、管理ツールを使用できないLinuxシステムおよびUNIXシステムでリポジトリのパッチ適用を行う場合に特に便利です。patchrpdユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。ただし、patchrpdは、RPD形式のバイナリ・リポジトリでのみ使用できます。
管理ツールのパッチ機能とは異なり、patchrpdには、競合に対して自動的にデフォルトのデシジョンを適用するオプションがあります。また、これは、すべての競合をデシジョン・ファイルに保存する機能も備えており、ユーザーは結果を調べて、追加の手動による変更が必要かどうかを判断できます。詳細は、パッチ・プロセスを自動化するためのPatchrpdの使用方法を参照してください。
patchrpdには、マージ・ルールのセットを選択して適用する機能もあります。デフォルトではパッチのマージ・ルールが使用されますが、オプションで完全な(アップグレード)マージ・ルールまたはマルチユーザー開発マージ・ルールを使用することを選択できます。
patchrpdユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
構文
patchrpdユーティリティは次のパラメータを取ります。
output_decision_file_pathname] [-E] [-M mode] [-R] [-A] [-U] [-N] [-8]説明:
-P modified_rpd_passwordは、変更済リポジトリのリポジトリ・パスワードで、カスタマ・リポジトリまたはカスタマイズ済リポジトリとも呼ばれます。
-C modified_rpd_pathnameは、変更済リポジトリの名前および場所です。
-Q original_rpd_passwordは、元のリポジトリのリポジトリ・パスワードです。
-G original_rpd_pathnameは、元のリポジトリの名前および場所です。
-S patch_file_passwordは、パッチ・ファイルのパスワードです。パッチ・ファイル・パスワードは、現行のリポジトリのパスワードと同じです。パッチ・ファイル・パスワードを入力する必要があるのは、接続プール・パスワードなどオブジェクトのパスワードがパッチ・ファイルに含まれている場合と、そのパッチ・ファイル・パスワードが元のリポジトリ・パスワードとは異なる場合のみです。
-I patch_file_pathnameは、適用するXMLパッチ・ファイルの名前と場所です。複数の-I引数(およびペアの-S引数も必要)を含めることで複数のパッチを適用できます。
-D input_decision_file_pathnameは、このパッチ・マージの動作に影響を与えるために使用するCSV形式のデシジョン・ファイルの名前と場所です。この引数はオプションです。
-O output_rpd_pathnameは、生成するRPD出力ファイルの名前と場所です。
-V output_decision_file_pathnameは、CSV形式のデシジョン・ファイルの生成を可能にするオプションの引数です。デシジョン・ファイルは、マージによるすべての競合を示します。つまり、デシジョン・ファイルには、管理ツールのマージ・ウィザードの「マージ戦略の定義」画面に表示されるデシジョンがリストされます。デシジョン・ファイルは、ユーザーの入力によって影響を受ける可能性があるすべてのアイテムの記録を提供します。この引数は、-U引数とともに使用する必要があります。
-Eは、等化ステップのスキップを可能にするオプションの引数です。
-M modeは、マージのモードの変更を可能にするオプションの引数です。デフォルトでは、patchrpdはパッチ・モードで実行され、可能なかぎり多くの変更が警告なしで適用されます。このデフォルトを変更するため、モードについては、マルチユーザー開発マージのマージ・ルールを使用するにはmudを、完全なマージのマージ・ルールを使用するにはupgradeを指定します。様々なタイプのマージのルールの詳細は、マージ・ルールを参照してください。
デフォルトでは、管理ツールのマージ機能は完全なマージを使用します。管理ツールのデフォルト・マージ機能と一致させるためにpatchrpdユーティリティを実行する場合、-M mode引数のupgradeを指定する必要があります。
-Rは、論理列の整合性チェックをスキップするオプションの引数です。このオプションは、パッチ・ファイルに論理列から物理列へのマッピングが含まれていない場合に、パッチ・プロセスを高速化できます。
-Aは、マルチユーザー開発環境でサブセット・パッチをスキップし、かわりに入力リポジトリ・ファイルを使用してパッチを適用できるオプションの引数です。
-Uは、競合に対してデフォルトのデシジョンを自動的に適用して、patchrpdを正常に終了できるようにするオプションの引数です。このパラメータを含めない場合、競合が検出されると、patchrpdによって警告が表示されて終了します。
-Nは、すべての非致命的エラーを無視するために使用するオプションの引数です。非致命的エラーの例として、未解決のオブジェクト、重複したオブジェクト、壊れた式または不正確な式などがあります。
-8はUTF-8エンコーディングを指定します。
注意:
modified_rpd_password、original_rpd_passwordおよびpatch_file_passwordなどのすべてのパスワードの引数はオプションです。パスワード引数を入力しないと、コマンドを実行したときに、必要なパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。これらのパスワード引数は下位互換性のみがサポートされ、将来のリリースで削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
次に例を示します。
この例では、patch.xmlというパッチがcustomer.rpdリポジトリに適用され、patched.rpdという出力リポジトリおよびdecision.csvという出力デシジョン・ファイルが生成されます。
注意:
すべてのファイル(リポジトリ・ファイルとXMLパッチ・ファイルを含む)のフルパス名を入力にしてください(これらが異なるディレクトリにある場合)。
リポジトリ問合せを使用して、リポジトリ・メタデータを効率的に管理できます。
次を使用します。
たとえば、リポジトリに影響を及ぼす可能性があるデータベース内の物理変更を行う前にレポートを実行する必要がある場合があります。レポートは、ファイルにカンマ区切り形式(CSV)またはタブ区切り形式で保存できます。
この項では、次の項目について説明します。
「リポジトリの問合せ」ツールを使用してリポジトリのオブジェクトを問い合せできます。
フィルタを作成して、結果のフィルタ処理、問合せの保存、以前に保存した問合せの実行、または新しいリポジトリ・オブジェクトの作成も実行できます。
リポジトリを問い合せるには:
この表は、「リポジトリの問合せ」ダイアログで使用できるオプションを示しています。
| オプション | 説明 |
|---|---|
Name | オブジェクト名で検索する場合にこのオプションを使用します。アスタリスク( * )ワイルドカード文字を使用して、任意の文字を指定できます。このワイルドカード文字は、検索文字列の最初または最後の文字を表すことができます。検索では大文字と小文字は区別されません。 |
タイプ | リストからタイプを選択して、特定のタイプのオブジェクトに検索対象を絞り込むか、「すべてのタイプ」を選択して、すべてのオブジェクトを問い合せます。リストには、集計ルール、論理ソース・フォルダ、権限パッケージ、内部オブジェクトと見なされるその他のオブジェクトなどのオブジェクトは含まれていません。 |
フィルタ | 問合せに対するフィルタを作成または編集するには、「フィルタ」をクリックします。フィルタを作成すると、このボタンの左側のボックスにフィルタ基準が表示されます。詳細は、問合せ結果に対するフィルタの作成を参照してください。 |
問合せ | 問合せを送信する準備ができたら「問合せ」をクリックします。 |
問合せに名前を付けて保存 | 後で再実行するために問合せを保存するには、「問合せに名前を付けて保存」をクリックします。「問合せに名前を付けて保存」フィールドに保存する問合せの名前を入力し、「保存」をクリックします。 |
保存済問合せ | 前に保存した問合せを表示または実行するには、「保存済問合せ」をクリックします。保存した問合せの削除も可能です。前に保存した問合せを実行するには、実行する問合せを含む行を選択し、「選択」をクリックするか、この行をダブルクリックします。 「保存済問合せ」オプションは、前に保存した問合せがある場合のみ使用できます。 |
編集 | 問合せの実行後、問合せ結果のリストにあるオブジェクトを編集するには、「結果」リストからオブジェクトを選択し、「編集」をクリックします。結果リストのすべてのリポジトリ・オブジェクトを編集できるわけではありません(たとえば、権限オブジェクトやユーザー・データベース・サインオン・オブジェクト)。結果リストのオブジェクトを編集できない場合、「編集」は使用できません。 |
削除 | 問合せの実行後、オブジェクトを削除するには、「結果」リストから1つ以上のオブジェクトを選択して「削除」をクリックします。削除の確認を行うと、メタデータ・リポジトリから該当のオブジェクトが削除されます。 |
新規 | 新しいリポジトリ・オブジェクトを作成するには、このオプションを使用します。まず、「タイプ」リストから作成するオブジェクトのタイプを選択し、次に「新規」をクリックします。このオプションは、「すべてのタイプ」を選択していると使用できません。 表示されるダイアログは、選択したオブジェクト・タイプによって異なります。詳細は、選択したオブジェクトを作成する方法について説明している各項を参照してください。 新しい論理ディメンションの作成を選択した場合、レベル・ベース階層でディメンションを作成するか、または親子階層でディメンションを作成するかを選択する必要があります。同様に、新しいOracle OLAP階層の作成を選択した場合、レベル・ベース階層の作成または値ベース階層の作成を選択する必要があります。 |
親の表示 | 問合せの実行後、オブジェクトの親階層を表示するには、「結果」リストでオブジェクトを選択し、「親の表示」をクリックします。オブジェクトに親がない場合、メッセージが表示されます。「親の表示」は、ユーザーまたはアプリケーション・ロールとともには使用できません。 「親階層」ダイアログでは、オブジェクトを編集または削除できます。このダイアログでオブジェクトを削除すると、選択したオブジェクトの子オブジェクトもすべて削除されます。 |
マーク | 問合せの実行後、選択したオブジェクトにマークを付けるには、「結果」リストで1つ以上のオブジェクトを選択し、「マーク」をクリックします。オブジェクトのマークを取るには、オブジェクトを選択し、「マーク」を再クリックします。オブジェクトにマークを付けると、メタデータを作成するときに、視覚的な識別が簡単になります。 |
アイコンの設定 | 問合せを実行した後、オブジェクトに別のアイコンを選択するには、「結果」リストで1つ以上のオブジェクトを選択し、「アイコンの設定」をクリックします。オブジェクトに特定のアイコンを設定すると、共通の特性を持つオブジェクトを視覚的に識別できます。たとえば、特定のアイコンを選択し、特定のユーザー・グループのみが使用する列を識別できます。 元のアイコンに戻すには、オブジェクトを選択し、「アイコンの設定」を再クリックします。次に、「関連アイコンの削除」を選択し、「OK」をクリックします。 |
移動 | 問合せの実行後、リポジトリの管理ツール・ビューのオブジェクトに移動するには、「結果」リストで1つ以上のオブジェクトを選択して、「移動」をクリックします。選択したオブジェクトは、「物理」レイヤー、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーまたは「プレゼンテーション」レイヤーにハイライト表示されます。 このオプションを選択すると、「リポジトリの問合せ」ダイアログは閉じます。 |
保存 | 問合せの実行後、問合せ結果を外部ファイルに保存するには、「保存」をクリックします。次に、「名前を付けて保存」ダイアログで、ファイルの名前、ファイル・タイプおよびエンコーディング値を入力し、「保存」をクリックします。 |
列 | 結果に情報の列を追加するには、「列」をクリックします。次に、リストから追加する列を選択し、「OK」をクリックします。「列の選択」ダイアログでは、チェックした列を選択し、「上へ」または「下へ」をクリックして、列を再順序付けできます。 「オプション」ダイアログの「一般」タブで「問合せリポジトリにアップグレードIDを表示」を選択し、結果の列として「アップグレードID」を有効化します。詳細は、管理ツールのオプションの設定を参照してください。 |
修飾名の表示 | 問合せで検出されたオブジェクトの完全修飾名を表示するには、このオプションを使用します。 たとえば、論理列を問い合せる場合、「結果」リストの「名前」列のデフォルト値は、列名です。ただし、「修飾名の表示」を選択した場合、「名前」リストの値は |
「リポジトリ・フィルタの問合せ」ダイアログを使用して、「リポジトリの問合せ」ダイアログの「結果」リストにある結果をフィルタ処理します。
「リポジトリ・フィルタの問合せ」ダイアログには、次の5つの列が含まれています。「項目」列およびその演算子列または選択列、「値」列およびその演算子列または選択列、ならびに選択したフィルタを削除する「削除」列です。
フィルタを作成するには:
AND」条件および「OR」条件を設定できます。注意:
複雑なフィルタを作成している場合、各制約を追加してフィルタ構造が各制約に対して有効であることを確認してから「OK」をクリックする必要がある場合があります。
例17-1 ビジネス・モデルで参照されるデータベースをすべて表示
次の例は、特定のビジネス・モデルで参照されるデータベースをすべて表示するフィルタの作成方法を示します。
例17-2 論理列にマップされるプレゼンテーション列をすべて表示
次の例は、特定の論理列にマップされるプレゼンテーション列をすべて表示するフィルタの作成方法を示します。
例17-3 ネストされた問合せ
次の例は、フィルタ自身が別の問合せであるネストされた問合せを示します。
「問合せ関連オブジェクト」機能を使用すると、「物理」レイヤー、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーまたは「プレゼンテーション」レイヤーから選択した1つ以上のオブジェクトと関連するオブジェクトの問合せを実行できます。
この機能は、同じレイヤーから選択したオブジェクトでのみ使用できます。たとえば、「物理」レイヤーのオブジェクトと「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーのオブジェクトの両方と関連するオブジェクトの問合せは実行できません。
選択したオブジェクトに関連するオブジェクトの問合せを実行するには:
オブジェクト・タイプを選択すると、「問合せ関連オブジェクト」ダイアログが表示され、「名前」リストにソース・オブジェクトに関連するオブジェクトが表示されます。
この表は、「リポジトリの問合せ」ダイアログで使用できるオプションを示しています。
| オプション | 説明 |
|---|---|
マーク | 選択したオブジェクトにマークを付けるには、「名前」リストで1つ以上のオブジェクトを選択し、「マーク」をクリックします。オブジェクトのマークを取るには、オブジェクトを選択し、「マーク」を再クリックします。オブジェクトにマークを付けると、メタデータを作成するときに、視覚的な識別が簡単になります。 |
アイコンの設定 | オブジェクトに別のアイコンを選択するには、「名前」リストで1つ以上のオブジェクトを選択し、「アイコンの設定」をクリックします。オブジェクトに特定のアイコンを設定すると、共通の特性を持つオブジェクトを視覚的に識別できます。たとえば、特定のアイコンを選択し、特定のユーザー・グループのみが使用する列を識別できます。 元のアイコンに戻すには、オブジェクトを選択し、「アイコンの設定」を再クリックします。次に、「関連アイコンの削除」を選択し、「OK」をクリックします。 |
修飾名の表示 | 問合せで検出されたオブジェクトの完全修飾名を表示するには、このオプションを使用します。 たとえば、論理列を問い合せる場合、「名前」リストのデフォルト値は、列名です。ただし、「修飾名の表示」を選択した場合、「名前」リストの値は |
親の表示 | オブジェクトの親階層を表示するには、「名前」リストでオブジェクトを選択し、「親の表示」をクリックします。オブジェクトに親がない場合、メッセージが表示されます。「親の表示」は、ユーザーまたはアプリケーション・ロールとともには使用できません。 「親階層」ダイアログでは、オブジェクトを編集または削除できます。このダイアログでオブジェクトを削除すると、選択したオブジェクトの子オブジェクトもすべて削除されます。 |
移動 | リポジトリの管理ツール・ビューのオブジェクトに移動するには、「名前」リストで1つ以上のオブジェクトを選択して、「移動」をクリックします。選択したオブジェクトは、「物理」レイヤー、「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーまたは「プレゼンテーション」レイヤーにハイライト表示されます。 このオプションを選択すると、「問合せ関連オブジェクト」ダイアログは閉じます。 |
各Oracle BIリポジトリには、その内容を暗号化するために使用するパスワードがあります。
新しいOracle BIリポジトリ・ファイルを作成するとき、または以前のリリースのOracle Business Intelligenceからリポジトリをアップグレードするときにリポジトリ・パスワードを作成します。
管理ツールをオフライン・モードで使用して、またはobieerpdpwdchgユーティリティを使用して、リポジトリ・パスワードを変更できます。管理ツールでリポジトリをオンライン・モードで開いているときには、リポジトリ・パスワードを変更できません。
obieerpdpwdchgユーティリティは、管理ツールを使用できないLinuxシステムおよびUNIXシステムでリポジトリ・パスワードを変更する場合に特に有効です。
管理ツールまたはobieerpdpwdchgを使用してリポジトリ・パスワードを変更した後、更新済リポジトリを公開し、Fusion Middleware Controlで新しいパスワードを指定する必要もあります。Fusion Middleware Controlでリポジトリ・パスワードを指定すると、パスワードを外部資格証明ストアに格納し、Oracle BIサーバーでそのパスワードを取得してリポジトリをロードできるようになります。
注意:
SampleAppLite.rpdまたはSampleApp.rpdサンプル・リポジトリを使用している場合、セキュリティ上の理由により、管理ツールでこのリポジトリを最初に開くときに、デフォルトのパスワードを変更する必要があります。サンプル・リポジトリの詳細は、SampleApp.rpdデモ・リポジトリについてを参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
管理ツールでパスワードを変更し、変更済リポジトリを公開する方法について説明します。
リポジトリのアップロード・コマンドを使用して、リポジトリ・パスワードを変更し、変更済リポジトリを公開します。
リポジトリで設定したパスワードを指定してください。パスワードが一致しないと、Oracle BIサーバーは起動せず、エラーがnqserver.logに記録されます。
リポジトリ・パスワードの変更方法を説明します。
次の手順に従い、obieerpdpwdchgユーティリティを使用してリポジトリ・パスワードを変更し、さらに変更後のリポジトリをリポジトリのアップロード・コマンドで公開します。
obieerpdpwdchgユーティリティに移動します。BI_DOMAIN/bitools/bin
obieerpdpwdchgの次の引数を入力します。さらに、現在の(古い)パスワードを入力してから、プロンプトに従って新しいパスワードを入力します。リポジトリ・パスワードは5文字より長い必要があり、空にはできません。次に例を示します。
コマンドに-Cオプションを含めてマスキングを無効にしていない場合、パスワードはコマンドラインでマスキングされます。
リポジトリで設定したパスワードを指定してください。パスワードが一致しないと、Oracle BIサーバーは起動せず、エラーがnqserver.logに記録されます。
現行のOBIS (Oracle Business Intelligence Server)メタデータ・ファイルは、過去のバージョンのOracle Business Intelligenceでも使用できます。
そのため、リポジトリ(RPD)、XUDML (Oracle BI Server XML API)、またはBAR (BIアーカイブ)ファイルを12.2.1.3などのOracle BI EEバージョンから開いて、そのファイルを12.2.1.1の管理ツールやbiserverxmlexecなどのツールやユーティリティで変更できます。
また、それよりも古いOBISメタデータ・ファイルを現行バージョンのOracle BI EEで使用することもできます。
この章のトピックは、次のとおりです:
Oracle BI管理ツールの「式ビルダー」ダイアログを使用して、リポジトリ内に制約、集計およびその他の定義を作成できます。
「式ビルダー」は、自動色強調表示およびその他のフォーマット拡張を提供し、式の作成および読取りを簡単にします。
「式ビルダー」で作成した式は、SQLで作成した式と同様です。注記がない場合、SQL問合せの「式ビルダー」で作成した式は、すべてOracle BIサーバーに対して使用できます。
この項では、次の項目について説明します。
「式ビルダー」には、数多くのダイアログが含まれます。
「式ビルダー」で式を作成するとき、「カテゴリ」ペインでカテゴリを選択します。「カテゴリ」ペインで選択した値の応じて、下部ペインに値が表示されます。値を「検索」フィールドに入力すると、一致しない文字列がフィルタ・アウトされ、一致する文字列のみが表示されます。検索基準を「検索」フィールドに入力すると、スクロール・バーを使用して、リストを上下に移動できます。また、[Tab]キーを使用して「検索」フィールドの間を移動できます。結果の完全なリストに戻るには、「検索」フィールドの文字列を削除します。
注意:
「検索」フィールドに入力できるテキストは、使用可能な文字列のいずれかと一致するテキストのみです。たとえば使用可能な文字列のオプションがA11、A12またはA13で始まる場合、「検索」フィールドに入力するテキストは、Aで始まる必要があります。
初めて「式ビルダー」を開いたとき、項目はソートされていません。「ペインの並替え」オプションを選択すると、ペインにあるすべての項目がソートされます。このオプションを選択すると、ペインの内容やフィルタ基準は変更されずにペインが自動的に再作成されます。
「式ビルダー」ツールバーでの操作について説明します。
ツールバーは、「式ビルダー」の下部にあります。
この表は、式の各ボタンおよびその機能を示しています。
| 演算子 | 説明 |
|---|---|
+ | 加算用のプラス記号。 |
- | 減算用のマイナス記号。 |
* | 乗算用の乗算記号。 |
/ | 除算用の除算記号。 |
|| | 文字列の連結。 |
( | 開きカッコ。 |
) | 閉じカッコ |
> | 大なり記号。値が比較対象より大きいことを示します。 |
< | 小なり記号。値が比較対象より小さいことを示します。 |
= | 等号。同じ値であることを示します。 |
<= | 以下記号。値が比較対象と同じか、比較対象より小さいことを示します。 |
>= | 以上記号。値が比較対象と同じか、比較対象より大きいことを示します。 |
<> | 等しくありません。値が比較対象より大きいか小さいが、異なることを示します。 |
AND |
|
OR |
|
NOT |
|
, | カンマ。リスト内の要素を区切るために使用されます。 |
「カテゴリ」ペインに表示されるカテゴリは、「式ビルダー」へのアクセス元のダイアログによって異なります。
この表は、表示されるカテゴリを示しています。
| カテゴリ名 | 説明 |
|---|---|
集計コンテンツ | 使用可能な集計関数が含まれています。集計ソースは、ここにリストされている関数のいずれかを使用し、その内容のレベルを指定する必要があります。 |
時間ディメンション | ビジネス・モデルで構成された時間ディメンションが含まれています。ビジネス・モデルに時間ディメンションが存在しない場合、または時間ディメンションが特定の「式ビルダー」に関連しない場合、「時間ディメンション」カテゴリは表示されません。 「時間ディメンション」カテゴリを選択すると、構成済の各時間ディメンションが中央ペインに表示され、選択したディメンションの各レベルが下部ペインに表示されます。 |
論理表 | ビジネス・モデルで構成された論理表が含まれています。論理表が特定の「式ビルダー」に関連しない場合、「論理表」カテゴリは表示されません。 「論理表」カテゴリを選択すると、ビジネス・モデルの各論理表が中央ペインに表示され、選択した論理表の各列が下部ペインに表示されます。 |
値ベースのディメンション | ビジネス・モデルで構成された親子階層を持つディメンションが含まれています。ビジネス・モデルに親子階層を持つディメンションが存在しない場合、または親子階層を持つディメンションが特定の「式ビルダー」に関連しない場合、「値ベースのディメンション」カテゴリは表示されません。 「値ベースのディメンション」カテゴリを選択すると、親子階層を持つ構成済のディメンションが中央ペインに表示されます。このカテゴリには、下部ペインは存在しません。 |
論理レベル | 関連論理レベルが含まれています。レベル・ベース・ディメンションが特定の「式ビルダー」に関連しない場合、「論理レベル」カテゴリは表示されません。 「論理レベル」カテゴリを選択すると、中央ペインで適切な論理ディメンション(レベル・ベース)を選択できます。また、下部ペインでレベル自体を選択できます。 |
物理表 | 関連物理表が含まれています。物理表が特定の「式ビルダー」に関連しない場合、「物理表」カテゴリは表示されません。 |
演算子 | 使用可能なSQL論理演算子が含まれています。 |
式 | 使用可能な式が含まれています。 |
関数 | 使用可能な関数が含まれています。表示される関数は、選択したオブジェクトによって異なります。 |
定数 | 使用可能な定数が含まれています。 |
タイプ | 使用可能なデータ・タイプが含まれています。 |
リポジトリ変数 | 使用可能なリポジトリ変数が含まれています。リポジトリ変数が定義されていない場合、このカテゴリは表示されません。 |
セッション変数 | 使用可能なシステム・セッション変数および非システム・セッション変数が含まれています。セッション変数が定義されていない場合、このカテゴリは表示されません。 |
「式ビルダー」ダイアログで派生論理列を表示できます。
式を設定するには、「カテゴリ」ペインで「関数」を選択し、「関数」ペインで関数のタイプを選択し、下部ペインで関数を選択します。

使用する関数をダブルクリックして、これを編集ペインに貼り付けます。次に、編集ペインで、関数のカッコ内を1回クリックして、その領域を関数の引数を追加する挿入場所として選択します。
挿入場所に論理列を貼り付けるには、「カテゴリ」で「論理表」を選択し、「論理表」ペインで使用する表を選択します。次に、下部ペインで論理列をダブルクリックして、編集ペインで関数の引数として論理列を挿入場所に貼り付けます。この図は、編集ペインで式が表示される場所を示しています。

「式ビルダー」内でナビゲートするには、次の手順を実行します。
「式ビルダー」内でナビゲートするには:
中央ペインに、選択したカテゴリで使用可能な式タイプが表示されます。
下部ペインに、選択した項目で使用可能な構築ブロックが表示されます。
「式ビルダー」で式を作成するには、次の手順を実行します。
式を作成するには、次のようにします。
「式ビルダー」ダイアログの下部の「構文」バーに、式の構文が表示されます。
例: BETWEEN <<Upper Bound>> AND <<Lower Bound>>
管理ツールに、式にある構文エラーに関するメッセージが表示されます。式が構文的に正しくなると、管理ツールは、「式ビルダー」へのアクセス元のダイアログにこの式を追加します。
NQSConfig.INIで、パラメータPREVENT_DIVIDE_BY_ZEROがYESに設定されている場合、Oracle BIサーバーでは、「アンサー」列計算の場合でも、ゼロ除算の状況でエラーが防止されます。Oracle BIサーバーでは、物理SQLの記述時にnullif()または同様の関数を使用してゼロ除算阻止式が作成されます。このため、PREVENT_DIVIDE_BY_ZEROがYES(デフォルト値)に設定されているかぎり、ゼロ除算エラーを回避するためにCASE文を使用する必要はありません。
構成設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。
INDEXCOL関数を使用すると、派生論理列を作成できます。
INDEXCOLを選択すると、次の関数テンプレートが自動的に生成されます。
IndexCol( <<integer literal>>, <<expr1>> [, <<expr2>>, ?-] )
注意:
バックエンド・データの参照なしで評価が可能な場合は、セッション変数、算術式、または
CASE WHEN文を引数integer literalとして使用することもできます。
詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドのINDEXCOLに関する項を参照してください。
Oracle BI管理ツールには、オブジェクトの名前変更、集計の保持、文字列の外部化などの機能を実行するいくつかのユーティリティおよびウィザードがあります。
この項では、次の項目について説明します。
列または表の置換ウィザードを使用すると、論理表ソースでの物理列や表の置換プロセスが自動化されます。
たとえば、Oracle BI Applicationsを購入した場合、論理表ソースを更新して、異なるデータベース・タイプにマップできます。このユーティリティを使用して、論理表ソースのマッピングを開発表から本番表に変更することもできます。
列または表の置換ウィザードを使用して、同じ表内の単一の列または表全体を置換できます。表を置換する場合、表にあるすべての列をマップする必要があります。
論理表ソースの物理列を置換するには:
無効な論理表ソース(つまり、置換えに使用できない論理表ソース)を選択した場合、ソースを使用できない理由を説明するメッセージが表示され、そのソースのチェック・ボックスが無効になります。
「オプション」ダイアログの「一般」タブで「置換ウィザードで使用できない論理表ソースの非表示」が選択されていると、無効な論理表ソースはリストに表示されません。かわりに、その列にマップしている論理表ソースがリストに表示されないときには、「情報」ボタンが表示されます。「情報」をクリックして、物理オブジェクトを論理表ソースで置換できない理由の詳細を表示します。
「ソースの選択」画面は、選択した物理列にマップしている論理表ソースが複数ある場合のみ表示されます。
論理表ソースを選択したら、「次へ」をクリックします。
論理表ソースの物理表を置換するには:
無効な論理表ソース(つまり、置換えに使用できない論理表ソース)を選択した場合、ソースを使用できない理由を説明するメッセージが表示され、そのソースのチェック・ボックスが無効になります。
「オプション」ダイアログの「一般」タブで「置換ウィザードで使用できない論理表ソースの非表示」が選択されていると、無効な論理表ソースはリストに表示されません。かわりに、その列にマップしている論理表ソースがリストに表示されないときには、「情報」ボタンが表示されます。「情報」をクリックして、物理オブジェクトを論理表ソースで置換できない理由の詳細を表示します。
「ソースの選択」画面は、選択した物理表にマップしている論理表ソースが複数ある場合のみ表示されます。
論理表ソースを選択したら、「次へ」をクリックします。
列マッピングをマップ済列のリストに追加するには、まず左ペインでソース列を選択します。次に、右ペインで置換列を選択し、「追加」をクリックします。
列マッピングをマップ済列のリストから削除するには、リストからマップ済列の行を選択し、「削除」をクリックします。
この図は、「列の選択」画面を示しています。

「イベント表」ユーティリティを使用すると、表をOracle Business Intelligenceイベント・ポーリング表として識別できます。
イベント・ポーリング表は、1つ以上の物理表が更新されたことをOracle BIサーバーを通知する方法です。
イベント表に追加される各行により、単一の更新イベントを示します。キャッシュ・システムは、イベント表から行を読み取るかイベント表をポーリングし、物理表の情報を行から抽出し、それらの物理表を参照するキャッシュ・エントリをパージします。
イベント・ポーリング表の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのイベント・ポーリング表によるキャッシュ・イベント処理を参照してください。
Oracle BI EEイベント表ユーティリティを開始するには:
「文字列の外部化」ユーティリティを使用して、「プレゼンテーション」レイヤーのサブジェクト・エリア名、表名、階層名および列名、ならびにこれらの説明をローカライズできます。
これらのテキスト文字列を、ANSI、UnicodeおよびUTF-8のエンコーディング・オプションを使用して外部ファイルに保存できます。また、Unicode暗号化を使用して文字列を一連のXMLファイルに保存することもできます。
「文字列の外部化」ユーティリティを使用する前に、「プレゼンテーション」レイヤーで文字列を外部化する必要があります。「プレゼンテーション」レイヤーで文字列を外部化する場合、次の事項に注意してください。
たとえば、サブジェクト・エリアを右クリックし、外部化オプションのいずれかを選択すると、そのサブジェクト・エリア内のすべてのプレゼンテーション表、列、階層およびレベルに外部化フラグが設定されます。
「文字列の外部化」ユーティリティの使用の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのリポジトリでのメタデータ名のローカライズを参照してください。
管理ツールから「文字列の外部化」ユーティリティを起動するには:
「文字列の外部化」コマンドライン・ユーティリティを実行するには:
externalizestringsコマンドライン・ユーティリティを使用して、「プレゼンテーション」レイヤーのサブジェクト・エリア名、表名、階層名、列名およびこれらの説明をローカライズします。
externalizestringsユーティリティに移動します。BI_DOMAIN/bitools/bin
externalizestringsユーティリティとともに表示される情報を参照してください。「名前変更ウィザード」を使用して、「プレゼンテーション」レイヤーおよび「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーの表および列の名前を変更できます。
メンテナンス性を向上させるために、プレゼンテーション・レイヤーではなく、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでオブジェクトの名前を変更することをお薦めします。プレゼンテーション・オブジェクトではなく論理オブジェクトにわかりやすい名前を指定することによって、複数のサブジェクト・エリアで名前を再利用できます。また、ビジネス・モデルに変更を組み込むためにサブジェクト・エリアを削除して再作成する必要がある場合でも、名前が保持されます。
「名前変更ウィザード」を使用するには:
「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーまたは「プレゼンテーション」レイヤーでオブジェクトまたは一連のオブジェクトを右クリックしてから「名前変更ウィザード」を選択して、「名前変更ウィザード」にアクセスすることもできます。ウィザードは、「ルールの選択」画面で始まり、選択した論理オブジェクトまたはプレゼンテーション・オブジェクトのみに適用されます。
名前を変更するオブジェクトを選択したら、「次へ」をクリックします。
名前変更ルールは、リストに表示される順に適用されます。ルールを適用する順序を変更するには、追加したルールを選択し、「上へ」または「下へ」をクリックします。
たとえば、論理列GlobalGROUP、GlobalSales、およびGlobalCustomerNameをGroup、Sales、およびCustomer Nameに名前変更するとします。これを行うには、次のルールを指定の順序で適用できます。
名前変更ルールを選択したら、「次へ」をクリックします。
この図は、名前変更ウィザードを示します。

「物理レイヤーの更新」ウィザードを使用して、バックエンド・データベースの現行の定義に基づいて、リポジトリの「物理」レイヤーのデータベース・オブジェクトを更新できます。
物理レイヤーの更新ウィザードは、オンライン・モードで開かれたリポジトリでのみ使用できます。
このウィザードが更新を処理するとき、プレゼンテーション・サービスは、各バックエンド・データベースに接続します。「物理」レイヤーのオブジェクトは、バックエンド・データベースのオブジェクトと比較されます。説明テキストが、「物理」レイヤーのデータベースで定義されたオブジェクトとバックエンド・データベースで定義されたオブジェクトとの相違点(データ・タイプ長の不一致やバックエンド・データベースにないオブジェクトなど)を警告します。たとえば、あるオブジェクトがリポジトリの「物理」レイヤーのデータベースに存在するが、バックエンド・データベースに存在しない場合、次のテキストが表示されます。
このウィザードでは、バックエンド・データベースに存在するがリポジトリに存在しない列または表をリポジトリに追加しません。さらに、このウィザードでは、列キー割当てを更新しません。これは、データベースの列と一致する列がリポジトリにあることを確認した後で、この値が一致しない場合、このウィザードでは、リポジトリの列のタイプおよび長さを更新します。
各データベースの接続プール設定は、オブジェクトがバックエンド・データベースから「物理」レイヤーに最後にインポートされたときに使用した接続プール設定と一致する必要があります。接続プール設定の詳細は、接続プールの作成または変更を参照してください。
「物理」レイヤーのオブジェクトを更新するには:
リポジトリの「物理」レイヤーにあるデータベースは、ウィザードの左ペインにリストされます。
ウィザードは、「物理」レイヤーのオブジェクトを更新し、自動的に閉じます。データベースに存在しないオブジェクトは削除されます。
「リポジトリ・ドキュメント」ユーティリティは、プレゼンテーション列のマッピングを対応する論理列および物理列に記録します。
ドキュメントには、これらの列に関連付けられた条件式も含まれます。ドキュメントは、カンマ区切り(CSV)形式、XML形式またはタブ区切り(TXT)形式で保存できます。
「リポジトリ・ドキュメント」ユーティリティを使用して、Oracle Business Intelligenceメタデータをフラット・ファイルに抽出し、これをExcelおよびRDBMSにロードできます。結果として得られるファイルを問い合せ、質問(「物理列Xを削除すると、影響を受ける論理列はどれですか」や「ビジネス・モデルで物理表W_SRVREQ_Fを参照している場所はいくつですか」など)に回答できます。次に、リポジトリ内の要素間の依存関係を確立できます。
Excelは、1,000,000行のデータ・セットのみを許容します。大きなリポジトリでは、これを超える場合があります。したがって、関連ビジネス・モデルを新しいプロジェクトに抽出して、リポジトリのサブセットで「リポジトリ・ドキュメント」ユーティリティを実行する必要がある場合があります。詳細は、マルチユーザー開発環境の設定と使用を参照してください。
「リポジトリ・ドキュメント」ユーティリティは、現行リポジトリの「プレゼンテーション」レイヤーと「物理」レイヤーの間の接続を示す、カンマ区切り形式のファイルまたはタブ区切り形式のファイルを作成します。このファイルは、「物理」レイヤーとしてリポジトリにインポートできます。ファイルには、リポジトリ変数およびマーケティング・オブジェクトに関する情報は含まれていません。
「リポジトリ・ドキュメント」ユーティリティを実行するには:
メタデータ・ディクショナリを生成して、リポジトリ・オブジェクトのメトリックや属性に関する詳細情報をOracle Business Intelligenceユーザーが得る場合に役立てることができます。
たとえば、紛らわしいメタデータ・オブジェクト名が原因である問題の解決や、属性が複雑な方法で派生している場合に詳細情報の取得をユーザーが行う必要がある場合があります。
メタデータ・ディクショナリは、静的なXMLドキュメントのセットです。各XMLドキュメントは、列などのメタデータ・オブジェクト(そのプロパティおよび他のメタデータ・オブジェクトとの関係を含む)について説明します。これらのXMLドキュメントは、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・ユーザー・インタフェース内で表示できます。またはブラウザで直接表示できます。
管理ツールを使用して、リポジトリのメタデータ・ディクショナリを生成します。ディクショナリは、リポジトリの変更と異なり、動的には変更されないため、定期的にディクショナリを生成し、その内容を更新する必要があります。
メタデータ・ディクショナリ・ファイルは、Oracle HTTP ServerやApache HTTP ServerなどのWebサーバー上にホストする必要があります。ディクショナリを生成するとき、出力場所をWebサーバー上の最終的な場所または一時的な場所に設定できます。一時的な場所にディクショナリを生成する場合、このファイルをWebサーバー上の場所にコピーする必要があります。
大きなリポジトリの一部は、数万のオブジェクトを含むことができます。大きなリポジトリ用にディクショナリを生成する場合、非常に長い時間がかかる可能性があります。
メタデータ・ディクショナリを生成するには:
たとえば、 J:\BI_DataDictionaryを選択し、リポジトリ名がdemo1.rpdの場合、ディクショナリ・ファイル(スタイル・シートを含む)は、J:\BI_DataDictionary\demo1に作成されます。
ディクショナリはマルチバイト・キャラクタでディレクトリに格納できません。ディクショナリに必要なディレクトリの作成についてシステム・エラーが発生した場合は、別のディレクトリを選択する必要があります。
メタデータ・ディクショナリ・ファイルを表示できる場所は、ご使用のWebサーバーのホスト名およびポート番号、ならびにファイルを保存したディレクトリの場所によって異なります。
メタデータ・ディクショナリを生成すると、そのディクショナリのスタイル・シートおよび索引ファイルが作成されます。関連スタイル・シート(XSLファイル)が作成され、リポジトリ・ディレクトリ内のxslというディレクトリに保存されます。
名前索引およびツリー索引が作成され、 [drive]:\[path]\[repository name]ルート・ディレクトリに保存されます。これらの索引ファイルは、相互に関連付けられており、表示を素早く切り替えられます。
Oracle BIプレゼンテーション・サービス・ユーザー・インタフェースからメタデータ・ディクショナリの情報を表示する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。
分析の作成時、コンテンツ・デザイナは、サブジェクト領域、フォルダ、列またはレベルに関する追加情報(他のメタデータ・オブジェクトとの関係など)を参考用に必要とすることがあります。
コンテンツ・デザイナにこれらの情報を提供するには、コンテンツ・デザイナがリポジトリのメタデータ・ディクショナリにアクセスできるようにします。
メタデータ・ディクショナリには、リポジトリ内に格納されているメトリックと、リポジトリ・オブジェクトの属性が記述されています。メタデータ・ディクショナリの出力は静的なXMLドキュメント・セットです。
メタデータ・ディクショナリの情報にアクセスできるようにするには:
instanceconfig.xmlファイル内のServerInstance要素にあるDictionaryURLPrefix要素を、次のいずれかの値に設定します。指定する値は、使用しているWebサーバーに応じて異なります。たとえば、メタデータのXMLファイルがmetadictionaryディレクトリ内のdemo1というディレクトリに保存されているとします。また、metadictionaryディレクトリはWebサーバーの共有ディレクトリとして指定されており、WebサーバーはOracle BI EEでも使用されているとします。この場合、DictionaryURLPrefix要素に次の値を指定します。
<DictionaryURLPrefix>demo1/</DictionaryURLPrefix>
ディレクトリの共有の詳細は、使用しているWebサーバーのドキュメントを参照してください。
<DictionaryURLPrefix>http://10.10.10.10/metadictionary/demo1</DictionaryURLPrefix>
次に、instanceconfig.xmlファイルの設定例を示します。
コンテンツ・デザイナでメタデータ・ディクショナリの情報を表示する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドの「サブジェクト領域」ペインからのメタデータ情報の表示を参照してください。
この手順を使用して、リポジトリにある不要になったオブジェクトを削除します。
大きなリポジトリは、サーバー上で多くのメモリーを使用し、保守が困難です。また、大きなリポジトリでは開発に時間がかかります。データベース、初期化ブロック、物理カタログ、および変数を削除できます。
使用されていない物理オブジェクトを削除するには:
オブジェクトのリストの下に、選択したオブジェクト数およびオブジェクトの総数が表示されます。
集計の永続性ウィザードを使用して、集計表を作成し、これをメタデータにマップするために使用するSQLファイルを作成できます。
詳細は、集計の永続性ウィザードを使用した集計指定の生成を参照してください。
Oracle Exalytics Machine上でOracle Business Intelligenceを実行している場合、Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードを使用して、問合せのパフォーマンスが向上する集計を特定して推奨集計を作成するスクリプトを生成できます。
詳細は、集計の問合せの候補を特定するためのOracle BIサマリー・アドバイザの使用方法を参照してください。
Oracle BIサマリー・アドバイザ・ウィザードは、Oracle Exalytics Machine上でOracle Business Intelligenceがオンライン・モードの場合にのみ使用できます。
「プレゼンテーション表」ダイアログの「子プレゼンテーション表」タブを使用して子プレゼンテーション表を指定し、アンサーおよびBIコンポーザでネストされたフォルダを表示できるようになりました。
さらに、プレゼンテーション表名の先頭にハイフンを追加することで、またはプレゼンテーション表の説明の先頭に矢印(->)を追加することで、アンサーで1レベルのネストを作成することが可能でした。これらの方法を使用してネストを作成した場合は、プレゼンテーション・フォルダの変換ユーティリティを実行して、メタデータを新しい構造に変換することをお薦めします。
注意:
プレゼンテーション表名の先頭にハイフンを付けるか、プレゼンテーション表の説明の先頭に矢印を付けてネストを作成する方法は、このリリースでは非推奨になり、今後のリリースで削除される予定です。
プレゼンテーション・フォルダの変換ユーティリティを使用する手順は次のとおりです。
注意:
「プレゼンテーション・フォルダの変換」ユーティリティは、オンライン・モードで実行しないでください。
プレゼンテーション表名および説明からハイフンと矢印が消去され、影響を受ける表が、該当する親オブジェクトの子表としてリストされます。
論理列タイプのドキュメントの生成ユーティリティを使用して、論理列とそれに対応するタイプの完全なリストを生成できます。
出力はXML形式で保存されます。ANSI、Unicode、またはUTF-8のエンコーディング・オプションを選択できます。
このユーティリティは、論理列タイプの比較ユーティリティと同時に使用されることがよくあります。詳細は、論理列タイプの比較を参照してください。
論理列タイプのリストを生成する手順は次のとおりです。
biservergentypexmlユーティリティを使用して、論理列およびその対応するタイプのリストを生成できます。
biservergentypexmlユーティリティは、管理ツールの「論理列タイプ・ドキュメントの生成」ユーティリティと似ています。このユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。biservergentypexmlは、RPD形式のバイナリ・リポジトリでのみ使用できます。
biservergentypexmlユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
構文
biservergentypexmlユーティリティは次のパラメータを取ります。
説明:
repository_nameは、論理列タイプのリストの生成元とするリポジトリの名前とパスです。
repository_passwordは、論理列タイプのリストの生成元とするリポジトリのパスワードです。
repository_password引数はオプションです。パスワード引数を指定しなかった場合、コマンドの実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性の保持を目的としており、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
output_XML_file_nameは、このユーティリティによって生成された出力を保存するXMLファイルの名前とパスです。
-8は、出力ファイルに対してUTF-8エンコーディングを指定します。
- Uは、出力ファイルに対してUnicodeエンコーディングを指定します。
- Aは、出力ファイルに対してANSIエンコーディングを指定します。
例
次の例では、UTF-8でエンコードされたlog_col_types.xmlという出力XMLファイルが作成され、このファイルにはmy_repos.rpdからの論理列タイプが含まれます。
注意:
リポジトリ・ファイルと出力XMLファイルが別のディレクトリにある場合は必ず、両方のファイルへの完全なパス名を指定してください。
論理列タイプのドキュメントの出力サンプルを確認できます。
管理ツールの「論理列タイプ・ドキュメントの生成」ユーティリティまたはbiservergentypexmlユーティリティを使用して生成された論理列タイプのドキュメントは、次のようになります。
論理列タイプはMUD開発の途上で変更される場合があり、その結果、予期しない論理列タイプが生成されることがあります。
この場合は、管理ツールの「論理列タイプ・ドキュメントの生成」ユーティリティを使用するか、biservergentypexmlを使用して論理列とそのタイプのリストを生成し、後続のMUDバージョンに対して「論理列タイプの比較」ユーティリティを使用して、論理列のタイプを予期されるとおりに一致させることができます。たとえば、リポジトリ・バージョン20に対して論理列タイプのリストを生成し、論理列タイプの比較ユーティリティを使用してそのリストをリポジトリ・バージョン30と比較することができます。
このユーティリティを使用するには、現在のリポジトリとの比較の対象となる論理列タイプのリストを生成しておく必要があります。論理列タイプの比較ユーティリティでは、リポジトリとXMLファイルの両方に存在する論理列のみが比較され、新規に作成された論理列と削除済の列は無視されます。
論理列タイプを比較する手順は次のとおりです。
リポジトリを比較またはマージしている場合、アップグレードIDが正しく機能しないことがあります。
アップグレードIDの修正ユーティリティを使用して、アップグレードIDの問題を修正できます。
Oracle BIはアップグレードIDを使用して、リポジトリを比較またはマージします。2つのリポジトリの2つのオブジェクトが同じオブジェクトである場合に確認します。ただし、場合によっては、アップグレードIDが正しく機能しないことがあります。たとえば、2つ以上のオブジェクトが同じアップグレードIDを持つ場合、オブジェクトにアップグレードIDが見つからない場合および非表示の内部オブジェクトにアップグレードIDが設定されている場合などです。
アップグレードIDを修正するには:
読取り専用モードで開いているリポジトリにユーティリティを実行した場合、ユーティリティはリポジトリの無効なアップグレードIDの数をレポートします。アップグレードIDを修正するには、読取り専用モード以外でリポジトリを開き、ユーティリティを再実行する必要があります。
読取り専用ではないリポジトリでユーティリティを実行した場合、ユーティリティは無効なアップグレードIDを修正し、修正したアップグレードIDの数を示すメッセージを表示します。
同じオブジェクト、データ・フィルタおよび問合せ制限権限を複数のユーザーまたはロールに同時に割り当てる場合、「権限の一括設定」ユーティリティを使用できます。
権限を一括設定するには:
「オブジェクト権限」タブの入力の詳細は、オブジェクト権限の設定を参照してください
「データ・フィルタ」タブの入力の詳細は、リポジトリ内の行レベル・セキュリティ(データ・フィルタ)の設定を参照してください
「問合せ制限」タブの入力の詳細は、問合せ制限の設定を参照してください
「計算ウィザード」を使用して、既存の2つの列を比較する新しい計算列を作成できます。また、メトリックをバルクで作成することもできます。
これには、ゼロ除算、NULLケース、およびその他の困難な状況を処理するビルトイン・メカニズムがあります。「計算ウィザード」は、四半期ごとの売上げ、収益率、最小値、最大値などを自動で計算する方法を提供します。
「計算ウィザード」を開始するには、データ・タイプ・メトリックの「ビジネス・モデルとマッピング」レイヤーにある任意の論理ファクトまたはディメンション列を右クリックし、オプション「計算ウィザード」を選択します。ウィザードは、右クリックした列をソース列にして開始され、その表のその他の列が比較用に表示されます。
「計算ウィザード」を使用するには:
「次へ」をクリックし、「列の選択」画面を表示します。
列を選択し、「削除」をクリックすることにより、「選択された列」リストから項目を削除できます。
比較列の選択を完了したら、「次へ」をクリックします。
オプションで、計算名を変更できます。この名前は、結果として得られる計算列の名前になります。
次の計算が使用可能です。
NULL」のときに、「NULL」を返すか他の値を返すかを選択できます。 右上ペインで計算を選択し、その計算に関する特別なケースを表示し、設定します。

初期化ブロックは、動的リポジトリ変数、システム・セッション変数、およびシステム以外のセッション変数を初期化するために使用されます。
管理ツールで変数マネージャを使用して変数を定義できます。「変数マネージャ」ダイアログには2つのペインがあります。左ペインには変数および初期化ブロックが表示され、右ペインには左ペインで選択した項目の詳細が表示されます。リポジトリ変数、システム・セッション変数、およびシステム以外のセッション変数は疑問符アイコンで表されます。初期化ブロックのアイコンは、疑問符と時計のラベル付のキューブです。
注意:
変数にはオブジェクト権限が適用されないため、リポジトリ変数およびセッション変数の値は保護されていません。変数の名前を知っている人、または名前を推測できる人であれば誰でも、アンサーの式または論理SQL問合せの中でその変数を使用することができます。そのため、パスワードなどの機密データは、セッション変数またはリポジトリ変数の中に格納しないでください。
この章のトピックは、次のとおりです:
これらのトピックでは、リポジトリ変数およびリポジトリ変数の作成方法について学習します。
この項では、リポジトリ変数の操作について説明します。内容は次のとおりです。
リポジトリ変数は、任意の時点で1つの値を持ちます。
管理ツールの式ビルダーでは、リテラルや定数のかわりにリポジトリ変数を使用します。Oracle BIサーバーは、リポジトリ変数の値をメタデータの変数と置き換えます。
この項では、次の項目について説明します。
静的リポジトリ変数の値は、「変数」ダイアログで初期化されます。
この値は永続し、管理者が変更するまでその値は変わりません。
たとえば、時間帯を様々な日セグメントにグループ化する式を作成するとします。それらのセグメントの1つPrime Timeが午後5時 - 午後10時に相当する場合、次のようにCASE文を作成できます。
ここで、Hourは論理列で、たいてい日付と時刻関数Hour(<<timeExpr>>)を使用してタイムスタンプ物理列にマップされています。
17 - 23の数字を定数としてこの式に入力するかわりに、「変数」ダイアログの「変数」タブを使用して、prime_beginという名前の静的リポジトリ変数を設定し、それを17の値に初期化してから、prime_endという名前の変数を作成して、それを23の値に初期化します。
静的リポジトリ変数は、数値または文字値のいずれかのデフォルト・イニシャライザが必要です。また、式ビルダーを使用して、Date、Time、TimeStampなどのデフォルト・イニシャライザとして定数を挿入できます。静的リポジトリ変数のデフォルト・イニシャライザとして他の値または式を使用することはできません。
以前のリリースの管理ツールでは、静的リポジトリ変数のデフォルト・イニシャライザの値に制限はありませんでした。そのため、リポジトリが以前のリリースからアップグレードされている場合、整合性チェッカで次のような警告が表示される場合があります。
このような警告が表示される場合、デフォルト・イニシャライザが定数値を持つように関連する静的リポジトリ変数を更新します。
動的リポジトリ変数は静的変数と同様に初期化しますが、その値は問合せから返されたデータでリフレッシュされます。
動的リポジトリ変数を定義する場合、初期化ブロックを作成するかSQL問合せを含む既存の初期化ブロックを使用します。また、Oracle BIサーバーが問合せを実行して変数の値を定期的にリフレッシュするようにスケジュールを設定します。
動的リポジトリ変数の値が変更されると、その変数の値を参照するビジネス・モデルに関連付けられたすべてのキャッシュ・エントリは自動的にパージされます。
それぞれの問合せで複数の変数をリフレッシュできます(問合せの各列ごとに1つの変数)。これらの問合せはOracle BIサーバーで実行するようにスケジュールします。
動的リポジトリ変数は、論理表ソースのコンテンツを定義する際に有用です。たとえば、注文に関する情報に2つのソースがあるとします。1つのソースには最近の注文が含まれ、もう一方のソースには履歴データが含まれます。
「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブで、これらのソースの内容を記述する必要があります。動的リポジトリ変数を使用しない場合、次のような式で最近のデータを含むソースの内容を記述します。
この内容の記述は、新しいデータが最近のソースに追加され、古いデータが履歴ソースに移動すると無効になります。最近のソースの新しい内容を正確に反映するには、その内容の部分の記述を手動で変更する必要があります。動的リポジトリ値は、それを自動的に実行するように設定できます。
もう一つのお薦めの動的リポジトリ変数の使用方法は、論理表ソースのWHERE句フィルタで使用することです。これは、「論理表ソース」ダイアログの「コンテンツ」タブで定義します。
これらの変数は、一般的にはフィルタを設定してOracle BIサーバーで使用します。たとえば、動的リポジトリ変数CurrentMonthの値で列をフィルタするには、フィルタをCurrentMonthに設定します。
リポジトリ変数の作成方法について学習します。
リポジトリ変数を作成する手順は次のとおりです。
すべての変数名は一意にする必要があります。システム・セッション変数の名前は予約されており、他の変数の型で使用することはできません。
新しい初期化ブロックを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、初期化ブロックの作成を参照してください。
静的リポジトリ変数の場合、「デフォルトのイニシャライザ」ウィンドウで指定した値は永続します。この値は管理者が変更するまで変わりません。文字列を使用して変数を初期化する場合、文字列を一重引用符( ' )で囲みます。静的リポジトリ変数は、定数値のデフォルトのイニシャライザを持ちます。
リポジトリ変数を作成すると、式ビルダーで変数を使用できるようになります。
式ビルダーで左ペインの「リポジトリ変数」フォルダをクリックすると、中央ペインにすべてのリポジトリ変数(静的変数と動的変数の両方)の名前が表示されます。
式でリポジトリ変数を使用するには、それを選択してダブルクリックします。式ビルダーはそれをアクティブなカーソル挿入ポイントの式に貼り付けます。
変数は、関数VALUEOF()の引数として使用する必要があります。変数をダブルクリックしてそれを式に貼り付けると、自動的にそのように処理されます。
たとえば、次のCASE文は前の例で説明したものと同じことをしています。ただし、変数は定数に置き換えられています。
注意:
変数を使用して、列やその他のリポジトリ・オブジェクトを表すことはできません。
セッション変数は、初期化ブロックから値を取得します。
ただし、動的リポジトリ変数と異なり、セッション変数の初期化はスケジュールされません。ユーザーがセッションを開始すると、Oracle BIサーバーではセッション変数の新しいインスタンスを作成し、それを初期化します。
リポジトリ変数と異なり、セッション変数のインスタンスはOracle BIサーバー上のアクティブなセッションと同じ数だけあります。セッション変数の各インスタンスは、異なる値で初期化できます。
セッション変数は、主に、データベース表やLDAPサーバーなどの外部ソースに対してユーザーを認証する際に使用されます。ユーザーの認証が成功すると、セッション変数を使用してそのセッションのフィルタおよび権限を設定できます。セキュリティの設定時のセッション変数の使用の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのセッション変数の管理を参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
システム・セッション変数は、Oracle BIサーバーおよびOracle BIプレゼンテーション・サービスによって特定の目的に使用されます。
システム・セッション変数には、静的または動的のリポジトリ変数やシステム以外のセッション変数などの他の種類の変数に使用できない予約された名前があります。
Oracle BIプレゼンテーション・サービスでこれらの変数を使用する場合、名前の前にNQ_SESSIONを付けます。たとえば、列を変数LOGLEVELの値でフィルタするには、フィルタを変数NQ_SESSION.LOGLEVELに設定します。
この表は、使用可能なシステム・セッション変数を示しています。
| 変数 | 説明 |
|---|---|
USER | ユーザーが入力した値を保持します。 |
USERGUID | ユーザーの一意のグローバル識別子(GUID)が格納されます。一般的には、ユーザーのLDAPプロファイルから移入されます。 |
GROUP | ユーザーが属するグループが格納されます。以前のリリースとの互換性のためにのみ存在します。レガシー・グループは、自動的にアプリケーション・ロールにマップされます。 ユーザーが複数のグループに属している場合、グループ名をセミコロンで区切って同じ列に含めます(例: GroupA;GroupB;GroupC)。セミコロンをグループ名の一部として含める必要がある場合は、セミコロンの前に円記号(\)を付けてください。 |
ROLES | ユーザーが属するアプリケーション・ロールが格納されます。 ユーザーが複数のロールに属している場合、ロール名をセミコロンで区切って同じ列に含めます(例: RoleA;RoleB;RoleC)。セミコロンをロール名の一部として含める必要がある場合は、セミコロンの前に円記号(\)を付けてください。 |
ROLEGUIDS | ユーザーが属するアプリケーション・ロールの一意のグローバル識別子(GUID)が格納されます。アプリケーション・ロールのGUIDは、アプリケーション・ロール名と同じです。 |
PERMISSIONS | oracle.bi.server.manageRepositoriesなど、ユーザーが保持する権限が格納されます。 |
PROXY | プロキシ・ユーザーの名前を保持します。プロキシ・ユーザーは、他のユーザーとして務めることが認可されているユーザーです。 PROXYシステム・セッション変数の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドを参照してください。 |
DISPLAYNAME | Oracle BIサーバーで使用されます。これは、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・ユーザー・インタフェースの挨拶でユーザーに表示される名前が格納されます。また、カタログ・オブジェクトの作成者フィールドも保存されます。この変数は、通常、ユーザーのLDAPプロファイルから移入されます。 |
LOGLEVEL |
このシステム・セッション変数は、管理ツールのユーザー・オブジェクトに定義されている変数を上書きします。(インストールで定義されている)管理ユーザーのログ・レベルが4に定義されており、リポジトリで定義されているセッション変数 |
DESCRIPTION | ユーザーの説明が格納されます。一般的には、ユーザーのLDAPプロファイルから移入されます。 |
USERLOCALE | ユーザーのロケールが格納されます。一般的には、ユーザーのLDAPプロファイルから移入されます。 |
DISABLE_CACHE_HIT | Oracle BIサーバー結果キャッシュ・ヒットの有効化または無効化に使用されます。この変数の有効値は0または1です。 |
DISABLE_CACHE_SEED | Oracle BIサーバー結果キャッシュ・シードの有効化または無効化に使用されます。この変数の有効値は0または1です。 |
DISABLE_SUBREQUEST_CACHE | Oracle BIサーバー・サブリクエスト・キャッシュ・ヒットおよびシードの有効化または無効化に使用されます。この変数の有効値は0または1です。 |
SELECT_PHYSICAL | 問合せをSELECT_PHYSICAL問合せとして識別します。詳細は、<<SELECT_PHYSICALの構文と使用上の注意- SQLリファレンスへのリンク>>を参照してください。 |
DISABLE_PLAN_CACHE_HIT | Oracle BIサーバー計画キャッシュ・ヒットの有効化または無効化に使用されます。この変数の有効値は0または1です。 |
DISABLE_PLAN_CACHE_SEED | Oracle BIサーバー計画キャッシュ・シードの有効化または無効化に使用されます。この変数の有効値は0または1です。 |
TIMEZONE | ユーザーのタイム・ゾーンが格納されます。一般的には、ユーザーのLDAPプロファイルから移入されます。 |
WEBLANGUAGE | Oracle BIプレゼンテーション・サービスで使用されます。Oracle BIプレゼンテーション・サービス・ユーザー・インタフェース表示言語を保持します。ユーザーは、Oracle BI EEのサインイン・ページで言語を選択できます。または、サインインした後に、「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで言語設定を変更できます。 |
AUTHINITBLOCKONLY | 認証に必要な初期化ブロックが実行されるかどうかを判別します。この変数の値は「はい」です。この値には大/小文字区別はありません。 |
PORTALPATH | Oracle BIサーバーで使用されます。これは、ユーザーがログインしたときに表示されるデフォルトのダッシュボードを特定します(ユーザーはログオン後にこのプリファレンスを上書きできます)。 |
REQUESTKEY | Oracle BIプレゼンテーション・サービスで使用されます。同じリクエスト・キー(ブランク以外)を持つユーザーは、同じOracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュ・エントリを共有します。これによってOracle BIプレゼンテーション・サービスは、これらのユーザーがOracle BIプレゼンテーション・サービスで同一のコンテンツ・フィルタおよびセキュリティを持つことを認識します。Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュ・エントリを共有すると、Oracle BIプレゼンテーション・サービスとの間に発生する不要な通信を最小化できます。 |
SKIN | Oracle BIプレゼンテーション・サービス・ユーザー・インタフェースのルック・アンド・フィールの特定の要素を決定します。ユーザーは、Oracle BIプレゼンテーション・サービスにログオンしたときにスタイルを選択して、ユーザー・インタフェースの一部の要素を変更できます。 |
システム・セッション変数と同じ手順を使用して、システム以外のセッション変数を定義します。
システム以外のセッション変数は、一般的にはユーザー・フィルタの設定に使用されます。たとえば、SalesRegionというシステム以外の変数を、ユーザーの販売地域の名前に初期化するように定義できます。
そこで、グループのすべてのメンバーにその地域に関連するデータの参照のみを許可するようにセキュリティ・フィルタを設定できます。
Oracle BIサーバーでこれらの変数を使用する場合、名前の前にNQ_SESSIONを付けます。たとえば、列を変数SalesRegionの値でフィルタするには、フィルタを変数NQ_SESSION.SalesRegionに設定します。
セッション変数の作成方法について説明します。
セッション変数を作成する手順は次のとおりです。
すべての変数名は一意にする必要があります。システム・セッション変数の名前は予約されており、他の変数の型で使用することはできません。
NQSSetSessionValue()をコールして(ユーザー・ログイン時に)初期化ブロックに値を移入した後にセッション変数が設定されます。たとえば、このオプションによって、管理者以外のユーザーがサンプル用にこの変数を設定できるようにすることができます。 NQSSetSessionValues()ストアド・プロシージャは、「Oracle BIプレゼンテーション・サービス管理」での「SQLの発行」ページから使用することはできません。
このオプションが選択されていないと、変数は設定されません。
新しい初期化ブロックを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、初期化ブロックの作成を参照してください。
初期化ブロックは、動的リポジトリ変数、システム・セッション変数、およびシステム以外のセッション変数を初期化するために使用されます。
たとえば、NQ_SYSTEM初期化ブロックはシステム・セッション変数をリフレッシュするために使用されます。
この項では、次の項目について説明します。
初期化ブロックには、そのブロックに関連付けられた変数を初期化またはリフレッシュするために実行されるSQL文が含まれます。
このSQL文は、「初期化ブロック」ダイアログの「接続プール」フィールドで指定された接続プールを使用してアクセスできる物理表を参照する必要があります。
初期化ブロックの問合せにデータベース固有のSQLを含める必要がある場合、その問合せのデータベース・タイプを選択できます。初期化ブロックをインスタンス化したときにそのデータベース・タイプのSQL初期化文字列が定義されていると、その文字列が使用されます。そうでなければ、デフォルトの初期化SQL文字列が使用されます。
注意:
デフォルトでは、「初期化ブロック」ダイアログをオンライン・モードで編集用に開くと、初期化ブロック・オブジェクトは自動的にチェックアウトされます。初期化ブロックがチェックアウトされている間、設定されているリフレッシュ間隔に応じて、Oracle BIサーバーはこの初期化ブロックでリフレッシュされる動的変数の値をリフレッシュし続けることができます。初期化ブロックをチェックインすると、動的変数の値はデフォルトのイニシャライザで示された値にリセットされます。この処理を実行しない場合は、「チェックアウトを元に戻す」オプションを使用します。
この項では、次の項目について説明します。
動的リポジトリ変数の値は、「初期化ブロック」ダイアログの「デフォルトの初期化文字列」フィールドで定義された問合せによって設定されます。
Oracle BIサーバーが問合せを実行して変数の値を定期的にリフレッシュするようにスケジュールを設定できます。Oracle BIサーバーを停止して再起動すると、サーバーは自動的にリポジトリ変数初期化ブロックのSQL文を実行して、リポジトリ変数を再度初期化します。
管理者アカウントのログ・レベルがインストール時に2以上に設定されていると、Oracle BIサーバーはリポジトリ変数情報を取得するために発行されたすべてのSQL問合せをobis1_query.logに記録します。このログは、DOMAIN_Home/servers/obis1/logsにあります。管理者のログ・レベルを2に設定すると、最も有用な情報のレベルが提供されます。
Oracle BI EE 11gバージョンを使用している場合、問合せとエラーはnqquery.logに記録されます。
動的リポジトリ変数と同様に、セッション変数も初期化ブロックからその値を取得します。動的リポジトリ変数と異なり、セッション変数はスケジュールされた時間の間隔で更新されません。
そのかわり、ユーザーが新しいセッションを開始するたびに、Oracle BIサーバーはこれらの変数の新しいインスタンスを作成します。その値は、セッションの間変わりません。
セッション・ログイン時のセッション変数初期化ブロックの実行は、それに関連付けられたセッション変数が実際にセッション内でアクセスできるようになるまで遅延することができます。詳細は、初期化ブロックの作成を参照してください。
Identity Managerのユーザー・オブジェクトでログ・レベルが2以上に設定されている場合、または変数マネージャでLOGLEVELシステム・セッション変数が2以上に設定されている場合、Oracle BIサーバーはセッション変数情報を取得するために発行されたすべてのSQL問合せをログに記録します。
Oracle BI EE 12cでは、問合せとエラーがDOMAIN_Home/servers/obis1/logs内のobis1_query.logに記録されます。
ユーザーレベルのログの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの問合せログの管理を参照してください。
行単位の初期化オプションを使用して、セッション変数を動的に作成し、セッションの開始時にそれらの値を設定することができます。
セッション変数の名前および値は、接続プールを介してアクセスする外部データベースに格納されます。変数は、「初期化ブロック」ダイアログで入力した初期化文字列からその値を受け取ります。
たとえば、RW_SESSION_VARSという名前の表に含まれる値を使用してセッション変数を作成するとします。この表には次の3つの列が含まれます。
USERID: ユーザーの一意のIDを表す値が含まれます。 NAME: セッション変数名を表す値が含まれます。 VALUE: セッション変数の値を表す値が含まれます。 次の表に例を示します。
| USERID | NAME | VALUE |
|---|---|---|
JOHN | LEVEL | 4 |
JOHN | STATUS | FULL-TIME |
JANE | LEVEL | 8 |
JANE | STATUS | FULL-TIME |
JANE | GRADE | AAA |
行単位の初期化を使用するには、初期化ブロックを作成して「行単位の初期化」オプションを選択します(初期化ブロックの作成を参照)。この例では、初期化文字列に次のSQL文を指定します。
NQ_SESSION.USERIDは、別の初期化ブロックを使用してすでに初期化されているので注意してください。
次のセッション変数が作成されます。
LEVEL: 値は4、STATUS: 値はFULL_TIME)。 LEVEL: 値は8、STATUS: 値はFULL-TIME、GRADE: 値はAAA)。 行単位の初期化オプションを使用して、値リストを含む変数を初期化できます。SQLのIN演算子を使用して、指定されたリストの値をテストできます。
たとえば、前の例の表の値を使用して、次のSQL文を入力して初期化文字列を取得します。
このSQL文により、変数LIST_OF_USERSに、JOHNとJANEの値を含むコロン区切りのリスト(JOHN:JANE)が移入されます。次のWHERE句に示すように、フィルタでこの変数を使用できます。
変数LIST_OF_USERSには、値リスト(1つ以上の値)が含まれます。論理WHERE句は、次の文のような物理IN句に展開されます。
注意:
前述の説明および例は、論理SQLに固有の内容です。値のリストと変数を物理SQLを使用して初期化する場合、
VALUELISTOF関数を使用する必要があります。たとえば、変数LIST_OF_USERS内のユーザー名に割り当てられた顧客を取得するためには、次の文を使用します。
リストに表示されている指定された値のみでフィルタをするには、ValueNameofを使用して、次の例のようにします。最初の値は「0」であることに留意してください。「1」ではありません。
リポジトリ変数では、開始日時の日、日付、および時刻、およびリフレッシュ間隔を指定できます。
名前およびスケジュールを初期化ブロックに割り当てる手順は次のとおりです。
NQ_SYSTEM初期化ブロック名は予約されています。変数マネージャで既存の初期化ブロックを右クリックして、「無効化」または「有効化」を選択することもできます。このオプションにより、初期化ブロック・ダイアログを開くことなく、このプロパティを変更できます。
このオプションを使用することで、セッション・ログオン・ステージ時にすべてのセッション変数初期化ブロックが実行されることはなくなり、ログオン時間が短くなります。セッション中に不要なセッション変数は、初期化ブロックが実行されません。そのため、これらの不要な初期化ブロックの実行に使用されるリソースが節約されます。
初期化ブロックの遅延実行は、すべての未実行の先行初期化ブロックの実行もトリガーします。関連付けられているすべての初期化ブロックの変数およびその未実行の先行部分は、遅延実行から返された値で更新されます。
注意:
「遅延実行の許可」オプションは、状況によっては使用できない場合があります。詳細は、セッション変数初期化ブロックの実行を遅延できないケースを参照してください。
単一のユーザー・セッション変数が初期化ブロックに関連付けられている場合、この要件は偽装を使用する内部プロセス(デリバーなど)には適用されません。その場合、信頼できる内部プロセスが、初期化ブロックの成否にかかわらず、接続できます。
次の手順は、データソースおよび接続プールを選択することです。
初期化ブロックのデータソース・タイプとして「データベース」を選択する場合、データベースから返されるSQL文の列の値は、初期化ブロックに関連付けられた変数に割り当てられます。
「データベース」をデータソース・タイプとして選択する初期化ブロックの専用接続プールを作成することをお薦めします。さらに、Oracle BIサーバーの起動中に、初期化ブロックが特定の接続プールに対して失敗した場合、その接続プールを使用する初期化ブロックはそれ以上処理されません。そのかわり、接続プールはブラックリストに記載され、その接続プールの後続の初期化ブロックはスキップされます。詳細は、初期化ブロックの接続プールについてを参照してください。
データソース・タイプとして「データベース」を選択した場合:
変数のリフレッシュに使用されるSQL文は、「接続プール」フィールドで指定された接続プールを介してアクセスできる物理表を参照する必要があります。この表は、メタデータの物理レイヤーに含まれる必要はありません。実行時に、データベース・タイプの初期化文字列が定義されている場合、この文字列が使用されます。そうでない場合、そのデータベース・タイプのデフォルトの初期化SQLが使用されます。この文字列は上書きできます。
SQLを作成してそれを直接データベースに送信する場合(たとえば、初期化ブロックでデータベース固有のSQLを使用する場合など)、SQL文はOracle BIサーバーを迂回します。SQL文の列の順序および初期化ブロックに関連付けられた変数の順序により、どの列が各変数に割り当てられるかが決定されます。
[リポジトリ|セッション]変数初期化ブロック・データソースダイアログの「テスト」ボタンを使用して、このSQLをテストする必要があります。SQL文にエラーがある場合、データベースはエラー・メッセージを返します。詳細は、初期化ブロックのテストを参照してください。
変数のリフレッシュに使用するSQL文は、特定のデータベース用に記述されている場合があります。ただし、そのSQL文はOracle BIサーバーで処理されるため、他のデータ・ソースでも機能します。Oracle BIサーバーはデータ・ソースで使用できない可能性がある関数(PIなど)を提供することもありますが、そのSQL文はOracle BIサーバーでサポートされる他のデータ・ソース(ADF、SQL Server、Oracle、XMLファイルなど)では機能します。「OBI EEサーバーの使用」オプションを選択すると、SQL文がOracle BIサーバーに送信され、元になるデータベースには直接送信されないため、接続プールは不要です。
オンライン・モードの場合、[リポジトリ|セッション]変数初期化ブロック・データソースダイアログの「テスト」ボタンを使用してのみ、このSQL文をテストできます。SQL文にエラーがある場合、データベースはエラー・メッセージを返します。詳細は、初期化ブロックのテストを参照してください。
初期化ブロックのデータソースおよび接続プールを選択する手順は次のとおりです。
デフォルトでは、物理レイヤーのデータベース・オブジェクトの下の最初の接続プールは選択できません。これにより、問合せに使用する接続プールと同じ接続プールを初期化ブロックで使用できないようになります。
「オプション」ダイアログの「初期化ブロックに最初の接続プールを許可」を選択することで、最初の接続プールを選択可能にするよう動作を変更できますが、これはお薦めしません。詳細は、管理ツールのオプションの設定を参照してください。
それを選択しない場合、「デフォルトの初期化文字列」ボックスで変数の移入に必要なSQL初期化文字列を入力します。例は、初期化文字列の例を参照してください。
初期化ブロックを編集し、それを使用して階層列の選択手順をオーバーライドする場合、「デフォルトの初期化文字列」ボックスに、JSON初期化文字列を入力します。詳細は、選択手順をオーバーライドする変数で使用される初期化文字列を参照してください。
ここで入力した文字列はOracle BIサーバーで処理されるため、Oracle BIサーバーでサポートされていれば、文字列は別のデータ・ソースでも機能します。
たとえば、初期化ブロックは、SQL Serverに固有の関数pi()を使用する場合があります。ただし、「OBI EEサーバーの使用」を選択すると、問合せは、Oracle BIサーバーによって適切なデータベース用に書き換えられます。つまり、SQL Serverバックエンド・データベースをOracleに変更しても、問合せはそのまま機能します。
追加の例は、初期化文字列の例を参照してください。
LDAPサーバー名とそれに関連付けられたドメイン識別子が「名前」および「ドメイン識別子」列に表示されます。
階層列を含む分析で、選択手順はセッション変数またはリポジトリ変数でオーバーライドされます。
このセッション変数およびリポジトリ変数では、初期化文字列にSQL構文ではなく有効なJSON構文が含まれている必要があります。
JSONを使用して、タイプ、列およびメンバーを次の構文で定義します。
説明:
"type"は、階層タイプを表します。
"column"は、サブジェクト領域および表明などの階層列の情報を表します。
"dim_id"は、論理ディメンション名です。
"members"は、階層レベルおよびメンバーIDを表します。
"level_id"は、プレゼンテーション・レベル名です。
標準的な階層構文の例
親子階層構文の例
これらの例は、文字列を初期化する方法を示しています。
この項では、次の初期化文字列の例について説明します。
例19-1 サイトでデリバーを使用する場合のSQL文字列
このSQLのWHERE句には、2つの制約が含まれます。
':USER' (コロンと一重引用符に注目してください)は、ログイン時にユーザーが入力するIDです。
':PASSWORD' (コロンと一重引用符に注目してください)はユーザーが入力するパスワードです。これは、USERシステム・セッション変数が使用される場合、常にともに存在するはずのシステム変数です。PASSWORD変数を設定する必要はありません。この変数はデータベース接続プールで使用することで、ユーザーIDとそのユーザーのパスワードを使用するログインを通過させることができます。またこの変数はSQL文でも使用できます。
デリバーによる外部表認証を使用している場合、:PASSWORD制約を構成するSQL文の一部をNQS_PASSWORD_CLAUSE句の間に埋め込む必要があります。
ユーザーIDとパスワードが指定された表に存在する値と一致する場合にのみ、問合せはデータを返します。USERおよびPASSWORD変数に正しい値を代入し、NQS_PASSWORD_CLAUSE句を削除して、Oracle BIサーバーの外部でSQL文をテストする必要があります。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。
例19-2 サイトでデリバーを使用しない場合のSQL文字列
このSQL文のWHERE句には、2つの制約が含まれます。
':USER' (コロンと一重引用符に注目してください)は、ログイン時にユーザーが入力するIDです。
':PASSWORD' (コロンと一重引用符に注目してください)はユーザーが入力するパスワードです。これは、USERシステム・セッション変数が使用される場合、常にともに存在するはずのシステム変数です。PASSWORD変数を設定する必要はありません。この変数はデータベース接続プールで使用することで、ユーザーIDとそのユーザーのパスワードを使用するログインを通過させることができます。またこの変数はSQL文でも使用できます。
ユーザーIDとパスワードが指定された表に存在する値と一致する場合にのみ、問合せはデータを返します。USERおよびPASSWORD変数に正しい値を代入して、Oracle BIサーバーの外部でSQL文をテストする必要があります。
例19-3 複数のデータソースから表を結合するSQL文 - 'OBI EE Server'設定を使用する場合
前述の初期化ブロックの問合せの例では、異なるデータソース(SQLServer、Oracle、XML Filesなど)からの複数の表の結合問合せを使用しています。「OBI EEサーバーの使用」オプションを選択すると、問合せがBIサーバーによって指定されたデータソース用に書き換えられるので、この問合せは機能します。
「テスト」ボタンを使用して、またはOracle BI EEクライアント・ユーティリティなどのSQLツールを使用して、SQL文をテストする必要があります。
SQLツールを使用する場合、同じDSNまたは指定された接続プール内のDSNと同一に設定されたDSNを使用してください。
オンライン・モードでは、初期化ブロック・テストは:USERと:PASSWORDをユーザー名とパスワードに使用するように設定された接続プールが機能しません。オフライン・モードでは、:USERと:PASSWORDを移入できるように「変数の値の設定」ダイアログが表示されます。
初期化ブロックをテストする手順は次のとおりです(オプション)。
注意:
「テスト」ボタンは、「OBI EEサーバーの使用」オプションがオフライン・モードで選択されている場合、無効になります。
「結果」ダイアログには、変数とその値がリストされます。
次の手順は、変数と初期化ブロックを関連付けることです。
デフォルトのイニシャライザのSQLのSELECT文には、複数の列を含めることができます。
SQL文の列の順序および初期化ブロックに関連付けられた変数の順序により、各変数に関連付けられる列値が決定されます。そのため、変数を初期化ブロックに関連付けると、最初の列で返された値は、リストの最初の変数に割り当てられます。
リポジトリ変数初期化ブロックの場合、オンライン・モードでリポジトリを開く場合、「初期化ブロック」ダイアログの「デフォルトの初期化文字列」フィールドに表示される値は、Oracle BIサーバーに認識されているその変数の現在の値です。関連付けられた変数の数は、取得される列の数とは異なる場合があります。列よりも変数のほうが数が少ない場合、余分な列値は無視されます。列よりも変数のほうが数が多い場合、追加の変数はリフレッシュされません(それらは、それが何であるかに関係なく元の値を保持します)。正しいSQLであれば初期化ブロックを使用して実行できます。これには、データベースに書き込むSQLおよびデータベース構造を変更するSQLが含まれ、その接続プールに関連付けられたユーザーIDにこれらのアクションの実行をデータベースが許可していると想定されます。
Oracle BIサーバーを停止して再起動すると、サーバーは自動的にリポジトリ変数初期化ブロックのSQL文を実行し、リポジトリ変数を再度初期化します。
セッション変数初期化ブロックでは、「行単位の初期化」を選択できます。「行単位の初期化」オプションを選択すると、「キャッシュの使用」オプションが自動的に選択されます。「キャッシュの使用」オプションが選択されることで、Oracle BIサーバーは問合せの結果をメイン・メモリー・キャッシュに保存することになります。詳細は、行単位の初期化についてを参照してください。
Oracle BIサーバーは、後続セッション用にキャッシュされた結果を使用します。これにより、セッションの起動時間を短縮できます。ただし、キャッシュされた結果には最新のセッション変数の値が含まれていない場合があります。各新規セッションでセッション変数の最新セットとそれぞれに対応する値が必要な場合、このオプションを選択解除する必要があります。
詳細は、変数を含む初期化ブロックの使用についてを参照してください。
変数を初期化ブロックに関連付ける手順は次のとおりです。
注意:
「カスタム認証システム」データソース・タイプの場合(セッション変数のみ)、変数
USERが必要です。
次の手順は実行優先度を確立することです。
リポジトリに複数の初期化ブロックがある場合、ブロックを初期化する順序を設定できます(優先度の確立)。
まず、最後に実行するブロックを開き、その前に実行する初期化ブロックを追加します。たとえば、リポジトリにAとBという2つの初期化ブロックがあるとします。初期化ブロックBを開き、ブロックBの前にブロックAを実行することを指定します。そうすると、ブロックAは自身の単独での実行に加えて、ブロックBのスケジュールに応じても実行されるようになります。
実行優先度を確立する手順は次のとおりです。
選択されていない初期化ブロックがある場合にのみ「追加」を使用できます。
注意:
初期化ブロックで「OBI EEサーバーの使用」オプションを選択すると、次のような状態になります。
- 実行優先度は適用されません。これは、ユーザーのログイン中に、「OBI EEサーバーの使用」オプションが選択された初期化ブロックが「OBI EEサーバーの使用」オプションが選択されていない初期化ブロックの後に実行されるためです。
- 「認証のために必要」オプションはグレー表示されます。これは、このタイプの初期化ブロックは認証後に実行されるためです。
セッション変数初期化ブロックの実行は、場合によっては遅延できないことがあります。
セッション変数初期化ブロックの実行が遅延できない場合、その理由を説明するメッセージが表示されます。
詳細は、名前およびスケジュールの初期化ブロックへの割当てを参照してください。
セッション変数初期化ブロックの実行を遅延できないシナリオは、次のとおりです。
メッセージ例: 初期化ブロック'A_blk'は、行単位の初期化を使用しているため、その実行を遅延することはできません。
メッセージ例: 初期化ブロック'A_blk'は、認証に必要であるため、その実行を遅延することはできません。
メッセージ例: 初期化ブロック'A_blk'には接続プールがないため、その実行を遅延することはできません。
PROXYまたはUSERという名前のセッション変数で初期化ブロックが使用されています。 メッセージ例: 初期化ブロック'A_blk'は、セッション変数'PROXY'によって使用されているため、その実行を遅延することはできません。
メッセージ例: 初期化ブロック'A_blk'はセキュリティ・センシティブなセッション変数'A'で使用されているため、その実行を遅延することはできません。
メッセージの例: 初期化ブロック'A_blk'の後の初期化ブロックの1つにAllow deferred executionフラグが設定されていません。初期化ブロック'B_blk'にAllow deferred executionフラグが設定されていません。
Oracle BI管理ツールの変数マネージャを使用して、初期化ブロックを有効化および無効化できます。
初期化ブロックを有効化または無効化する手順は次のとおりです。
Oracle Business Intelligenceは、複数のデータ・ソースから移入されるセッション変数をサポートします。
このようなマルチソース・セッション変数は論理問合せまたはリポジトリのデータ・フィルタ内で使用でき、様々なデータ・ソースからの値の結合を含めることができます。
マルチソース・セッション変数が保持できる値の数に制限はありません。マルチソース・セッション変数を作成するには、まず、ソースごとに行単位の初期化ブロックを作成します。
次に、ソースごとにセッション変数を明示的に定義します。セッション変数名のフォーマットは、次のようにする必要があります。
<ms_variable_name>____<source> ここで、セパレータは4つのアンダースコア文字である必要があります。
これによって、次の名前のマルチソース・セッション変数1つが自動的に作成されます。
<ms_variable_name> コンポーネント・セッション変数名(<ms_variable_name>____<source>)は、管理ツールの「変数マネージャ」には個別に表示されますが、「式ビルダー」では1つのマルチソース・セッション変数名(<ms_variable_name>)のみが表示されます。
注意:
この項では主としてマルチソース・セッション変数の定義と使用法について説明していますが、論理問合せとデータ・フィルタでコンポーネント・セッションの値を選択することもできます。
行単位の初期化ブロックのいずれかがNULL結果を返した場合、それはOracle BIサーバーのログ、nqserver.logに記録されます。正常に値を返した他のコンポーネント初期化ブロックのマルチソース・セッション変数にも値を追加できます。マルチソース・セッション変数は、すべてのコンポーネント初期化ブロックがNULL値を返した場合のみ失敗します。
マルチソース・セッション変数についても、通常のセッション変数と同様に、実行優先度と遅延実行を設定できます。
次の例を使用して、マルチソース・セッション変数の作成方法を説明します。
次の例では、マルチソース・セッション変数の作成と使用方法を示しています。
mvcountry_sebl_initという行単位の初期化ブロックを作成します。 mvcountry_orcl_initという行単位の初期化ブロックを作成します。 mvcountry_sebl_initを選択します。 mvcountry_orcl_initを選択します。 コンポーネント・セッション変数は「変数マネージャ」に表示されるのに対し、作成されたマルチソース・セッション変数、MVCOUNTRYは「式ビルダー」に表示されます。
論理問合せでのマルチソース・セッション変数の使用方法
これで、マルチソース・セッション変数MVCOUNTRYを論理問合せで使用できるようになりました。
次に例を示します。
データ・フィルタでのマルチソース・セッション変数の使用方法
マルチソース・セッション変数MVCOUNTRYをデータ・フィルタで使用するには、次の手順を実行します。

次のイメージに示すように、「式ビルダー」には、マルチソース・セッション変数MVCOUNTRYのみが表示され、このマルチソース・セッション変数の作成に使用した通常のセッション変数は表示されないことに注意してください。

接続プールのリスト・コマンドlistrpdvariableを使用して、特定のサービス・インスタンスに対してJSON形式でリポジトリ変数のリストを作成します。
複数の変数を更新する必要がある場合、listrpdvariableおよびupdaterpdvariablesユーティリティを使用します。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。
ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
構文
listrpdvariablesコマンドは、次のパラメータをとります。
listrpdvariables -SI <service_instance> -U <cred_username> [-P <cred_password>] [-S <hostname>] [-N <port_number>] [-V <comma or new line separated FILE containing selected variables names>] [-O <outputFile.json>] [-SSL] [-H]
説明
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Vは、リストするリポジトリ変数名を指定するオプションの引数です。変数名はカンマで区切る必要があります。V引数を渡さない場合または変数名をリストせずにV引数を渡す場合、デフォルトですべてのリポジトリ変数が返されます。
Oは、.json接尾辞を使用した出力ファイル名を指定します。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh listrpdvariables -SI ssi -U weblogic -P password -slc01.example.com -N 7777 -V selectedvar.csv -O listrpdvar.json
サンプルのリポジトリ変数のリストJSON出力
サンプルのJSON出力
注意:
一致が存在しない場合(つまり、
V引数に含まれる変数名がリポジトリのリポジトリ変数と一致しなかった場合)、JSON出力は空の配列リストになります。
updaterpdvariablesコマンドを使用して、JSON入力ファイルまたは特定のサーバー・インスタンスに対する変数情報を含む変更されたJSONファイルをアップロードします。
複数の変数を更新する必要がある場合、これとlistrpdvariableユーティリティを使用します。
新しいリポジトリ変数(名前および値)を含むJSON入力ファイルを作成およびアップロードできます。
変更されたリポジトリ変数(名前または値)を含む更新されたJSONファイルもアップロードできます。listrpdvariableコマンドを使用して、特定のサービス・インスタンスのリポジトリ変数のリストを含むJSONファイルを作成します。このファイルの変数情報を変更して、updaterpdvariablesコマンドを使用してサービス・インスタンスにアップロードします。
注意:
ファイルの変数に対して
uid値を変更しないでください。詳細は、「ユーザーおよびアプリケーション・ロール・コマンドの概要」を参照してください。
ランチャ・スクリプト(UNIXの場合はdatamodel.sh、Windowsの場合はdatamodel.cmd)を介して、ユーティリティを実行します。ドメインがデフォルトのフォルダにインストールされている場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home/user_projects/domains/Domain_Name/bitools/bin/datamodel.shまたはWindowsの場合はdatamodel.cmd
クライアント・インストールにドメイン名がない場合、ランチャ・スクリプトの場所は次のようになります。
Oracle_Home\bi\bitools\bin\datamodel.cmd
詳細は、コマンドを使用する前の必知事項を参照してください。
構文
updaterpdvariables -C <rpdVariablesList.json> -SI <service_instance> -U <cred_username> [-P <cred_password>] [-S <hostname>] [-N <port_number>] [-SSL] [-H]
説明
Cは、アップロードするJSONファイルの名前を指定します。このファイルでは変数に対して変更されたuid値を使用しないでください。次に示すJSON入力ファイルの作成の項およびJSON入力リポジトリ変数ファイルの例を参照してください。
SIは、コンポーネント・インスタンスの名前を指定します。
Uは、Oracle BI EE認証に使用する有効なユーザー名を指定します。
Pは、Uに指定したユーザーの名前に対応するパスワードを指定します。パスワードを指定していないと、コマンドの実行時にパスワードの入力を求められます。自動化されたスクリプティングを使用してコマンドを実行する場合にのみ、コマンドにパスワードを含めることをお薦めします。
Sは、Oracle BI EEホスト名を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Nは、Oracle BI EEポート番号を指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
SSLは、SSLを使用してOracle WebLogic Serverに接続してコマンドを実行することを指定します。クライアント・インストールからコマンドを実行している場合のみ、このオプションを含めます。
Hは、使用方法の情報を表示し、コマンドを終了します。-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
datamodel.sh updaterpdvariables -SI ssi -U weblogic -P password -S slc01.example.com -N 7777 -C listrpdvar.json
JSON入力ファイルの作成
JSON入力ファイルのモデルとしてlistrpdvariableコマンドを実行したときに生成されたJSONファイルを使用します。モデルとして出力されたJSONファイルを使用して、新しいファイルの構文が有効であることを確認します。詳細は、リポジトリ変数のリスト・コマンドを参照してください。
入力ファイルを記述する場合、次の情報に注意します。
uid – この要素は任意のテキストを指定できます。
variable – この要素は新しい変数の名前です。
value – この要素は新しい変数の値です。二重引用符内に一重引用符を使用します。たとえば、"'VALUE'"です。
JSON入力リポジトリ変数ファイルの例
マルチユーザー開発環境を使用してOracle BI EEリポジトリを構築すると、次のことが可能になります。
この付録では、Oracle BI EEリポジトリの開発ライフサイクルについて説明します。ここでは、プレゼンテーション・サービスで使用されるOracle BIプレゼンテーション・カタログの開発ライフサイクルについては触れません。また、販売用の製品としてポータブルOracle Business Intelligenceアプリケーションを構築する独立ソフトウェア・ベンダー(ISV)組織のマルチユーザー開発環境を使用する方法についても触れません。
一般的なビジネス・シナリオでマルチユーザー開発環境を使用する方法の詳細な例は、MUD事例: Eden Corporation社も参照してください。
この付録の内容は次のとおりです。
マルチユーザー開発を開始する前に計画フェーズの一環として実行する必要があるタスクを確認します。
この項では、次の項目について説明します。
共有リソースに関する決定を行い、多数の利害関係者間の衝突を解決するには、強力で効果的な管理プロセスを提供する必要があります。
いかなるビジネス・プロセスでも強力なビジネス・スポンサーが必要であり、運営委員会には効率的に交渉を行い長期にわたり不変となる最適な決定を行うことができる強力なビジネス・パーソンが不可欠です。効果的な管理プロセスを持つということはOracle Business Intelligenceによるマルチユーザー開発を成功させるための唯一の最も重要な要素であることが立証されています。
マルチユーザー開発プロジェクトを開始する前に、次の表の説明にあるように、まず、ビジネスの値、プロパティ、ロードマップおよび要件を設計し、さらに低レベルの詳細設計も行う必要があります。
| 対象 | 必要なタスク |
|---|---|
戦略的な要件 |
|
リポジトリ・オブジェクトのビジネス要件 |
|
セキュリティ要件 |
|
開発 |
|
プロジェクト管理 |
|
操作 |
|
これらのトピックでは、リポジトリ開発およびそのライフサイクルにかかわる実際的なロールについて説明します。
会社およびチームの大きさに応じて、それらのいくつかのロールを1人で務める場合もあります。
リポジトリ開発ロールには次のようなものがあります。
リポジトリ開発チーム外部の他のロールのユーザーも関係します。その中には、テスト環境を管理してテストを実行するユーザー、およびOracle BIプレゼンテーション・カタログ開発者も含まれます。
次のトピックを確認することで、マルチユーザー開発環境のアーキテクチャを理解できます。
この項では、次の項目について説明します。
マルチユーザー開発のシステムの開発およびデプロイに関連する基本的な概念について説明します。
Oracle BIリポジトリ
Oracle BIリポジトリは、開発時の基本的なアーティファクトです。これによって、ユーザー・リクエストの解釈、ロールベースのセキュリティの適用、データ・ソースへの問合せの生成および結果の後処理を行うために、Oracle BIサーバーで使用されるすべてのメタデータが定義されます。マルチユーザー開発環境で使用するリポジトリは、MDS XML形式ではなく、バイナリ(RPD)形式であることが必要です。
アプリケーション・ロールおよびポリシー・ストア
開発時の2番目のアーティファクトは、アプリケーション・ロールのセットです。リポジトリ・ロジックでは、これらのアプリケーション・ロールに対して、ユーザー・オブジェクト権限、データ・アクセス・フィルタ、および問合せ制限(ガバナー)が定義されます。Oracle BIプレゼンテーション・サービスもその権限および許可の割当てにアプリケーション・ロールを使用します。
Oracle WebLogic Serverに組み込まれたデフォルトのポリシー・ストアを使用することも、個別の外部ポリシー・ストアを使用することもできます。組込みポリシー・ストアを使用する場合、Fusion Middleware Controlでアプリケーション・ロールを定義します。これはOracle WebLogic Serverのポリシー・ストアに保持されます。ここで、オンライン・モードで管理ツールを使用して、設計時にポリシー・ストアからアプリケーション・ロールをリポジトリに追加できます。Oracle BIサーバーは実行時に各ユーザーにプロビジョニングされたアプリケーション・ロールを使用して、正しいセキュリティ権限をユーザー・リクエストに適用します。
サンドボックス、プロジェクトおよびブランチ
リポジトリのインスタンスは、通常、一度に1人のリポジトリ開発者のみで編集されます。複数の開発者は、「プロジェクト」というリポジトリのサブセット・インスタンスで並列的に作業します。開発者は個別のサンドボックス環境で作業し、その変更を頻繁にマスター・リポジトリ・インスタンスにマージして変更を配信し、チーム内の他のユーザーが行った変更を取得します。このアプローチにより、大規模なエンタープライズ・アプリケーションを構築することが可能になります。また、独立のセマンティック・モデルは個々のチームで開発して、単一のOracle BIサーバー・クラスタの本番ホスト用のマスター・リポジトリにマージすることもできます。さらに、チームが主要なプロジェクトで並列に作業できるようにブランチおよびマージを行ったり、進行中の開発プロジェクトを中断することなく本番のメイン・コード・ラインに緊急の修正を行うこともできます。
開発サンドボックスをインストールする場合、通常は管理インストール・タイプを使用します。
単一の共有リポジトリ
プレゼンテーション・サービスは、Oracle BIサーバーにアップロードされている1つのリポジトリにのみ接続されます。すべてのセマンティック・モデルのメタデータは、セマンティック・モデルでオブジェクトを共有していなくても単一のリポジトリに存在する必要があります。リポジトリのセマンティック・モデルの詳細は、マルチユーザー開発のスタイルについてを参照してください。
リポジトリ・パスワード
リポジトリ・ファイルはリポジトリ・パスワードで保護されます。Oracle BIサーバーでは、起動時にリポジトリを開くまたはロードする際にこのパスワードが必要です。リポジトリ・パスワードはセキュアな資格証明ストアに格納されます。管理ツールまたはその他のユーティリティおよびlineコマンドでリポジトリを開く際もこのパスワードを入力する必要があります。ログオンの資格証明は、資格証明ストアではなく、アイデンティティ・ストアに保存されます。
Oracle BIプレゼンテーション・カタログ
Oracle BIプレゼンテーション・カタログは、レポート、ダッシュボード、KPI、スコアカードおよびその他のレポート・レイヤー・オブジェクトを定義するメタデータが含まれる重要なBIアプリケーション・アーティファクトです。このドキュメントでは、Oracle BIプレゼンテーション・カタログについては触れません。Oracle BIプレゼンテーション・カタログ開発の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。
移行
完成したリポジトリは、Fusion Middleware Controlを使用してテスト・システムおよび本番システムに移行されます。ローリング再起動でクラスタ化された本番のOracle BIサーバーをリフレッシュできるため、停止時間は不要です。
移行時のデプロイ・パラメータ
開発、テストおよび本番システム間でリポジトリを移行する場合、接続プール設定などの一部のリポジトリ・パラメータを変更する必要があります。これらのパラメータを変更するのは、それらがアプリケーション・ロジックではなくデプロイに基づいているためです。Oracle BIサーバーXML API (biserverxmlexec -B)を使用すると、これらの更新を自動化できます。マルチユーザー開発時は、コンテンツをマージする開発者は、自動的にマスター・リポジトリ・テスト接続プールおよびデータベース・パラメータをローカル・ユニット・テスト・パラメータで上書きすることができなくなります。
アプリケーション・ロール(ポリシー・ストア)の移行
開発、テストおよび本番システム間でアプリケーション・ロールを移行するには、いくつかのオプションがあります。このドキュメントでは、簡潔にするために、少数のアプリケーション・ロール名を手動で再入力することにします。アプリケーション・ロールの移行の詳細およびその他の移行に関する検討事項については、Oracle Fusion Middlewareの管理のOracle Business Intelligenceのターゲット環境への移行を参照してください。
ユーザーおよびアイデンティティ・ストア
設計時には、ユーザーをリポジトリのメタデータ・オブジェクトで表さないことをお薦めします。また、リポジトリでは資格証明を管理または保存しません。そのかわり、実行時環境では常にユーザーをアプリケーション・ロールにプロビジョニングして、ユーザーが権限を受信する必要があります。ユーザーの資格証明およびグループを介したアプリケーション・ロールへのユーザーのマッピングは、外部のアイデンティティ・ストアで管理されます。詳細は、 Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドを参照してください。
マルチユーザー開発のスタイルについて説明し、使用できるワークフローまたはアーキテクチャを確認します。
開発のスタイルは、チームのサイズ、チームおよび並列のイニシアティブの数、およびセキュリティおよび可用性の要件に応じて選択します。この表は、マルチユーザー開発のスタイルを示しています。
| スタイル | 説明 |
|---|---|
シリアル開発 | 開発者が少数で同時実行性が低い場合、この方法を使用できます。開発ユーザーは、電子メール、共有ディレクトリまたは共有開発システムを介してリポジトリ・ファイルを共有し、一度にそのうちの1つのみで変更を行います。これらは、開発スケジュール上で相互に調整する必要があります。 |
パッチ・ファイルを使用するシリアル開発 | シリアル開発のバリエーションとして、ベース・バイナリ・リポジトリを共有し、パッチ・ファイルを使用してユーザー間にのみ変更を送信できます。 |
共有オンライン開発 | 一度に1人の開発者のみが単一のOracle BIサーバーとそのリポジトリに対してオンライン・モードでメタデータを開発するということをお薦めします。ただし、チーム・メンバー間で頻繁にコミュニケーションがあり、高い競合リスクも許容可能で、管理オーバーヘッドを最小限にすることが目標であるような開発環境では、複数のオンライン・ユーザーで開発することも選択できます。 |
MUD | マルチユーザー開発機能により、1つの共有エンタープライズ・リポジトリで、100名を超える開発ユーザーが平行して作業できます。各ユーザーは、メタデータの管理可能なサイズのサブセットのみを使用して個別のサンドボックス環境で開発およびユニット・テストを実行できます。1つの作業ユニットが完了したら、それを自動的にブランチにマージして公開できます。そこで、他のユーザーはそれらの変更を取得してそれらを自分のメタデータと統合できます。プロジェクト・フェーズのプロモーションの準備が整ったら、MUD管理者がそれをテスト環境に、そして最終的に本番に移行します。MUD管理者は、ブランチおよびサブブランチを管理して独立したイニシアティブまたは修正の平行開発を可能にし、それらをメイン・ブランチにマージし、テストおよび本番環境にそれらを増分移行します。MUD管理者は、ファイングレイン「プロジェクト」も管理します。これは、個別の開発者がローカル・サンドボックス環境にチェックアウトする管理可能なサイズのリポジトリのサブセットです。詳細は、マルチユーザー開発環境の概要を参照してください。 |
複数の独立したセマンティック・モデルを含むMUD | 単一の統合されたエンタープライズ全体モデルではなく、複数の独立したセマンティック・モデルが必要になることがあります。複数のモデル要件は、セキュリティ要件や業務上無関係の部署間で共通のOracle Business Intelligenceインフラストラクチャを共有している場合に、一般的に発生します。MUD管理者は各モデルにブランチを作成します。これにより、各チームのセマンティック・モデルで並列開発と統合テストが可能になります。独立のセマンティック・モデルのブランチで本番へのプロモーションの準備ができると、MUD管理者は簡単にブランチをメインにマージできます。MUD管理者は、各開発者が割り当てられたセマンティック・モデルのみを参照できるように、またMUD管理者および選択された本番運用スタッフのみが統合されたメイン・モデルにアクセスできるように、ブランチのセキュリティを設定できます。 |
委任管理を含むMUD | 独立のセマンティック・モデルが様々なスケジュールで様々な組織により開発されている場合、中心となるMUD管理者は望ましいローカル管理レベルを提供できないことがあります。その場合、それぞれの独立なセマンティック・モデルのブランチに専用のMUD管理者を用意することができます。ブランチ管理者は、通常のMUD管理者と同様に操作を行います。 このシナリオでは、MUDスーパー管理者が各組織のブランチを定義し、サブセット・リポジトリをチェックアウトして、それをブランチ管理者に提供します。モデルの本番へのプロモーションの準備が整ったら、ブランチ管理者はリポジトリをスーパー管理者に戻します。スーパー管理者はそれをプロモーション用のメイン・ブランチにマージして、組み合せたリポジトリを本番に移行します。 |
次の図は、マルチユーザー開発のシリアル開発スタイルを示しています。

次の図は、マルチユーザー開発の共有オンライン開発スタイルを示しています。

次の図は、ブランチによる実際のマルチユーザー開発を示しています。

次の図は、複数の独立したセマンティック・モデルを含むリポジトリのアーキテクチャを示しています。

この表は、様々なセキュリティおよび可用性の要件を満たすマルチユーザー開発スタイルを示しています。
| 要件 | シリアル | 共有オンライン | 単一のセマンティック・モデルを含むMUD | 複数のセマンティック・モデルを含むMUD | 委任管理を含むMUD |
|---|---|---|---|---|---|
管理者なし | はい | 不可 | 不可 | 不可 | 不可 |
最大5人までのコンカレント開発者 | 不可 | はい | はい | はい | はい |
5人を超えるコンカレント開発者 | 不可 | 不可 | はい | はい | はい |
Oracle BI Applicationsなどの大規模なリポジトリの管理可能なサブセットでの作業 | 不可 | 不可 | はい | はい | はい |
組込みのチェックアウト、マージおよびロールバック | 不可 | 不可 | はい | はい | はい |
単一のリポジトリでの独立なセマンティック・モデルのホスト | はい | はい | 不可 | はい | はい |
作業ユニットから本番への段階的な移行 | 不可 | 不可 | はい | はい | はい |
独立なセマンティック・モデルの開発者は相互のメタデータを参照できない | 不可 | 不可 | 不可 | はい | 可。 セキュアなMUDディレクトリが必要です。MUD全体管理者は、すべてのチームのすべてのメタデータへのアクセス権を持つ必要があります。 |
独立の各セマンティック・モデルには独自のMUD管理者がいる | 不可 | 不可 | 不可 | 不可 | はい |
MUDを使用する場合、それぞれの開発者は独自の専用のサンドボックスOracle Business Intelligenceシステムで作業します。
開発およびユニット・テストに必要なすべてのコンポーネントが含まれるようにサンドボックスを設定する必要があります。
最初に、Oracle Business IntelligenceスタックにUNIXとWindowsのどちらのサーバーを使用するか決定する必要があります。次のガイドラインに従います。
オンライン・モードでは、Oracle BIサーバーはUNIXシステム上の次のローカル・リポジトリ・ディレクトリからリポジトリをロードします。
ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIServerComponent/coreapplication_obisn/repository
Windows上のOracle BI管理ツールでもデフォルトでローカルの/repositoryディレクトリが指定されていますが、オフライン開発では任意のディレクトリを使用できます。
また、開発データベースもインストールする必要があります。このデータベースは、専用データベース、個人データベース、または複数のリポジトリ開発者で共有できるデータベースを指定できます。開発データベースについては、次の点を考慮してください。
Oracle Database接続の場合、Oracle Business Intelligenceには、BI_DOMAIN/config/fmwconfig/bienv/coreにあるTNSnames.oraのインスタンスが必要になります。
この図は、マルチユーザー開発サンドボックスのアーキテクチャを示しています。

注意:
ほとんどの開発者は、開発サンドボックスのキャッシュを無効に設定しています。そうすることで、ログを使用して物理問合せを検証およびデバッグしやすくなります。キャッシュが有効な場合、リクエストがキャッシュで実行されている場合があるので、物理SQLがログに記録されないことがあります。このリリースでは、Fusion Middleware Controlを使用してキャッシュを無効にする必要があります。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド のFusion Middleware Controlを使用した問合せキャッシュの有効化および無効化を参照してください。
MUDアーキテクチャ全体に、開発者サンドボックス・システム、テストおよび本番システムが含まれています。
また、次のようないくつかの追加の主要コンポーネントがあります。
この図は、マルチユーザー開発環境を使用したリポジトリ・ライフサイクルのサンプル・デプロイ・アーキテクチャを示しています。

MUDは、リポジトリ・モデル内の相互関係および依存性が複雑であっても、開発者のチームによる任意のサイズのプロジェクトで並列作業を実現できる機能のセットです。
次の処理を実行できます。
マルチユーザー開発機能には、その他にも次のような有用な機能があります。
この項では、次の項目について説明します。
開発環境での複数のユーザーによる作業の基本について学習します。
複数のユーザーでの基本的な作業フローは次のとおりです。
注意:
マスター・リポジトリが格納されるMUDディレクトリは、Oracle BIサーバー・ローカル・リポジトリ・ディレクトリと同じにすることはできません。
マルチユーザー開発機能は、プロジェクトというメタデータ・オブジェクトの周辺で構築されます。プロジェクトとは、マスター・リポジトリからのチェックアウト、およびその後のマージおよび公開までの単位です。
マスター・リポジトリが大規模になると、プロジェクトは開発者がチェックアウトして作業できる程度の管理可能なサイズのサブセットになります。これは、整合性チェッカ(コンパイル時のコードのチェックのようなものです)を実行して、Oracle BIサーバー上でアンサーなどのクライアントにより実行時にそれをテストできるように、自己完結型に設計されています。結果に満足であれば、それをマスター・リポジトリにマージしなおして、大きなアプリケーションの一部にすることができます。一方、履歴はログに記録され、リポジトリ・バックアップは主要な時点で自動的に作成されます。
管理ツールのMUD機能では、ファイングレイン開発者プロジェクトに対してこのフローを合理化します。同様に、スーパーセット・プロジェクトでもブランチの管理およびマージを合理化します。
プロジェクト・サブセットには、メタデータ・オブジェクトのセットが含まれます。オブジェクトの最小セットを明示的に含めるようにプロジェクトを定義しますが、その他の多数のオブジェクトは暗示的に含まれます。オブジェクトを暗示的にプロジェクトに追加することで、プロジェクト管理タスクが単純化されます。
次のオブジェクトは、MUD管理者によりプロジェクトのメンバーとして明示的に指定されます。
その他すべてのオブジェクトはプロジェクトに暗示的に含まれており、チェックアウト処理時に管理ツールで表示されます。次に例を示します。
明示的に定義されたオブジェクトのリストにあるオブジェクトは、暗示的に含まれる場合もあります。たとえば、論理列の式に変数が含まれる場合、MUD管理者が明示的にそれを追加しなくても、その変数はプロジェクトに暗示的に含まれます。
プロジェクトは重複しても問題ありません。1つのプロジェクトに表示されるオブジェクトが、別のプロジェクトにも表示されても問題ありません。たとえば、独立したセマンティック・モデルごとに全体的なプロジェクトを作成するとともに、個別の開発作業ユニットをチェックアウトするために、各独立モデル内により小さいプロジェクトを作成することを好む顧客が存在します。複数のプロジェクトを同時にチェックアウトし、より大きなセットのメタデータで作業することもできます。
詳細は、プロジェクトの設定も参照してください。
ブランチ、サイド・ブランチおよび委任管理ブランチの作成方法について学習します。
この項では、次の項目について説明します。
最終的なマスター・リポジトリは、通常、メイン・ブランチでソースが管理され、すべてのブランチ、さらに最終的にはすべての開発プロジェクトは、そこからチェックアウトします。
通常、メイン・ブランチは本番でリポジトリをステージングします。つまり、コンテンツを本番に移行するには、それをメイン・ブランチに移行してから、メイン・リポジトリを本番システムに移行します。
同様に、本番の不具合を修正するには、通常、開発者はメイン・ブランチからチェックアウトします。開発者は不具合を修正すると、それをテストおよび本番への移行用のメイン・ブランチにマージしなおします。一方、サイド・ブランチの並列開発には影響しません。
MUD管理者としてメイン・ブランチを作成するには、まず共有ディレクトリを作成して、マスター・リポジトリ・ファイルをそこにコピーする必要があります。ディレクトリはWindowsまたはUNIX上のいずれに配置してもかまいませんが、UNIX共有の場合はWindowsユーザーがアクセスできるようにする必要があります。
適切な開発者のみにアクセスを許可するように共有上にセキュリティを設定します。要件に応じて、メイン・ブランチ・マスター・リポジトリではなく、サイド・ブランチ・マスター・リポジトリのみに開発者のアクセスを許可することもできます。
これが新規プロジェクトの場合、一般的には、ブランチ・プロジェクトに容易に分割できる初期コンテンツでリポジトリをシードするように開発者に指示します。
ブランチを使用する場合、スーパーセットMUDプロジェクトで開始して、MUDチェックアウト、マージおよび公開機能を使用することをお薦めします。そこで、個々のユーザーまたはサブブランチでファイングレイン・プロジェクトを使用してブランチ・マスターからチェックアウトします。この機能のMUDを使用すると、チェックアウト・ポイントで自動バックアップが提供され、元のリポジトリが追跡されて正しいマージが確保され、ユーザーの介入が少なくて済む、より楽観的なマージの想定を使用して、履歴およびロールバックを使用できます。
MUD管理者としてサイド・ブランチを作成する手順は次のとおりです。
本番および他の環境への移行時に必要な接続プールの変更を自動化するには、Oracle BIサーバーXML APIを使用します。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスの「テスト環境から本番環境への移行」を参照してください。
開発者が他のチームに属するメタデータを参照できないように、ブランチ権限をプロジェクト・サブセットと組み合せて使用することができます。あるチームに関連するメタデータのみが抽出されるように、プロジェクトを注意深く設計します。チームで、異なるビジネス・モデル、サブジェクト・エリア、物理モデル、変数、初期化ブロックおよびアプリケーション・ロールを使用している場合、この目標は最も実現しやすくなります。
また、ブランチの命名および採番に一貫したシステムを使用することもお薦めします。
ブランチを使用して、メタデータ・サブセットを管理および保守する組織にそのローカル管理を委任できます。そのためには、ブランチMUD管理者をブランチに割り当てます。ブランチMUD管理者はメインMUD管理者と同じロールを実行します。
メタデータが他のグループと重複しないような独立のセマンティック・モデルでは、このアプローチが最適に機能します。
委任ブランチMUD管理者は、詳細ブランチのプロジェクトの定義や開発者用のファイングレイン・プロジェクトの作成などを含め、メイン・ブランチ管理者と同じタスクを実行します。
メインMUD管理者として委任管理ブランチを作成する手順は次のとおりです。
様々な状況や環境に対して最適化される様々なマージ・ツールがあります。
使用するマージ・アプローチおよびユーティリティを決定する場合、WindowsまたはUNIXシステムでタスクを実行する必要があるかどうかを検討する必要があります。また、セマンティック・モデルに加えた変更をマージする必要があるかどうか、様々な開発の取組みから2つのセマンティック・モデルを組み合せる必要があるかどうかなどの要件も検討する必要があります。
重要
Oracle BI EEツール(
nqcmd、biserverxmlcli、comparerpdなど)を使用するときには、SQLが受け入れる形式と一致するように入力を編集する必要があります。たとえば、XMLコンテンツには一重引用符を含めないようにします。
この表は、様々な要件を満たすマージ・アプローチおよびツールを示しています。
| 要件 | マージ・アプローチ | 使用するツール | プラットフォーム |
|---|---|---|---|
| 3方向マージ | MUDマージ | Windows |
| 3方向マージ | リポジトリ・マージ・ウィザードで、完全なマージを使用します。 | Windows |
| 3方向マージ | パッチ・マージを選択したリポジトリ・マージ・ウィザードで、Patchrpdユーティリティを使用します。 |
|
| 2方向マージ | リポジトリ・マージ・ウィザードで、ブランクのオリジナルを選択します。 | Windows |
| 挿入-更新-削除 |
XMLのコピー/貼付け | すべて |
| 挿入-更新-削除 |
| Windows |
マージの詳細は、リポジトリのマージを参照してください。
マルチユーザー開発環境で作業する上でのヒントおよびベスト・プラクティスについて説明します。
この項では、次の項目について説明します。
次のガイドラインを使用して、サイド・ブランチを作成します。
次のガイドラインを使用して、プロジェクトを設定します。
注意:
サブジェクト・エリア、プレゼンテーション表、プレゼンテーション階層などのプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトが、ここでプロジェクトに明示的に含めるオブジェクトになります。以前のリリースと異なり、管理ツール・ユーザーのセキュリティ設定は、チェックアウトするときにプロジェクトに含まれるサブジェクト領域、プレゼンテーション表またはプレゼンテーション列には影響しません。そのかわり、プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトのセットで、プロジェクトの有効範囲が決定されます。
詳細は、プロジェクトの設定を参照してください。
3方向マージを実行する場合は、次のガイドラインを使用します。
この手順は、MUDマージで自動的に実行されます。
MUDマージを実行する場合は、次のガイドラインを使用します。
リポジトリをオフライン・モードで開くと、Windowsファイル・システムによるユーザーのロックアウトを回避できます。この方法は、すべての作業を1つのセッションで完了できる場合にのみ使用してください。
オブジェクトの等化の重要性の詳細は、オブジェクトの等化を参照してください。
注意:
プレゼンテーション・オブジェクトの別名は、マージの際に特別な扱いを受けます。その目的は、名前が変更されたときに古いレポートが破損しないように、オブジェクトの従来の名前を保持することです。開発中にどのように名前を変更しても、新しい別名が追加されます。マージ時には、いずれの新しく作成した別名も保持するかしないかを選択できます。また、従来のレポートが存在する場合もあるので、過去の別名のいずれかまたはすべてを保持するオプションもあります。
詳細は、マルチユーザー開発のマージ・プロセスについてを参照してください。
個別に開発された2つのリポジトリを単一のリポジトリに結合する必要がある場合、2方向マージを使用します。
単一のリポジトリに2つのセマンティック・モデルをホストする必要がある場合、このような状況が多く発生します。
2方向マージを実行する場合は、次のガイドラインに従います。
ブランク・リポジトリを作成するには、新規リポジトリを開いて、ソースのインポートやオブジェクトの作成を行わずにそれを保存します。このリポジトリにはデフォルトのセキュリティ・オブジェクトが含まれていますが、これらがマージに影響することはありません。
注意:
管理ツールの「リポジトリからのインポート」やコピー/貼付けなどの機能を使用してメタデータを段階的に移動しないでください。このようなアプローチでは、変更が正しくマージされません。
これらの機能を使用すると、多くの場合に期待どおりの結果が得られますが、それは単なる幸運です。それ以外のときは、メタデータ・オブジェクトのアップグレードIDの値が競合し、事実上オブジェクトがランダムに上書きされます。しかし、その問題は、かなり後のリグレッション・テストを実行するときまで発見されない場合があります。アップグレードIDは連続して割り当てられており、1つのリポジトリ内で一意であるため、競合が起こりやすくなります。
また、
biserverxmlcliおよびbiserverxmlexec -Bユーティリティを使用する場合も注意が必要です。Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスで説明されているID管理に関する情報について、十分に理解してください。
また、2方向マージの詳細は、共通の親を使用しない完全なリポジトリ・マージの実行を参照してください。
テストから本番に移行する場合は、次のガイドラインを使用します。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。
biserverxmlcliユーティリティを使用してオンライン・モードで本番のメタデータを更新することはお薦めしません。 アプリケーション・ロールおよびユーザーを使用して作業をする場合は、次のガイドラインを使用します。
この項では、いくつかの一般的な問題とその解決法方について説明します。
マスターRPDで保持される孤立したロック
ユーザーが変更をネットワークに公開するコマンドを発行することでロックを設定した場合、それは公開が完了するまでクリアされません。そのユーザーがそれを忘れて2週間の休暇をとってしまった場合、MUD管理者はそのロックを解除できます。
ロックは、マスター・ディレクトリの非表示のシステム・ファイルに格納されます。ロック・ファイルが見つからない場合は、Windowsのエクスプローラで「ツール」を選択し、「フォルダ オプション」を選択します。「表示」メニューで、「すべてのファイルとフォルダを表示する」オプションが選択されていることを確認します。
ロック・ファイルは、マスターRPDと同じ名前を持ち、.lckという拡張子が付きます。ロック・ファイルを削除すると、リポジトリのロックが解除されます。
この図は、リポジトリ・ロック・ファイルを示しています。

他のユーザーで削除されたオブジェクト
必要なオブジェクトを他のMUD開発者が削除した場合、次のオプションを選択できます。
詳細は、マルチユーザー開発の履歴の表示と削除を参照してください。
チェックアウト後にプロジェクトがない場合に必要な物理表および結合
物理オブジェクトは明示的にプロジェクトに属しているわけではありません。物理オブジェクトはプロジェクトの論理ファクト表にマップされ、それがチェックアウト時に抽出されているのです。
ローカルの抽出時に必要な物理オブジェクトを取得するには、必要な物理オブジェクトへのマッピングを持つ追加プロジェクトをチェックアウトします。そのようなプロジェクトがない場合、リポジトリ全体を編集してプロジェクトで論理ファクト表へのマッピングを作成する必要があります。MUD管理者はオフラインでリポジトリの変更を行うことができます。次のチェックアウトでその物理オブジェクトを含める必要があります。
前回のセッションで追加されたオブジェクトがチェックアウトされたリポジトリにない
最近追加されたオブジェクトがチェックアウトされたリポジトリにない場合、マージおよび公開する前にオブジェクトをプロジェクトに追加することを忘れた可能性があります。プロジェクト内のオブジェクトまたはプロジェクトから推測されたオブジェクト(ディメンションや物理オブジェクトなど)のみが、抽出されるリポジトリに含まれます。
この問題を解決するには、そのオブジェクトをマスター・リポジトリのプロジェクトに追加するようにMUD管理者に依頼します。
#1の追加によるオブジェクトの名前の変更
2つのオブジェクトが同じ完全修飾名で異なる内部アップグレードIDを使用してマージされている場合に、このような状況が発生します。このような状況でマージ・ロジックは、これらのオブジェクトは意味的に異なるオブジェクトと判断し、オブジェクトの名前を変更して一意性を保持します。
この問題を解決するには、equalizerpdsユーティリティを実行します。これは、2つのリポジトリで同じ完全修飾名を持つオブジェクトが同じアップグレードIDを持つようにアップグレードIDを再割当てするユーティリティです。その後、再度マージを試行してください。2つのオブジェクトは、名前が変更されることなく、マージされます。
詳細は、オブジェクトの等化を参照してください。
前のバージョンへのロールバック
マルチユーザー開発環境では、適切なチェックポイントでRPDのバックアップ・コピーを保存します。破損が発生する可能性のある操作が実行されるたびに、新しいバックアップがマスター・ディレクトリに保存されます。これはRPDの名前を持ち、3桁のインクリメント整数の拡張子を持ちます。個々の開発者も、開発時はいつでもRPDファイルをコピーできます。
開発者のサンドボックスでは、チェックアウトされたプロジェクトの元のバージョンはoriginalrpd_name.rpdという名前で保存されています。開発者が変更を廃棄すると、自動的にこのバージョンが使用されます。
また、次の手順を実行して、古いバージョンを参照したりロールバックすることもできます。
マスターMUDリポジトリの手動更新
マルチユーザー開発(MUD)環境におけるOracle BIリポジトリの開発の過程で、マスター・リポジトリを手動で変更する必要がある可能性があります。MUDプロセスは高度に制御されており、MUDの履歴ログ・ファイル(.mhl)にはアカウンティング情報が格納されているため、手動の手順を実行する際には注意が必要です。マスター・リポジトリに対して手動で作業するには、MUDディレクトリとは別のディレクトリにあるリポジトリで作業する必要があります。その後、マスターRPDと、MUDディレクトリにある最新バージョンのリポジトリの両方を交換する必要があります。
たとえば、master.rpdという名前のリポジトリを手動で更新するには、次の手順に従います。
master.rpd)をローカル・ディレクトリにコピーします。 master.rpd)のローカル・コピーに必要な変更を加えます。 master.rpdをMUDディレクトリのmaster.rpdとしてコピーします。次に例を示します。 master.7011)を持つ最新のリポジトリを特定します。 master.rpdをMUDディレクトリにコピーし、リポジトリの最新バージョンを上書きします。次に例を示します。 最新バージョンの置換
この例では、古いバージョンをコピーして最新バージョンを置き換える方法を説明します。現在はバージョン1000であり、バージョン900にロールバックするとします。この状況では、repository.900、repository.1000およびrepository.rpd(現在のバージョン)の3つのファイルがあります。ロールバックを実行するには、repository.900のコピーを作成し、その名前をrepository.1001に変更します。これにより、バージョン履歴にrepository.1000を保持できます。その後、repository.900をrepository.rpdにコピーします。
この付録の内容は次のとおりです。
架空の会社を提示して、Oracle Business Intelligenceのイニシアティブの例を説明します。
Eden Corporation社(架空の会社)は、最近Oracle Business Intelligenceを購入しました。この会社の2つの部署がライセンスを保有し、製品を使用する予定です。
そのため、この会社には2つの個別のイニシアティブがあります。
販売部と人事部の開発者は、お互いのデータおよびメタデータを参照することはできません。すべてのメタデータのセキュリティ権限を持つユーザーは、メタデータ管理者のみです。
多くの組織と同様に、緊急要求の定型的な傾向や本番での不具合も時折ある可能性があります。長期間のイニシアティブSとイニシアティブHがともに開発期間中であっても、開発者はその修正バージョンを数日以内に配信する必要があります。
技術チームのロールおよび職責について
Eden Corporation社では、次のようなチームを配置しています。
Eden Corporation社の開発フェーズについて
Eden Corporation社では、次のタイムラインに基づいてRPDを本番にデプロイします。
Eden Corporation社のトポロジについて
Eden Corporation社では、マルチユーザー開発環境に次のシステムを使用する予定です。
リポジトリ・アーキテクチャについて
Eden Corporation社のビジネス構造およびイニシアティブのため、リポジトリに2つの独立したセマンティック・モデル(1つは販売部用、1つは人事部用)が必要です。これらのモデルそれぞれが、複数のプロジェクトを持つ可能性があります。
リポジトリ構造の計画
リポジトリ・ファイルの構造次第で組織のマルチユーザーの開発ニーズをサポートできるようになるため、Eden Corporation社ではリポジトリ・ファイルの構造を計画することの重要性を認識しています。主要なオブジェクトには所有者が割り当てられるため、開発者は競合が発生したときに誰に照会したらよいか、自身で変更してはならないオブジェクトはどれかがわかります。
ヒント:
複数の独立したセマンティック・モデルをホストする場合、トップレベル・オブジェクトの名前を列挙して、名前が重複しないようにしてください。
これらの表は、イニシアティブSおよびイニシアティブHのmain.rpdの高レベル・オブジェクトを示しています。これらは、プロジェクトおよび所有者にマップされます。Adamは、イニシアティブSおよびイニシアティブHの全体の所有者です。
| オブジェクト・タイプ | オブジェクト | 所有者 | ProjRevenue | ProjQuota | ProjTarget |
|---|---|---|---|---|---|
物理データベース | Sample App Data | Sally | はい | はい | はい |
ビジネス・モデル | Sales | Sally | 該当なし | 該当なし | 該当なし |
論理ファクト表1 | F10 Billed Rev | Sally | はい | はい | いいえ |
論理ファクト表2 | F30 Facts Targets | Scott | いいえ | いいえ | はい |
論理ファクト表3 | F50 Facts Quotas | Scott | いいえ | はい | いいえ |
論理ディメンション | (各種) | Sally | はい | はい | はい |
サブジェクト領域(1) | Sales Quota | Scott | いいえ | はい | いいえ |
サブジェクト領域(2) | Sales Revenue | Sally | はい | いいえ | いいえ |
サブジェクト領域(3) | Sales Target | Scott | いいえ | いいえ | はい |
変数 | S_Last_Load | Sally | はい | はい | はい |
初期化ブロック | S_Last_Load | Sally | はい | はい | はい |
アプリケーション・ロール(1) | Sales Management | Sally | はい | はい | はい |
アプリケーション・ロール(2) | Sales Rep | Sally | はい | はい | はい |
| オブジェクト・タイプ | オブジェクト | 所有者 | ProjHR |
|---|---|---|---|
物理データベース | Human Resources Data | Helen | はい |
ビジネス・モデル | HR | Helen | 該当なし |
論理ファクト表(1) | Payroll Facts | Helen | はい |
論理ファクト表(2) | Medical Ins Facts | Helen | はい |
論理ディメンション | (各種) | Helen | はい |
サブジェクト領域(1) | HR Payroll | Helen | はい |
サブジェクト領域(2) | HR Medical | Helen | はい |
変数 | H_Last_Load | Helen | はい |
初期化ブロック | H_Last_Load | Helen | はい |
アプリケーション・ロール(1) | HR Management | Helen | はい |
アプリケーション・ロール(2) | HR Rep | Helen | はい |
架空の会社例の最初のフェーズでは、Sally AndreとScott Bakerの2人が並行して開発します。
Sallyが初期コンテンツを作成し、Adam Straightがそれを複数のプロジェクトに分割します。その後、彼はMUDディレクトリを作成し、SallyとScottがチェックアウトして開発を行えるようにします。ユニット・テストの後、彼らの変更をマージして公開し、その後、Adamがリポジトリをテスト環境に移行します。不具合の修正サイクルの後、Adamがリポジトリを本番にプロモートします。
次の項では、フェーズIの開発について説明します。
架空のMUDプロジェクトにおいて、Sally AndreがイニシアティブSを空のRPDから開始します。
いくつかの論理スターおよびサブジェクト・エリアを最初に定義している場合、リポジトリをMUDプロジェクトに分割する方が容易なため、始めにフェーズIに必要な物理モデルを開発します。独自のローカル・テスト・データソースの接続プールの詳細も含まれます。
ヒント:
物理モデルには、物理表、すべての物理表に別名を定義して意味のある名前を付けるためのベスト・プラクティス、および結合が含まれます。
この図は、イニシアティブSの物理モデルを示しています。

Sallyは、物理レイヤーをビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤーにドラッグしていくつかの初期コンテンツを作成します。また、不要な表を削除したり、スター結合が正しくなるようにします。さらに、開発時に必要なすべての物理表が開始論理表からのマッピングを持たせ、チェックアウトするときにそれらがプロジェクトに含まれるようにします。Sallyはこれらの手順を使用してF10 RevenueおよびF50 Quotasの2つのファクト表を作成し、これらはプロジェクトの基盤として機能します。
また、Sallyはビジネス・モデルのプロジェクトをマップするためのサブジェクト・エリアをいくつか持つ必要があります。ビジネス・モデル全体をドラッグすることができますが、ビジネス・モデルを右クリックして「Logical StarsとSnowflakes向けのサブジェクト・エリアの作成」を選択するとこの機能をより便利に実行できます。この機能を使用すると、それぞれの論理ファクト表からサブジェクト・エリアを作成できます。
Sallyは、この時点でサブジェクト・エリアのコンテンツについて考慮する必要はありません。重要なのは各サブジェクト・エリアを同じプロジェクトの論理ファクト表にマップするということです。ただし、サブジェクト・エリアは管理ミーティングSales QuotaおよびSales Revenueで合意された計画に基づいて名前を付けます。
Sallyはこの時点で、RevenueおよびQuotaファクト表に基づいて最初の2つのプロジェクトを作成するための十分なMUD管理者のコンテンツを持ちます。これらを確認するには、Sallyは最低でも次の基準を満たしていることを確認する必要があります。
架空の会社例で、Eden Corporation社のMUD管理者Adam Straightは、ここで次の手順を実行してプロジェクトを作成し、それらをチェックアウトできるようにします。
Adam Straightは、MUDディレクトリ(RPD_main)を作成して、このディレクトリにマスターRPDを保存します。このマスターRPDには、開発者用のコンテンツのスーパーセットが含まれています。ユーザーはマスターからプロジェクトをチェックアウトし、変更を共有する場合は、そのプロジェクトをマスターに戻してマージします。Sallyは自分の初期RPDをマスター・フォルダにコピーし、Adamが最初の2つのプロジェクトProjRevenueとProjQuotaを作成できるようにします。
Adamは『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマスターRPDを開き、「管理」→「プロジェクト」を選択します。次に、プロジェクト・マネージャで、「アクション」→「新規プロジェクト」を選択します。彼はこのプロジェクトに「ProjRevenue」という名前を付けてから、プロジェクトの中央の論理ファクト表を選択します。リストの一番上のオブジェクトが開き、論理ファクト表が表示されます。また、論理ファクト表が属するビジネス・モデルごと、またはサブジェクト・エリアごとにまとめて表示することもできます。
この図は、Adamが論理ファクト表を表示できる様々な方法を示しています。

Adamは、サブジェクト・エリアのグループを使用して同じファクト表を選択できたかもしれませんが、便宜上、ビジネス・モデルごとにファクトをグループ化することに決めます。彼はこのプロジェクトに指定されたファクト表、さらにデフォルトのアプリケーション・ロールおよびサブジェクト・エリアを追加します。カスタムで定義されたアプリケーション・ロール、ユーザー、変数または初期化ブロックはまだないため、それらをプロジェクトに追加することはできません。Adamは、2番目のプロジェクトのProjQuotaでもこの処理を繰り返します。
ヒント:
一部の明示的なオブジェクトは、両方のプロジェクトでアプリケーション・ロールを共有しているため、両プロジェクトで同一になります。同様に、多くの暗示的なプロジェクトのオブジェクトも共有されます(特に論理モデルと物理モデルの両方のディメンション表など)。プロジェクトは、作業が簡単になる小さなサブセットを作成する場合に役立ちます。プロジェクトは、セキュリティには向いていません。それぞれのトップレベル・オブジェクトの所有者がチーム全体に割り当てられてドキュメントが作成される管理プロセスにおいては、開発者が競合を回避できることからも、これは重要になります。
プロジェクトの論理ファクト表F10 Bill Revの所有者はSally Andreであり、このプロジェクトの所有者であるScott Bakerではありませんが、Adamはこれをこのプロジェクトに含めています。このようにした理由は、Scottが両方のファクト表のメジャー(販売ノルマの割合)から導出するメジャーを作成する必要があるためです。要は、ユーザーが所有するオブジェクトのみでなく、ユーザーの要件の実装に必要なコンテンツのサブセットもユーザーに提供されるということです。
Adamは、sales.rpdという名前でマスターRPDを共有ドライブRPD_Mainに保存します。これで、ユーザーはプロジェクトをチェックアウトし、作業を平行して進められるようになります。
2人の開発者は、マスター・リポジトリの管理ツール・クライアントを設定して、プロジェクトをチェックアウトし、作業を開始します。
Sallyはまず、マスター・リポジトリを使用するように管理ツール・クライアントを設定します。そのためには、「ツール」→「オプション」を選択してから、「マルチユーザー」タブを選択します。そこで、マスター・リポジトリ・ディレクトリへのポインタを設定します。また、ログやロックで便利になるので、彼女のフルネームも入力します。次に、彼女は自分のプロジェクトをチェックアウトして、そのプロジェクトでの作業を開始します。
一方、マスター・リポジトリ・ディレクトリには、sales.000とsales.mhlという2つの新しいファイルが作成されています。この図は、新しいファイルを示しています。

sales.000ファイルは、Sallyがsales.rpdをチェックアウトするときに作成されるsales.rpdの自動バックアップ・ファイルです。問題が発生した場合、このファイルを使用してロールバックできます。sales.mhlファイルでは、プロジェクト、コンピュータ、ユーザーなどのパラメータおよびチェックアウト・ステータスを追跡します。
一方、Sallyのローカル・リポジトリ・ディレクトリには、3つのファイルが作成されています。
この図は、ローカル・リポジトリ・ディレクトリの3つのファイルを示しています。

ここで、Sallyは自分のアプリケーションのモデルでの作業をオフライン・モードで開始します。彼女は初期コンテンツを作成したときに独自のテスト・データソース接続プールの詳細を使用していたので、接続プール設定を変更する必要はありません。
Sallyはまずファクト表を開いて、モデリングのベスト・プラクティスに基づいて使用されていないキーを削除します。それから、Discnt_Value、RevenueおよびUnitsの3つのメジャーにSUM集計ルールを追加します。またそれらの名前を、Discnt_Valueは「Discount Amount」、Unitsは「Units Sold」、Revenueは「Sales Revenue」にそれぞれ変更します。
また、D10 Product表にProd_Dsc列の大文字バージョンとなる新しい「PRODUCT DESCRIPTION」という列を追加する必要があります。これは、「Upper("Sales"."D10 Product (Dynamic Table)"."Prod_Dsc")」の式を使用します。さらに、ディメンション階層を追加し、「Constant One」という変数を作成して、それを値1に初期化します。これを使用して新しいメジャーConstant Oneを作成します。最後に、自分の作業を保存します。
Sallyは、アプリケーション・ロールを追加できるようにサンドボックスOracle Business Intelligenceスタックを開始してから、アンサーを使用してリポジトリをテストします。次の手順に従ってコンポーネントを正しい順序で開始し、システム環境を構成します。
サンドボックスのOracle WebLogic Server管理サーバーを起動します。たとえば、Windowsでは、「スタート」→「プログラム」→「Oracle WebLogic」→「User Projects」→「bifoundation_domain」→「Start Admin Server for WebLogic Server Domain」を選択して、入力を求められたらインストール時に作成したユーザー名とパスワードを入力します。
注意:
エンタープライズ・インストールまたはソフトウェアのみインストールのタイプを使用している場合、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用してOracle WebLogic Server管理対象サーバーも起動する必要もあります。通常、開発サンドボックスをインストールしている場合は、簡易インストール・タイプを使用します。
さらに、Fusion Middleware ControlのBusiness Intelligence概要ページからシステム・コンポーネントを起動します。
ステップ2 - 5の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参照してください。
SallyのOracle BIサーバーはLinuxシステム上にあるため、管理ツール・クライアントからそこのBIサーバーにアクセスできるように彼女のWindowsコンピュータにODBC接続を設定する必要があります。
Sallyは、Linuxコンピュータ上のOracle BIサーバーを指すように、Oracle BIサーバーODBC DSNを手動で追加します。Oracle BIサーバーのODBC DSNを作成する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイドの「Oracle Business Intelligenceへの他のクライアントの統合」を参照してください。
Sallyは、Oracle WebLogic Serverの組込みポリシー・ストアを使用するため、2つのアプリケーション・ロール「Sales Management」および「Sales Rep」を追加する必要があります。ロールを追加するには、WindowsコンピュータでWebブラウザを開き、(彼女のLinux上のOracle Business Intelligenceスタックを指す) Fusion Middleware Controlにログインします。Fusion Middleware Controlを使用して新しいロールを作成し、それを適切なユーザー、グループまたは他のロールにマップして、そのロールに適切な権限を付与します。
ヒント:
詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのアプリケーション・ロールの作成を参照してください。
次に、Sallyは新しいアプリケーション・ロールを彼女のリポジトリに追加して、それらをオブジェクトの権限およびデータ・アクセス・フィルタに使用する必要があります。そのためには、Sallyは次の処理を実行します。
Sallyが次に自分のプロジェクトをチェックアウトするときに新しい変数とアプリケーション・ロールがそれに含まれているようにするには、自分の変更をチェックインする前にプロジェクトにそれらを追加する必要があります。これを行うには、Adamがプロジェクトを作成したときと同じ手順を実行します。「管理」→「プロジェクト」を選択し、自分のプロジェクトを選択し、左のペインで新しいオブジェクトを選択して、「追加」をクリックします。
架空の会社例で、Sally AndreはProjRevenueプロジェクトで作業を行っていますが、Scott BakerはProjQuotaで作業を開始します。
彼はMUDの管理ツール・オプションを設定し、プロジェクトをチェックアウトして、作業を開始しています。
Scottは、オンライン・モードを選んで作業します。Oracle BIサーバーで稼働中にリポジトリを変更するので、オンライン・モードで作業することで開発とユニット・テストの循環が強化されます。管理ツールのツールバーで「変更のチェックイン」をクリックするたびに、稼働中のサーバーに変更が適用されます。その直後にアンサーに移動して、そこで変更をテストできます。プレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトを追加、削除、名前変更または再編成する場合、アンサーの基準タブでメタデータをリロードして、そこに表示されているツリーをリフレッシュする必要があります。
最初に、Scottは自分のローカルOracle Business Intelligenceスタックを開始し、チェックアウト済のリポジトリをアップロードします。Oracle BIサーバーを再起動して、管理ツールを開き、オンライン・モードでリポジトリを開きます。
Scottは、接続プールの設定を変更し、自分のローカル・テスト・データベースを指すようにする必要があります。これは、マスター・リポジトリにはSallyの設定が含まれているためです。このマージ・プロセスで、これらの接続プールの変更は、すでにマスター・リポジトリに存在する接続プールによってオーバーライドされます。したがって、Scottは、次にチェックアウトするときに自分のローカル・テスト接続プールの変更を再び適用することが必要になります。
ヒント:
本番および他の環境への移行時に必要な接続プールの変更を自動化するには、Oracle BIサーバーXML APIを使用します。詳細は、 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスの「テスト環境から本番環境への移行」を参照してください。
Scottの次のタスクは、キーを削除して彼の論理ファクト表をクリーンアップすることです。また、メジャーにSUM集計ルールおよび業務上わかりやすい名前(Quota Amount)を指定します。
F10論理表はSallyが所有しているので、Scottは表内の何も変更しません。彼女がマスターRPDに対して変更をマージおよび公開したら、彼も同じことを行います。そこで、彼は再度チェックアウトして彼女の変更を取得します。
次にScottは、「Sales percent of quota」という新しいメジャーをF50表に追加します。これは、次の式を使用して両方のファクト表から導出します。
Sallyが自身のプロジェクトでRevenueの名前を変更しても、マージ処理ではそれが同じオブジェクトと識別され、Scottの式で同じ名前が使用されます。オブジェクトのアップグレードIDは元のIDと同一であるため、マージ・ロジックで名前の変更を識別できます。
最後に、Scottは、管理委員会のミーティングで彼が知ったことを忘れています。それは、Sallyがすべてのディメンションを所有していることです。彼は、PRODUCT DESCRIPTIONというD10 Product.Prod_Dsc列のすべてが大文字になっているバージョンを必要としています。彼は、Sallyが作成したものと同じ列を作成します。この誤りは、すぐに、公開手順の中のマージ・プロセスで検出され、解決されます。
Scottは、オンライン・モードで作業しているため、自分のリポジトリをアップロードしたり自分のシステムを再起動する必要はありません。そのかわり、変更をコミットした直後に、「変更のチェックイン」を使用してそのユニット・テストを行います。その間にSallyは、彼女の変更のテストを終えます。
Sallyは変更の最初のバッチの作成およびユニット・テストを終えたので、作業を保存してそれをマスター・リポジトリにマージします。
彼女は、「ファイル」→「マルチユーザー」→「ネットワークに公開」を選択します。新しいオブジェクトをプロジェクトに追加することを忘れても、詳細な警告が表示されるので、オブジェクトをプロジェクトに追加して再度マージできます。そうしないと、次に彼女がプロジェクトをチェックアウトしたときに、オブジェクトは抽出されません。
次に、他のユーザーがマージすることでSallyの変更が破損してしまうことなく彼女が自分の変更をマージできるように、管理ツールはマスター・リポジトリをロックします。
ヒント:
コメント・フィールドを使用して、公開する変更の説明を記録用に残しておくことをお薦めします。また、頻繁に公開すること、つまりサブセットのリフレッシュを実行することで、変更の追跡および後の履歴の監査が容易になります。さらに、管理ツールのモデリングでは、作業を段階的に行うことでテストを簡易化して各タスクの複雑性を低減することをお薦めします。
Sallyの変更により競合が発生することはないので、次に示す「マージ戦略の定義」の手順では競合について触れていません。ただし、プレゼンテーション・オブジェクトの別名は特殊なケースで、変更(ローカル・バージョン)、現行(マスター)、または2つのマージを保持することを選択できます。Sallyが列名を変更すると別名が自動的に作成されるため、新しい名前を本番に配置したときに、古い名前に記述されたレポートが破損することはありません。Eden Corporation社にはまだレポートがないため、「現行」を選択しても別名は空のままです。彼女は「Sales Revenue」、「Units Sold」および「Discount Amount」に対してこれを行います。
注意:
名前を複数回変更すると、一連の別名ができることがあります。古い名前を使用しているレポートのセットが存在する場合があるため、「マージ戦略の定義」画面で「選択内容のマージ」を選択して、「現行」に存在する別名および「変更」の新しい別名を保持できます。
マージ手順が完了すると、マスターsales.rpdは、Sallyによる変更で上書きされます。マージ・ログも保存されます。
架空の会社例で、Scottは、このフェーズの自分の開発作業を完了したので、「ファイル」→「マルチユーザー」→「サブセットのリフレッシュ」を選択し、サブセットのリフレッシュを実行して、自分の変更をマスター・リポジトリの最新バージョンにマージします。
「マージ戦略の定義」画面で、プレゼンテーション列Quota Amountに対して作成された別名を保持するかどうかが確認されます。Sallyと同様に、Scottも、現在のリポジトリの値(別名を使用しない)を保持することを選択します。
サブセットがリフレッシュされた後、Scottは再び簡単にユニット・テストを実行します。彼はテスト中に、Sallyのものと同じPRODUCT DESCRIPTIONという列を誤って作成していたことに気づきます。Scottの列は個別に作成されているので、内部アップグレードIDはSallyのものとは異なります。そのため、名前が同じでも、マージ・ロジックではそれを別の列と認識し、上書きされることなく、名前に「#1 (PRODUCT DESCRIPTION#1)」が付加されます。
Scottは外部列を削除し、自分のロジックをSallyのPRODUCT DESCRIPTION列に接続して、再度簡潔にテストしてから、ネットワーク・マスター・リポジトリに変更を公開します。
Scottが様々なユーザーのオブジェクトを削除または変更していると、エラーの解決は困難になることがあります。その場合、オブジェクトの再作成および補正、またはリポジトリのバックアップ・バージョンへのロールバックおよび彼の変更の再作成が必要になることがあります。
テスト環境のリポジトリの準備をするために、MUD管理者Adam Straightはここで、マスター・リポジトリで直接いくつかのタスクを実行する必要があります。
ここで、「ファイル」→「開く」→「オフライン」を使用します。
Adamはまず管理ツールを開いてからsales.rpdをオフライン・モードで開きます。その直後、他のユーザーはロックアウトされるので、それらのユーザーがプロジェクトをチェックアウトしようとするとWindows権限エラーが発生します。Adamが何度もファイルを開いたり閉じたりする必要がある場合、他のユーザーがそれぞれの変更の間にチェックアウトできないように、RPDをどこか他の場所で変更して共有ディレクトリからそれを削除する必要があります。
Adamはテスト環境に適合するように接続プール設定を変更します。管理ツール・ユーザーがプロジェクトをチェックアウトする場合、接続プール・パラメータはチェックアウトに含まれません。通常、MUDディレクトリのマスター・リポジトリにはテスト接続プールが含まれますが、個々の開発者は独自にテストデータベースに接続するために様々な設定が必要になる場合があります。マージおよび公開時は、マスター・リポジトリの接続プールは開発者の変更で上書きされないため、引き続き共有テスト・データベースを指すことができます。
また、Adamは新しいアプリケーション・ロールがテスト・システムに移行されていることを確認する必要があります。このロールは2つしかないので、彼はテスト・システムのFusion Middleware Controlでそれらを再入力することにします。さらに、Adamはいくつかのテスト・ユーザーまたはグループを新しいアプリケーション・ロールにプロビジョニングして、セキュリティ・フィルタ、権限および問合せ制限をテストできるようにします。
最後に、Adamはリポジトリをテスト・システムをアップロードし、Oracle BIサーバーを再起動します。ローカルの管理ツールを使用して、テストOracle BIサーバーをオンライン・モードで接続し、整合性チェッカを実行します。このリポジトリで参照されるいずれかのアプリケーション・ロールに欠落またを不正があると、整合性チェッカでそのエラーのリストが出力されます。
架空の会社例を検討して、マルチユーザー開発環境でのテストについて学習します。
この時点でテスト・チームはリポジトリをテストできます。テスト中に、テスト・チームは"Sales"."F50 Facts Quotas"."Sales percent of quota"が式sales/quotaではなくquota/salesで誤って作成されているという不具合を発見します。テスト・チームは不具合レポートを記述し、不具合の修正はScott Bakerが割り当てられます。
Scottは管理ツールを開いて、ProjQuotaをチェックアウトし、変更を行い、ローカル・テスト・データベースを指すように接続プールを変更して独自のサンドボックスでテストします。その後、彼は変更を共有MUDディレクトリに公開します。彼は、不具合が修正され、リポジトリは再度テストするために送信する準備ができたことをAdamに通知します。
MUD機能によりマスター・リポジトリはチェックアウトされたプロジェクトの接続プールの変更から隔離されるので、Adamは接続プールが正しいテスト・システムで指定されていることを認識できます。リポジトリをアップロードして、Oracle BIサーバーを再起動します。
テスト・チームは完成するまでテストを行い、本番用のリポジトリはクリアされます。
リポジトリがテスト・フェーズで合格すると、リポジトリを本番にアップロードする前に、リポジトリのデータベース接続パラメータを更新する必要があります。
アプリケーション・ロールを移行およびプロビジョニングする必要もあります。
管理チームが立てた計画に基づき、本番運用チームは新しいアプリケーション・ロールが必要なことを認識します。本番運用チームは、Adamと同様に、テスト環境に新しいアプリケーション・ロールを作成します。また、管理チームからのセキュリティ仕様に基づき、ユーザーまたはグループをそれらのアプリケーション・ロールにプロビジョニングします。
本番に移行する前に、Adamは、接続プール・パラメータを本番データベースに必要な値に変更する必要があります。Eden Corporation社では、Adamは本番接続プールを表示する権限を持っていますが、他のリポジトリ開発者は持っていません。したがって、Adamかテストから本番に接続プールを変更できず、リポジトリをマスター・ディレクトリに残したままにします。それは、開発者が、それを読み取って書き込むためのWindows権限を持っているためです。かわりに、彼は本番に必要な接続プールのXMLパッチを作成します。次に、彼は、sales.rpdをセキュアなディレクトリにコピーし、そのパッチを適用してから、テストを実行してそれが実際に本番データ・ソースに接続していることを確認します。その後、リポジトリを本番システムにアップロードし、本番クラスタのサーバーを起動します。
ヒント:
本番および他の環境への移行時に必要な接続プールの変更を自動化するには、Oracle BIサーバーXML APIを使用します。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition XMLスキーマ・リファレンスの「テスト環境から本番環境への移行」を参照してください。
マスター・リポジトリはまだテスト・データベースを指しているため、管理ツール・ユーザーはそれを参照できます。一方、本番リポジトリの新しいバージョンは、XMLパッチ・ファイルの接続プールの変更を適用することで、いつでも構築できます。
ここで本番の検証が実行されます。テスト・システムへの移行と同様に、重要な検証では、アプリケーション・ロールがすべて正しくなるように、オンライン・モードで整合性チェッカが実行されます。この検証が完了すると、フェーズIは本番になります。
架空の会社の例のフェーズIIでは、開発は新しいフェーズIIブランチで続行され、メイン・ブランチでは本番アプリケーションを追跡します。
この作業を管理するために、Adamはブランチ・プロジェクトを追加して、2番目のマスター・リポジトリの共有ディレクトリを設定し、1つはメイン、もう1つは新しいフェーズIIブランチに指定します。
SallyはさらにコンテンツをProjRevenueに追加します。彼女がその作業をしている間、Scottは新しいコンテンツを追加します。Scottがマージおよび公開を終えたら、Adamは新しいプロジェクトProjTargetを作成し、Scottの新しいコンテンツをそれに移動します。一方、彼らは本番で発生したすべての不具合に対処する必要があります。これもメインsales.rpdブランチで行われます。
次の項では、フェーズIIの開発について説明します。
架空の会社の事例で、Adamは最初に、新しいブランチのマスターを保持するために別のMUDディレクトリを作成します。また、SallyとScottがそれを読書きできるように、Windows共有セキュリティを設定します。
次に、Adamは、メイン・リポジトリをメインMUDディレクトリに配置します。彼は、既存のすべての機能を含んだそのブランチの新しいプロジェクトを追加します。その後、彼はリポジトリを閉じ自分のローカルの管理ツール・リポジトリ・フォルダのブランチ・プロジェクトをチェックアウトします。彼は、それを、ブランチMUDディレクトリにコピーします。そこでは、ブランチのマスターとして機能するようになります。
SallyとScottは再度プロジェクトをチェックアウトして、Sales InitiativeフェーズIIの開発を相互に並列して、また本番中のフェーズIと並列して開始します。
Scottは新しいプロジェクトになる新しいコンテンツを追加しているので、新しいコンテンツにマップまたは結合する必要がある共有オブジェクトを提供する他のプロジェクトを1つ以上チェックアウトする必要があります。彼は、ProjQuotaをチェックアウトすることを選択します。
架空の会社を使用して、新しいメジャーの作成方法を示します。
SallyとScottがフェーズIIを開発している間に、CEOの緊急リクエストが彼らにエスカレートされます。CEOは主要な販売マネージャにダッシュボード上の「Sales Quota Variance」という新しいメジャーを2日以内に閲覧させたいと考えています。
Scottは、フェーズIIブランチの新しいプロジェクトの作業を閉じます。これはチェックアウトの状態が続きます。その後、新しいメジャーを含むプロジェクトProjQuoteをメイン・ブランチ・マスター・リポジトリ(sales.rpd)からチェックアウトします。彼は新しいメジャーおよび対応するプレゼンテーション列を作成して、ローカルでそれをテストし、再び変更をメイン・ブランチに公開します。
Scottは、チェックアウトされたフェーズIIリポジトリをローカルドライブから再度開いて、開発を続行します。
一方、Adamは新しいsales.rpdをテスト環境に送信し、そこでテスト・チームが修正を検証します。
次に、Adamは修正したリポジトリを本番環境に送信する準備をします。リポジトリ全体ではなく、変更のパッチを送信します。
パッチを作成するために、Adamは変更されたリポジトリと本番で現在稼働中のリポジトリを比較します。本番で稼動しているリポジトリは、新しい変更をマージする直前のメイン・リポジトリと同じです。そのため、それはMUDディレクトリのバックアップ・リポジトリの1つです。本番で稼動している現在のリポジトリは、sales.006というバックアップであり、これは彼が今後のブランチのマージのオリジナルとして特定しているものと同じです。彼は、これをsales.006.rpdにコピーし、管理ツールでそのファイルを表示して開けるようにします。(後で別のマージに必要となる可能性があるため、単にその名前を変更できません。)
この図は、sales.rpdとsales.006が含まれるMUDディレクトリのファイルを示しています。

次に、Adamは更新sales.rpdが含まれるリポジトリを開きます。「ファイル」→「比較」を選択してから、比較する古いバージョンにsales.006.rpdを選択します。「リポジトリの比較」ダイアログには、パッチに含まれるバージョン間の差異が表示されます。
この図は、「リポジトリの比較」ダイアログを示しています。

次に、Adamは「パッチの作成」をクリックして、結果をPatch_variance.xmlとして保存します。パッチには、2つの新しい列を適用する必要があるオブジェクトとそれに関連する相互接続のみが含まれます。
ヒント:
より複雑なパッチを使用すると、オブジェクトを削除したり、新しいプロパティ値でマージするオブジェクトを上書きできます。
Adamのパッチは、次のようになります。
ヒント:
リポジトリ全体の移行と異なり、このパッチを適用する前に接続プールを変更する必要はありません。本番で稼動するリポジトリにはすでに正しい接続プールの設定が行われています。パッチがこのロジックに影響することはないので、接続プールは介入されることなく正しく動作し続けます。
最後に、Adamはこのパッチを移行して本番システムに適用する必要があります。これを実行するにはいくつかの方法があります。
patchrpdユーティリティを使用してXMLパッチを適用できます。なんらかの競合が発生すると、ユーティリティは更新をキャンセルし、変更を行わずに終了します。更新が成功すると、前のパラグラフの説明にあるように、運用スタッフはローリング再起動を実行できます。ヒント:
管理ツールを使用して本番のOracle BI サーバーにオンライン・モードでログオンする権限がある場合、「ファイル」→「名前を付けてコピー」を使用してそれをローカル・ドライブにコピーできます。
SallyとScottは、新しいブランチで変更を完了し、それらを公開します。
そこでAdamはScottの新しいコンテンツを新しいプロジェクトprojTargetに追加します。彼は以前と同様の手順を実行し、ブランチ・リポジトリをテスト・チームに送信します。
テストが完了したら、MUDマージを使用して、そのブランチをメイン・ブランチにマージしなおす必要があります。このようにして、本番パッチと新しく開発されたコンテンツがマージされて、後で本番に移動できるようになります。
ここで、sales.rpdにはすべての変更が含まれ、ブランチは不要になります。Sales.rpdが、統合テストに送信され、マージされたコンテンツが既存のコンテンツに不具合を起こさないことが確認されます。統合テストが完了したら、Adamは変更を含む別のパッチを作成し、運用スタッフに、稼働中の本番システムにそれを適用してもらいます。Salesイニシアティブ・フェーズIIは、これで本番になります。
架空の会社の例の次のフェーズで、SallyとScottはSalesイニシアティブ・フェーズIIIの開発を開始します。
一方、Helen RoweはHRイニシアティブの最初のフェーズを構築して、新しい独立のセマンティック・モデルを本番に配置します。
次の項では、フェーズIIIの開発について説明します。
架空の会社の例で、Helenのアプリケーションには、給与や医療情報などの機密性の高い個人情報が保持されます。
一方、Salesアプリケーションには、法的に機密性の高い財務情報が含まれます。企業のセキュリティ・コンプライアンスにより、これらの2つのチームは相互のデータまたはメタデータを参照することはできません。また、この2つのチームには、時間ディメンションなどの一般的なディメンションを除いて共有できるコンテンツはほとんどありません。この2つのチームのビジネス・ドライバ、予算およびスケジュールも異なります。
これらの理由により、Eden Corporation社の管理委員会は、リポジトリで独立したセマンティック・モデル(1つは販売部用、もう1つは人事部用)を使用することを決定しました。この手法では、共有オブジェクトがないことと、それらのコンテンツに矛盾が発生しないことを確実にするために2つのチームが必要です。これを確実にする最も簡単な方法は、トップレベル・オブジェクトの名前が競合しないようにすることです。変数およびアプリケーション・ロールも異なるものにする必要があります。
ヒント:
ある管理委員会では、それぞれのトップレベル・オブジェクトの名前の前に各セマンティック・モデルに固有の接頭辞(販売部には「S_」、HRには「H_」など)を付けることを開発者に指示することで、トップレベル・オブジェクトが競合しないようにしています。このプラクティスにより、どのオブジェクトがどちらの組織に属しているかわかりやすくなります。別の委員会では、トップレベル・オブジェクトのマスター・リストを保持し、競合が発生しないように確認するためにトップレベル・オブジェクトの名前を提出することを新しいアプリケーションに求めたいと考えています。また、2方向マージでは、上書きによりコンテンツを破損したり予期しないオブジェクト名の変更が発生する前に、誤りを捕捉できます。
別のセキュリティ要件は、正しい開発者のみがそれぞれのリポジトリにアクセスできるように個々のMUDディレクトリにセキュリティを適用する必要があるということです。SallyとScottはSales MUDディレクトリから参照およびチェックアウトのみ実行できます。またHelenはHR MUDディレクトリから参照およびチェックアウトのみ実行できます。Mainディレクトリは本番に実際に存在するマージされたマスターを保持する必要があるので存在し続けますが、Adamのみがそのディレクトリを参照および変更する権限を持ちます。
Eden Corporation社の最後のセキュリティ要件は、独立のセマンティック・モデル開発者がマージ後にオンライン・モードで稼働中のリポジトリにアクセスする機能を無効にすることです。リポジトリ・パスワードは1つしかないので、リポジトリのパスワードおよびアクセス権を持つ開発者はオフライン・モードでそのすべてのコンテンツを参照および変更できます。ただし、オンライン・モードでは、開発者はOracle BIサーバーにログオンするためにデータ・アクセス・ユーザー名とパスワードも必要です。このセキュリティ要件を施行するために、Adamは開発者が本番にログオンしたり、このように本番をテストする権限を与えないようにする必要があります。また、本番運用スタッフはリポジトリ・パスワードを自分たちしか知らないパスワードに変更できますが、リポジトリ・パスワードは管理ツールを使用して変更されるため、Windowsコンピュータでこのタスクを実行する必要があります。
Helenはセキュアな独立のセマンティック・モデルで1人で作業しているので、まだプロジェクトをチェックアウトする必要はありません。ローカル・コンピュータ上の新しいブランク・リポジトリからコンテンツの構築を開始する必要があります。
彼女は、コンテンツの構築およびユニット・テストを通常の手順で段階的に実行します。
Helenはユニット・テストが完了すると、独立のリポジトリが完成します。彼女はそれをAdamに送信し、Adamはマスター・リポジトリを手動で更新するか、別々の場所で2方向マージを実行します。Adamは、次のマージの手順のいずれかを実行します。
手動でリポジトリを更新
別の場所で2方向マージを実行
ヒント:
空のリポジトリを作成するには、「ファイル」→「新規リポジトリ」を選択します。その後、名前(blank.rpdなど)とリポジトリ・パスワードを指定します。「メタデータのインポート」には「いいえ」を選択し、「終了」をクリックします。
マージ後に、Adamは展開されるコンテンツを管理するための新しいプロジェクトhr_payrollを作成します。彼はHelenのコンテンツをそのプロジェクトに追加します。また、それをメインからチェックアウトし、HR Branch MUDディレクトリに送信します。プロジェクトのチェックアウトを使用すると、後でIDおよびマージの管理が容易になります。
Adamは接続プール・パラメータを調整し、リポジトリをテスト・コンピュータに移行します。不具合が見つかった場合は、Helenがhr_payrollプロジェクトをチェックアウトし、それを修正して、ユニット・テストをしてから公開します。(彼女は、チェックアウトしたブランチ・プロジェクトから自分の機能プロジェクトをチェックアウトします。)Adamは、それをテスト・システムに移行してさらにテストします。テストが完了したら、彼は、完了したHRブランチ・リポジトリをメイン・ブランチに戻してマージし、統合されたリポジトリをテスト・システムの統合テストに送信します。
統合されたリポジトリでテストが完了すると、本番への移行の準備が整います。ここでは、完全なリポジトリの移行、またはpatchrpdを使用した本番環境へのパッチの適用というオプションがあります。両方の方法ともローリング再起動が必要です。
この手順の実行後には、本番リポジトリにイニシアティブSとイニシアティブHの両方のコンテンツが格納されます。
管理ツールのリポジトリ・マージ・ウィザードやpatchrpdユーティリティを使用したり、変更をマルチユーザー開発環境のネットワークに公開すると、高度なルールによってオブジェクトのマージ方法が決定されます。オブジェクトのマージに関するデシジョンにはシステムによって自動的に実行されるものと、「マージ戦略の定義」画面のプロンプトとして表示されるものがあります。
この付録の内容は次のとおりです。
Oracle BIリポジトリには、3つのタイプのマージがあります。
Oracle BIリポジトリのマージには次の3つのタイプがあります。
マージ・プロセスには、一般的に次の3つのバージョンのOracle Business Intelligenceリポジトリが関与しています。元のリポジトリ、変更済リポジトリおよび現行のリポジトリです。元のリポジトリとは元の未編集ファイル(親リポジトリ)ですが、変更済(修正済)リポジトリと現行リポジトリは、変更が加えられマージを必要とする2つのファイルです。現行のリポジトリは、管理ツールで現在開いているリポジトリです。
元のリポジトリ、修正済リポジトリおよび現行のリポジトリは、状況に応じて異なるものを意味する場合があります。次に例を示します。
パッチ・マージはこれらのいずれの状況にも使用できることに留意してください。パッチ・マージでは現行ファイルを開いて元のファイルを選択してパッチを生成します。パッチを適用するには、変更済ファイルを開いて元のファイルを選択してパッチを適用します。詳細は、パッチ・マージの実行を参照してください。
完全なマージに適用されるルールについて説明します。
完全なマージの場合、次のルールが適用されます。
一般に、リポジトリ・マージ・ウィザードは、問合せへの対応に必要なオブジェクトのセット数の最少化を保証しようとします。マージの際は、マージ後のリポジトリには不要なオブジェクトが、現行リポジトリから導入される可能性があります。この問題に対処するため、リポジトリ・マージ・ウィザードは、現行リポジトリの新しいプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトがマージ後の最終成果物にも必要であるかどうかが確認されます。新しいプレゼンテーション・オブジェクトを保持することを選択した場合、論理的および物理的な依存オブジェクトもすべて保持されます。一方、新しいプレゼンテーション・オブジェクトの保持を選択しなかった場合は、これらのオブジェクトの使用を必要とする問合せが行われないため、論理的および物理的な依存オブジェクトは保持されません。リポジトリ・マージ・ウィザードは、これらのオブジェクトを廃棄してマージ後のリポジトリに使用されないオブジェクトが移入されないことを保証します。
たとえば、初期化ブロックBのデータ・ソースを接続プールからカスタム認証システムAに変更するとします。初期化ブロック・オブジェクトに対するデータ・ソース・プロパティの変更以外に、カスタム認証システム・オブジェクトでもこれに対応するプロパティの変更が発生します(カスタム認証システムAの初期化ブロック・プロパティの値が初期化ブロックBに変わったため)。
これらのプロパティに対するデシジョンは同期させる必要があるため、初期化ブロックBのデータ・ソース・プロパティのデシジョンに「現行」を選択すると、カスタム認証システムAの初期化ブロック・プロパティのデシジョンも「現行」になります。
リポジトリ・マージ・ウィザードではユーザー入力が必要なデシジョンのすべてが「マージ戦略の定義」画面に表示されます。
オブジェクトのタイプおよび状況によって適用される特殊なルールがあり、それらはオブジェクトのマージ方法およびプロンプトが必要な状況を制御する一般的なルールに追加されるものです。
この項では、次の項目について説明します。
レベル、アプリケーション・ロール、オブジェクト・パーミッションなどのオブジェクトでは、オブジェクト間の親/子関係を決定するベクター・マージ・アルゴリズムが使用されます。
ベクター・マージ・アルゴリズムを使用するオブジェクトには次のものがあります。
マージ・プロセスでは、Oracle BIサーバーによって各リポジトリのオブジェクト関係の初期状態が判別されます。たとえば、次のリストはオブジェクト・パーミッションで想定される状況、およびユーザーとアプリケーション・ロールにどのように関連するかを示しています。
リポジトリ・マージ・ウィザードでは、各リポジトリのオブジェクト・パーミッション関係の状況に応じて、マージ対象のリポジトリに適切な関係が決定されます。次に例を示します。
例C-1は、アプリケーション・ロール・オブジェクトのオブジェクト関係がどのようにマージされるかの詳細を説明しています。
例C-1 ベクター・マージの例: アプリケーション・ロールのマージ
次のリストは、ユーザーおよびアプリケーション・ロール関係で発生しうる様々な状況を示しています。
この表は、マージするリポジトリ内のオブジェクトの各種の関係のマージ結果を示しています。
| 元のリポジトリ | 変更済のリポジトリ | 現行リポジトリ | 結果 |
|---|---|---|---|
M | M | M | N この状況は、元のリポジトリにアプリケーション・ロールもユーザーも存在せず、変更済リポジトリにユーザーが存在し、現行リポジトリにアプリケーション・ロールが存在する場合に発生する可能性があります。この場合、メンバーシップはないとみなされます。 |
M | M | Y | Y |
M | M | N | N |
M | Y | M | Y |
M この場合のオリジナルにMが含まれていると、ユーザーまたはアプリケーション・ロールのいずれかが存在しないことを意味します。欠落したオブジェクトが双方で追加されても、同じオブジェクトであると見なすことはできません | Y | Y | Y |
M | Y | N | Y |
M | N | M | N |
M | N | Y | Y |
M | N | N | N |
Y | M | M | Y |
Y | M | Y | Y |
Y | M | N | N |
Y | Y | M | Y |
Y | Y | Y | Y |
Y | Y | N | N |
Y | N | M | N |
Y | N | Y | N |
Y | N | N | N |
N | M | M | N |
N | M | Y | Y |
N | M | N | N |
N | Y | M | Y |
N | Y | Y | Y |
N | Y | N | Y |
N | N | M | N |
N | N | Y | Y |
N | N | N | N |
論理表ソース・オブジェクトにおける列のマッピングのマージ方法は、特殊なルールによって制御されます。各列のマッピングが個別にマージされます。
変更済または現行のリポジトリでマッピングが変更されている場合、各列で変更が保持されます。両方のリポジトリでマッピングが変更されている場合、Oracle BIサーバーはマッピングの自動マージを試行します。
列の削除はマッピングの変更とはみなされないため注意が必要です。特定の列が変更後のリポジトリに存在しない場合、現行リポジトリのマッピングが使用されます。
集計内容に相違がある場合、レベル別で指定された集計内容が優先されます。つまり、集計内容がレベル別のリポジトリと、列別のリポジトリがある場合、レベル別の集計内容が保持されます。
1つのリポジトリでのみアプリケーション・ロールのフィルタが変更されている場合はその変更が保持されます。両方のリポジトリでフィルタが変更されている場合、Oracle BIサーバーではフィルタの自動マージが試行されます。
特定のフィルタ(プレゼンテーション列など)のマージに必要なオブジェクトがあり、そのオブジェクトが存在していない場合、当該のフィルタは無効と見なされマージ後のリポジトリには表示されません。このルールは変数には適用されません。特定のフィルタのマージに必要な変数がある場合、Oracle BIサーバーではマージ後のリポジトリでその変数が保持されることが保証されます。
プレゼンテーション列には、「名前」プロパティと「論理列名の使用」プロパティの両方があります。
状況によってはこれらのプロパティが競合することがあります。たとえば、この表はこの状況が発生する可能性があるシナリオを示しています。
| リポジトリ | プレゼンテーション列名 | 論理列名 | 論理列名の使用 |
|---|---|---|---|
元 | Sales | GroupSales | いいえ |
現行 | Sales | Sales | はい |
変更済 | GroupSales | GroupSales | はい |
この表の通常のオブジェクト・マージ・ルールが適用された場合、マージ後のリポジトリには、GroupSalesというプレゼンテーション列とSalesという論理列が存在し、「論理列名の使用」プロパティが「はい」に設定されます。しかし、プレゼンテーション列の名前が論理列の名前と異なるため、この結果は不適切になります。
このような状況を回避するため、Oracle BIサーバーは、「論理列名の使用」プロパティの値を推論します。この論理を使用することで、この表に例示したマージ後のリポジトリでは、プレゼンテーション列はGroupSales、論理列がSalesとなり、「論理列名の使用」プロパティは「いいえ」に設定されます。
マルチユーザー開発マージのルールは、完全なマージのルールにとてもよく似ていますが、重要な違いがあります。
マルチユーザー開発環境でセキュリティ設定やデータベース機能を変更するには、マスター・リポジトリを直接編集する必要があります。そのためには、マルチユーザー開発ディレクトリからマスター・リポジトリを削除し、オフライン・モードで編集して、元の場所に戻します。
パッチ・マージのルールも、完全なマージのルールに似ていますが、オブジェクトの削除の動作が異なります。
たとえば、オブジェクトを現行のリポジトリで削除する場合、パッチ・マージのデフォルト動作では、オブジェクトを破棄するか保持するかを常にユーザーに確認します。これは、完全なマージでは異なっており、多くの場合、プロンプトが表示されることなく現行のリポジトリからの削除が受け入れられます。
patchrpdコマンドライン・ユーティリティで-Uおよび-Vオプションを使用すると、パッチ・プロセスを自動化できます。
-Uオプションでは、競合に対してデフォルトのデシジョンを受け入れることでパッチ・プロセスを完了できます。一方、-Vオプションでは、すべてのマージの競合を記録する出力ファイルを指定でき、後でそれを検証して対処できます。
patchrpdを使用してパッチ・プロセスを自動化するには、次のガイドラインに従ってください。
patchrpdに-Uオプションを含めて、競合に対して常にデフォルトのデシジョンが適用されるようにします。たとえば、両方のリポジトリ(現行と修正済)でオブジェクトの名前が変更されている場合、デフォルトのデシジョンは、修正済リポジトリの名前を保持し、ユーザーによるカスタマイズを上書きしないようにすることです。このパラメータを含めない場合、競合が検出されると、patchrpdによって警告が表示されて終了します。 patchrpdによって、マージによるすべての競合を示すデシジョン・ファイルが生成されます。デシジョン・ファイルにはデシジョンがリストされます。これは、マージが管理ツールで実行されたのであれば、マージ・ウィザードの「マージ戦略の定義」画面に表示されるものです。デシジョン・ファイルは、ユーザーの入力によって影響を受ける可能性があるすべてのアイテムの記録を提供します。 patchrpdを実行した後、結果として得られるリポジトリに変更を行う方法は2つあります。 patchrpdを再実行し、新しいデシジョンでパッチを再適用できます。 patchrpdを再実行し、新しいデシジョンでパッチを再適用できます。 patchrpdを設定して管理ツールのマージ機能と一致させるには、次のガイドラインに従ってください。
patchrpdの使用方法と構文の詳細は、patchrpdを使用したパッチの適用を参照してください。
prunerpdを使用して、Oracle BIリポジトリ内の不要なオブジェクトを削除する方法について学習します。 prunerpdは、RPD形式のバイナリ・リポジトリでのみ使用できます。
この付録の内容は次のとおりです。
多数の無関係または不要なオブジェクトがリポジトリに存在する場合は、prunerpdコマンドライン・ユーティリティを使用して不要オブジェクトを削除できます。
prunerpdは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。
データベース、表、列、初期化ブロック、変数などの不要なリポジトリ・オブジェクトは削除できます。ただし、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのオブジェクトは、プルーニング・ユーティリティでは削除されません。
リポジトリからのオブジェクトの削除には連鎖的な影響があります(カスケーディング)。たとえば、物理列を削除すると、関連付けられているプレゼンテーション列だけではなくマッピングされた論理列もすべて削除されます。詳細は、オブジェクト・プルーニング・ユーティリティの削除ルールを参照してください。
削除するリポジトリ・オブジェクトのリストを含む入力ファイルを作成した後、その入力ファイルを引数として渡し、オブジェクト・プルーニング・ユーティリティをコマンドラインで実行する必要があります。
この項では、次の項目について説明します。
プルーニング・ユーティリティは削除が必要なリポジトリ・オブジェクトのリストをテキスト・ファイル形式で受け入れます。
このユーティリティは、1回に複数のファイルを受け入れることができます。入力ファイルの構文ルールは、表を参照してください。
注意:
入力ファイルのオブジェクト名は、リポジトリで使用されている完全修飾名と一致している必要があります。オブジェクト名でのワイルドカード文字(「*」や「?」など)の使用はサポートされません。
| オブジェクト・タイプ | 例 | 操作 |
|---|---|---|
データベース | D "Paint" | 「Paint」という名前のデータベースを削除します。 |
表 |
|
|
列 | C "W_AGREE_MD"."AGREE_CD" | 「W_AGREE_D」という名前の表または別名にある「AGREE_CD」という名前の列を物理レイヤーから削除します。 |
初期化ブロック | I "External Metadata Strings" | 「External Metadata Strings」という名前の初期化ブロックを削除します。 |
変数 | V CURR_USER | 「CURR_USER」という名前の変数を削除します。 |
たとえば、名前「Stock Quotes」のデータベースおよび名前「"S_NQ_ACCT"."USER_NAME"」の物理列を削除する指示が格納されたテキスト・ファイルには、次のエントリが記載されています。
入力ファイルのデリミタ、単一の空白文字、タブまたは複数の空白文字として、空白を使用します。
prunerpdユーティリティの使用方法について学習します。
prunerpdユーティリティの場所は、次のとおりです。
BI_DOMAIN/bitools/bin
構文
prunerpdユーティリティが受け入れるパラメータは次のとおりです。
説明:
source_rpdは、ターゲット・リポジトリ・ファイルの名前と場所です。
rpd_passwordは、ソース・リポジトリのリポジトリ・パスワードです。
パスワード引数はオプションです。パスワード引数を指定しない場合は、コマンド実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性を確保することのみを目的としているため、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。
input_fileは、削除対象のリポジトリ・オブジェクトのリストが格納された入力ファイル(テキスト形式)の名前です。複数のファイルは空白で区切ります。ファイル名内の空白は二重引用符で囲みます(" ")。
output_rpdは、出力されるリポジトリ・ファイルの名前と場所です。これはプルーニング済リポジトリとも呼ばれます。
output_log_fileは、出力ログ・ファイルの名前と場所です。リポジトリに対して実行されたすべてのアクションが詳細も含めてこのファイルに書き込まれます。この出力ログ・ファイルは、XML形式です。進捗状況インジケータなど、その他のメッセージは標準の出力ストリームで送信されます。
error_log_fileは、エラー・ログ・ファイルの名前と場所です。このログには、プルーニング・ユーティリティによって例外とエラーが書き込まれます。このエラー・ログ・ファイルは、XML形式です。その他のエラーは標準の出力エラー・ストリームで送信されます。
-8はUTF-8エンコーディングを指定します。
-Hを使用するか、パラメータを指定しないで.shを実行すると、ヘルプ・コメントが表示されます。
例
リポジトリ・オブジェクトの削除には、連鎖的影響があります。
ここでは、削除ルールについて説明します。
物理レイヤーのルール
論理表のルール
プレゼンテーション・レイヤーのルール
セキュリティのルール
変数のルール
マーケティングのルール
このトピックでは、Oracle BI EEでサポートされているデータ型を示して説明し、データ型の制限事項、その他のOracle BIサーバーの制限事項および浮動小数点の制限事項に関する情報を示します。
Oracle BIサーバーのnqcmdユーティリティを使用してNQSGetSQLDataTypesプロシージャを実行し、データ型に関する情報を取得する方法を説明します。
データ・ソースからリポジトリの物理レイヤーにメタデータをインポートする場合、各列にデータ型が割り当てられます。データ型は、特定の格納形式、制約および有効な値の範囲と関連付けられています。
この付録の内容は次のとおりです。
Oracle BI EEでサポートされているデータ型についてカテゴリ(数値データや日付データなど)別に学習します。
特定のデータ型の詳細は、NQSGetSQLDataTypesプロシージャを使用したデータ型情報へのアクセスおよびOracle BI EEデータ型の制限事項を参照してください。
Oracle BI EEでサポートされているデータ型のリストにアクセスするには、Oracle BIサーバーのnqcmdユーティリティを使用してNQSGetSQLDataTypesプロシージャを実行します。
例: call NQSGetSQLDataTypes(0);
このプロシージャを実行すると、結果には、サポートされているデータ型のリストと、各データ型に固有の情報(大/小文字の区別や検索の可否など)が含まれます。
Oracle BIサーバーのnqcmdユーティリティの開き方と使用方法の詳細は、リポジトリをテストおよび調整するためのnqcmdの使用方法を参照してください。
この表は、サポートされているデータ型およびその制限事項を示しています。
管理者またはリポジトリ作成者は、この情報を使用して特定のデータ型が特定の列または値セットに適しているかどうかを評価したり、データ型が必要な値をすべて表すことができるかどうかを判断できます。
たとえば、OracleデータベースのINTEGER列では、非常に広範囲の値(10進数で最大38桁まで)がサポートされていますが、Oracle BI EEのINTEGERデータ型は32ビットのバイナリ整数型であるため、データ・オーバーフロー(切捨て)問題を発生させずに最大9桁まで保持できます。列で[-2,147,483,648, 2,147,483,647]の範囲の値を保持する場合、Oracle BI EEのINTEGERデータ型を使用する必要があります。しかし、この列にこの範囲を超える値が格納される場合は、NUMERICやVARCHARなどの別のデータ型を使用する必要があります。
列の予期される値の範囲を表すことができる最小(バイト数)のデータ型を選択します。このようにデータ型を選択すると、キャッシュ・ファイルや一時ファイルなどについてOracle BIサーバーで消費されるメモリー容量およびディスク領域量が減ります。
| データ型 | 制約 |
|---|---|
BIG INT | JDBCおよび管理ツールではこの型がサポートされていません。したがって、Oracle BI EEではBIG INT型が完全サポートされていません。BIG INT型は、C言語のint64データ型と同じになるよう意図されています。 |
BINARY | Oracle BI EEでは、BINARY型が完全サポートされていません。Oracle BI EEでは、データ型がBINARYの列のフェッチのみサポートされています。BIサーバーでは、bindパラメータまたはinsert文でBINARY型がサポートされていません。 |
BIT | Oracle BI EEでは、BIT型が完全サポートされていません。ブール・データを表すには、かわりにINT型またはCHAR型を使用する必要があります。 |
CHAR | CHAR型の値は常に、データ型で指定された長さと等しくなるように後ろに空白文字が埋め込まれます。CHAR型では、Unicode値がサポートされます。Windowsプラットフォームでは、ストレージは文字ごとに2バイトです。すべてのUNIX 64ビット・プラットフォームでは、ストレージは文字ごとに4バイトです。 |
DATE | DATE型は、年、月および日の構成要素のみを表します。Oracle DATEデータ型のように、時間、分または秒を表しません。 |
DECIMAL | DECIMAL型は、NUMERIC型と同じです。 |
DOUBLE | DOUBLE型は、IEEE 754 64ビット倍精度バイナリ浮動小数点データ型と同じです。内部ストレージは8バイトです。仮数は53ビットを占有します(符号ビットを含む)。そのため、精度は10進数で約16桁に制限されます。指数は11ビットを占有します。指数の範囲は、10進数値として約±307です。 この型の制限事項の詳細は、浮動小数点の制限事項を参照してください。 |
INTEGER | INTEGER型は、符号付きバイナリ整数データ型で、4バイトを占有します。表現可能な最大値は2,147,483,647、最小値は-2,147,483,648です。 |
FLOAT | FLOAT型は、IEEE 754 32ビット単精度バイナリ浮動小数点データ型と同じです。内部ストレージは4バイトです。仮数は24ビットを占有します(符号ビットを含む)。そのため、精度は10進数で約7桁に制限されます。指数は8ビットを占有します。指数の範囲は、10進数値として約±38です。 この型の制限事項の詳細は、浮動小数点の制限事項を参照してください。 |
LONGVARBINARY | LONGVARBINARY型では、最大32,678バイトまでサポートされます。 |
LONGVARCHAR | LONGVARCHAR型では、最大32,678バイトまでサポートされます。LONGVARCHAR型とVARCHAR型の両方で、Unicode値がサポートされます。 |
NUMERIC | NUMERIC型は、真の10進データ型で22バイトを占有します。内部表現と制限事項は、Oracle NUMBERデータ型と同じです。 NUMERIC型では、1 x 10^-130から9.999...9 x 10^125までの範囲で、最大38有効桁の正数がサポートされます。精度とスケールは、リポジトリに格納されません。スケールは、10と想定されます。 |
REAL | REAL型の説明と制限事項はFLOAT型と同じです。 |
SMALLINT | SMALLINT型は、BIサーバーではINTEGER型として内部的に表され、INTEGERデータ型と同じ制限事項があります。 |
TIME | TIME型は、時間、分および秒の構成要素のみを表します。 |
TIMESTAMP | TIMESTAMP型は、年、月、日、時間、分および秒の構成要素を表します。プラットフォームのデータ・ソースによっては、小数秒もサポートできます。 |
TINYINT | TINYINT型は、BIサーバーではINTEGERとして内部的に表されます。TINYINT型とINTEGER型の制限事項は同じです。 |
VARBINARY | VARBINARY型は、LONGVARBINARY型のかわりに使用できます。VARBINARY型とLONGVARBINARY型の制限事項は同じです。 |
VARCHAR | VARCHAR型は、LONGVARCHAR型のかわりに使用できます。VARCHAR型とLONGCARCHAR型の制限事項は同じです。 管理ツールを使用すると、最大文字長2,147,483,647を入力できます。ただし、実際にサポートされている最大長は32,678です。 |
数値には、FLOATやDOUBLEなどのバイナリ浮動小数点データ型では正確に表せないものがあります。
10進数からバイナリ浮動小数点表現への変換またはその逆の変換の場合、バイナリ浮動小数点形式の表現上の制限事項のために端数処理エラーが発生することがよくあります。たとえば、1.365などの10進数をDOUBLE型に変換する場合、1.364999999999999と表されます。この数値は、小数点以下3桁に端数処理され、結果は1.365です。しかし、この数値を小数点以下2桁に端数処理すると、結果は1.36であり、1.37ではありません。
Oracle BIサーバーでは、RDBMSおよびTimesTenのデータ・ソースに対してNUMERIC型がサポートされています。FLOAT型およびDOUBLE型の制限事項を回避するには、FLOATおよびDOUBLEのデータ型をNUMERIC型に更新することをお薦めします。NUMERICデータ型への切替え以外に、バイナリ浮動小数点データ型でこの潜在的制限事項を修正する回避策はありません。
表名や列名の長さなど、データ型の制限事項について学習します。
データ型の制限事項に加えて、Oracle BIサーバーには次の制限事項があります。
OBIS_MAX_FIELD_SIZE環境変数を設定します。 サポートされているデータ型とその制限事項の詳細は、Oracle BI EEデータ型の制限事項を参照してください。
Oracleデータベースからメタデータをインポートする場合、管理ツールでは、表のマッピングを使用してインポートされる各列の対応するOracle BIサーバーのデータ型を判別します。
Oracle BI EEデータ型にマップされるデータ型は、ご使用のデータベースの種類によって異なります。
Oracle Databaseデータ型の詳細は、『Oracle Database概要』の第26章「Oracleデータ型」を参照してください。
| Oracle Databaseデータ型 | Oracle BI EEデータ型 |
|---|---|
CHAR | CHAR |
NCHAR | CHAR |
VARCHAR2 | VARCHAR |
NVARCHAR2 | VARCHAR |
NUMBER | ENABLE_NUMERIC_DATA_TYPE = YESの場合はNUMERIC、それ以外の場合はDOUBLE |
NUMBER (precision, scale) | scale = 0かつ1 <= precision <= 9の場合はINT、それ以外の場合はNUMBERと同じ |
BINARY_FLOAT | FLOAT |
BINARY_DOUBLE | DOUBLE |
DATE | DATETIME |
TIMESTAMP | TIMESTAMP |
TIMESTAMPWITHTIMEZONE | TIMESTAMP |
TIMESTAMPWITHLOCALTIMEZONE | TIMESTAMP |
BLOB | LONGVARBINARY |
CLOB | LONGVARCHAR |
NCLOB | LONGVARCHAR |
BFILE | サポート対象外 |
LONG | LONGVARCHAR |
LONG RAW | サポート対象外 |
ROWID | CHAR |
XMLタイプ | LONGVARBINARY |
UriType | サポート対象外 |
この付録の内容は次のとおりです。
Oracle BIサーバーのOracle Business IntelligenceメタデータをOracle DatabaseまたはIBM DB2データベースと交換することによって、データ・ウェアハウスの問合せのパフォーマンスの速度を向上できます。
メタデータの交換にはOracle BIサーバーのユーティリティsametaexportを使用します。このユーティリティを実行してDB2のキューブ・ビューを生成するときは、このユーティリティがDB2 Cube Views Generatorと呼ばれます。このユーティリティを実行してOracle Databaseのメタデータを生成する場合は、Oracle Database Metadata Generatorと呼ばれます。
Oracle BIサーバーのエクスポート・ユーティリティは、次のツールで機能します。
sametaexportユーティリティは、SQLアクセス・アドバイザまたはIBM DB2 Cube Viewsツールでリレーショナル・データの事前集計と問合せのパフォーマンスの向上に必要な情報を生成します。
Oracle Database Metadata GeneratorとDB2 Cube Views Generatorは、Oracle BIサーバーからSQLアクセス・アドバイザまたはIBM DB2データベースへのメタデータのインポートに必要なファイルを作成します。
ここでは、2つのジェネレータに共通する次の項目について説明します。
Oracle Database Metadata GeneratorおよびDB2 Cube Views Generatorは、コマンドラインから起動されるか、バッチ・ファイルに埋め込まれています。
コマンドラインの実行可能ファイルは、sametaexportと呼ばれます。
sametaexportユーティリティは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で使用できます。ただし、sametaexportは、RPD形式のバイナリ・リポジトリでのみ使用できます。
sametaexportユーティリティの場所は、次のとおりです。
ORACLE_HOME/bi/bifoundation/server/bin
この表は、コマンドライン実行可能ファイルのパラメータを示しています。
| パラメータ | 説明 | 追加情報 |
|---|---|---|
-r | リポジトリ・ファイル名とフルパス | ファイル・パスが長い形式の場合または空白が含まれる場合のみ、ファイル名とパスに引用符が必要です。ファイルが現行ディレクトリにない場合は、フルパスを使用します。 |
-p | リポジトリ・パスワード | 特定のリポジトリのパスワード。 パスワード引数はオプションです。パスワード引数を指定しない場合は、コマンド実行時にパスワードを入力するように求められます。セキュリティ侵害のリスクを最小限にとどめるために、パスワード引数をコマンドラインやスクリプトで指定しないことをお薦めします。パスワード引数のサポートは下位互換性の保持を目的としており、将来のリリースでは削除される予定です。スクリプト上の理由から、標準入力によってパスワードを指定できます。 |
-f | 入力ファイル名とフルパス | ファイル・パスが長い形式の場合または空白が含まれる場合のみ、ファイル名とパスに引用符が必要です。ファイルが現行ディレクトリにない場合は、フルパスを使用します。入力ファイルは、コマンドラインに必要な情報のすべてを入力しないで済むように、また国際文字を入力できるように指定します。詳細はメタデータ入力ファイルについてを参照してください。 |
入力ファイルまたはコマンドラインで追加パラメータを組み込むことによって、Oracle Database Metadata GeneratorまたはDB2 Cube Views Generatorの様々なデフォルトを変更できます。入力ファイルで指定したパラメータは、コマンドラインで指定したパラメータより優先されます。これらのパラメータの組込みは、デフォルト値を変更する必要がある場合のみに限定してください。
この表は、これらのオプション・パラメータを示しています。
| パラメータ定義 | 追加情報 | 入力ファイルの使用例 | コマンドラインの使用例 |
|---|---|---|---|
RPDのスキーマ名の使用 |
| USE_SCHEMA_NAME_FROM_RPD = NO | -schemafrom rpd NO |
デフォルト・スキーマ名 |
| DEFAULT_SCHEMA_NAME = ORACLE | -defaultschema ORACLE |
Oracleスキーマ名 | Oracle Database Metadata Generatorからのメタデータはこのスキーマで作成されます。デフォルト値は | ORA_DIM_SCHEMA_NAME = ORACLE | -orclschema ORACLE |
ロギング有効 | メタデータ・エクスポート・プロセスのログを保持するかどうかを指定します。有効値は | LOGGING = DEBUG | -logging DEBUG |
ログ・ファイル名 | ログ・ファイルへのパス。無効なパスを指定すると、エラーが発生します。 このパラメータを指定しない場合は、デフォルトのログ・ファイルのパスが使用されます。デフォルトのパスは次のとおりです。 ORACLE_INSTANCE\diagnostics\logs\ OracleBIServerComponent\ coreapplication_obisn\ OraDimExp.log | LOG_FILE_NAME = C:\bea_default\instances \instance1\diagnostics\ logs\generator\logfile.log | -logfile C:\bea_default\instances\ instance1\diagnostics\ logs\generator\logfile.log |
| パラメータ定義 | 追加情報 | 入力ファイルの使用例 | コマンドラインの使用例 |
|---|---|---|---|
個別カウントのサポート |
| DISTINCT_COUNT_SUPPORTED = YES | -distinct YES |
統計関数のサポート |
| STATISTICAL_FUNCTIONS_SUPPORTED = YES | -stat YES |
スキーマ名の使用 |
| USE_SCHEMA_NAME = NO | -useschema NO |
RPDのスキーマ名の使用 |
| USE_SCHEMA_NAME_FROM_RPD = NO | -schemafromrpd NO |
デフォルト・スキーマ名 |
| DEFAULT_SCHEMA_NAME = ORACLE | -defaultschema ORACLE |
キューブ・ビュー・スキーマ名 | Cube Viewsメタデータが作成されるスキーマの名前。デフォルト値は | CUBE_VIEWS_SCHEMA_NAME = ORACLE | -cubeschema ORACLE |
ログ・ファイル名 | ログ・ファイルへのパス。無効なパスを指定すると、エラーが発生します。 このパラメータを指定しない場合は、デフォルトのログ・ファイルのパスが使用されます。デフォルトのパスは次のとおりです。 ORACLE_INSTANCE\diagnostics\logs\ OracleBIServerComponent\ coreapplication_obisn\ CubeViews.log | LOG_FILE_NAME = C:\bea_default\instances\instance1\diagnostics\logs\generator\logfile.log | -logfile C:\bea_default\instances\instance1\diagnostics\logs\generator\logfile.log |
失敗のログ記録 |
| LOG_FAILURES = NO | -logfail NO |
成功のログ記録 |
| LOG_SUCCESS = YES | -logsuccess YES |
この表は、メタデータ入力ファイルのパラメータを示しています。
入力ファイルは、次の表に示すパラメータが記載されたテキスト・ファイルです。
| 入力ファイル名 | 説明 |
|---|---|
BUSINESS_MODEL | エクスポート対象のメタデータが格納されたOracle BIリポジトリの論理レイヤーにあるビジネス・モデル名。リポジトリでビジネス・モデルが見つからない場合はエラー・メッセージが表示されます。 入力ファイルではビジネス・モデル名を1つだけ指定できます。複数のビジネス・モデルのメタデータを生成するには、入力ファイルを個別に作成して、Oracle Database Metadata GeneratorまたはDB2 Cube Views Generatorを別途実行します。 |
PHYSICAL_DATABASE | エクスポート対象のメタデータが格納されたOracle BIリポジトリの物理レイヤーにあるデータベースの名前。ビジネス・モデルが複数のデータベースから導出されている場合は、ここで指定されたデータベース以外のすべてのデータベースのメタデータが排除されます。リポジトリで物理データベースが見つからない場合は、エラー・メッセージが表示されます。 |
RUN_AS_USER | データベース・ユーザーのユーザー名です。メタデータ・エクスポート時にはこのユーザーの表示モードを複製する必要があります。このパラメータは空白にできません。このユーザーはリポジトリ内のユーザー・リファレンスに存在している必要があります。 |
OUTPUT_FOLDER | SQLファイルの書込み先のフォルダのフルパスとファイル名。Oracle Database Metadata Generatorの実行時にこのフォルダが存在しない場合は作成されます。詳細は、出力ファイルについてを参照してください。 |
次のテキストはメタデータ入力ファイルのサンプルを示しています。
ジェネレータごとに、異なるタイプの出力ファイルが作成されます。
次のリストは、出力ファイルを示しています。
XMLファイルの名前は、ビジネス・モデル名から空白を抜いてXML拡張子を付けたものになります(例: SalesResults.xml)。
エラー・メッセージは、ジェネレータがタスクの一部またはすべてを完了できなかったことを示します。
ジェネレータの起動後に次のエラー・メッセージが表示されることがあります。
ログ・ファイル : log_file_name。 入力ファイルまたはコマンドラインで指定したログ・ファイルのパスに誤りがある、ユーザーに当該のフォルダに対する書込み権限がない、ディスクの空き容量が不足しているなどの可能性があります。
run_as_user user_nameは無効です。 ユーザー名が正しくありません。
リポジトリrepository_name.rpdは無効であるか、破損しています。 リポジトリ名が正しくない、指定のパスに存在しない、ユーザーに読取り権限がないなどの可能性があります。
物理データベースdatabase_nameは無効です。 物理データベース名が、リポジトリの有効な物理データベース・オブジェクトと一致していません。
ビジネス・モデルmodel_nameは無効です。 ビジネス・モデル名が、リポジトリの有効なビジネス・モデル・オブジェクトと一致していません。
指定した認証情報は無効です。 コマンドラインで指定したリポジトリ・パスワードが正しくありません。
パス: "path_name"は無効です。 パスまたはファイル名が正しくないか、現在のユーザーに読取りアクセス権がありません。
ジェネレータは、出力ファイルを作成するときにOracle BIリポジトリのメタデータ・オブジェクトのOracle DatabaseまたはIBM DB2データベースの類似オブジェクトへのマッピングも行います。
ここでは、SQLまたはXML形式に翻訳(変換)できないOracle Business Intelligenceメタデータの識別に使用されるルールについて説明します。Oracle Business Intelligenceで使用可能なメタデータ構成の中に、Oracle DatabaseおよびIBM Cube Viewsではサポートされないものがあるために、このようなルールが必要になります。
SQLまたはXMLファイルのディメンション・メタデータは、論理ファクト表のソース・レベルで生成されます。論理ファクト表のソースに無効な論理ディメンション表ソースが存在する場合、その論理ディメンション表ソースは無効化されます。論理ファクト表ソースが無効の場合は、マッピングされているすべての論理ディメンション表ソースも無効化されます。無効なOracle Business Intelligenceリポジトリ・メタデータ要素は、SQLまたはXMLファイルのキューブに変換されません。
ルール違反が発生した場合、ジェネレータではログ・ファイルにエラー・メッセージとルールに違反したメタデータが書き込まれます。
Oracle BIメタデータをオブジェクトに変換するためのルールについて学習します。
Oracle Business IntelligenceメタデータからOracle Databaseのオブジェクトへの変換ルールは次のとおりです。
Oracle Databaseでは、列を複数のレベルのキーとして使用することが禁じられています。この禁止により、Oracle Database Metadata Generatorでは、2つの結合のいずれかを削除する必要があります。通常は最初に検出された結合が削除されます。このため、その他の結合が失われ、エクスポートされないことになります。
Oracle BIリポジトリ・メタデータ要素の検証に使用するルールおよびその他の情報について学習します。
次の表は、Oracle Business Intelligenceリポジトリ・メタデータ要素の検証に使用されるルール、ルール違反の発生時にログ・ファイルに書き込まれるエラー・メッセージ、ルール違反の原因に関する説明を示しています。エラー・メッセージは、特定のOracle Business Intelligenceメタデータ・オブジェクトがXMLファイルにエクスポートされなかった原因の判定に有益です。
| ルール | メッセージ | 説明 |
|---|---|---|
ComplexJoinFactsRule | [ファクト論理表ソース]複合物理結合はサポートされていません。 %qnには、物理表%qnおよび%qnの間に複合結合%qnがあります。 | 物理ファクト表が復合結合を介して接続されている場合、その結合はサポートされません。復合結合は外部キー関係がない2つの表間の結合と定義されます。 |
ComplexJoinDimsRule | [ディメンション論理表ソース]複合物理結合はサポートされていません。 %qnには、物理表%qnおよび%qnの間に複合結合%qnがあります。 | ディメンション物理表が複合結合を介して接続されている場合、その結合はサポートされません。 |
ComplexJoinFactDimRule | [ファクト論理表ソース->ディメンション論理表ソース]複合物理結合はサポートされていません。 %qnには、物理表%qnおよび%qnの間に複合結合%qnがあります。 | ディメンション物理表とファクト物理表が複合結合を介して接続されている場合、その結合はサポートされず、ディメンション表が無効化されます。 |
OpaqueViewFactRule | [ファクト論理表ソース]物理SQL Select文はサポートされていません。 %qnはSQL Select文%qnを使用しています。 | SQL SELECT文によって物理ファクト表が生成されている場合、その表を含む論理ファクト表ソースは無効化されます。この論理ファクト表ソースに接続されている論理ディメンション表ソースもすべて無効化されます。この構成は副問合せ処理を許容するものです。 |
OpaqueViewDimRule | [ディメンション論理表ソース]物理SQL Select文はサポートされていません。 %qnはSQL Select文%qnを使用しています。 | SQL SELECT文によって物理ディメンション表が生成されている場合、その表を含む論理ディメンション表ソースは無効化されます。 |
OuterJoinFactRule | [ファクト論理表ソース]物理外部結合はサポートされていません。 %qnには、物理表%qnおよび%qnの間に外部結合%qnがあります。 | 論理ファクト表ソースに外部結合のマッピングがある場合、その論理ファクト表ソースが無効化され、このソースにマッピングされた論理ディメンション表ソースもすべて無効化されます。 |
OuterJoinDimRule | [ディメンション論理表ソース]物理外部結合はサポートされていません。 %qnには、物理表%qnおよび%qnの間に外部結合%qnがあります。 | 論理ディメンション表ソースに外部結合のマッピングがある場合、その論理ディメンション表ソースは無効化されます。 |
WhereClauseFactRule | [ファクト論理表ソース] WHERE句はサポートされていません。 %qnにwhere条件%sがあります。 | ファクト表ソースでロードするデータのフィルタに |
WhereClauseDimRule | [ディメンション論理表ソース] WHERE句はサポートされていません。 %qnにwhere条件%sがあります。 | ディメンション表ソースでロードするデータのフィルタに |
TwoJoinFactDimRule | [ファクト論理表ソース->ディメンション論理表ソース]ソース間の複数の結合はサポートされていません。 %qnおよび%qnには少なくとも次の結合があります : %qn、%qn | 同じディメンション・ソースからの2つのディメンション表に、同一の物理ファクト表がマッピングされている場合(ファクト表が表ソース内で最も詳細度の高い表に排他的にマッピングされていない場合)、そのディメンション表ソースは無効化されます。 |
HiddenManyManyRule | [ファクト論理表ソース->ディメンション論理表ソース](物理または論理?)ファクトおよびディメンション間の結合が最も詳細な表にありません。 %qnおよび%qn間の%qnが最も詳細な表%qnにありません{結合名,ファクト表,ディメンション表) | これは、TwoJoinFactDimRuleに関連します。ファクト表がディメンション表に結合され、その表が表ソース内で最も詳細な表ではない場合、そのディメンション表ソースは無効化されます。 |
ComplexMeasureRule | [列]複合集計ルールはサポートされていません。 %qnに使用されている集計ルール%sはサポートされていません。 | サポートされる集計は通常、 |
CountDistMeasureRule | [列] COUNT-DISTINCT集計ルールはサポートされていません。 %qnに使用されている集計ルール%sはサポートされていません。 |
|
InvalidColumnLevelRule | [レベル]プライマリ・レベル・キーを構成する一部の列が無効です。 %qnに主キーの一部として%qnが含まれていますが、%qnが既に無効になっています。 | このレベルのレベル・キーの1つ以上の列が無効になっています。 |
VariableBasedColumnRule | [論理表ソース -> 列]列で式に変数が使用されています。 列%qnでそのマッピングに変数が使用されています。 | 論理列でリポジトリと式に含まれるセッション変数が使用されています。 |
OneFactToManyDimRule | [ファクト論理表ソース->ディメンション論理表ソース](論理またはファクト?)およびディメンションの最も詳細な表間に固有の結合パスが必要です。 %qnおよび%qn(どちらも物理表名)の間に結合パスが見つかりません。 少なくとも、次の結合パスが見つかりました: (%qn->%qn....), (%qn->%qn....) | TwoJoinFactDimRuleおよびHiddenManyManyRuleの場合と同様です。 |
ManyMDTinFactRule | [ファクト論理表ソース]ファクト論理表ソースには固有の最も詳細な表が必要です。 %qnには少なくとも次の最も詳細な表が含まれています : %qn,%qn. | ファクトに複数の最も詳細な表が存在しています。 |
NoMeasureFactRule | [ファクト論理表ソース]ファクト論理表ソースにメジャーがありません。 %qnに配布可能なメジャーがありません。 | すべてのメジャーが無効化されているため、ファクト表にメジャーがありません。 |
NoInActiveFactRule | [ファクト論理表ソース]ファクト論理表ソースが有効になっていません。 | ファクト・ソースが有効ではありません。 |
NoInActiveDimRule | [ディメンション論理表ソース]ディメンション論理表ソースが有効になっていません。 | ディメンション・ソースが有効ではありません。 |
NoAttributeInFactRule | [ファクト論理表ソース->列]ファクトで属性が見つかりました。 ファクト・ソース%qnの%qnには集計ルールがありません。 | ファクト・ソースに属性がありません。 |
NoMeasureInDimRule | [ディメンション論理表ソース -> 列]ディメンション内にメジャーが見つかりました。 ディメンション・ソース%qnの%qnに集計ルールがあります。 | ディメンション・ソースにメジャーがありません。 |
VisibleColumnsAttrRule | [列] -> run_as_userにはこの論理列を参照できません。 %qnは参照ルールにより、run_as_user %qnからアクセスできません。 | このユーザーにはこの列を参照する権限がありません。 |
VisibleColumnsMeasRule | [列] -> run_as_userにはこの論理列を参照できません。 %qnは参照ルールにより、run_as_user %qnからアクセスできません。 | このユーザーにはこの列を参照する権限がありません。 |
MultiplePrimaryKeysDimRule | [ディメンション論理表ソース]結合にディメンション論理表ソースの代替キーが使用されています。 %qnの%qnおよび%qn間の%qnに代替キー%qnが使用されています。 | ディメンション物理表に組み込むことができる主キーは1つのみです。別の一意のキーを使用して別のディメンション物理表に結合されている結合は無効です。 IBM Cube Viewsでは、外部結合に使用される一意のキーが受け入れられず、常に主キーが要求されます。 |
MultiplePrimaryKeysFactRule | [ディメンション論理表ソース]結合にディメンション論理表ソースの代替キーが使用されています。 %qnの%qnおよび%qn間の%qnに代替キー%qnが使用されています。 | ファクト物理表に組み込むことができる主キーは1つのみです。別の一意のキーを使用して別のファクト物理表に結合されている結合は無効です。 IBM Cube Viewsでは、外部結合に使用される一意のキーが受け入れられず、常に主キーが要求されます。 |
MultiplePrimaryKeysFactDimRule | [ファクト論理表ソース->ディメンション論理表ソース]結合で論理表ソース間に代替キーが使用されています。 ソース%qnおよび%qnの%qnと%qnの間で%qnに代替キー%qnが使用されています。 | ファクト物理表に組み込むことができる主キーは1つのみです。別の一意のキーを使用してディメンション物理表に結合されている結合は無効です。 IBM Cube Viewsでは、外部結合に使用される一意のキーが受け入れられず、常に主キーが要求されます。 |
NotDB2ExpressionAttrRule | [ディメンション論理表ソース -> 列]列にサポートされていない式が含まれています。 %qnにサポートされていない式%sが含まれています。 | IBM Cube Viewsでサポートされない式が属性に含まれています。 これには、日時関数(例: |
NotDB2ExpressionMeasRule | [ファクト論理表ソース -> 列]列にサポートされていない式が含まれています。 %qnにサポートされていない式%sが含まれています。 | IBM Cube Viewsでサポートされない式がメジャーに含まれています。 これには、日時関数を使用するメタデータ式が含まれています(例: |
NoAttributeDimRule | [ディメンション論理表ソース]ディメンション論理表ソース内にrun_as_userから参照できる属性がありません。 %qnのいずれの属性も参照可能でないため、ユーザー%qnは問合せを実行できません。 | ディメンションに属性がありません。 |
Oracle Business IntelligenceからSQLアクセス・アドバイザにメタデータをエクスポートし、Oracle Database Metadata Generatorを使用してマテリアライズド・ビューを作成する方法について説明します。
この項では、次の項目について説明します。
マテリアライズド・ビューでのSQLアクセス・アドバイザによって、データ・ウェアハウスのパフォーマンスおよびデータベースの機能が向上します。
データベースに存在するデータの論理的関係に関するメタデータを、SQLアクセス・アドバイザで格納できるようにします。また、効率的なOracleマテリアライズド・ビューを使用することによって、データ・ウェアハウスの問合せのスピードが向上します。これらのマテリアライズド・ビューは、リレーショナル・データを事前集計して問合せのパフォーマンスを向上させます。メタデータがSQLアクセス・アドバイザに格納された後は、データベース管理者がデータベース・オブジェクトを最適化して、問合せのパフォーマンスを強化できます。
問合せの処理時に、Oracle Databaseは可能なかぎりマテリアライズド・ビューを格納している表に問合せをルーティングします。このマテリアライズド・ビューのテーブルは基底にある元表より小さく、データが事前集計されているため、再ルーティングされた問合せを高速で実行できます。
Oracle Database Metadata Generatorは、メタデータ・ブリッジとして機能します。Oracle Business Intelligence固有のメタデータがPL/SQLコマンドが組み込まれたSQLファイルに変換され、SQLアクセス・アドバイザでディメンションが生成されます。メタデータがSQLファイル変換された後は、SQL*Plusなどのツールを使用して変換後のメタデータをSQLアクセス・アドバイザにインポートしてメタデータ・カタログ表に格納します。メタデータのインポート後は、マテリアライズド・ビューを作成し、このビューを 着信するアプリケーション問合せの最適化に使用します。
メタデータをOracle Databaseにデプロイするには、あらかじめOracle Databaseとそのツールを十分に理解しておく必要があります。
詳細は、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。
メタデータのデプロイ前にジェネレータの実行に記載された手順を完了します。キューブ・メタデータをデプロイするには、次の各項で説明されているタスクを実行します。
SQLアクセス・アドバイザへのSQLファイルのインポートを実行する前に、Oracle Databaseのインポート・ツールを十分に理解しておく必要があります。詳細は、Oracle Databaseのドキュメント・セットを参照してください。
SQL*Plusなどのツールを使用してOracle Database Metadata Generatorが生成したSQLファイルを実行します。ディメンションが既存の場合、またはデータベース・スキーマがRPDファイルのものと異なる場合は、エラー・メッセージが表示される場合があります。スクリプトの実行が正常に完了すると、データベースWebコンソール、またはOracle Enterprise Manager Database Controlを使用して作成されたディメンションが表示されます。Oracle Enterprise Manager Database Controlでは、「ネットワーク」、「データベース」、データベース名、「ウェアハウス」、「サマリー管理」、「ディメンション」、「システム」の各ノードを展開します。
SQLファイルの実行後は、次の事項に注意します。
Oracle Databaseでディメンション表とファクト表間の結合が確実に認識できるようにする必要があります。
この詳細は、Oracle Databaseのドキュメント・セットを参照してください。
これには、SQL*PlusまたはOracle Enterprise Manager Database Controlで制約を作成します。Oracle Enterprise Manager Database Controlで、制約を作成する表を選択して「制約」タブを選択します。
次のように、表の種類によって、タイプの異なる制約を作成します。
UNIQUEキー制約を作成します。 FOREIGNキー制約を作成し、参照先スキーマと参照先表を指定します。「制約の定義」領域に、ファクト表の外部キー列とディメンション表の対応する一意キーを組み込みます。外部キー列データがディメンション表の一意キー列データと一致しないかぎり、ファクト表での外部キーの作成が失敗します。 問合せワークロードは、最適化に使用される物理問合せのサンプル・セットです。
問合せワークロード作成の詳細は、Oracle Databaseのドキュメント・セットを参照してください。
ワークロードの作成前に実行速度が最低速の問合せに関する情報を使用してトレース・ファイルを生成します。
トレース・ファイルを生成するには:
実行速度が最低速の問合せのトレース・ファイルは、次のように使用するデータベースのバージョンに応じたツールを使用して生成できます。
DBMS_MONITORパッケージとともにSQLコマンドを入力することによって有効化できます。トレース機能を有効化したら、スクリプトを使用してトレース・ファイルを作成し、問合せワークロード表で問合せに使用されるSQLコードを取得します。 注意:
次に説明する機能は、Oracle Business Intelligenceではなく、Oracle Databaseで使用できます。
トレース・ファイルの情報を分析するには:
問合せをワークロードにロードするには:
USER_WORKLOAD表に挿入します。 次の表は、USER_WORKLOAD表の列を示しています。
INSERT文を使用して、QUERY列に最低速物理問合せのSQL文を、OWNER列に該当する所有者名を移入します。 | 列 | データ型 | 必須 | 説明 |
|---|---|---|---|
QUERY | すべてのLONGまたはVARCHAR型(すべての文字型) | はい | 問合せのSQL文。 |
OWNER | VARCHAR2 (30) | はい | 問合せの最終実行ユーザー。 |
APPLICATION | VARCHAR2 (30) | いいえ | 問合せのアプリケーション名。 |
FREQUENCY | NUMBER | いいえ | この問合せが実行された回数。 |
LASTUSE | DATE | いいえ | この問合せの最終実行日付。 |
PRIORITY | NUMBER | いいえ | ユーザーが指定する問合せのランキング。 |
RESPONSETIME | NUMBER | いいえ | 問合せの実行時間(秒)。 |
RESULTSIZE | NUMBER | いいえ | 問合せが選択した合計バイト数。 |
SQL_ADDR | NUMBER | いいえ | 問合せのキャッシュ・アドレス |
SQL_HASH | NUMBER | いいえ | 問合せのキャッシュ・ハッシュ値。 |
問合せワークロード表への移入後は、Oracle Databaseのバージョンに応じたツールを使用してマテリアライズド・ビューを作成します。
Oracle Database 10gでは、Oracle Enterprise Manager Database ControlのSQLアクセス・アドバイザを使用して、作成した問合せワークロード表を指定します。
SQLアクセス・アドバイザは、指定したファクト表のパフォーマンス向上に関する推奨事項を生成します。SQLアクセス・アドバイザに適切なマテリアライズド・ビューを作成するSQLコードが表示されます。SQLアクセス・アドバイザでマテリアライズド・ビューの作成を実行する前に、次のヒントを確認してください。
CAST文が含まれていると、マテリアライズド・ビューの作成が失敗する場合があります。 CREATE MATERIALIZED VIEW文でワークロード表として指定した問合せと同じものを指定していないことを確認してください。この文で同じ問合せを指定すると、マテリアライズド・ビューに実際のパフォーマンス向上が反映されないことになります。ただし問合せの実行頻度が高い場合はマテリアライズド・ビューの作成が無駄にならない場合もあります。 CREATE MATERIALIZED VIEW文の最後にスラッシュを追加します。追加されていない場合は、SQL*Plusワークシートで有効な文であると認識されません。 注意:
また、SQLアクセス・アドバイザは適切な索引付けスキームの決定にも役立ちます。
DB2 Cube Views Generatorを使用してOracle Business IntelligenceからIBM DB2にメタデータをエクスポートする方法を説明します。
この項では、次の項目について説明します。
これによりデータ・ウェアハウスのパフォーマンスおよびデータベースの機能がどのように向上するかを説明します。
IBM DB2 Cube Viewsは、IBMの登録商標です。プラットフォームの互換性の詳細は、システム要件と動作要件を参照してください。
データベースに存在するデータの論理的関係に関するメタデータを、DB2データベースで格納できるようにします。また、効率的なDB2マテリアライズド・クエリー・テーブル(MQT)を使用することによって、データ・ウェアハウスの問合せのスピードが向上します。このMQTは、リレーショナル・データを事前集計して問合せのパフォーマンスを強化します。
問合せの処理時に、DB2のクエリー・リライト機能は可能なかぎりMQTに問合せをルーティングします。このテーブルは基底にある元表より小さく、データが事前集計されているため、再ルーティングされた問合せを高速で実行できます。
DB2 Cube Views Generatorは、Oracle BI固有のメタデータをIBM Cube ViewsのXMLファイルに変換するメタデータ・ブリッジとして機能します。メタデータをXMLファイルに変換してから、IBM Cube Viewsを使用して変換後のメタデータをDB2データベースにインポートしてIBM Cube Viewsメタデータ・カタログ表に格納します。メタデータのインポート後は、IBM Optimization Advisorを使用してマテリアライズド・クエリー・テーブル(MQT)およびその索引を作成するスクリプトを生成します。デプロイされたMQTはDB2 Query Reroute Engineで着信するアプリケーション問合せの最適化に使用されます。
DB2には、XMLドキュメントを引数として渡してメタデータ・オブジェクトの作成、変更、削除および読取りを実行するAPI(ストアド・プロシージャとして実装)があります。IBM Cube Viewsの詳細は、IBM DB2のドキュメントを参照してください。
XMLファイルのインポート前に、DB2 Cube Views Generatorによって生成されたalias-SQLファイルを実行する必要があります。
DB2 Cube Views Generatorによって生成されたXMLファイル には、キューブ・メタデータがXML形式で格納されています。XMLファイルをDB2にインポートした後は、マテリアライズ照会表を作成する必要があります。
注意:
XMLファイルのインポート前に、IBM Cube Viewsとそのツールを十分に理解しておくことを強くお薦めします。詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
メタデータのデプロイ前にジェネレータの実行に記載された手順を完了します。キューブ・メタデータをデプロイするには、次の各項で説明されているタスクを実行します。
XMLファイルをDB2データベースにインポートする前に、別名-SQLファイルを実行する必要があります。
詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
DB2 Cube Viewsで生成された別名-SQLファイルは、データ・ウェアハウスが配置されたデータベース上のSQLクライアントによって実行する必要があります。実行するとデータベースの表に別名(シノニム)が作成されます。
別名-SQLファイルを実行すると、データベースにXMLファイルをインポートできます。
詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
注意:
XMLファイルのインポート前に、IBM Cube Viewsとそのツールを十分に理解しておくことを強くお薦めします。詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
このファイルのインポートには、次のIBMツールを使用できます。
IBM OLAPセンターを使用して、キューブのメタデータをDB2にインポートできます。IBM OLAPセンターにはウィザードがあり、ファイルのインポートに使用できます。
詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
XMLファイルをインポートするには、次のガイドラインを使用します。
XMLファイルのインポート後に実行できる操作を説明します。
次の操作を実行する必要がある場合があります。
詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
キューブのメタデータをデータベースにインポートした後は、IBM最適化アドバイザを実行してSQLスクリプトを生成し、そのスクリプトを実行してMQTを作成する必要があります。
詳細は、IBMのドキュメントを参照してください。
実装から最適な結果を取得するにはIBM最適化アドバイザでいくつかのパラメータを指定する必要があります。IBM最適化アドバイザ・ウィザードによってメタデータが分析され、SQL問合せに使用されるデータの格納および索引付けを行うサマリー表を構築する方法をお薦めします。IBM最適化アドバイザの実行は、MQTを最新の状態に保持するためにも役立ちます。また、ETLの実行ごとにデータベースをリフレッシュする必要があります。
MQTを作成するには、次のガイドラインを使用します。
| 確認対象 | 選択 |
|---|---|
サマリー表 | Deferred (またはImmediate)を選択して、テーブルの表領域を指定します。 |
制約 | 最適化パラメータに適切な値を選択します。Data-samplingオプションはオンにします。 |
SQLスクリプト | サマリー表作成の実行にはスクリプトの作成が必要です。ファイル名と場所を選択します。 |
この付録の内容は次のとおりです。
app_segment_rule.xsd XMLスキーマ・ファイルには、物理表から論理表へのマッピングを定義するマッピング・ルールが含まれています。
次に、app_segment_rule.xsd XMLスキーマ・ファイルの注釈付きのバージョンを示します。
app_segment_rules.xsdに含まれている検証ルールに基づいたapp_segment_rules_*.xmlファイルの例を確認できます。
この例では、app_segment_rules_*.xmlファイルは短縮されています。
XMLスキーマ・ファイルmapping_rules.xsdには、物理列から論理列へのマッピングを定義するマッピング・ルールが含まれています。
この項では、mapping_rules.xsd XMLスキーマ・ファイルの注釈付きのバージョンを提供します。
例G-1 mapping_rules.xsd
mapping_rules.xsdに含まれている検証ルールに基づいたmapping_rules_*.xmlファイルの例を確認します。
実際のファイルは短縮されています。
例G-2 mapping_rules_*.xml
この付録の内容は次のとおりです。
Oracle BI管理ツールのメニュー・オプションを使用するときに利用できるキーボード・ショートカットについて説明します。
「ファイル」メニューのショートカット
「編集」メニューのショートカット
「表示」メニューのショートカット
「ツール」メニューのショートカット
一般的なメニューのショートカット
次の表に、管理ツール・メニューで一般的に使用できるキーボード・ショートカットを示します。Windowsのメニュー・オプションを使用してメニューからナビゲーション・ペインにフォーカス変更できます。
| 操作 | キーボード・ショートカット |
|---|---|
アプリケーションの終了 | [Alt]+[F4] |
メニュー・オプションへのカーソルの移動 | [Alt]+下線付き文字のキー |
開いているアプリケーションのコントロール・メニュー | [Alt]+[Space] |
選択した項目のショートカット・メニューの表示 | [Shift]+[F10] |
メニュー・バーでの移動 | [←] [→] |
メニュー・オプションを開く | [↓] |
メニュー・リストでの移動 | [↑] [↓] |
現在のメニューを閉じる | [Esc] |
チェック・ボックスまたはリストの項目の選択および選択解除 | [Space] |
隣接しない項目の選択 | [Ctrl]+[↑]+[Space] |
次の表に、Oracle BI管理ツールのダイアログで使用できるキーボード・ショートカットを示します。
| 操作 | キーボード・ショートカット |
|---|---|
後続のオプションに移動 | [Tab] |
前のオプションに移動 | [Shift]+[Tab] |
リストの項目の選択または選択解除 | [Shift]+[↑] [Shift]+[↓] |
現在のダイアログを閉じる | [Esc] |
リストの最上部に移動 | [Home] |
リストの最下部に移動 | [End] |
リフレッシュ | F5 |
上矢印ボタンが表示されたダイアログ: 選択した項目をリスト内で上に移動 | [Alt]+[↑]
|
下矢印ボタンが表示されたダイアログ: 選択した項目をリスト内で下に移動 | [Alt]+[↓]
|
正符号(追加)ボタンが表示されたダイアログ: リストから項目を挿入 | [Alt]+[Insert] |
「X」(削除)ボタンが表示されたダイアログ: リストから項目を削除 | [Alt]+[Del] |
鉛筆(編集)ボタンが表示されたダイアログ: リストの項目を編集 | [Alt]+[Enter] |
ダイアログの参照: 左ペインに配置されたツリー間のフォーカスの移動 | [F5]、[F6]、[Shift]+[Tab]、[Tab] |
表の行に子の行がある場合(グリッド): 正符号アイコンが表示されたセルから子の行を開く この状況は、「リポジトリ・マージ・ウィザード」の「マージ戦略の定義」ページで発生します。 | [Space]
|
表の行にチェック・ボックスがある場合: チェック・ボックスの選択または選択解除 この状況は、「リポジトリ・マージ・ウィザード」の「マージ戦略の定義」ページで発生します。 | [Space]
|
この表は、物理図およびビジネス・モデル図で使用できるキーボード・ショートカットのリストです。
注意:
「物理図」および「ビジネス・モデル図」のツールバー・オプションは、「図」メニューからも使用できます。
| 操作 | キーボード・ショートカット |
|---|---|
ダイアグラム・オブジェクト非選択時の、図の周囲のパン | 矢印キー |
ダイアグラム・オブジェクトの選択: 矢印キーを使用してポインタ下のオブジェクト移動し、[Space]を押してオブジェクトを選択 | [Space]+矢印キー |
選択したダイアグラム・オブジェクトのプロパティ・ダイアログを開く | [Enter] |
現在の操作の取消し | [Esc] |
パンまたはマーキー・ズーム使用後のデフォルト・モード(選択)の再開 | [Esc] |
オブジェクトの選択解除 | 次のいずれかの方法を使用します。 [Esc] マウスのカーソルがオブジェクト上にない場合は[Space]を押します。 |
ズーム・イン | [+] |
ズーム・アウト | [-] |
パン・ツールの選択 | [P] 図の周囲のパンには矢印キーも使用できます。 |
自動レイアウトに戻す | [S] |
新しい結合の作成 | [J] このショートカットによって「新規結合」が選択されます。 |
新しい表の作成 | [N] このショートカットによって「新規表」オプションが選択されます。このショートカットの使用後は、矢印キーと[Space]を使用して図の周囲をパンしたり、新規表の「論理表」ダイアログを開くことができます。 |
マーキー・ズーム・ツールの選択 | [Z] このショートカットによって「マーキー・ズーム」ツールが選択されます。 |
現在のビューの全オブジェクトをズームして合せる | [F] |
拡張されたビューの全表を列とともに表示 | 1 |
縮小したビューの全表を、列を非表示にして表名のみで表示 | 2 |
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U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.
このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。
OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。
このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。
このドキュメントが試作版の場合:
このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
このドキュメントが非公開の試作版の場合:
このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。
このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。
Oracle Supportへのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
